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東北 電 電力 ・ 田沢 PS 8, 500 kVA 水 車 発電 機 
式 水車 発電 機 締 々 登場 


富士 OH 式 自 励 交流 発電 機 は 
送電 電力 の 増大 に 伴 な うぅ 電力 の 質 的 向上 を 期待 する 世 
界 的 要望 に こたえ ぇ , 富士 OH 式 リ アク トル と 半導体 整 
流 器 か ら な る 静止 形 装置 に より 、 す ぐれ た 励磁 速 応 性 
を 確保 し , 発電 機 の 運転 制御 と 構造 の 上 に 大 き な 革 新 
を も た だら eR 入ら 
富士 OH 式 自 励 交流 発電 機 は 
過渡 安定 度 の 増大 , 負荷 急変 時 の 電圧 変動 の 抑制 , 極 
限 電力 の 増加 な どの 諸 特 長 を 獲得 し , 回 転 励磁 機 を は 
ぶ い た 簡潔 な 構造 で お あります 。 
富士 OH 式 自 励 交流 発電 機 は 

電力 開発 用 と し て , すでに 6,700. 8,500. 14,000. 
15,000. 28,000kVA な どの 製作 実績 を も つ に いた りき ま 
し た が , な か で も , 目下 製作 中 の 電源 開発 ・ 尾 落第 二 
発電 所 向け 28,000kVA 機 は , この 機種 に な ける わが 国 
最大 容量 機 で あっ て , その 励 機 装置 に 新鋭 シリ コン 整 
流 器 が 採用 され て いる 点 と と も に , 成果 が 注目 され る 


富士 電機 製造 株 式 会 社 で 


大 


放 園 境 匠 え 痕 皿 


新鋭 火力 発電 所 の 発電 機 の 大 容量 化 や 膨大 な ダム 式 水力 発電 所 の 建設 と 超 高 圧送 電線 
の 送電 電力 の 増大 と あい まっ て これ ら の 電力 を 受電 する 一 次 変 電 所 の 建設 も 進み 発 
変電 所 に 設置 さき れる 超 高 圧 変圧 器 は 加速 度 的 に 大 形 化 の 傾向 に あり ます 

三菱 電機 で は 昭和 27 年 に わが 国 最初 の 超 高 圧 変 圧 器 と し て 117,000k VA,250 kV 変 
圧 器 を 関西 電力 枚方 変電 所 に 納入 し て 以来 幾多 の すぐ れ た 設備 と 多年 の 経験 に よる 
最高 の 技術 を 駆使 し て ほとん ど 毎 年 の よう に 容量 の 記録 を 自ら の 手 で 更新 し て いま す 
表 は 当社 が 製作 し た 主 な 超 高 圧 変圧 器 の 一 覧 表 で 製作 実績 は 製作 中 の も の を ふく め 
3,568,500k VA と いう 和 異 的 な 実績 を 納め て いま す 


当社 が 製作 し た 主 な 超 高 庄 変 計器 一 W 覧 泰 (220kV 以上) 
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近 来 , 各種 産業 に お ける 工場 設備 の 合理 化 と 生 
産能 率 向 上 の た め , 各種 制御 関係 の 自動 化 に より 
機械 装置 と 電機 品 の 集中 配置 , 中 央 管理 方 式 が 採 
用 さき : れ る よう - に な り ま し な た 。 

コミ ドド ロー レセ 2 タリ ご さ の な 要因 和 は 
る た め に 作ら れ た 集合 制御 盤 で , 多数 の 電動 機 群 
を 使用 する プラ ント ド に 最適 で す 。 


・ 取 り 扱 い が 安全 ・ 制 御 が 簡単 ・ 信 頼 度 が 高い 

* 故 障 少 な くく, 保守, 点検 が 容易 ・ 据 付 面 積 の 経済 的 
利用 ・ 据 付 。 配 線 が 簡単 容易 ・ 増 設 , 変更 が 容易 
* 散 し い 外 観 。・ 操 作 事故 の 減少 ・ ユ ニッ ト の 互換 性 
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mn 
本 = 二 の み どこ : ろ 
諸 行 事 こ よみ , 35 年 東京 支部 大 会 予告 オペレーション 
ズ ・ リ サー チ 講 演 会 , ハリ ス 教 授 講 演 会 , 第 5 回 静電気 研究 
| 発表 会 , 有機 半導体 を 中 心 と し た 講演 会 , 35 年 連 大 ( 再 告 ), 
』 名 簿 作 成 資料 に つい て の お 願い , 技術 報告 出版 , 第 12 回 電 
磁界 理論 研究 専門 委員 会 の 会 告 が あぁ ある 。 (前 46) 
| 反射 鏡 を 併用 する 熱 検出 器 の 放射 入力 に よる 熱 起 電力 
表面 涯 度 の 遠隔 測定 に 用 いら れる 赤外線 標定 器 検 出 部 の 特 
誕 手 を 解析 的 に と 明らか に し て , 一 般 の チョ ッ * 形 熱 検出 器 に 対 
衣 馬 て を 成立 する 理論 式 を 導い た 。 (697 ペー ジ ) : 
| マイ クロ 波 に お ける フェ ライ ト 定 数 の 温度 特性 マイク 
計 渋 発振 器 の 大 電力 化 に 伴 な い , フェ ライ 機器 の 温度 特性 
康 問 題 引 な っ て くる 。 こ こ で は フェ ライ ト の テン ソル 人 衣 磁 率 
こと 診 電 率 の 温度 特性 の 測定 結果 に つい て 述べ , 従来 の 理論 
窟 と どの すう に 利用 し た らち よい が に つい で 論 記 で いる 。 
| (706 ペー ジ ) 
か ご 形 誘導 電動 機 の 起動 過渡 トル ク の 解析 誘導 電動 機 
放 の 居 渡 現 象 を 多 軸 行 列 法 に テプラ テス 変換 を 適用 する こと に よ 
っ て 論じ 起動 加速 中 の 過渡 トル ルク の 解析 を 行っ て いる 2。 
| (ES ) 
内 部 導体 を 含む お 円筒 コ イル の 過渡 応答 に つい て 内 部 に 
導体 棒 の は いっ た 円 筒 コ イル に お いて , 急激 に 電圧 を 印加 し 
た 場合 の 電流 変化 お よび 導体 内 の 磁界 の 変化 を 理論 的 に 求 
有る, 等 価 回 路 を 与え を て 実験 的 に 確か め た も の 。 (722 ペー ジ ) 
衝撃 電流 に より 連接 接地 網 お よび 制御 回 路 に 誘起 され る 電 
圧 に つい て ___ 発 変電 所 た に サー ジ が 侵入 し た 場合 , 所 内 に 設 
置 され た 制御 ケー ブル に 発生 する 電圧 を 実験 的 に 求め , さら 
に その 発生 機構 を 理論 的 に 検討 し た も の 。 (727 ペー ジ ) 
平衡 形 直結 増幅 器 の 電源 変動 に よる ドリ フト 直結 増幅 
| 器 の 電源 変動 と よる ドリ フト を 理論 的 に 検討 し , さら に 実験 
的 に 確か め あて ドリ フト を 最小 に た する た め の 対 策 を 与え を た も の 
| で , 従来 あ を まり 明らか に され て いな か っ た 数 量 的 検討 を 加 を 
て , 実際 の 設計 に 有用 な 資料 を 与 を て いる 。 (736 ペー ジ ) 
シン クロ レゾ ル バ の 温度 特性 シン クロ レゾ ル バ の 位相 
ずれ な どの 誤差 が , 巻 線 の 温度 特性 に あぁ る と し て , 理論 と 実 
験 と の 照合 を 行い 補償 回 路 の 定数 決定 法 に つい て 述べ た も 


の 。 (743 ペー ジ ) 

真空 スイ ッ チ の 残留 電流 小形 の 真空 スイ ッ チ を 試作 し , 
3,300V, 100 A 前 後に お ける 消 弧 特 性 , 特に 残留 電流 に つ 
いて 実験 し た も の で , 真空 度 を 変え て 多く の 実験 を 試み て あ 
る 。 (747 ペー ジ ) 

衝撃 沿 面 フ ラッ シオ ー バ に 関す る 一 考察 沿 面 フ ラッ シ 
オォ オー バ の スト リー マ の 進展 に つい て , 誘電 体 の イメ ー ジ を 
考 % て , 誘電 率 の 異な る 媒質 の 表面 フラ ェ ミッ シオ ー バ の 特性 を 
説明 し た も の 。 (755 ペー ジ ) 

短い 超 音 波 パ ルス の 送受 方 法 と 探傷 器 へ の 応用 思 ロ 8 ジグ 
リー ト 」 誠 素 棒 , 耐火 れん が な どの 超 音 波 探 傷 を 可能 た する 
た め , 指向 性 の ょ い 短 い 超 音波 ペル ズ ス を 発生 させ る 方 法 が 研 
究 さ きれ ; 送受 波 器 を 作っ て 実験 を 行っ た 結果 , 相当 よい 成績 
が 得 ら ちら れ た こと を 述べ た も の 。 (761 ペー ジ ) 

電気 用 語 と 漢字 制限 に 関連 し て 国語 の 問題 に つい て ば は 
いろ いろ な 意見 が ある よう だ が , この 度 は 電気 学会 の 問題 と 
し て 登場 し た 。 わ が 国語 が 現在 当面 し て いる 了 絞 み が 浮き ぼり 
に され て いる よう だ が , これ に 引 続 い て 多く の 会 員 か ら 御 意 
見 の 寄 な られ る こ . と を 期待 し た い 。..( 寄 書 "769| ページ ) 

用 語 選定 に つい て __ 前 項 の 寄 書 た 対し て 寄せ られ た 電気 

語 標準 特別 委員 会 より の 回 答 ( 寄 書 772 ペー ジ ) 

変圧 器 の 衝撃 電圧 試験 に お ける 故障 検出 (要旨 ) 変圧 器 
衝撃 電圧 試験 標準 規格 (JEC-110) の 改定 に あたり , 故障 検 
出 法 を 本 文 に 規格 と し て 採り 入れ る こと と な り , 内 外 の 文献 
に つき 調査 研究 を 行っ た 技術 報告 策 37 号 の 要旨 。 

(報告 773 ペー ジ ) 
高周波 木材 加工 技術 基準 (要旨 ) 高周波 木材 加工 に 関す 
る 従来 の 研究 報告 に つい て 調査 し , 技術 基準 が 作成 され 技術 
報告 策 '38- 号 に 発表 され た が , その 要旨 で ある 。 
(報告 775 ペー ジ ) 
注水 固有 抵抗 に よる が いし の フラ ッ シ オ ー バ 電圧 の 変化 
(要旨 ) 試験 電圧 標準 特別 委員 会 か ら の 依頼 た 基づい て 陰 
絡 電圧 専門 委員 会 で , が いし の 汚 損 , 注水 試験 法 の 立案 を 行 
うこ と と な り , 従来 の 試験 結果 を 調査 する と と も に , 各種 が 
いし ,。 ブッ シン グ に つい て 注水 フラ ッ シ オ ー バ 試験 を 実施 し 
た 技術 報告 第 "38" 号 の 要旨 (報告 776 ペー ジ ) 

自 忠 交 流 発電 機 近年 , 各 方 面 に 新しい 分 野 を 開き だ し 
た 励磁 機 を 有 し な い 自 励 交 流 発 電機 に つい て , 速 応 性 ; 電圧 
変動 な どの 諸 特 性 を , 従来 の 励磁 機 を 有する 交流 発電 機 と 比 
較 し て 解説 し て ある 。 (技術 線 説 778 ペー ジ ) ; 
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反射 中 を 併用 する 和 熱 検出 器 の 放射 入力 た よる 熱 起 電力 生玉 重合 五郎 697 

マ 信太 0S る ラド 定 数 の 洛中 特 倫 KR hn 岡田 文明 706 
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内 部 較 灯 和合 仙 四谷 天 人 0 必 の 剛 O 河合 正 ・ 近 藤 博 通 722 
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策 5 回 静電気 研究 発表 会 , 有機 半導体 を 中 心 と し た 講演 会 , 35 年 連 大 ( 再 告 ), 名 筐 作成 資料 に っ 


いて の ぉ 願い , 技術 報告 出版 , 策 12 回 電磁 界 理論 研究 専門 委員 会 ) (前 4~6) 
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電気 学会 雑誌 へ の 寄稿 注意 


1. 寄稿 者 は 原則 と し て 本 会 会 員 に 限る 。 
' 避 本 会 所 定 の 原稿 用 紙 に 「 電 気 学会 雑誌 寄稿 の し お り 」 に 基づい ぃ いて 
、: 執筆 の こと 。 これ らち は 申込 み 状 第 送付 する 。 
3. 寄稿 の 種類 
"8・1 資料 ・ 論 文 ( 長 さき は 刷 上 り 10 ペ ー ジ 以内 , 英文 要 紀 付 ) 
(雑誌 1 マー ジ は 本 会 原稿 用 紙 で 6 枚 ) 
学術 お よび 技術 に 寄与 する 新しい 研究 成果 
3 ・2. 誌上 討論 ( 長 さ は 原則 と し て 刷 上 り 1 ペー ジ 以 内 ) 
。  , 本 会 誌 に 掲載 され た 事項 に 関す る 討論 お よび それ に 対す る 原著 者 
の 回 徐 " ‘ 
3・3 寄 書 (長き は 原則 と し て 刷 上 り の 2 ペー ジ 以 内 ) 
学術 又は 技術 に 関し て , 会 貞一 般 の 関心 を 促す た め の 意 見 , 本 会 


の 事業 お よび 動向 に 対す る 批判 , 意見 等 
3・4 会 員 の 声 (600 宇 以内 , 用 紙 随 意 ) 
雑誌 , 講演 会 その 他 本 会 の 事業 を 改善 する た め の 建 設 的 意見 等 を 
簡潔 に 執筆 し た も の 。 誌 上 匿名 は 差 支 な い 。 採 否 は 編修 理事 が 決 
定 す る 。 叉 要綱 だ け 掲 載 す る 場合 も ある 。 


・ 本 会 受付 前 に 他 の 公開 出版 物 に ほぼ 同じ 位 詳 し く 掲 載 さ れ た も の 


は 原則 と し て 掲載 し な い 。 


・ 英文 要旨 資料 ・ 論 文 に 300~500 語 以 内 (図表 を 付け な い ) の 


英文 要旨 を 付け る こと 。 こ れ は 海外 向 本 会 誌 の み に 掲 載 ず る 。 


・ 原稿 の 送付 先 東京 都 千代 田 区 有楽 町 1 丁目 3 番地 


電気 学会 編修 課 


・ 別刷 50 部 まで は 無料 で 著者 に 贈 旦 。 そ れ 以 上 は 有料 。 


831(135)| 
857(161) 


i ei 9 本 ma レー ニー ニー ピー ーーーーー ーー ヘーー シー 一 ギー ーーche> ーーー ポー ャ ーー 


わが 国 最 初 の 超 高 圧 エ レフ ァ ン ト (表紙 写真 説明 ) 会 長 後藤 以 紀 
ブッ シン グ 採 用 東芝 で は , 電源 開発 株 式 会 社 炭 只 見 。 加 会 長 - = 
電源 開発 株 式 会 社 奥 只見 発電 所 発電 所 に 現在 す を 付け 中 の , 日 本 最大 宮本 導 業 
133, 000 kVA 変圧 器 137,000kW 水車 (3 台 ), 133,000kVA や? 克 紅 
(東京 芝浦 電気 株 式 会 社 ) 水車 発電 機 (3 台 ) に 引き 続き 133.000 。 和 終 務 理事 PN ae 1 
kVA 変圧 器 3 台 の うち 1 台 を 完成 し 会 計 理 事 和 田 重 賜 
ye 記 木 村 人 燃 箇 
編修 理事 小沢 健 一 
この 変圧 器 は , 水力 発電 所 用 と し て 森 英二 夫 
は 最大 で あぁ あり, また 287kV の エレ フ 柳井 久 和義 
CM 至 之 園 親 佐 
※ ント の し た も の と し = 
て も, わが 国 最 初 の 製品 で ある 。 岡 村 - 終 吾 
仁 様 東京 支部 長 - 間 藤 幸 男 
関西 支部 長 林 は 
台数 回 九州 支部 長 村 富 芳 雄 
形 式 特殊 三 相 送 油水 冷 式 東北 支部 長 高野 知 彦 
東海 支部 長 和 位 上 武 雄 
[= 50 S 
周波 数 fs 中 園 支部 長 佐 川重 類 
TT 8 133, 000 kVA 北海 道 支部 長 松 本 秋 和田 
に マー ‘2 
< 圧 一 次 15kV 北陸 支部 長 加 謙 時 2 
電 四国 支部 長 北 脇 保 喜 
一 次 287/275/262.5 kV 直接 接地 
広 告 巨 次 
テ 三 社 電 機 (前 16) 高砂 製作 所 ( 後 2) 日 幸 電 機 ( 後 3) 穴 倉 電 線 (前 3 の 
明 和製 作 所 ( 後 13) 山 洋 電 気 :( 後 9) - タケダ 理研 工業 ・( 前 20) 日 新 電 機 (前 13) 古河 電気 工業 (前 40) 
容 藤 電 気 < 前 25) シ チ 日 測 電 子 工 業 (前 49 う 不 
ィ 島津 製作 所 ( 後 22) 千野 製作 所 ( 後 2) 日 本 科学 技術 (前 19) 世情 電 機 ( 後 12 
井 上 電 機 (前 443 う ) 昭 和 電 線 (前 36) 中 央 製作 所 (前 26) 情報 センター 本 多 電 機 < 後 5 
岩佐 電 気 < 後 22) 昭 和 電 熱 < 後 7) 中 外 接 点 ( 後 19) 日 本 科学 冶金 ( 後 18) マ 
宮崎 通信 機 (前 33 ツ 神 鋼 電 機 (前 12) yy 日 本 開閉 器 ( 後 10) 松 尾 電機 < 徐 21) 
選 新興 通信 工業 ( 後 16) 椿本 鋼 球 製造 ( 後 19) 日 本 抵抗 器 ( 後 6) 松下 通信 工業 (前 8) 
演 基 電 気 ( 後 4) 新 中 央 工業 ( 後 1 テ 日 本 電 気 (前 34 う 松下 電器 産業 < 後 1 
在原 製作 所 ( 後 5) 新 日 本 電気 (前 35) 電 気 学 会 (前 72 日 本 電気 精 器 C 後 12) ミ 
評 ・ ア ・ プ ラウ ゥ ウン て (前 10) ス ト 日 本 電気 機材 ( 後 2) 三 共 鉛 筆 ( 後 23) 
示 水 道 機 工 ( 後 16) 戸 上 電 機 ( 表 4 う 日 本 電源 機器 (前 9) 三 姜 電機 ( 表 2 対 向う 
甘 倉 電気 ( 後 9) 鈴木 電 芯 計 (人 後 挟 ) 来 1 亜 埋 溢 下 華 前 275 日 本 電 線 (前 39) メ 
大 阪 変 圧 器 (前 14) 住友 電気 工業 (前 21) 東海 高熱 工業 ( 後 172 日 本 電 波 (前 28) 目黒 電波 測 器 (前 30) 
沖 電 気 (前 52) スタ ー ラ イト 工業 ( 後 8) 東京 芝浦 電気 ( 表 1 う 日 本 イン ター (Wi23) 上 時 電 含み どこ ろ 対 向 ) 
カ 東京 電気 精機 (前 29) ナシ ョ ナル 整流 器 ャ 
茜 川 電 機 て 後 11) 精機 工業 所 < 後 23) 東 電 舎 :=( 後 6 う 日 本 マイ クロ (1D 安 川 電 機 (前 17) 
神 岡 金属 ( 後 20) 整 。 電 - 舎 ( 後 10) = 東邦 計量 器 C 後 20) る 太る な 山武 へ ネ ウ ェ エル (前 46 
キ 関 商 事 (前 31) 東邦 産 研 ( 前 51 う ハ ヨ ョ 
共 和 無 線 C 後 19) y 束 洋 計 器 (前 15) ハン セン 電機 (前 48) 横 河 電 機 (前 42) 
コ 双 信 電 機 ( 後 159- 東洋 端子 (前 509 ヒ リ 
区 | 閣 縮 ! 紅 RK 艇 89 TI = 一 ( 後 1) 東洋 通信 機 (前 45) 日立 製 作 所 ( 表 3) 理化 電機 研究 所 (前 18) 
コロ ョ ロナ 電気 ( 後 2 タ ナ 日 立 電 線 (前 47) 理化 電機 工業 ( 後 10 
ロナ モ ー タ ー (前 32) 多摩川 精 機 ( 後 7> 中 里 合 名 ( 後 18) 李 口 製作 所 (前 22) 立 正 電 機 ( 後 1 の 
サ 大 成 化 学 ( 後 18) 長浜 製作 所 ( 後 3 2 ワ 
佐 藤 金 属 ( 後 4) 大 日 電 線 (前 38 う = 富 土 電 機 ( 表 2 う 渡 辺 : 電 機 ( 後 15) 
三 測 器 ( 後 8) 高岳 製作 所 (前 3834) 二井 敬 電 器 (前 43) 宮 士 通信 機 - (前 41 
FE = [ーー | ~~ 
YAN 電 気 字 会 
CY 東京 都 千 代田 区 有楽 町 一 丁目 三 番地 


AL 。 電話 和田 倉 (201) |884 番 振替 口座 東京 3168 番 


NINNINNNNTNNNNNNNNtNANtAANtGANNGGANNttNANitANNthNntttanttlinttnntttntnintid 諸 行 事 まま み TAMIAMINIIANIIAAMNMDNNNNNMNAMIAMMAMOANIANTAMDIANTANNOANTANNTANTNIRANTTINTNT 和 ES 
言 6 月 20 日 昭和 35 年 連合 大 会 シン ポジ ウム 講演 予稿 予約 申込 締切 (5 月 号 会 告 参照 ) 言 
言 6 月 25 日 。 オペ レー ショ ンズ ・ リ サー チ 講 演 会 (別掲 会 告 参照) = 
言 」6 月 27・28 日 静電気 研究 発表 会 (別掲 会 告 参照 = 
言 6 月 29 日 有機 半導体 を 中 心 と し た 講演 会 (別掲 会 告 参照 ) 骨 
言 7 月 1 日 電磁 界 理論 研究 専門 委員 会 (別掲 会 告 参照) ミ 
EE 米国 コロ ン ピ ビア 大 学 ハ リス 教授 講演 会 (別掲 会 告 参照) 呈 
言 7 月 25~29 上 日 電気 四 学 会 連合 大 会 (別掲 が よび 4 5 月 号 会 告 参 照 ) = 
言 東京 支部 大 会 (別掲 会 告 参照 ) 計 
言 電気 学会 会 員 名 簿 作 成 資料 の 提出 (別掲 会 告 参照 ) 計 
TTT TTT TTT TOTTTTOUT TOO TTOTTTTTTOTTTOOTTTT TTTOTOTOTTOOOD TTTOO TTD OOOTTTTT TOTTI EE 
症 MMMMMAMillMiuutiiiminuinniiiu 昭和 35 年 電気 学会 東京 支部 大 会 信 ithiauuuuauauaiuuaanuaittoiuuuauantnunninnnnnnnnnnnnnnnnnEs 


標記 大 会 を 下記 に より 開催 する こと と いた し まし た 。 和 詳細 は 本 誌 7 月 号 会 告 樹 に 発表 いた ま す 。 


1 論文 発表 方 法 リポ ー タ 方 式 (昨年 度 と 3. 会 場 東京 大 学 工 学部 3 号館 
ほぼ 同じ ) 4. 論文 申込 期限 s 電 = 語 O 押 
2 日 評 昭 相 記 3o8 年 半 刷 填 月 5 き 6 有 回 5. 原稿 提出 期限 9 月 5 日 


HDIDUNYUTNAATGYA NATT UTA KYnttnlnbtpnnlntntntttl 
ONDIUIIIUIDIIUIDIICUIIDRIOII UIRIIDIRIIUDIIIIN 


ETONRRNRATAIAIDADIMRIUDRU DAADADARIRRIEDNIDN AOADADINIDINONICIRIDRDADIDADODOIUIDUOUADUONUDUNADIDUDIDIDIDADIDIDIUIOIUUDIIUUIUICIININLITD 電気 学会 京 支 i HILLULTUIIINITNNIDIITNITAITNNLAITGS 


に 


uotuiononinunnnnnnnannninau オペ レー ショ ンズ ・ リ サー チ 講 演 - 全 Muuuuuuutiuvivuvuuvutvuuuoui 


言 日 時 6 月 28 日 征 ) 午後 1 時 30 分 
言 会 場 日 本 国有 鉄道 本 社 8 階 映写 室 (国電 。 東京 駅 北口 前 ) - 
語 生生 舞 .OR SN 坦 外 視 矢 漁 で 下 の 日 立 中 研 '! 星 合 正治 者 = 
則 2 Ok OR CN NN 電 々 久 社 茅野 健 呑 計 
3. OR の 二 三 の 実例 ee 国 鉄 横山 勝 蔵 君 
言 4 OR の 思想 と 手法 の 変遷 た に つい て SN DD TR 東 大 松田 武彦 君 言 
a [ 来 聴 欲 迎 ・ 聴 議 無 料 ) 
証 uuuiuunuuuiiii 電気 学会 東京 支部 ・ 電 気 通 信 学会 東京 支部 mntainn 
iiiniutuninativiantannntanninninanniannnaaaannannanniaannnnii > リ ス 教 授 講 演 会 Smmmummuutuuuuuuumuuumuuuuuuuuuuuumiuuum 


邊 時 前 和 (を E 生 衝 清 時 
会 場 早 和 田 大 学 19 号館 329 号 教 室 (新宿 区 戸塚 町 1 丁目 , 都電 早稲 田 車 庫 前 また は 国電 高田 馬 
場 駅 か ら バ ス 早 大 正門 前 下車 ) 
演 1. Room Acoustics and Reproduction of Sound 
et 米国 コロ ン ビ ア 大 学 教授 _ ハ リス 和 靖 士 
( 来 聴 歓 迎 ・ 聴 講 無 料 ) 
尊 mumnuuun 電気 学会 ・ 電 気 通 信 学 会 ・ 音 響 学 会 各 東 京 支部 tun 


前 4 


潤 


HMININTND UTUTATRTNTN NYA CATA TNT TRYAYN TTD YYA ONAN TATA GAGAlA NtTTTLY 


INDIIUIDITATIIATY TNTYAY TONYY TYAN TNIATO OTA YOON TYA TB ATTY AGANYTAY 


i 


に 


吊 嘩 


riumuyuvranurautiuntnnnnrunntritvtuiii_ 第 5 回 静電気 研究 発表 会 tiiuuuuuuotauuuuuuuovuuiwuy 


礎 


言 日 時 6 月 27 日 (月 ) 午前 9 時 へ 午後 5 時 28 日 ( 火 ) 午前 9 時 正午 則 
言 会 場 東京 理科 大 学 2 号館 211 号室 (新竹 区 神楽 坂 。 国電 飯田 橋 市 ヶ 谷 寄 下車 堀 際 ) 計 
言 研究 発表 講演 お よび 次 第 由 
言 27 日, 午前 
語 GS る 岳 和 吾 人 雪 で 0 葛西 昭 成 , ° 橘 高 重義 ( 東 理 大 ) 言 
言 2 名 二 の の 電電 に つい で る 高田 実 , く 庄 田 新 一 , 斉藤 寿 度 ( 山 形 大 ) 還 
則 NS る 吉 二 呈 C 人 の 田中 二 三 , “斉藤 洋 ( 京 工 繊大 ) 語 
= 4「 管 中 の 流動 と を で なら う . 或 電気 ーー 1 本 格 治 , 野々 村 卓 尋 ( 都 RI 総研 ) 寺 
計 5 に 宰 照 尉 絡 緑 人 性 イプ と 新 電 所 つる a: 山本 格 治 ( 都 太 I 総研 ) 則 
上 6 人 来 裕人 の 和 帯電 ML は 菅 義夫 ,“ 大 滝 療 大 郎 , 大 滝 幸 子 ( 東 大) 語 
言 27 日, 午後 静電気 障害 対策 シン ポジ ウム = 
言 静電気 炎 害 の 現況 ……… 上 月 三郎 (産業 安 全 研 )~ 帯電 防止 レコ ー ド Reet 6 i 
言 帯電 防 政 料 ……… 野 口 雪 雄 (日 本 コル コー ト ) 録音 テー プ の 帯電 防止 … 橋 高 重義 ( 東 理大 ) 言 
= 商 電 臣 農 油 誕 Se ep 湯川 考 布 (東邦 化学 ) 除電 機 に よる 帯電 防止 対策 … 木 脇 久 知 ( 電 試 ) 言 
言 28 日 , 午前 計 
a が 店 凍 電 舌 測定 法人 選 っ で の Re 橘高 重義 ^ 葛 西 昭 成 ( 東 理 大 ) 言 
国 EO の … 9 宮 藤 。 洋 , 松村 彰 一 ( 京 工 繊大 ) 語 
言 9. 可燃 性 ガス 中 に お ける 静電気 除去 器 の 着火 危険 に つい て … “ 坂 主 勝弘 。 上 月 三郎 (産業 安全 研 ) 言 
言 10. プラ スチ ックス の 直接 親水 化 に よる 静 電 防 止 処理 と 対 セ メン ト 客 着 性 向上 と その 並行 性 則 
全 DS SRS ET ECE 村上 潤 雄 (関東 学 大 ) 則 
言 1 部 電気 た だ よる 液 休 の 徴 枕 公 穫 2 外 0 才 原 正夫 ( 阪 。 犬 ) 言 
計 フラ だ een 加藤 一 郎 (千葉 工大 ) 則 
則 ( 来 聴 歓迎 ・ 聴 講 無 料 ) 言 
重 和 iuituuniumuuimmmni! 主催 。 高 分 子 学会 ・ 電 気 学会 東京 支部 外 8 学会 Mmmm 


回 


MUNNMMAANMNAAAMANNNAAAA 有機 半導体 を 中 心 と し た 講演 人 mmmuuuuuuuuuuuvuuuuvu 


} 


日 時 6 月 29 日 ( 水 ) 午前 9 時 午後 5 時 
会 場 東京 大 学 理 学部 第 2 号館 大 講堂 (文京 区 本 富士 町 ・ 都 電 一 東大 正門 前 下 』 
講 演 ロー へ 4 午前 , 510 午後 ) 


ul 
で 


則 1. 看 機 固体 化学 の 将来 性 mieeeererretereeteeeeeeee 牧 島 人 象 二 ( 東 0) 
財 2. 半導体 材料 の 進歩 ee 鳩山 道夫 ( 電 試 ) 
則 0 押田 勇雄 (小林 理研 ) 
骨 4. 有機 結晶 の 半導体 ete 赤松 秀雄 ( 東 RO) 
革 5. 半導体 有機 物質 の 合成 ese 神原 周 (東工 大 ) 
語 6. いわ ゆあ る 有機 半導体 に つい て ee 小林 秋田 ( 通 研 ) 
則 7. 半導体 ガラ ス i 宗像 元 介 ( 電 試 ) 
ョ 8. 高 分 子 の 表面 電気 伝導 鹿 eeeeneee 川崎 避 司 ( 電 試 ) 
= 9. 高 分 子 の 固体 電気 伝導 鹿 eeeeeeeneeeeee 店 島 達 三 ( 電 試 ) 

10. 照射 高 分 子 の 電気 伝導 慶 Meieeeneeeeeemeeeeeee 深田 栄一 (小林 理研 ) 


〔 来 聴 歓迎 ・ 聴 講 無 料 
muumuunmi 確 高 分 子 学 会 ・ 電 気 学会 東京 支部 外 5 学 協 全 miinmivrtmmvirinmvi 


前 "5 


UDIIIRLDULINTNLIAUTATNNTNGG TTCTTA YY TITT AGT COTTA TY Ytyniyntpnlhtybrptinrynntiabtybantbtttpbiyninoltyintnttttttllll 記 


EURIIIIIDNDIININIIINIL 


世 


『 
n 


turin 昭和 35 年 電気 四 学 会 連合 大 会 ( 再 告 ) mimi 


標記 大 会 は , 来る 7 月 25 旦 か ら 29 日 だ わた り 北 海道 に て 開催 いた し , 特別 講演 件; 一 般 講 六 
1,833 件 , 8 課題 に 関す る シン ポジ ウム , 見 学会 4 拍 の ほか 懇親 会 , 展示 会 な どの 催し が あり ます 。 詳細 
は 4 月 号 お よび 5 月 号 会 告 を 御覧 下さ い 。 

「 講 演 論 文集 」 お よび 「 シ ン ポ ジウ ム 講 演 予稿 」 は 予約 出版 で す が , 若 征 は 余部 を 作り ます の で , 確 
実 議 大手 紀 だ ねい 苑 で まだ 市.B 有 私 沈 な い 斑 は 至急 天 沖 I じ 出さ きい 


MUMIAMDIMAMMMOUMMMAMMMDAMMMAMAMMMMAMNN UMMMGNMNMNLINIILLE 


HTINVUIY 


EITDIDIITITADIDIIIIURIDIDIUDIDIIDNRIINDIUDIRIUUIDAUUIIUIULLSS 


MIAMIDIOINNNIIAMAAMMMMIMMAIMANIAAAMAMMMAMMMMMN AMAMIMMMAMRRAYNItAMAMMMAMAANNMYNTINIIIIRIRIIILITIIIMIINIINII 害 気 \ 四 学会 連 谷 天 会 = OI 


還 


則 


mutuuiuiuiiiuiuatuunutanrnuumtuauimu 名 簿 作 成 資料 に つい て の お 願い tiuiunitomiuvuvituiuvvitghuvvvttvivtivuvntttuuwui 


電気 学会 会 員 名 簿 ・ 昭 和 35 年 版 を 出版 し , 全 正 員 に 無料 で 配布 いた す た め 準備 を いた し て お り ま 
す 。 つ いて は 「 名 筐 作成 資料 」 を 出し て いた だ く ょ よ う 3 総会 通知 た 同封 し まし た が , で きる だ け 正 確 を 期 
し た いと 存じ ます の で , 異動 の あっ た 方 で まだ 出し て な い 方 は ぜひ お 送り 下さ い 。 ま た 何 か の 手違い で 
資料 用 紙 が 届か な い 方 は 至急 お 申し 越し 下さ い 。 


HUIUIAIRITIAT IATTATT CTYGY CATTCTCCtCClntlnttll 


EIDIIIDIIRIIIDIIIIUDNRIRIDADIIUIODNIIIULLL 


HMIIUDIIITATADAATANRINNINNTTATATATATNYD NNN YAYAYA TN TD GYGN TATA TUTATATDTY DATTAUYntnntnntppnntntntntnpnontndynpnttntttntnytnntttttntlt 直 気 : 会 FINITRTDITATTNTINUTATIUTATITTTATTTT 


n 
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uuutiuuiutnirtuultiuuuiituuuilituruittitiiu 雷 気 学会 ・ 技 術 報 告 第 40 号 muumuuututuyiuiiuvuyyvouunvttvvuuttitii 


B5 判 46 ペー ジ 定価 70 円 (送料 10 円 ) 


RO 0 送電 専門 委員 会 報告 
いい 琴 弓 准 半 大 送電 専門 委員 会 報告 
[既刊 の 目録 は , お 申し 越し 次 第 進呈 いた し ます ] 


UNNIININNTNTI NTUTTATTATTATT TTCTT LTTATTATYA TTTTTTTTTITTTI 


INTIITATTITDATIITIATTNYI ITAA ATTYTI TTA TAY 


MMWAMMMMIMMMMMM 東 京都 千代 田 区 有楽 町 1 の 3 - 電 気 学 会 振替 口座 東京 3168 符 WME 


jun 第 12 回 電磁 界 理 論 研 究 専 門 委員 人 tiiuittitiuituuvuituuvivtutuiutvuiuuuvuui 


(委員 長 ) 伊藤 誠 , (幹事 ) 細野 敏夫 , 飯島 嫌 蔵 , (幹事 補佐 ) 堀内 和夫 


DITTDOTTAATTTITTTAITTTG 


時 7 月 1 日 ( 金 ) 午後 2 時 

早稲 田 大 学 理 工学 部 9 号館 2 階 会 議 室 (東京 都 新 宿 区 戸塚 町 ) 
Wiener-Hopf 型 連 立 積 分 方 程 式 の 解決 に つい て CE 五十嵐 彰 ( 電 試 ) 
電気 学会 々 員 に 限る 。 人 参加 費 無料 (予稿 は 当日 実費 鍵 布 ) 


取 正 
間 


嘩 
較 
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= 
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NTNUTIITRITTIIRTNTTTNTYRITANA TYTNTRITNTTN NATA NATTYN TACTATN TNTTINL!: 


= AITIIKRITIITTANIIANTTI ATT TNA TTTATTANTTTY 


FIIDIIMDIDINLANAAALIDADIIDIDIDAIININIRUDININNIIOIDIDIDININIDINNOAOAYNDIONDADADIDIDIDIDODNNDDIDNONGNUNONTAONNDNONDNNONOINNCNDAVGDIDAOADAOUKIOUONANOUONONDAYAOADAYAONYAOACNTNYAONTATARNONGNGN INGAGN NYATA NNGYTYORNYNGN TATATNTNITONILIGNNA 


ar 


A5 判 ・510 ペー ジ 上 捧 紙 便 用 ・ 上 異 本 
定価 900 円 (送料 100 円 ) 


必 ~ 電 で 専 結 上 志村 較 上 只 き 会 ※ 要 交 中 
委員 長 鳥山 四 男 ( 喜 蔵 工業 大 学 ) 委員 式 ) 田 進 (横浜 国立 大 学 
幹事 山本 芯 三 (古屋 大 学 う に 
々 稲田 金次郎 (上 本 大学 う 4 時 民 0 箇 ( 直 き 河 - 電 ーー エ 3 
要員 洪 、 見 一 義 - 私 半 G 湊 道 大学 ) 々 本 多 促 士 ( 京 京 電機 大 学 う 
ニー 大 2 木下 一 上 =( ミ 美 え 電機) ヶ 半 誠 。 婦 ( 京 革 京 大 : 学 う 
々 木 村 氏 治 て 日立 製作 所 ) 々 法 貨 四 . 郎 (原子 力 局 ) 
” 株" 原 革 吉 (名 喜 旦 犬 学 ) | 昇 (電気 試験 が 
々 吹 田 征 護 ( 大 阪 、 大 学 う が 三 存 保 益 ( 宮 吉 : 尾 工大) 
高津 清 一 (電気 通信 研究 所 ) クー 本 電 2 


(以上 の 委員 の ほか に , 約 20 氏 に の きる 折 や 界 の 専門 家 が 執筆 に 協力 され た う 


絶縁 破壊 すなわち 放電 現象 の 問題 は , 電気 工学 に お いて る も 物理 学 に お いて る も 重 要 か つ 興 味 あ る 
問題 の 一 つ で あぁ る 。 しかるに, この 問題 は 非常 に 複雑 で , いま な お ぉ 誰 で も が 認め 得る よう な 理論 
が な い 。 気 中 放電 に 例 を と れ ば , Townsend の 理論 が 発表 きれ て か ら 半 世紀 近く に な る の に , ま 
だ この 理論 に さえ る を も 多く の 問題 が 残さ れ て いる 。 液体 誘電 体 中 の 放電 現象 た いた っ て は , まだ 確 
認 さ えれ だ た 理論 が な い 状 態 で , 今後 の 研究 と また ね ば な ら な いい 問題 が 非常 に 多い 

し か 区 議 計 気 工学 4@s に EG は , まさ まで の デー タタ を 基礎 選 し @, ゃ で きる だ は 合理 的 次 設計 を な 
も ヒ , 優秀 と し て か つ 低 価格 の 電気 機器 を 製造 し な けれ ば な ら な い 。 

と この た あめ, 電気 学会 で は , 昭和 29 年 より 放電 専門 委員 会 を 設け , 本 書 を 編修 する こと に し 
 。 す な ね も; 最近 まで の デー タ を で きる だ け 多 く 集 め 。 A 研究 者 
お よび 学生 諸君 の 座右 の 便 に 供する よう 編修 され た も の が 本 書 で ある 。 

! 新 学期 に 学生 諸君 に お くる 特典 ]〕 
期間 中 と くに 学校 関係 者 に 限り , 下記 の よう な 御 便 宜 を 御 取 計ら いい た し ます か ら , ぜひ , 御 
利用 下さ い 。 
〇 特典 期間 : 昭和 35 年 6 月 15 日 ~7 月 31 日 
⑤ 特 ! 価 : 4 際 議 : エ 放っ さる 850 円 (送料 学会 負担 ) 
5 部 9 部 : 部 800 円 ( " ) 
0 = 絆 也 以 8 750 円 ( ) 

〇 申込 方 法 : 学校 る る い は 教室 単位 に て 必要 部 数 を 御 取 まとめ の 上 , 担当 責任 者 より 御 利 
。 分割 払い を 希望 され る 向 に は , 御 相談 に 応じ ます 。( 申 込 用 紙 は 自由 ) 


談 
= 
Nk 


Bi Ny [2 TT CL LLL 
東京 都 寺 代田 区 有楽 町 の 3 
旨 行 天 夫 に 気 "学会 


振替 口座 東京 3168 


1 


7) / 


: 則 入 


規 格 
CT 一 521 星 型 
e 使用 プラッ ン 管 
130H—B1A 
垂直 軸 偏 向 感度 
0.05V/cm~20V/cm 


正 価 360,000 在 dc~15Mc 偏 差 3db 
~~ — e 時 間 軸 掃引 速度 


0.1ksec/cm~5sec/cm 


dc CC 15Mc 2 


ri FA Ly/ 


規 格 
CT 一 511A 型 
e 使 用 プラ ウン 管 5UP1(F) 
垂直 軸 偏 向 感度 
0.1V/cm~80Vdc/ cm 
e 周波 数 特性 
dc~1Mc 偏 差 8db 
e 時 間 軸 所 引 速度 
8LSeC/ cm~800msec/ cm 
e 掃引 方 式 
トリ ガザ ガー 掘 引 、 操 返し 掃引 


te 
カタ ログ 進呈 東京 都 品川 局 区 内 CT RP 和信 弄 
松下 通信 工業 計 吊 課 正 価 145,000 円 


松下 通信 工業 株 式 会 社 


| 
| 
| 
| 
| 
| 


日 本 で 始め て の 真空 管 増 市 器 式 、 世 界 で 始め て 磁気 増 巾 器 式 自動 電圧 調整 器 を 発表 し た VOLCO が 、 今 回 
叉 世 界 で 始め て の 全 ト ラン ジス ター 増 中 器 式 の 自動 電圧 調整 器 を 商品 と し て 市 場 に 提供 する こと に な り ま し た 。 
性 能 は 従来 の 真空 管 式 と 全く 同様 を 優秀 と も の で す 。 

寿命 と 信頼 性 は 従来 の 磁気 増 巾 器 式 よ り は る か に すぐ れ て お 居り ます 。 


サー ビス 代 行 店 


責 東 時 任 喜 地区 井沢 親 機 工業 株 式 会 社 


本 社 
営業 所 


東京 都 文 京 区 湯島 新 花 町 35 
Tel. (921)1042. 7088.(929) 0289 
長 _ _ 野 _ 市 . 横 __. 2 [0) 
el 析 E 革 4R6O. 1 

新潟 市 下 太 川 前 石油 企業 会 館内 
el。 新 泥 。 (3)77016 0"3 

区 株 式 会社 朝日 机 会 
名 十 屋 市 千種 区 覚王山 通 3 一 34 
Tel. (73) 0625—6. 465 .7964 


日 本 電源 機器 株 式 会 社 


7- 増 息 害 


東京 都 江 田 区 寺島 町 5 130 。 電話 (611) 2461 ・2971 
出張 所 大 阪 市 東 区 谷町 1 7 . 電 話 94) il40 


』 箇 上 諸 調 丈 


関 西 地 区 株 式 会 社 三栄 商会 
大 阪 市 北 区 東堀 川町 1 
宮 el。 大 半 5 反 G02556 一 7 
中 国 ・ 下 国 ・ 九 州 地 区 新川 電 擬 株 式 会 社 
本 吉 抹 ム も 后 rT; 1 
Tal. 中 (2) 9147 一 9・9140 
支 店 高松 市 記 鍛 治 屋 町 4 一 18 
8 CE GC) PA3 "478 
EN 一 人 衝 
el. 福 岡 (2) 0514:(3) 6344 


前 "9 


速 乾 性 ジリ コー ン ・ ワ ニス で , 極め て 高い 表面 抵抗 と 耐 ア = ク 
性 を 有 し , 人 各種 強弱 電機 器 の 表面 仕 正 用 と し て 使用 され て いる 。 


EE CT ET OT 
mn | nm 
man [om mm | mm 
mm 
f 
i | um | 
富士 高 條 子 工業 株 式 会 社 ("2202 8 る 7) 
[== = i アレ ン ( 株 ) 目黒 研究 所 


本 社 ・ 邊 時 研 究 所 東京 都 目 黒 区 上 目黒 3 丁目 1846 電話 (713) 0 1 9 5( 代 ) 


Trade Mark 東 京 男 絡 所 東京 都 中 央 区 銀座 2 丁目 3 米 井 ビル 電話 京橋 (561)5141 一 5 
Re Pat.] Off 大 秦 連 絡 所 大 阪 市 東 区 今橋 4 丁目 1 三菱 信託 ビル 電話 北浜 23) 727・-4210 


和 前 哲弘 栄 買 易 株 式 会 社 


本 社 神戸 市 生田 海岸 通 5 (商船 ビル ) 電話 (4) 16,86 
東京 表 店 東京 都 中 央 区 銀座 東 8 の 1 電話 (541)2383 
大 阪 支 店 大 阪 市 北 区 樋 上 町 84 電話 (34) 7771 


型 録 は , 下 の 点 線 囲 み の 部 分 を 切抜き 
Wd 件 請 求 WR さき! い 。 
カ > 尾 た も 
氏 名 
住所 
勤務 先 
(会 社名 ) 
電気 学会 雑誌 一 1 一 35_ 


es F・ 人 う シラ クラ し の 
東京 都 中 央 区 銀座 2~ 3 米 井 ピ ル 電 (561) 5141~ 5 44 
大 阪 市 東 区 今橋 4 三菱 信託 ビル 電 (23) 727'4210 : 


first in 


silicones 


HIGH 世界 K 準 を 上 まわ る ノ 科学 技術 庁 長官 賞 受 賞 
2Kz 特許 庁 長 官 賞 受賞 

PRECISION fy 受賞 
日 新旧 賞 受 賞 

PATENTED UNMEN GN OR NR 人 還 人 明 陽二 


高 信頼 度 高 追 従 性 安定 性 能 
D.C. SERVO MOTOR, SERVO MOTOR GENERATOR 


ャ イク タロ ョ モー ター は 漠 特 の 構造 を る つ 極 め て 情 巧 な 微小 形 低 損 失 直 流 電 動機 
で , 短 起動 時 定数 , 高 信 頼 席 を 有 し , 自重 100g の モー ター の 能率 73% と いう 
1/2 HP の 直流 電動 機 の 能率 に 底 英 する 高 性 能 キ モー ター で ある 。 

待 に 使用 経過 に よる 作動 電流 の 新 増 傾向 は 全く ぐ な く 性 能 は 均一 か つ 安 定 で ある 。 


特 徴 (1) 各個 特性 の 偏差 が 極め て 少 い (6) "一 50°C~100°C で 作動 
(2) 直径 18mm" 重量 -43g (7) 定格 出力 時 定格 回 転 数 3,000, 
(3) 高 人 能率.0.5W 型 52% 2W 型 73 % 5, 000 r.p.m. 
(連続 定 橋 出力 時 ) (8) 180g の 加速 度 に 耐 ぞ る 
(4) 定格 負荷 連続 作動 2,000 時 間 以 上 (9) Hg 10-3mm に お いて 作動 
(5) 右 転 " 左 転 特 性 一 致 0) 短 起動 時 定数 0.02 秒 以下 
製造 品目 微小 形 低 損失 直流 電動 機 微小 形 速度 計 発電 機 付 直流 電動 機 
微小 形 低 損失 直流 発電 機 信 号 用 直流 電動 ./ 機 


当社 で 定め た 規 格 テ ー ブ ル の 数 値 と 納入 製品 性 能 と の 差異 は な く , 詳細 な 仕様 規格 に よっ て 納入 し ます 。 


タゴ コ ジェネレータ ー 内 蔵 サ 能率 73 %%, CL-4B CL-2 A 
ーー ボボ 用 。 マイ オイ ク 上 区 ゼー ター 層 力 入水 グ ロロ 選 二 ダー マイ イク が Eo 


日 本 マイ クロ モー ター 株 式 会 社 


東京 都 目黒 区 下 目 黒 4 一 851 番地 電話 (713) 代表 2137~9 


小型 湿式 多 板 


工作 機械 、 産 業 機械 の 
ム A ヒレ a 
目 動 化 g 能率 向上 に 
= a = 
クジ 
ZZ ” 
計 人 代々 プレー キ 
電磁 クラ ッ チ ブレーキ コン ピピ ネ ーション 
画 特 長 
e 寸法 最小 …… 最小 の 寸法 で 最大 の トル ク を 
発揮 きせ ます 
e 残留 トル ク 1% 以 下 …… 独特 の 設計 に より 
残留 トル ヤク を 画 期 的 に 少な くし まし た 
@ 肌 子 不要 …… 装備 並び に 保守 が 容易 で す 
e 調整 永久 不要 …… 取付 後 の 調 整 は 一 切 不 要 
で 名 


e 取付 簡単 …… 取 付 部 の 歯 切 ・ 加 工 を 要 し ま 
せん 


小型 載 式 多 板 電磁 クラ ッ チ ・ プ レー そる も 製 
作 い た し ます 。 そ の 他 1000K W 以 上 の 大 容量 
の 電磁 クラ ッ チ まで 各種 の 豊富 な 型式 を 擁し 
“Gt 8 | 


訓 周 電 撰 林 素 密 訪 


本 杜 東 京都 中央 区 西 i T1904 
営業 所 東京 大 阪 名 古屋 神戸 "小倉 広島 "札幌 言 山 


前 12 


高 庄 和 気 中 皿 磁 配 界 箱 


小形 ・ 高 性 能 ・ 廉価 


従来 か ら 高 圧 モ ー タ の 起動 運転 用 に 油 入 配 
電 箱 が 使用 きれ て お り ま す が 、 最 近 で は 種々 
の 利点 を 有する 高圧 気 中 電磁 配電 箱 の 出現 が 
況 望 き され て いま し た 。 

没 料 で は 、 こ れ ら の 要求 に 座る べべ“ モ 
ー タ の 起動 運転 用 気 中 開閉 器 、 指 示 計 器 、 保 
護 継 電器 、 変 成 器 な ど 一 切 の 機器 を 全 鋼 板 製 
の = クッ レル レ に 内 試 て ニニ CE 
だ な だ : グ ネタ 胡 作 還 で に ます 。 


操作 は 配電 箱 に 付属 し た 押印 スイ ッ チ に よっ 
て 行う か 、 ま た は 外部 設置 の 操作 開閉 器 に よ 
で 癌 方 操作 も て 条 うに 誠 が で きま さす 


特 4 

1. 油 を 使用 し な いた め 、 火 災 の 心配 が な い 。 

2. 多 上 度 の 動作 に 耐え 得る 。 

3. 接触 子 の 寿命 が 長い 。 

4. 点検 容易 か つ 清 潔 で ある 。 

5.6 小形 軽量 で 据付 、 移 設 を が 容易 で ある 。 

主 な 収納 器具 

高圧 気 中 電磁 開閉 器 MS FF-11 形 3450V200A 25MVA 

計器 用 変圧 器 EL-0 形 3300/110V 200VA . 
計器 用 変 流 器 CL-W 形 3,450V 5-2005A40V.A MSーI!BH 形 
保護 継電器 など カタ ログ 贈呈 


yd 本 社 工 場 京都 市 右京 区 梅 注 高 避 町 20 番地 電話 京都 6)1131( 代 ) 
to 54 A t 東京 支社 東京 都 千 代田 区 内 幸 町 2 丁目 1 番地 (大 阪 ピ ル 】 号 飽 6 階 ) 電話 東京 (591)9211'( 代 ) 
a A > 欠 大 阪 支社 大 孤 市 北 区 党 島 泊 通 1 丁目 25 番 地 ( 新 大 ビ ル 7 階 ) 電話 大 阪 (36)7831 ( 代 ) 
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CD 准 誤 用 型 変圧 書 


特長 
配電 口 ス w 軽 減 
小型 ・ 


交 ・ 直 流 ア ー ク 燈 接 機 
ユニ オン メル ト 自 動 燈 接 機 
ヘリ アー ク "シグ マ 和 接 機 
ス タッ ・ 燈 接 機 


大 阪 詩 土器 株 式 会 社 上 


大 阪 市 東淀川 区 元 今里 北 通 3 の 14 。 電話 (代表 ) 大 阪 ⑰3451・495t 
hs 東京 都 千 代田 区 丸の内 2 の 2( 丸 ビル ) 電話 東京 ⑰ 821~3・4562~3 
九州 営業 所 福岡 市 天神 町 61( 渡 辺 ピ ビル)、 電話 福岡 ④14735= 6 


new instruments 


品 貸 を 其 2 


注 o 計 2 


品質 管理 用 に 
配電 磐 の 信頼 性 向上 に 
機器 の 品位 向上 に 
生産 の 合理 化 に 
保守 の 簡 素 化 に 


CR 


CRf 一 135 型 


ARK 一 100 型 強圧 式 メ ー タ ー リ レー VR モー 10 型 


電気 計器 ・ 工 業 計器 ・ 測 定 器 ・ メ ー タ ー リ レー 
電気 式 回 転 計 ・ メ ガー・ 抵 抗 器 ・ テ スタ ー 


& 


生井 


東洋 計器 株 式 会 社 


社 大 阪 市 南 区 南 談 屋 町 1 電話 0 «2460 
a り 2 の 13 電話 白金 (441) 3643 
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CE | 


ウム 整流器 


ご マ 


ゲ 


風 冷 式 


所 


棒 寺 人 作 


式 mE ネエ 三 社 


OD 
忠 
日 


六 ネ じ 


i 
t 
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(ロジ ッ ト 外 観 ) パ 


総括 制御 美 置 を 飛 暴 


安川 電機 が 開発 し た 無 接点 式 継電器 Logit は , あら ゆる 
産業 に 300 プラ ント に の ば ぼる 実績 と 経験 を も つ 安 川 総括 
制御 装置 の 確実 性 ・ 信 頼 度 を さら に 高め まし た 。 
ee ロジット は 全く の 和 静止 器具 で 半永久 的 

な 寿命 を も っ て いる 


動作 が か が 安全 ・ 確 実 で ある 0 
e 精度 の 高い 制御 を 行なう に か か わら ず 寺 内 長 距離 集団 ベル トコ ン ベ ヤ 括 制御 装置 


保守 ・ 管 理 が 容 克 で ある @ 発 電 所 用 集団 ベル トコ ン ベ ヤ 総括 制御 装置 
@ 特殊 クレ ー ン 信号 装置 ・ ポ ンプ 自動 運転 装置 
0- 信 @ 高 炉 ス キッ プ 状 上 機 の 自動 運転 装置 


4 


人 補 川 皿 拉 条 舟 作 条 重 電機 営業 本 部 東京 都 千代 田 区 大 手 町 1 の 4 大手 町 ビル 262 号 


営 = . a 』 。 短 岡 ・ 高 松 ・ 宮 山 ・ 新 潟 ・ Eh 本 社 八 幡 市 
営 業 RY 札幌 i 高松 8 新潟 ・ 広 島 エエ 場 人 人 伴 市 ・ 行 橋 市 
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理化 志 # 介 の 


机上 用 


高 性 能 自 動 平 衛 
平面 型 X-Y 軸 記 録 計 (① 2 型 ) 


本 器 は 専門 メー カー と し て の 技術 と 経験 が 生ん だ X-Y 胃 
記録 計 の 決定 版 で あり ます 。 


性 能 


測定 電圧 _5mV 又は 10 mV 

追従 速 慶 X,Y 夫 エー 1057 秒 以下 
記録 紙 寸 法 250x250 m/m 

確 度 謀 0539% 

動 的 追従 速度 0.2 サイ クル 


特 長 


〇 制動 回 鷺 を 有 し 制動 特性 が 良好 で 精度 
良く 鮮明 に 記録 する 事 が 出来 ます 。 
〇 操作 が 非常 に 簡便 で あり ます 。 


SES 


MK 


、 cw- = 6 
速 平 衡 録 fk ( 潤 を ) 
ド 面 弄 (電子 管 式 自動 平衡 型 ) 


1. 測定 電圧 10mV フル スケ ー ル 
I ER-G1 0.7 秒 

2 追従 速度 (本 で 3 0.3 や ) 

記録 紙 寸法 250 m/m 

確 訂 生 0 0% 

記録 紙 送り 速度 
2, 4 8, 16, 48 cm 毎 分 , 
時 の 10 段 の 切換 が 可能 

取扱 が 簡便 で あり 特に 研究 用 の 記録 計 と 

好適 で す 。 
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a 


きせ 理化 電機 研究 所 


東京 都 中 黒 区 中 目黒 3ー1119 
ELLE 2 N3549 


前 たよ 速 報 


情報 は 洪 する / グ ク 


ダム か ら 
gd り め で らし た 用 水路 で 
4m 剛 滞 拉 和 8 首 剛 装束 る の 水 を おぉ ちく < くる 

交 論 六 収録 数 。600 件 」 8 

: 科学 技術 文献 近 幸 


各 編 を ご 利用 下さ きい 。 


SE 
衛 絶 
沿 案 


表 
i 
51§ 人 


世界 中 の 重要 な 論文 は 漏れ な ‘ 収録 きれ で ま Re (の 約 き の に は = は 之 
\ 推 開 料 科 の な "年 
論 六 の 原文 は 複写 に よ っ て 早く 人 ご覧 に な れ ま す SR - を 時 回 の 
Ss Sf Gy ヽ 本 ! 
まま 大 か 術 各 し 研 学 
経費 時 間 < が 大 幅 に 節約 で きま す .。 すき に 交 所 究 推 
快 較 ) 人 術 
山 供 速 係 < 度 は せ 
献 o 幅 半 習 回 ん 
OR 
の 
る 詳 S 生 則 記 2 
CE 
a 
生理 人 0 人 4 
A ば 
だ 0 
) 原 な いき EE 
の 
2 信 態 究 た 1 
化学 ・ 化 学 定 業 編 I 
A Ra NS を 記 報 こら 
工学 一 般 ・ 機 械 工学 編 っ 譲 録 セ 進 の 職 
金属 工学 ・ 鉱 山 工 学 地球 の 科学 編 で 成 = 等 ョ 2 少 道 下 肖 
SP を 所 DL “IS 
物理 ・ 応 用 物理 綿 各 研 範 出 < 4 
0 ot 備 き a 元 な 族 及 究 


i 


東京 都 陸 代 田 区 一 番 町 15 番 地 5 
電話 (331) 5135 一 9 (代表 ) 
(301) 1339 (業務 課 直 通 ) 


-TR- 110 
niversal Electronic Counter 


TR=A10 


周波 数 範囲 : 
:3g sec ~100,000sec (27.8h) 


時 間 填 囲 


0.00001cps ~2.5Mc 


精 度 :( キ 1 カウ ント グ ゲ 計 数 され た 総数 ) + 安定 度 
安 定 度 : 1Xx10-5/h , 2 X10-9 ど Zweek 

ゲー ト 時 間 : 0.001,0.01, 0.1, 1 、10sec, 及び 手動 、 
未知 周波 数 の 1 周期 又は 10 周 期 。 

1kgsec, 0.01, 1msec, 0.1sec, 及 

び 外 部 。 
100v キ +10%, 
520 (h ) 


時 間 単 位 : 


電 2 
形 状 : 


50 /60cps, 約 320W . 


x390 (w ) X550 (D). 約 35kg、 


性 能 


周 波数 測定 


10cps 2.5Mc の 周波 数 が 精密 に 直読 で 測定 で きま す 。 


周期 測定 
非常 に ゅ っ くり な 周波 至 の 1 周 甚 又は 10 周 期 で ゲー ト を 
開閉 させ その 和 間 の 時 間 を 測定 する こと が で きま す 。 


TR 110 時 間々 隔 測 定 
【 ” 
スタ ー ト 、 え トッ プ ・ チ テ チャン ネル 茶 、 僅 行 波形 に た いも 
て 一 300V か +300V の 間 の 任意 の トリ ガー 電圧 レベ ル と 、 
“i その 電 庄 レベ ルル に お ける トリ ガー 液 形 の 傾 有 交 を 正 進 行 玉 
周波 数 , 時 間 の 精密 測定 に は は 真 傍 行 に えら ぶ こ と が で きま す 。 


水 ら さく 御 電 
下記 の 通 


ユニ バー サル ・ カ ウン タ 々 タ が 最適 で す 。 


話 で 御 迷 惑 を ぉ か けし まし た が 、 5 月 26 日 より 、 
変更 いた し まし た か らち おぉ 知 記せ いた に 震 3 
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工業 株式 


社 


それ に よっ て 一 閉 的 に 渡 珍 上 の 人 和仁 意 の 2 点 が 潜り, その 


2 点 問 の 時 間 が か 3s から 10$Ss ま で 測定 で きま す 。 
周波 致 上 上 ヒ ・ 時 半 上 沿 り 定 


低い 方 の 周波 の 1 同期 又 は 10 周 期 で ゲー ト を 本 閉 さ せ 、- 
その 間 高 い 方 の 周波 数 を 計 迷 させ る こと が で きま す 。 計 
料 値 は 低い 方 の 周波 を 1 又は 10 と し た 周 濾 至上 比 ・ 時 間 


- TR- 124B 


Universal Electronic Counter 
Digital Pet 
、 い 


現場 に お ける オー デ 
ィ オ 領域 の 周波 数 、16 
0,000 rpm ま で の 回 転 
数 等 の 測定 が 手軽 に 行 
な える ゃ る 超 小 型 力 ウン タ 
で 、 現 場 に お ける 持ち 


は こび や 操作 を 考慮 し 
東京 都 練馬 区 旭 町 2 8 5 て 、 特 に けん ろう に つ 
TEL (933) 05.86-2633 くら れ て いま す 。, 


佐 友 電工 ao- 


友 司 動 


IINA27-7) 


特 性 
1. 絶縁 抵抗 : 10,000 MQ /km 以 上 
絶縁 耐圧 : A.C. 2,000 V 
3. 減衰 量 : 60 dB/km 
(1.3MeR EEN) 
4. 特性 イン ピー ダン ス ・:75 土 1.59 
(1.3 Mc に お いて) 
5. パル ス 有 反射 :50 dB 以上 
(パル ス 貴 0.05 ks) 
6. 漏 話 減衰 量 : 120 dB/250m 以上 
(60 ke に お いて ) 
7. 屈曲 特 人 性: きわ め て 良好 
8. 取扱 い の 難 易 : ケー ブル が 軽量 の 
上 , 可 兵 件 に 富み , か つ 必 曲 特 
性 良好 の た め , 非常 に 容易 


いい) 


完 泡 PE 統 縁 介在 カッ ド 


ーー 外部 導体 理 付 軟鋼 チー フー 格 終 
Ee 遮 表 用 伯 鐘 軟 鉄 テー フ ニ 枚 問 陸 療 


に 色 別 PVC テ ー フ 重 療 
\ 発泡 PE 統 緑 市 外 カ ッ ド 


抑 券 (コム テー フー 枚 縦 添 } 
名 付 軟 アル ミ テー フー 枚 縦 添 
ーー PE 外部 被 軍 


0.65 mm 60 対 8 心 細心 同 幅 


複合 アル ペ ス ケ ー プル 
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‘ 細川 同 軸 コ アー の ここ 区 定 § 
80 8 
9 7 
8 6 
7 5 
8 4 高度 の 伝送 特性 を 具備 し て いま す 
6\ の で 
n4 2 1. 中 短 距 離 搬 送 ケ ー ブ ル に 
Zo 1 2. テレ ビ 中 継 回 線 に 

dB 3. 電力 線 搬送 等 の 引込 線 等 に 

00! 003 006 0! 2 02 03 05071013 50 適し て お り ま す . 
Me 


住友 協 昧 工業 株 式 凛 詩 


壇 


社 ) 大 阪 市 此花 区 思 貴 島 南 乙 町 六 〇 
補間 = 計 末 給 京 材 孝 語 江 区 芝 。 基 。 平 旧 
i 
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SSDI TTIEEEETITEIDET GIES CEERI IR...’ 
漏電 と 映 使 =: ょ s 炎 寺 防止 に ※ 
/- ヒ ュー 人 ノレ ー カ ガー を 尋 


| 旧 上 【 選 サー マル マフ ネ チ ッ リ スル レー カー 


優れ た 設計 と 厳選 され た 材料 に より 
動作 の 正確 と 永久 の 使用 に 耐え られ 
ます 。 


単 極 
125 V 
短絡 電流 5,000 A 


= 

同時 トリ ッ プ 
125/2508V 

短絡 電流 5,000 A 


ノー ヒュ ー ズ プ ブレー カー 高 電 般 
SR ッ トド ト や イツ ラナ 自 動 制御 般 Ce” 
= ボス パト 各 種 電 般 


2 


株 式 会 社 村 用 口 製 作 所 


東京 都 品川 区 平塚 24-614 電話 在原 C781) 4219・4229・8591 


大 容 皇 2504 pe 学 大 
リン ッ 整 流体 


a 70U 型 i 


O 失 頭 逆 耐 電圧 50 一 500V 


OCO 整 流 電 流 250A (強制 風 准 ) 
村 0 完 を 政 装 ス ー メ チッ クシ ー ル 


©⑤ 縮 宮寺 動 痢 作 ペラ ス CH 00E 


RRR RSIS SOS OEE LN A IREREPTRTSI TEGO TSSSS SESE SELLA TAIRA TSTISIITISSR SS EE BELT RE ts 


RRR 


CG CG EE 


RRR STIR NR 


既 発 売 ジリ コン 整流 - 体 
設 社 は 国内 唯一 の シリ コン 整流 体 専門 メ ー カ ー と し まし て 下記 の よう な 各種 シリ コン 整流 体 を 量産 発 
売 い た し て お り 、 引 続き 新 製 品 の 開発 に 全力 を 挙げ て お り ま す 。 あらゆる 整流 装置 に イン ター ナシ ョ 
ナル の ジリ コン 整流 体 を お 奨 めい た し ます 。 


っ 
4 も 5 包 4 800V 145A ( 自 准 ) 150A ( 風 准 ) | S802B 
2 も 葵 5. 状 = 革 8 600 25A ( 自 准 ) 45A ( 風 准 ) S803B 
6 A 穫 』 600 6A( 自 冷 ) 204A ( 風 浴 ) [S813・ 
S f り 600 300mA SsS—805B 
E 穫 り 400 3 E4(300mA)2E 4(200mA)| S—81 6 
FF 知り 600 800mA SsS-—806B 
K 穫 り ,200 100mA s—8084A 
スズ みる き の 500 i255A S—810B 
‘Ff | 1 ~~1146, 0.0.0 45mA ~~— 80mA SsS—809B 


日 本 イン ター- ナ ショ ナル 整流 寺 株 式 会 社 
東京 営業 所 東京 都 千代 田 区 有楽 町 1 の 14 番 地 ( 有 楽 ビ ル ) TEL(591)7057~ 8 


大 阪 出張 所 大 阪 市 束 区 北 久 太郎 町 3 の 16 番地 TEL ⑭) 1731~8 
本 社 ・ 工 場 神奈 川 県 泰 野 市 賃 屋 1204 番 地 TEL 秦 野 848 番 


a © 


Fn 


券 鉄 心 単 相 変 庄 
二 に いこ 人 40 年 の" 放 朱 7 


小型 軽 量 化 床 面積 は 75% 総 重量 は 85% に 減少 し 従来 柱 上 取付 は 50kV 


A 迄 が 限度 で あぁ っ た の が 100kVA 迄 が 可能 と な り 配 電 負 荷 の 


増加 に 対応 で きる な 才 こ = なり ま 


無人 負荷 特性 向上 方 向 性 冷 延 奉 素 鋼板 の 使用 に より 無 負 荷電 流 は 約 20% 無 負荷 


損失 は 約 60% に 減少 し まし た 。 


過 仙 荷 警報 装置 付 線 の 温度 が 限界 値 に 達する と 自動 的 に 外 函 に 取付 けた 赤 ラ ン 


プ が 点灯 し 手動 復帰 させ る まで 警報 を 続け ます 。 


に | yー マ 肖 2 ペ 社 東京 都 千 代田 区 大 手 町 2 ノ 4 ( 新 大 手 町 ビル ) 
村 式 会 坊 高生 胃 信 所 電話 東京 (211) 供 表 1671 
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12 GC 


a 


整 測定 器 


C 
[s] 


名 儲 様 


CWC-12 D 直読 型 空 胴 周 渋 数 計 回 則 OO Me, 恩 振 姿態: Hoir2, 


4 2 hr 10,00012,400 Mc, 減 論 量 : 0.3 一 40dB, 
VATR-12 D 直読 型 可 変 抵抗 減衰 器 ys 周波 数 岬 閉 以下 , 精度 : 0. 6 丸紅 


TMR-12 型 
サー ミ さえ スタ "マウ ント 


< a 周波 数 科 囲 : 10,00012,400 Mc, VSWR: i 
TMR -12 サー ミス タ マウ ント 最大 許容 電力 : 20mW, 3 合 素 子 : 3 ヶ所 


、。、 。 、 。 | 周波 数 箇 囲 : 10,00012,400 Mc, 出力 接 栓 : SJ 
SCR 周 波数 結合 名 | アロー プ 挿 入 長 : 0-5mm, 導 波 管 長 : 100mm 


24 GC 帯 


型 


測定 器 


名 品 名 {he 様 


周波 数 穫 囲 : 22,00025,000 Mc, 残留 VSWR: 
スト ロー ク : 30 mm, 検波 方 式 : 導 波 管 同調 


A 周波 数 範囲 : 21, 00026, 000 Mc 励 振 姿 態 , 
WR 空 胴 周波 数 計 a 1X10-3, クリ スタ ル ・ マ ウン ト 人 外 付 


1.015 以 下 


SWR -24 定 在 波 測定 器 


VATR-24 型 
可変 抵抗 減衰 器 


還 22, 000~ 結合 度 : 20d 


0.1~20 dB, 


a 和 周波 数 科 陸 : 21,000-26,000 Mc, 減衰 量 : 
VATR-24 可変 抵抗 減衰 器 RN 下方 式 : ブラッ i 


534GC 帯 


形 計 名 品 名 賠 様 


、。 | 過渡 数 入 囲 : 31,000-37,000 Mc, 直流 出力 端子 : BNC 型 
SWR-34 A 型 KDR-34A | クリ スタ ル ・ マ ウン ト | 便 用 タリス タル: 1N 26, 可 合 素子 : EH 整合 暗 付 き 


在 波 泊 スラ イド スク 周波 数 箇 囲 : 31,000-37,000 Mc, VSWR: 1.0220, 
定 在 波 測 定 系 ITR -34 整合 スト ロー ク : 20mm, スタ ブ 読 取 目 感 : 0.05 mm 


語 | 周波 数 範 暑 : 31,00037,000 Mc, 
ER EH 整合 | プラ ンジ ャ ー 読 取 精 度 : 0.01mm 


VSWR: 1.02~20, 


ーー 周波 数 箇 囲 : 31,000-37,000 Mc, 
PUR-34 可 圧 用 必 波 管 | vSWwR:1.04 以下 , 耐圧 力 : 5 気圧 


© 応寺 培 邊 次 


PUR-34 弄り 12 月 号 高圧 用 tan 8 測定 器 (TR-3 型 ) 障害 点 探知 器 3 月 号 コロ ナ 雑 音 測定 装置 CCNT-1 型 ) 
a 1 月 号 位相 計 一 式 4 月 号 パル スコ ー プ (BP-1305 型 他 う ) 
可 圧 導 波 牧 BH トレ ー サ ー (BH-4A 型 ) 5 月 号 絶縁 材料 測定 器 一 式 


> へ 
I 


4 Tel (731) 


東 京都 大 田 区 仲 蒲 田 1161 ( 代 ) 


ベル トー ロ 整流 機 15 V5,000A_ 75kW 


利 機 器 


・ 自 動 制 


電 


MT) 
記 


音 種 制 御 般 


150 kW 


15 V—10,000.A 


< \ | 
リコ ン 和 整流 在 


ン 


= 


中 天 設 他所 


菅 


本 社 工 場 名 古屋 市 瑞 


TEL 代表 (81) 3166 


町 4 丁目 2 番地 TEL (431) 2177 


町 2 丁目 75 番 地 


穂 区 内 浜 
区 芝 浜 松 


6257 


芝 浜 


{ 


都 港 


tt 
短 


出張 所 東 


誌 名 御 記 入 


交流 専用 の 高 感 度 、 高 安定 度 の 真空 
管 電圧 計 で 、 微 少 交流 電圧 の 測定 に 
最適 の も の で あります 。 

測定 電圧 1mV~300V, 


ー58dB~ 二 52dB, 
フル スケ ー ル の 12 レ ンジ 


精 度 土 2%(20%~1Mce) 
土 5%(10%~4Mce) 

周波 数 特性 10 益 4Mc(5% 以 内 ) 

入 カ イン ピー ダン ス 

約 10MQ に 15pF 並 列 ( プ ロー プ ) 

約 10MQ に 25pF 並 列 ( 本 体 ) 


直流 専用 の 高 感度 、 広 範囲 の 微少 電 
圧電 流 計 で あっ て 、 従来 測定 困 区 な 
微少 電圧 、 電 流 を 安定 正確 に 測定 で 
きま す 。 半導体 、 放 射線 、 そ の 他 の 
関係 に 広い 応用 範囲 が あぁ ありま す 。 


測定 範囲 
電圧 土 30kxV 一 100V 14 レ ンジ 
電流 土 3 々 ZA 一 100kA 16 レ ンジ 
入力 抵抗 10MQ 
精 度 土 3% (但し 3gkA 
以 交 は 5%) 
出 力 7kQ に で 1mA 
土 3XV/H 
雑 音 3kZVP-P 


前 27 


ロ N00) 0101 ( 代 ) 


・ (23)6547 
・(4)4910 
・(9)5232 


電流 計 


N-500 直 注 増幅 耕 ; 


特 徴 


1. 測定 周波 数 が 2 ke~15 Mc で 非常 に 広帯域 


で ある 。 
2. 周波 数 特性 が 100Mc 迄 一 0.5dB 以内 , 
150Mc 迄 一 1.5dB 以内 で 特性 が よい 。 
3. 増幅 度 40 dB で 利得 が 高い 。 


wm «IN-51] 問 地 人 け 宙 8 


周波 数 税 囲 2kc~150 Mc 
利 得 40dB 
最大 出力 10V 100g 負荷 た 対し 
周波 数 特性 高 域 100Mc 一 0.5dB 以内 
150Mc 一 1.5dB 以内 
低 域 10kce 一 0.5dB 以内 
2kc 3.0dB 以内 
た だ し 100 電源 より 0-1pF で 結合 
雑音 指数 10dB 以下 
運 延 時 間 約 0.014ws 以下 
立上り 時 間 約 0.005pus 以下 オー バー シュ ー ト 
(RE EE 
CE 
源 AC 100 V 50/60 c/s 


電 
寸法 ・ 重 量 600x410x380m/m 約 52 kg 


上 絆 


2 


高 感度 で 最小 二 0.1gV より 測定 出来 る 。 
増幅 度 が 最大 140 dB で 非常 に 大 で ある 。 
雑音 が 二 0. 


=\ 
a 


利 


庫 夫 区 上 記 
入力 電 朋 
入力 指示 計 


Tl 


周波 数 応 動 


特 徴 


05gV 以下 で 稀少 で ある 。 


規 格 


140 dB, 120 dB, 100 dB, 80 dB 
4 ォ 4 レンジ 

最大 キ 10V 10 kg 負荷 に て 
最小 0.1uV 最大 エ 1mV 
最大 指示 luV, 10uV, 100 uvV, 
1mVW 4 

DC~2 % 

定格 値 の +2 % 

+ エ +0.05 VE 以下 

+0.05uV 以下 

約 209 

AC 100V 50/60 c/s 約 60 VA 
482x222 x272 mi/m 約 15kg 


日 本 電波 株 式 会 社 


東 京都 品川 


区 東 


中 


延 


4 一 1402 


TEL (781) 7181 ( 代 ) 7155 ( 代 ) 


前 
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カタ ロク 二 


A em mee 


回 お 抵抗 減衰 器 


量 | 挿 入 損失 
(Ge 波 管 | (db | (Gd) VsWwRk iF 法 | 較正 京 
ra ssa fs elea nr ra 
aioihanrkianrias > 


特 長 
(1 ) 周波 数 に よっ て 減 誤 量 が 変化 せ ず 、 回 転 角 の 

み に 関 係 し 、 理 論 値 と よく 一 致す る 

(2 ) 減衰 量 を 変え る 際 の 位相 変化 が な い 


主要 鉛 造 品 且 


各種 電波 分 光 装 置 々 ゃ イク コロ 波 管 e 電 磁石 等 
の 高安 定 電 源 @ そ の 他 精 密 電 子 応用 機 疾 


東京 電 丸 主 3 本 社 東京 都 巴 代田 区 神田 仲町 2 の 11 
京 電 ニコ 』 機 e1025139186、: 代り 8 4414 


束 RE 場 


前 29 


広吉 域 i 直 完 矯 両 rs 
高 感 放 で 甲山 g 


MV-15 高 感度 真空 管 電圧 計 

特長 ・ 用 途 

1. 高 感度 で 1 目盛 20pV まで 測れ る か ら 搬送 回 路 等 の 動作 状態 に 近い 小 
入力 で 各種 の 測定 が で きる 。 
高 入 カ イン ピー ダン ス (10 Mo) で 被 測定 回 路 の 状態 を 乱 さ な い 。 
3. 5 c/s の 超 低 周 波 ま で 特性 が 変ら ぬか ら 高 忠実 度 増幅 器 の 試験 が で きる 。 
本 器 は また 負 旋 枯 を 充分 に か けた 高安 定 度 ・ 高 感度 の 増幅 器 と し て も 利 
用 で きる 。 


規 格 1 沿 定 電圧 飾 囲 100gV~300V 12 レン ジ , フル スケ ー ル 1mV, 3mv, 
10mV, 30mV, 100 mV;, 300mV, 1V, 3V, 10V, 30V, 


PD 


滞 


100V, 300V 

2 周 波 数 範 囲 5c/s~700 kc 

Ss 殖 s 定 容 1 本 100c/s50 kc の 範囲 フル スケ ー ル の 土 3 % 
その 他 の 科 囲 2 10% 


4 指示" 計 - 目 盛 ~ "電圧 目盛 "010~- ぉ お よび "0 ご 3, 
デシ ベル 目 成 一 12 一 十 2dB 600Q2/mW, 
基準 1dB は 0.775 V う 正弦 波 に 対す る 実効 値 で 目盛 っ て ある 。* 
5 大 カイ ン ピ ビ ピー タダ ンズ 1mV~300mV レン ジ 10MQ 並列 に 27 pF, 
1V~300V レン ジ 10MQ 並列 に 14pF 


6 出 力 端子 開放 貼 力 電圧 指示 計 フ ルス ケー ル 時 約 0.45V, 端子 開放 電圧 利得 _ +mV レン ジ で 53dB 内 部 
イン ピー ダン ス は 中 間 の 周波 数 で 50Q 以下 
7 電 源 100V, 5060c/s, 約 13 VA 8 寸 法 ・ 重 量 195x280x170mm, 約 45kg 


| 
MV-16 広帯域 真空 管 電圧 計 | 
特長 ・ 用 途 
1. 30 Mc まで 特性 が 平坦 で し か も 高 感度 で ある か ら , 無線 周波 の 各種 の 測 
定 , 殊 に 電圧 レベ ル の 小さ い ト ラン ジス タ の 高周波 特性 の 測定 に 好適 。 
2. 高 入 カカ インピーダンス (10 M9) で 被 測 定 回 路 を 乱 さ な い 。 
3. 安定 度 の 高い 増幅 器 と し て も 使用 で き , 無線 周波 の レベ ル 計 や 無線 周波 
ブリ ッ ジ の 零 点 検出 に 利用 で きる 。 


規 格 1 測定 電圧 人 箇 囲 100uV~-800mV 6 レン ジ , フル スケ ー ル lmV, 3mvY, 
10mV, 30mV, 100mV, 300 mV | 
2 周 波 数 範囲 lkc~30 Mc 
3 電圧 測定 確度 10kc~10Mc の 範囲 フル スケ ー ル 土 5% 
その 他 の 血 囲 ” 土 10 % 
4 実 定 度 電源 電圧 士 10% の 変動 に 対し 土 0.5dB 以内 
但し 10Mc まで | 
5 痢 示 計 上 且 民 電圧 目盛 01.0 よび 0~3.0 
デシ ベル 有 目盛 一 12~ 十 2dB 正弦 波 に 対す る 実効 値 目盛 
6 入力 鶴 2 ビ ーー タ ンス 10MQ 並列 容量 10 pF 
"回 了 端子 開放 電圧 約 0.2V (指示 最大 に て )〕 
端子 開放 利得 46dB 以上 , 出力 イン ピー ダン ス 75Q 
電 源 100V, 50~60 c/s, 110 VA 
9 十 法 ・ 重 最 200x270x350mm、 7.5kg 


目 札 協 渡 測 審 株 式 付 坊 


東京 都 目黒 区 上 目黒 五 丁目 一 太 五 人 番地 電話 目黒 (⑰12) 1166 ( 代 )~9 ・1160 
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圭 産 上 電 を ' り きま 調 林 
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電 機 に つい て は 


その 他 小 
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塚 機 産 業 株 式 


( 旧 識 社 計 沸 靖 准 共 


ロブ モー ラー 擦 式 合 入 


電話 目黒 (7 12) 代表 3146-9 


東京 都 目 黒 区 東町 5 2 番地 
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NC RNNMC ° 
PC PUPILVELRS 
ー れ が 60 年 型 の 
シン クロ スコ ー プ で す 


P/E A 


国内 最大 の シン クロ スコ ー プ 専 問 メー 
カー の 岩崎 通信 機 は 、 い まい よ DC ペ S 8S-=5601 
6 0 MC の 広帯域 型 シ ンク ロス コー プ 
SS-5601 の 販売 を 開始 し まし た 。 


SS--5601 の 性 能 
プラ 中 ン 管 5BHP?2 
感 度 0.05V/cm ~0.2V/cm 
周波 数 特性 DC~60MC-3db 
掃引 速度 拡大 回 を 含め 

0.02k&sec/cm~12sec/cm 

較正 電圧 0. 15mv~50V 
寸 法 350WX450HX720L 


衣 。 新 製 品 こ と こし て 。.5 足 ブ ダウ シン 管 を 

使用 し た 、 DC~5MC の SS 一 5051 
DC~2MC の SS-—5021 
も 加わ り ま し た 。 


と の ほか 、 次 の 種類 の シン クロ スコ ー 


ダグ が あり 9 まさ で 
DC~4MC- SS~3041 ミゼット タイ プ 
DC~5MC SS~5052 ポー タブ ル テ レ レビ 用 
DC~10MC SS~5102 プラ グイ ン シ ス テム 
DC~15MC SS~5151 スタン ダー ド 

” SS~5152 スタ ンダ ー ド テレ ビ 用 

々 SS~5154 南方 向 

4 DS ご 5155_。。 2 スピ ビーム プラ ケイン 
DC~30MC SS~5302 プラ グイ ン シス テム 
DC~1MC_MS~5012 メモ リー プラ グイ ンタ イプ 


エレ クト ロニ クス の 及 ゆ る 分 野 で 活躍 


し て いる 岩崎 の シン クロ スコ ー プ を 御 8S 8S —5051 S 8§ —5021 
Ee, DC~5MC DC~2MC 


東京 営業 所 東京 都 中 央 区 日 本 橋 通 り 1 の 6 浅 野 不 動産 ビル 
電話 (271) 0461~8 ・0471~7 


大 阪 営業 所 大 阪 市 束 区 淡路 町 5 の 2 胡 谷 川 ビ ピル 較 


塩崎 聞 仁 株 人 社 
電話 (23) 1 6 1'6 (代表 ) 


カタ ログ 等 お 問合せ は 営業 所 又は 出張 所 に 本 社 及 工 場 ' 東京 都 杉並 区 久我 山 2 丁目 710 電 (391)2231( 代 表 ) 
お 願い し ます 。 出 張 所 札幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 名 古屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 熊 本 


日 本 電気 


本 装置 は 、 ス タ ジ オ 或いは 野外 用 に 適する も の 
と 違 て NEC が 新た に 開発 し た - 高 性 能 世界 
最小 の カラ ー カ メラ 装置 で 次 の 様 な 特徴 を 有 
と 圭 お り ま 


TCSC 一 1 型 カラ ー カ メラ 内 部 


1. 小型 ・ 軽 量 
カメ ラ ヘ へ ヘッ ド の 寸法 は 
450 (高き )Xx460( 市 )x810 (奥行 ) mm で その 
容積 は RCA 製 の 約 50% GE 製 の 約 70% で あ 
太 ま す 

2. ゴー スト 皆無 
王 色 分 解 系 プリ ズム 型 ク イク ロイ ッッ クラ 
ー を 使用 する こと に より ゴー スト を 除去 し 
且つ 光学 系 も 小型 化 き 如 て お り ま す 

3. 色 温 度 変換 フィ ルター 及び 

ND フィ ルター 装着 可能 

光源 の 色 温 度 及 び 光 量 の 多少 に 拘ら ちず 一 定 
し た 色調 の 画像 を 得る こと が 出来 ます 

4. 電源 非同期 運転 可能 
50 cs. , 60 6 何れ の 電源 で も 使用 可能 で あぁ 
り ま す 


NEC カ ラー カメ ラ 調 整理 


(TCSC 一 1 型 ) イ メー ジ 
オル シコ ンカ メラ 装置 


345-01=1=3503 || 


生 首 の 合理 化 に より 大 巾 の 値下げ に 成功 し まじ た 。 
60O,000 ル ー メ ン の 強力 照明 ./ 


E C は 高 能率 ・ 長 寿命 ・ 均 質 ・ 臣 年 な を な NEC 水銀 ラン 
る 半 し て お ます が 更に 人 秀 な 色 補正 を 特 殺 色 を 
きる こと に 成功 し て お り ま すず 。 産 業 ・ 交通 ・ 公 共 ・ 保 
その 他 の 施設 に NEC 水銀 ラン プ を こ 使用 に な, っ て 、 
> め て 能率 的 ・ 経 済 的 な 経営 が 行え る と 自信 を も っ て 
お り ま す 、NEC 水 銀 テ ンプ に は 人 般 明 水銀 テン プ ・ 党 光 
水銀 ラン プア "ラル バテ 水銀 ラジ ・ マー ルド 水銀 ラ シ プ A Ey ES a 

・ レ フレ クタ ー 水 銀 テ ンプ その 他 各 種 照 明 器 具 が あり 用 洗 テ ラン ム ん | 
途 に 応じ て 有効 な 照明 効果 を あぁ あげる こと が で きま す 。 0 


本 社 大阪 市 北 区 梅田 2 第 一 生 今 ビル 電話 (36) 3271( 代 表 ) 
支社 東京 都 港 区 芝 西 応寺 町 55 番 地 日 電 別 館 ビ ゼル 電話 (451) 9671( 代 ) 


昭和 の 高 重圧 電 カ ケル 用 


断 路 器 付 條 岐 接続 箱 | 


当社 の Y 分 岐 接続 和 親 は , 従来 の 接続 箱 に 比べ 経済 人 性 と 電気 的 ・ 機 械 的 性 能 が すぐ れ た 
信頼 度 の 高い 接続 箱 と し て 妊 評 を 得 で お り ます が 販路 器 付 接続 箱 は , この 特長 を 生か 
し , 短 要 家 の 希 望 ほ よっ て 送電 を 断続 で きる よう に , 油 中 に お いて 切換 可能 な 開閉 器 を 
設け だ も の で 0 


断 路 器 付 分 岐 接 続 箱 の 主要 特長 


1. 開閉 器 の 操作 を 外部 か ら ハ ンド ル に よっ て 行なう こと が で きる 。 N 
i2. 送電 し て いな い ケ ー プ ブル の 接地 を 外部 か ら ハ ンド ル 操 作 に よっ て 行 な ! 
うこ と が で きる 。 | 
3. 接地 を 施し た 状態 で は 開閉 器 の 投入 が で きず , 送電 中 の ケ ヶ 半 プ ル に は 
接地 用 ハン ドル が 操作 で き な い 。 
4. 将来 子 想 され る 回 路 を 未 使 用 状態 で 設置 し , 使用 回 路 の み 送 電 す 攻 こ | 
と が で きる sg 
5. 故障 時 に お ける 故障 位置 の 測定 を 簡単 に 行なう こと が で き 、 し か も 改 
障 回 路 だ け を 切 離 し て 送電 する こと が で きる ぁ 


昭和 皿 線 埋 貫 株 式 音 社 | 


le 
売 
7 し 


場 川崎 すき 机 和 0 東 祝 区 る 田 和 3 
店 導き 内 の 内 式 東京 坦 な 幸 攻 的 記 倫 ) 
店 


本 社 並 
東京 販 
売 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 仙 台 札幌 


技術 革新 時 代 の 新しい ぃ い 密 線 
と し て 藤久 お くる 


テフロン 編 縁 雷 線 


藤倉 電線 で は 電子 , 電力 摘 器 内 の 配線 用 と し て 最適 な テフラ フロ 
ン 綴 。 線 電線 (4 半 化 エチ テレ ピン 電線 )~ を 製造 し て お り ま 3 


特 長 
250C の 高温 で 連続 使用 で きる 。 
ー90C の 低温 で も 安心 し て 使え る 。 
40 kV/mm の 耐 電圧 値 は 250C の 高温 で て も ほとん ど 変 わら な い 。 
0 高温 で も 1,000 MQ /km の 絶縁 抵抗 値 を 持つ 。 
ら ゆ る 酸 , アル カリ に 影響 され な い 。 
人 
耐 摩 粧 作 は ビニ ル と 同 程度 で あぁ る 。 
色 別 は ビニ 族 の 馬 四 態 明 に で き 26 


附 含 電 株 式 儲 社 


本 社 東京 都 江東 区 深川 平 久 町 1 の 4 電話 (641)1111・1131・4156 
dK 場 東 束 y 8 津 で i 小 坂 
販売 店 大 阪 ・ 福 岡 出張 所 名 古屋 ・ 仙 台 駐在 員 札 現 


0 NN 0 RS 


7-71 


特 長 
アル ミ シ ー ス は , 鉛 被 に 
此 じ 軽量 で あり は す 。 
アル ミ シ ー ス は , 機械 的 
強度 に すぐ れ て いま す 。 
導電 性 か が よい 。 
アル ミミ シー ス は , 面 振動 


性 (に は ぐれ いま す 。 
アル て ンジ ンー ズ は 融点 
再 結 唱 温 度 か 高く, 就 安 
定性 が 大 で あり ます 。 


北 ( 剛 0 拉 UB 
・ で 代田 (区 直 の 内 
・ 貞 選 志 頁 肖 宙 * ・ 喘 


ote: 
ane 


NN 


病人 8 電 7(611). 0101ー7 


= 


営業 部 東京 都 中 央 区 築地 3 一 10 ( 懇 和 会 館 ) 電 (541) 2021 一 9 


本 
営業 志 。 で 大生 阪 9 


革 2 馬 球 屋 .… 仙 人 台 * 肖 札幌 


福岡 
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屋内 配線 の 
画 期 的 製品 


4 
“ES 
、、 合 


バス メス アプ ト 


最近 建設 ミ され る ビル デン グ , 工場 等 の 屋内 配電 に は 従来 の ケー ズブ ズル, 
ス ダ ク ト が 専ら 使用 せら れる よう に な っ て きま し 
性 が いずれ も きわ め て よく , ダク ト を 必要 と せ ず 、, 床 面 積 が 節約 で き , 美観 を 呈す る 等 の 利点 の ほか 
1. 分 岐 が 随時 希望 個所 に と りう る 。 2. 電力 震 用 の 増減 に 伴 な い 簡 単に 増設 


コン ジッ ト 配 線 等 は 供 や S ぷ 
た 。 バス ダク ト は 不燃 性 , 安全 性 , 機械 特性 , 電気 特 


設 , 撤去 移設 が 可能 

で あぁ る 。 3. 瞬時 電流 容量 を 大 に と りう ぅ る 。 
等 の 特徴 を 有する た め , 自動 化 の 進ん だ 機械 を 多く 使用 する 新設 工場 は も ちろ ん の こと , 電力 需要 の 多 
い ビ ルデン グ 等 の 屋内 配線 と し て は 最適 の も の で あり ます 。 

吉河 バス ダク ト は 導体 , 外 函 と も に すべ て アル ミ 製 品 を 使用 し , 前 記 の よう な バス ダク ト 独 自 の 特 
徴 の ほか に 

軽量 ・ 外 函 の 耐食 性 , 美観 ・ 導 体 接続 部 の 信頼 度 大 
以上 の よう な 特徴 を 備え て いま す 。 


[e) 


ロロ 河 電 具 虐 業 藤 式 置 社 
本 社 東京 都 千代 田 区 丸の内 2 の 1 4 
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クト ロニ クス 時 代 の 頭脳 


FACOM-212 は IBM と 結合 し て 
今 す ぐ お 使い に な れ ま す 。 


FACOM-212 


貴方 の 会 社 の 経営 方 針 策 決定 に オフ ィ ス オー トメ 

ーション の 用 具 と し で FACOM-212 は こん な に 役 
ます 4 
例え ば 

予算 統制 , 資材 管理 , 在庫 管理 , 工程 管理 , 給 

料 計算 , 販売 統計 事務 の 他 , 市 場 調査 に 関す る 

半 0 は この FACOM-212 

こと っ て 最も 得意 と する 分 野 で す 。 


富士 逆 信 | 失 嗣 貴様 式 合 Da 


東京 都 寺 代田 区 丸の内 3 の 2 電話 (281) 6221・6231( 代 ) 


前 4 


本 社 ・ 工 場 東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 3000 番 地 電話 涼太 391 后 いま 


し 2 


記録 計 内 部 MR ti 


器 帆 河 雷 剛 製 作 有 所 | 


武蔵 野 局 (622 一 "4 ) 久 表 3701 2 
直 名 吉屋 義眼 導 思 半 全 島 グ 


(0 i 
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自動 平衡 式 


最新 の 電子 技術 を 全面 的 に 取り 入 
れ て 新た に 設計 さき 本 だ た 直 導 で R ら 
い 時 代 の 工業 計 装 に 適合 する 万 能 
型 の 記録 詩 で す s, 
構造 及び 動作 部 品 の 細部 に わた っ 
て 合理 的 な 考 誠 を は らい , 取扱 の 
便利 さき を は か る と と も に 優美 な 外 
を て 0 ます 8 
@ 温度 ・ 流 量 ・ 液 位 ・ 圧 力 ・pH・ 
分 折 ・ 溶 液 濃度 ・ 濁 度 ・ 粘 度 
・ 湿 度 ・ 露 点 ・ 回 転 数 ・ 速 度 ・ 電 
電圧 ・ 周 波数 その 他 種 々 の 工 
業 的 な 量 の 記録 計 と し て すべ て 共 
通 革 合用: る で が で きま さす s 
@ 標準 型 は 0 ~10mVDC 入 力 の 
Ro ペン 書き ミー 
用 記録 計 と 色 別 打点 式 多 点 用 記 
i あり さよ Sek 
限 警報 装置 , 速度 可変 記録 紙 駆 動 
機構 等 の 機能 を 付加 する こと が で 
tS 
e@ ま た, テレ メー タ 装 置 の 送 量 受 
量 記録 計 , 計算 盤 そ の 他 研 突 所 用 
の アナ ログ 記録 計 ど し て も 使用 さ 
れ 特 に 御 要 求 が あれ ば 高 感度 型 , 
高速 度 型 等 の 記録 計 も 製作 で きま 
電 
も 電気 回 路 は すべ で ドラ ンジ シタ 
dR a は 耐 人 角 性 合金 
密閉 型 構造 を 用 いて , 最高 の 精度 
・ 信 頼 性 ・ 安 定性 を も っ て お りき ま 
生 N カタ ログ 贈呈 


4 


統 を 論 る 2 
卓越 し た 技術 


完璧 の 製品 


高周波 誘導 式 電気 妨 用 
V 50,000VDC15pF 1,000 ゃ = 
75.000V DC 1 200V 


進 _ 相 用 "高圧 - 生生 
に Hr 人 「 相 用 1 
営 高周波 電気 炉 用 コン デー シン サ 
業 電話 用 並 搬 送 用 コン デシ サ 

4 本 コジ コテ 2 サ 
品 EC RA 朋 ポコ 錠 人 寺 6 サ 

電王 発生 コン デー シン サ 
目 OE. 式 

HD ie AR 


低圧 進 相 用 


M.P_ 式 200V 50kVAE300 &EF 


本 社 及び 工場 。 東京 都 品川 区 大 井 寺 下町 14 4 2 番地 電話 大 森 (761) 8111~5 
大 森 工場 東京 都 大 田 区 入 新井 5 丁目 248 番 地 電話 大 森 (761) 2573 
大 阪 営業 所 大 阪 市 北 区 西 扇町 17 番 地 ( 日 扇 ビ ル ) 電話 (34) 8258~9 
九州 出張 所 福 岡市 藻 堂 町 2 5 番地 電話 (3)5380 
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150 MVA 


7, 200V, 
1; 200'V; 


—S. 
ーーS. 


BC—41 


MVA 


250 


AC—46 


ff 、 


井上 電機 製作 所 


1 


株 式 殿 


リ 口 
10.7MC SERIES UE 
STANDARD CRYSTAL FILTERS 


APPLICATIONS 


AM. FM. SSB RECEIVERS 
DOPPLER RADAR SYSTEMS 
FSK SYSTEMS 

FIXED CHANNEL RECEIVERS 
SPECTRUM ANALYZERS 


SYMMETRICAL BANDPASS 


PASS BAND 
VAR IATION 
(MAX) 


EN DB 


NO FREQUENCY 6_ DB SQ 
10.7 MC | 3 RC 


10 MB | 2 SR C3 0 
10 ME 2 6 KC 15KC 
10 MF ? 3.5 KC | 
10 WF ” | OOK RC 
CRYSTAL DISCRIMINATOR 


MODEL NO | CENTER FREQ BAND WIDTH IMPEDANCE OHMS CASESIZET RW 
10M- DC 10.7MC 50KC PEAK TO PEAK INPUT 10K OUTPUT 500K 25X20X25mm 
MODEL 10- MA MODEL 10M- DC 


ATTENUATION VS. FREQUENCY 10.7MC DISCRIMINATOR 


+ + 8 


ココ [ 画 在 こ ご 民 画 


T MODEL | CENTER i INS EBON 


LW: H 
80X25 X30mm 


RN CE CASE SIZE 
CNOMINAL) 


| 
: 


| トト 
本 画 ペ 問 周 


- 急 -% -% 0 +0 +20 + ーー - 
FREQUENCY IN KC FROM 10.7MC FREQUENCY IN KC FROM 10.7MC 
CENTER FREQUENCY CENTER FREQUENCY 


同一 外形 互換 性 を 考え た 10.7 MC 系 列 既設 計 、 高 信頼 性 の 高周波 水晶 泊 波 器 
を 御 携 奨 い た し ます 。 
品 、 特 に 新規 設計 に も 応じ ます か ら 何 卒 御 用 命 の 程 御 待ち 申 上 げ て 居り ます 。 


: 半 紅 谷 科 和 株 式 載 訪 
= 
寂 . cr tS 和 機 = WU 
| 7 ~ 766 
中 奈川 県 川崎 市 塚越 3 丁目 484 番 地 (電話 ) 川崎 (2) 3 (0, e317.7.9.,, 2 
1 A ヶ 関 3 丁目 3 番地 鋼 仮 ビル 内 (電話 ) 東 京 (591)1 97 3, 1974 


, * ル 内 (電話 ) 土佐 堀 (4 4) 4 3 3 2 
計 業 所 大 阪 市 西区 土佐 堀 船町 2 3 番地 大 阪 商工 ビ ル 内 (電話 ) 土佐 
土居 町 3 番地 住友 ビ ん 内 (電話 ) 福岡 (3) 2501 
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7 グロ 洗 スイッチ 


2LS! 
10A, 120-240-480V, A.C. 


BA—2RL2 
20A, 125-250- 460V, A.C. 


V4 一 1!4 ( 軽 作 生 型 ) 
BZE6G—2RN 5A,125-250V 
15A, 125:250- 460V, A.C. 


山武 の 誇る … 高 品質 … 高 精度 の 


国産 純正 マイ クロ スイ ッ チ 


山武 ハネ ウ エル が 米国 ミネ アポ リス ・ ハ ネ ウ エ ル 社 より 

100% の 技術 導入 に より 品質 第 一 と モッ トー に し て 、 国 産 
を 始め まし た マイ クロ スイ ッ チ は 御 好 評 の 内 に 着 々 と 

機 着 が 出揃い まし た 。 

輸入 品 に 比 し 、 性 能 は 優る と も 劣ら ず 、 互 換 性 も あり 硬 
産 に よる 大 巾 な コス ト ダ ウン は 今 后 開発 する 機種 と 共に 

必ず 貸方 の アイ デア の オォ ー ル マイ ティ に な っ て 載 け ます 。 
ォ ー ト メ の ソー スズ ス 山武 の マイ クロ スイ ッ チ は 貴社 利益 向 
の ドス で も あり 

豊富 な 資料 を 以 っ て 各 営 業 所 技術 者 が スイ ッ チ の 諸 問 題 
に お 応え 致し ます 。 御 気軽 に 御 連 絡 下 きい 。 


YAMATARKE 


山 庶 ハネ ウ 工 ん 計 志 株 有 式 棒 杜 
NONEYWELL マイ 7 ロロ ズ イ ッ 和子 責 疫 部 


本 社 及 び 東 京 営 業 所 東京 ・ 丸 の 内 ・ 入 重 洲 ビ ル TEL(281)6751 一 9 


支店 ・ 大 阪 出張 所 ・ 小 倉 洛 きき 計 論 屋 
PENCZ5) 0831 GEES (小倉 ) 969 TEL (23) 8581—4 
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ハイ ミッ クス 電線 の 構造 


弊社 で は , か ね て より 外国 で か な り 古 く か ら 製 造 さ れ , 特殊 船舶 ・ 軍 艦 ・ そ の 他 に 多 


量 に 使用 され て いる 無機 絶縁 
て 初め て その 企業 化 に 成功 し , 
え - ま - ヒ し た 。 


特 長 
耐 婦 性 が すぐ れ て いる 。 
耐熱 性 が きわ め て よい 。 
機械 的 強度 が 大 で あぁ る 。 
・ 耐食 性 が 大 きい 。 
耐 老化 性 が 優秀 で あぁ る 。 


(MI 線 ) の 研究 を 進め て まい り ま し た が , 国産 品 と し 
商品 名 を ハイ ミッ クス 電線 と し て , その 量産 態勢 を 整 


用 途 
船舶 用 電線 
高熱 作業 用 配線 
各種 機械 廻り 配線 
ビル ディ ング 重要 建築 物 内 配線 
その 他 一般 工場 内 配線 住宅 用 


許容 電流 が 大 きく と れる 。 配線 と し て も 安全 性 が あり ます 。 


布設 が 容易 で ある 。 


販売 所 


電 線 株 式 次 方 


東京 都 千代 田 区 丸ノ内 2 丁目 
RE 
1 作 間 き 広 誤 r 


マル チレ ン ヂ メー ター“D” シリ ー ズ 


本 シリ ー ズ は 学校 並び に 研究 室 で 使用 
せら れる 単独 メー ター が そ の 測定 範 周 
を 切換 えら れる 事 に 依り 使用 の 便 と 
経費 の 軽減 を 計り その 目的 に 充分 
な 強度 と 適当 な 精度 を 備え て 
居り ます 。 


ELECTRONIC INSTRUMENTS 


model DRM:-5 
抵抗 計 


88Xx140x220mm 


DVM-5 t 内 部 抵抗 167KQ/V 
5 レン ジ 走 流 ミ リボ ルト meter 0 Om, 60mi 120m , 300ms bbbm. VY ss メー ター 感度 510g A 
0 C3 15m, 30m, 60m, 150m, 300m V pias 0 


中 点 替 5 レン ジ 直 流 ミ リボ ルト meter 


DvVM-10 > 内 部 抵抗 167KQ/VI 
a 0 ~1.2, 3,6,12,30,60,120,300,600, 1200V 人 


DVMC-—10 内 部 抵抗 1.6KAIVE 
中 点 堆 10 レ ンジ 直流 ボ ポルト meter メー ター 感度 510g A 


内 部 抵抗 167Ke7/vE 
メー ター 感度 510 gz A 


0.6,1.5, 3, 6, 15, 30,60, 150, 300, 600V 


DAV-9 A ; 
i 0=1.2,3,6j12,30,60,129,300, 600V 


DMMM-5 


電圧 降下 120 mV 
6 ンジ 四 沈 マイ 0 804 00 A20 ies 3004 op G00 


メー ター 感度 20g AR 


電 呈 降下 12 mV 
メー ター 感度 20g A 


DMA-=11 0~0.6m, 1.2m, 3m, 6m, 12m, 30m, 60m 26 電圧 降下 240 mV 
11 レ ンジ 克 流 ミリ アン meter 120m, 300m , 600m, 3000m A % メー ター 感度 510 mA 


DMMC-5 、 ; 
中 点 夫 5 レン ジ 直 流 マ イク ロア ン meter 15u , 30u , 60u , 150u , 3904 A 


0 


DMAC-11 N3004 , 0.6mF 1.5my 3m, 6m, 15m} 30m, \ 電圧 隆 下 i120 mvi 
中 点 替 11 レ ンジ 直流 ミリ アン meter | 60m, 150m, 800m, 1500m A .5% ー タ ー 感 度 510g Al 


DAM- 8 に DC 2.5% 
8 レン ジ 交 直 両 用 アン meter 0~1.2, 3, 6,12A AC 5% 
DRM- 1, x 10x 100x 1000, 0 ~20 Meg Q 

5 レン ジオ ー ム . meter 0 


5 RX 
.m 目盛 線 0.12 カラ 20 Meg 2 まで 
その 他 の 営業 品 字 


回 路 計 ブラウン管 オ キン シロ スコ ー プ , 走 空 管 電圧 計 。 パ ネル メー ター, 真空 管 試験 器 , バッ テリ ー メ ー タ ー, 
直 恋 容量 計 , 直読 自己 誘導 計 , 直読 周波 数 計 


電圧 降下 240mVE 
ァ メー ター 感度 530 gz-Al 


中 点 和 目盛 109 ,1008 , 1| 
KQ2 ,10K8 ,100KQ@ 
( 自 六 電 池 で 1Mog2 まで 


ハン セン 電機 工業 株 式 会 社 
束 京 都 千代 田 区 神田 神保 町 3 の 3 TEL (301) 1221 , 2925 
" 線 合 か タロ グー750 
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AMP タ ー ミ ナル の 
圧着 に は 
せ 界 中 で 使わ れ て い 2 


イナ テリ ンプ 
DYNA crimp 


e 325mm? の 電線 で も た ち ど こ ろ に 完全 な 結線 が で きま す 。 
eAMP ダ イナ ・ ク リン ププ 工具 に は 次 の 種類 が あり ます 。 


AMP 油 圧式 手動 工具 AMP 空気 式 
電線 適用 範囲 6.64 42.42mm? ダイナ ・ ク リン プ 
電線 適用 範囲 
6.64~ 325mme 
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AMP 足 踏 式 油圧 工具 
和装 AMP 電 気 式 ダイ ナ ・ ク タリ ンプ 
6.64~ 325mm? ! 
電線 適用 範囲 6.64ー 325mm 


AMP 圧 圧着 工具 ご ww、AMP ー ミ ナル を ご 使用 下さ い 。 


類似 品 が あり ます か ら 、 AMF で 選 指定 きい 。 
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反射 鏡 を 併用 する 熱 検出 器 の 放射 入力 


に よる 熱 起 電 カカ 


斉 っ 内 


正 員 


庶 
Dl 


あぁ る 物体 の 温度 放射 の , 特に 微弱 な 放射 エネ ルギー 
を 測定 する に は , 普通 信光 レン ズ か 反射 鏡 で 集束 し 
て , 焦点 た 置か れ た 放射 検出 器 (熱電 対 ) に 入射 させ , 
その 出力 を 交流 変換 し て 増幅 器 に より 増幅 する の が 一 
般 の 定石 で ある 。 第 1 図 に 示す 微小 放射 の 測定 機構 で 
は , 多く の 場合 放射 断続 方 式 を と り , 反射 鏡 で 集束 し 
た 放射 を , 熱電 対 受 熱 板 に 入射 する 直前 , 定 速 回 転 の 
チョ ッ パ で 断続 する 。 熱 電 対 は 断続 放射 を 吸収 し て , 
温 接 点 の 温度 上 昇 に 比例 し た ひずみ 波形 の 交流 起 電力 
を 誘起 する 。 次 いで これ を 低 周波 増幅 器 で 増幅 し , そ 
の 出力 電流 を 電流 計 で 測定 する の で ある 。 


筑 1 図 人 敏 小 放 射 の 測定 機構 


さて 築 1 図 に 示す 光学 系 に お いで て で; 一定 の 放射 入力 
に よっ て 誘起 する 熱電 対 起 電力 を 求め る 場合 , 従来 多 
く は 簡 上 易 な 概念 的 考察 と と どまり , 特別 に これ を 解析 
的 に 取り 扱っ た 例 は 文献 た に も あま り 見 受け られ な い 。 

そこ で 筆者 は 前 記 機 構 の 光学 系 に お いて , 実際 に 即 
し た 考察 の も と に 放射 入力 に 対す る 熱電 対 起 電力 を 江 
何人 光学 的 解析 し , 特に 起 電力 に 対す る 反射 鏡 , チ ョ 
ッ プ パパ お よび 熱電 対 受 熱 板 どの 関係 を 明確 に し て , 従来 
の 概念 的 考察 だ 検討 を 加 % る と と も に , この 種 光 学 系 
の 設計 に 必要 な 基礎 資料 を 提示 し た い 。 

まず 解析 に あぁ あたっ て 次 の 条件 を 仮定 し て お く 。 
熱源 で ある 物体 表面 は 完全 拡散 面 で , その 温度 分 布 も 
一 様 で ある 。 ⑬ 物体 と 検出 器 と の 下 エ 離 は 物体 や 反射 
鏡 の 犬 き さ に くら べ て 著しく 大 きく , じ た が ラ っ て 続 面 
に 入射 する 放射 は すべ て 近 軸 線 と みな し うる 。 


* Electro-Motive Force induced by Radiation Incident on Ther: 
mal Detector with a Reflecting Mirror. By G.’ SHIGEDAI, 
_ Member (Chiba lnstitute of Technology). 
'† 千葉 工業 大 学 電気 工学 科 勤 務 , 電熱 ・ 放 射 担当 
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贅 一 郎 「 


また 放射 が 空間 を 通過 する 間 , 吸収 に よる 放射 損 は 全 
く な い 。 Gu 届 ) 反射 鏡 の 収差 を 無視 し , 鏡面 で 反射 し 
た 放射 束 は 全部 物体 の 結 像 た に あず か る 。 iv) 熱電 対 の 
感度 は 受 熱 板 上 いた る と ころ 等 し く , 放射 に対する 窒 
の 吸収 は 考え な い 。 また 受 熱 板 に は 物体 か ら の 温度 放 
射 以外 の 放射 は 入射 し な い 。(v) チョッ ン “は 放射 に 対 
し て 不 透 過 性 と する 。 


2. 熱電 対 の 受 熱 板 入射 束 の 最 大 値 


周囲 遍 度 が W220QK)、 で 煎れ や た E 対 し 表面 温度 が 7。, 
(で K) の 物体 か ら , 単位 時 間 に 発散 する 単位 面積 あ た 
り の 放射 エネ ルギー (放射 発散 度 ) は 


0 ーー C3 
68: 物体 素 面 の 全 放 射 率 , oq: Stefan-Boltz- 
mann 定数 


さて 物体 が 面積 4=2 思 X22 な る 方 形 面 の 場合 , 
その 中 心から 法 線 上 用 な る 距離 の 点 PP で 法 線 と 直交 
する 面 上 の 放射 強度 は 


SR LL LN ED A 
7 a (分)「 テ お} 7 D? 
i の 


いま こと こと で 放 物 面 鏡 "(開口 2 77 焦 吉 下 離 廊 全 反 
射 率 0) を 物体 た 向っ て 正 対 させ る とどき; 鏡面 に 入 
射 し て 物体 の 結 像 に あず か る 全 放 射 束 の は 

DiE Fn EFT ne A 

また 鏡面 中 心から 了 ” の 位置 に 結 像 する 像 の 面 柄 

4” と その 放射 密度 〉 は 
A 2 Lx2 LL; =ACf'ID)* 
Da OA = 

し た が っ て 受 熱 板 が 物体 の 像 に だ お お われ る 場合 , 温 
度 が 周囲 温度 に 等 し く 71(K) で , 面積 ga=24X2, 
全 吸 収 率 er の 受 熱 板 が 吸収 する 放射 束 の は 

DO = ONAL 

じ か し 鏡面 に 大 射す る 放射 は , 途中 チョ ッッ * (半径 
zo) と 和 熱電 対 ケ ー ス (半径 r り の に きえ ぎら れる か ら , 
受 熱 板 が 吸収 する 正味 の 放射 束 の 最大 値 の は 

DA NN OO) 
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第 2 図 物体 と 像 と の 光学 的 関係 
a ー ラ 7 RE ER (8) 


す な ね ゎ わ も ち 受 熱 板 入 射 束 は チョッパ の 了 断続 た 伴 な っ 
て , その 最大 ⑦′ か ら 最 小 0 の 間 を 周期 的 に 変化 す 
る 。 こ の 周期 的 変化 を 求め る に は , まず チョッパ を 含 
む 平 面 (C 平面 と 呼ぶ ) 上 た に お ける 人 受 熱 板 入 射 束 の 
放射 分 布 を 知ら な けれ ば な ら な い 。 


3. チョ ッ パ が 了 断続 する 受 熱 板 入射 束 


愛 熱 板 入 射 束 の C 平面 上 に お ける 放射 分 布 は , 数 
式 的 な 取り 扱い 方 に は 向 か な い が , 個々 の 場合 に つい 
て 図式 和 的 に 求め る こと は 可能 で ちあ る 。 そ こ で 筆者 は こ 
こと に 一 つの 図式 解法 を 提示 し , これ に よっ て 各 場 合 に 
お ける C 平面 上 の 放射 分 布 を 決定 する 。 

(3・1) 反射 鏡 に よる 物体 の 結 像 。 第 2 図 に お いて 
反射 筐 (rm 了 /) が 物体 AB の 像 4"B” を FF/ 点 に 
結 像 する 場合 , 物体 の 1 点 4 か ら 鏡 面 に 入射 する 放 
射 束 は , 反射 し て 鏡面 P を 護 円 と する 1 個 の 放射 束 
円 すい 体 を 形成 し , その 頂点 た よっ て 4 点 の 像 4 を 
決定 する 。 こ の 放射 束 円 すい 体 が 含む 放射 束 は , 放射 
発散 度 7 が 一 定 な る 限り 一 定 で , 光 軸 と 直交 する 切 
り 口 面 の 放射 分 布 も 一 様 と 考え を て さ し つ か を な い 。 

(3・2) 受 熱 板 入 射 束 の ご 平面 上 に お ける 放射 分 布 

(a) 放射 分 布 の 外形 すでに 述べ た と お り 考 を 
る 受 熱 板 入 射 束 は , 受 熱 板 上 の 各 点 を 頂点 と し , 鏡面 
を 底 と する 放射 束 円 すい 体 の 集合 で ある 。 し た が っ て 
これ ら の 円 すい 体 群 が C 平面 で 切ら れ て 生じ る 平 工 
円 群 の 包絡 線 は , すなわち C 平面 上 の 放射 束 分 布 の 
外形 で ある 。 た と を ば 4^ を 頂点 と する 放射 東 円 すい 
体 の 平 才 円 半径 r。 と, 平 薇 円 中 心 の 光 軸 か ら の 偏 移 
A 人 A は れれ ぞ 

i A a 
CA EA fo NEE (10) 

これ ら の 関係 は 入射 束 が 近 軸 線 で ある 限り , 受 熱 板 
ざ の 宮 で を 沿 に な の り だ つっ つぎ ご ぞ 民 で に の 場 胡 の 
平 才 円 辞 の 包絡 線 は , 第 3 図 に 示す と お り 

Det dif ff 2 Pg lao KL 


2) 


筑 3 図 ご 平面 の 放射 束 分 布 の 
外形 と 分 布 密度 


を 縦 , 横 と する 一 つの 小判 形 を な す 。 

(b) 放射 分 布 の 密度 受 熱 板 入 射 束 が 前 記 放 射 
東 円 すい 体 衝 か ら な り , 各 円 すい 体 が 含む 放射 束 が 一 
定 で か つっ 一 様 分 布 で ある ご と か ら , C 平面 上 の 放射 分 
布 内 任意 の 点 P の 分 布 密 度 は , C 平面 で 切ら れる 平 
和夫 円 群 の 内 , ア 点 を その 中 に 含む 平 薇 円 の 数 に 比例 す 
る 。 そ し て 有 ア 点 を 含む 平 工 円 の 数 は , P 点 を 中 心 と 
する 半径 r。 の 円 と 平 載 円 中 心 の 軌跡 で ある 受 熱 板 と 
相似 の 方 形 47B” と が 重なる 面積 にょ っ て 表わさ 
れる 。 (第 3 図 ) 

と この よう に し て 図式 的 に 放射 の 外形 と 分 布 密 度 が 決 - 
定 す れ ば , C 平面 上 の 放射 束 分 布 は 外形 を 底面 に , 分 - 
布 密度 を 垂直 高 と する 一 つの 立体 か , あぁ あるいは 等 密度 
曲線 を 利用 し た 地形 図 に よっ て 表わす こと が で きる 。 
この 場合 チョ ッ > ヾ の 位置 に だ よっ て 立体 の 形状 が どの よ 
5 に 変わ っ て も, その 体積 は 受 熱 板 入 射 東 の 最大 値 の ” 
に 等 し く , 常に た 一定 で ある 。 

(3・3) C 平面 の 位置 と 放射 束 分 布 と の 関係 まず 
分 布 の 外形 で ある が , チョ ッ パ の 位置 C が 池 ′ の 受 
熱 板 を 離れ る と , ム 4 プ e/ げ 2 ププ 7 が 減少 し て re が 
増大 する か ら , 外形 の 小判 形 は 円 形 に 接近 し , その 接 
近 速 度 は 反射 鏡 の rm ナ が 大 きい ほど 速い 。 

し た が っ て 受 熱 板 が 正方 形 (27x20) また は 短 方 形 
の 場合 チョ ッ パ が 受 熱 板 に 著しく 接近 し な い 限 り , 
分 布 の 外形 は 半径 が キ a。 げ 7 また は 丸み) 
x/。) げ "の 円 形 と を し て さき し つか みな い 。 また 受 熱 板 が 
長方形 (な >) の 場合 は ; 近似 的 に 各 辺 が 2f/ プ * 
2(r。 十 2/ プ | げ 7) の 方 形 と これ に 接する 半径 が r+ な プ 。/ 
ププ "の 2 個 の 半 円 と か ら な り た つ 。 (第 4 図 ) 

次 は 分 布 密 度 で ある が , 受 熱 板 が 正方 形 ま た は 短 方 
形 の 場合 チョッ パ の 位置 が 受 熱 板 を 離れ る に し た が 
い , 分 布 の 立体 は 柱状 か ら , すい 台 状 に 変わ っ て , す い 
台 の 頂 面 辺 長 Lz と 底面 辺 長 有 , と の 比 8 三 L2/Li 人 = 
CFF rat Qfe/f 7”) +re〕】 は すみ や か に 減少 し , 
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補 半 槍 s 計 699 


R= HE 
4 > 2 の 場合 


R=t +lok FF* 

lu» 2 の 場合 

第 4 C 平面 上 に お ける 
故 射 束 分 布 の 外形 


= ィ ro の と き 8 0 と な っ 立体 は すい 体 と な る 。 
チョ ッ パ が さら に 離れ て 了 。 が 減少 すれ ば , 外形 が 
近似 円 か ら 円 形 に 
接近 する と 同時 
に , 分 布 の 立体 は 
すい 体 か ら 再 びす 
い 台 に 変わ り , 頂 
円 半径 Rz と 護 円 
半径 Rt と の 比 @ 


チョ ッ パ & 受 熱 板 チョ ッ パ と 受 熱 板 。 は 増大 し つつ 鏡面 
が 近い 場合 が 境 い 場合 江 人 ER 
第 5 図 チョ ッ パ の 位置 に ぁ 。( 第 5 図 ) 

よる 放射 東 分 布 の 立体 


宗子 訂 ' ッ ペペ の 
位置 7 が 異な る ミミ 全 の 場 谷 だ 全 て 潤 びび /。 と の 
関係 を 図式 的 に 求め た 結果 (第 6 図 ) は 策 1 表 の と お 
り で ある 。 第 7 図 は r=725 cm, び ^ 二 15 cm の 反射 
鏡 に 対し , 受 熱 板 辺 長 が 0.12; 0.20, 0.30 cm の 各 


場合 に お ける «@ 対 了 プ 。 の 関係 を 示す 。 すなわち & は 
/。 の 減少 と と も 

x :22 tf'=3:1 (X= =070) に 0 か ら 飛 躍 的 に 

上 昇 し て , 次 第 に 


1 に 接近 する 。 る も 
し チョ ッ ン “が 受 熱 
板 か ら 適 当 に 離れ 
か つ 稼 長 が 比較 的 
小さ けれ ば , 近似 
的 た は a&=1 と み 
次 は まる よさ 用 つつ 
05 へ 、 か を な い 。 有 の 箇 


。 囲 は 熱電 対 の 構造 
第 6 図 ry 上 , 普通 チョ ッ パ ペ 
分 布地 形 区 が 受 熱 板 に 接近 で 


き な い 部 分 で , 実際 に は 適用 され な い 。 

また 受 熱 板 が 長方形 の 場合 は , 一 般 に 正方 形 の 場合 
に くら べ て 複雑 な 形状 と な る が , チョ ッ パ “が 受 熱 板 に 
著しく 接近 し な い 限 り は ;』 近似 的 に &=1 と し て も 基 
し い 相 違 は な く , 取り 扱い も 非常 に 簡単 に な る 。 
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第 1 表 が が 2 a(B) と の 関係 


(正方 形 の 場合 ) 
チョ ッ パ の 位置 | 平 戴 円 半径 «=R;/R: 
県 寺 科 革 N\ re a 
' i 
rc =t < 7 8 
mm トト の Ufolf’ 0 
テカ プイ (rm 十 の 0 | 0 
Fn iit 2 TRS 0.30 
re2l な rnf' (rmt+6D| 6Lfe/f’ 00 
Tmf’ (rm+20D| 201f./f* 0.90 
0 fm 1 
1.0 ーー 
& a 
09 ふ で 
08F o/s % ンー ーー トー トー 
OT TS NE に 
~~06 ト 上 ES sr は 
= 05 | 0 
0.4HHHH ” | Ee En R= 
03 は | SO Cm 
02 a a =2x20 
01 


0 4 36 1 109 86 5 3 2 10 
た (cm) 


第 款 &(8) 対 。 曲線 の 一 例 


4. 断続 に よる 受 熱 板 入 射 束 
変化 と 基本 調 波 


(4・1) チョ ッ パ に よる 放射 束 の 断 続 第 8 図 に お 
いて チョッパ ペ の 受 熱 板 か ら の 距離 を ナー ナ プ 。, 回転 還 
と 光 軸 と の 間隔 を 0o と し , チョ ッ パ は ば 〇 を 下心 た 矢 
の 方 向 に 回 転 す る 。C 平面 上 の 放射 束 分 布 は OC に 対 
し て 回 転 方 向 の 前 後 対称 で , 〇 点 が 分 布 の 外形 に 対し 
て 張る 角 は 2%。 で ある 。 チョ ッ パ ペペ が 入射 束 を 完全 に 
断続 する た め に は , その 半 筆 ro は 〇 点 か ら 分布 外 
形 の 最 遠 端 に 至る 距離 に 等 し く と る 。 また チョ ッ パ が 
1 枚 翼 か ら な る 180” チョ ッッ の 場合 は , 1 回転 で 放 
射 束 を 1 回 断続 し , 2 枚 翼 の 90° チョ ッ パ で は 2 回 断 


第 8 チタ: よる 正方 形 
受 熱 板 入 射 束 の 断続 


人 3 
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続 す る 。 

(4・2) 正方 形 受 熱 板 の 受 熱 板 入射 束 と 基本 調 波 

(a) ご 平面 上 の 放射 束 分 布 が 円 すい 台 状 の 場合 
(CD) 策 8 図 に お いて C 平面 上 の 放射 束 分 布 を 
誠 円 半径 Ri, 頂 円 半径 Rs, 台 高 々 の 円 すい 台 で 表 
わす と , 90° チョ ッ >* の 断続 た 伴 な うぅ 受 熱 板 人 射 東 
は , チョ ッ パ 面 か ら 光 軸 方 向 に 志 出 する 円 すい 人 台 の 体 
柄 た 相当 する 。 

そし て 体積 を 求め る 便宜 上 , 円 すい 台 を 半径 Ri, 
高き 加 な る 大 円 すい と , 半 筆 R2, 高き ん 2 な る 小 円 
すい の 差 に 置き 換え る 。 


築 .3 円 すい 体 の 二 出 体積 
まず チ ョ ッ パ が 大 円 すい 体 分 布 の 放射 束 を 断続 する 
場 谷 絢 Cg が ら 忠 離 を る な る 位置 に お いて (第 9 図 )7 チ 
ョ ッ パ 面 の 1 辺 を 含み 光 軸 に 平行 する 平面 で 円 すい 体 
を 切っ た 切り 品 面 積 は 


SR A 1 ees 3 
so 


し た が っ て 大 円 すい 体 が チョ ッ パ * 面 か ら 光 軸 方 向 に 
蜜 出す る 体積 は 


R; 
A 計 RS 
A YS 


R; 
= hi 


4 


ーー( 各 cosh つ (las CS) 


いま 変数 々 を 〇 OX か ら 測 っ た 回 転 角 ? に 置き 換 を 
て 積分 する と , この 場合 の 受 熱 板 入 射 束 は 
= SN EO A ok (14) 


EO 


x[- ES tk LO sin29—Ccos2%; 


Sie 


cosgp—SiNn 
v2sing; } 


cosg—Sin ¢% ) 3 
Pe } 


十 cos™{ 


ED 


xsinh- ni NG | ] 


cosgp—sin% 


同様 た し て チョ ッ パ が 小 円 すい 体 分 布 の 放射 束 を 断 
続 す る 場合 の 受 熱 板 入 射 束 は 


aD 
Az(%) = i) 


[ cosp—sin® 
xX 次 入 の 
sin? の 。 


vsin29—CcOos 2 の 2 


cosg—SiN 
= ihe es 
+ 


{nS 3 
v2 Ssin@2 ! 


x sinh- J V 2 sin¢2 Ds fig ] 
cosp—sin® 


し た が っ て 求め る 受 熱 板 入 射 束 4(@) は , 築 10 図 
の と お ぉ おり ?=0 から 90° の 間 を 5 区 分 する と , 第 2 
表 の よう に まとめ られ る 。 


B= FE/((-o) 
= E(k) 1 


MAD-A2(P) 


第 10 図 


正方 形 受 熱 板 和信 射 束 の 波 形 


策 2 表 各区 分 の 受 熱 板 入射 東関 数 

2 . Acp) 
Ae)i=0 
AGs=AiC¢, 
ACG@s=ACo)—A2Cp) 
AGi=ACp— ED 13 
ACp)s= の 


0=¢E45°—%; 


45°—gpi Ep E45° — gs 


45°— gz Ep =45° +%g2 


45°+¢2 ミ ?s45° 二 1 


45° pr =g 90° 


次 に 4A(⑰) は ゅ =07 ど 190"! の 位置 選対 也 で 対称 で 
ある か ら , これ を フー リエ 級数 に 展開 する と , 定数 項 
と 回 転 角 ?% の 偶数 余弦 項 の み 残 っ て 


EEA Yancos 人 人 0 導入 次 二 G7) 
jap Mn , i i 
和 h き 4 OE RE (18) 
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また 拓本 調 波 の 最大 値 zz は 


45 十 1 45 十 %2 
a=\ 4 A; 0%) cos2 pd gp— \ A2(%) cos2% dp 
と 
ュー aD! 
Vs re ドー— 


ok | 
= ュー し ーー 生 si ーー (19) 


すなわち 受 熱 板 入 射 束 4(@) と その 基本 調 波 の 最 
大 値 zz は , いずれ も 反射 鏡 (rm プ ), 受 熱 板 (2 の 
お よび チョ ッ ン ペ (po, ナー イナ 。) の 諸 元 の 関数 と な る 。 

も し 反射 鏡 と 受 熱 板 が 一 定 の 場合 は 、 も っ ぱら チョ 
ッッ ペ の 位置 だ び げ で 定まり a ナメ ニニ 7/7。 を バ パラメータ に し 
て az 対 @e の 関係 を 表わす と , 策 11 図 の ょ うな 曲線 
Ss 涼 る 

こと の 場合 任意 の ナー イナ 。 た に 対し て az が 最大 と な る 
べき 0。 は , 9a2/9 po=0 か ら 


tS Qo 


os2gdp+ Deos2gag) 


3 
O00 R00 + 了 


に よっ て 求め られ , その 軸 跡 は MN と な る 。 
(19) 式 は 光学 系 と 熱電 対 の 構造 上 , 次 の 条件 を 満 


{Rlmax) 


(min) 


i 図 a 対 2 曲線 
の ) 


喝 じ な けれ は 大 らい We GF の 1<45 0 で あす 
な お ジ おち 006 マ 2RRi, (GG⑧ 6 十 00<rm で ある こと 。 すす 
な わあ わ も ち 1/2・(zーR) >00, G) プー ナム た > チョ ッ パ が 受 
熱 板 た に 接近 し うる 
最短 距離 , (iv) Qo 
> チョ ッ ン 回転 軸 
が 光 軸 に 接近 し う 
る 最小 間隔 
還 だ が っ 2 
0 曲線 の ぅ ち 実 際 
に 適用 し うる 範囲 
は 42 や お よび 4B 


od 


第 12 図 チョ ッッ ノ よる 
正方 形 受 熱 板 入 射 束 の 断続 


昭和 35 年 6 月 J.IE.E.J.) 


( 受 熱 板 と 光 軸 に 対し て チ ョ a ッ パ が 接近 し うる 最短 距 
離 と 間隔 ) と , DC ぉ お よび BC( 各 了 げ ィ ー/。 に 対す る po 
の 最大 と 最小 の 限界 ) と に と ょ っ て 囲ま れる 4ABC 有 D の 範 
囲 た 局 限 さ れる 。 

(b) C 平 面 上 の 放射 東 分 布 を 一 様 と みな す 場 合 
(@=1) 策 12 図 に 示す 半径 Ri) 高き » ゎ 。 な る 円 
柱状 の 放射 東 分 布 に 対し , チョ ッ パ が これ を 断続 する 
場合 の 受 熱 板 入 射 束 は , 前 と 同様 に 考 を て 


の !' cosg—sin 
A@) = 一 (- ーー sin2 wp—COsS2ZP; 
_,/ C0Sg—SiN%\) 
十 cos Eh 3 sino, 上 0 (2 
また その 基本 調 波 の 最大 値 zz は 
f 
az= 1 -— Lig ee (4) 


(22) 式 は 麗 た (19) AE RC い CT て CSL SNE に 
よっ て も 導 か れる 。 

(c) 受 熱 板 入 射 束 の 数 値 計 人 算 例 第 13 図 は 一 
定 の 反射 鏡 と 熱電 対 に 対し , チ ョ ッ パ の 位置 ナー/ プ 。 が 
それ ぞ れ 異な る 場合 の 受 熱 板 入射 束 の 波 形 を 表わし , 
プ ナー/。 が 増大 する と と も に 方 形 波 か ら 遠 去 な か り , の 
は ro の 増大 に ょ っ て わずか な が ら 減 少 す る 。 ま た @ 
を 考慮 する 場合 と =1 と する 場合 と は , 同 図 の 実線 
と 点線 が 示す 程度 に 相違 する 。 


ーー: «= 精密 ) 


n=T.5 cm 
= 150cm 
4-0.2 a@=4006x0:06) 
;=08cm 
-03 &=15cm 


= 」 」 | 1 」 
0 We 2OVNS0T »40% SO Wo I 0 
( 度 ) 


第 13 図 正方 形 受 熱 板 入射 束 の 波形 (計算 ) 


上 の 例 に お いて , 受 熱 板 入 射 束 基 本 調 波 の 最大 値 az 
と チョ ッ ン “の 位置 と の 関係 は 策 14 図 に 示す と お り で , 
a2 は 0o が 与 を られ る と き 了 プリー/。 が 小さ い ほ ど 大 き 
く , また 任意 の プー/。 に 対し て は az が 最大 と な る 
べき oo が 必ず 存在 する 。&=1 と する 近似 解 は , & を 
考慮 に 入れ る 精密 解 た に くら べ て , 2a2 の 値 は 一 般 に や 
や 小さ くる その 相違 は oo が 小さ くま た ナー/。 が 大 
きく な る に し た が っ て 増大 する が , 実用 の 範囲 内 で は 


CSD) 
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22=0.12cm 


n= 5cm 
= 150cm 
r= 08cm 


EN 


1.5 2.0 25 2.77 3.0 


Cm) 


第 14 図 az 対 0 曲線 の 例 (正方 形 受 熱 板 ) 


O06 
P= た Cm) 


第 15 az の 精密 計算 と 近似 計算 の 比較 


最大 2~3 % 程度 に 過ぎ な い 。 (第 15 図 ) また az の 
受 熱 板 単位 面積 あたり の 値 は , 受 熱 板 面積 が 小さ い ほ 
きき 天 きき 00 
(4・3) 方形 受 熱 板 の 受 熱 板 入射 束 と 基本 調 波 
(a) CC 平面 の 放射 束 分 布 を 一 様 と する 場合 (z=1) 
愛 熱 板 が 方 形 (2 友 X272) の 場合 の で 平面 上 た ポ け 
る 放射 束 分 布 の 外形 は , 2 用 Xx2 太 の 方 形 と その 両端 に 
接する 半径 RR の 半 円 と か ら な る 。( 第 4 図 ) 
LDL= カ ーー— Fol/ fF! } 
R=b+ (ff (mt)/ Ff! 
いま 第 16 図 に お いて 受 熱 板 の 長 軸 が チョ ッ パ の 回 
転 方 向 に 平行 する 場合 チョッパ 面 の 1 辺 が OX/ か 
ら OQ@( ま た OP か ら O 〇 OX”) を 通過 する 間 の 受 熱 板 
和信 射 束 は , 正方 形 受 熱 板 の 場合 に し た が っ て 
(45° 一 %1) <? く (45° 一 2) に 対し て は 


A, (@) =bR’ | — 


coS(P2 十 ?) 一 sin (@。 十 @) 
2 sin?(@, —%2) 


XY sin2(?2 十 @) 一 Cos 2(⑰」 一 %2) 


cos(2 +%) Ssin(%2 十 %) 
v2 sin(%;—%2) RO 


(45°+%2) の (45° の 1) に 対し て は 


As%) =wR | — 


+cos"} 


cos (@—%2) —Ssin(@—%2) 
2 sin? (0 —%2) 


(6 る る 


第 16 図 。 チョッパ に よる 方 形 
愛 熱 板 入 射 束 の 断続 


XYsin2(%$—%2) 一 Cos2(%: 一 @2) 


1} COS(@—%2) —Ssin(%—%2) 
He i OC) 


次 に チョ ッ パ が OQ@ か ら OP を 通過 する 間 の 受 熱 
板 入 射 束 は 


££—(45—%g2) 
A2(%) =2 sooR sec° (45°—%) dw 
ー%2 


=2 PR{tangs— 10020 
ea (26) 
し た が っ て チョ ッ パ の 1 稼が OX か ら 90° 回 転 す 
る 間 の 受 熱 板 
入射 束 4⑭) 
は » 築 放 図 
に 示す と お り 
この 間 を 5 区 
分 する と , 第 3 
表 の よう に ま 
と め ら れる 。 第 17 図 方 形 受 熱 板 
た だ し 表 中 計上 の 湊 地 


の の お よび の ⑦ の 27 は それ ぞ れ 
Dy mr nad EV RFARD) 
DOD; = RUE Dl= 4 RL Ds 
次 に 受 熱 板 入 射 束 A(%") の 基本 調 波 の 最大 値 cz は 
正方 形 受 熱 板 の 場合 と 同様 4(%) を 級数 に 展開 し て , 


45—%z2 
a= As20dg 
5+92 0 b,! 
遇 手 - A pag 
45 十 1 
+| {@2'+A;(g) }cos2 wdw 
45 二 2 
90 
l I 
WC + の 2') cos 2 pdg] 
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第 3 表 各区 分 の 受 熱 板 入射 束 関 数 


@ | Ae) 
0=gps45° — gi ACgp): =0 
45°—p1 p=45°— p> ACp):=AiCo) 
45°—¢2 ミ p=45° 二 2 ACos=D*‘/2+A:Cp) 
45° 十 pz ミミ 45° 十 : ACpi=D2’+A:Cp) 
45° + =¢s90° ACp)s = の“ 十 の 2*= の ^ 


= (cos?2 0al1 の (A 
+ (2 @2cot 2—1) i s(n 


(27) 式 は 光学 系 と 熱電 対 ケー ス の 構造 上 , 次 の 条 
件 を 満足 し 交 け れ ば な ら な い 。 G① 9 の 45° で あぁ あるこ 
と 。 すなわち o> どど 2 上 + と LG) 0o 十 ro< く rm で ある 
と と 。 すなわち 00<{ (rm—R) 2—L2}/2 (rm—R), Gii) 
ナー プ 。> チョ ッ パ が 受難 板 に 接近 し うぅ る 最短 中 離 
Giv) o> チョ ッ パ 回 転 軸 が 光 軸 に 接近 し うる 最小 間 
隔 rr し た が っ て a 対 2 曲線 の ぅ うち 実際 に 適用 さ 
れる 範囲 が 自ら 限定 され る こと は , 前 と 同様 で ある 。 

(b) 受 熱 板 入射 束 の 数 値 計算 例 正方 形 受 熱 板 
の 場合 と 同じ 反射 鏡 (rm=7.5 cm, 了 プ ィ =15 cm), 同 
じ 和 面積 の 方 形 受 熱 板 (z=0.144 cm, lz=0.025 cm, ヶ 
三 0.8em)- に 対し , チョ ッ ン の 位置 ナー プ 7。 が それ ぞ 


れ 異 な る 場合 
fk=05 の 受 熱 板 入 射 
束 を 求め る 
と , 第 18 図 
に 示す よう な 
02 ga=4044x0025) 六 形 と な る 。 
: ぎ 員 の チョ ッ パ が 
-03 15 を 
江 熱 板 か ら 境 
0 102030405060 80 0 受 旭 
a 去 か る と , 分 
策 18 図 方 形 受 熱 板 入射 束 。 布 の 外形 は そ 
の 波形 (計算 ) の 大 部 分 が 円 


形 と な り , 受 熱 板 入 射 束 は 2?2 の 間 に わ ず か に 不 連 
続 部 分 を 残し て 正方 形 受 熱 板 の 場 合 に 近づく 。 また, 
チョ ッ パ が 受 熱 板 に 接近 する と , 分 布 の 外形 は 方 形 が 
大 部 分 を 占め て 受 熱 板 入 射 束 は 複雑 な 形 を と る が , 近 
似 和 的 に は 台形 波 に 近似 する 。 ま た 受 熱 板 入射 束 基 本 調 
波 の 最大 値 za と チョ ッ パ の 位置 と の 関係 は , 正方 形 
愛 熱 板 の 場合 と 同じ 傾向 を 示し , その 値 は 同じ 面積 の 
正方 形 受 熱 板 の 場合 より も 小さ い 。 

(4・4) 受 熱 板 入射 束 基 本 調 波 の 一 般 的 表示 受 熱 
板 が 正方 形 , 方 形 の 各 場 合 を 通じ ,。 受 熱 板 入 射 束 の 基 
本 調 波 は 一 般 に 次 式 に よっ て 表わさ れる 。 
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会 雑誌 103 
A DL 
«a= 奄 誠 の ea ee ea (28) 
(A@) J a=i=Ao+azc0s2 0) 
4r の 
SS it 


この 場合 4(%) は 〇 X(e=0) を 原点 た と る か ら gz 
は 負 符 号 と な り , また 了 は 受 熱 板 入 射 束 の 波形 を 表 
わす 波形 係数 で , 波形 が 方 形 波 の 場合 は 1 で ある 。 
た と えば 受 熱 板 が 正方 形 の 場合 に は 


A ーー as 
I 


ssineg, CE (30》 
Pal1— sing, (a&=1) (31) 


また 受 熱 板 が 方 形 の 場合 に は 


7 
HS CO (@=1) 
RN A (32) 


す で ご 述べ た よう に 上 式 の だ き ぉ よび の 人 は 反 綱 
鏡 お よび 熱電 対 が 一 定 の 場合 いずれ も チ ョ ッ ン の 位置 
(a = の の 関数 で ある いま を ペラ テラ 
4 DR 
び ⑦ と goo と の 関 
係 を 表わす と 第 19 
図 の 5 
は プー/ プ 。 が 減少 し 
0 が 増大 する と と も 
に 増大 する が , の ⑦′ は 
プー/6 および 00 が 
増大 する に し た が 
い , ro の 増大 に よっ 
て 一 定 値 より 次 第 に 
減少 する 。 し た が っ 
て 了 と の ⑦′ の 積 た 
比例 する gaz は , 任 電 の プー/。 に 対し co の あぁ る 人 
に お いて 最大 値 を と る 。"( 第 11: 図 ) 


5. 受 熱 板 入射 束 に よる 熱電 対 起 電力 


90° チョ ッ パ が 定 速度 で 放射 束 を 断続 する 場合 , 熱 
電 対 の 受 熱 板 入 射 束 の 波形 は , 時 間 4 に 関し て 一 般 に 
次 式 の よう に 表わさ れる 。 


図 アポ よび の ⑦′ と 
6 と の 関係 


A =A,+ C08 2 の 5 2 の = の 5 
1 


( う 9 


704 重 台 : 反射 鏡 を 併用 する 和 熱 検出 器 の 放射 入力 に よる 熱 起 電 旋 


いま 熱電 対 の 熱容量 を C, 温 接 点 の 単位 温度 上 昇 あ 
た り の 和 熱 損 失 を と する と き , 受 熱 板 入 射 束 4(⑦ を 
吸収 し て 生じ る 符 電 対 温 接 点 の 温度 上 昇り について, 
次 の 方 程 式 が 成立 する こと は 周知 の と お り で ある 。 
al 
0 dt 
この 場合 周囲 温度 を 7:(K), 和 熱電 対 の 実効 表面 積 
を 4A と すれ ば , 放射 , 対流 お ょ よび 伝導 に ょ る 熱 損失 
VW は 
We C0 


+L.0@= Ao+ Tamcos n@t (34 


FAAFEOA LR 


ゆ ぁ を に 


L=C ~~ 46,0 TAThA+Tk, (TIO 


を 0 に 関し て 定数 と みな せ ば , (34) 式 は 簡単 な 
線形 方 程 式 と な っ て 容易 に 解く と と が で きる 。 


dn 


CS 


また z= の 定常 状態 に お ける 温度 上 昇 92。。 は 


A。 = A2n 
08= 示 GR CT Et 


いま 熱電 対 の 温度 上 昇り に ょ っ て 誘起 する 起 電 力 e 
EN 
求め た 0 から 直ちに ee の 式 が 誘導 され る 。 


kA, kasn 
7 + FT (nO a 


4。 は 受 熱 板 入 射 束 の 最大 値 の の 1/2 で あぁ る か 
ら , kAo/L は ⑦′ に よっ て 到達 する 最終 欲 起 電力 Ee 
の 1/2 に 相当 する 。 そし て 定常 状態 に お ける 交流 分 
の 波形 は , 入射 束 4⑦④ の 波形 と 熱電 対 時 定数 て (= 
C/IL) に よっ て お ぉ おのずから 定まる 。 

Sab 

通常 基本 調 波 を 増幅 の 対象 に 設計 され る か ら , 増幅 器 
出力 電流 は 起 電 力 e の 基本 調 波 に よっ て 決定 され る 。 
いま e の 基本 調 波 の 最大 値 を " 到 記 と すれ ば 


(C88) 


kas k Q2 

EA TT TS ET 

kL は 受 熱 板 入 射 束 の 最大 値 の にょ っ て 誘起 する 
最終 起 電力 Ee と .⑦/ と の 比 、 すなわち 単位 入射 束 あ 
た り の 起 電力 (u VpW, V/W) で あっ て , いわ ゆる 
熱電 対 の 直流 感度 Sg に 相当 する 。 

し た っ で 正式 か らら と 6n (ば また 

Sg*as 4 0 oD" 
V+ (ODE LE Vo 2 


hn = 


これ は 受 熱 板 信 射 束 た 対す る 熱電 対 起 電力 の 基本 調 
波 の 最大 値 で あっ て っ ーー 
a EM | 届 主 な 
ッ パ の 位置 (oo, ナー 
/。) の 関数 で ある と 
と も に , 直流 感度 Sa 
に 比例 し , また 回 転 に 
角速度 @ と 時 定数 0 4 7 8 910 
CE R20 
図 に 示す と お り そ を その 
いずれ も 小さ いも の 
は 

し た が っ て 各種 受 熱 板 の 場合 の 熱電 対 起 電力 の 最大 
値 Km は (30)~(32) 式 の 波形 係数 ア と で ヵ ⑦ 式 の の 
どか らら (4D 式 に よる a 准 で きる 8。 


6. 熱電 対 起 電力 の 波形 測定 
(6“1) 起 電力 波形 の 測定 光学 系 に 一 定 の 反射 鏡 
を 使用 する 場合 , 誘起 する 和 熱電 対 起 電力 の 波形 は 一 般 
に 熱電 対 (Sa で の), 受 熱 板 (zg, 72) よび チョ ッッ パ 

(oo, プー 了 /。) に 関す る 諸 元 に 支配 され る 。 
いま これ ら の 関係 を 実験 的 に 確か め ある た め , 次 の 各 
項 に つい て 熱電 対 起 電力 の 波形 を 測定 する 。 GG 起 電 
力 波形 た 対す る 時 定数 の 影響 , GG 受 熱 板 が 方 形 の 場 
合 の 起 電 旋 波 形 に 対す る チョ ッ パ の 位置 の 影響 , Gii) 
NRE RN 2 

の 位置 の 影 3 
(6*2) 鹿 定 装 
び 器 呉 を 使用 尽 た 3 
(i) 反射 鏡 : プー=15:18 cm - m=7:.15 cm の Al 蒸 
着 の 放 物 面 鏡 , G⑤⑪ 熱電 対 :. 特 性 は 第 4 表 に 示す と 
お り , GG⑤⑪)⑪ 7 チョッパ: 人 Al 製 903 チョ ッッ * を 使用 
し , 60 を 1.77 cm に 固定 する 。 断続 周波 数 は 5 c/s 
で ある, (Gv) 電磁 オシ ログ ラフ :」 横 河 人 鑑 6 素子 オ 
シロ グラ フ の 『 形 バイ ブレ ー タ (感度 0.7uA/mm, 
内 部 抵抗 34.2%) を 使用 する ,  (v) 光源 : 白熱 電 


80 巻 861 号 (June 1960) 


6 形 20 {1-+ (@7)2}-1/2 
対 (<c/5) 曲線 


以上 の 測 実に は, 次 の 装置 お ょ よ 


SN c 
SCGuV/uWD | 2.44 0.60 1.48 
> 0.024 | 0.010 0.048 
R (0) 20.3 | 27.5 10.0 
a Gm 0.009 | 0.009 0.004 
til 4.5 8 1.03 


球 (ケス 穴 り 9100 V, 100 WW また は "8300W)-~ を フェ 
ト ベ ンチ 上, 鏡面 か ら - 340~350 cm の 下 離 に お く 。 
(6・3) 測定 結果 お よび 検討 
(a) 測定 結果 策 21 図 の オシ ログ ラム No. 1 
ー~No.'5~- に 示す 。 各 測定 時 に お ける 条件 は 第 5 表 の と 
お りり で ある 。 


筑 5 表 測定 の 各 場 合 に お ける 既知 条件 
ーー、 オ ショ ロ 番 号 
品 EE 
電 対 の 栖 台 に Bc Bc 
CS | 1177 | 7 | | 1.77 


fF’—f« Cem> 0.54 | 0.71 | Roi.11 | 2.40 


(Cb) "検討 (i) た と を ば 方 形 受 熱 板 の 場 合 
て が 0.0l1s 程度 に 小さ く な る と , 起 電力 波形 は ゅ == 
0 お よび 90°” の 位置 に 対し て ほぼ 対称 と な り , て の 影 
響 は ほとんど 認 め あめ られ な い 。 (No. 1) し た が うっ て こ の 
よう な 場合 の 起 電力 波形 は また これ と 相似 の 受 熱 板 入 
映 東 波形 を 表わす 。 て が 0.024s に 増大 する と , 受 熱 板 
入射 東 に 対す る て の 影響 が 明らか に 認め られ る 。 (No. 
2) GG⑤⑬ また 正方 形 受 熱 板 の 場合 て が さら に 増 
大 し て 0.048s 程度 に な る と , 起 電力 波形 に お ける 交 
流 分 の 波高 値 は 著しく 減少 し て , 直流 分 より も か を っ 
て 小さ く な る 。 (No. 3) i) 方 形 受 熱 板 の 場 合 
チョ ッ パ の 位置 ナー/。 が 0.54 cm 程度 に 接近 すれ ば 
(No. 1), 起 電力 波形 に 対し て 放射 分 布 に お ける 方 
形 部 分 の 効果 は 明確 に 現われ て こない が , ナー イプ 。 が 
1 11 cm に に 増 太 する と (No. の @45° の 位置 で わ 
ず か な が ら そ の 影響 が 判然 と 認め られ る 。 ま た 正方 形 
受 熱 板 の 場合 。 チョッパ * の 位置 を 適当 に 選べ ば &= 
0.842 と な っ て , No. 5 の 示す と おり 起 電力 波形 は 正 
弦 波 と な る 。 


7. 結 論 
以上 を 要約 すれ ば , 反射 鏡 を 併 用 し て 放射 入力 を 測 


定 す る 場合 の 検出 器 の 受 熱 板 入 射 束 を 求め る 方 法 と し 
て , 一 つの 図式 解法 を 提示 し , これ に よっ て 一 定 の 放 
射 入 力 に 対す る 検出 器 起 電力 と その 基本 調 波 の 式 を 誘 
導 し , これ ら が 一 般 に 反射 鏡 , チョ ッ パ お よび 検出 舌 
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光源 ブン プ 100W 
a=0:009, T=0:024 
4 7 
y=244, ff=0.71 


池原 ラン 300W 20A 
a=0:004, T=0.048 
Ug=1.03, A=1.77 
$= 148, $=10 


光 原 ラン プ 100w 

a=0.009, T=0.01 
to=4:5 R= 1 
Sy=0:60, fF-#=111 


原 フ ンプ 300W 20A 
a=0.004, T=0:048 
ule=.03, R=1.97 
Sy=148, ff=2.4 


起 電力 波形 の オシ ログ ラム 


策 21 図 

属 関 する 計 欧 る 関数 と を て 表わさ れる こと を 示 じ た 。 

も し 反射 鏡 お よび 検出 器 が 一 定 の 場合 は , 起 電力 の 

波形 と その 基本 調 波 は , も っ ぱら チョ ッ パ の 位置 0o 
お よび プー/。 の み に 支 配 さ れる 。 

た と を ゃ を は ば 起 電 力 波形 と ナー/。 と の 関係 が 検出 器 時 

定数 で た に よっ て 異な る に と は , 実測 の キシ ログ ラム に 


よっ て 明らか な と お り で , これ を 常に 方 形 波 また は 合 
形 波 と 仮定 する こと の 必ず し ゃ も 妥当 で な いこ と が うな 
ず か れる 。 ま な た 基本 調 波 の 最大 値 x は 6。 の 値 に か 
か わら ず 常 に プ ナー/。 が 小さ い ほ ど 大 きい 。 し か し 検 
出 器 の 構造 上 チョッパ が 受 熱 板 に 接近 で きる 下 離 に 
は , おぉ おのずから 限界 が ある 。 も し 了 ナー/。 が この 限界 . 
内 で 適当 の 値 に 定め あら れる と , これ に 対し て gaz, し た 
が っ て 選 m を 最大 に する 0。 が 必ず 存在 し , その 値 は 
@00 和 Ee 決定 さる 6 で で シン の 人 直 
2 ぉ よび 了 プー/。 が 定 事 れ ば 半 これ より の 4 だ および TT 
を 求め , さら に (41) 式 に よっ て 最大 の 克 を 求め る 
で ご: と で きる 

本 編 は , 筆者 が 電力 中 央 研究 所 に 在職 中 実施 し た 赤 
外線 標定 に ょ る 表面 温度 の 遠隔 測定 に 関す る 研究 の 一 
部 で あぁっ て , 研究 の 実施 に あたり ご ベ べ ん た つと ご 指導 
を いた だ いた 同 研究 所 理事 大 山 松 次 郎 先 生 に 対し て 厚 . 
く 謝 意 を 表す る 。 (昭和 34 年 8 月 14 日 受付 ) 
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マイ クロ 波 に お ける フェ ライ ト 定 数 の 温度 特性 * 


岡 田 


正 員 


人 は し = が きき 
外部 静 磁 界 が 加 を られ た フェ ライ ト が マイ クロ 波 回 
路 に 置か れ た 場合 の 動作 は , 現象 論 的 に テン ソル 衣 磁 
率 Cm), 誘電 率 e で 論じ られ る 。 


0 
(ur)=kol 2 w& O 
0AZ 


最近 の まう に フェ ライ ト が マイ クロ 波 実 用 機器 と し 
て 使わ れる よう に な る と , キュ リー 点 が 比較 的 低い 
(80~300°C) た め 周 囲 温 度 に ょ る 特性 変化 が 問題 と 
な る 。") また , 高 電 力 マイ クロ 波 回 路 に 使用 する 場合 
た は 温度 特性 が 重要 な 要素 と な る こと は すでに 指摘 
ee ED 

フェ ライ ト 定 数 の 温度 特 殿 と し て は , 現在 まで の と 
ご る ろ 導 波 秒 で 吸収 の み を 測っ た も の , や ② 非 縮退 空腸 
で パー, jg の 実数 部 の み を 測っ た も の ① の な ど が 
発表 きれ て いる 程度 で , 実用 上 重要 な テン ソル の 宮成 
分 に つい て の 測定 は 行わ お れ て いな いよ う で ある 。 筆者 
は , 縮退 空 胴 を 使用 し て CZz〕 の 各 成 分 の 温度 特性 を 
測定 する 方 法 に 関し 先 と た そ の 一 部 を 報告 し た が , の ⑦⑳⑫ 
その 後 の 結 果 を まとめ 測定 方 法 , 装置 の 構成 , 測定 き 
: れ た マイ クロ 波 温度 特性 と 直流 特性 の 比較 な ど に つい 
SE EN SR 


2. 直流 定数 の 温度 特性 


フェ ライ ト の マイ クロ 波 特 性 は その 直流 定数 , 特に 
飽和 磁化 4zMs に 左右 され る こと が 予想 され る の 
で , 最初 に 簡単 に 定数 の 求め 方 , 測定 値 に つい て 述べ 
0% 

(2・1) 5- 万 曲線 の 温度 特性 第 1 図 の ょ うな B 
- 万 直視 装置 を 作り 50 c/s で 測定 し た 。 一 次 コイ ル 
電流 を 戸 軸 た に 二 次 誘起 電圧 を 戸 軸 た に と り , ブラ ウ 
ン 管 上 に 直視 させ だ た 。 試料 と し て 断面 が 6x6mm, 
平均 半径 12.5 mm の リン グ 状 試料 を 作 ウ 一 次 約 10 
巻 , 二 次 約 1,000 巻 程度 を ホル マル 銅 線 で 巻い だ 。 試 
料 は 一 様 に か く ぐ は ん し た 給 縁 油 の 中 に 入れ , 常温 か ら 


* Temperature Characteristics of Ferrite Constants in Micro- 
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第 2 Mn-Zn 系 の P- 娘 の 温度 特性 


116°C, 4:55C, T:846 E14 
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第 '3 Cu-Mg-Al 系 の B- 万 の 温度 特性 


100°C まで 変化 させ た 。 な おぉ 4zMs は 正確 を 期す る 
た め 磁 束 計 法 に より 150°C まで 求め た 。 両者 の 値 は 
5% 以内 で 一 致し てい る 。 

第 2 図 は Mn-Zn 系 , 策 3 図 は Cu-Mg-Al 系 の 測 
定 値 で ある , Mn-Zn 系 で は 保 磁力 戸 c は 16~100°C 
に 対し 0.8 Oe で ほぼ ば 一定 で ある が , 飽和 磁気 選 s ま 
た は 残留 磁気 Br は か な り の 変化 を する 。 Mn-Zn 系 
に くら べ , Cu-Mg-Al 系 で は 常温 の c¢ は 30e で 約 
4 和 悦 W Bs は 8070e で 約 173 と な る J Hc Bs と で 
に 温度 で 変化 する が 万 s の 変化 は 少な い 。 マ イク ロロ 波 
特性 に は 共鳴 理論 式 や から 47Ms が も っ と る も 影響 す 
る こと が 予想 され る の で , 入 4 図 に その 温度 特性 を 示 
し た 。 Mn-Zn 系 で ば 1219C で 常 混 の 約 * 喜 100" 避 な 
り キ ュ リ ー 点 と みな せる 点 が 得 ら れる が , Cu-Mg-Al 
系 で は , この 血 囲 で 20 % 程度 の 変化 で キュ リー 点 は 
比較 的 高い ( 約 300C) と ご ろ に ある と 思わ れ る 
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第 4 図 4rMs の 温度 特性 


(2・2) 直流 抵抗 の 温度 特性 長き 約 30 mm, 半 
径 約 3 mm の 丸 欄 試 料 の 両端 に 銀 膜 を 焼 っ け て 電極 
を 作り , さら に 試料 全体 を 1092cm の 絶縁 塗料 で 包 
ん で 恒温 そう 内 に 入れ , 電圧 6V の と き の 電流 を 温 
度 に 対し て 求め る こと に より 直流 抵抗 を 測定 し た 。 筑 
5 図 は その 測定 値 で ある 。 固 有 抵 抗 は 24°C で , Cu- 
Mg-Al 系 6,730 Qcm, Mn-Zn 系 4,460 Qcm で あり , 
普通 1031042cm と いわ れ て いる 値 に 一 致し て いる 。 
両者 と も 固有 抵抗 の 対数 を と っ た も ゃ の は 1 人 訂 で K) に 
対し 直線 的 変化 を 示し , 半導体 の 特徴 が よく 表 われ て 
いる 8 

10,000 


5000 


100 一 90025 ーー 00035 
1/7 CK) 


策 5 図 直流 抵抗 の 温度 特性 
3, マイ クロ 波 温 度 特性 の 測定 法 


(31) 測定 原理 お よび 測定 装置 。 本 質 的 に は 常温 
記 お ける て Zz〕, 6 の 測定 法 や の と 同じ で , | 縮退 空 
胴 の 中 に 微小 試料 を そう ぅ 入 し た 場合 の 共振 周波 数 の 変 
化 9f と @ の 変化 0@ を 測定 し , 摂動 論 か ら 導 か 
た 測定 式 を 使っ て 定数 を 和信 上 出す る 。 た だ 温度 特性 の 
測定 に お いで は , 窓 胴 が 加熱 容 易 な 構造 で あるこ と, 
加熱 た と よる 空 胴 定数 の 変化 が きわ め て 少な いこ と な ど 
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け 表 磁 軍 | Li 潮 定 位置 
TE 人 力 線 、ー ナ た 

8B 実 : 誤 測定 位置 、 ズ NN 

TE 内 波 管 


結合 孔 実 : e 測定 位置 


策 . 6 Eior, oz 室 胴 共振 器 
ポ お よび 励 振 法 
の 注意 が 必要 と な る 。 第 6 図 に 使用 空 胴 の 原理 図 を 示 
す 。 これ は Eior, oi 方 形 縮退 宰 胴 で , 4 点 に 円 板 
また は 球 試 料 を 置い た 場合 に は Eo と - プ Eo の 磁 
力 線 は 直交 し , お の お の 外部 静 磁 界 瓦 , と 直 次 し て い 
る の で kk 圭 @ が 測定 で きる 。 尻 点 に 円 板 試料 を 置く と 
了 プ Eia の 磁力 線 は 外部 静 磁 界 互 と 平行 こと な っ て いる 
の で kz が 測定 で き , C 点 で は Eior: の 電界 の み が 
試料 に 平行 に 存在 する の で & が 測定 で きる 。 . 二 & の 
測定 に は Eiou モー ド と Eor モー ド を 等 振幅 z/2 
位相 差 で 励 振 する 必要 が ある の で , 図 の よう に TEio 
導 波 管 上 の 円 偏 波 点 た 切っ た スリ ッ ト に より 乱 振 し 
た 。 こ の 励 振 法 は 通常 の 誘電 体 を 使用 し , z/2 位相 区 
間 を 作っ て 行 3 方法 に 比較 し て 構造 が 簡単 で ある と と 
も を に 誘電 体 を 使わ な い の で 加熱 た 適し て いる 。 棒 試料 
は Eior, orr 容 胴 と 同様 な 構造 , 外 振 機構 の TMiz, 
M2io 宰 胴 で 測定 し た 。 室 胴 の 加熱 た に あたっ て は 温 
度 上 昇 た し た が っ て 空 胴 が 変形 し , 縮退 が くず れる と 
大 き な 誤 状 や と な る の で 注意 を 要する 。 第 7 図 に 空 
胴 加熱 用 恒温 そう を 示す 。 こ の 方 法 で は 加熱 され た 空 
気 が 空腸 の 周囲 を 一 様 に 加熱 する よう に な っ て いる 。 
な お 温度 は 空 胴 壁 に 取り 付け られ た 熱電 対 で 読み , 変 
動 は 0:5°C( 短 時 間 10~20 min に 対し て は 寺 0.25 
°C) 以内 に 保ち う る 。 空 胴 と 導 波 和 の 接合 部 の 導 波 管 
に は , 水冷 タン ク を 付け て 和 熱 伝導 を 防い だ 。 : 測 定 装 置 
は 第 8 図 に 示す よう に , 常温 に お ける 測定 装置 に 類似 
な も の で , ク テ デイ スト ロン を 周波 数 変調 する こと に ょ よ 
り ;」 空 胴 の @⑦④ を ブラ ウン 管 上 に 直視 で きる よう に た な 
っ て いる 。 こ の 測定 に お いで て は 次 の 点 が 改良 され た 。 
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第 9 宰 胴 の 共振 周波 数 ff7 お よび 
Q@o の 温度 に よる 変化 


すなわち , 空 胴 の 後方 に 可変 減衰 器 と 短絡 板 を 置き ,/ 
キキ «の 測定 時 に は 可変 減 衰 器 の 減衰 量 を 30 dB 程度 と 
し , 宣 胴 の 出力 端 か ら 短 絡 端 を 見 た 場合 無 反 射 の 状態 
に し て , TEior お よび Eo の 両方 を xz/2 位相 で 励 
振 で きる よう に する 。 一 方 Zz, & の 測定 時 に は 減衰 
量 を 零 と し , 短絡 板 の 位置 を スリ ッ ト から ヵ ゃ 4g/2 の 
と ころ に 置い て Eior の み を 励 振 す る 。 

第 9 図 に Eiox; or 宰 胴 の 共振 周波 数 ff お よび 
Q@。 の 温度 に よ ょ る 変化 を 測定 し た も の を 示す 。/o は 18 
~150°C で 約 14 Mc 変化 する が , 直線 的 変化 で 縮退 
の 分 離 が みとめ られ な い の で , この 箇 囲 で 宰 胴 は 一 様 
に 加熱 され て いる こと が わか る 。 @o。 の 変化 は 3 % 
以内 で 測定 誤差 内 の 値 で あぁ る 。 こ の 結果 か ら こ の 空 胴 
が 温度 特性 測定 用 空 胴 と し て 使用 可能 で ある こと を 認 
定 し た 。T プ Mi2o, 210 窒 胴 も 同様 に し て 検定 し た 。 

(3-2) 測定 式 測定 式 は 常温 の 場合 と 同じ で 摂動 
議 的 立場 か ら 導 か れ た も の で ある 。 これ ら の 式 の 誘 
導 , 検定 (装置 誤差 を 含め て ) に つい て は 別に 述べ 
た の 通常 測定 に 使用 する 大 き さ の 円 板 試料 (re 
‘6 mm, t=0.15 mm), 球 試料 (ro0.5 mm), 細 棒 試 
料 (ro 二 0.35 mm) で は , 使用 空 胴 の 寸法 を 考慮 する 
と 摂動 式 は 簡単 に 次 の ょ うに な る 。 

Eo our 宰 胴 と よる kk 寺 @ の 測定 式 (円 板 , 球 試 
料 ) 


2 0 C1) +a}4: 
. 


f 
Ne 14) I りり 
( =1-605[g ++]A 
i ES (LD) 


RL DB OL 
i vy 


’ は (2) 
(FG-)/=0.42154z" Ba 
Eior, or 塞 胴 に と よる & の 測定 (円 板 試料 ) ! 
きみ E 入 半 YC 
fo V 
攻 る I ¢3) 
ーー ドー 1 i 
(お = 


Mi20, 21o 容 胴 に と よる ZA 二 @ の 測定 ( 棒 試 料 ) 
a J 各 
2 =3.2{(/—1) 0} | 


Do 


①~Q) 式 で , Qo た Q@Qz は お の お の 試料 そ 
う 入 前 後 の 空 胴 の 共振 周波 数 お ょ よび @ で あぁ る 。 60 ナ = 
ナー ルナ, vl/V は 試料 の 塞 胴 に 対す る 体積 比 で ある 。4i, 
B2, Cs は 試料 と 空 胴 の 寸法 比 か ら 定まる 数 で , 使用 
円 板 試 料 で は 4i=0.98, B2=0.93, Cs0.98, 球 で 
は A=1 で ある 。 の の 

(3・3) 温度 特性 に 特有 な 誤差 温度 特性 の 測定 に 
特有 な 誤差 と し て は , 測定 中 の 温度 変動 に よる も の と 
指示 温度 が 真 の 温度 と 異な る た め に 生ずる も の の 二 つ っ 
が 考え られ る 。 

測定 に 使用 し た 恒温 そう で は 通常 の 測定 時 間 に 対 し 
土 0.5°C 以内 の 変動 で あぁ あり, 測定 温度 の 確度 は +2°C 
と 考 を られ る 。 本 測定 で は 以下 の よう に 測定 を 行う こ 
と に よう 誤差 を 少な ぐす る よう に し じ し だ で ⑧ 7 を 油 
定 す る 場合 , uz′ が 刀 の 充分 大 き な と ころ で 1 と な 
る こと を 利用 し て 各 温 度 に お ける 測定 値 を 補正 し , 沿 
定 中 の 温度 変動 だ けた に ょ る 誤差 と し た 。 G 届 ) 虚数 部 
の 測定 に お いて は 半値 幅 測定 時 の 温度 変動 が 問題 と な 
る が , 測定 時 間 が 30s 程度 と 考え られ る の で 温度 変 
動 44<0.1°?C と 考 を られ , 誤差 は 無視 し で よい 。 
GG) 上 記 の 理由 か ら 測 定 に あたっ て は まず 8 の 測 
定 を 刀 に 対し 行っ て 実数 部 の 測定 時 間 の 短縮 を 図り , 
4z<0.25°C の 変動 内 に 押え る を る よう に し た 。 Gv) 
が "上 @/ の 測定 に お いて は , 責 =0 の と き の 測定 値 を 
kz' の 戸 =0 の 測定 値 か ら 球 , 円 板 , 棒 試 料 に 対し 
算出 し た 値 と 一 致す る よう に し て や れ ば 測定 中 の 温度 


( =3.20a" a | 


(2)) 80 巻 861 号 (June 1960) 


制 
抱 


座 重 だ en な 論 峡 な る の NE Az Lt 
の 測定 に お ける 誤差 と し て は , 温度 変動 440.25°C 
の み の 誤 差 と な る 。 

いま 4 の 変動 が あぁ る 場合 の 測定 値 の 変動 44z, 
4k+ca は 次 式 と な る 。 (付録 参照 ) 


dusz SAE AR A AS CA 
kz fo VE 0 Of 
さて 当 5 


a は 室 胴 の 膨張 係数 で 第 9 図 か ら a 二 0.155Xx10-* と 
な る 。, 4z ょ 0.25°C の 場合 に は 4Zzikz は 5.% 以内 
と な り , 実用 上 ミ さき し つか みる ない 値 と な る 。.4(ku 寺 @) に 
対し て も 同一 形式 を 示す 式 と な る 。&8 の 測定 に お いて 
は a 以上 の よう な 補正 が 行え ない の で 土 2°C た に よる 
誤差 が は いる が , g′ の 値 が 大 きい (摂動 が 大 きい ) た 
て 誤差 と を し で は . 寺 5 以内 半 な る の で 師 醒 な い 。 


4. 測定 結果 お よび 考察 


(4・1) kz の 測定 値 Mn-Zn 系 試料 に よる 測定 
値 を 第 10 図 に 示す 。 和 常温 に お いて は 外部 磁界 戸 =0 
Cu は:04424 あな りり 出 ま まり かなり 小 き くる, 万 を 増加 
する & さ と 軸 E 太 きき な り 主 約 %00.@eG i と tk る 0 kla! 
=1 と いう こと は 磁化 ベク トル M の の 成分 が 戸 方 
向 た 対し 零 と みな せる こと を 意味 する 。 こ の kz パ =1 
に 対す る 磁界 の 大 き さ は Mn-Zn 系 の 飽和 磁界 1.8 Oe 

( 策 2 図 ) に くら べ 非 常に 大 きい 。 また gz は 鶴 磁 
異 E お いで 1313 . と と 大洗 な 値 を 示 も - 評 の 増加 と と も 
に 減少 する 。 温度 の 上 昇 た つれ て 一 定 の 刀 た 対す る 
kz' の 値 は 増加 する 。 すなわち 雰 外部 磁界 に お ける 
Bl AE E00E E08, L002G, E0938 
徐 え に に 10E 近 づき 公 肝 らい 21?Gz< で は ほん ん ど ユ と 
な り , 刀 に 対す る 変化 は な く な っ て くる 。 

一 方 損失 項 _Z&z グ は これ と 対照 的 に 温度 の 高い も の 


策 10 図 Mn-Zn 系 試料 , kz の 温度 特性 
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第 11 Cu-Mg-Al 系 試料 , uz の 温度 特性 


ほど 小さ な 値 か ら 出 発し , 100C で は 常温 の 1/40 と 
な る 。 な お , この 図 か ら , 常温 で 万 の 変化 た 対し て 
生じ た uz', uz” の 山 が , 温度 上 昇 に つれ て 零 磁界 方 
向 に 移動 し て いる こと が わか る 。 こ と これ は kz が 7,000 
Mc 帯 で か な り の 分 散 を 起 し て いて , 温度 に より Ms 
また は 異 方 性 磁界 が 変化 し , 分 散 の 様子 が 違っ て くる 
た め と 思わ れる 。Cu-Mg-Al 系 の 測定 値 で は 策 11 図 
に 示す よう に 温度 に よる 変化 は 少な く , uz が 1 に な 
る 万 の 値 は 100Oe で , Mn-Zn た に くら べ 約 1/5 と 
な る 。 こ と の こと は 第 3 図 に 示 眼 完 よ うに Ms よび を 
の 変化 が 小さ く , 分 散 が あま り 生 じ て い な いた め と 考 
を られ る 

(42) 8g の 測定 値 策 5 図 に 示し た 直流 抵抗 は 温 
度 に より か な り の 変化 を し て いる が , 7,000 Mc に お 
ける $& の 温度 特性 は 測定 温度 (常温 150°C) に 対し 
て ほとん ど 変 化 な く Mn-Zn 系 で eg/ 三 9.6 圭 4, eg 
=0.75 士 8 %, Cu-Mg-Al 系 6=11.09 寺 4%, eg グ = 
0.29+8 9% で ある 。 

(4・3) kg 寺 a@ の 測定 外部 静 磁 界 互 た に 対し て 試 
料 が 軸 対 称 の 場合 と は 反 磁 界 係数 は Nz=Ny=N と 
な り , 共鳴 理論 式 や は 次 の よう に な る 。 

ed 
dzMs{ H+ (N—Nz)4tMs エ EHo} 


T+ NN ME F + AH 


risa 


4rMs4 HI2 
{H+ NN2 MsFEH,¥ + (AH) 


た AR 半 値幅 
球 試 料 の 場合 に は N=Nz と な る の で , 上 式 か ら 
共鳴 時 の 外部 磁界 戸 ,= 玉 o。 と な る 。 娘 5 は 角 周 波数 @ 
と Gyromagnetic 比 7 と の 比 @/y で 与 を られ る 定数 
で ある 。 この よう に 万, が 直接 に Ms に 左右 さき さ を ない 
の で , まず 球 試 料 に つい て 泊 定 を 行っ た 。 Mn-Zn 系 
球 試料 と ょ る 測定 値 の +@/ を 第 12 図 に , ka 


(3 ) 


配 
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を 第 13 図 に 示す 。 有 万 , は 温度 を 18°C か ら 150°C ま 
で 高く する に つれ て , 1,920 Oe か ら 2,045 Oe まで 増 
加 し た 。 妃 ,=@/y の 式 か ら は 温度 に より 刀 , は 変わ 

らら ない はず で ある が 紀 実 験 で は ロロ 前 は 変化 で いる 6 
こと これ は 静 磁 界 と し て いま 外部 磁界 万 だ は け を 考え た が 
フェ ライ ト 内 部 に は この ほか に 異 方 性 か ら 生 ずる 磁界 
娘 ani おぉ よび 試料 の Porosity の た め に 生ずる Hporos 
が 共存 する の で , 球 に 対す る 共鳴 の 式 は @= ァ (万 + 
万 ani 十 及 poros) =Yef 万 , と な り ,7=e/2 mcg が 温度 で ほ 
と ん ど 変 化し な く て も, 刀 ani, 万 poros が 温度 で 変化 し , 
選 た が っ て 実効 yew が 変化 六 た た め と 思わ れる 。 ま た 
娘 ani, 娘 poros は 4zMs の 関数 で あぁ る の で , 結局 Yett 
の 温度 変化 は 4zMs に 起因 する と 考え られ る 。 

次 に (ナパ ) max は 常温 の 値 31 か ら 温 度 上 昇 に つ 
れ て 減少 する が , その 度合 は , 第 4 図 の 4zMs の 温度 
変化 か ら 予 想 さ れる より も ゆる や か で ある 。 また キュ 
リー 点 と 考え られ た 121°9C に お いて も か な り の 大 き 
さ を 示 し , 150°C'" に な っ て 常温 の 値 の 約 1/10 と な る 。 
これら の 原因 と し て は , ⑰ 式 か ら (4&7+Q@Q!) max= 
8zMs/4 互 の 関係 が あぁ り 4zMs が 温度 に ょ り 減 少 す る 


第 14 図 4 万 の 温度 特性 


と 同上 時 に 第 4' 図 の まう 7476 が 小 さく な る こと や ゃ 
常 磁性 共鳴 の 影響 な ど が 考え られ る 。 な お 直流 か ら 求 
め た キュ リー 点 と (を グ +@ が ) max が 微小 に な る 温度 と 
の 間 に 差 異 が ある こと は , Sensiper 氏 が 才 波 管 で 吸収 
を 求め た 実験 に お いて る も 認め られ て いる 。 

また 第 13 図 を 共鳴 吸収 形 単 向 管 へ の 利用 と いう 観 
点 か ら み る と , 亡 =1,920 Oe に お いて 常温 で は パグ キキ 
a リ =31 で ある が , 温度 が 120°C た に 上 昇 す る と / 寺 
a リ =1.5 と 下がり 機能 を "失う 。 この 場合 で も 戸 を 
2,000 Oe と 変化 させ て や れ ば トキ @ パ =16 と な り 使 
用 で きる 。 す な ね わ もち , 温度 に より 外部 磁界 を 補正 で きる 
よう に し て や れ は ば, ある 温度 範囲 まで 使用 で きる こと 
が わか る 。 第 12 図 の 必 十 a/ に つい て る 同様 な こと が 
いえ を る 。 これら の こと は 共鳴 吸収 や 電界 偏 位 な どの 実 
用 機器 の 温度 特性 の 改善 を 考え る 場合 に 重要 で あぁ る 。 

Cu-Mg-Al 系 の ku+@ の 測定 値 を 第 15 図 に 示す 。 
Cu-Mg-Al 系 試料 で % 戸 , の 温度 に ょ る 変化 4 刀 の 
減少 は Mn-Zn 系 の 場合 と 同じ 傾向 を 示し で いる が , 
(ゲキ ナリ) max の 値 は ほとん ど 同 一 の 値 を と っ て いる 。 
と れ は , 第 4 図 に 示し た よう に , Cu-Mg-Al 系 で は 。, 
4zMs の 温度 変化 が 少な いこ と お よび 4 万 の 減 少 と 
4zMs の 減少 の 間 に 先 に 記し た よう な 関係 が あり , 
(トリ ) max が 一 定 と な っ て いる と 解釈 で きる 。 

次 に 円 板 # お ょ び 棒 試料 の 測定 値 に つい て 述べ る 。 円 
板 , 棒 試料 で は 体積 バ が 大 きい の で @ が 低下 し , 1,000 以 
下 と な る の で 共鳴 全域 で の 測定 は 行 を な い が , 測定 可 
能 範囲 で の 精度 は よい 。 また 通常 の 実用 機器 で は 共 " 
吸収 形 を 除い て 共鳴 点 付 近 で 使用 し な い の で この 測定 


+R 
© = Mm 0O た OO の I 
; 


z 
x 
i 


=4 
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6 双 z の 値 か ら わ か る よう に , 雰 磁界 で 

\ 上 1 ど 大 さき 人 値 を な 示し だ な ちち ka 装 叶 
域 に は いる 。 温度 の 上 昇 と と も に 正規 の 

まみ 共鳴 曲線 の 形 を と る よう に な り , 共鳴 磁 
*_ 界 戸 , は し だ い に 厄 。 の 方 向 た 移動 し て 


いる 。 また 温度 上 昇 と と も に 4 万 の 小 
NO さ ぐ な る 様子 が 明らか に み ら れ る 。 
1 arcot EOCDN 「 円 枚 度 和 | 次 に 円 板 試料 で は 温度 上 昇 に し た が っ 
\ ! Mm) て や ゃ や はり 4 巨 は 小さ く な り 互 , は 
0 1000 2000 3000 4000 5000 56000 2 
NS の 方 向 に 移動 する が , その 方 向 は 反対 で 
ある 0 語 ま た きき 60NG 付 近 まで 認め 1 られ だ 
500 Ce 付近 の 低 磁界 損 は 100°C 近く に 
な る と 消滅 する 。 な お 一 定 磁界 で の ku 十 
@ の 値 は 円 板 の 場 合 温 度 と と も に 大 きさく 
変化 する が これ は 妃 , が も っ と も 4tMs 
の 変化 た 左右 され る た めで ある 。 
Cu-Mg-Al 系 の 必 十 @/ を 第 18 図 , 
が 「 ギ ee( 人 を 第 19 図 と 示す ず すず 。 こ の 試料 は 
分 散 が 小さ い の で , 性 十 @Q/ は ほとん ど 
全域 が 測定 され た 。 棒 , 円 板 と も た に 互 , 
の 温度 に ょ る 変化 は Mn-Zn 系 の 場合 
と 同一 傾向 を 示す が 変化 量 は 少な い 。 ま 
だ た 棒 試 料 で は xk'+d!', ul! qe と で に 
豆 攻 ま より 小さ 磁界 の る と ころ で 温度 変化 
が 大 きく , これ に 反し 円 板 試 料 で は 両者 
と る も 刀 より 大 き な 磁 界 の と ころ で 変化 
坦 購 i が 大 きい 。 こ れ は 娘 , の 移動 a 4 妃 の 
| WN Ut 変化 の 結果 と 考え られ る 。 ま た 林 試 料 の 
| } が + の 曲線 が 円 板 の 曲線 に くら べ 幾 
分 下がり , 先端 の 鋭さ が 逆 に な っ て いる 


第 16 Mn-Zn 系 棒 , 円 板 試 料 , &/ 二 a@^ の 温度 特性 


いい 1000 2000 3000 4000 5000 
: i ; A (08) i ; の は , 球 の 場合 の 共鳴 曲線 が 理論 式 で 示 
2 され る も の と 多少 ずれ て いる た る め と 思 
策 18 図 Cu-Mg-Al 系 棒 , 円 板 試料 , / 寺 @/ の 温度 特性 2 0 F 
第 20 図 に 球 試 料 の 温度 に 対す る 古 , 
Re 棒 試 詩 = 万 。 の 値 を 使用 し , (⑥), (⑰) 式 か ら 与 
D * 円 板 試 料 えら れる 棒 の 互 ,= 万 oc-2zMs 円 板 の 


如 ,= Ho+4zMs の 式 (Kittel の 式 ) に 
第 4 図 の 4zMs を 代入 し て 求め た 理論 
曲線 と , 第 15 図 一 策 18 図 の 実験 か ら 


2000 3000 ’ 求め た 値 と の 比較 を 示す 。 こ と これら の 値 は 
H (0 s 
a か な り よ く 一 致し て いて , 温度 上 昇 の 場 
RS 「 ミポ | 7/ = J 
第 19 Cu-Mg-Al 系 棒 , 円 板 試 料 , ku 十 Q の 温度 特性 合 に きず 以上 の よ ぅ に その 温度 に お け る 球 


で 碗 分 で ある 。Mn-Zn 系 試料 た 対す る が 十 @/, 以 / ナ キ か ら 実 験 的 た 求め た 万 の 値 を 代入 すれ ば , 共鳴 式 が 
@ リ の 測定 値 を 第 16 図 # お よび 第 17 図 に 示す 。 合 紙 る に たき ※ 示 必 で いる また 衣 ©) 計 で ⑩⑦ 式 な 棒 汗 回 

棒 試 料 の / 十 @/ は 常温 付近 (18~26°C) で 弱 磁界 板 の u 二 & が 球 の 測定 値 を 共鳴 の 位置 だ け 移動 すれ ば 
を 加え % る と 人 乱 激 に 小さ な 値 と な る 。 一 方 必 / ナ 7 は 得 ら れる こと を 示し て いる が , この 実験 で は 定性 的 に 
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第 20 図 共鳴 磁界 の 理論 値 と の 比較 


RI 棒 試 料 
D* 円 板 試 料 


第 21 Mn-Zn 系 棒 , 円 板 試 料 ーー@ 
の 温度 特性 
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第 22 Cu-Mg-Al 系 棒 , 円 板 試料 , 
が パー の の 温 鹿 特性 


式 が 使え る と いう 3 結果 し か 得 ら れ な か っ た 。 棒 試料 で 
は フェ ライ ト が 完全 に 磁化 され な いう ぅ うち に 共鳴 に は い 
る こと る も 考え られ る の で , 当然 磁気 飽和 を 仮定 し て 導 
か れ た (6 , (7) 式 の 理論 式 は 適用 で き な い 。 次 に が ー 
@' の 測定 値 を Mn-Zn 系 は 第 21 図 , Cu-Mg-Al 系 
は 第 22 図 に 示す 。 棒 , 円 板 試料 と も 温度 上 昇 に より 


一 定 磁 界 に 対す る 値 は 減少 する が , Mn-Zn 系 の 円 板 


の 場合 に は 堆 磁 界 で の 分 散 が 大 きい の で , 弱 磁 界 で は 
温度 上 昇 と と も に 値 は 1 に 近づく 。 また 極点 は 温度 上 
昇 と と も に 弱 磁 界 の 方 向 に 移動 し て いる 。k パ ーa@/ の 
温度 に よる 変化 は Mn-Zn の 容 磁 界 付近 (zz と 同様 
な 変化 ) を 除き ほとん ど 見 られ な か っ た 。 


5. 結 

以上 , 方 形 縮退 空 胴 を 使い 7kMc 帯 に お ける フェ 

ライ ト の テン ソル 透 磁率 お よび & の 温度 特性 の 測定 に 
つい で て 測定 方 法 と 結果 を 述べ た が , 要約 する と 

(1) kz は TEio,our 宏 胴 内 に 円 板 試 料 を そう ぅ 入 


(16 ) 


し て 測定 し た 。Mn-Zn 系 で は 温度 に 対し か な り の 変 
化 を 示し , Cu-Mg-Al で は ほとん ど 変 化 は な い 。 

(2) は TEio,our 宏 胴 に 円 板 試 料 を そう 和信 し て 
測定 し た 。 150°C "まで は Mn-Zn, Cu-Mg-Al と る も 
と 温度 に よる 変化 は 見 られ な い 。 

(3) kd@ は 円 板 , 球 試料 の 場合 は 字 ioz, orz 宣 
胴 で 測定 し , 棒 試 料 の 場合 は Mi20, zo 宏 胴 で 測定 
し た 。Mn-Zn, Cu-Mg-Al と も に 同様 な 温度 変化 を 
示す が , Mn-Zn の ほう が 変化 が 大 きい 。 

(4) 直流 定数 の 測定 値 を 使う こと に より , 共鳴 理 
論 か ら 若 干 の 考察 を 行い , 共鳴 磁界 を 与え る 式 (Kittel 
の 式 ) は キュ リー 点 付 近 の 温度 まで 取り 扱え る こと , 
共鳴 曲線 を 示す 式 は 球 , 円 板 , 棒 の 形状 に 対し 各 温 度 
に お ける 4 万 , re の 値 を 使 を ば 定性 的 に 成立 する こ 
を し たら 

これ ら か ら 一 応 マ イク ロ 波 帯 に お ける フェ ライ ト の 
温度 特性 が 衣 ら か に な り , 周囲 温度 の 変化 する 場合 お 
ょ び 高 電力 回 路 に 使用 する 場合 な どの 重要 な 資料 を 提 
供し を た も の と 生 麗 な お NZn 系 フェ ライ ト に つっ 
いて は 述べ な か っ た が , 温度 特性 は Mn-Zn, Cu-Mg 
-Al 系 両者 の 中 間 的 傾向 を 示 し た 。 

終り に 終始 ご 指導 され た 本 学長 谷川 , 早 大 岩 片 両 教 
授 は じ め , 低 周 波数 定数 の 測定 を 援助 され た 本 学 岡 崎 
助教 授 , 入道 氏 , 試料 を いた だ いた TDK. 徳江 , 石 
野 両氏 , 実験 た 協力 を 受け た 五十嵐, 千野 両 君 に 感謝 
の 意 を 表す る 。 (昭和 34 年 9 月 2 日 受付 ) 
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付 録 

温度 特性 測定 に お ける 誤差 ) (⑮) 式 

(2) 式 か ら ⑤) 式 の 4uz を 与 を る 式 が 人 算出 で きる 。 
4 4V, do, 46f は 44 に よる か, V, 8f の 変化 で 
oe Af) foc=aAd tit AV Va tAt<E2PC で 
は ほとん ど 無 視 し て よい 。 ま た フェ ライ ト の 線 膨 張 係 
数 aq"10$ 程度 で ある か ら , その 体積 変化 率 4v/v= 
3a4t も 省略 で きる 。 次 に 46/=4/ー4 fo で 与え ら 
れ ,4 ォ 4 が 2°C 以内 で は 一 般 と フェライト の 定数 は 変 
化 が きわ め て 少な いと 考え られ る の で , 4 の 変化 は 
無視 て よい の で 4 が =a な 2 る 5 ES て 
duzluz=foa 4t/6f を 得る 。 
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か ご 形 誘導 電動 機 の 起動 過渡 トル ク の 解析 * 
正 員 得 内 寿 太郎 


か ご 形 誘導 電動 機 の 起動 過渡 トル ク に つい て は 多く の 先輩 に ょ っ て 実験 され , 起動 の 初め に は 非常 に 大 きい 振 
動 ト ルク が 発生 する こと だ が 知 られ て いる 。 

最近 , 山村 氏 や は 巧妙 な 装置 に よっ て 起動 過渡 トル ク を 実 険 され , か つ 計 算 機 に よる 解析 を 行わ れ た 。Wahl 
氏 の は 拘束 状態 に お ける 振動 トル ク に つい て 数 学 的 解析 を 行わ れ , また Gilfilan 氏 は 一 定 速 度 の 場合 の 過渡 
トル ク の 解析 を 行わ れ て いる が , その 定数 が 明確 で な いと , 山村 氏 は 評 さ れ て いる 。 

著者 は か っ て 誘導 電動 機 の 過渡 現象 に つい て 論じ た が , ① 過 渡 ト ルク に まで は お よ ば な か っ た 。 ここ で 改め て , 
多 軸 行列 法 に ラプ ラス 変換 を 適用 する こと に よっ て , 誘導 電動 機 の 過渡 現象 を 論じ , 起動 加速 中 の 過渡 トル ク の 
近似 解 を 得 た の で その 要旨 を 発表 する 。 


1. 誘導 電動 機 の 加速 中 に お ける 電圧 方 程 式 と 瞬時 トル ク の 表 式 
誘導 電動 機 の 多 軸 行 列 法 に よ ょ る 電圧 方 程 式 ( 零 相 を 除い て 


ent) Lin FMpe’® 2 
ei2(£) 2 FMpe-i 42) 
ーー Ee ニー ーー kia 半生 CE 
Mp ea Zo 2 (の 
3 . 2 
5Mp €78 op 22 (» 


た だ し , Zw= 選 寺 ( ム + テム Zap= Ra+ (la+ 3L2)p で あり ,R お よび 7 は それ ぞ れ 抵抗 お よび 漏れ イン 
ンズ 0 ムル は 芋 目 嘱 ジ 2 スス あり デポ よ の O02 は それ で ぞ で れ 寺 次 お よび ご 次 を 表わす 。 I 
て , M は 一 次 お よび 二 次 巻 線 の 間 の 最大 相互 イン ダク タン ス で ある 。 erir(⑦ の お よび eiz( の ⑦ の は それ ぞ れ 正 相 お よ 
び 逆 相 印 加 電 圧 , (の ⑦, zl( の お よび 42( カ ⑦,z22?( カ の は 一 次 お よび 二 次 の 正 相 お よび 逆 相 電流 で あっ て , 9 は 一 
次 お よび 二 次 巻 線 間 の 角 で ある 。 

(1) 式 を 整流 行列 


A 


ei 


で 変換 する に あぁ た っ て , 起動 の 際 に は 
0=\o'at 
で あり , @/ は 緩慢 な が ら 時 間 の 関数 で ある こと を 承知 し て , か つ 
EE Ut 0 
* Analysis of Starting Transient Torque of Squirrel Cage Induction Motor. By T. J. TAKEUCHI Member 
† 東京 電機 大 学 


昭和 35 年 6 月 J.I.E.E.J.) CU ) 


14 竹内 : か ご 形 誘導 電動 機 の 起動 過渡 トル ク の 解析 


紀 な る こと に 注目 RO で (① 式 を EA で 凌 換 才 誠 は 


€i1 ( カ 2 (9) FMp 較 ( カ 
3 op 
ei2(8) MG * 5Mp CC) 
= a ar RO Cg A GF gi hi 人 用 
TY @!) Zp—e) ENE 
SM(p+j @') LG TON EC 
を 得る 。 や こと の 形式 は @ の / が 定 速 度 で ある 場合 と 同じ で 加速 する 場合 に も 通用 する こと が わか る 。 
また , 瞬時 トル ク の 一 般 形 式 ⑦ は 
ETM (Ginle30 43 E19) EE A (.3) 


で 表 さる 
一 方 に お いて , 起動 は 定常 トル ク て (@) が 負荷 トル ク 下 (@^) に 働い て 起動 加速 する も の と 仮定 し , その 運 
動 方 程 式 は 


NS p go! 
to’) =F(@') + Fj ee G4 


で 表わさ れる 。 た だ し 7 は 回 転 部 分 の 慣性 モー メン ト で ある 。 
2. 起 動 特 性 
三 相 誘 導電 動機 の 定常 トル ク て (@^) は 速度 @⑦^ の 関数 で , 印加 電圧 が 平 術 し て いる と し 


(@—@!') FMR (Eu) 1 


@) = 
に RIRa—@ (wo—@ ol + FL) (ut Fla + {@-0) (r+ BL Ri toln+ LR 


表わさ まる た 


CER NO i OT 


そう し て , この 定常 トル ク で 起動 する と し て 求め た 起動 時 間 と 速度 と の 関係 を その 電動 機 の 起動 特性 と いう ぅ こ 
ERC TI SA CR S 


と し て 起動 特性 が 求め られ る 。 
けれ ども, (6) 式 は 下 @) が 定数 で ある よう な 簡単 な 場合 に は 積分 可能 で ある が , 一 般 的 に は 積分 不可 能 で 
ある か ら , 図式 積分 に よる の が よい 。 


3. 急 印 加 電 圧 に よる 過渡 電流 
(2) 式 か ら 正 相 分 を と り 出 せ ば 


ei (8 i Mp? 論 で (あみ ) 


3 
Mp— @") NG FD, 12+(t)€26 
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と な る 。 こ こ で , @′ は 時 間 の 関数 で あぁ る が , その 変化 は 電流 の 過渡 変化 に くら べ て 非常 に 繧 慢 で ある か ら , @/ 
を 定数 と みな し て (⑰) 式 の ラプ ラス 変換 を 採用 すれ ば 


ao | Zics, s3M | ⑭) | 


人 衝 
| (8—50)3M Zs—eS | ial(t)€78 | 


i+ 3M (0) 
| まで あみ 0 村 が ます (8) 


ラテ M +L i21(0)€18 


と な る 。 こ こ で , (0), zz1(0) は 初期 電流 で , この 場合 は すべ て 雰 で ある 。 た だ し 0@。 は 過渡 現象 の 出発 角 で あ 
る 。 


いま , 意 印 加 電 圧 は 平衡 正弦 波 で ある と し て 


キキ i 
en の = = ゆ ぇ に te}= 
で あぁ る 。 よって, 電流 の ラプ ラス 変換 は 
2 LCS—je 
| | A Bal Z 


Et 
i 2 導い 、ー (9) 
121(£)€30 —§—70) FM 


た た し 


Qa 
MS= Lics Ge DL DRS 7 oAM 


で あぁ る 。 
そう し て , 特性 方 程 式 は 4(s) =0 で あり, その 根 を 2 と すれ ば 
dp A RE rs 0) 
0 TE 
を 得る 。 た だ し ニー ヨー 宮 ニ ーー 一 
a lz2+—L2 
2 2 
で ある 。 
よっ て 特有 根 は 一 般 的 に 
= +7 Bi, A2=C2 二 7 B2 i aR a a a EE a Ela sal ein soan oa.0 Ea 2a a Mae 0 20 RST (DD 
寺 る 形式 ど 表 直さ 林 る 大 に 褒 
Pl at Bi oo' 0 
= or RC 


XX で ある る とじ 


お よび 


DE 0 6 
っ 02 


で あぁ る 。 
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そこ で , (8) 式 の 逆 変 換 は (12) 式 と な っ て , 過渡 電流 が 表わさ れる 。 


Ls—ia 
ESt 
eae 2 
で a+joe : ーー(§—7 の 5M 
1 @ , El 2 B = LS (0 
OE CE | WA lt 
(12) 式 の 被 積 分 関数 の 留 数 を 求め て , その 総和 の 27z 倍 を , この 柄 分 と お き 換 を えれ ば 
A 
Ewt 
i eR ) 
こ — 717%)— ‘MM 
OO i eS 
OME UTE La IP TY 
の Bi—@’) 4 Bz—e@*) 
C2 十 7 8 な ーー ECa2+F Bz)t 
+o 3M CE DFM 
a ニー | 
の) CI CE 3) 


と し て , 正 相 電 流 が 求め られ る 。 そ うし て 逆 相 電 流 は 上 式 の 共役 と し て 表わさ れる 。 す な わ や もち (14) 式 で ぁ る 。 


a Q) (が ) 
a RS 0 (14) 
2 EZ 0 21(t)€70 


4. か ご 形 誘 導電 動機 の 過渡 トル ク 


と で は 過渡 振動 トル ク の 激しい か ご 形 誘導 電動 機 に つい て 考え る こと に する 。 この 種 の 電動機 で は 普通 に 
Xz 人 三 》 で あり , (10) 式 の 特有 根 は 〔@"<@o と し て 7] 


Cr 7 
ES 


で ある 。 そ うし て , か ご 形 誘導 電動 機 は 起動 に 際 し て 慣性 の 大 きい 負荷 を 負う ので, その 起動 は 繧 慢 で あぁ あり, 起 
動 加速 中 に 発生 する 振動 トル ク は お も に 速度 の 低い @/<@e の と ころ に 現われ , @④/=@ に な る と ほとん ど 消 失 
する と 考え られ る 。 そ れ ゆ える を に どの 2ー@72 は 実数 で ある こと に 注目 され た い 。 
よっ て (13) 式 お よび (14) 式 か ら , 過渡 電流 は 次 の よう な 形式 で 表わさ れる 。 
が 衝 Eii/v 2 


(4+ ラ (p+ う L。) 
hii 2 
(+ (m+ 


(A+B+C) =52 (OO* 


22 (eR 1 


) (+0+E = {2 (te-59* 
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EC 
ーー 3 
| EE i 
ここ Zcjgg’) El a! i 7 の 0 の — の 5 Me! ? 
; ) 0 ーー 
(aa Naio-F) laia-§ Nau-i0-F) 
: 0” RO 0 
2 きき e+ 念 (a te sk 
= a = 2 a 
(a—aa) (os—j @— ) Gs—aa (as—jo-2) 
: ; .@ / .@” 
区 i (a +H 入 メ 0 " 二 5 (kt 
a (a 人 -)E (e 2S Me 2 
, = Ne 
(@—CR,) ER (a@;—@2) (a jo-2) 


で ある 。 そ うし て G6) 式 を 3 式 た 代入 すれ ば , 過渡 トル ク は 
.3 
3 MEn)’/2 
2 SN 3 
g (a+ う ラム) (m+ SLe) 
+{(A*b+aB*) — (A + B) } + {BE +CY — (BK +O*IC)} 
CG RA NCEREANN cRNA (17) 
と し て 6 組 の トル ク に 分 割 し て 表わさ れる 。 こ れ ら の トル ク を 別々 に 整理 すれ ば 次 の よう に な る 。 


i= {A*g— Ag*} + {Bt — BK} + {CE — Ct} 


a 
FM(E)’)2 
EE 
2 
(ut+ SL) (b+ SLs) 


TFTMR CR) ( NK( ) ( ) 
= ss = OE 18 
2 3 3 ” a w!2 
g (+ ラム ) (a+ う 2) (rto-2 (a +o- 5 ) 
9 2 か NN2 
a RE 
= 6 3 3 B 
{RR oC@—@) (ut (z+) +{ @—@) (+32)Ri+olu+ 5)Rl 
0 3 0 (19) 
で ある て ) て 4a は 喝 常 ホル ググ 名表 お ホホ よ se 
計 
5M(En)’/2 a 
(1) 0 ti ニー a BO 
(4 + ラム ) (24+) 
(EE (ot: @!’ 
) 2 \ の 
= Kr i 
0) 5 
I MEn) /2 ee 
GD Tc,= CE CG 


(hut) (p+ 
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x i ーー 
( 0 +(@ 2 
Wo —O!? 


( 
c= 3 Ke zt 、 


8 
5M(Ei) */2 c 
(VD Es= {(B*ec+bc*) — (Bc* +6*C) } 


a みみ 
(4 + ラム ) (2 + ラ うた 2) 


3 4 の (を ) @- o+ Q= Da ) + G8 


DO 


ts; 


K@') 


以上 の 三 っ の トル ク で た 比例 する 項 は , @/<@。 の と き に は 小さ く 無視 で きる の で , これ ら を 加え て 近似 
的 に 


2 ) 2 | 
ーー pe 7 (oo "FOG N00icoshy 4 oo (19) 


を 得る 。 こ れ は 直流 的 成分 で ある こと に 注目 され た い 。 


TrTTcc 二 て Tse= 


3 
I ME)’/2 A . i 
C= 2 {(A*G+aB*) — (A +GaB*)} 
2 
CEA CTE ) 
2 
OO ) ; 7 
の = Xo の 
= Ke Grr 0 + 0 
3$ 4 
3M(Ein) /2 ; : : ’ 
(a= (Ca—EA* — (Cit— A)} 


2 
(4 + ラム ) (2+ う 2) 
2 


EE EE a 
十 の 一 の @! 7 


(の) a XE! @! 
em hr oF (tr 


居 際 の る の ホク p24 で に 比例 する 項 は , @ ゐ "< く @。 の と き に は 小さ く 無 視 で きる の で , これ ら を 加え て 近似 
的 に 


tm c= 2 Oo) KoNe 


Te i RR 
を 得る 。 こ れ は 振動 的 成分 で ある こと に 注目 され た い 。 
(19) 式 お よび (20) 式 を 加 % を て, 過 濾 トル ク て zs は 


ーー 


a=t@) 1+ ーー ジ {0° +0'(@—@!) —@0'cosh GLOR 8} 


の 0 EN EE 7 
※ ea, cos ot sa io sin do の ーー (20) 


a Or —0@!?2 Fc な ) 
= {cos {cos の ラー a sinh d tsin の 24] ee (2 


ど な る 6 た ROE OEOo) RX OI で 定 滑 ンク で ある 
(21) 式 は の が の @ の 。 に な る と 無限 大 に な る の で , この 了 臨界 点 を 只 味 する 必要 が ある 。 すなわち , の ⑳ の 7 三 @。 の と 
き に は 特有 根 は メ = a (eR a=—4) の 形式 の 重根 と な の で (9) 式 の 逆 変 換 は 


(0 80 巻 861 号 (June 1960) 


a 
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ニニ ーー 
LS-j a 
ESt 
ーー の 
RE Bu es 
(1)e70 re . 8 0) , ToL 8 
z21 (te 2zjo(u+3L (m+ SL,) ーー (Gs—io)(s—a-;59-) 


と な る 。 上 式 の 被 積 分 関数 の 留 数 を 求め て , その 総和 の 27j 倍 を この 積分 と お き 換 えれ ば 
A ON 
6 = 下 NS 
ial (2)e? (a+ s(t )(a A 


0 ー2Z ジ うう es 
x[ 3 二 A (a—jo- ヶ ) 
8 oS) 
a a | 3 
I10 の — の 5 2 の — の 5 &—j RR M 
se s ] CS (22) 


この 電流 に よっ て , の @ の =@o, t=o に お ける 過渡 トル ク zijo を 求め る と 


交 


£ = @ 
“—2e€ 7 “cosw— el 


a 
To =7@){1+e T 


と な る 。 上 式 に た ょ っ て みる と , の @ の =@o, すなわち z=to で は 過度 トル ク 振 動 成 分 は 非常 に た 小 さく 消失 する と みる 
こと が で き , 近似 的 に rio 二 て (@o0) と な る 。 


5. 起動 過渡 トル ク の 求め 方 と 数 字 例 


誘導 電動 機 の 特性 は 速度 の 7 の か わり に すべ り ョ ーー の で 表わす の が 便利 で ,KK⑭) 中 に x ニー ター 
Ss a fre a 
7 
2 
oOoK(@') = s(1—0) (RS 
ra(i + 3D {Guo ts +s 
と 書け る Se だ た RELI UO EES LS 
EN EE) き 
ざら に a S00 ささ で 打 視 す 4 て 
2 oo(h+ SL) 
5 
WK (o") NRE NE GEER RN hi, (23) 


SC ES) ES 


と 本 で 簡単 E 表 ある 靖 ま っ て 7 (22) 式 E @3a 式 名 供 大 し て, (4s = と お け ば , s>so の 場合 の 過渡 
レク は a で の 紀 で 表 あ ね あ 如 導 (2 の 3 な る 。 


2% 
cr の ーー 
3 3 fs a 6 a OE —s cosh 6 2?—1— i—¥ ot 
A 1 1 ーー 入 
OS ME Cr ER に > 導 に の の 
み 導 2 2 2 2 
SS 
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RE TS 


Eis=1) _ SS 
i RA 


と な だ なり , (23) 式 と くら さき 
(DCC) 
で あっ これ は 定 党 状 態 雇 守 計る 拘束 ドル ク グ で ある こと に E 法 目 さ きれ た いま 7 C42 っ と お は は 


= 2 SmS Tm 二 s 
ER の の Ol 


と な っ て , これ は 速度 が (1 一 s) の と き の 定 常 ト ルク で ある 。 
そこ で , か ご 有形 誘導 電動 機 の 機械 的 負荷 は 起動 の 際 に は (@) は 小さ く , 慣性 モー メン トチ は 大 きい の で , 
⑤ 式 で 五 @0) を 無視 © で (259? 式 を 代入 すれ ば 


8 ーー の J ( 2 FN 
よき s Cy 
i Se 5 ! * > 
ゆる を に 


送 5S 2 7 
4 ニラ ーー +s +2 Sm (1—S) —5% loges の (27} 


と し て 起動 特 人 性 が 求め られ る 。 

よっ て (27) 式 と (24) 式 と を 連立 し て 起動 加速 中 の 過渡 トル ク が 決定 され る 。 け れ ど る も る も, (27) 式 た に ⑫48 式 
を 代入 し た 表 式 は 非常 に 複雑 に な る の で , ここ と で は 数 字 例 に よっ て , その 手続 き を 明らか に し ょ よう 。 

いま , この 電動 機 の 電気 的 定数 を 


= 02 ミ 0 1 の 100Z。 ゆえ に =307 10 
と し て 機械 的 定数 を @ の 7/cm=0.2 と する 。 0 
10 Ky 
08 ® 
~06 1-5 0 


’ it.=0208 。 
0 005 0i0 015 020 025 030 035 040 0 0102 030405060708 09 10 
(1-8) 


第 1 図 策 2 図 


まず , これ ら の 定数 か ら (26) 式 に よ ょ り 起 動 特 性 を 求め る と , 第 1 図 に 示す よう に な り , 全 起 動 時 聞 は 約 0.36 
s で ある こと に 注目 され た い 。 第 2 図 は (27) 式 か ら 定 常 ト ルク 特性 を 算定 し て 図示 し た も の で , トル ク 曲 線上 
に 第 1 図 か ら 求 め た 起動 時 間 が 目盛 っ て あぁ る 。 策 3 図 は 定常 トル ク と 起動 時 間 と の 関係 を 策 2 図 か ら 策 3 図 を 介 
し て 描い た も の で , トッ レク 曲線 上 た に は 速度 (1 一 s) が 目盛 っ て ある 。 

と この よう に , 起動 トル ク は 速度 と 時 間 と の 関数 で あぁ る の で , トル ク 曲 線上 の 目盛 を 使用 する と 便利 で ある 。 
第 4 図 は (24) 式 中 の 振動 トル ク の 周波 数 Sw と 時 間 と の 関係 を (26) 式 か ら 算定 し て 図示 し た も の で 。, 
と これ に よっ て 光る と に この 振動 ドル ク の 周波 数 は 紀 動 の 最初 で は 電 湊 の 周 泊 燥 で ね る 0 起動 座間 > と も E 涼 に 

て 起動 の 終り に は つい に 電源 の 周波 数 の 半分 に まで な る こと に 注目 され た い 。 

第 5 図 は (24) 式 を 第 1 図 を 介し て 算定 し た 起動 加速 中 の 過渡 トル ク で あり , s==so で 振動 トル ク は ほとん 
ど 消 和 内 し て いる の を みる 。 

第 6 図 は (25) 式 よ り 入 定 し た 拘束 状態 に お ける 過渡 トル ク で あり , 加速 中 の も の に くら べ て 非常 に 長く 持続 


( 24 ) 80 巻 861 号 (June 1960) 
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第 5 図 第 6 図 
ど で い る こと に た 注目 さき 弟 ゆい 8 


結 


以上 理論 と 数 字 例 か ら 緩 慢 な る 起動 の 過渡 トル ク は 次 の よう な 性 格 を 持っ て いる こと が わか る 。 

(I エ ) (24) 式 で 見 られ る よう に , 起動 トル ク 【〔 印 加 電 圧 が 平衡 し て いる と し て ]〕 は 印加 電圧 の 初期 位 想 に は 
無関係 で , 起動 過渡 トル ク の 和 形 は 同じ で あぁ る 。 

(TL) 筑 5 図 で みる よう に , 起動 過渡 トル ク は の <@。 また は s>so に お いて 著しく 発生 し , @ 人 =@e また は 
EEE E NAT 0 DIT 1 kg Gs で あり , この 例 の 場合 

=s%=2X ジ ーー0.1※X0.3 三 0. 57 

よっ て , (ユーso) の と き の 時 刻々 z は 第 1 図 か ら zo=0.21s で ある こと を 知る 。 こ の (1 一 so) の 点 は 電気 的 定数 
sm に ょ っ て 変化 し , 抵抗 が イン ダク タン ス に 対し て 高い 場合 は 右 に 移行 する 。 また 起動 過渡 トル ク の 形 は 起動 
特性 た に た ょ っ て 大 きく 支配 され る 。 

( 想 ) (24) 式 ま た は 第 6 図 で 見 る と , 起動 過渡 トル ク の 振動 周波 数 は 起動 の 初め で は 電源 の 周波 数 と 等 し い 
が , 加速 する に つれ て その と な り 減 少し , 起動 の 終 に は 電源 周波 数 の 半分 に な る 。 

(MV) 第 5 図 と 策 6 図 と を みく ら べ る と , 起動 加速 中 の 過渡 振動 トル ク は 非常 に 早く 消失 する が , 拘束 中 の 過 
渡 ト ルク は 非常 に 長く 持続 する 。 

(V) 起動 の 初め に 拘束 し , 過渡 トル ク が 消失 し て か ら 解 放し て 起動 すれ ば , 第 3 図 に 示す よう な 定 常 ト ルク 
曲線 が 得 ら れる は ず で あぁ る 。 (昭和 34 年 10 月 17 日 受付 ) 
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内 部 導体 を 含む 円 筒 コ イル の 過渡 応答 に つい て '* a 


正信 正 「 


Re ま 生き が 人 き 


本 文 は 円 筒 コ イル 中 に 導電 性 円 柱 を 同心 的 に 配置 し 
た 際 の コイ ル 内 部 の 磁束 の 分 布 お よび 時 間 的 経過 を 求 
め 導 これ か ら 得 られ る っ 4 クレ の イン ディジ シャ タレ アミ 
タン ス お だ お よび 等 価 回 路 を 論じ た も の で ぁ ある 。 

こと の 研究 は 本 来 , 円 柱状 の 高温 プラ ズ マ に 急激 な 四 
方 向 磁気 圧力 を 加 ぁ た 際 の 現象 を 解明 し ょ うと す 
る 動機 か ら 生 れ た も の で ある が , その た め に は プラ ズ 
マ の 圧縮 や 導電 率 の 時 間 的 空間 的 変化 を 考え を な けれ ば 
な ら な いこ と は 当然 で あっ で 1 し た が っ で 本 論 騙 で 導 
いた 結果 は プラ ズ マ が 充分 電離 され て お り , し か も そ を 
の 流体 力学 的 な 運動 を 無視 で きる よう な 条件 に お いて 
適用 され る に と ど ま る も の で ある 。 し か し 内 部 の 導体 
柱 が 金属 で ある 場合 と に は この よう な 適用 の 制限 は ほ と 
ん ど 考 を え を なく て も よく , こと に 金属 の 誘導 加熱 の 問題 
固 ろ つい で は 本 論 下 で 与 る を る コイ フレ の 8 ン デ テ モン ジャ ル 
アド ミタ ンス な いし 等 価 回 路 を 用 いて , 電源 一 一 た と 
えば 真空 管 発振 器 や 自 励 式 逆 変換 器 一 ーー と コイ ル と か 
ら な る 複雑 な 回 路 現象 を 適 確 に 論ずる こと が で きる 。 
従来 の 誘導 加熱 コイ ル の 取り 扱い や で は , 印加 電圧 は 
すべ て 単 一 周波 数 の 交流 で ある と 考え て いる の で , こ 
の ょ うな 複雑 な 回 路 現象 を 論ずる こと は で き な か っ た 
も の で ある 。 本 論文 の 表題 は これ ら の 適用 範囲 を 包含 
する 意味 を 持た せ た も の で ある 。 な お , 解析 に あたっ 
て は 表 式 を すべ て 無 次 元 化 し , 広い 応用 性 を ここ ろ が 
es 


2. 計 理 論 


正 員 近 - 藤 全 一 通 t 


半径 rz の 無限 長 の 1 ター ンコ イル の 内 部 に これ と 同 
心 状 に 半径 ヵ の 導体 円 柱 を お き , コイ ル の 両端 に 一 
定 電圧 V を 突如 印加 し た 場合 を 考え る 。 座標軸 と し 
て コイ ル の 軸 を ぇ を 軸 に 選ん だ 円 答 座 標 (z, ヶ , の を 採 
用 する 。 コイ ル は 1 ター ン で あぁ る か らき を < 方向 に 切れ目 


が な けれ ば ば ならない が , この 切れ 目 が 磁界 分 布 に お よ 
ば ぽ す 影 響 は 無視 で き , また 電源 電圧 は この 切れ 目 に 沿 


っ て 一 様 に 加 % を られ , し た が っ て コイ ル 電 流 は % 方 向 
成分 し か 持た な いも の と する 。 

コイ ル , 導体 の 緑 効果 , コイ ル の 抵抗 , コイ ル の 撮 
み は す べ て 無視 する 。 導体 柱 と コイ ル の ギャ ッ プ は 便 
宜 上 真空 領域 と 呼ぶ が 任意 の 絶縁 気体 が あぁ っ て も ゃ も かま 
Ne 

電界 ベク トル 戸 お よび 磁界 ベク トル 戸 に つい て 


0 (fF) 
0 (2) 

が 導 り た つっ つ 。 以下 科 単 漆 選 
村人 和 SD 


と お く 。 攻 体 柱 の 導電 率 お よび 透 磁 率 は 一 定 で あっ て 
9, l で 表わす 。 変 位 電 流 は すべ て 無視 する と 導体 内 
部 で は , 電流 ゾ は 


0 (4D 
で ぁ あり, 夏 空 領域 で は 
Eg 生地 CT) 


で ある 。 し か る と き , 必 体 柱 内 部 で 次 の 方 程 式 が な り 


a 


rot 太っ ーー a a et 1 Sd (6) 
(2・1) 磁束 分 布 の 解析 第 1 図 に 示し た よう に , 
rat Ha TD ti 0) 
こと この 2 式 か ら 
9 Q RH 
Hs Ua ee (8) 
すなわち 
: 0 NOON 
第 1 図 導体 柱 を 含む 無限 長 円 竹 コ イル RN A NE 9 
* On the Transient Response of the Cylindrical Coil with a z GA 。 eT 
Coaxial Inner Conductor. By T. KAWAI, Member & H. KON. を 得る 。 真空 領域 で は sc は 均 に 分 布 し Gi 
DO, Member CResearch Laboratory, Mitsubishi Electric HH=H (導体 柱 ァ =) RE (10) 
Mfg. Co., Ltd.). 
† 三共 電 機 株 式 会 社 研究 所 電気 第 一 研究 室 で あぁ ある 。 時 間 の 原点 を 電圧 印加 の 瞬間 に と っ て , 以上 
(26) 80 巻 861 号 (June 1960) 


NG EO RE 3 (1 

ss で ー 1 

eS re (12) 
V: 一 定 電圧 


真 宰 領 域 で は 9 戸 /04 は (⑧⑱ 刀 0 の =m に 等 し いか ら , 


(12) 式 の 左辺 は 


FB:as 
Ot コイ ル 了 断面 
ME EL = OE 
っ ' gg trdrt | a 27rdr 
3 utrdr 
ES 
+ Tr) NS (13) 
計算 の 簡単 の た め , 次 の 変数 変換 を 施す 。 
DT PN (14) 
事 誠 本 ちら (97 TE C3) 式 は 
GB lr R10 0 
ーー EN 税 8 48) 
TE ES (16) 
“0 2 MA 2 ES 
1 A (1—c*) a 
を 衝 ま ー (U7) 
た だ し d= ヶ 1/72, go: 真空 中 の 透 磁 率 
ge る 。 
ラプ ラス 変換 
F(p)S に TE (18) 
だ に より (15) 大 巡 
EI 0 9 HC(p) 
2H(P) = (A ーー ) Yr (19) 


と れ を 解い て , 周知 の ベッ セル 関数 の 形 
ON RAE NC te (20) 
を 得 る 。 一 方 一 条件 (17) 式 は 


orl TR 


a (HP JR-a 
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1 


FE 


c—joo 2 (p00) 
I A A 
e 
Xv phR)EzT 
M22 ーー | 
設 7 (To p Rf 


PS I 0 Ve 


dp 


* 


CS 


な る 変換 を 施す と , 上 式 は 
1 
NEE 


cj 
) 
c—je zp 


ー2 "0 VJ 
ZO ED 
ーー 
; 家 の 
< 析 款 上 き 


dp' 
Ms 2 / 
(1—) TJ,(p ) 


来 


と な る 。 被 積分 関数 の 極 は か ==0 (2 位 ) お よび 
2 Pl 4 he (0) TCp) =0--. 5) 


を 満た す 点 が =2P» (rz 三 1,2, 3 衝 …… で る 6 
こと これら の 志 で の 留 数 を 求め る RR RS 


0 OV i 
Ve 


| s (oF) 


Tn | 


i 26 
6 0 | 
2 


を 得る 。 特 に 導体 柱 の 遂 磁 率 が 真空 中 の 値 Ze に 等 し 
ば 


HR T) 4 


i esl Pu ) 


i ELE 


示 


(27 ) 
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x (1 ”) 
| 0 
Cp) ーJ2(2x)】 | 


ど な る も 
(2 の 明 ま タ ニ ジ ド イ ル 
の イシ ディ シタ タル ア ドミ タ 
ペペ 第 2 図示 し た だ たよ 
5 に コイル の 電流 密度 を 
4(A/m) と お き , を 方向 に 
単位 長 さ の 積分 路 を 考え る 
$H-ds=?  .-(28) 
よ ょ より, コイ ル 外 部 で は 太 = 
0 で あぁ る か ら (10) 式 か ら 


第 2 図 コイ ル 電 流 
度 ? と 起 磁力 万 アニ ヶ 


で V=1 と お ポ く と , 上 式 は 策 1 図 に 示し た 導体 
柱 を 含む 円 短 コ イル の 単位 長 さ あたり の イン ディ シャ 
2 ミズ の を な な る の に と に な る 6 な わら 


王 9 =4(ー ィ ) or tt (30) 
GS 
A =A = FH TD 
cg 
z 


a 1—*) 
( 


: (pn) 
+ 3 0 
pf Con) (+ ) 
の 


な a 
oa: 
IoC Pn) 2Cp) 


NE RE (31) 
(2・3) 単 層 円 筒 コ イル の イン ディ シャ ル ア ド ミタ 
ジグ 大 (に コイ フレ が いま まで の おら dS ター で な 


く , を 方 向 単位 長 さ あたり ヵ 々 ター ン の 密度 で 巻い た 単 
層 円 竹 コ イル の 場合 に つい て 考え る 。 コイ ル の 半径 は 
前 と 同様 た rz? で あり , 巻 線 の ピッ チ が 充分 細く , 人 巻 
線 電流 7 は @ 方 向 成分 し か な いと 見 な し , 抵抗 お よ 
び 縁 効果 を 無視 する こと る も 前 と 同様 で ある 。 

も る も し? ゃ 7 が 前 の 場合 の と 同じ で あれ ば, (37) 式 と 
同じ 妃 の 表 式 を 用 いて 


が 成立 する 。 い ま コ イル の を 方 向 有 効 長き を を 印加 
電 序 次 7 と すれ ば は この どど さ の 生 件 2 蘭 2 2 あな 
り の 電圧 VnZ は 先 の V と 同じ と な る か やら, この 場 
合 の イン ディ シャ ル ア ド ミタ ンス は 先 の 場合 の 1/z%Z 
な る さと が お わが る ee す な ね 必 


a) = 二 74 デー) i (33) 


で 馬 訂 4 る 8 

以上 の 考察 で は 電源 の 容量 は 無限 大 で , 電源 , 給電 
線 の イン ピー ダン ス お よび コイ ル の 抵抗 と コイ ル 外 部 
へ の 漏れ 磁束 は 0 と 仮定 し た 。 こ れ ら の 影響 を 解析 的 
に 考察 する こと は むず か し い が , 後述 の 等 価 回 路 を 採 
用 し て Network analyzer で 模擬 回 路 を 作れ ば , 回 路 
現象 を 簡単 に 実測 で きる 。 こ の よう に 複雑 な 場合 の 導 
体 往 内 部 の 磁 東 分 布 を 求め る に は , 上 記 の コイ ル 端 子 
電圧 の 実測 波形 か ら , 重ね 合せ の 理 た よっ て (26) 式 
に し た が っ て 近似 的 に 数 値 計算 を 行う こと が で きる 。 


3. 磁界 の 浸透 


前 章 で 求め た 解 に し た が っ て 数 値 解 を 求め , 導体 柱 
内 部 の 磁界 の 変化 の 模様 を 知る こと に よっ て , 印加 磁 
界 が 導体 柱 内 部 へ 浸透 する 経過 に つい て 考察 で きる 。 
(27) 式 た し た が っ て 導体 柱 の 透 磁率 を uo と し た 
合 に , 実用 的 な & の 範囲 た つい て 数 値 解 を 求め た 結果 
を 第 3 図 た 示し た 。 た だ し 係数 q V/z は 和 省 い て ある 。 
と の 結果 は «が 大 な る ほど と, 真 窟 領 域 の 影響 が 大 き 
く , 導体 柱 内 部 へ の 磁束 の 浸透 が 妨げ られ る こと が お わ 
か る 。 磁 界 の 湯 透 に 要する 時 間 の 一 例 と し て , た と え を 
ば &@=0.875 の と き , R=0.9&@ の 点 の 磁界 の 強 さ が 
RR=a@ の 点 で の 値 の 173 に 達する の は ほぼ 7 了 =0.01 


j=100 «=0875 
ye 0 
き み 
も る 2 
FOEE S10 
ェ 
10 上 10P 
4 MM ; 
TT 


A I 
0103 102 10° 
T 
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80 巻 861 号 (June 1960) 


の と き で あぁ る が , 導体 柱 の 導電 率 を c=107m-t,  ( こ 
の 値 は 約 500 万 度 の 理想 的 な 静止 プラ テ ズ マ の それ に 相 
当 池 る OW 生 理容 三 0 と すれ は 。 これ は + 
1.25 ms= に 相当 する 。 


4. 等 価 回 路 


(26) 式 た 求め た コイ ル の イン ディ シャ ル テ アド ミタ 
ンス は 


(0 2 Yul—e-2) の (34) 


の 形 で ある か ら , イン ダク タン ス 1 個 と イン ダク タン 
ス と 抵抗 の 直列 回 踏 を 無限 に 並列 に 結合 し た , 策 4 図 


第 4 導体 粧 を 含む コイ ル の 等 価 回 路 


の よう な コイ ル の 等 価 回 路 を 導く こと が で きる 。 (33) 
式 と したがい z7 ター ン の 単 麻 円筒 コイ ル の 等 価 回 路 
の 定数 を 与 そ を れ ば 次 の よう に な る 。 


EE = = wlrsdo? ro @ 7! 


こい Tn" 


Fn bn) 


x [Ce (te a 


a 
3 tC pa) 72(pn)] 


a 1 LT lr pn 
4 DG) 


[Cn + ) 


CR“ 、 
Fp eCpr) (pn) まで 


こと の 人 等価 回 路 に よっ て , コイ ル の 抵抗 や 外部 回 路 の 
影響 を 導入 で きる こと は 前 に 述べ た と お り で ある 。 
次 に ZZ==6 と し て ,da==1.0, 0:875, 0.75, 0.50 の 
お の お の の 場合 に つい て の 計算 結果 を 示す 。 

GC 全 伯 0 の で き 


{T+0.0680(1—e-14 77) 


A 


OAI NEE) 
OR00969 (| En) 


昭和 35" 年 5 月 "J.I.E.E:J.) 


会 計 維 織 誌 725 


"ROO0562 EMT) 

0,00368(1—E7i7) 

O01SO ED nl 
(2) 1 で 三 0#875 の と き 


a@ = ニー TI+0.0555(1—g15.07) 


+0.0113(1—e-s1:67) 

+0.00352(1 一 g-77) 

+0.00137(1—g-1977) 

+0. 000622(1—g-3077) 

0、000818 16 の 
NC 0 RO 


a E64 
a = {T+0.0340(1 ) 


+0.00403(1—e-2:37) 
+0. 000907(1—e-127) 
+0.000295(1—g-26?) 
+0.000121(1—e-4067) 


十 0.0000578(1 一 ge-5907) 士 ……} 

(4) a@=0.5 の と き 
に = & E28.0 
at) = T+0.00727(1—£ ) 


十 0. 000418(1 一 e127 7) 
十 0. 000075(1—eg-305?) 
二 0. 0000224(1—g-5627) 
十 0. 0000095(1 一 g-8977) 
填 0. 00000422 (1 一 ge-13207) 二 ………} 
この 結果 か ら 等 価 回 路 の 定数 を 求め る こと は 簡単 で 
あぁ る 。 一 例 を あげ れ ば , @=0.875 の と き 
LD = GT RRND 
i= N20 
2 rz2=88.57 7°l/o 
Di 2 A rs=2847 7°l/g 


CC 


@& が 上 記 の 値 か ら は ずれ て いて を も , 1 と 0.5 の 間 に 
ぁ あれ ば (これ が 実用 的 な 領域 で も あぁ る ) 上 記 の 数 値 解 
クラ CD る 
に 論ずる こと が で きる 。 また kk キキ ko の 場合 も 同様 に 
じ で て 計 8 六 で る る る 

5. 検 

第 2 章 で 得 た 解析 的 結果 は 無限 級数 か ら な っ て いる 

が , その 収束 は g(⑦ の 数 値 計 算 の 結果 か ら も わか る 


と お り 比 較 的 急速 で あっ て , コイ ル の 電気 的 特性 を 知 
る た め に は 3 へ ~4 項 程 度 と れ ば 実用 上 充分 で ある 。 


r= ORTON CE) 


(C29 ) 
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第 5 図 実験 回 路 


上 記 の 解析 お よび 計算 結果 の 正当 性 を 確か め ある た め 
に , 銅 棒 を 中 心 意 体 棒 と し た 円 向 状 の ウソ レノ イド コイ 
ル を 用 いて 実験 を 行っ た 。 第 5 図 は 実験 の 回 路 を 示し 
だ だ や の 5G) 欧 人 軍 R 有 た コン デン 湊 が こ の コル を 通過 NC 
放電 し , その 電流 を 測定 し た 。 放 電 回 路 の ス え スイッチ に 
は サイ ラ ト ロ ン 7G14A を 使用 し た 。 コイ ル の 形状 
寸法 は 次 の と お り で ある 。 

導体 柱 銅 棒 900x100% 

= 565Xx114 》( 平 均 径 ) (d=0.875 に 相当 ), 

巻数 315, 巻 層 数 3, 巻 線 は 約 0.8 mm? 
の より 線 を 2 本 並列 に 使用, 巻 線 抵抗 
2.00 9 3 

コイ ル の み の イ ンダ クタ ンス は 端 部 の 補正 を 加え な 
いで 計算 する と 約 2.3 mH で ある 。 コン デン サ は 200 
uF の 容量 の も の を 使用 し た 。 0.05 2 の 同軸 シャ ント 
を 用 いて 得 た 測定 波形 は 第 6 図 ( に 示し た と お り で 
ぁ る 。 


<b) 模 擬 回 路 に ょ る 測定 波形 
(波高 値 : 0.105 A) 


(a) 第 5 図 の 実験 回 路 に 
よる 測定 波形 
(波高 値 : 92 A) 

( 横 軸 は いずれ る も 0.2 ms/ 目 砲 ) 


第 6 図 


C: 2.00 pF, Lo: 231 mH, Li;: 271 mH, Lz;: 385 mH 
Ls: 546mH, Ls4: 835 mH, Ls;: 1,190 mH, R: 205 Q 
hi 7.10, 72: 84.00, 43: 270Q, 4: 692 2, fs: 
1,530 Q 


第 7 図 実験 回 路 の 等 価 回 路 


第 7 図 は 上 記 の 実験 装置 を (24) 式 の 級数 部 分 の 第 
6 項 ま で を 用 いて 模擬 し た 回 路 で ある 。 た だ し 時 間 え ス 
ケー ル を 1, イン ピー ダン スス ケー ルル を 100 に 選ん 
だ スイ 人 0 ッッ 大 だ は 巧 2 グリ 2 る る 用 ee を る の の 天 
測 波形 を 第 6 図 (b) に 示し た 。 両 実験 結果 は きわ め て 
よい 一 致 を 示し , これ まで の 理論 お よび 計算 結果 が 正 
も ヒ も か る だ こと を EE eo 

導体 柱 が 存在 し な いと き , コイ ル は 等 価 回 路 の Zo 
の み で 表わさ れ , し た が っ て その 際 の 電流 波形 は 単 振 
動 で あっ て , 注 体 柱 が 存在 する 場合 に は , これ に くら 
べ て 策 1 半 波 の 波頭 に 達する 時 間 は 約 0.4 倍 , 同 波 
頭 値 は 約 1.55 倍 と な っ て いる こと が わか る 。 


6. 結 論 
従来 単 一 周波 数 の 交流 起 磁力 の 印加 の 場合 し か 取り 
扱 和 ね 礁 た こと が 無かっ だ さらさ の 竹 の 肛 人 必 ほ っ で = 
定 電圧 が 突然 コイ ル 端 に 印加 され た 際 の 磁界 の 分 布 が 
解 か れ , これ か ら コ イル の 電流 イン ディ シャ ル ア テア ド 
ミタ ンス な ら び に 等 価 回 路 を 解析 的 に 求め る こと が で 
きた 。 つ いで 実用 的 な 範囲 につい て 無 次 元 化 し た 数 値 
計算 を 行っ た が , この 結果 は さま ざま の 導電 率 や 半径 
の 導体 柱 の 場合 に 容易 に 適用 で きる 。 コンデ ン サ を 電 
源 と し た 銅 円 柱 入 り の コイ ル で 実験 し た 結果 , 理論 の 
正当 性 の 確認 お よび この 種 の 振動 回 路 の 現象 に つい て 
の 理解 が 得 ら れ た 。 こ と に コイ ル の 等 価 回 路 の 導出 は 
コイ ル と 電源 と か ら な る 複雑 な 回 路 現 人 象 の 解明 に 種々 
役立つ で あぁ ろ うぅ 。 和 実際 に この 結果 を 金属 の 誘導 加熱 に 
つい て 直ちに 利用 で きる こと は 明らか で ある が , プラ 
ズ マ の 軸 方 向 磁界 に と ょ る 圧縮 の 場合 に つい て も , 先 に 
述べ た よう に ある 範囲 で は 近似 的 に 適用 で きょう 。 プ 
ラズ マ の 問題 た つい て は この 理論 を 策 一 歩 と し て , 適 
当 な プラ ズ マ の モデ ル を 用 いて さら に 計算 を 進め て ゆ 
く 所 存 で ある 。 
最後 に 解析 計算 に あぁ た っ て 種々 ご 教示 を いた だ いた 
当 研 究 所 下地 技師 な ら び に Network analyzer に よ 
る 模擬 回 路 の 実測 を 担当 し て いた だ いた 森本 技師 に 深 
其 の 感謝 を 表す る 。 (昭和 34 年 10 月 30 日 受付 ) 
RN 献 


Cl) J.H. Adlam & J. E. Allen: Second Geneva Conference, 
Session A-5 p/1 (1958) 

(2) 北村 : 電 試 研 563 号 ( 昭 32); C. H. Tudbury: Trans 
Amer. Inst. Elect. Engrs No. 59-64 

(C3) Spitzer: Physics of Fully Ionized Gases, 


( 80 80 巻 861 号 (June 1960) 


了 
放 


727 


UDCIC21I39118238 620 L315 2 1 053 


衝撃 電流 に より 連接 接地 網 お よび 制御 回 路 に 誘起 
の EY 


江 + 


山村 正 員 
小島 基 利 せ 二 員 


reg き 


衝 繋 大 電流 に ょ っ て 低圧 制御 回 路 に 誘導 され る 電圧 
は , 超 高 圧 大 容量 変電 所 に ボ お ける 場合 の ょ うに , 被 誘 
導線 の こう ぅ 長 が 長く , し か も し ゃ へ い の な い ビ ニー ル 
ケー プル が 使用 され る と き 問 題 と な り , 現に 新 愛 本 変 
電 所 に お いて は , 黒部 幹線 策 1 号 鉄塔 の 雷撃 時 に 低圧 
回 踏 の 絶縁 破壊 を 経験 し て いる 。 こ の よう な 障害 は , 
低圧 制御 回 路 用 ケー ブル 自体 より も , その 両端 に 接続 
され た 機器 , 特に 計器 の 絶縁 に 大 き な 人 奪 威 と な る 。 

制御 回 路 に 誘導 され る 電圧 は , 埋設 地 線 と の 相対 的 
位置 に よっ て る も 大いに 影響 され , 場合 に こ に よっ て は 埋設 
地 線 の 衝撃 大 電流 に ょ る 浮上 が り 電 圧 が 直接 制御 ケー 
テル に 侵入 する こと も あぁ る 。 の ~~ の 

本 論文 は 変電 所 に 衝撃 電流 が 流れ た と き , 制御 ケー 
ブル に 誘導 され る 電圧 の 程度 を 明らか に し , 埋設 地 線 
を どの よう に 布 設 す れ ば , 地 線 の 浮上 が りお よび 制御 
ケー ブル の 診 導 電圧 を 小さ く で きる か , また 金属 外 被 
ぁ ある い は 並行 導体 に ょ る 衝撃 誘導 電圧 の し ゃ へ い 効 果 
は どの 程度 で ある か を 明らか に し た も の で ある 。 

実験 * は 関西 電力 東大 阪 変電 所 建設 用 地 を 利用 し , 昭 
和 34 年 1 月 26 日 より 2 月 3 日 に 至る 間 関 西 電 力 , 
大 阪 大学 , 住友 電工 の 共同 に て 行い , その 結果 に 理論 
的 な 検討 を 加え を た 。 


* 参加 人 員 小島 基 利 , 上 田 成夫 , 田中 淳 夫 , 横沢 転 ) 石井 行 
護 , 松本 満州 男 (関西 電力 技研 中 野 政弘 , 山下 義雄 , 岡田 達 
也 て 関西 電力 変電 課 う , 菅原 孝三 郎 , 原 伊 三 , 福永 靖 英 ( 関 
西 電力 近 毅 支社 う 。 山村 豊 , 立 波 正夫 , 岩川 泰 西 , 生田 登 喜 北 , 
清水 雅 及 (大阪 大 学 う 藤沢 喜 行 , 高田 満 , 安井 頁 三 , 井土 
守 , 新垣 永 元 , 増田 郭 郎 (住友 電工 
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2 ぶす 険 炉 計 き 湊 


試験 回 路 は 第 1 図 に 示す と お り , 4:25 m (平均 値 ) の 
高 さ に あぁ る 上 架 空 線 より , 衝撃 電流 を 埋設 地 線 に 流入 さ 
せ , 埋設 地 線 (地下 30 cm の 所 に 埋設 ) の 直上 の 地表 
面 ) ある い は 埋設 地 線 の 直上 か ら 平 行 に lm, 5m, 
10m 離れ た 地表 面 上 に 置 かれ た 各種 ケー ブル に 誘起 
する 電圧 を 高速 度 ブラ ウン 管 オ シロ グラ フ で 測定 し 
大 


CE _ 1 
(G5 上 高 1m)| rom 
| 8 | 38°(7/26) Sm. 
高 4 
| | H.D.CC. 上 高 425m) 
に .939’ 
l 衝撃 電圧 発生 激 村 a 
2 oS 
(1.G. の 0.9 mH は 波頭 を な ます と き を に そう 入 ) or 100n デ 
ヾ 埋設 地 
508(194.8) 
の = 約 800m 
埋設 深 で 30cm 
第 1 図 試験 回 路 
第 1 表 供 試 ケー ブル (長き さ 100 m) 
供 試 ケー ブル 
No. HR 名 仕 様 
PVC ° — 0 ' 
i 0 5.5inX4 心 しゃ へ いな し 
rare 1.3 mmx8P PE 綱 線 PVC シー』 
通信 ケー ブル 0 へ 
3 x 1.6mmx10P PE 絶 緑 PVC シー ヌス 
0.1 mm 軟鋼 テー プ し ゃ へ い 
1.2mmx4P, 0.9mmx30 複合 PE 
4 複合 通信 ケー ブル | 絶縁 PVC シー ス 0.2 mm a 
ム 立 て 巻 し ゃ へ い 鋼 帯 外 装 


埋設 地 線 は , 実測 結果 の 解析 を 容易 に し て , し か も 
種々 な 状態 を 実現 で きる よう 第 1 図 に 示す よう に 架 窟 
線 と 平行 方 向 と , それ と 直角 方 向 に それ ぞ れ 200 m 
の 長 さ で 十字 に 設け , 十字 点 で 切断 し て 端子 を 引き 出 
佳音 の 4 癌 述 と な レ し うるま よら に し た 4 

供 試 ケー ブル は 第 1 表 に 示す よう な は 4 種類 の も の 
で 胡 さき は e100m で ある 。 

衝 繋 電圧 発生 装置 の 主体 は 0.5uF の コン デン サ 6 
個 で あり , これ を 並列 充電 式 の 多段 衝撃 電圧 発生 装置 
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と し て 用 いた 。 妥 空 線 た に 2008 の 直列 抵抗 を 通じ て 
約 一 200 A の 衝撃 電流 が 流入 する よう な 電圧 を 加え 
た 。 し た が っ て 一 200 A の 電流 進行 波 が 架空 線 の 端末 
に 到達 する と , イン ピー ダン ス の 低い 埋設 地 線 に 接続 
され て いる の で , その 騰 間 一 400 A の 電流 が 埋設 地 線 
に 流入 する 結果 と な る 。 

印加 衝撃 電圧 の 波頭 を ゆる や か に する に は , 第 1 図 
に 示し た よう に 直列 た イン ダク タン ス を そう ぅ 太 し た 。 


3. 測 定 結果 
(3・1) 衝撃 電流 波形 第 2 図 () は 印加 点 に お け 


る 架空 線 電流 波形 で あり , (b) は その と き 椅 空 線 た 生 
じ た 電 圧 で ある 。 電流 波 形 の 中 央 付近 の 段 は 端末 か ら 


a 


Ea 


WV OV/ 


(a) (Cb) 


Timing は いずれ る 1,000kc 


第 2 図 印加 点 の 電流 電圧 


の 反射 波 が 帰っ て きた 点 で ある 。 

第 3 図 は 埋設 地 線 た 流入 する 電流 で (a) は 銀 し ゅ ぁ ん 
波頭 , (b) は 緩 波頭 の 場合 で ある 。 印 加 電 流 は 衝撃 
圧 発 生 装 置 の つど ご うぅ 上 すべ て 負 の 値 で ある 。 


uu 


(3・2) 架空 線 の 直下 に 置か れ た ケー プル に 誘起 さ 
れる 電圧 第 4 図 の ょ うに 架空 線 の 直下 の 地表 面 下 


30cm に ,100m の 長く た わた っ て 埋設 地 線 を 設け , そ 
の 地表 上 に 置い た ケー ブル の 一 端 を 図 の よう に 埋設 地 
承 に 接続 し , 架空 線 と 埋設 地 線 と の 接続 点 た 近い ほう 
の ケー プル 端 を 開放 し て お いて , その 点 の 遠方 接地 と 
の 電圧 お よび 埋設 地 線 と の 電圧 を 測定 し た 。 代表 的 な 
オシ ログ ラム を 第 5 図 ()~(d) に 示す 。 ま た な た 測定 結 
困 は 策 2 表 の ご と 入 で ある 。 


(3・3) 架空 線 と 反対 方 向 に お か れ た ケー ブル に 放 
起 さ れる 電圧 架空 線 の 延長 方 向 の 地表 面 下 30 cm 


に 100m の 長 さ に わた っ て 埋設 地 線 を 設け , ( 筑 6 図 ) 
その 地表 上 に 置か れ た ケー ブル の 電圧 を (3・2) 節 の 場 
合 と 同様 に し て 測定 し た 。 代 表 的 な オシ ログ ラム を 第 
7 図 に 示す 。 ま た 測定 結果 は 第 3 表 の ょ う で ある 。 
(3・4) 埋設 地 線 の 浮上 が り 電 圧 埋設 地 線 に 架空 


線 か ら の 衝撃 電流 が 流入 し た と き の 浮 上 が り 電 圧 を , 


(@⑧) 急 し ゅ ん 波頭 ⑪⑤ 緩 波 豆 
第 3 図 埋設 地 線 に 流入 する 電流 


NS 4 a 

・ 埋設 地 線 遠 

第 4 図 - 
第 2 表 ケー ブル の 許 起 電圧 (最大 値 ) 


設置 位置 | ケー プル 心 線 と 遼 方 | ケー プル 心 線 と 埋設 
の 穏 類 | (m) | 接地 と の 電圧 <V)| 地 線 と の 電圧 CV) 
1 0 填 6, 400 寸 10, 400 
2 2 ” 十 9,400 
3 ク 十 5, 800 十 9, 200 
4 十 6, 200 十 9,100 
1 1 十 7, 200 十 11, 400 
Z 5 ” 十 10, 000 
” 10 十 4, 300 十 8,800 
gr 
注 : て (1) 埋設 地 線 に 流入 する 衝撃 電流 は 一 430 As 


(2) 電圧 の 値 に は セッ ト の 誘導 電圧 を も 含む 。 


(32 ) 


Cc) ケー ブル が 埋設 地 線 の 直上 か ら 平 行 に 5m 離し て お か れ た 場合 


(d) ケー プル が 埋設 地 線 の 直上 か ら 平 行 に 10m 離し て お か れ た 場合 
CTiming は いずれ る も 500 kc) 

て 1): ケー プル 心 線 と 遠方 接地 と の 電圧 

C2 う : ケー プル 心 線 と 埋設 地 線 と の 電圧 

注 : “a シロ グラ ム の スケ ー ル は 第 8 図 C) ぉ よび 第 16 図 を 除 
き 同 じ 


第 5 図 ケー プル に 謗 起 さ れる 電圧 波形 


80 巻 861 号 (June 1960) 


ーー 一 100m ケ ー ブ ル ーー= 


埋設 地 線 
第 6 図 
遠方 接地 に 対し て 測定 し た 。 
第 8 図 () ぉ お よび (b) は 急 し ゅ ん 波頭 の 電流 を 印加 
し た と き の 才 シロ グ ゲ グラム で , ( ぇ a) 図 は 相 


空 線 の 下 に 長 さ 100m, 深 さ 30 cm の 理 
(b) 図 は 同様 
両方 に 100m 


設 地 線 が ある 場合 で あり , 
な 地 線 が 印加 点 か ら 


設け 


(a) ケー プル 心 線 と 遠方 接地 と の 電圧 
(Timing 500 kc 


Cb) ケー プル 心 線 と 埋設 地 線 と の 電圧 


で c) 金属 シー ス 両 端 を 埋設 地 線 に 接続 
た と き の ケー プル 心 線 と 遠方 接地 と 
の 電圧 
ケー プル は 埋設 地 線 の 直上 


第 7 図 架空 線 の 延長 方 向 
に 設け られ た ケー プル 
の 電圧 波形 


設置 位置 | ケー 


: 長 方 向 に ヨ 


会 雑 誌 


られ た 場合 で ちる 。 
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(<) 


図 (b) 


図 は 緩 波頭 の 電流 〔 策 3 


参照 ] を 印加 し た と き の 浮 上 が り 電 圧 波形 で ある 。 


(3.5) 
奈 


印加 点 に 遠い 端 
架空 線 の 延長 方 向 の 地表 面 下 30cm に 
の 長 さ に gilt て 埋設 地 線 を 


論 に お ける ケー ブル の 誘起 電 
100 m 
その 地表 上 に ゲー 


設け 


NS ER 


一 端 を 印加 点 に 結び , 


の 点 の 遼 方 接地 


連 空 線 


a 


埋設 地 線 


(a) Timing 500 kc 
印加 電流 一 430 A 


ケー ブル の 他 端 を 開放 し て , そ 
と の 電圧 お よび 埋設 地 線 と の 電圧 を 


召 ! 空 『 線 


埋設 地 線 ) 


(b) Timing 500 kc 
印加 電流 一 430 A 


(©) Timing 1,000 kc 
(a) 回 路 に て 印加 電流 一 345 A 
立 上 が り 時 間 3 us の 緩 頭 波 を 
加 % た と き て 一 2,400 V) 


ケー プル 心 線 と 埋設 


LL 
埋設 地 線 
第 9 図 


設け られ た ケー ブル の 議 起 電圧 


誤 を 埋設 地 線 に 接続 し た と 


プル 心 線 と 達 方 
ケー プル の 種類 (Gm) 接地 と の 電圧 CV 地 線 と の 電圧 て V) その プル 給電 設 地 株 と の 電 
3 0 | —4, 000, —1, 600 | 十 7, 900, 十 4,000 | —6, 800, —2, 500 
” 1 | —2, 500, —1, 000 | 十 9, 400, 十 4, 800 | 2 ” 
注 : (1) 埋設 地 線 に 流入 する 衝 貞 電 流 は 一 430 A。 
(C2) 電圧 の 値 に は セッ ト の 謗 導電 圧 を も 含む 。 
3) 電圧 の 読み の 二 つ 書 いて あぁ る の は 下図 の 2 個所 で 読ん で いる 。 
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埋設 [4 地 線 


第 11 図 


(a) ケー プル が 埋設 地 線 の 直上 に お か れ た 場合 


(b) ケー ブル が 埋設 地 線 の 直上 か ら 平 行 に 1m 離し て お か れ た 場合 (a) ケー ブル 心 線 と 境 方 接地 と の 電圧 


で e) ケー プル が 埋設 地 線 の 直上 か ら 平 行 に た 5m 離し て お か れ た 場合 Cb) ケー プル 心 線 と 埋設 地 線 と の 電圧 


C1 う ケー ブル 心 線 と 速 方 接地 と の 電圧 ケー プル が 埋設 地 線 の 直上 か ら 平 行 に 
C2 う ケー プル 心 線 と 埋設 地 線 と の 電圧 1m 離し て お か れ た 場合 
第 10 図 印加 点 に 達 い 端 に お ける ケー プル の 筑 12 図 架 宏 線 下 に ゃ 埋設 地 線 が 
議 起 電圧 波形 あぁ る 場合 の 印加 点 に 遠い 端 に お 


ける ケー プル の 誘起 電圧 波形 
筑 4 表 印加 点 た 遠い 端 に お ける ケー ブル の 誘起 電圧 


ケー プル 心 線 と 遠方 


ケー ブル の 種類 接地 と の 電圧 (V) 


設置 位置 (m) 


3 0 — 8,300 ~ 7,900 
2 i — 9,500 — 9,200 
” 5 ーー10, 400 ー10, 200 


注 : 埋設 地 線 に 流入 する 衝 由 電流 は -430 A 


(a) ケー プル 心 線 と 埋設 Cb) 人 金属 シー ス 両 端 を 埋設 地 線 で 同一 条件 で 測定 装置 の 端子 を 
地 線 と の 電圧 に 接続 時 の ケー ブル 心 線 短絡 し て オシ ログ ラフ を 動 
と 埋設 地 線 と の 電圧 作 さ せ た と き の 電 圧 渋 形 

Timing は いずれ ゃ も 500 kc。 ケー プル は 埋設 地 線 の 直上 に お か れ て いる ぁ る 


第 14- 図 金属 シー ス 付 ケー プル の 誘導 電圧 波形 


架 空 線 架空 線 
ーー 一 100m ケ ー ブ ル ーー 
5 a 
TE 
OA -— TANT TR 
設 地 線 ケー プル 心 線 と 回 方 接地 と の 電圧 , Timing 埋 地 線 RY 埋設 地 線 t 
第 15 図 へ 00 ke < 一 2 700V) ケー プル は 埋設 地 吉 
| の 直上 に お か れ て いる 第 47 図 
策 16 図 ケー デル の 端 に コン デン 


ci こ 場 合 の 誘起 電圧 
( 繧 波頭 電流 の 場合 
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測定 た 。 代表 的 な オシ ログ ラム を 第 10 図 に 示す 。 
また 測定 結果 は 第 4 表 の よう で ある 。 

また 第 11 図 の ょ うに 人 架空 線 下 に も 埋設 地 線 が ある 
場合 の ケー プル 他 端 と 遠方 接地 と の 電圧 お よび 埋 
設 地 線 と の 電圧 の 代表 的 な オシ ログ ラム は 第 12 図 の 
よう で ある se 

(36) 金属 シー ス 付 ケー プル の 誘起 電圧 第 13 
図 の ょ うに 埋設 地 線 の 直上 の 地表 面 に 金属 シー ス 付 ヶ 
ー プ ル を 置き ケー プル 心 線 と 埋設 地 線 と の 間 の 電 正 
を 人 金属 シー ス を 接地 し な い 場 合 と , 両端 を 埋設 地 線 に 
接地 し た 場合 と を に っ つき 比較 し た 。 代 表 的 な オシ ログ ラ 
ム は 第 14 図 の ょ う で ある 。ap な お 第 14 図 (c) は - 上 ) 
の 場合 と 同一 条件 で 測定 装置 の 入力 端子 を 短絡 し て オ 
シロ グラ フ を 動作 させ , 測定 装置 に 誘導 され る 電圧 を 
測定 し た も の で ぁ ある 。 (① 上 ) 図 と (c) 図 と は ほとん ご ど 同 
形 で ある 。 

(37) ケー ブル の 端 に コン デン サ を そう 入 し た 場 
含 の ケー ブル の 誘起 電圧 策 15 図 の ょ うに , 架空 
線 下 で 埋設 地 線 の 直上 に ケー ブル を 置き , 印加 点 た 近 
い 端 を 埋設 地 線 に 接続 し , 他 端 に 0.5uF の コン デン 
サ を そう 和信 し , この 点 と 遠方 接地 と の 間 の 電圧 波形 を 
測定 し た 場合 の 代表 的 な オシ ログ ラム は 第 16 図 の ょ 
5 で ある s。 


4. 測定 結果 に 対す る 検討 


ケー プル に 誘起 され る 電圧 は 大 別して ; 衝 繋 電流 が 
流れ て いる 架空 線 か ら の 議 導 に よる る も の, ケー ブル の 
接続 され て いる 埋設 地 線 の 浮上 が り 電 圧 が ケー デル に 
侵入 する た め に 生ずる る も の, お よび 埋設 地 線 電流 か ら 
の 影響 と よる も の と に 分 けら れる 。 

QD ケ ゲー プル の 誘導 電圧 詳 論 筑 邊 眉 了 中 ⑧⑥=(① の 
オシ ログ ラム は ケー プル を 電圧 印加 架空 線 の 直下 ( 埋 
設 地 線 の 直上 ) に 置き , 他 端 の 心 線 を 埋設 地 線 に 接続 
し , 衝撃 電流 流入 点 付 近 で , ケー ブル 心 線 と 衝撃 電流 
の 流入 し て いな い 地 線 ( 達 方 接地 ) と の 間 の 電圧 を 測 
定 し た も の で ある 。 電流 流入 点 か ら 100m も 離れ た 
地 線 の 電位 は あぁ まり 上 昇 し て いな い の で , この 場合 の 
電圧 は 大 部 分 が 衝撃 電流 に ょ る 誘導 電圧 で あぁ る 。 

サー ブル を 架空 線 の 直下 に あぁ る 埋設 地 線 の 直上 か ら 
平行 離隔 距離 を 大 に し て る も, 第 2 表 で 見 られ る よう に 
最大 誘起 電圧 は あぁ まり 変わ ら ず , むし ろ 1~5m 離れ 
た 場合 の ほう が 大 きい 値 で ある 。 これ は 架空 線 か ら の 
議 導 電圧 は 直下 が 最大 で ぁ る は ず で ある が , 埋設 地 線 
に 近い た め , 埋設 地 線 の 電流 に より 上 架空 線 か ら の 謗 導 
電圧 が ある 程度 減殺 され る た めで ある と 考え られ る 。 
10m 以上 も 離す と 架空 線 か ら 遠く な り , 誘起 電圧 は 
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小さ く な る 。 

前 記 の ケー プル に 議 起 され る 電圧 に は 振動 波形 が 現 
われ て いる 。 こ の 振動 と 第 10 図 (1) の 振動 と は 同様 
で ある 。 第 10 図 (1) は 架空 線 か ら の 誘導 が が なく, ケ 
ー プ ル の 一 端 か ら 地 線 の 浮上 が り に ょ る 衝撃 電圧 が 加 
えら れ , ケー ブル と 大 地 と の 回 路 の 振動 を 生じ た 場合 
で ある 。 し たがっ て ケー ブル が 架空 線 た 流れ る 和 銀 し ゅ 
ん な 衝撃 電流 か ら の 誘導 を 受け る 場合 に も , 誘起 電圧 
が ケー プル 大 地 間 の 回 路 で 振動 を 生ずる の が お も な 波 
形 と な り , これ に 架空 線 を 衝 繋 電流 が 往復 反射 し て 流 
れる た め の 影 響 が 加わ っ て いる こと こと が わか る 。 これ ら 
の 波形 の 振動 周期 は 約 5us で ある 。 し た が っ て これ 
か ら 計 算 し た ケー プル 大 地 間 の 伝搬 速度 は 80~90 m/ 
ws で か な り 遅 い 値 で ある 。 

第 5 図 @-②), ( ガ )-(2)- な ど は ケ = デ ブル 心 線 と 埋 
設 地 線 の 間 の 電圧 で あぁ り , 架空 線 か ら 直 接 ケ ー ブ ル に 
誘導 する 電圧 と , 埋設 地 線 の 浮 凸 が り 電 圧 と が 加わ っ 
た 電圧 波形 で あぁ る 。 

(42) 埋設 地 線 の 浮上 が り 電 圧 第 8 図 a, 
(b) は , 急 し ゅ ん な 波頭 の 電流 が 流入 し た 埋設 地 線 と 
境 方 接地 と の 間 の 電圧 で あり , 埋設 地 線 の 浮上 が り 電 
圧 を 示す 。 ま た 筑 5 図 () あぁ あるいは 上) の ①, ②) 
の 差 を と れ ば , 前 記 と 同様 な 埋設 地 線 の 浮上 が り 電 圧 
が 得 ら れる 。 最 大 電圧 は 衝撃 電流 の 流入 し た 瞬間 に 生 
じ , その 値 は 約 20 V/A と な っ た 。 流入 電流 の 波 尾 が 
長く て も 浮上 が り 電 圧 は 急速 た 低下 する 。 浮 上 が り 電 
圧 の 筑 2, 第 3 の 山 は 架空 線 中 の 反射 波 が 地 線 の 位置 
に 到達 し た と き に 対応 し て い る 。 

第 10 図 ⑨ と 筑 12 図 (⑧ と は ,, どちら る も 地 線 
の 浮上 が り 電 圧 が ケー ブル を 伝搬 し て きた 電圧 で ある 
が , その 差異 は 架空 線 直下 に お ける 地 線 の 有無 で あ 
る 。 地 線 が 両方 対称 と 考え られれ ば , 並列 た 接続 され 
た 場合 に と も, イン ピー ダン ス は 片方 だ は け の 場合 の 1/2 
以下 に は な ら な い は ず で ある 。 し か る に 策 10 図 (b)- 
(1) の 電圧 に くら べ 第 12 図 (a) の 電圧 は 1/2.4 と な 
っ て いる 。 こ れ は 案 室 線 の 直下 に 設け た 地 線 の ほう 
が , 反対 側 に 設け た も の より 浮上 が り を 押 る ぁゃ を る の に 看 
効 如 張る 誠 避 を 未 で る 9 

第 17 図 の ょ うな 接続 で 両方 の 地 線 に 流れ る 衝撃 電 
流 の 割合 を 測定 し た 結果 60 9 が 架空 線 直 下 の 地 線 に . 
流れ , 40 % が 反対 側 の 地 線 に 流れ て ゆく こと が 明 ら . 
か と な っ た 。 こ の こと か ら る ゃ 上 架 空 線 直下 の 地 線 の ほう 
が 有効 で ある こと が わか る 。 

@④O3) 較 ケ デー デジ ル シース. 束 た は 他 , の 導体 に まる し ゃ 
へ い 効 果 第 14 図 () は ケー ブル の シー ス を 接地 
し な い 場 合 の ケー プル 心 線 と 埋設 地 線 と の 間 の 電圧 で - 


性) 
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あぁ ある 。 こ れ に 対し シー ス を 両端 で 埋設 地 線 に 接地 する 
と , 第 14 図 (も b) に 示す よう に , 心 線 と 埋設 地 線 間 の 
電圧 が ほとん ど 零 と な る 。 図 に は 高い 周波 数 の 振動 波 
形 が 若 筐 残っ て いる よう で ある が , 同一 条件 で 測定 装 
置 の 端子 を 短絡 し て オシ ログ ラフ を 動作 させ た と き の 
波形 筑 14 図 (⑦① と ほとん ど 同じ 波形 で ある こと か 
ら , シー ス の 両端 を 地 線 た 接地 すれ ば , 衝撃 電流 に 対 
する し じゃ へ い は ほとん ど 完 全 で , 心 線 と 地 線 間 に は 電 
圧 の 生じ な いこ と が わか る 。 

通常 の 鉛 被 ケー プル の 商用 周波 数 に お ける 鉛 被 の し 
ゃ へ い 効 果 は , @L に くら べ 鉛 被 の 抵抗 が か な り 大 
きい 割合 と な る の で あま り 充 分 で な い 。 し か し 衝撃 電 
流 た に 対し て は @ が 非常 に 大 きい 場合 と 相当 する の で , 
抵抗 の 大 きい シー ス で る も 充分 な し ゃ へ い 効 果 を 期待 す 
る EEC ELS 

シー ス の な い 4 心 ケ ー プ ル の 1 線 を し ゃ へ い 線 と し 
て , 両端 を 埋設 地 線 た 接続 し た と き の , 他 の 心 線 と 埋設 
地 線 と の 電圧 は , 心 線 全部 を 開放 し て 測定 し た 電圧 の 
波高 値 が 約 10,000V で ある の に 対し , 約 3,000V に 
下がっ て いる 。3,000V の 中 に は 測定 装置 に 直接 誘起 
する 電圧 を も 含ま れ て いた の で , 実際 の 値 は さら に 低 
ない 値 なる 0 た が ラ で 他 の 線 を Pe さき べ い 線 民 で 
用 いて も か な り 効 果 が ある 。 

ジ 人 ご 基 の な (かー ニッ 人 他 の デブ プル を を 次 わせ で 
その 両端 を 地 線 に 接地 し た 場合 は 心 線 と 地 線 間 の 電圧 
が 約 12 の 5,000V と な っ た 。 添 わせ 方 が 充分 で な 
か っ た の で , 添 わ せ 方 を よく すれ ば さら に よい し ゃ へ 
い が 期 待 で きる 。 


(4@④ 埋設 地 線 電流 に よる ケー ブル へ の 誘導 架 
空 線 と 反対 方 向 に 埋設 地 線 深き 30 cm) が 設け られ , 
その 地表 面 に ケー ブル が ある 場合 ケー ブル に は 架 宏 
線 か ら の 直接 の 誘導 は な い が , 埋設 地 線 た 流入 し た 電 
流 の た め の 影 響 が ある 。 第 7 図 お よび 第 3 表 が この 場 
合 の 実測 結果 で ある 。 ケ ー ブ プル に は 地 線 の 浮上 が り と 
同様 な 電圧 が 誘起 され て お り , 当然 な こと で ある が , 
ケー プル が 地 線 の 直上 に 置か れ だ 場合 の ほう "1m 
離し て 置か れ た 場合 より 放 起 電圧 が 大 きく な っ て い 
る 。 

(4・5) コン デン サ そ う 入 に よる 保護 効果 金属 シ 
ー ス の な い ケー プル の 誘起 電圧 を 抑制 する 方 法 と し 
て , ケー プル の 端末 に 避雷 器 を 設け , それ の 放電 開始 
電圧 お ょ び 制 限 電圧 が 低けれ ば ケー ブル を 充分 保護 で 
きる こと は いう まで も も ない た だ た だし じ 避雷器 の 動作 だ ど よ 
り 制 御 ケ テー プル 本 来 の 動作 に 支障 を きた さ な い よう 注 
意 が 必要 で ある 。 


ケー プル の 疾 ど ゴン デジ ザ が を で うり 人 し じ た だ 場合 は 集 16 


(36 ) 


図 の "オオ イロ グラ ささ の うる 025p 下 省 の ロジ 
サ を そう 人 入 し た 場合 で 波頭 は 非常 に ゆる や か に な っ て 
いる が , 最大 値 は 約 1/2 程度 に 低減 され て いる に すぎ 
な い 。 提 空 線 か ら ケ ー ブ プル に 誘導 する 電圧 が 静 電 誘導 
で は な く , 電磁 誘導 的 で あぁ る 場合 ぞ お よび 地 線 の 浮上 が 
り 電 圧 が 侵入 する 場合 に , 電圧 の 抑制 を 充分 た に する た 
め に は , か な り 大 き な 静 電 容 量 を そう 入 す る 必要 が あ 
りつ ご うがい の で あ 65 


5. ケー ブル の 誘導 電圧 お よび 埋設 
地 線 の 浮上 が り 電 圧 の 理論 的 考察 


(5・1) ) ケー ブル の 誘導 電圧 架空 線 た 衝撃 電流 が 
伝搬 する と , それ に 応じ て ケー ブル の 各部 に 誘導 電圧 
が 生じ , これ が ケー ブル を 伝搬 し て 端末 に 至り 電圧 を 
生ずる も の と 考 を 
られ る 。 

まず 最初 架 宰 線 
に 流れ る 方 形 波 衝 
繋 電流 に た ょ り 生 ず 
る 大 地 各 部 の 電流 
密度 お よび 電界 を 計算 する 。 大地 の 表面 に お ける 電界 
を 計算 する に あたっ て ,Rudenberg 氏 の 考 ぇ 方 を 用 
い , 第 18 図 の ょ うに 架 宰 線 の 高 さ 々 に 相当 する 半径 
で 大 地 を 半 円 形 の 断面 に と くり 抜き , その 中 心 に 架空 線 
が あぁ ある 状態 を 考え る 。 大 地 の 固有 抵抗 を ぶ (am), 電 
流 密度 を (A/m*) と すれ ば 次 式 が 成立 する 。 


0 0 0 
7 a Ca ja LR RS トコ 


0 
この 式 を 満足 する 7 は 次 式 の よう で ある 。 


第 18 図 


x Lor* 
J=ーー6 0 2 
だ (BRC 定数 


中 心 と ある 上 架 宰 線 の 方 形 波 衝撃 電流 を 7 と すれ ば , 次 
式 を 満足 し な けれ ば な ら な い 。 


=| 7z rae ahs St gy 
h t Jh 
ST 
= Kk mm Se RE St (33 
ゆ ぁ る に 
ES a Fi 4) 
ーー! A RR Re ( 


大 地 の 電 流 分 布 7 は (④ 和 ) 式 を ⑫) 式 に 代入 し て 次 式 の 
PM PS 
ko 


La eT ER 
の 4S 


Cr? —) 
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策 19 図 


筑 20 図 


し た が っ て 上 架 宰 線 に 衝撃 電流 7 が 流れ た と き , 大 地 の 
長き <z(m) 間 に 生 ずる 電界 e は 次 式 の よう に な る 。 


cy? 2) 
e=SzT=—Iz le EE @D 


架空 線 か ら ヶ ァ の 軍 離 の 地表 面 上 に 置か れ た ケー ブル の 
各部 に は , 架 宰 線 に 方 形 波 衝撃 電流 が 流れ た 場合 (6) 
式 で 求め られ る 電圧 が 発生 する 。 (6) 式 を r=3m 
お よび 5m に つい て 計算 し た 結果 が 策 19 図 で ある 。 
この 電圧 が ケー プル を 両方 向 に 伝搬 する 。 簡 単 の た め 
策 20 図 の ょ うに これ ら の 電圧 が ケー ブル 上 に 一 定 間 
隔 に er, ez2, es, ea, es の 5 個所 に 誘起 され る と する 。 
1 区 間 に 相 当 す る 長 さ の 架空 線 を 衝撃 波 が 伝搬 する に 
要する 時 間 を 24, 1 区 間 の 長く の ケー ブル を 衝撃 波 
が 伝搬 する に 要する 時 間 を 242, (架空 線 を 伝搬 中 の 減 
衰 は 省略 ) ケー ブル を 伝搬 中 の 減衰 係数 を @, 委 空 線 
中 の 衝撃 波 の 波頭 が 第 20 図 の ケー ブル の 左端 の 位置 
に 達し た と き を 時 刻 の 原点 と すれ ば , ケー ブル の 右端 
と 遠方 接地 と の 間 の 電圧 は 次 式 と より 計算 され る 。 
た だ し , 戸 ⑦ は ょ 4 な る 時 間 の 遅れ を 表わす 。 


2la HH +t) + H(A+3t) 


+ HG ム 4 圭 52) + HG カト 7 2) 


+ H(t +9t2) + (14) 


+ 2H (34 +3t) + HS 5 


+ H(A7 +7 t2) + の (19 十 92) 


還 和 35 年 6 月 (J. エ LE.E.J.) 


人 733 


a (4 1172) + SH 13 42) 
+ HG 二 15 ) +ar 人 FHC カト 17 2) 
+ar (9 0 RY 信 ポ 11¢2) 
+ HT ム 二 13 2) + 人 H(154 十 15¢2) 
+a"s HAI T1764) + 妃 (114 十 1942) 
eH 十 21t2) HG カセ 二 23 42) 

i 25) es 7 

EH 二 292) EAN の ) 

HA3 ム 十 2342) DH(15 ね 十 25) 
ECT の) = BHI9 R292) 


HG 填 312) A 89322) 


FHS 4+35 2) ーー } に 7 ) 


ケー ブル の 長 さ を 100 如 と し , ァ ー ム =5m, =10/ 
280 ws, tz 一 10/80 ws, &=1 すなわち 減衰 を 省略 し , 
7=ー200A (接地 点 の 流入 電流 は 反射 波 の た め 2 倍 の 
ー400 A に 相当 す 
る 
に より ケー プル 端 
に 生ずる 電圧 を 求 
め た 結果 は , 策 21 
図 の よ ょ よう で ある 。 
(起伏 の 多い 点 の 
平均 的 の 値 を 結ん 
だ ) 

この 結果 は , 実測 
結果 の 第 5 図 () と 非 
常に よく 似 た 波形 で あ 
り , 最高 電圧 も 計算 値 
7,600 V, 実測 値 7,000 
へ ~7,200 V で よく 一 致 
SS 

(5*2) 埋設 地 線 の 
浮上 が り 電 圧 第 22 


策 21 図 


第"221 図 
図 の ょ うに 埋設 深 さ が 2(m) の 無限 に 長い 埋設 地 線 


(SN) 


134 山村 , 他 : 


衝撃 電流 に ょ りう り 連接 接地 綱 よび 制御 回 路 に 誘起 され る 電圧 に SIG 


に 垂直 に 単位 関数 波 電 流 が 流入 し た 場合 の 埋設 地 線 の 
大 地 に 対す る 電圧 に つい て は , Sunde 氏 が 詳細 な 解 
析 を 行っ て お おり, 次 式 を 与 そ を て いる 。 

dot> A 


so (i aw re?) 


Qt く <1 の 範囲 で は 
CG (oar) 
0 un 


9 ay } 0 ) 1/2 
i ee 


Ea + yw?) ーー (9) 


た だ し , Z==y*v/16 0t, y=(2ad) ソ *: 地 線 
の 電圧 の 場合 ) ツ =1, 2, …ー…… : 地 線 か ら 1m, 
2m, …… 離 れ た 場所 の 電圧 の 場合 , a= (2 >»/ 
ANON = ZO (Hm =€xX 
8,854 X10 コ 2(F/m), g: 埋設 地 線 の 半径 (m), 
d: 埋設 の 深き (m), 6: 大 地 の 固 有 抵 抗 
(2m), g: 大 地 の 誘 電 率 (=10), v: 進行 波 
の 速度 [(2/5 K) Vm/s〕 

第 23 図 は a=0.0045 m, d=0.3m と し て 9), 

(9) 両 式 と にょ より 計算 し た イン ピー ダン ス 特 性 で ある 。 


60 


50 
‘y= =(2ad)* 埋 肥 地 線 の 電圧 
ーー: y=Im 埋設 地 線 か ら 1m の 
40 実 の 電圧 


策 23 図 


実測 結果 で あぁ る 第 8 図 (b) に お いて は , 印加 点 の 浮 
上 が り 電 圧 は lus の 点 で 電流 波高 値 1 A あたり 4V 
(p=80 Qcm)' で 第 23 図 の 42 と よく 一 致し て いる 。 


6. 結 論 


回 行っ た 試験 の 結果 ボボ よび 理論 的 考察 より , 低圧 
制御 線 へ の サー ジ 性 誘導 電圧 に つい て , その 発生 機構 
が 明らか に され る と と も に , シー ス に よる し ゃ へ い 効 


\» 


( 38 ) 


果 が サー ジ 性 誘導 電圧 た に 対し て は , きわ め て 顕著 で あ 
る こと が 確認 され た 。 : 

また , 埋設 地 線 の 施設 方 針 , ぉ よび 低圧 制御 線 の 布 
設 位置 に つい て の 根本 的 な 考え 方 を 確立 する こと が で 
きた 。 得 られ た 結果 を 要約 する と 次 の よう で ある 。 

(1) ケー ブル に 議 超 され る 電圧 は , 大 別して 衝撃 
電流 が 流れ て いる 架 宰 線 か ら の 電磁 誘導 に ょ る も の 
と , ケー ブル の 接続 され て いる 地 線 の 電位 の 浮上 が り 
が ケー ブル に 侵入 する た め に 生ずる も の と に 大 別 さ れ 
る 。 こ の ほか ケー ブル に ご く 近 い 位 置 に 衝撃 電流 の 流 
入 し た 埋設 地 線 が ある 場合 に と は, ご れ か ら の 誘導 電圧 
も ゃ ある が , 埋設 地 線 か ら の 誘導 は , 前 2 者 の 電圧 に く 
ら べ 小さ い 値 で ある 。 


(2) 架空 線 に 流れ る 衝撃 電流 に たよ ょ より, ケー プル に 
誘導 され る 電圧 は , 衝 繋 電流 の 波頭 が 非常 た 急 し ょ ん 
な 方 形 波 の 場合 は , その 波高 値 で 誘起 電圧 の 大 き さ が 
決ま る も の と 考え られ , 今回 の 実験 で は , ケー ブル が 
起 誘 導 架 容 線 の 真下 付近 に 設け られ て いる 場合 たと, だ 
い だ たい 0.13 そ 0. 27 V/A/m で あぁ っ な た 。 g 

ぁ る 程度 以上 の 緩 波頭 電流 に 対し て は , 最大 波頭 し 
ゅ ん 度 に より 誘導 電圧 が 決ま る と 考え られ , その 値 は 
波頭 3 us の 衝撃 電流 で 実験 し た 場合 0. 29~0. 44 V/ 
A/us/m で あぁっ た 。 

ケー プル に 誘起 され る 電圧 は , ケー ブル の 種類 に よ 
りあ まり 変わ ら な い 。 

(3) 地上 に 密接 し て 置か れん た ケー ブル と 大 地 間 の 
サー ジ の 伝搬 速度 は 割合 い に 遅 く 80~90 m/us で あぁ っ 
SS 

(4) 埋設 地 線 (大 さ 50 mm?, 埋設 深き & 30 cm, 
大 地 の 固 有 抵 抗 0=80 am, 長 さ 100m) の 浮上 が り 
電圧 の 波高 値 は 架空 線 の 直下 に 設け られ た も の で 20 
V/A, 延長 方 向 に 設け られ た も ゃ の で 30 V/A で あり , 
架 室 線 の 直下 に 設け た ほう ぅ が 浮上 が り 電 圧 が 低い 。 こ 
れ ら の 電圧 は 時 間 と と も に 急 に 減少 し , lws 以下 で 半 
波高 値 に 達し て いる 。 長 さ 200m の 埋設 地 線 の 中 央 
に 電流 を 流入 させ て 実測 し た 電圧 特性 は , Sunde 氏 の 
式 に と に よ ょ る 計算 と よく 一 致し た 。 

(5) 架空 線 の 延長 方 向 に 埋設 地 線 (50 mm を 深 
さき 30cm に 設け , これ に 衝撃 電流 を 流入 させ , 埋設 
地 線 上 の 地表 面 に 長く 張っ た ケー ブル に 誘起 され る 電 
圧 (遠方 接地 と の 電圧 ) は , 埋設 地 線 の 浮上 が り 電 圧 
の 約 173 で あり, 埋設 地 線 の 直上 か ら lm 離れ た 位 
赴 た に 設 けた ケー プル に 誘起 され る 電圧 は , 埋設 地 線 ら 
浮上 が り 電 圧 の 約 1/4.8 で あぁ っ た 。 

(6) ケー ブル の 衝 繋 誘起 電圧 を 抑制 する も っ と も 
有効 な 方 法 は , ケー プル シー ス の 両端 を 埋設 地 線 た に 接 
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地 す る こと こと で , ケー ブル 心 線 と 地 線 と の 電圧 は ほとん 
ざ 完 年 に 宅 さ な る 。 

人 金属 シー ス の な い ケ ケー ブル で は , 一 部 の 心 線 を 利用 
し , その 両端 を 埋設 地 線 に 接地 する と , 良好 な 衝 繋 誘 
起 電圧 の 抑制 効果 認め られ た 。 ケ ー ブル と 平行 に 両 
端 を 接地 し た 別 の 導体 を 密接 し て 設け て も か な り ょ よい 
し ゃ へ い 効 果 が 得 ら れ た 。 

(7) 金属 シー ス の な い ケ ー ブ ズル に 対し て は , 低圧 
回 路 用 避雷 器 を 設け る と , 週 電圧 を 抑制 で きる こと は 
も ちろ ん で ある が バ が , コシ デン サ を 用 いた の で は か な 
り 大 き な 静 電 容 量 の も の を 用 いな い 限 り 電 圧 抑制 効果 
は 充分 で な い 。 

(8) 衝撃 電流 の 流れ る 架 宣 線 全 よび 埋設 地 線 と 平 
行 に ケー プル を 設置 する 場合 に , 埋設 地 線 の 直上 に ケ 
ーー スル を 置い た 場合 より , それと le-5m 程度 苑 し て 
置い た 場合 の ほう が , 起 誘導 衝撃 電流 の 流れ る 架空 線 
か ら の 距離 が 大 と な る に も か か ね わら ず , か えっ て ケー 
プル に 誘起 され る 電圧 は 高く な る 。 ゝ これ は 直下 に ある 
埋設 地 線 に 流れ る 衝撃 電流 の た め , 架 宰 線 か ら の 誘導 
が ぁ る 程度 打ち 消さ れる た めで あぁ ある 。 た だ し 10m 以 
上 ( 可 補 線 の 高き 4.5m の 場合 ) も 離れ る と , 誘起 
雷 語 ば 低下 する 。 し た が っ て ケー フッ じ を 還 置 する 場 


合 , 雷 サ ー ジ 電流 の 流れ る 架空 線 か ら は で きる だ け 苑 
すべ き で ある が , 連接 接地 を 行う 発 変 電 所 で は , 極力 
埋設 地 線 に ケー ブル を 近付け て 設置 すべ き で ある 。 

(9) 埋設 地 線 へ の 衝撃 電 流 の 分 布 は , 架 宰 線 の 直 
下 で , これ と 平行 な 帰路 の 地 線 た も っ と を も 多く の 電流 
が 流れ る 。 す な ね わ ち 架空 線 直下 に 設け た 埋設 地 線 の ほ 
ぅ が , 反対 側 に 設け た も の より 浮上 が り 電 圧 を 押え る 
の に 有効 で ある 。 し た が っ で 発 変 電 所 の サー ジ に 対す 
る 接地 を 有効 た 行う に は , 雷 サ ー ジ の 侵入 する 可能 性 
の ある 架 宏 線 の 直下 に 電流 の 流れ る 方 向 と そっ て 充分 
に 埋設 地 線 を 設け る べき で ある 。 (昭和 34 年 11 月 
12 日 受付 ) 
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平衡 形 直 結 増幅 器 の 電源 変動 に よる ドリ フト 


a 思 > 標 「 


了 論 
nll 


真空 稚 に よる 直結 形 直流 増幅 器 は 入力 イン ピー ダン 
ス が 高く , 周波 数 特性 が ょ よく , 測定 器 , 安定 化 電源 , 
低速 度 形 アナ ログ 計算 機 を 初め 工業 的 な 応用 面 が 広い 
が , 原点 の 変動 すなわち ドリ フト が 比較 的 大 きく , そ 
の 適用 範囲 を 制限 し て いる 。 ドリ フト の 原因 と し て 
は , 高圧 お よび ヒー タ な どの 電源 の 変動 こと よる も の が 
大 きく , その 影響 に つい て は いま まで も いろ いろ 検討 
され て き て いる 。 の ~②⑨② ょ と ころ が プッ シュ プル 形 の 
平衡 増幅 回 路 で は , 高圧 電源 の 変動 の よう に 同相 に 入 
力 す る 変動 成分 は 平衡 され , その 影響 は 著しく 改善 さ 
れる うえ に, 高圧 電源 と し て は 高 性 能 の 帰 居 形 安定 電 
源 を 用 いる た め , その ドリ フト は ほとん ど ヒ ー タ 電源 
の 変動 に よっ て 左右 され て いた 。 後 者 に よる ドリ フト 
は 陰極 の 表面 状態 , その 熱 時 定数 な どの 複雑 な 要因 が 
あっ て , 解析 が 困難 で あぁ る うぅ う を に , 攻 電 池 以 外 に 安定 
度 の よい ヒー タタ 電源 が な く , 実用 的 に は 電源 変動 に よ 
る ドリ フト の 最大 原因 と な り , その た る あめ 平 衡 回路 に お 
いて は , 高圧 電源 の 変動 と た よる ドリ フト は 詳細 に 検討 
きれ で て いる 庄 は いな いい 

最近 , トラ ンジ スタ に よる 簡易 , 高 性 能 の ヒー タ 安 
定 電源 の 実用 化 さ れる に お よん で 事情 は 一 変 し , 
低 ド リフ ト の 直結 増幅 器 の 実用 性 と 高 在 電 源 の 変動 に 
よる ドリ フト の 再 検討 定量 的 解析 の 必要 が 生じ た 。 
特に 平衡 回 路 で る , 出力 を 不平 衡 で と り 出 す 場合 に は 
陽極 電源 の 変動 の 影響 が 従来 あ を まり 注意 され て いな か 
っ た が , 著しく 大 きく , 詳細 な 検討 が 必要 と な っ た 。 
本 稿 で は 高圧 お よび ヒー タ 電 源 の 変動 に よる ドリ フト 
を 直結 増幅 器 と し て 賞 用 され て いる 平衡 形 増幅 回 路 に 
つっ つい て 理論 的 に 解析 し , 各 パ ラメ ー タ の 影響 を 検討 す 
る と と る も に , 数 値 例 に ょ っ て 数 値 和 的 概念 を 明確 に し , 
電源 変動 と に よる ドリ フト の 限界 を 明らか に し た 。 


2. 解析 の 手順 と 仮定 
(2・1) 真空 管 特性 の 直線 近似 本稿 の 解析 は 真空 管 


Pe 
* The Theoretical Consideration of Drift-Level of Balanced Type 
Directcoupled Amplifier due to the Change of Supply Voltage. 
By M. NAGATA, Member & Z. ABE, Member (Hitachi Central 
Research Laboratry). 
† 日立 製作 所 中 央 研究 所 , 第 12 研究 室 


GO 


二 員 阿部 警 右 衛門 i 


の 特性 曲線 を 第 1 図 の ょ うに 動作 点 記 の 近傍 で 直線 
近似 し た (1) 式 を 基礎 に し て 行う 。 


筑 1 図 真空 管 特 性 の 直線 近似 


T= dmnEogr + Eskirp+lo 
=gn(Egr +Es) +Epk/rp 

こと こと に Ek pp は それ ぞ れ 格子 お よび 陽極 の 陰極 に 
対す る 電圧 , 7o=gmZs は 第 1 図 に 示す よう に Esk 
pp=0 の 場合 の ①) 式 の 7p の 値 で あり , gm Tn A 
は 有 ア 点 に お ける 3 定数 で あぁ ある 。(①) 式 の lo=gmE。s の 
項 は 直結 形 の 回 路 を 扱う ため 必 要 で , 従来 も し ば し ば 
用 いら れ て いる 。(① これ は 陽極 電流 が 3/2 乗法 則 に し 
た が うこ と , お よび 陰極 と 他 の 電極 と の 接触 電位 差 に 
還 因 し , ヒー タ 電 圧雪 な わ ち ヒー タ の 温度 に よっ て 変 
動 す る 。(1) 式 の 内 容 の 詳細 は 付録 に 示し た 。 

(2・2) EE。 の 変動 付録 に 示す よう に 

Es=s+ (Lu+1)/LEr 
ここ に , 8 は 動作 点 に ょ っ て 決ま る 定数 , 左 , は 陰極 温 
度 に よっ て 変化 する 等 価 電源 電圧 で , 第 2 図 に 示す 値 
を も つ 。(② 式 に お いて ku>1 と すれ ば 


k: ボル ツマ ン 定 数 , Tx: 険 極 温度 , gq: 電子 の 電荷 , RRs: ヒ 
ー タ 電源 の 内 部 抵抗 , 4: 定数 , 到 。: ヒー タ 電 源 電 圧 , s: 険 
極 の 表面 積 , 7: ヒー タ の 抵抗 , 下 4/: ヒー タ 電 圧 

第 2 陰極 の 等 価 電源 電圧 
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IAEAR, 
さき て, 2Ex は 陰極 温度 7 ょ の 変動 に よっ て 生じ , 後 矯 
は さら に 周囲 温度 7o お よび ヒー タタ 電圧 E。 の 変動 に 
よっ て 生じ それぞれ 次 の 関係 ある 。 の 9 の 


E116—0. 210g 2 aT inv) A 


CF 1, 000 dE op 
kG 2 A 
s 十 太 ょ 
Ee dE. る 
540( で ) CK) (5) 

~— 4K;, T+Kk。 

さま 4 た KT +K To °K) 
ONALRSOSIALLNEE ET. (6) 


以上 の 結果 を 普通 の 小形 受信 和 飼 に あて は め る と , お 上 
その 数 値 と し て 次 よう に な る 。d の 


IE sl, 000(2E/E;) (mV) 
~~0.49T, (mV)  } (Ww 
eGATE (mV) 


3. 基本 式 の 誘導 


) 式 を 用 いて 平衡 増幅 回 路 の 基本 形 と み ら れ る 第 
3 図 寺 よび 第 4 図 
の 回 路 を 解析 し , 
第 5 図 に 示す 不平 
衡 形 増幅 回 路 と 比 
較 す る 。 策 3 図 は 
出力 を 不平 衡 出 力 
と し て と り 出 す 
場合 の 基本 形 で 
で 差 動 増 己 回 路 は 
Rpz=0 と し た 
場合 で ある 。 築 
第 4 図 平衡 出力 の 場合 。 4 図 は 平衡 出力 
どら で どり 出す 場 舎 で , "低下 リ 
フト の 直流 増幅 回 鷺 と し て 広く 
賞 用 され て いる も の で ある 。 図 
中 re, re2 は 雰 点 調整 用 と し て 
用 いら れる 抵抗 和 で , 本 稿 は こ 
れ ら の 影響 を 含め て 解析 する 。 
(3・1) 不平 衡 出 力 の 場合 第 
I ぷ BIE SRE OE る 用 れれ ば 


第 5 図 不平 衡 回 路 
A El 
ali+0l,2=e | 
ご 25 重光 2 清々 RE 和 価 ヒー タク シン 凍る は 


局 和 85 年 ) 6 胎 多 I 吾 玉 J) 


等 価 電 圧 で あっ て , 次 の 値 を と る 。 
A= Ra +r (1) (R71) 
B= (+1)R, | 
a= (uz2+1)R, 
b= R292 (21) (R72) 
EE=u EFEa) +Es— QE 
e=Lz(E2+Es2) +Es— (uz+1)E, 
w) 式 より 出力 電圧 Zo は 
Horhboi=Esa liR = ER (6E—Be)/4A 
ここ に 4 は 8⑯) 式 の 行列 式 で ある 。 こ の 式 と 9 式 を 
用 いて 
AEoi= Er (ua+ Ta R22 
+ (uz +1) re2}— (La— la) RiR, 
+ C+ DCR + rp (U2 1) 2} 
士 (2 十 D) {Ri 二 r 寺 ( 十 る 9R 引 
+E L(+ {R22 (uz lr} Ra: 
—EL2MLzR,+ (r+ Lz2)R。 
+AaLR2 + rp2 + (a+ DD re NR 
EL= LADDRNRS 
Esl (Mi—L2) Ro + UR + 


十 (4z 十 1)re2}) Rs 
OE UE DR RN (10 
EG 
EE EE A (US 
i =o Es=E;+OEs RAR YC (2) 


と し た 。 すなわち, 入力 信号 電圧 を 逆 相 "(プッ シュ プ 
ル ) 電圧 と し ; その 不平 衡 分 を 8 到 と し て いる 。 
(3・2) 平衡 出力 の 場合 第 4 図 の 平衡 出力 電圧 Eo 
は Eo 一 Eu 一 Ecos で 与え られ, 万 oz は (10) 式 た に お いて 
添字 1 と 2 を 交換 すれ ば 得 ら れる 。 
AE,=A(E or—Eo2) 
= EslRormnt+ (a+1) ra 
= 7p2 十 (2 十 I) が 
+(4&:—A2) (Rar + Rs2) 0 
E+ Rt Rat rp2+ (lat DD raat 
ーー (42 二 1D)R2t Rs + (+ 7 
E(tOR +aRy2} + {LAR + BR 
Es lL {OR +aR,2}—L2 {AR,, + BR,} 
OnE0R UARS TER aS) 
(3・3) 不平 衡 増幅 回 路 の 場合 第 5 図 の 不平 衡 増幅 
"回路 で は , 
{rot+Rs + (uA+1l) RE = — (E+ES LR, 
+Erp (Lu+1) Ro +E (+ 1)R, (4) 
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(10), (13) お よび (14) 式 が それ ぞ れ の 場合 に つい て の 入力 換算 値 は , 互 。 の 係数 を の 係数 で 除 し た も の 
の 基本 式 で , これ と ⑬ ~(⑥) 式 に た に ょ っ て , ⑪ 各 電 源 。 に 下 。 の 変動 分 を 乗じ て 求め られ る 。 前 者 を …S(E。 
電圧 , Zp 万 。 互 。 の 変動 に よる 出力 電圧 の 変動 , で 表 わ せ ば 

ii 0 VE 
Ns D : Rk 2 二 9 A 変動 : SRD ES ーー _ OEo/dE. Cy CO 
電圧 の 変動 よび, (5) 弁別 比 が 求め られ る 。⑤ お EE 
よび G⑤ は いわ ゆる ドリ フト で あっ て , 直結 増幅 器 の ta SS 0 30 (18) 


場合 に は 非常 に 重要 な 問題 で ある 。 Gii) は 従来 交流 増 
幅 器 た つい て 間 題 た な うろ てい だ た 点 で , すでに 詳 論 さ 
れ て いる 。 “DP 二 稿 で は 特に ③ の 電源 変動 と よる ドリ 
フト に つい て 検討 し , その 数 量 的 概念 を 明確 に する 。 


KR3 


4. 近似 式 と ドリ フト の 入力 換算 値 


GO, G3) 式 お ょ よび G4 式 で 各 項 を 入力 信号 電圧 


の 係数 で 除 せ ば , 各 項 に 起因 する ドリ フト の 入力 換算 
値 を 求め る こと が で きる 。 また , 普通 公 二 1, Rp 


3 a Tp, Te Oe ど の 関係 が る DIE 


EE 
Mi=A>1, ro 
SC RE 8) 
と すれ ば 


A Oe OR コピ RS 2 士 Tp2 
0 Ga = re2) Rs = OURRpi) 
3 に 0 RS の 2 si Lr ez) Rs 


A » 2LRe> 2R。 = Rs2 EE Tp2 ++Arez 


他 の 電源 に 対す る ドリ フト の 入力 換算 係数 S(E»), 
S(E;), SET+E;) $ (UD 式 と 同様 に 定義 され , 
8 式 の よう に 求め られ る 6 0) 医 3) 式 お よび 4) 
式 た つい て これ ら の 値 を 求め あ た も の を , その 近似 条件 
と と る も に 和 集 1 表 に まとめ て 示す 。: こ の 久 力 換算 係数 \ ぶ 
は , その 電圧 の 変動 が 入力 に 換 筑 きれ た 場合 に 何 分 の 
ーー に な る か を 示す 値 で , 回 路 構 成 の ょ さき を 示し , で き 
る だ け 小 さい ざさ ど が 涯 まい EE OED 
絶対 値 の 大 きい も の で は 特に 注意 し な けれ ば な ら な 
い 。 


5. 理論 式 に つい て の 考察 お よび 数 値 多 


1) 数 値 例 。 以上 の 解析 結果 に つい て , 値 的 
概念 を 明確 に する た め に 代表 的 な 場合 と つい て の 数 値 
例 を 策 2 表 に 示し た 。 す な わ や もち , 代表 的 護 体 例 と し て 
12AX7 を 用 い , その 動作 点 を Ep 一 100 Vp 一 100 pA 


OR UC に と うり, 電源 電圧 を Ez 二 250 V, E。:=400 V どす れ 
Es —OLUR, + LRj2+ Tp2 填 &rez) Rp は , 
OO ER Rs i rp=200 kA2, gu=100 
選 た が っ | で 滞 だ と は 電源 1&。 の 変動 避 ま る ドリ Rp=1.5 MQ, >2 MQ 
第 1 表 各種 回 路 に つい て の 入力 換算 値 の 比較 
入力 痢 算 人 | 不平 衡 増 幅 回 路 半 築 増 幅 回 路 
EA 不平 衡 出 力 の 場合 (第 3 図 ) 平衡 出力 の 場合 (第 4 図 ) 
KN = LECCE ON CR TD DD TD UT EEN Skt 1 R 
SC LR 22 : RR s 2u2 Rk R, Cashieres DSr iSre } 
a et た 3 8 ーー(R» 二 かぁ + 人 R (mh 二 が eiー8rp— ure } 
hess CT LR 
SCE,) 1 Su CRp2+r pa er) aRe » 二 か x 2 ) 
2 uRs re \ 
SCSE-+SE;) 2uR。 Rj a 1 
“ ey 4uR, 2 
仮 定 な し LR Sr pit ra DRCRp2 P22D/2| LURE BLT cr 5 te29/2 8 ナー か 2ー ア 1 
C2R, 二 1 二 p2)/4 Ke= re 
Rp R=SR, LR, 
Su=Lz—mn LL ; leE 
EL CC Cs CS 本 折り 


~ ~ 
ここ で 


0 
DS (0Eo/0E) 


2 ) 
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第 2 表 数 値 例 
ns Es 


入力 換算 値 | 不平 衡 回 路 や 
不平 衡 出力 | 平衡 出力 
SCEE) ー1.3 x10-3 ー1.1x10=% 2.5 x10-* 
SCEL) ー1.0 ーー4.3x10-3 | 1.6x10-* 
SCE;> ー1:0 4.3 x10-3 ー4.1x10~ 
SCOET+SE,) —0.5 —0.5 
条 件 R=0 r= 
と な る 。 たこ で その ば ぱ ばらつき を そ を それぞれ rz: 20%; 
5%,. R26 と 仮定 し , ra=ree=0 と すれ ば 策 1 
素 の 数 億 は 筑 2 表 の ょ うに な る 。 こ れ ら の 数 値 は この 


種 の 回 路 の 代表 的 な 値 と みて さしつかえ な い 。 こ とこ で , 
太一 VV に 対し て 8Esg 一 0.1 V.( す な ね わ も ち .10%) - と 仮 
定 す る と , 同一 百分率 の 電源 変動 た よる ドリ フト の 入 
力 換 人 算 値 の 比重 は 次 の よう に な る 。 

250°S(Ep): 400-SCE,): 1-S(ES): 


0. Lair i ae (19) 
(5・2) 高圧 電源 の 変動 に よる 影 
ee まず 不平 衡 増幅 回 路 の 場合 に は , 


栄 ま 表 上 上: 間 SD =relLRS E00520.001 の 
程度 で , 後述 の よう に …S(E9- よ うり 小 さい 。 平衡 増幅 
回 路 で 出力 を 不平 衡 で と り 出 す 場 合 に は , 第 エ 表 の 第 
2 項 が 大 きく , SEg) ーー (Rp 二 ァ 5 二 克 ) LLRp と 考 を 
て よく , し た が っ て 不平 衡 増 幅 回 路 の 場合 より むし ろ 
夫 き さだ た いる も これ に 対 三 詳 副 炉 を 球 稀 出力 どじ 
て と り 出 す 場 合 こ は 策 1 表 の 策 2 項 は 小さ く , S(E ヵ 
0 A 0 
前 2 者 に ぐら べ て 1~2 けた 改善 され , その 極性 る 84 


IES I RS LATE RE 
っ 2 互 。 の 影響 不平 衡 増幅 回 路 C= 
ES Cp て 著 呈 大 ENS 


平衡 増幅 回 路 で は 出力 を 不平 衡 で と り 出 す 場合 で も 
SE) =(Rs2+7p2 + Zre2) /2R。 と な りり) AR。 が 大 きけ 
れ ば 著しく 改善 され る 。 出 力 を 平衡 出力 と し て と り 出 
場合 に は , 第 1 表 よ りき ら に 回 路 定数 の 平衡 の 程度 
だ け , すなわち 約 1 けた の 改善 が 期待 で きる 。 

(5・3) ヒー タ 電 源 の 変動 に よる 影響 

1) 。 の 影 提 互 。 は 険 極 表 面 温 度 の 変化 と よる 
等 価 入 力 換 算 電 庄 の 同相 成分 で , 周囲 温度 7o や ヒー 
タタ 電源 電圧 。 と (3) ~(⑥ 式 の 関係 に ある 。 第 2 表 か 
BSS RS EE 同和 灯 度 RS 
か し , EE。 る EZE。 で あぁ る の で , 同一 百分率 の 変動 を 比較 
する 場合 に は ほとん ど 問 題 に な ら な い 。 

⑫②)0Z7。 の 影 約 1 0Z。 は 2) 式 だ 定義 で だ よう に 
0 の の で 第 表 の TSOP POE) 
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= ミー リリ 2 は その間 2 ずる 人 が 逆 相 区 信 生 深 座る て 人 
芝 す る さき 考 訂 が RN で さき 1 る 0 し だ な が で まい か に 同 
相 負 帰還 を 充分 か けた 平衡 増幅 回 路 と し て を も 改善 する 
こと は 不可 能 で ある 。 従来 の 直結 形 直 流 増幅 器 の 電源 
変動 に る ドド 内 2 ポポ は と UL で に ご に 起因 上 で びる と 
考え られ る 。 すなわち , た と ば 第 2 表 の 平衡 増幅 , 
平衡 出力 の 場合 の 数 値 例 を 19) 式 た 代入 すれ ば 

6 x T0640 4 0 OR? 
ゆえ に , 万 ヵ 万 。 お よび 0E』 の パー セア ン 下 安定 率 は 同 
程度 で ある こと が 望ま し い 。 し か る に 下 p 下 。 は 高 性 
能 の 帰還 形 安定 電源 が 容易 に 得 ら れる の に 対し , 0E% 
の 変動 の 原因 と な る ヒー タ 電 圧 の 高安 定 化 は 最近 まで 
実用 的 な も の が な か っ た 。 また, た と と を 安定 状態 に お 
いて で 0p=0 と な る よう に 増幅 管区 洛 V2 を 選択 し た 


り , ヒー タ 電 計 を 調整 の ウリ じ た り し て る , その 動 特性 
すなわち 時 定数 に 差 が ある と ヒー タ 電 圧 の 急変 に 対し 


て 6E。 を 生じ , それ が その まま 入力 換算 の ドリ フト と 
な る 。 互 。 が ヒー 旬 電 圧 の 変動 に 対し て 一 次 運 れ の 広 
答 を する と 仮定 し た 場合 に は , 0 到 。 の 変化 は 第 6 図 に 
示す よう (なり <ー こ に で ほぼ 次 式 で 与 き られ る 最 犬 
値 を と る 。 


rtd EE イー 
(CD 
3 el I 


さ 
~ 
~ 
~ 
4 
~ 


筑 6 図 0E。 の 変化 


(OE | 0H + | 


た だ し e: 自然 対数 の 底 
EO ES 
いい 7 


Kis i VL CR Al 十 272) | 


ORC 
06 = RC, | 
A EE CN) 
(20) 式 の 策 2 項 は 第 1 項 に くら べ て 無視 で き な い 場合 


多く 27 0E2。'=0 と し て $0 で キ 0 の 57N O10E5 和 sO0 
保っ で と で きい 

時 定数 で に ぐら べ て 充分 早い 応答 を も つ 安 定 化 電源 
が 得 ら れれ は ば 90Ey に よる ドリ フト は 著しく 改善 ざれ 
る 。 た と える ば, トラ ンジ スタ に よる 低圧 大 電流 の 安室 
化 電源 や ③ を ヒー タ 電 源 と し で 使用 し た 場合 に は , を 


(S30) 
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IN MNNW 


ut VR NS 


K 


ie thd Per 4 i ME a i Ct PE Ta (| RN i CE is oS ie Fe a = 
(a) シー ルド ケー ス 無 し 、(b) ビニ ー ル テー フ を 二 重 に 
巻い た シー ルド ケー ズ 付 き 


第 7 図 トラ ンジ スタ 安定 電源 に ょ っ て ヒー タ 

電圧 を 安定 化 さ せ た 場 合 の 入力 換算 ドリ フト 
の ドリ フト は お を も に 周囲 温度 の 変動 お よび 陰極 の 経年 
変化 と にょ っ て 支配 され る まで 低下 し , 電源 と し て 商用 
交流 を 用 いて 数 時 間 に わ た っ て 1 mV 以下 に 保つ っ こと 
は 容 胡 で あっ た 。 第 7 図 @,(b) は その 実測 例 で , 
he の ドリ に は lm 天 ド で あ , る 6 .@) 図 で 
は 球 の 管 壁 温 度 の 変動 の た め 短 時 間 に 数 百 マ イク ロボ 
ルト の ドリ フト が み ら れ る が , これ は 主として 管 壁 周 
囲 の 空気 の 移動 に よる も の で あっ て , (も ) 図 の ょ うに 
断熱 層 で 包ん だ シー ルド ケー ス を か 記せ る こと に より 
改善 され る 。 

(5・4) 回 路 構成 お よび 回 路 定 数 の 選び 方 に よる 影響 

1) 回路 の 平衡 性 第 1 表 に お いて 不平 衡 出力 の 
場合 に は 94g/2/* の 項 は 通常 無視 し て さき さしつかえ を な い 。 
すなわち , この 場合 の ドリ フト は 回 路 定数 の 不平 衡 に 
まる の で は な くる っ ぱら 出力 を 不平 稀 で と り 出 じ た 
こと こと に 起因 し て いる 。 その た め S(Ez) は 不平 衡 増幅 
回 路 に くら べ て 改善 され ず , S(E9, S(E;) も 平衡 出 
力 の 場合 より 約 1 け た 大 きい 。 一 方 , 出力 を 平衡 で と 
り 出 し た 場合 に は , 同 表 より ドリ フト の 原因 は 94, 
Ore, Orp, OR» な どの 回 路 定数 の 不平 衡 に 起因 し て い 
る 6 の が あの ON が ん 
A ねら す SE SE SE ORE 
だ し , この 場合 に せ S(⑥E 十 0E り デー1/2" は 改 喜 で き 
な い 。 

(2) 高 増幅 率 管 の 有利 性 最良 の 性 能 を 示す 平衡 
出力 回 路 の 場合 に は 04 に 起因 する 項 が 比較 的 大 きく , 
これ ら は 

4 末 給 共 A 3 
の 形 で 現われ て いる 。 し た が っ て ば ら つ さき 6g/g が 同 
程度 な ら ば 高 増 幅 率 管 が 有利 で ある 。 こ の 点 は 電 別 比 
に つい て の 結果 で つと 一 致す る 。 
(3) 同相 負 帰 還 抵 抗 R。 の 効果 


R。 を 大 きく と る 


こと は 弁別 比 を 改善 する た めし ば し ば 用 いら れる が , 
電源 変動 に よる ドリ フト に 対し て も 有利 で ある 。 特に 
出力 を 平衡 で と り 出 し た 場合 に は , 

SE =SED =U (23) 

T=) 
と な り , 著 じ く 改 善 さ れる うな を に , 5 Rs re な どの 
変動 や , その 不平 衡 人 性 た にゃ 無関係 に な る 。 
た だ し , 注意 すべ き は ドリ フト の 入力 換算 値 は 

gE = SCESNdE,; ee (24) 
で 与 な られ る だ め 』 EZ。 を 大 ぎぐる こと に まっ て Ks 
を 大 に し た の で は dE。 も 大 と な っ て 効果 な く , 真空 
管 や トラ ンジ スタ な どの 動作 抵抗 の 大 きい 非線形 素子 
に よっ て Re を 大 ぎく ぐず る 注 法 を きき な ば びれ ば なら な 
い 。 こ の 場合 その 非線形 素子 の 変動 が ドリ フト の 原 
因 と な る 。 た と を ば , 非線形 素子 の 特性 が 第 8 図 @ 
の よう に E=RxI— 避 mm で 表 お され だ る お 4 れれ ば を の 
等 価 回 路 は (b) 図 と な る か ら (E。 一 w) を 新しく E。 と 
考え , これ を Rx に 対し て いま まで の 考え を 適用 する 
必要 が バ が あ る 。 な お, この 場合 も S⑧E+d0E』)=ー1/2 で 
改善 され な い 。 


E=RyI-Ey $CE=EN) 


(b) 等 価 回 牙 
第 8 図 非線形 素子 の 使用 


(4) 回 路 定 数 と 動作 点 の 選び 方 陽極 電流 の レベ 
ル , あぁ る い は 電源 電圧 すなわち Rp RR。 な ど を 変え 
る こと に よっ て S が どの 程度 変化 する か を 検討 する 
た め に , 12AX7 た について, Ep 二 100V と し た 場合 に 
つい て 8 種類 (A~H) の 場合 の 計算 結果 を 第 3 表 に 示 
天 。 る で nS (Eg Eg ね さよ さび SE の 某 を 証人 筑 
た の は その 電源 の パー セン ト 変 動 率 を 乗 ず れ ば 入力 換 
算 の ドリ フト 値 が 得 ち れる こと ,。 。 S(E? 下 。 , は 実際 正 
問題 に と に ならない こと, …S(6E エ 6Es) は いずれ の 場合 
も お よそ 一 1/2 終 丈 差 な く mam6Eg=0. ユ は V に まれ は 
SECEDE ga 005 RE いこ な ささ 
第 3 表 よ り 策 1 表 の 仮定 が 成立 する 範囲 で は , 7p ( ま 
た BR») に や Es を 庄 伏 させ て きせ 犬 差 な いこ 9 衛 
出力 の 場合 は 不平 衡 出 力 の 場合 に くら べ て 常に 著しく 
すれ で いる を) E26 変動 の ほら 5 が 記 。 の ぞ で れれ 
り も 若干 影響 力 が 大 きい が 大 差 な いこ と , な ど が わか 
る 。 こ れ ょ より 電源 変動 と た よる ドリ フト の 値 は お よそ 第 
4 表 の よう に な る 。 これ ら は 従来 多く の 実測 例 ょ より 常 


( 44 ) 80 巻 861 号 (June 1960) 
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第 3 表 回 路 定 数 の 選び 方 に よる 影響 


番 号 A B c | D E F G H 
RR と し 7pz な る ご と くし , 不平 衡 出 力 と する | 2? を 除き 7es に より 7 人 = | 平衡 出力 の 場合 , 
ヵ zz と する R=Rp2 
路 図 
= 
Ipa=150pA 
上 図 ど お り 上 図 に 貞 図 必 て た, を 瑞 図 に て 7 | 上 図 ど お め 上 図 に て 上 図 ど お た に て 
で 所 。:=ー75V と | 2 倍 に する を 1/2 に する “4 a 
»= EAE R, Ec:=—75V | +p=150k EV 
3 押 いる と し 7 を 変え | 8r』=30k | と し 7』 を 変 
ce を 変え る | .R。=500k | R=2M a な いよ うに kk。 C20% hE 
Re=250k | R=500F | R=2M | Dgo, | を 変 を る 0 3 ペ を 変え る 
際 2 R=250k 0) | R=250k 
SCER)ES 2.9 CV) 2.9 (WV 3.0 CV) 2.8 2.9 2.9 6.3 X10-2 6.3x10-2 
EE et 2 ) Ct 6 = 526 
SCEL)E: 1.7V) 0 #8NKV) 1.6 = 江 hh 0 4 で = 
SCOE,)8E, 約 一 0.05 CV) て た だ し , 0E ょ =0.1V と し た ) 
+,=90k +,=200k 
備 聞 kR=25 M UR;=25 M 
LR:=50 M LR;=200 M 


* 0r』 と 8g の 符号 に よ ょ っ て 変わ る . 


第 4 表 平衡 増幅 回 路 の 電源 変動 に よる ドリ フト これ が 0.05 変動 し た と すれ ば ドリ フト の 入力 換 算 
電源 196 変動 に 対す る 入力 換算 仁 。 人 埋 は 6.3pV と な る 。 到 。 に よる ドリ フト は 前 の 諸 例 
平次 出力 GmV)| 平和 貞 カ GmV) = より これ より 小さ い 。 ま た ヒー タ 電 圧 の 変動 に よる ド 
村人 に ee リフ ト は 0Es の 変動 に よる も の が 大 きく , 0E ぁ =0.1 V 
正 。 の 変動 に よる も の 条 0.15~0.6 と し , その 変動 が ヒー タ 電 圧 の 変動 の み に 比 例 す る も 
タタ 補 直 の 変 剖 に よる も の Re 8 の と すれ ば , その 変動 を 0.02% に 保っ こと に より ド 


識 的 に いわ れ て いる 値 と ょ く ぐ 一 致し て いる 。 この 数 値 
は (⑦ 式 の 数 値 と と も に 実用 上 きわ め て 重要 で ある 。 


(5・5) ドリ フト 低下 策 と その 限界 以上 の 考察 よ 
り 電 源 変動 に よる ドリ フト を 低下 させ る に は 

(1) 平衡 増幅 回 路 を 採用 し , 出力 を 平衡 で と り 出 す 
こと と 3。 回 路 定 数 , 動作 電流 に は それ ほど 注意 する 必要 
は な い が , 0 ん 4, ORp, Or 0Es を で きる だ け 小 さき ぐだ 
る よう 注意 する こと 。 

(2) ux の 大 きい 球 を 選ぶ こと 。 

(3) 動作 抵抗 の 高い 素子 に よっ て 互 。 を 低く , R。 を 
ET 

(4) Es Ee Es お よび 0E。 の 変動 を 小さ くす る こ 
と 。 の 講 点 が 重要 で , 定性 的 に は 従来 よく 指摘 され て 
いと 0 で 


リフ ト は 10uV と な る 。 この 値 は トラ ンジ スタ に ょ よ 
る 定 電 圧 回 路 に ょ れ ば 実現 容易 で ある の ② 以上 , 総 
合 し て , 現在 の 技術 で は 直結 形 真空 管 増幅 器 の 電源 変 
動 に よる ドリ フト の 限界 は 約 10pV と 考え られ る 。 
し か し この ほか に , (1) 周囲 温度 の 影響 , (2) 経 
年 変化 に と よ ょ る 回 路 定 数 の 変化 , (3) 格子 電流 や ソ ケ ッ 
ト の 漏れ 電流 た にょ る 等 価 入 力 電圧 の 変動 , (4) 雑音 , 
な ど に よっ て 入力 換算 の 堆 点 変動 は 実用 的 に は 100uV 
が その 限界 で あろ う 。 た と ふみ ば 真 容 管 の 経年 変化 に よ 
る ドリ フト は , 単 筐 の 場合 約 30uV/h と いう 報告 が 
ある 。 周囲 温度 を 安定 化し た 場合 の ドリ フト の 有限 
界 に つい て は 興味 が ある が , 別 の 機会 と 譲り た い 。 


Dl 


6. 結 


真空 答 の 動作 を ヒー タ 和 電圧 の 変動 に よる 影響 も 含め 


上 記 の 注意 を 払っ た 場合 に , 現在 実用 的 に 実現 で き て 直線 近似 を 行い , これ に よっ て 平衡 形 直 結 増幅 回 路 
る 電源 変動 と た よる ドリ フト の 限界 を 考察 する 。… ぷ ( 左 ) を 解析 し , その 出力 電圧 と 人 各 電 源 電圧 と の 関係 を 与え 


は 94/22z まで と 考え られ る か ら 9k/u=1%, ug=100 
と す よれ ば 1S(E2)=5Xx10r5, ゆる を に Ez=250V と し , 
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る 一 般 式 を 導い た 。 さらに, 各 電 源 の 変動 に よる ドリ 
フト の 入力 換算 値 を 求め , 代表 的 な 例 た に つい て 数 値 計 


G498) 
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a 


人 算 を 行い , 電源 変動 に よる ドリ フト の 低下 策 と その 眼 
界 と に た つい て 考察 し た 。 お も な 結論 は 次 の と お ぉ おり で あ 
る 。(]①) 平衡 増幅 回 路 で も 出力 を 不平 衡 で と り 出 す 場 
合 に は , Eg の 変動 に よる 影響 は , R。 が 大 きい 場合 
に は , むし ろ 不 平衡 増幅 回 路 に くら べ て 大 きく な る 。 
(2) 出力 を 平衡 出力 で と り 出 し た 場合 と は 不平 衡 出 力 
の 場合 に くら べ て , 1 けた 以上 改善 され る 。 そ の 程度 
は 回 路 定数 の 平衡 鹿 で 決ま り , 通常 04/g* が 支配 的 で 
ぁ あぁ ある 。 (3) いずれ の 場合 も 0E。 ぁ = 一 』 の 係数 
は 一 1/2" で ヒータ 電 圧 を 安定 ざ せ な い 場 合 に は ,' こ 
の 項 が 電源 変動 と よる ドリ フト の 大 き な 原 因 と な る 。 
(4) ドリ フト の 低下 策 と し て は 前 章 (5・5)" 節 ①) 
) の 結論 を 得る 。 (⑤) 普通 の 回 路 定 数 で は 陽極 電流 
Ee, Rp, R。 な どの 大 小 に は る 影響 は 少な く , 高圧 電源 
Es, EE。 の 1% 変動 に 対し , それ ぞ れ .30mV, 17 mV 
(不平 衡 出力 ) 六 よ び 0.6 mV, 0.15~0.6 mV (平衡 出 
力 ) 程 度 で ある 。 (6) ヒ ー タ 電源 10% の 変動 は 約 5mV 
の ドリ フト を 生じ , 上 記 数 値 の 中 間 に は いる 。 また 二 
つの ヒー タ の 時 定数 も 含め た 特性 の 差 が 問題 に な る 。 
(7) 現在 の 技術 で は 電源 変動 と たよ る ドリ フト の 限界 は 
約 10gV で あぁ る 。 これ は 周囲 温度 の 変化 , 経年 変化 
に よる 長 時 間 ド リフ ト よ り 小 さい 。 
今後 検討 を 要する 問題 点 は , (1) 時 定数 の 差 る 含め 
て の 90E。 の ばらつき と その 低下 策 , (2) 電源 を 完全 
ほ 定 世 た 場 舎 の ポリ U0 ププ ド の 分 株 , 宇 な ど で あ 2 。 
終り た あたっ て , 問題 点 の 提起 を いた だ いた 京都 大 
学 林 千 博 教授 と ご 討論 くだ さっ た 当所 三浦 研究 員 に 深 
謝 の 意 を 表わす 。 (昭和 34 年 9 月 25 旦 受 付 , 同 35 年 
2 月 22 日 再 受 付 ) 
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付 録 


格子 お よび 陽極 の 仕事 関数 が 電極 間 電 圧 に くら べ て 
無視 で きる 場合 に は , 三 極 管 の 陽極 電流 は 次 の 形 に 書 
ける 。 (第 2 図 参 照 ) 

Pk CE ER 定 (EEE)/L) we 


まま lo=Is (Egko, Epko, Eko) ed その 近傍 
に お ける 変化 分 27po は 


RO 0I, 
d=( 溢 -) dE t+ (Fp dE 


7 
a ee a 


Eo + dE +( Ew ) 


ゆ を に , 0 Esko Eo = Es 
Epko + Esko Ss Ee Eko 上 AEko Rk 
と すれ ば 


1 A 
I; ニコ Ta の a I )Ex+s] 
だ だ じじ ー こ ご 0707 は 動 作 吉 人 きよ つっ で 湊 ま る 定 准 で 
9 1 1/2 
gmo = ラム (Eo 2 十 Ee | 


し た が っ て 動作 点 (Egko, Enko, Eko) の 近傍 た に お ける 
ー1//p。 Es=8 十 ( 十 1)/ZEk と お け ば ① 式 と な る 。 


_ (June 1960) 
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破 康博 + 


民 中 苗 ※ 作 


1 自 0 映 羨 が 謀 凌 


低速 度 形 アナ ログ 計算 機 の 非線形 要素 や 交流 サー ボ 
の 検出 器 と し て 使用 され る シン クロ レビ ゾル バ は 高 精度 
高 信頼 度 な どの すぐ れ た 特徴 が ある が , 誘導 形 素 子 共 
通 の 欠点 と し て , 入出 力 で 位相 ずれ , 零 位 置 で の 雑音 
電圧 , 入力 レベ ル に よる 特性 変化 , 周波 数 や 温度 の 変 
化 に ょ うり 位 相 , 変圧 比 の 変 化 が バ あ る こと が 知ら て い 
る が , (や "この 特性 に つい て 設計 に 資す る まで 充分 に 人 解 
析 き さき れ た 論文 は 筆者 の 知る 限り に は な い 引 本 論 は この 
温度 に ょ る 特性 の 変化 が , 主として 巻 線 の 抵抗 値 の 変 
化 に と よる も の で ある こと と , その 補償 回 路 の 定数 決定 
法 に つい で 述べ る 。 

2. シン クロ レゾ ル バ の 温度 特性 

策 1 図 () に シン クロ レジ ビル バ の 原理 を 示す 。 直 交 

する 三 つ の 入力 巻 線 と , 直交 する 二 つ の 出力 巻 線 と の 


相対 的 角 回 転 た より 出力 巻 線 に は 三 つ の 入力 ヶ , y と 
回 転 角 9 の 正弦 , 余弦 の 関数 を 発生 する 。 第 1 図 (b) 


, 
CR 


—> lzcos8-ysing 


人 策 図 (OT 
ls L2 R 
D R 1 0 2 1 8 
Rs 
Ls - 
bc 3 | 2 


選 」: 一 次 巻 線 の 銅 損 , RR2: 二 次 巻 線 の 銅 損 
Ry: 鉄 損 , や ーー 一 L/2, "漏れ イン ダク 
タン ス , と a: 一 次 巻 線 の 自己 イン ダク タン ス 


策 1 図 (b) レゾ ビル パ バ 説 明 図 


* Temperature Characteristics of Synchro-Resolver. By Y. 
FUWA, Member (Hitachi, Totsuka Works). 
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は 入出 力 1 相 あ た り の 一 次 側 に 換算 し た 電気 的 等 価 回 
路 で ある 。 第 1 図 (b) で 7 は Ns cos 0/N» の 変圧 比 を 
も ゃ つ 理 想 変圧 器 で , Ns NN»- は 二 次 , 一 次 巻 線 数 デ の は 
回 転 角 座 る 0 次 だ ここ で で 使 ジジ ク 記 ウツ が の 次 
圧 比 と 位相 ずれ を 定義 する 。 変圧 比 7, は 一 次 二 次 最 
大 結合 (@=0) の 場合 の 入力 電圧 と 出力 電圧 と の 同相 
成分 の 比 と し , 位相 ずれ %r は 一 次 三次 最大 結合 の 場 
合 の 入力 電圧 と 出力 電圧 と の 位相 ずれ と する 。“) いま 
ジン グロ コジ ツ シレ イベ の 各位 入 作 ヒビ = 2 が 先 分 大 さき ペ 
て 無視 で きる と すれ ば , 第 1 図 (b) か ら N ゥ =NN。 の 場 
合 に 変圧 比 7,, 位相 ずれ %?r は 


XT 0 + の Ls(L; 3) rd NO) 
(Ri+Rs)*+@* (Li+Ls)* ' 
Oks | o(Li+Ls) Ch 

ーー (2) 


な る で 泥 度 語 人 0 誠 化 る 要 表 GSR 二 2 
で ある か ら , 変圧 比 +, 位相 ずれ %r の 温度 特性 は 


2 ke { 1 aR; i 
ZT TA RT LT 
1 aR OL EE a 
アデ で )—tan oF 
ee Ce esi RN 0 CEs (8 
dgr _ oLs sp ( A ( 
CRS NO Ck 
LL cos’ ga( 1 doL 1 } 
R Ao RUT 
CC CA) 
こ SC Zo ER TOL = RIOL, 
RR FR L=LDi Ls 601=tan a, 
3 
pz=tan! 


と な る 。 差 線 抵抗 の 変化 分 が 他 の も の より も 充分 太 き 
いと 考 を る と 


CA GR COT aR; 
フケ RS. R (1-+tan @, tan 2) 2T 
7 和 科 (5) 
dpr CR 
ブ =sin $2 00s Pe5 ブ (65 


(7) 
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ER 

以 は 1 相 あ た り の 特性 で ある が , 2 相 に つい て る 
同様 た な る 。 一 次 用 PP から 三次 S1, 3S2 へ , 一 次 
Ps Pa EM S1, S22 へ, —M Pi; Ps; お 0 次 
Ps, PP がら 二 次 8S3, S84 へ の , 変化 比 と 位相 ずれ を TF, 
A Or 0 と すれ SS SS の 
入力 電圧 esip2, epsps と 同相 の 出力 電圧 es1sz, essss は 


esis2 = N; (Ta Cos egipz — Ty2 sin Oegspa) [Np 


と な る 。 次 に 第 2 図 に 示す よう に サー ボ 機 構 に と 用 いら 
れる 移 相 回 路 と し て 用 いた 場合 に は , 出力 電圧 ee は 


AN; 


= Nn (a +0 + je 


éo 


と な り , この 場合 も 位相 ずれ の 温度 特性 が その まま 精 
度 に 影響 する 。 


RC= 1/w 


第 2 レゾ ル バ を 用 いる 移 相 回 路 


iR 
Rf 

en 7 
dR _ i 
9 0.44 0/C 
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温 度 (c) 
第 3 図 Ri,Rs の 温度 変化 


(分 ) 
= 


: 相 まれ の 恋 化 分 4 
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第 4 図 位相 ずれ の 温度 変化 


( 48 ) 


3. 変圧 比 , 位相 ずれ の 実測 


シン クロ レゾ ジルバ ベ の 温度 特性 た につい て 解析 し た 結果 
を 確か め る た め シ ンク ロレ ゾル バ の 1 相 に つき 温度 特 
性 を 実測 し た 。 こ の シン クロ レゾ ル バ の 等 価 回 路 の 各 
定数 は Ri=549,R2 デ 11592,Rs=449, oL2=6429, 
ナ =400 c/s で あぁ る 。 第 3 図 は 巻 線 抵抗 の 温度 変化 で 変 
圧 器 巻 線 の 抵抗 温度 法 の 計算 式 と ょ く 一 致し て いる 。 
鉄 損 , 漏れ イン ダク タン ス , 自己 イン ダク タン ス の 変 
化 は 測定 誤差 と に は いる 程度 に 小さ い 。 位 相 ず れ の 特性 
で 実線 は ⑤);, (6⑥) 
式 た と た ょ る 計 和 信 値 で 
ある 。 実測 の 方 法 » 
は 基準 電圧 を CR 
移 相 器 を 用 いた プ 
R06 行う な だ 6 
実測 値 は 計算 値 と 
NS 
る すなお ね わ ち シン 


0.9420 


筑 5 図 


変圧 比 の 温度 変化 


クロ レゾ ど ル バ パ の 温度 特性 は 主として 人 巻 線 抵抗 の 温度 変 
化 で 決ま る と 考え られ る 。 


4. シン クロ レゾ ル バ の 補償 回 路 


シン クロ レゾ ゾル パ バ の 補償 回 路 と し て は 補償 巻 線 を 用 
いる 回 路 と 電流 帰還 形 の 回 路 う と が あぁ る 。 一 般 に 補償 
人 巻 線 は 出力 巻 線 と ほとん ど 同 じ 特 性 と な る よう に 製作 
され て いる の で , 適当 な 帰還 増幅 器 を 使用 する こと に 
より 温度 特性 , 位相 特性 と も 充分 補償 する こと が で き 
る 。 和 電流 帰還 形 の 補償 回 路 は 策 6 図 に 示す 構成 に な っ 
て いる 。 Rs が は いる た め た に 増幅 器 の 出力 で 見 た シン 
クロ レゾ ビル バ の 変圧 比 7 位相 ずれ %@,/ と その 温度 
変化 は , 第 7 図 の 示す よう に 

T,'=T,(cosg!—tan @, sin De (10) 


Pr = pr! 


€; 


第 6 図 ベク トル 図 
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レル NT 


第 7 図 補償 回 路 系 統 図 


REEE, 

回 
dg 

を 


CL 
a 


0 (sn 


=tan 0, sin ¢g! Zp, ) 


Fp, AT 


Rs, sin @2 
|Z;| +R;, cos 2 
OE 6| a 6 agps 

PAE (Ra cos gs 27T 


ーー (14) 


R, sin @2 
(12Z;| +R4 cos g2)* 
pa LR 
RE 


2 


(re 


十 sin ?2 «ER 


Ts OL A 1 dR ) 


と な る が , 一 般 と に 2T,//gT は 10/*C 程度 で 小さ く , 
また (15) 式 で ZRj/g 了 7 に くら べ 他 の 項 は 充分 小さ い 。 
選 た だ な 全 < 誠 は 

dgpr sin aR 
a ; 0 

と な る 。 一 方 補償 回 路 の 出力 成分 と 同相 の 利得 了 7,” と 
位相 ずれ %r” は 増幅 器 の 利得 が 充分 大 きい と し て , 電 
流 帰還 の 位相 を 出力 の 位相 に 対し 90° に し た 場合 に 


pr 十 cos* @ 


R 
i = CC (19) 
\ RR 
Ori tanat KAR, 
< DR NENGNRI ITC 
a aA lai STEN lo a (20) 
el i ET 480 4 or UT 0 WIS OE MO (C2) 
Q = @ 


と こと で た : 補償 回 路 変圧 器 7z> に よる 係数 , 
昭和 35 年 6 月 IEE.J.) 


9: 帰 選 電圧 の 位相 


pr = tae Dt! aRs 
EE RL 
Rs; tan @,! 
RZ |* 十 2|Z:; | R4 cos @2 
x (Rs ZL Zl os ood ZL 
aT RE CE 

Z| dR, } ty 

十 R COs 2 i ) (22) 


と な る が (22) 式 で 括弧 の 中 の 第 2 項 は 第 1 項 よ り 充 
分 小さ く 。 


pn" : 1 ーー 
の ~~ sin Py"'cos Py ラテ 


と な る 。 し た が っ て 補償 回 路 の 条件 と し て は T,”== 
Tr pr =pr', dpr'ldT=dgr'ldT と な る 。 し た が 

っ て , Rs に 適当 な 値 を 選ん だ と し て 7 の が 求め 
られ る と 


2 se 守る 
A tan 2@, + [ 克 £2) (24) 
CR 
RIETILINECL MO R, cos* ¢’ sin @2 
| 
7 (25) 
EE ON Nc , 
=r/2—tan A (26) 


と 各 補 償 回 路 の 定数 が 決定 され る 。 こ の 各 定 数 に 偏差 

が ある 場合 の 7, @/", do"728 了 ポ よ び 総 合 し た 変圧 

比 ys, 位相 ずれ %zs の 関係 は 次 の よう に な る 。 
A AR。 


AR 
= ll 8 CO 
aa ke Ee ( Re Rs ) 4 
. AR a 
= ) UU 4 
A = SIDE LCON GZ ( RR 
sin 2 
Cos° Wy! sin Gl! 
Op (28) 
a ーー ( | 7 C0s° P’ sin on 
4( i Sin Py" COS Pr | 2,| ) 
x 4( ) 0 ete ie «ee (29) 
RS 0 a 
誠信 Fn ee (30) 
De= rp (31) 


5 シン クタ クロ レゾ ル バ 補 償 回 路 の 実測 
以上 の 結果 を 確か め ある た め に 第 2 章 で 述べ た シン ク 
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位 家 すれ の 温度 表 化 分 


第 8 図 %s の 温度 変化 


ロレ ゾル バ を 用 いて 補償 を し な た 場合 に つき 実測 し た 。 


30 
温 度 で C) 


4s の 温度 変化 


= 


第 9 図 


結 


シン クロ レゾ ル パ バ の 温度 特性 と その 補償 回 路 を 解析 


し , 実験 に よる 検討 を し て 等 価 回 路 的 考察 
明 さ れる こと を 明らか に し た 。 終り に 


に よっ て 説 
は 生 電 いた だ らい 


た 西山 静男 博士 , 実験 に 協力 され た 猪瀬 直 氏 に 感謝 し 


まま 8 


(昭和 34 年 11 月 17, 日 受付 , 同 35 年 3 月 
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第 1 表 シン クロ レゾ ル バ で 補償 し た 場合 の 特性 
話 計 7 測 定 値 下 7 和信 衣 人 旬 
R; 278Q 278Q 
R; 5, 00 kQ 4.430kQ 
R; 13.4Q 13.4Q 
dR,;/dT 0.068 2/°C 0.065 2/°C 
K 4.66 4.56 
{1700 0.944 
Prs = = 
DP)/ CD 0.1%/°C 0.1%/°C 
dgp,s/AI 21/°C 2:3°/C 
その 結果 は 第 1 表 の と お り で 計算 値 と 実測 値 が ょ よく 一 


PAE 0 総合 し 


た 変圧 比 と 位相 ずれ の 温度 特性 を 


第 8 図 , 第 9 図 に た 示す 。 
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真空 スイ ッ チ は 元 来 通信 機 の 高圧 回 路 の 開閉 用 と し 
て 使用 ざれ 』 た と え を は ば アメ リカ の Jeunings Radio Man- 
ufacturing? Corp. な ど で 製 造 さ れ て いる 。 し か し 最 
近 で は 同じ で アジ リカ に お いて 電力 用 開閉 器 ど し て 使 
用 され で お 9)" 主 と し じ て ュ ン デ ジ サ パパ ング の 切換 え 開 
閉 用 ぎじ で て 実用 に 供 さ れ て いる 。⑫~④ 街 者 ら は か ね 
て 油 信 しゃ断 器 , 室 気 吹付 消 弧 装 置 の 残留 電流 , 残留 
抵抗 な ど を 測定 し , それ ら の 波形 と し ゃ 断 電圧 , 電流 
お よび 消 弧 な ど ご 関す る 資料 ⑤~-③⑬ を 得 て い た の で , 
試作 世 だ 真宏 スイ ッ チ に つい て も に れ を 測定 し, 消 線 


た だ し わく 内 は 下部 可動 電極 第 3 図 上 部 固定 電極 を 


性 能 芝 比較 し で みる こと と し た だ た だ じ 試 験 た 用 いた 扶 取 写 真 取り は ず し た と き の 写 真 
電源 は 3.3 kV 配電 系 統 で ある た め , 一 般 の 電力 系 統 第 2 図 外形 写真 

に くら べ れ ば きわめ て 小 規 模 で あぁ る が , 大 電力 真空 ス 作 す る きま 2 に し た この 際 真 空 容器 の 内 部 が 真空 療 な 
イッ チ の 試作 に 多少 の 参考 に な れ ば 幸い で ある 。 る と , 大 気圧 力 と 内 部 圧力 と の 差 で ベロ ー の 内 部 断面 


積 た 応じ た 上 向き の 圧縮 力 が 働き , 電極 を 開 離す る た 

め の 電 磁 操 作 た に 反 力 と し て 働く 。 こ れ を 軽減 し て 電極 

第 1 図 は 断面 図 を , 第 2 図 は 外形 写真 を , 策 3 図 は の 開 離 速度 の 低下 を 防ぐ た め に 吸込 鉄心 の 下部 に 引張 
旨 極 を 隔 お に さき 池 齋 ジ 示 6 り ば ね を 設置 し た 。 真 空 容 器 の 側壁 は 肉 厚 3.5 mm, 

固定 電極 は 6mm@?, 長き 7 mm の 錦 製 丸 本 で 簡単 に 高き 58 mm の ガラ ス 円 和 区 で , その 内 径 を 第 1 表 に 示 

取り ぱ ず せ る よう に し 下部 可動 電極 は 18mm?, 長 すす よう な 3 種類 と に し て 内 容積 を 変え て 実験 し た 。 

き 18mm の 鋼 製 丸 棒 と し た 。 可 動 電極 は 吸込 鉄心 V 第 1 表 真空 容器 の 種類 

ょ る 電磁 駆動 と し 真 宰 容 器 外 まり ベロ ー を 通じ て 操 


2. 試作 真空 スイ ッ チ の 構造 


R 


を 称 内 径 の 断 面積 内 容積 

= “ Cmm) Cem?) (em3) 

容器 大 92.5 67.2 390—615=383.5 
々 中 63.5 31.6 183—6.5==176.5 
”_ 小 48.0 18.05 105—6.5=98.5 


と の 表 の 内 容積 か ら 6.5 cm$ が 差引 いて ある の は , ベ べ 
ロー お ぉ お よび 電極 の 容積 を 除い た 残り , すなわち 真 の 真 
究 容 積 を 人 算出 し た た めで ある 。 ガ ラス 円 筒 の 上 下 に は 
看 宏 用 ゴム パッ キン を そう 入 し , 絶 級 が いし 3 個 で 締 
め つ けた 。 ま た し ゃ 上 断 試験 の 際 に は , 容器 内 の 圧力 を 
104 mm NS る で きき は 真 氷 2 で 邊 を 続 
| けた 状態 と し , それ 以上 上 10! mmHg まで の 圧力 の と 
~~/ 訪 磁 コ イル き は 排気 稚 の コッ ク を 閉じ , 内 部 圧力 を 真空 計 で 測定 
筑 1 図 試作 真空 スイ ッ チ 構造 図 し な が らし ゃ 断 試 験 を 行っ た 。 可 動 電極 の 平均 し ゃ 断 
速度 は 約 20 cm/s, 全 し ゃ 断行 程 は 2mm と し た 。 
of Technology). 


3. 実験 結果 
京 工業 大 学 教授 , 電力 工学 担当 A a ーー 
+ て 朱 大 学 多 ) 電 カエ 学 近 試験 回 路 お よび 測定 装置 は 第 4 図 , 第 5 図 に 示す る も 


* On the Post Arc Current of the Vacuum Switch. By Y. NA. 
KANO, Member & T. NAGAIWA, Member CTokyo Institute 
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748 中 野 ・ 長 岩 : 


の を 用 いた 。 残留 電流 測定 用 増幅 器 は 直流 増幅 問 で , 
周波 数 特性 は 電圧 利得 で 次 の 値 を 有する 。 

0~30kc で 65.4dB (1,870 倍 ), 

ORCCCL IB TO REE 6 AB 
シャ ント は 同軸 円 答 形 と を せ ず , マン ガニ ン 線 0.4 一 1.2 
mm》 の も の を 無 誘 用 形 に 配置 し た 。 抵抗 値 は 0.111 
V0,247.0 ;= 012009; 0705330S の 次 栖 多き 肝 ぶ だ S 


A Sl 電流 護 政 用 


第 4 試験 回 路 


12AU7x2 TAUTxZ 6AQ5x2 


AA 


25k0) 


出 カ 
(ブラ ウン 管 へ ) 
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+450V 


第 5 残留 電流 測定 用 増幅 器 


0.1112o の も の の 時 定 


(3) 8.4x10-3mmHg C4) 1.45x10-2mmHg 


® 

| 数 肛 は 計算 で 0. 935 

正 \ 

ミ ント x10 で あぁ る の で , 

pb. 1 

SO 使用 目的 か ら は 充分 小 | 
: 還 一 「「 意 | 

TF 巨 で RF } 

80 時 間 偶 向 回 路 は 零 点 


掃引 方 式 と 同期 交流 に 
第 6 図 反復 正弦 波 偏 向 回 路 } る 反 位 提 司 二 式 と ど とみ 


用 いた 。 前 者 は 山崎 氏 ⑦ の 用 いた 回 路 を 用 いた 。 後 
者 は 15kV の 漏れ 変圧 器 を 用 い , 第 6 図 に よっ た 。 
試作 し た VS (真宏 スイ ッ チ の 仮称 ) に つき 真空 度 


お よび 真空 容器 の 容積 を 変え て 試験 し た 。 


(5) 5x10-2mmHg (6) 5.6x10-2?mmHg 
31) Vs§ の 真空 度 と 残留 電流 第 7 区 図 は し ゃ 断 供 試 し ゃ 断 回 踏 3.3kV, 90 A, 力 率 45% 遅れ , 真 補 容 器 大 
回 路 の 電圧 を 3.3kV, 電流 90 A, 容器 大 の 場合 の オ 第 7 図 VS で し ゃ 断 し た 場合 内 部 真空 度 変化 | 
シロ ゲラ ム で , こと の 図 で わか る ょ うに 真空 タ 気圧 が 上 昇 に よる 電流 堆 値 近傍 の 電圧 , 電流 著 シ シ 記 が ラム | 


する に つれ て 再起 電圧 の 振動 の 滅 衰 が 大 と な り , また 後に 流れ る も の で ある 。 空 気 し ゃ 断 器 の よう に 消 弧 力 
真空 気圧 の 上 昇 と と も に 後 残 留 電 流 が 現われ て くる 。 大 な る し ゃ 断 器 に て 小 電流 を し ゃ 断 し た 際 に , し ゃ 断 
ここ に 後 残 留 電流 と は 普通 た 呼ば れ て いる 残留 電流 の 電流 の 自然 零 値 以前 に 電流 が さい 断 さ れる いわ ゆる 電 
意 で あっ て , 後に 述べ る 前 残留 電流 と 区 別 す る た め に 流さ い 断 が 起き る と と は 周知 の こと で ある 。 その 場合 
づけ た 仮 の 名 称 で ある 。 前 残留 電流 に 対し て 後 残 留 。 電流 が さい 断 さ れ て も , な お アー ク 痕 跡 に は 放電 形式 
流 は , 再起 電圧 の 極性 が バア ー ク 電圧 側 か ら 反 転 し て の 異な る 電流 (導電 性 の ) が 流れ る 。 こ れる 一種 の 残 劉 
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電流 で ある か ら , 
再起 電圧 の 極性 が 
反転 する 瞬時 より 
前 に 流れ る も の を 
前 残留 電流 と 仮称 
し , 後 残 留 電流 と 
区 別 j る と し 
た な お ボ 策 8 図 で 
0 不 
連続 的 に 連なる の は , アー ク 電 流 の 一 部 が 電源 の 内 部 
漂 遊 容量 へ 充電 電流 と し て 奪わ れる た めで ある 。 す な 
わ ち , この 瞬時 の zo と ipr と の 差分 が 電源 の 並列 静 
電 容 量 に 流れ る が , その 分 だ け ア ー ク 電極 を 流れ る 電 
流 は 減少 する こと に な る 。 

第 7 図 で も わか る と お り 真 室 気 圧 を 上 昇 す る と 次 
に 切れ 味 が 悪く な っ て いる 。 同 図 (1) 一 (4) で は 後 
残留 電流 は 認 あ る ゅ られ な い が , 気圧 の 上 昇 と と も に 前 残 
留 電流 は 増加 し て いる 。(5) で は 5Xx10-? mmHg で 
後 残 留 電 流 も 現われ , (6) で は 5.6Xx10-? mmHg で 
し ゃ 断 不 能 た に お ちい っ て いる 。 また 図面 は 省略 する が 

一 条件 の 試験 で 6.7 メ X10-* mmHg で 再起 電圧 の 振 
動 が 激しく 前 残留 電流 が きわ め て 小 で あり ,2.7x10- 
mmHg で は 後 残 留 電流 が わずか 認め られ 7.8x10-3 
で は 後 残 習 電 流 が 大 きく な りり 一種 の ゲロ ー 放 
電 形 態 を 経て 再 点 弧 し , 4.5x10-!mmHg で は 完全 に 
し ゃ 断 森 能 と な っ た 例 も ある 。 しゃ断 不能 の 気圧 で は 
再起 電圧 に ょ っ て 再 点線 する 場合 の ほか , 回 復 電圧 に 
よっ て 給 緑 破壊 を 起 し て アー ク に 移る 場合 また その 
まま 消 弧 する 場合 , 消 弧 と 再 点 弧 の 連続 反復 の 場合 な 


Me 
Hd 0 


ed 


to: さい 断 電 流 。 ょ : 前 残留 電 
流 peo: 後 残 留 電流 


第 8 図 前 お よび 後 残 劉 電 流 


第 


mmHsg 


1) 容器 大 , 内 径 92.5 (2) 容器 中 , 内 径 63.5 
mm¢, 1.3 x10-2mmHg mm¢, 1. 4x10-2mmHg 
供 試し ゃ 断 回 路 3.3kV, 60A, 力 率 34% 遅 れ 


第 9 図 VS で し ゃ 断 し た 場合 , 真空 容 器 の 大 小 に と ょ る 
電流 零 値 近傍 の 電圧 , 電流 オシ ログ ラム の 比較 
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(3) 容器 小 , 
mm¢, 1.0x10- 拉 


ど が ある 。 次 に し ゃ 断 電流 を 60A と し , 気圧 を 90 
A の と き と 同 範囲 と し て みた が , ほぼ 90A の と き と 
同様 の 結果 を 得 た 。 

(3・2) 真空 容器 の 大 き さ の 影響 真空 容器 の 大 き 
さ を 大 中 小 の 3 種類 に 変え て 試験 を 行っ た 。 その 結果 
主 訟 の 諾 場合 生 (GUO0g DAA NC CEE OD 
大 小 に より し ゃ 断 特 性 に 著しい 変化 は 認め られ な か っ 
た が , 真空 が 悪く な る Nh の 差 が 現われ て きた 。 
は この 模様 を 示す 代表 的 な オシ ログ ゲ グラム で あ 
る 。10-? mmHg 付近 で は 容器 大 で は 最初 の 半周 波 の 
アァ アーク 時 間 で し ゃ 断 完 了 し , 容器 中 で は 1 回 再 点 弧 波 
形 を 含む が , 依然 と し て 後 残 留 電 流 は 認め られ な い 。 
容器 小 で は 数 回 の 再 点 弧 を くり 返し て し ゃ 断 完了 し て 
いる が , 後 残 留 電 流 も 認 あ られ, 再起 電圧 の 振動 も 減 
太 し て 非 振動 的 と な っ て いる 。 第 10 図 は 電流 し ゃ 断 
後 の 電 極 付 近 の 模様 を 示す 写真 で ある 。 

(3・3) 並 切 形 油 入 し ゃ 断 器 (OCB) に よる 試験 結 
果 真空 スイ ッ チ と 直接 関係 は な い が , 現在 一 般 配 
電線 系 統 に 広く 使用 され て いる 市 販 の OCB の 切れ 味 , 
残留 電流 , 残留 抵抗 を 求め て 比較 し て みた 。 し ゃ 断行 
程 は 61 mm で 全体 の 形状 も VS より も 大 で あり , そ 
れ に を も まし て 定格 が 同一 で な いも の を 比較 し て も と 考 
えら れる が , 普遍 的 で ある OCB と 同一 し ゃ 断 回 路 に 
対す る アー ク 時 間 , 残留 電流 な ど を 比較 し て みる と , 
興味 深い も の が あぁ ある 。 

代表 的 オシ ログ ゲ グラム を 第 11 図 な いし 第 14 図示 
し た 。 人 第 12 図 は 残留 電流 の 波形 を 示す が , その 全体 
を 明らか に する た あめ 掃引 速度 を 低下 し て 撮影 し た 。 こ 
の 図 の よ ょ うな 明確 な 残留 電流 が 全 し ゃ 断 試験 を 通じ て 


E 極 の み 新 品 


径 48.0 


(2) 約 1000 回 (3.3kV, 60A, 850 回 , 90A, 150 回 ) 
し ゃ 断 後 の 上 部 電極 損傷 を 示す 拡大 写真 


第 10 図 電極 接点 の 損傷 程度 を 示す 写真 


750 中 野 ・ 長 岩 : 真 


供 試し ゃ 断 回 路 2.6kV, 25 A, 力 率 10.1%6 運 れ 。 
フィ ルム 掃引 速度 3 m/s 
1 図 OCB し ゃ 断 に た ょ る 電圧 


第 J 
流 全 波 形 を 示す オシ ログ ラム 


MN 


供 試 し ゃ 断 回 路 2.6kV, 
60 A, 


分 流 器 抵抗 ?=0.25 Q 
第 12 図 OCB しゃ 断 
上 時 し ゃ 断 完了 し た 場 
合 , 残留 電流 全 波 形 と 


(1) し ゃ 断 完 了 時 
供 試し ゃ 断 回 路 2.6kV, 60A, 力 率 28.7% 遅 れ , 
分 流 器 抵抗 =0.1192 


2) 再 点 弧 時 


第 13 図 OCB し ゃ 断 に よる 電流 堆 値 近傍 の ゐ 
電圧 , 電流 オシ ログ ラム 

観察 され た が , 電流 さい 断 現 人 象 は 明り ょ うに 現われ ず 
再起 電圧 の 振動 も VS に くら べ れ ば は る か に 減衰 が 早 
い 。 た だ 残留 電流 は 第 12「 図 で みる と , その 雰 値 付近 
で 寄 休 止 が な くさく 連 続 直線 的 で ある か に 見 える が , 掃引 
速度 を 忠 げ た 第 13 図 , 第 14 図 で みる と , 前 と 後 と 
の 各 残 留 電 流 の 間 に 雰 休止 が 認 ゅ らら れる 。 再 点線 時 の 
残留 電流 の 継続 期間 (これ が 普通 の 電磁 オシ ログ ラム 
に 見 らむ る いわ ゆる 実 休 正 に 相当 は 数 十 一 数 百 マ イ 
クロ 秒 に お ね よび 場合 に よっ て は lms 以上 に 達する 
が 6 

(3・4) 試作 圧縮 空気 吹付 消 弧 装 置 (&BB) に よる 
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補 ス イッ チ の 残留 電流 


1) し ゃ 断 完 了 時 (2) 再 点線 時 
供 試し ゃ 断 回 路 2.6kV, 90 A, 力 率 42.4% 遅れ , 
分 流 器 抵抗 r=0.110o 

第 14 図 OCB し ゃ 断 に よる 電流 零 値 近傍 の 
電 座 導電 流 ジロ の 


試験 こと の 装置 は 策 15 図 に 示す よう な 構造 で あぁ る 。 
し ゃ 断行 程 は 7mm で VS の 2mm に くら べ れ ば 長 
い < 識 誠 SR 


気圧 力も 上 上 5 上 部 固定 下部 可動 電 林 
A ノズル 3 

あぁ あっ て , 一 般 

の 容 気 し ゃ 断 座 

器 よ り を も 低い a 

点 は ある が 。  , 丘 結 察 - だ 0 


全体 の 形態 寸 
法 7 齋 きき が VS 
と 似 て いる の 
で , 間 Ne 排 先 孔 電 磁 人 


筑 15 図 試作 ABB 構造 図 


供 試 し ゃ 断 回 踏 2.6kV, 25A, 力 率 10.19%% 遅れ , 
フィ ルム 掃引 速度 1.3 m/s 
筑 16 図 ABB し ゃ 断 に ょ る 電圧 , 電流 
全 波 形 を 示す オシ ログ ラム 


代表 的 オシ ログ ラム を 第 16 図 , 策 17 図 に 示す 8 
ABB の 切れ 方 は VS に くら ベア ー ク 電圧 が 高い と い 
う 点 を 除い で て は) お お むね 近似 し で いる 。 電流 ざい 陸 
現象 , NCE 
と 著しい 差異 が ある 。 

ey gmt 


と な る ほど 切れ に くく な る こと は 一 般 の 常識 どぉ お り で 


0 券 861 号 (June 1960) 
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(1) し ゃ 断 完 了 時 カッ (2) 再 点 弧 時 2=1.5 
2.1 kg/cm? kg/cm?, 
供 試 し ゃ 断 回 踏 2.6kV, 90 A, 力 率 42.49%% 遅 れ ,2: 圧縮 空気 だ め 圧 力 
策 7 図 ABB し ゃ 断 に よ ょ る 電流 零 値 近傍 
の 電圧 , 電流 オシ ログ ラム 


No Rn 


ー100 ー50 


Bf (pa) 
-=3 
-4 
~5 


{a) 2.6kV 25A 2:1kg/cm? 


(d) 2.6kV 90A 1.5kg/cme 


第 18 図 ABB し ゃ 断 
の 際 の 電圧 と 残留 
電流 波形 


-(e) 26kV 30A 1.4kg/cme 
ある 。 60 A ぐら いま で は お お むね アー ク 時 間 は 半周 
波 で ある が , それ 以上 の 電流 と な る と 半周 波 以 上 の 場 
合 も あり , 再 点 弧 波 形 $ 得 られ た 。 こ れ ら の 試験 結果 
の 波形 を 整理 し て みる と , 消 線 性 の 大 ご ~ 小 に し た が っ 
て , 次 の よう な する 4 種類 の 場合 に 分 類 さ れる 。 

(i) 電流 さい 断 の 位相 が 電流 自然 容 ょ り 前 に 過ぎ 
て オォ シロ グ ゲ グラフ に は は いら ず , か つ 長 い 間 反復 再 点線 
を くり 返 Cks る の 紀和 策 =18 : 図 (a)J) これ は し ゃ 
断 電流 が 最小 の と き で ある 。 

( 結 ) 電流 きい 断 点 は オシ ログ ラム に 明確 に 現われ 
て お ぉ おり , 前 残留 電流 は 僅少 で あっ て , その 残留 電流 へ 
の 選 移 は 不 連 続 性 が 明らか で あり , 後 残 留 電流 は 認め 


栖 和 35 年 6 月 (FILEE.J.) 


られ な いも の 。 【〔 策 18 図 (も b)〕 

GG) 電流 さい 断 は 認め られ る る も 前 残留 電流 は 大 き 
く , 後 残留 電流 も 認め られ る も の 。【〔 第 18 図 (⑥〕 

Gv) 電流 さい 断 が ほとん ど 認 め ら れず , アー ク 電 
庫 は な だ ら か な 上 昇 の 後に , 電流 堆 値 に 接近 する と ど と 
も に 次 第 に 減少 する 特性 を 示し て に いる も の 。 し か し こ 
の 前 残留 電流 の 零 休 止 は OCB の 場合 ょ より も 長く か つ 
明らか で ある 。 この 場合 は 消 弧 力 の 小 な る た めで , 
(d) 図 の 90 A し ゃ 断 の 際 の , 最終 半 波 の 再 点 弧 の 
際 の 電流 零 値 時 が その 一 例 で ある 。 

室 気 圧力 と 再起 電圧 の 負 ピ ー ク 値 と の 関係 を 求め て 
みる と , 第 19 図 の よう に な る 。 こ の 負 ビ ピー ク 値 は 前 
残留 電流 に ょ る 減衰 が 閑 却 で きる と すれ ば , 概算 的 に 
さい 断 電流 の 大 き さ に 比例 する と 考 を て さ し つ か を な 
い 。 し た が っ て , さい 断 電流 億 は 空気 吹付 圧力 に ほぼ 
比例 じ て 高 く な る と い ぇ みる 。 


3 (26kV, 60A ) s 5F (26KY, 90A) 

癌 4 井 4 

田 3 3 

Ce \ 2 

J 1 “)1 

4 RO . 
0; 0; Se 5 


2 
吹付 圧力 (kg/cm?) 


第 19 図 ABB し ゃ 断 時 , 圧 編 裕 気 圧力 と 
再起 電圧 の 負 ピ ー ク 値 と の 関係 図表 1 


2 3 4 
吹付 圧力 (kg/cm?*) 


(3・5) 3 種 の 消 弧 装 置 の アー ク 電 圧 そ の 他 の 比較 

策 20 図 は 同一 の 回 路 で 3.3kV, 60 人 A を し ゃ 断 し 
た 際 の オシ ログ ラム の 比較 で ある 。QOCB で は アー ク 
時 間 が 1 周波 以上 で , アー ク 長 も 長い の で 最終 半 波 の 
終り に 近 を を 弥 で る の デア デー ク 電 圧 は へ ~2kV= で ある 。 
ABB, VS で は ほとん ど 半 周波 で し ゃ 世 し 得 て お り , 
後 残 留 電流 も 認め る られ ず , 再起 電圧 も 強く 振動 し て い 
る 。 アー ク 電 圧 は ABB で は 0.51kV で あぁ る に 対 
し VS で は 9V 程度 で ある 。 


4. 実験 結果 の 検討 


(4・1) 真空 スイ ッ チ の 消 弧 性 VS で は , 試験 し 
た 範囲 の 真空 度 で は アー ク 電 圧 は 他 の 消 弧 装置 に くら 
べ て 著しく 低い に も ゃ か か わら ず , 電流 雰 値 付近 で の 残 
留 電流 は 小 で あり, 電流 は 自然 鶴 値 以前 に さい 断 さ れ , 
さい 断 点 は 明確 に 認め られ る 。 こ れ は VS の 電流 零 値 
の 消 イ オジ 作用 が 他 の 装置 に くち べ て 効果 的 で ある こ 
と を 意味 する 。 真 空中 で ある か ら 荷 電 粒 子 の 拡散 作用 
に 基づく 消 弧 作用 で あぁ ろう 。 

次 た さい 断 電流 値 と 真空 容器 な ら び に 真空 度 と の 聞 
係 を 調査 し た が , ば ら つ き が 大 きく 両者 の 問 に 有意 な 
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(i) OCB し ゃ 断 


(i) ABB し ゃ 断 空気 圧力 ゃ =25kgkm* 


(ii) VS し や 断 容器 大 真空 度 1.2x10°mmHg 


C1) OCB し ゃ 断 オ シロ グ て (2) ABB し ゃ 断 オ シロ (3) VS し ゃ 断 オ シロ グ 
(a) ロン グレ コー ド オ シロ 波形 ラス グラ ム , 吹付 圧力 2.3kg/cm? ラム (容器 大 ), 真空 度 | 

4x10-‘mmHg 
(b) 雰 点 掃 引 方 式 に た に ょ る 電流 雰 値 近傍 の 波形 


第 20 図 同一 回 路 条 件 で 消 弧 装 置 種 別に よる 電圧 , 電流 波形 の 比較 
1,000 
a 


+ | 


0cCB x & 
A 
€ 1 El 
la 4 に 1 昭 主 1 
3 - 、 相 RM A 
2.3kg/cmg 05 箇 | ーー 0 + - 
$ 革 人 4kglcr [> ユー 
ocB kg/cm L |l 計 ma 気 丘 | 7 ] 
TX10 mmhgi ‘ps 
4 kg/cem* |412ps 
| 。 半 NBB 
| ト で 22kg/eme |467pus | 
+ 005 005 + p= a | 
38x103 | ド VS | 「 | 
|| 
etl A 7x103 | 
x 1x103 NX 
VS i 0.01 v3 、 -001 
ーー 0.005 < 0.005 
時計 | | 殿 誤 に ka i ERANACOY | 1 1 || 
-80 0-60-50-40-30-20-10 0 1020304050607080 980100 800-€0-504030 20 A0 0 102830405060 m0 80'90 100 || 
時 間 4 (ps) 時 間 と (us) || 
3,300V, 60A し ゃ 断 回 路 , 力 率 34% 遅れ 3,300V, 90A し ゃ 断 回路 力 率 45% 遅れ | 
策 21 図 アー ク し ゃ 断 後 の 電極 間 残 留 抵 抗 - 第 22 図 アー ク し ゃ 断 後 の 電極 間 残 留 抵抗 = 
時 間 特 性 の し ゃ 断 器 種別 に ょ る 紫 較 時 間 特 性 の し . ゃ 断 器 種別 に ょ る 比較 | 
相関 関係 は 認め られ な い 。 こ れ は 実験 回 数 の 不足 も 一 き で , し ゃ 断 完了 瞬時 の 電極 ギャ ッ プ , 電極 間 の プラ | 
因 か と を も 考え られ る が , 接点 開 離 瞬 時 の 位相 の ば ら つ ズ マ 密度 の なぞ ろ い も 一 因 と 考 を られ る 6 
( 56 ) 80 人 巻 861 号 (June 1960) 
| 
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(4・2) 残留 抵抗 VS で は 真空 が 適当 に 保持 され 
れ ば て (103mmHg 以下 ) 後 残留 電流 は ほとん ど 現 われ 
ず , 残 久 抵 抗 は 大 で あぁ る 。 し か し 電流 さい 断 点 付 近 で 
は アー ク 痕 跡 の 抵抗 は 低く , 以後 急激 に 抵抗 は 上 昇 す 
る 第 21 図 , 第 22 図 は 比較 の た め OCB, ABB の 
残留 抵抗 を も 示し た も の で ある 。 この 図 に お いて , 
芋 0 の と うり 方 は OCB に つい て は 電流 の 極性 が 反転 す 
る 暗 時 を と れ ば よい の で , 別に 問題 は な い が , 電流 さ 
い 断 を 伴 な うぅ ABB と VS と で は 後 残 留 電 流 が 現 わ 
2 いこ と も あぁ る (VS で は この は な う が 普 通 で ある ) 
の で て ィ 王 0 を どこ に と る か が 問題 で ある 。 電流 さい 
交点 を t 二 0 と する こと も 考え られ る が , 電源 より の 
全 電 流 は まだ 雰 に な っ て お ら ず , し ゃ 断 器 の 消 弧 性 の 
た め に アー ク 電 流 が 他 に 移 き れ て いる の で ある か ら こ 
れ を や め る こと に し た 。 等 者 は 便宜 上 , 一 応 次 の よう 
ES A 

I es) 
0) : さい 断 電流 , Zm: し ゃ 断 電流 z⑦ 
の 最大 値 , %@=2z/、 了 : 商用 周波 数 
に より を 求め , 電流 さい 断 点 より 了 秒 後 を z=0 
SR 

VSNRRB OCB の 8 者 を き 大 ささ 欠 紅 な る Bp し 
ゃ 断行 程 , し ゃ 断 速 度 な ども 同一 で は な い の で 残留 抵 
抗 を ター つの グラ フ の 上 で 比較 する こと に は 問題 が あろ 
うぅ が, 同一 し ゃ 断 電 圧 , 電流 に 対し て , し ゃ 断 距 離 の 
非常 に 短い VS, 次 に 短い ABB な どの 残留 抵抗 が き 
わ め て 短 時 間 に 大 き な 値 に 増加 する こと は 興味 深い 。 
すなわち も 初期 の 残留 抵抗 が OCB で は 1~5 ko2, ABB 
で は 0.51.0k2 に 対し VS で は 0.005~0.01 ka2 と 
いう ぅ きわめて 低い 値 で ある が , 零 値 直前 の きわ め て 短 
i Ct) い 時 間 内 (10~20 us) に 数 
*ー > 数 次 計上 豆 林 ーー の まで EB 

補 昇 す る 。 こ の 特性 を 片 対数 
er ゲラ フ で 表わす と , ほとん 


ど 直 線 的 変化 を し て いる か 
策 23 ら , 残留 抵抗 Rt¢) は 上 記 
ょ t=0 の 決め 方 の 部 分 に お いて 
s 
RE =Rise? 


と こと に 7s: 抵抗 変化 の 時 定数 , Ro: 初期 
抵抗 
で 近似 的 に た 表 わせ る こと に な る 。 

一 方 OCB で は 同 図 で 電流 替 値 付近 の 極太 値 ま で 上 
昇 し , 以後 =20~40uws 付近 で いっ た ん 10 ko 前 後 
まで 落ち , その 後 再 び 緩 慢 に 上 昇 し て ゆく 。 VS と 
OCB と で は 残留 抵抗 の 初期 値 と その 上 昇 速 度 と で 大 
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第 24 図 低 真 補 VS の 残留 抵抗 R④ 


い に 異 な る が , VS は ABB に くら べ て る 電極 間 の 人 残 
留 抵抗 上 昇 速度 が 大 で あぁ る こと が 認め られ る 。 

太 () が 上 の 計算 式 で 表 わ せ る の は , 第 21 図 な ど 
の 直線 部 分 で 残留 抵抗 が も っ と も 急激 に 増加 し て いる 
部 分 で ある 。 こ の 計算 式 に お ける To の 値 を お の お の 
の 場合 に つき 数 値 計算 し た 結果 が , 第 21 図 が よび 党 
22 図 中 の 表 に た 示し て ある 。 To の 値 は 小 な る ほど 残 
留 抵抗 の 増加 が 乱 速 で ある こと に な る 。VS で 60 A 
し ゃ 断 の 場合 より も , 90 A し ゃ 断 の 場合 の ほう が 7 
が 小 と な っ て いる の は 理由 が 明らか で な い 。 

(4・3) 真空 度 の 低下 し た と き 次 に VS の 真 裕 
度 が 低下 し た と き は 第 24 図 の ょ うな 残留 抵抗 特性 を 
示し た 。 こ れ は 気圧 の 上 昇 と と も に 電流 零 値 付近 で の 
拡散 に よる 消 弧 機 能 が 低下 する た め と 思わ れる 。 後 残 
留 電流 が よく 認め られ , OCB の 場合 と 似 た も の と な 
る 。 た だ し 残留 抵抗 の 上 昇 率 と 極小 値 ( 谷 ) と は と も に 
VS の ほう が 高かっ た 。 第 2 表 , 第 25 図 は 残留 電流 
ぉ よび 残留 抵抗 の 貸 出 結 果 を まとめ た も の で ある 。 気 
圧 が 10-2mmHg ぐら い に な る と , VS と OCB と は 
残留 電流 な ど が 近い も の と な っ た 。 

(4・4) 真空 度 と 容器 の 容積 気圧 の 上 昇 と と も 
に 前 残留 電流 の 増加 お よび 後 残 留 電 流 の 出現 は 上 述 の 
と お り で ある が , それ ら の 気圧 に 関す る 定量 的 限界 は 
容器 の 大 き さ に よっ て 異な る 。 い まこ の 実験 の 回 数 の 
範囲 で 限界 を 示す と , 第 2 表 , 第 3 表 の よう に な る 。 

後 残留 電流 が 現われ る も し ゃ 了 断 可 能 の 気圧 範囲 き ぎ 
わ め て 狭く , 後 残留 電流 が 現われ る 気圧 は 一 応 し ゃ 断 
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不能 た 接近 し て いる 警 
戒 す べき 気圧 範囲 と あ 
GD 
断 礎 能 の 際 は , ガラ ス 
税 争 体 に わた ささ で テラ 
ズ マ が 認め られ , 試験 
後 分 解 し て みる と , ガ 
ラス の 周囲 壁 に は 黒神 
色 の 析出 物 が 付着 し て 
だ 0 これ は ZN 


7 80 9 キン に プラ ズ マ また は 
し MT 全 7 さ 符 電 和 粒子 が あたっ て 生 

第 25 図 VS し ゃ 断 に じ た 炭 化物 で あろ 53。 

ポ け る し ゃ 断 電 流 実効 値 

と 残留 電流 波高 値 お よび 

残留 電流 時 定数 と の 関係 5. 結 言 
(容器 大 ) 


試験 に 用 いた 電源 の 
容量 が 3.3kV,100 A 
以下 程度 の 小 規模 な ゃ も 
の で あっ っ て, この 結果 
を も っ て 直ちに 真空 
イッ チ の 電力 し ゃ 断 器 
用 と し て の 性 能 を 論 ず 
(で ささ な 


NN 


第 26 図 


低 真 宰 VS の 

し ゃ 断 の 際 の 残留 電流 
し か し この 程度 の 小 電 流 で は 比較 的 短い ギャ ッ プ (2 
mm) で , 市 販 の 油 入 し ゃ 断 器 (しゃ断 行程 61 mm) 
と 試作 宰 気 吹付 消 弧 装 置 (空気 圧力 4kg/cm* し ゃ 


策 2 表 低 真 宏 の VS で 3.3kV し ゃ 断 の 
際 の 後 残 留 電 流 (容器 大 ) 
(a) し ゃ 断 電 流 90A, 力 率 45% 騰 


気 圧 | 後 残 留 電 流 ピ ー ク 値 | eo R。 7 
番号 (mmHg) 1 CAS (k2) KkA/em) Cusd 
1 2x10-2 0.86 1 590 |- 11219 
2 2.6X 0.39 16.8 | 84.0 | 10.4 
3 3.8X » 0.51 HS 3808 eT 1 
4 570xX 7 0.83 803 半 攻 4 全 5 記 20 
5 5 0.17 25.1 | 125351 | C22:0 
6 5.6X 々 0.10 5,0 03 7 
7 の 0.13 42.4 |212:0 | 15.1 

(b) し ゃ 断 電 流 60A, 力 率 34% 遅 

番号 気 圧 | 後 残 留 電流 ピー ク 値 | ?o R。 7 
g: (mmHg) in (A) CkQ) CkE/cm)| (Cus) 
1 2.5x10-2 0.41 17.6 | 88.0 | 24.8 
2 2.85X » 0.25 36.2 |181.0 | 13.7 
3 4.1X 0.27 2316 | 118.0 "2328.4 
4 097 メ x 0.60 9.9 | 49.5 |106.0 
5 が 0.15 31.7 |158.5 | 24.8 


注 Zo: zw の と き の 贅 留 紙 抗 、RRo: 1cm あたり の ヵ ヶ 。o の 値 , ヶ x: 残 
留 電流 が zw の 値 よ り fw/e の 値 に な る まで の 時 間 Cws ツ う 
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第 3 表 
後 残 留 電 流 の 認 後 残 留 電 流 は 認 ゅ られ 
し ゃ 断 回 路 真空 容器 め ら れ な い 気 圧 | る も しゃ断 可能 の 気圧 
大 |1.8x10-2mmHg 以下 | 1.855.8x10-2mmHg 
3.3kV, 中 |1.2x10-2mmHg 以下 | 1.43.6X10-2mmHg 
60A 


直 10-3mmHg の オー ダ で も し ゃ 断 不 能 た に な る こと 
ぁ り 。 限界 が 明り ょ うに 出 な か っ た 。 


断行 程 7 mm) と た に くら べ て よく 切れ る こと が わか っ 
た 。 ご これら の 要点 区 総括 し で みる と 

(1) アー ク 電 圧 降 下 が き わ め て 低く , この 実験 に 
用 いた アー クギ ャ ッ プ 2mm で は 10V 内 外 で あり , 
し た が っ て アー クエ ネル ギー も は な は だ 小 で ある 。 
(2) 電 流 零 値 付近 で の 消 イ オン 作用 は 他 の 装置 より も 
顕著 で あぁ あり, 残留 電流 も 少な い 。 前 残留 抵抗 の 初期 値 は 
極端 に 低い 値 で , この 装置 で は 数 オー ム 程 度 で ある が , 
電流 さい 断 さ れ て 以後 の 残留 抵抗 上 昇 束 は きわ め て 高 
い 。 な お , こ の ほか この 実験 で 確か め あら れ た 点 を 要約 す 
る と , (3) 真 宰 気 圧 を 安全 し ゃ 断 避 能 範囲 内 10‘mm 
Hg 以下 ) より 次 策 に 上 げ て ゆく と , 新 次 に 前 残留 電 
流 が 増加 し 10"?mmHg の オー ダ に な る と 後 残 留 電 流 
まで も 現われ る に いた を ぞ を ぁみ きら に 気圧 を 上 げ る どき まる 
な くし ゃ 断 不 能 た に な る 。 これ ら 後 残留 電流 が 現われ て 
も し ゃ 断 可能 の 気圧 範囲 は 狭い の で , 後 残 留 電 流 の 出 
現 は し ゃ 断 不 能 た に 対す る 警報 と いえ る 。 (4) 実験 し 
た 程度 の 真空 容器 の 大 き さ る の 範囲 で は , 真 宰 気 圧 
10-* mmHg 以下 な ら ば は ば 大きな 影響 は 認 あら れ な い 。 
し か し 後 残 留 電 流 の 現われ る 気圧 範囲 と いた れ ば , 客 
器 の 小 な る ほう が バ が しゃ断 不能 に お ちい りや すい 。 (5) 
し ゃ 断 不 能 の 気圧 範囲 で は 電極 間 で 絶縁 破壊 を 起 し , 
消 弧 と 再 点 線 を くり 返し , 間欠 放電 と な る こと が 多 
い 。 (6) 電流 さい 断 現象 の 起き る こと は 宰 気 吹付 消 
弧 装 置 と 似 て いる が , 後者 で は さい 断 電流 が 宣 気 圧力 
に 比例 し て 高い が , 真空 スイ ッ チ で は 上 真空 度 ま た は 真 
宰 容 器 の 容積 た に 対し ば ら つ き が 多く , 有意 な 相関 関係 
は 認め られ な か っ た 。 

この 研究 を 行う に あたっ て 協力 され た 本 学 大 学院 学 
生 益 田 淳一 氏 , 学部 学生 小川 寿美 雄 氏 の 労 を 多 と する 。 
(昭和 34 年 9 月 16 日 受付 , 同 35 年 3 月 10 日 再 受 付 ) 
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衝撃 沿 面 フ ラッ シオ ー バ に 関す る 一 考察 * 


正 員 藤田 


1. 緒 言 


筆者 は 沿 面 フ ラッ シオ ォ ー バ の 機構 を 調べ る 目的 で , 
その 基礎 的 実験 と し て 衝 繋 電圧 の り ヒ テン ベル ヒ 像 な 
ら び に 惣 像 を 求め て , それ ら の 電圧 特性 お よび 沿 面 
フラ ヲ ラッ シオ ー バ 電圧 特性 と の 関連 性 な ど に つい て す で 
に 報告 し た や ~③ を の 際 に が ガラス 管 を 用 いて 背後 電 
極 の な い 場 合 の 沿 面 フ テ ェ ミッ シオ ォ オーバ の 特性 を 調べ て み 
た 。' ガラ ス 管 が 空 心 の も の , 内 部 に 蒸留 水 を 充て ん し 
た も の , お よび 食塩 水 を 充て ん し て その 濃度 を 種々 変 
えた も の に つい て 実験 を 行い , これ ら の 沿 面 フ ラッ シ 
オーバ 特性 を 比較 し た と ころ 興味 あぁ る 二 三 の 事実 を 見 
出し た の で , 誘電 率 お よび 解離 イオ ン の 観点 か ら お も 
に 定性 的 に 検討 を 試み た 。 管 内 の 充て ん 物 は いずれ の 
場合 も 接地 を ず 絶 緑 状 態 た 保っ た 。 


2. 実験 の 方 法 


策 1 図 に 示す よう な 内 径 22.5 mm, 外 径 25 mm の 
ガラ ス 管 の 外周 に 2 個 の 幅 20mm, 厚 さ 0.3 mm の 
鉛 帯 を 巻き , これ を 締め っ つけ て ガラ ス 表 面 と 密着 させ 
て 電極 と し , 接地 極 を 固定 し て 電圧 印加 極 を 動か し て 
フラ ッ シ オ ー バ 距離 を 変え を えた 。 電 極 と ガラス 管 表面 の 
接触 た に は 特に 注意 を は らい 完全 た に 接着 する よう に く ふ 
う 5 し た 。 印 加 衝 繋 電圧 は 標準 波形 (1x40)us で ある 。 
食塩 水 を 充て ん する 際 に は 蒸留 水 100 cc 中 に それ ぞ 
れ 1mg, 10mg, 100mg, lg 写 さ よさ び 10ge の の 会場 を 
落 解 し て 用 いた 。 フ ラッ シオ ォ オー ババ 電 圧 値 に は 50% フ 
ラッ シオ ー バ パ 値 を 5 回 求め て その 平均 値 を と とり, かつ 
測定 の っ ど ガ ラス 表面 お よび 宰 心 の 場合 は その 内 部 の 
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直人 堆 t 
残留 電荷 を 消去 し て 実験 を 行っ た 。 


3. 実験 結果 な ら び に 考察 


治 面 フ ェ ッ シオ ー バ は 賜 度 の 影響 を 受け る の で , 実 
験 は すべ て 相対 湿度 85 の と き を 選ん で 行い , 温度 
は 7 一 10°C, 気圧 は 760 mmHg 近傍 で あっ た 。 

(3…1) 空 心 ガラ ス 管 と 蒸留 水 を 充て ん し た ガラ ス 
管 の 沿 面 フ ラッ シオ ー パ 電圧 特性 正極 性 お ょ よび 負 
極性 の フラ ッ シ オ ー パ 電圧 値 と 電極 間 距 離 と の 関係 を 
筑 2 図 と 策 3 図 
示す 0 ズラ マッ 
ジホ ーー 全 際 の ゐ の 災 
花 の 様子 は 宰 心 
で は 直線 的 に フ 
フン 2 
る が 聞 留 水 を 充 
て ん お る と 炎 秦 
は 屈曲 し た 経路 
を た どり その 中 
間 に こ ぶ が で さき 
る と きも ある 。 
また 室 心 の と き 
選ば フラ アジ 
ーー 人 バ 人 後 カラ ズ スズ の 


と OT RT ER 
表面 に 鋼 粉 の 茜 電極 間 距 哀 (mm) 
着 が 見 られ た 
が , 蒸留 水 を 充 第 2 図 室 心 プラス 管 の 沿 面 


て ん し た 場合 に フラ ッ シ オ ー バ パ 電圧 特性 
は この ょ よう な こと は 認め られ な か っ た 。 

(a) 極性 効果 に つい て 第 2 図 だ お よび 第 3 図 に 
明らか な よう に 空 心 , 蒸留 水 充 て ん いずれ に する 極性 効 
果 が 認め られ , 正極 性 フラ ッ シ オ ォ オーバ 電圧 の ほう が 負 
極性 の それ より 小さ い 。 

Meek 氏 は 気 中 の 不平 等 電界 に お いて 生ずる 極性 交 
果 に つい て 述べ て いる が , の 沿 面 フ テラ ェ ッ シ ォ ー バ の 場 
合 も は ほ ば 同様 と 考え られ る 。 す な わ ち 電極 間 に あ る 電 
圧 を 印加 し た と き 電 子 な だ れ 頭 部 の 空間 電荷 電界 を 考 
える と , 正極 性 電圧 の ほう ぅ が 負極 性 電圧 の 場合 ょ り 大 
きく な る 。 こ の こと は 正極 性 電圧 の も と で は 負極 性 電 
圧 よ り 低 い 値 で 電子 な だ れ の スト リー マ 転 秒 が 行わ れ 
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沿 面 フラ ッ シ オー パパ 電圧 (kV) 
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ow 
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策 3 図 蒸留 水 を 充て ん し た 場合 の 
治 面 フ ラッ シオ ォ オーバ 電圧 特性 


る こと を 意味 し , 極性 効果 が 現われ る こと に な る 。 な 
お , この ほか に 極性 効果 に 対す る 付近 に ある 接地 物体 
の 影響 も 当然 考え られ る が , 実験 は 革 燥 し た コン クリ 
ー ト 床上 に ある 高き 75 cm の 木製 実験 台 上 の 直径 40 
Cm さ 40Em き の が いで 移 A ぶ , 訂 が か つ 含 
自体 も 他 の 接地 物体 か ら 3m 以上 は な れ て いる か ら , 
極性 効果 に お ぉ お ょ ぼ す 付近 の 接地 物体 の 影響 は 小さ いと 
皿 二 れる 

(b) 治 面 フラ ミッ シオ さ コバ 電圧 特性 の 比較? カラ 
ス 穫 が 塞 心 の と き と 比 較 し て 蒸留 水 を 充て ん する と フ 
ラッ シオ ー バ 電圧 は 低下 する が , 策 2 図 と 策 3 図 を く 
ら べ る と , "(直接 比較 し た も の は 第 6 図 # お ょ び 第 7 図 ) 
低下 の 程度 は 電極 間 距 離 の 増大 と と も に 大 きく な り , 
5cm 程度 の 距離 に な る と 15kV ぐら い に る も 達する 。 
ガラ ス 表 面 の 導電 率 を 一 定 に 保っ た 条件 の も と で , こ 
の 05 7 な フ 6 ジーニ 電 打 が 4 代 下 ある 原因 穫 e で 
こと これ を 遊 見 イ オン お よび 誘電 率 の 二 つ の 面 か ら 考 察し 
"© 次 記 3 

実験 た 用 いた ガラ ス 管 は ソー ダグ ラス で ある か ら , 
その 表面 に は 多少 Nat イオ ン が 遊 見 し て いる し , ま 
た 蒸留 水中 に も わずか な が ら H+ イオン と OH- イオ 
ン が 存在 し て いる か ら , ( 燕 留 水 の イ オン 濃度 は 約 4 万 
分 の 一 モル 程度 ) 外 部 か ら 電 界 を 加 を た 場合 た, これら 
イオ ン に よる 電界 の 変わ い が 空 心 の と きよ り 大 きく な 
り フ ラフ ツン ジオ ーー が 電圧 (な 低下 する 6 二 が イボ 
濃度 が 小さ いか ら , 電圧 低下 に お よ ぼ す 作 用 も 次 に 述 
べ る 誘電 率 の 相違 に よる 作用 より は は る か に 弱い と 推 
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第 4 図 


定 き され る 。 

次 に 誘電 率 の 方 面 か ら 考 える 。 い ま 一 般 に 第 4 図 の 
よう に 誘電 率 の 異な る i, 62 な る 媒質 が 界面 を 接し 
て いる と き , 図 の ょ うに 座標 軸 を と る と , 1 な る 媒質 
中 の 電荷 g に は 次 式 で 示さ れる zs な る 力 が < 方 各 
に 働く 。 


2 = 1 E52— Es1 gq 
47TE; Es2Es1 


gs1, 8s2: それ ぞ れ の 媒質 の 比 誘 電 率 , ga: 電 

荷 g と 界面 間 の 距離 
1 くく 82 な る 場合 に は , 1 中 の 電荷 dg は 図 の よう に Fz 
な る 力 を 失 面 に 垂直 に gz の 媒質 の ほう へ 受け る 。 そ こ 
で , いま &: の 媒質 と し て ガラ ス 管 外周 の 大 気 を 考え , 
gs の 媒質 と し て 空 心 の と き に は 大 気 (iz) , 蒸 劉 
水 充 て ん の と き に は 蒸 留 水 (E280, ei%e2) と し ガラ 
ス の 厚 さ は し ば らく 無視 する 。 実験 は 7 が お よそ 
1, 000 mm Hg・cm 近傍 で 行っ た か ら , 単 一 電子 な だ 
れ で 火花 が 形成 され た と みて よい 。 また 衝撃 電圧 を 切 
加 し た か ら 当 然 過 電圧 破壊 と な る か ら 


7: 電極 間 の 距離 , Z。: 電子 な だ れ が スト リー 
マ に 転移 する 現 離 
第 2 図 を みる と 正極 性 フラ ッ シ オ ー バ 電圧 の 測定 値 
(50 6 フラ ッ シ オ ー ペ バ 値 5 回 の 平均 )} は 7 全 2.5 cm 付 
近 で ば ら つ き が 非常 に 大 きく , 同様 な こと が 負極 性 フ 
ラッ シー 電圧 に 3 おい xe は t=2 em 付 天 で られ 
る 。 さら に 第 1 表 に 第 2 図 の 特性 の 測定 内 容 を 示し た 
が , この 表 か らし て も 上 記 電 極 間 距離 近傍 の 測定 点 内 
容 に お いて , 他 の 測定 点 と くら べ て 50% フ ラッ シオ ー 
バ 電 圧 の ぽ ら つき が 大 きき 現 お れ て に る 。 こ の こ y か が 
らし て 正 極性 フラ ッ シ オ ー バ で は 約 2.5 cm, 負極 性 
フラ ッ シ オ ー バ で は , 約 2cm 以下 の 電極 間 忠 離 で は 
電子 な だ れ が ギャ ッ プ を 横切る こと を 示し , 補間 電荷 
電界 の 式 中 に は exp| adZ の 項 を 含み , 上 記 の 限 朱 
中 離 以 上 の ギャ ッ プ で は , 電子 な だ れ は 片方 の 電極 近 
傍 の 強い 電界 部 分 だ け を 通過 する わけ で , 塞 間 電荷 電 
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EE = ーー— 
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Oa DE 
電圧 特性 の 測定 値 $2 0z | 
下 析 人 006 - 溢 還 あ フッ ンー 人 E00 I EC I TU (RR ) 
距 離 オー パ 電 庄 CkV9 A i RT “WW Up Di | で 
VR を ば ばらつき 5 回 の | ば ら つ き 
最 大 | 量 4 拘 に の 押 遼 挟 大 | 生ま 0 人 nn 
a yy #y ws 0.9 916 基 30578 靖 1 31.2 0.9 vps: 燕 留 水 充 て ん 時 の ヶ 方 向 拡 散 
: < 0.6 42:7 | 409 42.5 0.4 & 才 
KR R48 | 449 a 60.6 | 59.4 | 60.1 1.2* 速度 ヵ -/: 藻 留 水 充て ん 時 の 電子 
2.0 62.0 60. 8 61.2 1.2* 66.6 6417 65.3 43* の 体積 密度 
2.5 64.1 62.4 53.3 衣 69.1 68.5 68. 8 0.6 L a s ルー t 
3.0 65.4 | 64.8 | 65.2 0.6 80.7 | a8ige e805 0.4 すなわち 電子 な だ れ の 拡散 に ょ る 横 広 
305 導 関 82:3 有 181.9 性 821 ko e897 0 2 同 で 卸 序 閣議 の と さき より 4 
.0 
, , 87:6N S69 17 a7 WN | Ns.5 | to ‘ 2 電子 の 体積 密度 は 大 きく な る 。 な お 7 方 向 の 
. — — = = 104.6 |103.9 |104.2 ? 
5.0 104.0 |103.1 |103.5 0.9 sR 5 = 拡散 速度 も 蒸留 水 充 て ん に ょ っ て 3 式 と は 


* 他 の 測定 点 と 比較 し て ば ら つ き が 大 きい 。 


界 の 式 中 に exp3| aaz の 項 を 含む こと に な る 。 す 
な ね わ ち , 限界 距離 を 境 に し て これ より 小さ い ギ キャップ 
で は 2 ミズ 。。 太 きい ギャ ッ プ で は .2>2Z。 と 朗 る 4』 電子 
な だ れ は その 進行 に つれ て , 電子 の 熱 運動 的 拡散 作 
用 , G⑪①) 電子 の 静 電 的 反発 作用 中 よっ て 横 広 が り を 増 
すわ け で ある が , 本 実験 の よう な 相当 大 きい 過電圧 印 
加 の 条件 の も と で は Fletcher 流 に 考え て , 電子 な だ 
れ の 進行 の 初期 で は ① に よる 横 広 が り を , 次 いで 空 
間 電 荷電 界 が あぁ る 値 に 達し て か ら は ば G⑪ に よる 横 広 が 
0 れる た Rk る る 

(D7 筐 内 だ 蒸留 水 を 充て ん する こと に よう て, 拡 
散 作 用 に ょ る 電子 な だ れ の 横 広がり が いか な る 影響 を 
受け る か を 考え 々 る 。 第 4 図 の ょ うに を < を 電子 な だ れ 
の 進行 方 向 と し ヶ を 管 面 に 直角 に と り , 管 外 方 た 向う 
を の を 正 と し ヶ ッ を ヶ z ぉ よび を に 直角 た に な よう に 
座標 を 選ぶ 。 ガ ラス 管 が 空 心 の と き に 任意 の 点 そ に お 
ける 電子 な だ れ の z お よび y 方 向 の 拡散 速度 vpz, 
vpy は 次 式 で 示さ れる 。 


VUpsz — 


だ た だし, ヵ z=: < 点 の 電子 の 体積 密度 の D-: 

子 の 拡 藤 係数 

次 に 管内 に 蒸留 水 を 充て ん する と , その 誘電 率 が 空 
気 に とく ら べ て 大き いため に 電子 な だ れ 中 の 電子 群 は 
(a 式 で 示さ れる 力 が ぁ . を. の 負 の 方 向 » すなわち 
管 表 面 の 方 向 に 受け て 加速 され る 結果 , 電子 群 は この 
方 向 に ちる 度 Ye を 得る こと に な り , 管 が 空 心 の 場 
合 - で あぁ っ た 電子 の 体積 鶴 度 が , 蒸留 水 を 充て ん し 
た た め に , 方 向 の 拡散 速度 は wpe が ら vpz' に 減 
小 す る 結果 , 4-^ に 増加 する 。 こ れ ら の 関係 は 次 式 で 
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異な っ て くる が , その 変化 は を 方 向 に くべ 
て 小さ いか ら 無 視 し た 。 

(ii) 電子 な だ れ の 後期 で は 拡散 に ょ る 横 広 が り の 
速度 は 「 静 電 反 発作 用 に よる を の より 小さ く な る か 
ら , "この 期間 に お いて は 反発 作用 だ け を 考え る 。( こ 

境目 の 時期 と し て Fletcher 氏 は , 平等 電界 の 気 中 
放電 の 場合 に は 電子 な だ れ の ラジ アル 方 向 の 拡散 速 
度 wp が 静 電 反 発作 用 に ょ る 同 方 向 の 広がり の 速度 
等 選 き な ララ た と さと し で いる ) ガラ スズ 管 が 補修 の と 
き の 住 意 の 点 < に お ける 静 電 反 発 た よる 電子 群 の 各 方 
和 同 速 度 の zs) wy は 次 式 で 示さ れる 。 


Va Lz) } ( 5 ) 
EE 
だ _: 電子 の 移 電 能 度 , ぁ -: 電子 群 の z 方 向 


の 宰 間 電荷 電界 , EZy-: 電子 群 の ッ y 方 向 の 宣 
間 電 荷電 界 , ぁ : ヶ 方 向 の 印加 電界 , Ey: 'Y 
方 向 の 印加 電界 


この 期間 で は 宰 間 電荷 電界 が 相当 大 きい か ら , 電子 エ 


ネル ギー も 所 ス 入 体 分 子 に く ら べ て 高 く な る 結果 , ⑮⑤) 式 
は きき 記 の OEE CNRS 
Vrs Ci a ) 6 ( 8 ) 
EO RN 3 
ガラ ス 管 に 藻 留 水 を 充て ん する と , 電子 な だ れ 中 の 


電 洋 知り RK の ME RO 邊 の 訪 向 SVR な 
る 速度 を 得る こと に な り , この 速 席 と 蒸留 水 充 て ん 時 
の 空間 電荷 電界 に 対応 する (⑯⑥) 式 の 速度 を 合わ せ 考 を 
る と , 結局 蒸留 水 を 充て ん し た と き の 静 電 反 発 た よる 
る 方 向 の 速度 rg′ は , 宣 心 時 の 速度 wg より 小さ く な 
る 。% 方 向 速度 も (6) 式 と は 異な る 値 に な る が , その 
差 は 方 向 速度 に くら べ て 無視 し た 。 すなわち 静 電 反 
発 た よる 電子 な だ れ の 横 広がり も , < 方向 で 押え られ 
た 形 た に なり, 宰 心 時 より 電子 の 体積 密度 は 増大 する 。 
以上 '⑰, GG⑤ の 結果 を 模型 的 た 示す と , 策 5 図 の 
よう に な り , | 電子 な だ れ の 横 広 が り が 拡 表 ある い は 競 


@6) 


758 - 長田 : 衝撃 沿 面 プ ブラッ ジオ ー バ に 関す る 一 考察 


電 反 発 の いずれ に よる に せよ 管内 に 蒸留 水 を 充て ん す 
る こと に ょ よって, 電子 な だ れ の 電子 の 体積 褒 度 が 大 き 
く な り , し た が っ て これ に 対応 する 正 イ オン 体積 密度 
幸夫 旋 の と さ ざ に を ら べ て 増加 性 で 電 事 なだれ 准 受 下 
リー に 転移 する に 必要 な 電子 な だ れ 頭 部 の 正 イ オン 
密度 (my=7X10" 個 /cm? ぐら い ) に 雌 連 的 低い 電 圧 
で 到達 し , 沿 面 フ ラミ ッ シ オ ォ オーバ に いた る わけ で あ , る 。 


共 % 上 は は, ラ 
&==& の と き の 断 面 才 
「 ( 半 円 & 候 定 ) ス の 厚 さ を 無 
8&< ょ 82 の と き の 臣 面 福 誠 て 参 和 た 
“ が , これ を 考 
る 慮 し た 場合 も 
ほ き 同様 に 類 
第 5 図 模型 的 に 示し た 和 
電子 な だ れ の 断面 な お 第 3 図 


に 参考 まで た に ガラ ス 管 中 に 誘電 率 約 3 な る 変圧 器 油 を 
売 て ん し じ た と き の 沿 面 フ ラッ シオ ー バ 特性 を 示し た 。 
フラ ッ シ オ ー パ 電圧 は 空 心 の 場合 より 低下 する が , 蒸 
留 水 を 充て ん し た と きよ り は 高い 。 変圧 器 油 た は 遊離 
イオ ン が きわ め て 少な く , 前 た に も 述べ た と お り 元 来 薫 
留 水 の 遊 元 イ オン も きわ めで て 微量 で ある か ら , フラ ッ 
シオ ォ オーバ 電圧 の 低下 に 差 が で きる 原因 は , イオ ン の 多 
少 よ り も 主として 誘電 率 の 相違 に 帰せ られ な けれ ば な 
ら . 族 。 

(3・2) ガラス 管内 に 食塩 溶液 を 充て ん し た と き の 
沿 面 フラ ッ シ オ ー パ 特性 食塩 を 蒸留 水深 解 し て 
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第 6 図 食塩 水 を 充て ん し た 場合 の 沿 面 
フラ メジ オー 電圧 特 怖 有 正極 性 ) 
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第 7 図 食塩 水 を 充て ん し た 場合 の 沿 面 
フラ ッ シ ォ オーパ 電圧 特性 (負極 性 ) 

その 濃度 を 変え を た フラ ッ シ オ ー バ 電圧 と 距離 と の 関係 
を 第 6 図 と 第 7 図 に 示し , また 電極 ギャ ッ プ を 一 定 に 
保っ た 場合 の フラ ッ シ オ ォ オーバ 電圧 と 食塩 濃度 と の 関係 
を 第 8 図 に 掲げ た 。 和 実験 時 の 相対 湿度 , 温度 , 気圧 な 
ど は 前 の と き と ほ は ば 同じ で あぁ る 。 フ ラッ シオ ォ ー バ 時 の 
火花 の 形状 は , 直線 的 で は な く て 策 9 図 の スケ ッ チ の 
よう に 管 の 円 周 方 向 へ も 延び , また 短 ギ ャ ッ プ の と き 
に は 表面 か ら 跳 躍 す る 現象 が 見 られ た が バ が, ギャ ッ プ を 
増す と 火花 は 表面 に 応 着 し た 。 電 極 お よび 管 表面 の 損 
傷 は ほな と ん ど な か っ た が , 長 ギ ャ ッ プ の 場合 に 正極 性 
電極 近く の が ガラス 表面 に , 熱 た よる も の と 思わ れる 小 
さい きず が で きる こと が あぁ っ た 。 

(a 浴 面 フラ ッ シ オ デバ ボ 電 司 の 低下 に つい て 

第 6 図 , 第 7 図 か ら み て 食塩 深 液 を 発 て ん する と , 
その フラ ッ シ オ ー パ 電圧 は 宏 心 は も ちろ ん , 蒸留 水 の 
と きよ り も さら に 大 き な 低 下 を 示す じ 』 まな た 第 8 図 の 
よう に 食塩 濃度 に ょ っ て 低下 の 度合 が 異な る 。 

初め に 食塩 溶液 を 通じ て の 漏れ を 調べ る 。 ガ ラス 管 
の 外 径 2.5 cm, 内 筆 2.25 cm, ガラ ス の 表面 固有 抵 
抗 の 値 を 109%2/cm* と し て 管 lcm" あ た り の 表面 抵抗 
を 求め る と , 1.3X1082 と な る 。 次 に 電極 の 幅 を 2cm, 
ガラ ス の 体積 固有 抵抗 を 1042cm にとり , 仮に 管内 
落 液 を 完全 導体 と みな し て る も 管 1 cm あたり の 体積 抵 
抗 は 1.7Xx1029 と な り , 表面 抵抗 た 対し て 充分 大 き 
な 値 と な る か ら , 溶液 を 通し て の 漏れ は 無視 で きる 4 
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10° 10' 1 10 10* 
蒸 創 水 100cc 中 の 食 堀 の 量 (mg) 
築 8 食塩 水 の 濃度 と 導電 率 お よび 
フラ ッッ シオ ォ オー ババ 電 圧 と の 関係 
次 に 食塩 の よう な 強 電解 質 の も の を 蒸留 水 た 落 解 し 
た と き , その 水深 液 の 誘電 率 が 区 留 水 の を れ と いか に 
変化 する か に つい て は Furth, や Drake, HastedC2 世 
ら の 実験 が あり , か つ そ の 
結果 も それ ぞ れ 異な っ て い 
る が , いずれ に し て る ゃ 誘電 
率 の 変化 は 大 し て な いと み 
られ る の で , この 影響 は 考 
慮 じじ な が うな だ 。 
食塩 深 液 の 性 質 と し て 落 
解す る 食塩 の 量 を 増す と 渡 
慶 を 増す が , 重量 比 約 35 % 
で 飽和 に 達する 。 そ し て 座 
解 し た 食塩 は 濃度 に よっ て 


“志和 補 
第 9 図 食塩 水 を 充て 
A フン 
オォ ー バ 災 花 の 形状 


異な る が ,- 大 部 分 が Nat, CIl- イオ ン に 自然 解離 す 
る 。 

食塩 の 解離 度 
濃度 Gg 当量 /D | 0.001 0.01 0.1 1 
解離 度 て %) | 99.4 | 93.5 | 84.4 | 68.2 


すなわち 溶液 中 た は イオ ン の ほか に 若干 の 食塩 分 子 
を 含み , これ ら の 分 子 は イオ ン 結 合 を し で いる が , こ 
れ に よる 影響 は な いも の と し た 。 また 衝撃 電圧 を 印加 
し た と き に 深 液 内 の 電界 は あぁ まり 大 きく な いか ら , こ 
れ ら の 分 子 が 解離 し て 新しい イオ ン が 生じ る こと も な 
い 。 

そこ で 次 に 濃 度 を 1 mg 一 105 mg/100 cm? の 範囲 で 
か えて 導電 率 を 測定 し て 第 8 図 に 併記 し た 。( も っ と 
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も 食塩 は 約 3.5Xx104mg で 人 錠 和 する か が から, これ 以上 上 で 
は 濃度 は 一 定 に な る ) 電解 質 の 導電 率 は 強 電界 の 場合 
に は Wien 効果 に ょ っ て オー ム の 法則 か ら ず れる が ; 
本 実験 で は 落 液 に か か る 電界 は 低い がら, 前 述 の よう 
に 新しい 解 見 イ オン の 増加 も な いと みな され る の で , 
測定 は ブリ ッ ジ で 行っ た 。 和 集 8 図 に は 電極 ギャ ッ プ 
を 5.5cm に し た と き の 各 濃度 に お ける フラ ッ シ オ キー 
パ バ 電 圧 の 値 も 示し て ある 。 食塩 濃度 に 対す る これ ら フ 
ラッ シオ ー パ 電圧 お よび 導電 率 の 特性 を みる と , 両者 
は 大 体 に だ おい て 相反 関係 に あり , か つ 飽 和 の 始ま る 点 
(10* mg/100 cm3 ぐら い の 濃 度 ), 飽和 に 達する 点 (2x 
104 mg/100 cm3 ぐら い の 濃 度 ) も ほぼ 一 致し て いる 。 
記 の に と から で 食 塩 溶液 た よる フラ ッ ジ オーバ パ 電圧 
の 低下 は , 落 液 の 導電 率 た に ほぼ 相応 し て ガラ ス 管 外周 
の 主として 電極 近く の 電 泉 が 強め あら れる 点 た ある と 考 
えら れる 。 こ れ を さら に 具体 的 に 検討 し て みる に , 会 
塩 濃 度 の 大 きい 範囲 で は 多少 ずれ る が , 導電 率 と 深 液 
の イオ ン 密 度 と は ほぼ 比例 する か ら , 第 8 図 の ブリ ッ 
ジ で 測定 し た 各 濃 度 に ぉ ける 導電 率 は , その まま イオ 
ン の 相対 密度 を 示す と みな され , この よう な 密度 で イ 
オン は 溶液 中 に 均一 分 布 し て いる わけ で ある 。 

Nat ポ ぉ よび CF" イオ ン の 移動 度 は , それ ぞ れ 
4 TO RIO Nm Ne RNS SE RHE 
対し て 管 外 大 気 中 の 電子 の 移動 度 は , 30 kV/cm 程度 
の 電界 で 1.7x103 cm?/Vs ぐら い ( 陽 イ オン の 値 は 同 
状態 で 1.8 cm り Vs ぐら い ) で は る か に 大 きい 値 を も 
うっ で いる 。 まな だ た 沿 面 フ テッ ジオ キー バ が 発生 する 半 衝 
撃 電 圧 波 は その 点 で きい 断 さ れる が オシ ログ ゲ グラム で 調 
べべ る と パ ず 4 愉 の 場合 で 約 10s で 
て いる こと が わか っ た 。 い ま 電 極 間 に 衝撃 電圧 を 印加 
選 て 洛 面 フラ ッ ジ ホー ペ た と きき を 才 を る と 計上 E 記 の 
よう な 移動 度 の 大 き な 相 違 , し か も ガラ ス 管 外周 の 電 
極 近傍 の 電界 と に と くらべ て 沙 液 内 の 電界 が 非常 に 小さ い 
こと こと, お ぉ および 電圧 印加 時 間 が luws 程度 で ある こと な 
どか らし て , 管 外 気 中 の 電子 な いし は 電子 な だ れ は を も 
ちろ ん , 陽 イ オン の 動き に 対し て を も 落 液 内 の イオ ン の 
動き は 無視 で きる 程度 で ある か ら , 衝撃 電 圧 印加 か ら 
フラ ッ シ オ ォ オーバ の 過程 で , 深 液 内 に 均一 密度 で 分 布 し 
て いる イオ ン の 状態 は 和 訪 さ きれ な いと み ら れ る 。 し た が 
っ て 深 液 の 導電 率 の 増加 に 対応 し て フラ ッ シ オ ォ オーバ パ 電 
圧 が 低下 する 現象 は , 濃度 の 増加 に ょ っ て 第 8 図 の よ 
ポジ 記 3 業 る る る る れれ さり 宇和 傘 
外周 の 電極 近傍 の 電界 が 変わ い 強 化 さ れる た め と 解釈 
で さき 2 

(b) フラ ッ シ オ ー バ 電圧 の 飽和 特性 に つい て で 

管内 に 食塩 深 液 を 充て ん する と 著しく フラ テラ ッ シオ ー 


( 63 ) 


760 長田 : 


バ 電 圧 が 低下 する こと は 前 述 の と お り で ある が , さら 
に その 形 は 第 6 図 お よび 第 7 図 の ょ うに 電極 ギャ ッ プ 
の 小さ い 和 範囲 で は , 直線 状 に フラ ッ シ オ ォ オーパ 電圧 が 上 
昇 す る が ,」 正極 性 電圧 で ' 約 2.5 cm, 負極 性 電圧 で 約 
2 cm 以上 に な る と , 飽和 現象 が 現われ 始め , これ は 

(3・1) 節 (b) に お いて 空 心 ガラ ス 管 に つい て 吟味 し 
こ に 電子 な だ れ が , ギャ ッ プ を 横切る 限界 距離 た 一 致し 
て いる こと は 興味 深い 。 す な わ ち この 限界 距離 以下 の 
短 内 ゆ k ッ フ * で は ミ 2 で 電 術 なれ は > ジジ を 横 
切っ て スト リー マ に 転移 する か ら , 両 電極 の 間 で 相当 
の 長 さ を 占め る 比較 的 に 弱い 電界 の 部 分 も スト リー マ 
の 形成 に 寄 時 する し た が で , ご の 範囲 で は フラ リッ 
シオ キー ババ 電圧 は ほぼ ギャ ッ プ の 距離 に 比例 し て 上 昇 
じ , 特性 は 直線 状 と な る 。 ギャップ が 限界 距離 以上 に 
な る と 7>Zo と な っ て , 電子 な だ れ は 負極 性 電極 の 近 
くに お いて , な いじ は これ に 続く 店 間 の 弱い 電界 忠 で 
スト リー マ に 転移 する か ら , ギャ ッ プ を 横切る 必要 が 
な い 。 それ ゆ を に この 範囲 の ギャップ で は 距離 を 増し 
で に る の 割 谷 器 ( 誠 フラ た ぶる = が ペ 電 礎 は 仁 押 呈 な と 
で , いわ ゆる 飽和 特性 を 表わす こと に な る 。 

元 来 条 平 等 電界 に な る 電極 の 配置 で は , 単なる 気 中 
フラ ッ シ オ ー バ で る も 多少 飽和 特性 を 示す が , 治 面 フラ 
ッ シ オ ー バ で は , 第 6 図 , 第 7 図 の と ぉ り 飽 和 の 度合 
ば は 宰 旋 » 蒸留 水 充 て ん の 順に や ゃ や ゃ 増加 選 で いる 6 これ 
ら に くら べ て 食塩 深 液 を 充て ん し た 場合 に , 限界 距離 
以上 で 大 きぐ 飽 和 す る の は , 前 た 述べ た よう に 管内 深 
液 中 の 主 と じ で 負 性 電極 近く の イオ お ぉ お ま よび これ に 続 
く 中間 の 管内 壁 近傍 の イオ ジン の 作用 ゃ も 若 斑 加 っ て , 」 室 
必 や 蒸留 水 充 その と き ょ 9 も $ 短 い 下 離 ほ た 示 い で, ョ ス 
トリ ー マ の 転移 が 行わ れる た め と 思わ れる 。 


4. 結 言 


治 面 フラ ミッ シオ ォ オー が 機構 を 調べ る 基礎 的 実験 と し 
て , ガラ ス 管 を 用 いて その 外周 に 二 っ つの 電極 を 配置 
し , ( 後 電極 は な い ) 管 の 内 部 が 空気 , 変圧 器 油 , 蒸 
留 水 お よび 食塩 深 液 の 場合 に っ ついて, 外部 電極 間 の 沿 
面 ブ フォ カッ シオ ォ オー バ 電 圧 の 特性 を 求め る た 。 印加 電圧 は 
(1x40)pws の 衝 繋 電圧 で ある 。 フラ ッ シ オ ー バ 電圧 は 
内 部 が 空気 の と き に くらべ て 油 , 蒸留 水 , 食塩 湾 液 の 
順に 低下 の 度合 が 大 きい 。 油 お よび 燕 留 水 た に 関し て 
は , と も に 遊 苑 イオ ン は きわ め て 微量 た 存在 する だ け 
ある が られれ ら を 充 で & ん する こと に る フラ vy 
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衝撃 沿 面 フェ ミッ シオ ー バ に 関す る 一 考 容 


オォ ー パ 電圧 低下 の 原因 を , 主として それ ら の 誘電 率 の 
相違 の 点 か ら 定 性 的 に 考え て みた 。 す な ね ゎ わ や ち 管 外周 表 


面 近く の 気 中 を 電子 な だ れ が 進行 する 過程 に と おい て, 
フラ ッ シ ォ オォ ー パ バ 尋 質 と の 誘電 率 の 相違 に よ ょ っ て な だ れ 
中 の 電子 は , 管 の ラジ テル 方 向 の 広がり が 押え を られ る 
た め に , 電子 の 体積 密度 が 空 心 の 場合 より 増加 し , フ 
ラッ シオ ォ オーバ 電圧 は 低下 する こと に な り , し じ し か る も 内 部 
媒質 の 誘電 率 の 大 きい ほど 低下 の 慶 合 は 増す 。 次 に 食 
塩 深 液 を 充て ん する と , さら に 一 段 と 頭 著 な フラ ッ シ 
オォ オーバ 電圧 の 低下 が み ら れ , か つ そ の 特性 は 大 き な 飽 
和 を 示す 。 こ の 原因 を 調べ る た め に 電極 間 の 距離 を 一 
定 に 保ち , 種々 の 深 液 濃度 に 対す る 濃度 - フ ラッ シオ 
ー パ 電圧 特性 と 濃度 - 導 電 率 特性 を 測定 し , これ ら 両 
特性 が 相反 関係 に ある こと か らし て , 攻 電 率 の 増加 に 
よ ょ っ て 管 外周 電極 近く の 電界 が 強 あ られ , フラ ッ シ オ 
ー パ 電圧 が 低下 する こと が わか っ た 。 これ を 具体 的 に 
述べ る と , 溶液 の 導電 率 は ), ほぼ イオ ォ オン 密 度 に 比例 す 
る が , これ ら イ オン の 移動 度 は 管 外気 中 の 電子 の それ 
に くら べ て 非常 に 小さ きく, か つ 深 液 内 の 電界 を 外部 の 
電界 ょ より ず っ と 弱い がら, 衝撃 電圧 を 印加 し て フラ ッ 
シオ ー バ に いた る 約 ユ ws 中 だ お ける 液 落 中 の イオン 
の 動き は , 外部 の 気 中 電子 に 対し て 無視 で きる 程度 
で , 沙 液 中 の イオ オン 分 布 は 乱 さ れ な いと みな され る 。 
だ が うろ て 吉 電 率 を 増 才 ど , , フ テッ シ オ ー バ 電圧 が 低 
本 ある (IG が 8 間 諾 が 大 えさ さ な う で 所 ほ で 電 
極 近 く の 深 液 中 の イオ ン の 量 が 増 を て , その 結果 外部 
電極 近傍 の 電界 が 変わ い 強 化 さ れる た め と み ら れ る 。 
また 食塩 溶液 の フラ ッ シ オ ォ オーバ 電圧 特性 の 飽和 は , 上 
子 な だ れ が 電極 ギャ ッ プ を 横切る 限界 距 離 付 近 か ら 始 
まる が , これ に つい て も 簡単 に 説明 を 加 き た 。 

終り た に の ぞ み 本 実験 た つい て 終始 ご 懇 息 な る ご 助言 
を 賜っ た 日 本 大 学 工 学部 和 田 教授 お ょ び 実 験 た に 協力 し 
て いた だ いた 草野 正弘 , 「 佐藤 昭 の 両 君 に 対し 深く 感謝 
の 意 を 表し ます 。 (昭和 34 年 8 月 3 日 受付 , 同 35 年 
3 月 19 日 再 受 付 ) 
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1. 緒 


超 音 波 探 傷 器 が 発明 され て か ら , コン クリ ー ト や 電 
極 用 放 素 棒 な どの よう な 材料 の 非 破 壊 検査 へ の 適用 が 
試み られ て きた が , 毅 過 法 に ょ っ て 材料 の 彰 速 ある い 
は 超 音 波 の 相対 的 な 減衰 値 を 測っ て 材料 の 良否 を 判定 
する 域 に とどまっ て お りつ の いわ ゆる 反射 法 に よる 
探傷 , 音速 また は 厚 さ 測定 な ど た に は まだ 成功 し て いな 
い 。 この よう ぅ うな 材料 へ 超 音 波 探傷 器 を 適用 する こと の 
困難 な 理由 は , これ ら の 材料 は 超 音 波 伝 搬 に 対し て 非 
常に 高い 減衰 を 示す か ら で ぁ る 。 一 般 に 超 音 波 伝搬 に 
対す る 減衰 は 周波 数 と と も に 増大 する か ら , や これ ら 
の 材料 に 探傷 器 を 有効 に 適用 する に は , 低い 周波 数 の 
超 音 波 を 用 いな けれ ば な ら な い 。 し た が っ て 超 音 波 パ 
ルス の 幅 は 長く な る 。 通常 用 いら れ て いる 超 音 波 探 傷 
器 で は , 108c/s 程度 の 超 音 波 が 用 いら れ て いる か ら , 
その 波長 は 短く , し た が っ て パル ス の 長 さ る 短い 。 し 
た が っ て 特に 超 音 波 パ ルス を 短く し な けれ ば な ら な い 
切実 な 理由 は な い が , 低い 周波 数 を 用 いな けれ ば な ら 
な い 探 傷 器 で は , パル ス を 短く する こと は 探傷 を 可能 
に する 最 要点 で あぁ る 。 

潮 煮 (まき りり 次 素 棒 ある らい は じ 玉 放 な さ 
に 探傷 器 の 適用 を 可能 た する た め に , きわ め て 短い 超 
音波 パル ス の 送受 方 法 に つい て 研究 し , 探傷 器 へ 適用 
し て 満足 すべ き 結 果 を 得 た の で , ここ に 報告 する 。 

2. 短い 超 音 波 パ ルス の 送受 方 法 

一 般 に た, 振動 子 の 動作 は 共振 周波 数 付近 で は , 質 
量 學 , ステ ィ フ ネス s ぉ よび 機械 抵抗 ヶ より な る 第 
1 図 に 示す よう な 機械 系 で よっ て 近似 され る 。 ご の よ 
ぅ 5 な 系 に z=0 の 瞬間 に 地 な る 大 き さ の 単位 関数 の 力 
が 作用 すれ ば , 質量 如 は 次 式 と 示す よう に 減衰 振動 
を 始め る 。 
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WF = ーー 
と ここ に vw: 質量 区 の 振動 速度 

作用 時 間 の 非常 に 短い イン パル ス が 作用 し て を ゃ , 同 
様 に 質量 m の 運動 は 減衰 振動 と な り , 長く 尾 を 引く 
CE ES 

従来 短い 超 音 波 パ ルス の 
発生 方 法 と し て , 次 の 2 方 
法 が 報告 され て いる 。 

ー つ は 振動 子 の 背面 に 超 
音波 の 吸音 材料 を 負荷 し 
て , 振動 子 に 適当 な ダン ピ 
ング を 与 を て , これ を 非 共 
振 性 と する 方 法 で ある 。 
ダン ピン グ 材 料 の 長き は 少 
な く と る も 数 波長 程度 必要 と する か ら , 波長 の 短い 高い 
周波 数 の 超 音 波 の 場合 に 有効 で あっ て も を も , 低い 超 音 波 
の 場合 は ダン ピン グ 材 料 は あぁ まり に る ゃ 長く な り 実 際 的 
で な なぐ 0 疾 る 8 

他 の 訪 法 は 准 形 波 ) ま た は 坪 つ の 継続 し た : イ ペル 
ス 的 な 力 を 作用 する 方 法 で ある 。 つ の % し 振動 子 に 
損失 が な いと すれ ば , 4z 二 0 で ア な る 大 き さ の 単位 関 
数 の 力 が 作用 すれ ば , 質量 m の 運動 は ①) 式 ょ り 


第 1 図 等 価 機械 系 


sin @ の t 


Y= 
の 


と な うり, 無限 に 続く 振動 と な る が , これ に z=?z で (で =27% 
lo, n=1, 2, 3……) な る 時 刻 た 一 了 ア な る 力 を 作用 す 
れ ば , z= ヵ 々 て 以後 の 運動 は 制止 され る か ら , 運動 は 
ヵ ? で 時間 だ け 継 続 じ て 完全 た 下ろ て し まう 。 すなわち 
ょ z 三 0 か ら t= ヵ z て る の 間 作 用 する 方 形 波 の 力 を 作用 すれ 
ば , 質量 7 の 振動 は 力 の 作用 時 間 内 だ け に 限ら れる 
こと こと に な る 。 実際 に は 振動 系 に 損失 が ある か ら , 後 か 
ら 作 用 する 一 の 大 き ざ を 少 記 小さ くじ な けれ ば な 
ら な いか ら , 作用 する 力 は 方 形 波 で な く , 台形 波 に な 
る 9 ご の こと は 寺 つ の 引 シ ペル ルス 的 な 力 を 作用 きせ で 
も 得 ら れる 。 第 2 の 方 法 は きわ め て 巧妙 な 方 法 で ある 
が , 第 1 図 に 示さ れる よう に , 単 一 共振 系 で 簡単 に 表 
わ さ れ る 単純 な 振動 子 を 得る こと に 困難 が ある 。 
以上 二 っ の 方 法 は いずれ る も 振動 子 を 共振 周波 数 で 動 
作 さ せる の で ある が , 筆者 ら は 振動 子 を その 共振 周波 
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送 倍 振 動 了 


第 2 図 送受 振動 子 が 直接 接触 


し た 超 音 波 送 受 系 


数 以下 で 動作 させ る 方 法 を と っ た 。 
さて 簡単 の た め に 策 2 図 ヒ 示す よう に , 送信 用 の 振 
動 子 と 受信 用 の 振動 子 と が 直接 接触 し て , 超 音 波 の 送 
受 を 行っ て いる 場合 この 送受 系 の 周波 数 特性 を 考え 
まあ な 
力 , 振動 速度 , 電流 お よび 電圧 を それ ぞ れ 了 F, v, I 
お よび V と すれ ば , 圧電 振動 子 の 基本 式 は 次 式 で 与 
a 
0 (2) 
AO CV EA DR ct De Wi 6 
ここ に - を : 振動 子 の 負荷 機械 イン ピー ダン 
ス , 各 : 振動 子 の 放射 面 より 振動 子 内 方 を 見 
た 機械 イン ピー ダン ス , Y: 振動 子 よ り 見 た 
電気 回 路 の アド ミタ ンス , C: 圧電 振動 子 の 
静 電 容 量 
また 4 は 力 係 数 で 次 式 で 示さ れる 。 
A the 
ここ に s: 振動 子 の 放射 面積 , e: 圧電 定数 , 
7: 振動 子 の 厚 さ , 9@: 振動 子 の 伝搬 定数 ( 無 
損失 を 仮定 し て =7 奴 ), k= の @/c, c: 振動 子 
内 の 音速 , z2: 振動 子 背 面 の 負荷 械 械 イン ピ 
ー ダ ンス , zo: 振動 子 の 特性 イン ピー ダン ス 
で ある 。 
振動 子 が 送信 用 と し て 動作 し て いる 場合 は , 外力 ア 
=0 で ある か ら , 入力 電圧 V に 対す る 振動 子 端 面 の 
速度 マ Y は 


で 与え 々 られ る 。 

次 に 振動 子 が 受信 用 と し て 動作 し て いる 場合 は , 振 
動 子 が 外力 に よっ て vyv な る 速度 で 駆動 され て いる か 
ら , 出力 電圧 は (3 式 か ら .7=0. と し て , 次 の よう に 
な る 。 出力 電圧 を 入力 電圧 と 区別 す る た め に V の 代 
わり に : 選 と 記す ず 。 


(5) 式 お ょ よび (⑥) 式 ょ り 
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(7) 式 は 第 12 図 に 示す 系 に お ける 入力 電圧 対 出力 電圧 
の 関係 を 与 を る 式 で ある 。 衣 機械 イン ピー ダン ズ j< は 
送信 振動 子 の 負荷 イン ピー ダン ス で ある か ら , 受信 振 
動 子 の 端面 か ら 見 た 受信 振動 子 の イン ピー ダン ス で あ 
る 。 い ま 送 , 受 と も に 同一 構造 の 振動 子 で ある と す 
る 。 す な ね わ ち を =z さら に 振動 子 の 背面 は 自由 で あ 
を どど ず れれ ば , し た が っ て ぇ < は 次 式 で 示さ れ 
學 
z=xzo tanh Q 

さき て 振動 子 は , いずれ も その 共振 周波 数 より ずっ と 
低い 周波 数 で 動作 する も の と すれ ば , 怒 く 1 で あぁ ある か 
ら tanh 0@ 二 jk で ある 。 

ご れ を 。④③O「 式 大 れる どど Ac/ タ を 得る あさ に f 
は 周波 数 で あぁ る 。 

受信 回 路 の 入力 イン ピー ダン ス が 非常 に 大 きい と 仮 
定 紅 で ) す 宏 お ねら る 2 る Ca お 
ら 次 の 結果 が 得 ら れる 。 

MC Rs RR (8) 

(⑧) 式 は 第 2 図 に 示す 系 の 周波 数 特性 を 示す も の で , 
その 周波 数 特性 は 周波 数 の 2 乗 に 比例 する こと を 示 
す 。 築 3 図 は な この 
こと こと を 確認 する た 
め の 実 験 結果 で , 
太 力 電圧 対 出 力 電 
圧 の 比 は 周波 数 の 
ほぼ 2 乗 に 比例 す 
CR GS 10 a 50 100 


固 波数 t 
る 。 図 の 横 軸 は 周 1 
波数 , 縦 軸 は EE/V 第 3 第 2 図 に 示す 送受 


の 値 を デジ さき 政 で 系 の 周波 数 特性 


示し て ぁ る 。 〇 印 は 直径 , 長く と も に 10 mm の チタ 
ン 酸 バリ ウム 振動 子 を 用 いた 実験 結果 で あぁ あり, Xx 印 は 
26 mm?xX8 mm の 振動 子 に よる 結果 で ある 。 

この 系 に /* 特性 の 回 路 を そう 入 し て , 周波 数 に 
無関係 な 系 と すれ ば , この 系 で は 過渡 現象 は 起 ら な 
いか ら , 入力 波形 は その まま の 有形 で 出力 端 に 現われ 
る 。“) し か し と の よう な 補償 回 路 を 入れ る と , 系 の 利 
得 を 著しく 損 ず る か ら 実 用 的 で は な い 。 

/*^ 特性 の 系 で は 波形 が いか に 変形 され る か を 考 ぁ 
で 

周波 数 特性 が げに 比例 する 回 路 は 微分 回 路 と し て 知 
られ て いる も の で ある か ら , 了 げ * 特性 の 回 路 は 微分 回 
路 の 2 段 縦 続 回 路 と 考え て よい 。 し た が っ て げ 2 特性 
の 系 を と お れ は ば, 入力 は 時 間 に つ いて 2 回 微分 され て 


= 


zz2=0; 


80 巻 861 号 (June 1960) 


電 気 学 
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出力 側 に 現われ る こと に な る 。 い まま 入力 波形 を 第 4 図 
a の よう な ょ ォ =0 か ら 出 発する 正弦 波形 で ある と する 
と , 4 二 0 で は 不 連続 と な っ て 2 回 微分 は 不可 能 で あ 
る が 実際 電気 回 路 に よっ て 作ら れる パル ス の 波形 は 
その 初め の 部 分 お よび 
終り の 部 分 は 高調 波 成 
分 が 抑制 され て , 第 4 
図 6-1 の よう に 丸 味 
を お びる の が 普通 で あ 
6 天 半 し だ の NS Ce れれ 
の 1 回 微分 お よび 2 回 
b-3 微分 波形 は それ ぞ れ に は ほ 
ば 第 4 図 6-2, 6-3 の 
に な だ る 0 まな が な わ や ちや 
原 波形 は , その 初め の 
第 4 図 パル ス 波 形 の 変形 部 分 と 終り の 部 分 で 変 
形 を うけ る が , 波 の 時 間 幅 に は 変化 を うけ な いこ と が 
わか る 。 以上 の こと か ら 振 動 子 を 共振 周波 数 より か な 
り 低 い 周 波数 で 動作 させ る よう に し た 超 音 波 の 送受 系 
で は , 入力 電気 ルス の 時 間 幅 を か を ず に 出力 電気 パ 
ルス を 取り 出す こと が で きる こと が 理解 され る 。 実 際 
に は , 振動 子 の 共振 周波 数 に お ける 周波 数 特性 の ピー 
ク を 押え な けれ ば な ら な いか ら , げ ?2 特性 は 共振 周波 
数 以下 の 限ら れ た 周波 数 範囲 内 だ け で 成立 する 。 こ の 
た め に 以上 の 議論 は その まま 適用 で き な い わけ で ある 
が , 後に 実験 事実 が 示す よう に , この よう な 系 で も パ 
ルス の 送受 は ほぼ 予期 の よう に 行わ れ て いる 。 また 入 
カカ パルス の 波形 は 純粋 な 正弦 波 で な い の が 普通 で ある 
か ら , その 2 回 微分 波形 は 高調 波 た 富ん だ か な りき た 
な い 波 形 と な る 。 し か し 辛 な こと に , 検査 され る 材料 
が 一 般 に 高調 波 に 対し て 高い 減衰 を 示す た め に , 材料 
を と お っ た 受信 波形 は 第 8 図 に 示す よう に 割合 い に き 
れい な 波形 と な る 。 


3. 探傷 問 へ の 応用 
実験 装置 


1: 入力 波形 6-2: 微分 波形 
め -3: 2 回 微分 波形 


(3-1) 


(a) 回 路 構成 本 実験 た 用 いた 装置 の 構成 図 を 
普通 の 二 探 触 子 法 の 超 音 波 探 傷 器 と 同 
本 装置 で は 超 音 波 周 波数 を 20~ 


策 5 図 に 示 
様 の 構成 で ある が , 


A CR 実験 装置 の 構成 配線 図 
昭和 35" 年 6 月 "J.I.E.E.J.) 


60 kc 範囲 で 可変 とし, また 超 音 波 ペル ス 幅 を 自由 に 
変え うる よう に , Ringing 回 路 制 御用 の 負 の 方 形 波 の 
幅 を 20~200 ps の 間 変 を え う る よう に し て ある 。 し た 
が っ て 送信 器 の 出力 端子 で は 周波 数 に こよ ょ っ て は 1/2 サ 
イク ル の きわ め て 短い 電気 パル ス が 得 ら れる よう に な 
っ て いる 。 そ の 出力 電圧 は 後述 の 探 触 子 ( 探 触 子 の 静 電 
容量 は 約 0.02 wpF) を 負荷 し て , 最高 100V で あぁ る 。 
受信 器 に は , 前 述 の よう に 探 触 子 の 共振 周波 数 に ょ 
る 周波 数 特性 の ピー ク を 押え る た め に , m= 誘導 形 低 
域 フ ィ ル タ 2 段 (最大 減衰 周波 数 を 振動 子 の 共振 周波 
数 に 一 致す る よう に 作る ) 入れ て あぁ る 。 増 幅 器 の 利得 
は 約 80dB で あぁ る 。 

(b) 探 触 子 ( 送 波 器 お よび 受 波 器 ) 以上 に 述べ 
た 短い 超 音 波 パ ルス の 送受 に お いて は , 送受 振動 子 を 

の 共振 周波 数 より か な り 低 い 周 波数 で 動作 させ る の 


で ぁ ある が , 円 形 の 振動 子 に は 厚み 方 向 の 共振 と 径 方 向 
の 共振 と が あぁ あり, それ ら の 周波 数 は 次 式 で 与え られ 
る < 
a a 
= rs 
0 
VS 
ププ r: それ ぞ れ 厚み 共振 周波 数 , 径 方 向 の 


共振 周波 数 , 下 , go: それ ぞ れ 振動 子 の ャ ング ゲ 
率 ポ ぉ よび 密度 , 4 ヶ : 円 板 の 厚 さ お よ ょ よび 半径 
本 文 の 短い 超 音 波 ペ ルス の 送受 に お いて は , 振動 子 を 
ププ お よび の いずれ より を も か な うり 低 い 周波 数 で 動 
作 さ せな けれ ば な ら な いか ら , 指向 性 を 充分 鋭く する 
よう に 振動 子 の 径 ヶ を 充分 大 きく する こと は で きた な 
い 。 し か る に 探傷 器 と し て は か な り 鋭 い 指向 性 を 必要 
と する 。 こ の よう な 相反 する 要求 を 次 の よう に し て 満 
足 さ せる こと が で きる 。 す な ね わ も ち 動 作 周波 数 より 高い 
共振 周波 数 を 持つ 小 振 動 子 を 多数 個 , その 極性 を そろ 
えて 平面 上 た 配列 し て 放射 面 を 増大 し て 指向 性 を 鋭く 
する 。 第 6 図 は 実験 に た 用 いた 送 波 器 お ぉ ょ よび 受 波 器 の 写 
真 で , それ ぞ れ 18 個 お よび 19 個 の 小 振 動 子 か らち で 
き て いる 。 振動 子 は 26 mmdx8mm の チタ ン 酸 バリ 
ウム 振動 子 で , その 径 方 向 の 共振 周波 数 は 約 110 kc, 
厚み 共振 周波 数 は 約 300kc で あぁ る 。 図 で 外側 の 18 
個 の 小 振 動 子 は 送 波 用 と し , 内 側 
の 小 振 動 子 は 受 波 用 と し て 用 い 
る 。 実 用 上 の 見 地 か ら , 被 検査 材 
料 の 探傷 面 に と 多 小 で こ ぼ ぽこ が あっ 
て も 送受 波面 が 探傷 面 に と よく な じ 
むように , 小 振 動 子 の 裏側 に は ス 
ポン ジ ゴ ム の よう な 柔 か い 材 料 を 
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第 6 図 探 触 子 の 写真 


0.5mm 銅 板 
< 


第 7 図 探 触 子 構造 略図 
(第 6 図 の 内 側 の 部 分 ) 


クッ ショ ン に 用 いて ある 。 第 7 図 は 送受 波 器 の 概略 の 
構造 を 示す 図 で 振動 子 を スポ ンジ ゴム 板 上 に 配列 し て 
は りつ ける 。 こ の まま で は 使用 中 試料 と の 接触 媒体 
(変圧 器 油 を 使用 ) の た め ゴ ム が 劣化 し , また 振動 子 
が 脱落 する お それ が あぁ る の で , 振動 子 を 薄い マイ ラ で 
包む きき マ 閥 の 裏面 は デル R= 選 合 を 及 が 2 た 
導電 性 の も の を 用 い , 送 , 受 間 の 静 電 し ゃ へ い の 役 割 
を $$ た さる 5 ペグ 3 の が 直接 ロタ クリ リート の は よ うな 粗 
雑 な 面 に と 接触 させ る と 破れ や すい か ら , これ を 防ぐ た 
め 振 動 子 と 等 し い 径 の 銅板 ( 約 0.5 mm 厚 ) を は りつ 
け て ある 。 第 6 図 の 写真 に 小さ い 丸 が 並ん で 見 える の 
は この 銅板 で あぁ る 。 

(3・2) 実験 結果 

(a) コン クリ ー ト 壁 を 通し て の 受信 波形 初め 
に 60cm 厚 さ の コン クリ ー ト 壁 の 片側 に 送 波 器 を お 
き , 反対 側 に 受 波 器 を お いて 超 湯 波 パ ルス の 送受 を 行 
っ た 場合 の 受信 波形 を 第 8 図 に 示す 。 図 で 4A, B,C な 
ど は それ ぞ れ 送 波 器 入力 波形 が 1/2,1 お よび 2 サイ ク 
フル の パル ス の 場合 の ブラ ウン 管 像 で , 図 中 左側 の 小 振 
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幅 の 波 は 入力 波 で (電気 的 謗 導 に ょ り 受 信 さ れ た もの) 
中 央 の 大 振幅 の 波 は コン クリ ー ト 壁 を 通し て 受信 され 
た 波形 で あぁ る 。 
その ほか 右 方 
に 見 える 小 振 
幅 の 波 は 散乱 
波 ぁ あるいは 試 
料 中 を 1 往復 
半 し て 遅れ て 
到達 人 層 た 波 で 
あぁ る 。 図 に 見 
る 下る J に 療 


ね わ め て 短い > ペ 
ルス の 送受 が 
の まる 行 
Ry ゝ | 
OO 第 8 図 AR EK 
壁 を と お し て 受 は た パル ス の 波形 
と が わか る 。 


(b) コン クリ ー ト 壁 の 訟 面 か ら の 反射 ! 厚 さ 60 
cm の コン クリ ー ト 人 壁 の 芳 面 に 送 波 器 お よび 人 受 波 器 を 
お き , 訂 面 か ら の 反射 波 を 受信 し た の が 第 9 図 で あ 
る 。 図 中 の 4A, 選 , C は 前 た 示し た よう に 』 入力 波形 
が 』1725 出 2 一 太 クル の 場合 で 大 る 。" ま 基 図 中 衛 2 
お よび 3 と 示し た 波 は それ ぞ れ 表面 波 , 表面 近く の 不 
均一 性 に ょ る 
散乱 波 お よび 
底 面 か ら の 反 
射 波 で あぁ る 。 
送受 波 器 の 項 
NIE ED 
に , 送受 波 器 
間 の 静 電 誘 導 
を 防ぐ た め に 


第 9 図 . 60cm コン クリ ー ト 
底面 か ら の 反射 波 
静 電 し ゃ へ い を 施し て あぁ る か ら , 普通 の 探傷 器 の 探傷 


図形 に 見 る よう な 入力 波 は , この 場合 現われ な い 。 さ 
て 図 に 見 る よう に 底面 か ら の 反射 波 3 が きわ め て 明り 
ょ うに 受信 され て いる こと が わか 次 縛 普 遂 コ ジグ リー 
ト で は 表面 波 が 非常 に 優勢 に 現われ る の で , 超 音 波 パ 
ルス が 特に 短く な けれ は ば 底面 か ら の 反射 波 は 表面 波 に 
ポ お ポ お われ て し じ ま う の で , 底面 か ら の 反射 波 を 区 別 す る 
こと が で き な く な っ て し まう 3。 一般 の 共振 形 の 振動 子 
を 用 いた の で は 到 秦 底面 か ら の 反射 波 を 見 る こと が で 
きい の 放 守 る 。 


(cec) コン クリ ー ト 和 舗装 道路 の 厚 さ 測定 合 装 道 
踏 の 底 は が な めで て は さ Ne の OE あの が, ご の 


うな で こ ば ぽこ 面 に よっ て を も 反射 波 が 得 ら れる か 否 か を 
試験 する た め に , 第 10 図 た に 示す よう な 厚 さ 25 cm の 
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道路 の 模型 を 作 っ た 。 図 は 模型 を 横 か ら 見 た 写真 で 
a oe 
は 実験 結果 を 示す ブラ ウン 答 像 で ある 。 図 中 の A, 5B, 
C は 前 述 の と お ポ り で 数 字 1 は 表面 波 お よび 散乱 波 で , 
3 が 底面 か ら の 肥 
射 波 で あぁ る 。 底 面 
ENER RNRR の DRS 
第 9 図 の 場合 に ボ 
ける は ほど 諾 面 か ら 
の 反射 波 は 明り ょ 
RS 


が 底面 か ら の 反射 
図 の 上 が 舗装 面 , 下 が 底 面 波 で ある こ は 実 
策 10 図 模型 道路 の 写真 UU 
験 中 容易 に 指摘 し 

5 る 程度 に は 明り 

5 で 明り 


ょ うさ が この 程度 
で ある か ら , 道路 
の 厚 さ を 正確 に 知 
る こと は 期し えな 
い が , 大 体 の 厚 さ 
の 推定 に は 充分 役 
Va うる で あろ 
ぅ 。 実 際 の 道路 に お いて 本 実験 を 行い , 模型 道路 に お 
ける と ほぼ 同様 の 結果 を 得 て い る 。 

(d) 康 素 電極 棒 の 探傷 。 以上 に 述べ た 方 法 が , 
電気 訪 用 の 炭素 電極 棒 の 非 破壊 検査 法 と し て 有効 か 杏 
か を 試験 し た 。 こ の 実験 に 用 いた 電極 棒 の 寸法 , 形状 
は 策 12 図 に 示す 。 傷 が 探傷 面 か ら 遠 い ほ ど 探 傷 が 困 
難 で あぁ る か ら , 探傷 能力 の 限界 を 知る た め に , 両端 面 
より 最 遠 の 点 すなわち 棒 の 中 央 部 に 人 工 傷 を 作り 


横型 道路 の 座 面 
か ら の 反射 波 


第 11 図 


探傷 避 能 な 傷 の 大 きき さ を 実 験 的 に 求め た 。 そ の 結果 孔 
A - a y 
ES ks る 

人 * i 
i 150cm 3 
第 12 図 談 素 棒 縦 断面 図 


の 場合 は 直径 3.5 cm, 深き 20 cm 程度 で あれ ば , ま 
た , の こぎ り で 棒 に 切り 傷 を つけ た 場合 は , 深き 約 
3cm 程度 で あれ ば , 容易 に これ ら の 傷 を 検知 する こと 
が が で きる こと が わか っ た 。 こ の 実験 中 た また まあ る 試 
料 に 自然 傷 の ある こと が 探傷 に ょ よっ て 知る こと が で き 
た 。 第 13 図 が その プラ ウン 管 像 で ある 。 図 中 ( エ ) は 第 
12 図 に お いて と 記せ る 端面 より 探傷 し た 像 で ,( 工 ) 


克 和 35 年 69 月 放 ( 下 EE. J.) 


天 : 傷 か ら の 反射 波 , 刀 : 底面 か ら の 反射 波 
第 13 図 炭素 棒 の 探傷 図形 
Ne 8 記 重 から 探 傷 し た 像 で ある 。 図 中 は 
傷 か ら の 反射 波 で ,B は 端面 から の 反射 波 で ある 


まま BN Bs は それ ぞ れ 面 Z お よび 端面 a 
人 射 で ある 。 ブラ ウン 管 上 で の 距離 測定 の 結果 , 傷 の 位 


置 は X 端面 か ら 約 120cm で , Y 端面 か ら 約 30 cm 
で が: き さ を を 知 [9 

傷 の 部 分 を 切り と 
り , 傷 を 確認 じ た の 

が 第 14 図 の 写真 で 
あぁ る この 写真 が ら 
傷 は 棒 の 軸 た に 垂直 に 
広がっ た 平面 状 の 傷 
で , 大 体 第 15 図 に 
示す 広がり の も の で 
ある が な が か る oe 
こと の 傷 は 棒 の 表面 に 
志 出 し て いた の で あ 
る が , 表面 を よく み 
が いて 初 あ て 見 つけ 
ぅ 5 る 程度 の も の で , 
も と の まま で は 到底 


見 つけ る こと と は 不可 能 で あろ 5 。 


4. 結 


短い 超 音波 ペル ス の 送受 方 法 を 述べ , それ の 探傷 器 
お よび 厚み 測定 へ の 利用 の 可能 性 に つい て の 実験 結果 
を 述べ た 。 以上 に 記し た 実験 の ほか に 空 胴 を 持っ た コ 
ンク リー ト 試 料 , 中 に 木 の 板 を 入れ た コン クリ ー ト 試 
料 に つい て , 室 胴 よび 板 の 検知 が 可能 か な どう か を も 
実験 し た 。 実 験 室内 で は 空 胴 も 板 も , その 大 き さ が 約 
15x15 cm 以上 で 探傷 面 か ら 1m 以内 に あれ ば 検知 
3 る と が で きら が 全 棋 ほ コ ング リー ド は 均 全 で な 
い の で 散乱 波 を 生じ , それ が 妨害 と な っ て 目的 物 か ら 
の 反射 波 を 妨害 し , 目的 物 か ら の 反射 波 を 不明 確 な ぁゃ 
の に し て し まい が ち で ある 。 和 実験 室内 で は 欠陥 部 の 存 
在 場所 が 知れ て いる か ら , ブラ ウン 管 上 た お いて 散乱 
波 と 目的 物 か ら の 反射 波 と を 容易 に 区 別 し う 


第 14 図 
談 素 棒 た に あぁ っ た 自然 傷 


図 傷 の 見 取 図 
(斜線 の 部 分 ) 


第 15 


部 
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a 


般 に 現場 ど だ お いて は 上 恵まれ た 条件 だ お ける 場合 以外 は 
常に 探傷 に 成功 を 期す る こと は 困難 な よう に 思 5 。 
これ に 対し て , あぁ あらかじめ 大 体 厚 さ の 知れ て いる 千 
装 道 路 の 厚 さ を 測定 する と か , また は 逆 た コン クリ ー 
ト 中 の 音速 の 大 略 の 値 を 知る の た に は か な り 有 効 に 利用 
で きる SR 
電気 訪 用 の 談 素 電極 棒 の 探傷 は 前 述 の ょ うに きわ め 
て 容 克 で ある か ら , まだ 大 素 棒 の 非 破壊 検査 法 の 確立 
じ て い な いい 現状 だ か ん が みみ ご れ が きわ めで て で 有力 な 非 
破壊 検査 法 と な りう る も の と 信ずる 。 旋 素 棒 中 の 音 の 
速度 は 2, 200~2,300m で ある か ら , コン クリ ー ト の 
約 4,000m に くら べ て か な り 遅 い 。 コ ンク リー ト 探 傷 
用 に 作っ た 前 述 の 送受 波 器 は 放 素 棒 の 探傷 の た め に は 
約 半 分 の 大 き さ に 縮め られ る こと が で きる か ら , 直 算 
10cm 以上 の 応 素 棒 の 非 破 壊 検査 と た この 方 法 を 利用 で 
EE RE 

以上 の ほか に 耐火 レン ガ 木材 な ど た に た つい て も 実験 
を 行っ た 。 

レン ガ の 場合 は 散乱 波 た に よる 妨害 波 は コン クリ ー ト 
の 場合 より 著しく 少な い 。 レ ン ガ の 厚み 測定 , ある い 
は 非 破壊 検査 に 適用 の 可能 性 は 充分 ある と 思う ぅ 。 
木材 は その 生長 の 方 向 に は 非常 と よく 超 音 波 を と お 
し , その 方 向 の 探傷 は 放 素 棒 よ りゃ も 一層 容 易 で ある 。 
し か し 径 方 向 の 超 音 波 伝 搬 に 対し て は 著しく 減衰 が 大 
で , 径 方 向 の 探傷 は 不可 能 で あっ た 。 た だ し 木材 の 実 
験 ば よく 枯れ た けやき 材 に よっ だ も の で ぁ ある 。 


以上 , 低い 超 音 波 周 波数 を 用 いて , 超 普 波 に よる 非 
破壊 検査 の 適用 範囲 の 拡張 を 図っ な た の で ある が , 従来 
と の よう に 低い 周波 数 の 超 音 波 を 探傷 に 利用 し た 報告 
に 接し て いな い 。 し た だ が っ て この 方 面 に 関心 の ある 方 
方 た 参考 と な る と ころ が 多少 と も あれ ば 筆者 ちら の 望 外 
の 喜び と する と ころ で ある 。 

稿 を 終る に あたり , 本 研究 と ご 協力 賜 わ っ た 阪 大 工 
学部 奥島 正 一 教 授 ( 書 築 ), 回 路 設 計 試 作 に 協力 賜 わ っ 
た 松下 電器 通信 機工 場 の 永 森 茂 郷 氏 送受 波 器 試作 に 
ご 協力 賜 わ っ た 村田 製作 所 の 河合 次 男 氏 , な ら び に 応 
素 棒 試 料 を 提供 し て 下さ っ た 住友 金属 工業 の 佐藤 区 顕 
氏 の 諸氏 に 厚く 席 意 を 表す 。 な お ぉ 本 研究 は 一 部 文部 省 
科学 試験 研究 費 の 補助 を 受け て 行っ た も の で ある 。 こ 
こと に 付記 し て 謝意 を 表す 。 

(昭和 35 年 者 月 "8 日 受付 ) 
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ガッ ペー プラ イ 線 と は 。 鉛 の 論 灯 な 拍 械 特 
性 と 鋼 の 優れ た 導電 性 と を 兼ね 備え た 厚め ぬっ 
き 法 に ょ る 複合 金属 線 で , その 機械 特性 ・ 電 
気 特性 ・ 耐 食性 の 組合 せ に よる 優れ た 特性 の 
故に , 広く 架空 送電 線 ・ 通 信 線 ・ 電 子 工 業 部 


門 の エレ クト ロニ クス パー ツ 等 に 適し た も の 


で な まず 


0 


当社 は 昭和 の 初期 より 「 ウ ェ ル ド 線 」 の 商 
品名 の 下 に , 電線 界 に 主要 な 役割 を は だ し て 
きた 類 筑 法 に まる カッ パー ヴ エ ルド 線 を 製造 


で 


・ 販 売 し て 参っ た こと は 御存知 の と お り で す 
が ;」 今回 従来 の 輸入 線材 加工 品 で ある カッ 
ー ウ ェ ル ド 線 を 国産 品 に 切換 える た め に 業界 
に きき が け て 米国 Kenmore Foreign Corp. 

と 技術 提携 を 結び , 最近 著しく 進歩 し た 厚め 0 0 100 

0 20 40 60 000 


つっき 技術 に よる カッ パー プラ イ 線 の 製造 を 開 銅 被 面 積 錠 (9%) 


は 


。 始 し た も の で あり ます 。 第 1 図 
カッ パプ ライ 線 の 特徴 
(A) 材料 より の 一 細 製 造 工程 で ある こと 
’ ウエ ルド 線 と 異な り , 当社 の 主要 製品 の 一 つ で あ 
る ピア ノ 線 ・ 硬 負 線 ・ 軟 鋼 線 に 用 途 に 応じ た 熱処理 を 
行ない , ケン モア ー 法 に よる 電気 鍋 め っ き を 施す も の 


で , 鋼材 料 よ り の 一 費 し た 品質 管理 を 行ない , 当社 独 
特 の 技術 に た より, 種々 用 途 に 応じ た 優れ た 製品 を 供給 
する こと が で きま す 。 

(B) ケン モア ー 法 に よる 銅 め っ き 

従来 複合 金属 線 の 製造 方 法 に は , (1) ペイ プ 圧 接 
潜 。 (② 燈 寿 法 。 (3) メッ キ 法 の 3 種 が ある こと と は 有 周 


。 知 の と お り で , 最近 著 る し い 進 歩 を 遂げ た 光沢 厚 肉 電 


気 め っ き 技 術 と よる カッ パー プラ イ 線 は 、 銅 被 の 厚 さ 第 2 図 


品 条 "835 年 6 月 (EEE す ) CA) 


> + PF 


168 製 


導電 率 強 力 CP 線 
導電 率 特 別 強力 CP 線 
導電 率 強 力 CP 線 


80110 
110~130 
80~120 


導電 率 軟質 CP 線 
導電 率 軟 質 CP 線 
導電 率 軟 質 CP 線 


電子 回 路 リ ー ド 線 


30-~60 
30~60 


30~60 


負 彰 強力 CP 線 
着 軟質 CP 線 


防食 お よび 
装飾 用 針金 


が 均一 で 鋼 心 に 完全 に 固着 し て お り , 用 和 途 に 応じ て 厚 


さき を 任意 に 調整 する こと 六 で き , 種々 の 性 能 の も の が 
棋 作 で きる ます 

第 1 図 に は 銅 被 面積 比 と 引張 強 さ , 導電 率 と の 関係 
を , 第 2 図 に は 断面 写真 を 掲げ て あり ます 。 

(C)- 優れ た 特性 

ウエ ルド 線 同 様 鋼 被 の 厚 さ に ょ より 標準 品種 と し て 


第 1 表 の も の が あり , 第 2 表 に 30 導電 率 特 強 カ ッ 
パー プラ イ 線 と 硬 鋼 線 と の 比較 表 を 示し て あり ます 。 
また 平 消 な 高周波 特性 を 有 し , 各種 通信 線 と し て 最も 
適し て お り ま す 。 


第 2 表 硬 銅 線 に 対す る 特性 比較 


性 
同一 直 委 同 一 引張 荷重 貼 
i 


直 委 


100 % 62 % 


引張 荷重 260 100 
電気 撫 抗 330 870 
長 さ 当り 重量 92 36 


EN 


70~100 
30~60 


(D) 広汎 な 用 途 
電力 ・ 通 信 ・ 電 子 工業 ・ そ の 他 部 門別 の 用 途 は , 
下記 の と お 9 り で あり まち お 。 

( 電 力 ) 架 室 送電 線 (長径 間 多 雪 強 風 地 用 )・ 配 
電線 ・ 架 宏 地 線 ・ メ ッ セ ンジ ャ ー ワ イヤ ・ 悦 雷 針 リー 
ド 線 ・ 電 柱 支 持 線 ・ 海 褒 ケー ブル ・ レ ー ル ボン ド 線 ・ 
車 輌 用 ジャ ン パ バ 線 ・ カ ー ボ ンプ ラッ シュ リー ド 線 ・ ケ 
ー プ ル 鑑 装用 線 ・ 上 農場 通電 析 用 針金 ・ 避 面 抵抗 加熱 用 
架 宰 電信 電話 線 ・ ドロ ッ プ ワイ ヤ * 鉄道 
信号 線 ・ 鉄 道 通 信 線 ・ レー ダー アテ アンテ ナ ・ ラ ジオ TV 


( 通 信 ) 


ワイ ヤ ・Lashing ワイ ヤ ・ 和 電柱 支 持 線 ・ メ ッ セ ジャ ー 
ワイ ヤ ・ 同 軸 ケ ー ブ プル 中 心 導体 


(電子 工業 ) 管 球 封 入 用 導線 ・ エ レク ドロ ニッ クッ 
ー ツ ・ コ ン デ ン サ の 脚 ・ 固 定 抵 抗 器 の 脚 ・ 真 裕 飼 材料 


(その 他 ) 化学 プラ ント 用 梱 ・ 鉄 道 用 机 ・ 河 川 堤防 
用 机 ・ 建 物 文 鋼 ・ 宝 石 用 鎖 ・ ク リス マス ツリ ー 装 飾 用 


・ 風呂 場 造作 用 ・ 防 錯 針 金 ・ 装 飾 用 針金 ・ 金 網 ・ 書 舌 
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は a 必 語 が 庄 き とこ の よう な 冗長 用 語 は , で きる だ け こ れ を 避け て い 


電気 学会 内 に は いろ いろ の 委員 会 が ある が , その う 5 
ち で も 各種 専門 委員 会 は ), それ ぞ れ の 専門 権威 者 を も 
っ て 構成 され て いる か ら , そこ で 調査 研究 の ぅ ぇ 審議 
決定 され た も の は , 中 正 妥 当 で 用 門 周 到 , よく 時 勢 の 
要望 に か な っ て 拍 界 の 進 運 に 貢献 し , 気品 高く 内 容 豊 
か で 中 外 の 範 と な る も の が は な は だ 多い 。 し か る に 電 
気 用 語 標準 特別 委員 会 (以下 用 語 委員 会 と 略称 する ) 
は , 上 記 多 く ぐ の 専門 委員 会 と は 性 格 , 思想 お ょ び 時 代 
感覚 を 異 に する よう に 見 える 節 が ある 。 昨 年 の 初め か 
らし ば し ば 間接 的 に で は ある が , 専門 に 関す る 新造 用 
語 の 訂正 に 関す る 私 見 を 述べ た こと が ある が , その つ 
どの 用 語 委員 会 の 回 答 は , 「 そ の 問題 は すでに 何 回 も 議 
論 し つく し た も の で ある 。 い まさ ら 同 様 な 問題 を むし 
か そえ され て も , いち いち その 相談 に 応ずる わけ に は 行 
SN 導 だ いみ よう な さき さま» 甘 殺 で あろ る た きる 

も ちろ ん 用 語 委 員 会 も 多忙 多 端 で , いち いち の むし 
か え を し 問題 に か か わっ て お られ な い 事 情 る よく わか る 
が , 上 記 の ょ うに 何 回 も 突き 離さ れる と , その 問題 を 
学会 雑誌 に 発表 し て , 大 非 を 世論 に 問う より 方 法 が な 
we 日 ごころ 才 zs に る る の 8 克 捧 吉 じ て , ご 批 
判 , ご 検討 を お 願い する 次 第 で ある 。 


1. 術語 は 簡単 で な けれ ば な ら め ぬ 


術語 その も の が , その 内 容 の 説明 の 文句 より も 冗長 
な 場合 , それ は 術語 と し て の 資格 が な い 。 関 絡 電 圧 の 
関 と い ぅ 字 が 「 当 用 漢字 で な い 」 と の 理由 で 追放 され , 
その 代わ り に 「 フ ラッ シオ ー バ 」 と いう 電気 用 語 が 生 
れ て か ら すでに 1 年 以上 た も な る で あろ う 2。 JIS .C 
3801 一 1960 に 従 を ば , 「 ガ イシ の 岡 絡 電圧 と は ガイ シ 
周囲 の 空気 中 を 通じ て , 持続 電 弧 を 生じ る 電圧 」 と あ 
る 。 つ まり 「 気 中 発 弧 電圧 」 と いう ぅ の が その 内 容 の 説 
明文 句 で ある 。 ガ イシ 以外 に も ゃ 「 剛 絡 」 と いう 現象 は 
起き る の で ある が , その 内 容 は 上 記 の 「 気 中 発 弧 」 と 
ほとん ど 同 様 で ある 。 こ の よう な 内 容 を 簡単 に 表現 す 
る だ め の 電気 用 語 が フラ ッ シ オ キー* ヾ と ど な る の で 
ある か ら , 日 常 こ れ を ひん ば ん に 使用 する も の は 類 に 


堪 き な い 。 
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た だ きた いも の で ある 。 あ まり むず か し く 考 え ず 持続 
電線 を 発生 する と い うぅ 意味 で , 発 弧 また は 弧 絡 と し 
て は いか が で あろ 3 。 隊 絡 電圧 の こと を 外国 で を も 
Flash-over voltage また は Arc-over voltage と いう 
の で ある か ら , 坂 絡 と する ほう が よい か も し れ な い 。 


2. 術語 は 誰 よ り も 読者 に わか り 
や すい こと が 必要 で ある 


「 フ ラッ ジオ ォ オー ペペ 電圧 が 術語 と し て 不適 当 な いま 一 
つの 理由 は , わか り に た に くい と いう ぅ うこ と で ある 。 英 語 を 
(その まま の 発音 で ) 仮 名 書き に し た つも りか る も 知れ な 
い が , その つも りな らい っ その こと 原語 の まま Flash- 
over と どす る 2 RO と おれ は まだ R$ で あら 。 

財 絡 の 関 は 当 用 漢字 で こそ な い が , そん な に むず か 
いで は ない 2 フン トー の 信二 
ども 内 絡ま りお わが りや ゃ すぐ 親 ビ 安 や すさ と 才 だ て 
お られ る わけ で も ある まい に , それ な ら は ば な で ぜ 漢 字 制 
限 の 本 旨 一 一 それ は 読者 の 精神 的 負担 を 軽減 する こと 
ーー に そ む ※ さ よう 5 次 に 次 な さる の で あろ 5 か 。 栓 子 
定規 に こだわ っ て , 文章 平易 化 の 大 方 針 の 根本 精神 を 
忘れ られ た の で は ある まい か 。 

率直 に いう っ て 電気 学会 雑誌 の 読者 に と どろ る て は 前 和漢 
洋 字 次 り 文 章 が も っ と も わか りや すく て 便利 で あろ 
うぅ 。 論文 の 執筆 者 は その 読者 層 を 考え て , も っ と も 適 
当 と 思わ れる 表現 を 用 いれ ば よい わけ で ある か ら , 漢 
字 制 限 規則 を その 技 葉 末 節 に 至る まで , きち ょ うめ ん 
に 励行 する の は いか が な も の で あろ う 3 か 。 


3. 漢字 制限 に も 例外 を 認め て 欲し い 


すべ て 法律 や 規則 な ど , ほとん ど 例 外 な し に は 成立 
し な い 。 各 種 の 標準 規格 専門 委員 会 に お いて を も , 各種 
の 標準 規格 が 制定 され る 場合 「…… を 原則 と する 」 と 
いう よう な 表現 が 用 いら れる こと こと が し ば は し ば ある 9 原 
則 は 原則 と し て 厳然 と 立て る が , 実際 的 に は 例外 を 認 
め て 運用 の 妙 を 図 ろ うと いう 趣旨 に 出る も の で ある 。 
漢字 制限 規則 も , 文章 の 平易 化 , 学徒 の 負担 軽減 と い 
ぁ 5 理想 を 実現 し ょ うと すれ ば , ある 程度 例外 を 認め て 
も よい は ず , それ を 志 れ て 規則 の 技 葉 末 稽 に 拘 泥 す れ 
ば , 前 箇 で 述べ た よう な 本 子 定 規 の 自家 拉 着 た 陥ら ざ 
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半導体 の 論文 を 読ん で いる と 正 孔 な ど と いう 3 う 語 が 
く 出 て くる 。 和 孔 は 元 来 貧 通 把 また は 直径 抽 
さ の 大 き な 孔 の 意 を も っ て いる が , 当 用 漢字 で は な い 
きい N50 の で 蘭 通 は 穴 ど いい 5 字 を 供用 眉 で いる 生 下 和 の 
孔 を 例外 と し て 認め られ る な ら ば , 岡 絡 の 関 も また 認 
あめ: てい に だ さき た いい \ の で ある 5 


4. よい 伝統 は 粗末 に すま じき も の 


ガイ シ と 適当 な 球 間 隙 と を 並列 に 接続 し , それ に 標 
準 波形 の 衝撃 電圧 を 加 % る と , その 波形 上 の 1 点 で に 
お いて 球 間隙 が 准 絡 を 起 し , その 瞬間 衝撃 電圧 は 第 1 
図 に 示す よう に 急降下 する 。 球 間隙 が 山 絡 を 起 さ な け 
れ ば , 第 1 図 の 点線 で 示す よう に 徐々 に 減衰 すべ き は 
ず の 標準 波形 の 衝撃 電圧 が , C 点 た お いて その 後半 を 
載り 取ら れ た 形 と な る の で , この よう に する こと を 衝 
撃 電 圧 の 載 断 と いい , 尋 断 され た 衝撃波 を 断 波 , C 
点 を 科 断 点 と 呼ぶ こと は 周知 の と お り で ある 。 


第 1 図 


と ころ が この 戴 の 字 が また 当 用 漢字 で な い 。 用語 
貫 傘 計 ド さい で まだ は きま 裁 講 を ご れ に 供用 し さよ 5 を 
の 議 が た 起 っ て いる よし で ある 。 漢和 辞典 を 引い て 見 る 
と 工 は セツ と 読み サイ と いう 音 は な い 。 そ し て その 本 
来 の 意味 は “大 錠 を 揮 っ て 直 載 する "と ある 。 和 婚 断 波 と 
は いみ じ く る も 名 づけ た も の で ある 。 こ の よう な 妙 用 の 
雅 補 を 粘 素 放す る は は 次 は 滋 残念 区 あ る 引 その 
音 ま で を も 誤解 し て さい と し た り , 意味 に 雲泥の差 ある 
夫 を も を っ て これ に か を よう と する ご と に は 供 成 で き な 
い 。 笠 に し て 才 断 波 を さい 断 波 と 読む と い 3 記録 は な 
い 。 そ こ で 才 断 波 を 切断 波 と 改め る こと を 提案 し た 
い 。 切 は サイ と 読む こと も な いで は な い が ,」 普通 は セ 
ツ と 読む な 。 そ し て その 意味 は 単に 切る と いう だ け で , 
錠 で 戴 ろ うぅ が 鉄 で 前 ろう が , その 対象 , 用 具 , 手段 , 
結果 の いか ん に か か わら な い 。 し た が っ て , 切断 波 と 
書い て る も 才 断 波 と 書く ほど に は 適切 で な いか も 知 や な 
い が , 漢字 を 制限 する 以上 それ は や む を を な い 。 


5. 音読 成語 の 仮名 混用 は 
精神 負担 を 重く する 


ガイ シ な どの よう に 他 に 訓読 の 方 法 が な い 普 読 用 語 


者 才 ) 


全体 を 仮名 書き に する こと と は , あま り 冗 長 に た ならない 
限り , 実用 上 の 不 っ つっ ごう は まず な い 。 し か し 了 周 絡 電 
圧 , 遮断 器 , 戴 断 波 な どの 音読 成語 の 一 部 分 を 仮名 書 
きき で 科せ な 絡 電 序 計上 人 断 器 攻 さる ろ 断 渋 で 
も , それ ら の 読み 書き を 不便 な らし め る だ け で 何 の 利 
科 も な い 。 賠 絡 電圧 , 遮断 器 , 断 波 な どの 漢字 を 知 
っ て いれ ば 意味 が わか る が , これ ら の 漢字 を 全然 知ら 
な けれ ば 到 旗 納得 で きる は ず が な い 。 し た が っ て 形式 
的 に は 漢字 を 制限 し た つも り で も, 実質 的 に は 内 絡 電 
圧 , 遮断 器 , 才 断 波 な どの 用 語 を 覚 を て も ら う こと を 
期待 し て いる の で ある か ら , 決し て 靖 神 的 負担 を 軽減 
する こと に は な ら な い の み か , か を っ て 精神 力 の 浪費 
に な る の で は 宏 か ろう か 。 

そこ で 次 の よう に 提案 し た い 。 

(1) せん 絡 電 圧 は 当 用 漢字 の 例外 を 認 る て 周 絡 電 
圧 と する が 最上 で ある が , それ が 不可 能 な ら ば 塊 絡 
電圧 , それ も いけ な けれ ば 単に 火花 電圧 と し て は いか 
が で あぁ あろ うか 。 

(2) し ゃ 断 器 は 遮断 器 と し て も それ だ け で は 何 を 
遮断 する の か よく わか ら な い 。 こ れ に 反し て 断 路 器 は 
明らか に 回 路 (電流 は 流れ て いな い ) を 断つ の で ある 
か ら 名 称 と し て は いい 。 こ の 筆 法 に な ら え ば 遮断 器 は 
(回 路 を 流れ て いる ) 電流 を 断つ の で あぁ る か ら 断 流 器 
ざお ある が まさか 2 う 8 

(3) を せつ 断 波 は 尋 断 波 と する ほど に は び ぴったり し 
な い が , 次 善 の 用 語 と し て 切断 波 と すべ きこ と を 前 に 
提案 し た 。 


6. 外国 用 語 の 仮名 書き は 
時 代 錯 誤 で ある 


フラ ッ シ ン オ ー バ も そう で ある が 球 ギ ャ ッ プ , | 棒 ギ 
ャ ッ プ , ギャ ッ プ の 長く な どの よう に , 外国 語 ゐ 発音 
に 似せ て 仮名 書き に し た 電気 用 語 が , 最近 次 第 に は び 
こと こっ て きた が , これ ら は ほとん ど 漢 字 制 限 の 犠牲 と な 
っ た 既成 術語 の , 代案 を 考え る 面 到 を 避け る た め の 所 
産 で ある 。 

大 戦後 の わが 国 は あぁ ら ゆ る 面 に お いて アメ リカ 風潮 
ei tdi GN 

PES oo 
ee , その 品位 を 傷 け る だ け で な く , 精神 
RR 
Panglish と 軽 蔵 され る 所 以 で ある 。 

技術 上 の 専門 用 語 と し て の 既成 術語 を , 外国 用 語 の 
発音 に 似せ て 仮名 書き に する こと は , 精神 的 な 面 ば か 
り で な く , 実用 的 な 面 に お いて る も 近い 将来 に 由 々 し い 
問題 を 起す 恨 バ あぁ る 。 電 子 守 訳 器 や 音声 タイ プラ イタ 
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な ど が 盛ん に 活用 され る 時 代 に な っ た 場合 , 何 が 由 々 
じい 問題 で ある る か は , あぁ あらため て 説明 する 要 は ある ま 
い 。 外国 用 語 の 撫 音 仮名 書き ぶ が 時代 錯 誤 で ある と いう 
所 以 で あぁ る 。 

球 ギ ャ ッ プ , 棒 ギ ャ ッ プ , ギャ ッ プ の 長く は それ ぞ 
れ , 球 極 間 , 棒 極 間 , 極 間 長 ま た は 極 間 隔 と し て 別に 
が る 9 た なさ と も 不 体 坊 な こと る な さそ う で る あこ 
の よう な 例 は 他 に も る 数々 ある こと で あろ う 。 ま た ガイ 
シ に 関係 ある 例 を 挙げ て 恐縮 で ある が , 従来 が イシ を 
電 弧 の 害 か ら 護 る た め に , 招 弧 環 ま た は 招 弧 角 な る る も 
の が 使用 され て いる 。 これ は 普通 Arcing ring また は 
Arcing horn と 呼ば れ て きた の で ある が , 最近 アー ク 
リ シ ジグ また は テー ク ホ ー ン と 呼ぶ こと に な っ 守 i 社 
を 節約 し ょ うと の 配 虜 か ら で も あろ う が , 馴れ な いせ 
いか 何と な く 語 呂 が 悪い 。 

筆者 は 十 数 年 来 こ の 種 の 招 弧 環 ( 角 ) に 関す る 実験 研 
究 を 続け て 来 た が , その 結果 , ガイ シ 面 に と 生じ た 電 和 坂 
を な る べく 速 か に ガイ シ 面 か ら 引 離す こと を 主 目 的 と 
する 招 弧 環 ( 角 ) と ガイ シ が 異常 電圧 の 襲撃 を 受け て 
関 絡 す る 場合 に , 電 弧 を 全然 ガイ シ 面 に 絡ま せな いよ 
うに する こと を 主 目 的 と する 防 絡 環 ( 角 ) と に 区 別して 
考え る べき こと を 主張 し て 来 た 。 ご 検討 が 願え れ ば 議 
で ある 。 


よび 
以上 の 6 項目 を 振 返っ て 見 る と , その 療 く が 漢字 制 


限 規則 強行 に 対す る 用 語 委 員 会 の 態度 な り 措置 な り 
に , あき た ら ぬ と ころ が ある こと を 表明 し た も の で あ 
る 。 漢字 制限 規則 を 強引 に 押し つけ る を も の が 誰 で あろ 
うと る を も, 学会 の 用 語 委 員 会 と し で は それ に 対す る 独自 
の 見 識 バ あっ て 然るべき で ある 。 

文章 の 簡 右 化 , 読者 の 精神 負担 の 軽減 が 真 の 目的 な 
ら ば , 何 も 当 用 漢字 に どこ だ わる 必要 は な い 。 学会 の 文 
書 は 必ず し も 国民 の 全員 に 理解 し て も ら 3 ぅ 必要 は な 
い 。 こ と に 学術 論文 に 至っ て は 専門 技術 者 も し く は 一 
部 の 学者 』 学生 な ど を 読者 と する の で ある が ら そう 
いう ぅ 階層 の 読者 に も っ と も 能率 よく 読ん で も ら え る る よ 
うな 表現 を 用 うべ き で ある 。 新 聞 雑 誌 の 大 衆 を 対象 と 
する も の は , 当 用 漢字 や 新 送り 仮名 を 賞 用 する で あろ 
うぅ が , 専門 学術 雑誌 が それ に な ら うぅ 必要 は な い 。 学術 
用 語 は 通俗 用 語 の 内 包 が あい まい な の を 明確 に する た 
め の 必 要 か ら 生 れ た る も ゃ ので, 代数 学 上 の 長い 式 を 代表 
する 文字 と 同じ よう な 性 格 を 有 し て いる も の で ある か 
ら , や た ら に これ を 追放 し た り , 通俗 用 語 を 代用 し た 
り し て は , 学術 の 研究 進歩 を 阻害 する こと は な は だ し 
いい 8 

わが 電気 学会 が 当 用 漢字 以外 の 漢字 を 使用 し て は な 
ら ぬ と いう 規則 を , 無 批判 に 遵守 すべ きこ と を 決定 し 
た の で あぁ あれ ば や む を を る を ない が , せめ て その よう な 方 針 
が 決定 され た 経 纏 を 質 し た り , それ に 対し て いさ さか 
な り と る も の 意見 を 述べ た りす る 機会 が 与え を られ て も よ 
く は な か ろう か 。 
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電気 用 語 標準 特別 委員 会 委員 長 。、 山 田 直 平 
新宮 行 太 氏 か ら 電 気 用 語 標準 特別 委員 会 に お ける 用 て いる 。 


語 選 箱 方 針 た る いで 選 意 見 が が 提 貞 き (で いる pa に 
本 委員 会 の 用 語 選 定 の 状況 に つい て ご 報告 を と し て , そ 
の 回 答 と し た い 。 

戦後 の 電気 用 語 選定 事業 の いき さ つ に つい て は , “ 学 
術 用 語 集 ” の 序文 に 詳し く 述 べら れ て いる 。 こ の 際 の 
用 語 選定 の 方 針 は 次 の よ ょ よう な も の で あっ た 。 

(1) 使用 する 漢字 は 「 当 用 漢字 表 」 に より , か な 
づか い は 現代 が な づか い に まる 。 

(2) 」 因 語 を 音 重 し 俗語 で も 適当 と 考 ぞ られ むる も 
の は 採用 する 。 

(3) 文字 の 整理 と 同時 に, な る べく 聞い て も わか 
り の 0 6 

(4) 他 の 専門 分 野 に 属す る 用 語 で , その 方 面 で 選 

定 さ れ た も の は , な る べく それ を 尊重 する 。 
5) 電気 工学 の 各 分 野 あ る い は 事業 の 方 面 に よっ 
て 異な る 用 語 を 慣用 し て きた も の に つい て は , で きる 
だ け こ れ ら を 単 一 化す る こと と し た が , その 結果 非常 
に 混乱 を 生ずる お それ の ある を も の は , 従来 の 習慣 を 尊 
香 全て 潜 三 ら 以 皿 の 洲 議 裕 設 が 6% 

新宮 氏 の 挙げ られ た 6 項目 の うち 3,5,6 を 除い て す 
べ て この 中 に 含ま れる と 考え られ る 。 

方 針 ⑪ の 当 用 漢字 束 で まる と いう 点 ど ろう いで 7 関 
部 省 学術 奨励 審議 会 学術 用 語 分 科 審 議会 の 方 針 も そう 
で ある けれ ども を も, 当 委 員 会 と し て も それ に 従っ た 理由 
は 主として 若い 勉学 者 た めで ある 。 現在 の 国語 の 
学習 が 初等 教育 の も っ と を も 大 きい 負担 で る る こと は 万 
人 の 認め る と ころ で ある 。 当 用 漢字 バ が べ 制 定 さ れ た の も 
こと この 趣旨 か ら で あ る と 思う ぅ 。 学 術 用 語 が すべ て 当 用 漢 
字 内 に 限ら れる と する と , 既成 の 工学 者 は 上 少なから ぬ 
不便 を 受け られ る で あろ う が , 非常 に 数 多く の 若い 人 
壮 の こと を 考 れ は 誠 さ れ は 忍 ん で いた だ ける さと で 
あぁ あろ うと し て , 方 針 1) に 従っ た わけ で あぁ ある 。 

従来 の 用 語 が 当 用 漢字 以外 の 文字 を 使用 し て いた 場 
合 に は , 当 用 漢字 を 用 いた 適当 な 用 語 が 見 出せ れ ば そ 
れ を 採用 し , それ が 不可 能 な と き は 発音 は その まま で 
か な 書 き に と する か , 外国 語 を か な 書き に する か に し 
ee 鶴 そ を それぞれ の 専門 の 方 々 の 意見 を うか が っ て 
最後 案 を 決定 し た こと は いう まで る も な い 。 賠 絡 も 大 い 
に 論議 の 行わ れ た も の の 一 つ で , 他 の 漢 宝 に 置き か を 
る 案 も あっ た が , 専門 の 方 々 の 意見 は それ で は 意 を 太 
せな いと いう ぅ ので, 結局 現在 の も の に 室 っ た と 記憶 し 
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用 語 標 準 特 別 委 員 会 で は , そこ で 選定 し じ し て いる の は 
日 本 語 の 用 語 で あっ て , 外国 の 用 語 の 訳語 で な い , と 
いう 立場 を と っ て いる 。 残 念 な こと に 現在 旦 本 の 工学 
は 外国 で 発達 し , それ が わが 園 に 引き 移 き れ て きた も を も 
の が 多い 。 用 語 に つい て も 同様 で , ほな と ん ど 大 部 分 の 
も の は 外国 の 用 語 に 対応 し て いる 現状 で ある 。 用語 を 
外国 語 の 発音 に し た が っ て か な 書き に し た か ら と いっ 
て , それ は 外国 語 を その まま 示し て いる つも り は な 
い 。 漢字 ある い は か な で 書い た 適当 な 言葉 が な いか 
ら 』 ョ ぞう て いる の で あみ て 外国 語 で で は な いつ は 0 
ある 3 ルル 3 が っ rE 英語 ge 護る こら と きる で a 
( 息 記 ルス 次 べ 凌 k 央 記号 を 選 志 ば 使 之 そ で で る) 
逆 に 日 本 の 用 語 で 適当 な 外国 語 の な いこ と も ある し , 
外国 語 で は 一 つの 言葉 で ある も の が , 日 本 語 で は 三 つ 
の 言葉 た 分け て 使わ れる こと も ある 。 

用 語 の 決定 は , いち いち その 用 語 の 意味 する 内 容 を 
充分 検討 し た うえ を で 行っ て いる つも り で ある 。 し か し 
従来 の 経験 に と よる と , それ ぞ れ の 用 語 は その 用 語 の 文 
字 の 意味 する 内 容 と 離れ て , 用 語 そ の も の と , それ に 
対応 する 概念 と きわ め て 密 接 に 結び 付い て いる こと 
で ある 。 発 音 の 変更 も 全 ぐ 別 の 概念 を 示す も の に 感じ 
られ る こと が すく な く な い 。 そ の 用 語 に な じみ が 深 け 
れ ば 深い ほど これ は 著しい 。 前 委員 長山 内 博士 も 述べ 
て お られ る 方 針 (3 が 充分 撤 底 じ な か っ た 理由 の 一 つ 
は これ で ある 。 財 訟 其 き きき 癌 誠 計 こ の 氏 き た だ たい 
も の で あぁ ある と し た 。 それ に は 例外 を 設け る こと は 望ま 
し く な い 。 一 つの 例外 は 他 の 幾つ っ も の 例外 を 誘い だ す 
も の で あぁ ある 。 

さき に 用 語 選 定 の 目的 は 日本 の 用 語 を 定め る こと に . 
ある と 申し 述べ た 。 そ うだ と する と 用 語 の 定義 が 示し 
て ある べき で ある と いう ご 意 県 が ある と 思う 9 われ お 
れる も 定義 , それ が で き な け れ ば 説明 , を 付け る べき で : 
あぁ ある と 考え て は いる 。 し か し 現在 の 機構 で は それ を 行 - 
うだ け の 祭 裕 が な い 。 残 念 な が ら 日 本 語 と 英語 と 併記 
し て 説明 の か わり に し て いる 現状 で ある 。 さい わい に 
数 多く の 専門 委員 会 な ど で , 用 語 の 定義 を 制定 し て お 
られ る 。 こ れ ら が も と に な っ て 全 用 語 の 定義 集 の 完成 
され る よう な 機運 に な る こと が 望ま し い 。 

な お 孔 が 当 用 漢字 に な いと いっ て お られ る が が, 新宮 : 
氏 の 感 ち が いと 思う 3 。 
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変圧 器 の 衝撃 電圧 試験 に お ける 故障 検出 ( 要 引 ) 


試験 電圧 標準 特別 奏 員 会 絶縁 試験 法 小 委員 会 


1. 緒 


変圧 器 の 衝撃 電 圧 試験 に た おい て, も っ と も 問題 と な 
る の は 故障 検出 方 法 で ある 。 変 圧 器 衝撃 電圧 試験 標準 
規格 JEC-110(1945) で は , 故障 検出 法 に つい て は 一 
定 の 方 法 を 明示 せ ず , 説明 書 た 二 三 の 方 法 が 述べ られ 
て いる だ け で ある 。 当 時 は この 問題 た 関す る 経験 が 浅 
か っ た が ,。 その後, 多く の 人 々 に よっ て 真剣 た 取り 上 
げ ら れ , 今日 まで 種々 の 方法 が 提案 , 実施 され て い 
る 。 と くに ヨー ロッ > ノ * 各 国 で は , 最近 いろ いろ な 方 法 
が 検討 され , 故障 検出 法 も 標準 化 さ れる 気運 に あぁ る 。 
今回 , 本 小 委 員 会 に お いて この 問題 を 取り 上 げ , 試験 
規格 の 改訂 に あぁ た っ て , 新しく 故障 検出 法 を 本 文 に 規 
格 と し て 採り 入れ る こと と し , 内 外 の 文献 を 種々 調査 
検討 し た の で , その 結果 を 報告 する 。 


2. 変圧 器 の 衝撃 電圧 試験 お よび 
故障 検出 一 般 


変圧 器 に 衝撃 電圧 を 印加 する 方 法 に つい て は , 特別 
に 問題 は な い が , 試験 中 に 万 一 変圧 器 内 た 故障 が 発生 
し た と き , その 故障 を 検出 し , 故障 位置 を 標定 する こ 
と は , 衝撃 電圧 試験 実施 上 , 重要 な こと で ある 。 
衝撃 電圧 試験 の 際 に 生ずる 変圧 器 の 損傷 を , 検出 の 
容易 な も の の 順に 分 類する と , 次 の よう に な る 。 


(1) 主 絶 線 を 含む 巻 線 大 地 間 

(2) 巻 線 間 

(3) 人 巻 線 の 大 部 分 を 占め て 大 地 間 を 含ま な いも の 
(4) コイ ル 間 お よび コイ ル 面 と コイ ル の タッ プ 間 
(5) 層間 お よび 巻 回 間 (ター ン 間 ) 

と これら の うち, (①~(d 和 まで は 現在 の 測定 技術 を 
も っ て すれ ば , まず 確実 検出 で きる が , (5) は と く 


に わずか な 巻 回 間 の 損傷 の 検出 は な か な か 困難 で , こ 
れ が 現在 , "故障 検出 に 対す る 研究 課題 に と な っ て いる 。 
変圧 器 の 衝撃 電圧 試験 が 実施 され た 初期 の ころ の 故 
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障 検 出 法 は 主として 印加 端 の 電圧 波形 を 比較 する 方 法 
で , その 他 , 故障 時 に 発生 する 音響 , 光 , 気泡 お よび 
煙 な どの 外部 的 徴候 を 痢 視 す る 方 法 が 用 いら れ て い 
た 。 そ の 人 後 , 森元 吉 氏 に よる 電流 波形 法 , Hagenguth 
に よる 中 性 点 電 流 波形 法 が 広く 普及 し , 現存 で は 各国 
どど で ほ どん どの の が 大 な いさ れる も きだ 電 
流 波形 法 を 使用 し て いる 。 

さい 断 波 試験 に お ける 故障 検出 は , 全 波 試 験 の 場合 
に くら べ て 困難 で あぁ る の は , 電流 波形 に 複雑 な 高周波 
振動 が 重なる こと に も よる が , 電圧 さい 断 の 時 間 を す 
べ て の 電圧 に 対し て 一 定 に 保っ こと が 困難 な こと に あ 
る 。 最 近 , さい 断 時 間 の ばらつき を 0.1us 以内 に 押 
えら れる こと に な っ た の で , 今後 は , 故障 検出 る 充分 
信頼 の お ける も の と な ろう 。 


5 電圧 波 生 展 法 


この 法 は , 低 滅 電圧 と 試験 電圧 と を 印加 し た 場合 に 
得 ら れる 印加 端 電 圧 波 形 , また は 他 巻 線 の 誘起 電圧 波 
形 を 測定 し , 両者 が 全く 相似 で ある か どう か を 比較 し 
て 故障 の 有無 を 判定 する 方 法 で ある 。 前 者 を 印加 端 電 
圧 波 形 法 , 後者 を 誘起 電圧 波形 法 と いう 3。 

印加 端 電圧 波形 法 は 測定 が 容 克 ィ で , か つ 波 形 の 解析 
も 簡単 で ある が , 故障 の 種類 ある い は 故 障 位置 を 捜す 
の (さば は ちあ ま り 好 まり 引 * ぐ な い 。 だ が っ で 対地 縁 
の 破壊 の 有無 だ け を 見 る 場合 に 使用 し て いる 。 

誘起 電圧 波形 法 に は 三浦 氏 の 提案 し た 電圧 平衡 法 が 
ある 。 こ れ は 同じ 特性 を も っ て 製作 され た 2 台 の 変圧 
器 の 試験 に は 有効 で ある が , 1 台 だ け の 試験 に は 適用 
EES 


4. 電流 波形 法 


と の 法 で 故障 の 有無 を 判定 する の は 電圧 波形 法 と 同 
一 要領 で ある 。 和 電流 波形 法 は , 電圧 波形 法 に くら べ て 
測定 が 簡単 で は な く , まな た 波形 の 検討 に も 多少 経験 と 
技術 を 要する が , 一 般 に 検出 感度 が 高く 0.1~0.5 % 
程度 の 層間 故障 を 検出 する こと が で きる 。 こ の 法 は 測 
定 す る 電流 に た にょ っ て , 中 性 点 電流 法 , 線路 電流 法 , 誘 
導電 流 法 に 分 類 さ れ て いる 。 こ れ ら の うぅ うち どの 方 法 を 
採用 する か は , 検出 感度 が 変圧 器 の 構造 , 容量 た よっ 
て 異な る の で , 測定 者 の 研究 と 経験 的 技術 と か ら 判 断 
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変圧 器 の 衝撃 電圧 試験 に お ける 故障 検出 (要旨 ) 


すべ きゃ の で あう ろう 。 

(4・1) 中 性 点 電流 法 変圧 器 の タン ク お よび 鉄心 
は 直接 , 供 試 巻 線 以外 の 巻 線 は 適当 な 抵抗 で 橋 絡 し て 
接地 し , 供 試 巻 線 の 中 性 点 を 適当 な イン ピー ダン ス 2 
を 通し て 接地 し , 供 試 巻 線 に 加え られ た 電圧 に よっ て 
直列 キャ パシ タン ス お よび 人 巻 線 導体 中 を 流れ る 電流 に 
より 2Z の 両端 と 生じ た 電位 差 を オシ ログ ラフ で 測定 す 
る 。 測定 に あたっ て 問題 と な る の は 電流 測定 用 シャ ン 
ト Z, オシ ログ ラフ の 所 引 速度 , 供 試 巻 線 以 外 の 巻 線 
の 接地 状態 な ど で あ る 。 

中 性 点 電流 法 で は , 変圧 器 を 一 種 の 分 圧 器 の よう に 
考 を て も よい の で ある か ら , 電流 測定 用 シャ ント に は 
変圧 器 と 同種 類 の イン ピー ダン ス を 使用 する こと が 選 
まし く , 電力 用 変圧 器 で は 抵抗 ある い は イン ダク タン 
ス , 配電 用 , 計器 用 変圧 器 で は 静 電 容 量 と いう こと に 
な る 。 競 電 容 量 シ ャ ント の 場合 , 充電 電流 が 長く 流れ 
て 容量 た 過大 な 電圧 が か か る の を 防ぐ た め , 抵抗 を 並 
列 た 入れ て , 抵抗 - 容 量 シ ャ ント と する が , その 時 定 
数 は , 検出 感度 を 高く する た め , だ いた い 100 us 程 
度 に 選ぶ の が 適当 で ある 。 

オシ ログ ラフ の 掃引 時 間 は , オシ ログ ラム の 見 や す 

さ , 故障 検出 の 確実 さ の 点 か ら 決め られ る べき る も の 
で , 50~500 us の 範囲 の 適当 な 値 を 選ぶ の が 普通 で あ 
る が , と くに 小 容量 の 変圧 器 で は 300~1,000 us, 大 
容量 の 変圧 器 で は 30~100 ps 程度 に と る の が つ ご どう 
が よい の で ある 。 
供 試 巻 線 以 外 の 巻 線 の 端子 を どの よう な 状態 に し て 
お ポ おく か は , その 巻 線 た 誘起 され る 電圧 に ょ る 絶縁 の 危 
険 の 有無 と 故障 検出 感度 か ら 決 め ら れる も の で ある 。 
絶縁 が 安全 で ある 場合 に は , 故障 検出 の 立場 か ら は で 
きる だ け 開 放し て お いた ほう が よい 。 和 実際 に どの よう 
な 状態 に する か は , あぁ あらかじめ 低い 電圧 で , その 券 線 
の 誘起 電圧 を 測定 し な けれ ば な ら な い 。 普通 は 500Q 
程度 の 抵抗 で 接地 し て いる 。 

(4・2) 線路 電流 法 、 こ の 法 は , 変圧 器 の 供 試 巻 線 
の 線路 側 端 子 へ の 全 流 入 電 流 を 測定 する 方 法 で あぁっ 
て , 店 性 点 電 流 法 と 異な る 点 は , タン マク な ら び に 供 試 
人 巻 線 以 外 の 巻 線 を 別に 接地 し な いで , 供 試 巻 線 の 中 性 
点 端 子 と 一 括 し て 電流 測定 用 シャ ント を 通し て 接地 す 
る 。 和 電流 測定 用 シャ ント の 選定 オシ ログ ラフ の 所 引 
速度 の 決定 な ど に つい て は 中 性 点 電流 法 の と き と 変 わ 
り は な い 。 この 法 は 故障 検出 感度 が 良好 で あり , 故障 
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点 標 定 は , 中 性 点 電流 法 より つっ つ ごう が よい こと も あ 
る 。 

た だ し , 人 巻 線 の 対地 キャ ッ ポ シタ ンス が 大 きい 場合 に 
は , 電圧 包 加 当初 の 充電 電流 が 異常 に た 大 きい こと が あ 
る 。 こ の よう な 場 合 に は , 電流 測定 用 シャ ント に 並列 
に 保護 ギャ ッ プ を 入れ て , 検出 に た は あぁ あまり 役に立た な 
い 初 期 充電 電流 を さい 断 す る か , あぁ あるいは 中 性 点 電 流 
法 を 用 いる べき で ある 。 

(4・3) 誘導 法 と の 法 は , 尺 . Elsner 氏 に よ ょ っ て 
提案 され た も ので, 変圧 器 の 同 脚 上 た 巻 か れ た 高圧 お 
よび 低圧 巻 線 間 の 静 電 打 結 合 を 利用 し て , 高圧 巻 線 か 
ら 低 圧巻 線 た に 流れ る 充電 電流 を , 低圧 巻 線 と 大 地 間 に 
接続 し た 低 抵 抗 に と にょ っ て 測定 する 方 法 で あぁ る 。 


5. オシ ログ ラフ を 使用 し て 故障 検出 
を 行う 場合 の 二 三 の 問題 
前 述 し た 検出 法 は , すべ て 電圧 , 電流 波形 が 印加 電 
圧 の 大 き さ に よっ て 変わ ら な いこ と を 前 提 と し て いる 
が , 非線形 特性 を も つ 変 圧 器 の 場合 , また は 線形 特性 
を も っ て いて も, さい 断 波 試験 た に お いて さい 了 断 ま で の 
時 間 が 変わ る 場合 に は 適用 で き な い 。 こ の 解決 策 た は 
印加 衝撃 電圧 が 上 昇 す る と き 非 直線 性 抵抗 に と ょ る イン 
ピー ダン ス の 変化 は 連続 で あり , 故障 に ょ る イン ピー 
ダン ス の 変化 は 本 質 的 に 不 連 続 で ある と いう こと を 齋 
理 と し た も の が ある 。 
さい 断 波 試 験 の 故障 検出 に 障害 と な っ て いた , さい 
断 ま で の 時 間 を 一 定 に 制御 する た め , 孔明 き 球 ギャ ッ 
プ を 使用 する 方 法 が 開発 され て いる が , 試験 回 路 が 複 
雑 で ある の で , 高度 の 測定 技術 が 必要 と な る 。 


6 で の M0 大 


電気 音響 法 は か な り 古 く か ら 試 ふみ られ て いる 。 こ の 
法 は , さい 上 断 波 試 験 に お ける 故障 検出 に は 中 性 点 電 流 
法 よ り 有 力 な 場合 も ある が , あぁ まり 広く 普及 され て い 
な Cs 

直流 電流 計 に ょ っ て 接地 端 電流 を 見 る 方 法 は , 測定 
答 お よび 技術 バ が 簡 単 で ある が , あま り 使 用 され て いな 
い 。 

真空 管 電位 差 計 に ょ っ て , 変圧 器 内 た 発生 し た コロ 
容 検 出す る 選 和 が で SES RS 
壊 試験 を 行わ ず に 破壊 値 を 推定 する こと る も 可能 で ある 
が , 現在 で は まだ 研究 段階 で ある 。 
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高周波 木材 加工 技術 基準 ( 要 引 ) es 
誘電 加熱 専門 奏 員 会 
1. 技術 基準 作成 の 経緯 1・5. 種々 の 加熱 形式 に っ つい て 
2.、 木材 加工 一 般 
1955 年 8 月 電気 学会 の 電気 化学 電熱 技術 委員 会 の A 
も と に 誘電 加熱 専門 委員 会 が 設立 され た 。 本 委員 会 の ot 計 
目的 は , 誘電 加熱 の 応用 が 木材 加工 に 広く 利用 され て EN 
Ya 3. 高周波 木材 乾燥 
いる に も か か わら ず , 技術 基準 が 明らか に 示さ れ て い が 3 寂 8 誠志 編 
な いた あめ , 応用 が 誤 に り 。 店 きき て いな い E * 
: dr eet pe i 2 3.2. 周波 数 と 電界 分 布 
、 A in EE EG 3:3. 周波 数 と 水分 傾斜 の ある 場合 の 電力 分 布 と の 
た は 装置 の 運用 が 不適 当 な た め , 装置 の 部 分 品 を 損傷 関係 
させ た りす る こと る も 少な く な いこ と か ら , 高 周 3 0 
“ERRADN YN っ, 高周波 森村 3.4、 内 部 爆発 と 許容 電力 審 度 
加工 上 必要 な 知識 と 技術 的 な 基礎 を で きる だ け わ か り 3:5、 電極 間 の ギャ ッ プ の 影 杖 
® 百 ww 京 2 
記述 地 る こと に よっ て , 高 周 3 人 
GS SR SO Be 
補 3・8. 木材 の 高周波 加 燥 の 実際 問題 の 要約 


り , 装置 の 高周波 出力 , 電力 , 周波 数 , 普及 台数 た に つ 
いて の 統計 が 得 ら れ , 利用 の 実体 に っ ついては, アン ケ 
ー ト 形式 た に たよ ょ り 業 界 か ら 協 力 を 得 , いま まで の 笑 問 の 
点 な ど に つい て 明らか な 認識 が 得 ら れ た 。 こ れ ら に つ 
いて は , すでに 技術 報告 策 25 号 に 本 委員 会 中 間 報 告 
SE せな だ 5。 

また 一 方 , 各 委 員 に ょ り 実 験 研究 報告 も 資料 と し て 
提出 され た 。 国 内 で 公表 きれ た 高周波 木材 加工 に 関す 
る 文献 る , 一 括 整理 し た 。 以 上 の 調査 結果 に より , こ 
の 高周波 木材 加工 技術 基準 が 作成 され , 1960 年 2 月 
技術 報告 策 38 号 に 発表 され た 。 


2. 内 容 の 概説 


全体 は 5 章 に 分 か れ , 付録 と し て 文献 集 が あげ られ 
て いる 。 以 下 の 目 次 に より 内 容 が 知ら れる 。 


目 次 
1. 高周波 発振 装置 と 加熱 操作 の 諸 問 題 
1・1。 高周波 電力 発振 器 の 概説 
1:2. 整合 
1・3. 定 在 波 と その 除去 に つい て 
1・4。 電極 と 被 加熱 物 の 空気 ギャ ッ プ の 問題 と 加熱 


上 の 注意 事項 


+ 委員 長 山本 勇 ( 明 治 大 学 』 幹事 部 宏 策 (国際 電気 )) 次 員 
上 村 武林 業 試験 所 菊地 盤 (豊和 工業 ) 小室 光夫 (東洋 レ 
ー ョ ン ), 篠原 包 吉 (名 古屋 大 学 う 竹田 政 民 ( 東 京 理化 大 学 う 馬 
場 文夫 (三菱 電機 平井 信 一 (東京 大 学 う 山本 孝 ( 名 古屋 大 学 う 
吉村 直行 (日 本 楽器 ) 

本 稿 の 全文 は 「 電 気 学会 技術 報告 第 38 号 」 に 掲載 され て いる 。 
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4. 高周波 加熱 に よる 木材 の 接着 


4…1. 接着 剤 の 誘電 率 , 誘電 力 率 

4・2. 電極 配置 と 温度 分 布 

43. 接着 力 

4 合板 

4・5. 成形 合板 

4・6. 端 曲 接着 

4・7. 接着 た 対す る 高周波 電力 , 温度 , 時 間 の 関係 


5. 高周波 加工 の 経済 問題 

付 録 高周波 木材 加工 に 関す る 文献 

以上 の 内 容 に つい て 若干 の 説明 を する 。 第 1 章 と 策 
4 章 は 木材 以外 の 誘電 加熱 の 応用 に つい て も 基本 的 な 
知識 と 応用 た あぁ た っ て の 技術 基準 と な る 。 第 1 章 に は 
図面 16, 表 が 10 載せ られ て お り , 第 2 章 に は 木材 加 
工 に 関す る 基本 的 実際 所 の 知識 が 得 ら れる よう に 図面 
2 と 表 が 7 用 いら れ て いる 。 第 3 章 は 木材 の 間 燥 を 高 
周波 加熱 た より 行う 場合 の 必要 基礎 的 知識 が 得 ら れる 
よう に 種々 の 角度 か ら 説明 が 加 % を られ て おり , 図面 
24, 表 が 3 載せ て ある 。 第 4 章 は 木材 の 接着 加工 に 関 
する 技術 基準 で , 図面 14, 表 が 2 載せ られ て いる 。 付 
録 の 文献 集 は 以下 の 分 類 と より 見 や すい よう に され て 
いる 。 (か っ こ 内 の 数 字 は 文献 の 数 ) 

概要 , 解説 , 展望 ⑨, 木材 加工 一 般 (9⑨, 東 燥 
(29), 接着 お よび 成形 合板 (20), ベニ ー ヤ エッ ジグ ゲル 
ー イ ング ケ (2), 繊 雑 板 , 積層 材 , 強化 木材 (②, 防腐 
剤 お よび 油 の 注入 (の, 特殊 応用 (⑮) 
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下 


注水 固有 抵抗 に よる が いし の フラ ッ シ 


オー バ 電 


圧 の 変化 (要旨 ) 


関 絡 電 圧 専門 委員 会 ! 


が いし の 注水 フラ ッ シ オ ー バ 試験 は , 表面 清浄 な 供 
試 品 に 固有 抵抗 10,000 ncm の 水 を 注水 し て 行う こと 
を 標準 と し て い る 。 一般 に 注水 固有 抵抗 が 低下 する 
と , 注水 フラ ッ シ オ ー パ 電圧 も 低下 する が , その 程度 
は 供 試 品 の 種類 , 印加 電圧 の 相違 に よっ て 異な る の が 
普通 で ある 。 こ の よう に 固有 抵抗 の 低い 注水 を 行う こ 
と は , が いし の 表面 漏れ 抵抗 を 低下 させ た 場合 と 等 価 
で ある と 考え られ , 最近 , 問題 に た な っ て いる が いし の 
汚損 フラ ッ シ オ ー パ 耐力 を 検証 する 人 工 汚損 試験 法 の 
—ー つ ee が で きる 

本 委員 会 に お いて も , この 点 に 関心 を も ち , 注水 固 
有 抵 抗 と フラ ッ シ オ ー バ 電圧 と の 関係 の 解明 に 努力 し 
て きた 。 た また ま 昭 和 33 年 3 月 , 試験 電圧 標準 特別 
委員 会 か ら , 電力 用 機器 の 耐 電 圧 値 を 改訂 する に 際 し 
て , が いし の 汚損 ・ 注 水 条 件 を 考慮 し た 試験 法 の 立案 
を 裕和 究 員 会 き 依 頼 ジ で きじ だ が ララ て され を 浴 会 
に た 注水 フラ マン オー デベ に 関す る 従 107F 


の 試験 電圧 に 耐え うる か の 目安 を , で きる だ け 早 急 に 
求め る こと で あっ た 。 を も ちろ ん , こ の 問題 の 解決 に は ; 
多数 の 試験 を 系 統 的 に 行い 充分 な る 資料 を 集積 する 必 
要 が ある が , 時 間 的 な 制約 が あっ た の で , 供 試 品 は 一 
応 支 持 か がいし, 変圧 器 ブ ッ シ ン グ , 断 路 器 な ど に 限定 
し , 注水 設備 , 試験 電源 設備 は 各 測 定 者 の 現状 の も の 
を 使用 し , 分 担 し て , フラ ッ シ オ ォ オー バ 特 性 を 試験 する 
CR STE 
2. 交流 注水 フラ ッ シ オ ー バ 特性 
(2・1) 注水 フラ ッ シ オ ー バ 電圧 と 注水 固有 抵抗 と 
の 関係 注水 フラ ッ シ オ ォ オーバ 電圧 V と 注水 固有 抵 
抗 @ と の 間 に は 平均 的 に 次 式 が 成立 する 。 
24 
で EAS: で が ぞ で が だ の 供 試 証 で 定まる 実 
験 定数 


8 。 a 
来 の 試験 結果 を 調査 する と と も に , = ER 
わが 国 の お も な 高圧 試験 室 11 個所 き x: 10 へ 30 号 
a 50~90n 
GSN 人 答 種 がい 1 し 9 の 請 る @:」100~140 号 
こつ いで RRR 39 () 内 の 符号 : 測定 場所 
に つい て 注水 フラ ッ ジ オー バボ 試 験 を 8 履 字 ・ 編 階 
実施 し た 。 そ の 結果 を と り ま と め た 環 ( 注 水量 <03mm/min 
の が , この 報告 で ある 。 肖 nD ~ 
症 
1. 調査 な ら び に 0 トート クイ 
試験 の 概要 Tf | | 
Kk 54 リグ ク 作 AE 
前 記 の 試験 電圧 標準 特別 委員 会 か へ | " TT (B170=60) | | | 間 赴 上 
0 2 人 ト WII ング (B200/3 =7) | | 
ら の 研究 依頼 の 趣旨 は , 現行 の 機器 R=S wr rT | | 
の 株 フフ クズ た と は は ーー H ss ii 代 直 HH 
01 


001 005 


変え な い 範 囲 で , 注水 試験 に お ける 
固有 抵抗 値 を どこ まで 下げ て る も 現行 
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浜 国 大 "畠山 久 尚 気象台) 林 光 ( 電 源 開 発 )) 広 賞 用 ( 電 
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本 稿 の 全文 は 「 電 気 学会 技術 報告 第 38 号 」 に 掲載 され て いる 。 
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注 男 抵抗 (kNem) 
第 1 図 


円 答 形 が がい し. に つい で て は ヵ 々 二 0、21、 ピン. 形 支持 が 
いし , 線路 用 ピン が いし に つい て は ヵ z==0.16, ブ ッ シ ン 
グ ゲ お よび 断 路 器 の それ は 0.2 程度 の 値 が , 各所 の 試 
験 結果 より 得 ら れ た 。 を も ちろ ん , 以上 の 値 は 概観 的 な 
平均 値 で あり , 各所 の 試験 電源 容量 の 大 小 に より , 必 
ず し も ゃ この 関係 が 保 た れる 場合 の み で な い 。 | 円筒 形 が 
いし に つい て 得 ら れ 夫 結果 を 示す と 第 ユ 図 の ょ う で あ 
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(2・2) 絶縁 階級 と 注水 フラ ッ シ オ ー バ 電圧 一般 
的 に , 絶縁 階級 の 高い 供 試 品 ほ ど , 注水 フラ ッ シ ォ オォ ー 
パ バ 電 圧 の 試験 電圧 (現行 耐圧 値 ) に 対す る 比 が 小さ い 
こと が わか る 。 す な わ ち フラ ッ シ オ ォ オー バ パ 電 圧 と 耐圧 値 
の 和裕 度 が 小さ い 。 こ の 裕 度 を どの 程度 に と る の が 妥当 
か は , 個々 の 供 試 品 の 使用 条件 , 設計 方 針 に 影響 する 
どこ なろ が 大 きく , な か な が なか 困 難 な 問 題 で も る 。 また, 
ラッ シオ オーパ バ 電 圧 は , 電圧 印加 法 す な わ ち 電圧 上 昇 
法 に よる か , 定 印 法 に よる か に よっ て 相当 差異 が あぁ る 
し , 注水 条 件 お よび 試験 電源 容量 の 影響 も うけ る 。 
電圧 上 昇 潜 に より 求 あめ た フ ラッ シオ ー パ 電圧 値 と 定 
印 法 に ょ り 求 め た 耐圧 値 の 間 に は 約 7~23 9 の 差 が 
あぁ ある 。 しかし, この 差 は 注水 固有 抵抗 , 印加 時 間 , 電 
源 容量 の いか ん に よっ て 変わ る 。 と くに 注水 固有 抵抗 
が 低い 場合 , 電源 容量 の 大 小 に ょ る 影響 が 顕著 と な 
る 。 ま た 注水 状態 の 最悪 時 に 遭遇 する 機会 を 多く し , 
信頼 度 の 高い 耐圧 試験 を 行う 意味 か ら , 電圧 印加 時 間 
を 現行 の 10s 間 よ り も 長く と る こと も 検討 を 要する 
問題 で あろ 5 。 

こと の 調査 な ら び に 試験 に お いて , 許容 注水 固有 抵抗 
を 決定 する 基準 と し て , 注水 フラ テラ ッ シ オ ォ オーパ 電圧 は 耐 
圧 値 の 20 % 増し と し た 。 


3. 衝撃 注水 フラ ッ シ オ ー バ 特性 


衝撃 フラ テッ シオ ー バ 電圧 の 注水 固有 抵抗 た に 対す る 変 
化 は , 交流 の 場合 に くち らち べ れ ば , か な り 少 な い 。 注水 
固有 抵抗 が お よそ 1,000 2cm" 以上 に な る と , 衝撃 注 
水 フ ラッ シオ ォ オーバ 電圧 は , ほとん ど 一 定 で ある 。 

衝撃 電圧 試験 の 場合 も , 絶縁 階級 の 上 位 の も の ほど 
フラ ッ シ ォ オォ ー ペ バ 電圧 と 耐 電圧 の 差 が 小さ い 傾向 が あ 
る 。 衝撃 注 水 フ ラッ ジオ ー バ 電圧 の ば ら つ き は , デー 


13,500 ncem の 範囲 に 6 を 4 段階 に 変え て 試験 し た 結 
果 り る S29/mi は や よる 110:%7 程度 で ある 。 こ 
の 報告 で は , フラ ッ シ オ ォ オーパ 電圧 の 耐 電 圧 値 に 対す る 
裕 度 を 10% と し て 検討 し た 。 


結 


この 調査 お よび 試験 は 半年 た ら ず の 短期 間 に 行 われ 
た も の で , 対象 と し た 供 試 品 も , 数 量 , 品種 が 限定 さ 
れ て いる か ら , これ ら の 結果 か ら 確 定 的 な 結論 を 出す 
こと は 困難 で あぁ る 。 しかし; 上 述 の 検討 範囲 内 で 総合 
し た お も な 結論 を 求め る と 次 の よう で ある 。 

(1) 注水 固有 抵抗 と 交流 注水 フラ ッ シ オ ォ オーパ 電圧 
と の 関係 は , 両者 を 対数 目盛 で 示す と , ほぼ 直線 的 に 
変化 する 。 : 

(2) 注水 固有 抵抗 に と よる フラ ッ シ オ ォ オー バ 電 圧 の 変 
化 吾 る 割 倫 は 用 同人 答 形 が い 民 なさ よび フッ ジン の ク の (は 5 
が ピン 形 支 持 が いし の 場合 ま より, や や 大 きい 。 補正 係 
数 を (10,000/0)* で 表わす と , 前 者 は ヵ ゃ 0.20~0.21, 
後者 は 0.16 と な る 。 

(3) 注水 固有 抵抗 に ょ る 衝撃 注水 フラ ッ シ オ ォ オーバ 
電圧 の 変化 する 割合 は , 交流 注水 フラ ッ シ オ ォ オー バ の 場 
合 よ ょ り 一 般 に 小さ く , 6>1,000 Rcm の 範囲 で は ほ と 
ん ど 変 化 が 見 られ な い 。 

(4) 注水 フラ ッ シ オ ー パ 電圧 は , 注水 条件 , 表面 
状態 の 変化 お ょ び 電 源 イ ン ピ ー ダ ンス の 影 搬 な どの た 
め , 乾 燥 フラッ シオ ー パ 電圧 より , ば ら つ き が 一 般 に 
大 きい e。 

(5) 現在 , 試験 電圧 標準 特別 委員 会 で 審議 され て 
いる 試験 電圧 標準 値 に 耐え る 注水 固有 抵抗 の 最低 限 
度 , すなわち 許容 注水 固有 抵抗 の お よそ の 値 は , 交流 
耐 電圧 の 場合 は 5,000 Rem, 衝撃 耐 電圧 の 場合 は , 
1, 000 em 程度 で ある 。 


ml 


タ が 少な い の で 確定 的 な こと を いい が た い が , 70 一 
昭和 35 年 6 月 (J.ILE.E.J.) ( 81 ) 
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1. 緒 


最近 に 至っ て 実用 化 さ れ 急 速 に 各 方 面 に 採用 され る 
よう に な っ た 自 励 交流 発電 機 の 特長 を 検討 し て みる こ 
と は 興味 深い こと で あぁ る 。 本文 で 自 励 交流 発電 機 と 称 
する の は 規格 の 定義 に し た が を えば, ⑦ 励磁 機 を 有 せ 
ず 自 己 の 発生 電力 を 整流 し て 励磁 する 交流 発電 機 」 で 
ある が , その うち で 「 複 巻 特性 を 持た な た も の を 自 励 
複 巻 交流 発電 機 と 称す る 」 ほう ぅ を 指す も の で あぁ る 。 具 
体 的 な 回 路 方 式 た は 種々 な 変化 が ある が , 根本 的 な 原 
理 は 大 同 小 異 で あぁ あり, その 代表 的 な も の を 示せ ば 第 1 


nl 


3 端子 電圧 
了 12 1 : 界 磁 電流 
a s Cl 可 飯 和 変 流 議 
i : 直線 性 リア クト ル 
フィ ー ル ド 


Ss-CT 4 
RE 


R“* 男 磁 巻 線 抵 抗 
2: CT 励磁 イン ヒー ダン ス 
ga: 談 流 比 

2 Io+I2 


図 第 2 図 の 等 価 回 路 

図 の と お り で ある 
( 理 を 簡単 に 紹介 すれ ば 
三 相 回 路 を 1 相 に 直し た も 
の が 第 2 図 で あり , その 等 
価 回 路 が 第 3 図 と な る 。 
ま 同 期 リ アク タン ス Xs の 
み を 考え れ は ば, 発電 機 の 内 
部 誘起 電圧 Ez 端子 電圧 
Ez ヶ , 負荷 電流 の 関係 は 
第 4 図 人 OAB に 示す と お 


~~ ~~ 
ご ご 


3) 


第 4 図 等 人 


i 単 相 
回 路 の ベク トル 図 
+ 株 式 会 社 明電舎 
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り で , CT ょ り 整 流 器 を 通し て 界 磁 に 流れ る 電流 72 と 

端子 か ら XX を 通し て 与 を られ る 0 は , 7 交流 どじ て 
ベク トル 的 に 加 % を られ 7x と な る 。 CT の 巻数 比 と Xi 
の 値 を 適当 に 選べ は 人 OAB と 人 OCD を , 7z の い 
か ん に か か わら ず 相 似 に する こと が で きる か ら , 端子 
電圧 を 一 定 に する こと が 可能 と な る 。 し か し な が ら 発 
電機 の 内 部 降下 が 単 一 の リア クタ ンス Xs で 代表 で き 
る も の で は な い の で , これ だ け で は 電圧 調整 能力 は 充 
分 で な い 。 その た め に 策 1 図 に 示す よう に 単なる CT 
を 用 い ず , 可 飽 和 CT を 用 い 修 正 回 路 14, 15 を 設 
け , 修正 電流 7c を 流し て 変 流 比 を 変化 させ 一 定 電圧 
に 保っ 。 こ の ょ うぅ な 方 式 で 励磁 機 を な くし ;, か つ 一 定 
電 計 を 得る こと が 可能 と な る こと は 原理 的 に は 古く か 
ら 知 られ て いた も の で ある が , それ で は な ぞ ぜ 最 近 に 至 
っ て よう や く こ の 回 路 が 実用 に た 供 され る よう に な っ た 
の で あぁ ろう か 。 その 理由 の 一 つ は 団 式 整流 器 の 発達 で 
ぁ あり, 特に 昭和 30 年 ご ろ っ より セレ ン 整 流 器 の 信頼 度 
が 大 幅 に 改善 され , さら に 33 年 ご ろ よ り ゲ ル マ ニ ウ 
ム , シリ コン 整流 器 が 登 上 し , 整流 器 の 容量 た 対す る 
制限 が な く な っ た こと で ある 。 それと 関連 が ある が , 
も う 一 つの 大 き な 理 由 は 大 出力 磁気 増幅 器 が 次 第 に 開 
発 さ きれ, 可 錠 和 リア クト ル の 設計 製作 技術 が 急速 た 進 
し , 所 望 の 特性 の も の が 容易 に 入手 で きる 自信 が 得 
られ た た めで ある 。 そ れ で は この 回 路 が 実用 化 さ れ て 
か ら , な お 日 が 濾 い の に か か わら ず , 広範 囲 た と 利 用 さ 
れる に 至っ た 理由 は な ん で あろ うか 。 


歩 


と 計 広 計 尾 


AVR は 接点 を 持っ た も の か ら 連 続 制御 式 の 回 転 増 
幅 器 形 へ , さら に 静止 器 の み で 組み 立て られ た 磁気 増 
幅 器 形 AVR へ と , 戦後 急速 に 進歩 し 速 応 性 , 信頼 
度 と も に 著しく 改善 され 系 統 安 定 度 を 増加 し た 。⑬④ 
これ ら は いずれ る も 純粋 に 電圧 変化 の み を 検出 し , 増幅 
回 踏 と 制動 回 路 と を 用 いて 一 定 電圧 を 保持 し ょ うと す 

る も の で , その 構成 図 の 一 例 を 示す な ら ば , 第 5 図 
(a) の と ポ おり で ある 。 これ に 反し 変化 を その 原因 で あ 
る 電流 の 変化 も 加 を て と る こと が 考え られ ,⑤⑮% ゐ 第 6 
図 の ょ うな 複 巻 形 AVR と も 称せ られ る 回 路 が 実用 に 
供 さ れ て いる 。 第 1 図 の 回 路 に お いて は この 電流 分 に 
よる 複 巻 効果 を 直接 交流 発電 機 の 界 磁 に 加え て いる わ 
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第 5 図 (a) 励磁 機 付 の 簡略 化 さ れ た 構成 図 


自 励 交流 発電 機 の 簡略 化 構 成 図 


第 5 図 (b) 


け で , この 効果 を 構成 図 上 で 考 を る な ら ば , 第 5 図 (b) 
に 示す よう に 電機 子 反 作用 zag の 効果 を 消し て し まう 
と と も に ,」 za′ に よる 電圧 降下 を 瞬時 の 遅れ な く 補 貸 
する 励磁 電圧 を 与 を そる こと と な る 。 これ に 反し AVR 
で は 磁気 増幅 器 , 増幅 発電 機 , 励磁 機 な どの 時 間 遅 れ 
の ある 回 路 を 通し て 主 界 磁 磁 束 みみ a を 制御 する た あめ, 
調整 力 は 遅れ て 発揮 きれ る 結果 , 第 10 図 破線 た 示す 
よう に 瞬時 の 変化 は 大 きく な る と と る も る に 行 過ぎ 量 を と 
る な いな が ら 静 定 す る こと と な る 。 す な ね わ や ち 交 流 発電 
機 で 電圧 変化 を 生じ る も っ と る も 大 き な 原 因 は , 電機 子 
反作用 で あぁ る が , 自 励 交流 発電 機 は 電機 子 反 作用 の な 
い 交 流 発 電機 と いう こと が で きる の で あっ て , その 調 
整 の 結果 は 励磁 機 を 介し た 従来 の 方 式 と 根本 的 に 異な 
っ て いる 。 こ の よう な 概念 は 速度 調整 と も すでに 利用 
され て いる の で あっ て , 速度 の ほか に 出力 を 感知 し て 
調 速 すれ ば 時 間 遅 れ も 少 な く 理 想 的 な 制御 が で きる わ 
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1: 可 和 飽和 変圧 変 流 器 , 2: 検出 変圧 器 
第 6 複 巻 形 AVR 


け で , その よう ぅ うな 電気 調 速 機 が 実用 に 供 き され て いる 。⑮ 
次 に 筑 1 図 の 回 路 に お いて は 緒言 に お い て 述べ た よ 
うぅ に, 修正 回 路 は 残 久 し た 少し の 誤差 を 修正 すれ ば ょ 
いた め に , その 回 路 の 利得 は きわ め て 低く て 充分 で あ 
る 。 し た が っ て 回 路 の 構成 は きわ め て 簡単 で あり , そ 
の 結果 と し て 時 間 遅 れ も ま た 少な い 。 さら に 利得 が 低 
いと いう こと は 制動 回 路 を 必要 と せ ず , 図示 の 回 路 で 
充分 な 安定 性 が 得 ら れる 。 こ れ に 反し AVR に お いて 
は , 同期 機 と し て 本 質 的 に 大 きい 電圧 変動 率 を 充分 な 
定 電 圧 に 保っ た め に は , 全体 と し て 相当 な 利得 が な け 
れ ば な ら ず , その た め 時 間 遅 れ 要 素 が 数 多く 重なる た 
め , 制動 回 路 が ぜひ と る も 必要 と な る 。 こ の こと は 単に 
装置 を 複雑 に する の み で な く , 各 要 素 が 充分 良好 な 特 
性 を も っ て いて る も , 全体 と し て 眺め る る と , 著しく 速 応 
性 を 下げ て し まう こと は , 現地 試験 の 結果 と し て 報告 
され で いる と おり で ある 。 の ⑦ 

第 5 図 の 構成 図 か ら ゃ 容易 に 納得 で きる よう に , 速 
応 性 に お い て 従来 の AVR より は る か に すぐ れ て いる 
が , 速 応 性 こそ AVR を 発達 させ た 原因 で あり , その 
改善 と よる 利益 に つい て は 幾多 の 文献 た 発表 され て い 
る の で , 改め て 述べ る 必要 は な いと 思う 8⑤O3 それ や で 
は いま まで に 着 々 と 改善 され て きた 最新 形 の AVR と 
くら べ て どの 程度 の 改善 が な され た か , まず 系 統 に 並 
列 さ れ た 機械 と し て の 問題 点 で あぁ る 安定 度 に つい て 述 
NaN DS 


回 
回 


33 甘 安 転 選 基 度 


発電 機 の 安定 度 と し て は 周知 の ょ うに 動態 , 過渡 の 
2 種類 が あり , 前 者 は 定常 状態 に お ける 安定 極限 電力 
の 大 き さ を 示し , 後者 は 過渡 状態 を 含ん で 安定 で ある 
極限 電力 を 示す 。 す な わ ち ある 系 統 に 接続 され た 発電 
機 は , 送電 する 有効 分 な ら び に 無効 分 の 電力 の 割合 に 
よっ て 発電 機 が 安定 に 運転 可能 な 限界 が あり , これ を 
動態 誠 定 度 と 称し , 規約 され た 過渡 状態 に 対し て る も 安 
定 で あぁ る 極限 電力 の 大 き さ を 過渡 安定 度 で 示す 。 
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動態 安定 度 は 実機 に つい て も また 模型 に つい て も, 
速 応 度 が それ に 与え る 影 た つい て は 詳し く 検 討 さ れ 
て いる の で 省略 する 。Q の DT 過渡 安定 度 に つい て は 実 
機 に つい て の 試験 が 困難 で あぁ る た め , ①② 多く 模擬 送 
電線 に つい て 求め られ る 。 和 電力 中 央 研究 所 た お いて 模 
擬 送 電線 を 用 い て 試験 を 行っ た 数 例 に つい て 求め られ 
た 結果 台 衣 参 才 と し で 以 玲 示す に ざと 実る 。 

(3・1) 2 機 問題 と し て 第 7 図 の 回 路 並行 二 回 
線 の 片側 送電 線 た におい て 単 相 お よび 三 相 短 格 事 故 を 発 
生き させ , 約 9 サ イク ル 後 に 故障 回 線 を し ゃ 断 , 約 23 
サイ クル 無 電 圧 時 間 を お いて 再 閉路 を 行っ た 場合 に お 

る 発電 機 の 過渡 容 定 極限 電力 を 比較 する と 第 1 表 と 
奉る 

以下 簡単 の た め に 自 励 式 の 場合 を ぶさ で , 
機 に AVR を 用 い 完 と き を 4 ,AVR なし, 
ち 手 動 調整 の 場合 を M で 示す 。 


回 転 励磁 
光 ね わ 


一 相 短 絡 | 二 相 地 絡 | 二 相 地 絡 | 三 相 地 絡 
NGR=800 AINGR=800 BA| NGR=0 2 INGR=800 2 
WW | Ww | tw | tw 
A な し ) | 入 6.5 | 14 12.5 
cm mid |” i | で る = 


CR | 19.5 9 19.5 


(3・2) 3 機 問 題 と し て 第 8 図 の 回 路 故障 点 と 
タイ ムシ ー ケ ンス は , る 2 機 の 場合 と 同様 と し て 行っ の 
た 場合 の 過渡 安定 極限 電力 は 第 2 表 に 示す 。 


二 相 地 絡 三 相 地 絡 
NGR=800 Q NGR=800 Q 
CkW) (kW) 
i A 28 25.5 
GS 
の 30 2795 
i 31 28.5 
ES 


第 9 図 
第 3 表 (3・3) 同じ く 3 機 に お 
三 相 地 絡 いて 第 9 図 の 場合 結果 
ーー 穫 3 表 示 0 で 
GM 8 る 。 
Gz : M % 
以上 を 要約 すれ ば 2 機 問 
8 | 7.5 題 た におい て 二 相 短絡 と 二 相 


地 絡 (NGR==8002) と は 
ほ ば 同様 な 結果 が で た が , その と き の 極 限 電 力 を 比較 
AM EE SR NK SE MSE 
20 % の 増加 が 認め られ る 。 また M に お いて は 当然 
の こと な が ら 二 相 地 絡 (NGR=800 9) , 二 相 地 絡 (NG 
R=092), 三 相 地 絡 の 順に 極限 電力 は 減少 し て いる が , 
ぶ で は 3 者 の 変化 が ほとん ど な く , 自 励 複 巻 式 の 速 応 
性 の 効果 を は っ きり 認め る こと が で きる 。-Gi, G2 と 
系 統 と の 連 系 と いう 3 3 機 問 題 た お いて は , 安定 極限 に 
お ける G: と G2 の 電力 の 和 は 一 定 値 を 示し , 結局 2 
機 問題 と 同様 に た 考え うる こと が 判明 し た 。 
そし て M, M; S, _M; S, A の 順に 極限 電力 は 増 
大 し て お り , 自 励 複 巻 交流 発電 機 の 存在 は 安定 度 の 向 
上 に 充分 頁 献 する こと が 認め られ , 並列 接続 され た 応 
答 の 遅い 機械 と も な ん ら 障 害 を 与 を な いこ と も 明らか 
と る Ss 


4. 瞬時 の 電圧 変動 


すぐ れ た 速 応 性 の 結果 と し て 当然 負荷 変 動 に 対す る 
電圧 の 変化 も 少な いわ け で ある が , 特に 単 帯 運転 され 
て いる 場合 に 電圧 変化 の 基準 債 か ら の 最大 変 差 と , 基 
準 値 へ 達する まで の 時 間 の 二 っ が 問題 と な る 。 前 者 を 
瞬時 電圧 変動 率 , 後者 を 回 復 時 間 と 称し , 通例 は 策 
10 図 に 示す 値 を どる 。③⑳ 電圧 の 変化 は 次 式 ど と よっ て 
示さ れ , その 最大 値 は z=0 の 瞬間 に 生じ 機械 固有 の 


AVR, 盛 磁 機 付 の 場合 
第 10 図 回 復 時 間 Te と 瞬時 電圧 変動 4o 
084) 80 巻 


861 生 (June 1960) 


電 m 気 。 学 
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に に に ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニニ 


リア クタ ンス 値 と 負荷 の 値 に ょ っ て 決定 され , 制御 装 
置 の 良和 舎 に は 関係 し な い 。 カ ゎ 


CTR a CID 
(Zin +X) (zom t+X) + (AR)* 


に 
1 Taz* 

た だ し じ し 庄 =ee に に て 4 一 0 と し 活字"m- は 機械 固 
有 の を もの, 太 , X は 負荷 の 抵抗 な ら び に リア テア クタ ンス 
と する 。t>0 の 回 復 率 は Taz に よっ て その 切 線 が 決 
定 さ れる が , t=oe に て 4vg=0 と 仮定 し だ 上 式 と 拭 
な り 実 際 は 過 複 伏 に 設計 され る の で , それ を 考慮 し て 
切 線 が 引 か れ な けれ ば な ら な い 。 和 制動 線 の ある も の 
で は zam パ も $ 影 級 を 与え る が 』』 as が が 大 きぐ な い 限 
り は その 効果 に あぁ まり 期待 は か けら れ な い 。 い ずれ に 
せよ これ ら の 特性 は ほとん ど 制 御 装置 の 良否 に 関係 な 
く 定 まる も の で ある か ら , これ ら の 特性 を 厳し く 規 定 
し て も それ は 単に 機械 の 特性 を し ば る に すぎ な い 。 

さて 以上 の 結果 は , 生じ る 電圧 変動 の 大 きき に 関 せ 
ず 成 立つ ち ゎ わけ で あぁ ある が , これ を 励磁 機 付 の AVR と 比 
較 す る と , 大き な 差 が 生 る に す な ね も ち 」AVR. の 場合 は 
単に 時 間 遅 れ の た め , 最大 の 電圧 変動 が 策 10 図示 
す よ うに , あぁ る 時 間 を 経過 し た 後 た 生ずる GG⑤⑪① の み で な 
く , それ ら の 電圧 を 回 復 す る 特性 が 電圧 変化 と よっ て 
影響 を 受け る か 否 か が 大 き な 問 題 と な る 。 特 に 自己 の 
発生 する 電力 を 電源 と し て 用 いる AVR に あっ て は , 
大 きい 電圧 変化 が 生じ る と , その 機能 を 発揮 で き な く 
な る 。 通 例 論 議 さ れ て いる AVR の 特性 は 電源 電圧 お 
よび 周波 数 が 正規 に 保 た れ て いる 場合 の こと で ぁ あり, 
それ ら が 変動 し た と き 特 に 電圧 が 著しく 下っ た と き は 
健全 な 機能 が 期待 で きず , し か も その よう な と きこ そ 
AVR の 働き が も っ と も 必要 な 状態 な の で ある 。 発電 
機 容量 に くら べ 大 き な 起 動 電 流 を も つ 電 動機 を 容 欧 に 
起動 し うる と いう , この 種 発 電機 の 利点 が 大 きく 注目 
され る 原因 は ここ に 存在 する 。 

次 に 負荷 し ゃ 断 時 の 特性 で ある が , これ る も 全く 同じ 
で あぁ あり, 急速 た 規定 値 に 近づく 。 こ の 際 有 効 分 も 急変 
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する の で 速度 上 昇 が 特に 問題 と な る が , 負荷 投入 の 場 
合 で も 有効 分 が ある か ら 速 度 は 変化 し , や は り 両 者 を 
ぁ あわ せ て 検討 くさ れれ な けれ ば な ら な い 。 速度 の 変化 は 食 
電機 と と も に 直結 励磁 機 も その 影 絡 を 受け る か ら , 
AVR の 制御 に と っ て は 不利 な 条件 が 重なる こと と な 
る 。 自 励 式 の 場合 は 急速 に 電圧 が 整定 値 に 近づき , 速 
度 変化 の 影響 を 受け た に くく , 特に 水車 発電 機 の ょ うに 
し ゃ 断 時 の 電圧 上 昇 が 問題 と な る 場合 に 有利 で あぁ る 。 
すなわち 電圧 上 昇 が 少な いた め , 接続 され る 変圧 器 の 
設計 を 容易 に し , 差 動 継電器 に 与 を る 励磁 電流 の 影 細 
を 少な くす る こと こと が で きる と と も に , 所 内 補 機 な ど に に 
与 そ る 影響 も 少な く な る な どの 利点 が 生じ る 。 


J: 江 0 


電圧 確立 は 大 形 機 を 除い て は 残留 磁気 に た に ょ る 自己 確 
立 に よる 。 大 形 機 で は 界 磁 時 定数 が 長く 自己 確立 で は 
相当 時 間 が か か る 。 一 方 , 大 形 機 で は 他 の 直流 また は 
交流 電源 が 利用 で きる 場合 が 多い の で , これ を 用 いて 
必要 量 の 初期 励磁 を 行う こと た よって, 確立 に 要する 
上 時間 を 短縮 し た ほう が 有利 と な る 。 また 電圧 の 確立 の 
条件 は 整流 器 の 枚数 に よっ て る 難易 が 生じ る が 大 
形 機 で は サー ジ に 対す る 安全 性 の ほう が 大 事 で ある の 
で , dd⑳⑤ を の 枚数 の 決定 は サー ジ の ほう を 主として 行 
い ,) 確立 の ほう は 従 と すべ き で あろ 5 

さき て 電圧 の 確立 は 残留 磁気 の 量 と 整流 回 路 の 通電 の 
容 易 きく さ に よっ て 決定 され , また 残留 磁気 の 保持 され る 
機械 の 部 分 は 形状 こそ 直流 機 と 異な る が , 材質 的 に は 
お お むね 同じ で あり , 確立 の 様 想 も る お よそ 同じ で ある 。 
乾式 整流 器 の 正方 向 特性 は その 製造 方 法 に よっ て る も 異 
な る が , の 通電 の 難 克 は 枚数 に と よ ょ っ て 大 きく 支配 さ 
れる 。 し か し て その 枚数 は 回 路 を 構成 する 機器 の 定数 
に よっ て 異な る が 」」! 要 は 設計 され た 整流 器 に 対し , 泉 
磁 抵抗 線 と 残留 磁気 の 量 が 適当 に 選ば れ て いる か 否 か . 
に よっ て 確立 の 条件 が 決ま る 。 策 1 図 に お いて 残留 磁 
気 に よ る 起 電力 は 1, 2, 3 か ら X ェ を 経て 整流 器 1 
REC に 加わ る が , 一 部 は 7 の 回 路 に も 分 流す る 。 し 
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16 24 3.2 40 48 5.2 
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策 13 図 電圧 の 確立 


か し な が ら 電 圧 の 低い 間 は 7c は きわ め て で て 少なく, し 
た が っ て 8S-CT は 飽和 せ ず , 相当 高い イン ピー ダン ス 
で あぁ る の で 分 流 分 は 少な い 。 電圧 が 確立 し て くる と 
7c の 働き に よ ょ っ て 適当 量 が 分 流し て 定格 電圧 に 落ち 
着く 。 こ の 経過 は 策 11 図 に と よっ て も 明らか で ある が , 
また 線 図 で 示せ ば 第 12 図 の よう に , ちょ うど 界 磁 調 
整 器 を 操作 し た の と 同じ 効果 で あり , 電圧 修正 回 路 は 
定 電圧 に 保っ た あめ ゐ だ け で は な く , 確立 時 に ゃ 重大 な 役 
目 を 果す 。 

また 別 な 方 法 と し て , コン デン サ を 用 いて その 回 路 
が 定格 周波 数 より や や 低い 適当 な 周波 数 で 共振 する ょ よ 
5 に 設計 され た も の で , 原動機 の 速度 上 昇 に つれ て そ 
の 周波 数 を 経過 する 際 に , 界 磁 回 路 の イン ピー ダン ス 
が 下がる の を 利用 し て , 確立 を 容 易 に と し た も の を ゃ も ちあ 
る 。 原 動機 の 速度 上 昇 の 過程 を 考 し て , いか な る 時 
期 た 電圧 が 確立 さき れる か は , 特に 非常 用 電源 と し て の 
ディ ー ゼ ル 発 電機 に つい て 重大 な 問題 で ある る が , 整流 
器 , 飽和 曲線 , 速度 上 昇 曲線 な どの 非線形 要素 を 考 護 
し て 算出 され る 。 第 13 図 は 原動機 が 5s 間 で 0 か ら 
定格 回 転 数 た 達する 場合 の 確立 経過 の 計算 結果 の 一 例 
で ある 。 こ の 場合 は り リア クタ ンス Xj が 速度 の 関数 と 
な る た あめ , 第 12 図 の 界 磁 抵 抗 線 は さら に 傾斜 が ゆる 
や か に な る 。 


6. 逆 励 磁 の 問題 


大 形 機 と な り , 長い 線路 の 充電 を 行う 必要 の ある 場 
合 に は 残留 磁気 を る 消滅 し な けれ ば な ら な い が , 本 方 
式 と に よる と き は 界 磁 回 路 の 整流 器 の た め に , その まま 
で は 逆 励 磁 を 行う こと が で き な い の で , 逆 励 磁 を 要 す 
る と き は , 春 磁 回 路 に 開閉 器 を そう 入 す る 必要 が 生じ 
る 。 ま な た 発電 機内 部 事故 お よび し ゃ 断 で き な い 外部 事 
故 (母線 の 事故 な ら び に 低圧 側 し ゃ 断 器 に 充分 な 容量 
の な い 場 合 の 変圧 器 事 故 ) の 場合 に は 急速 た 減 磁 する 
と と が 望ま し い 。 こ の た め に は や は り 只 磁 開 閉 器 を 設 
け 付 加 回 路 を 作ら な けれ ば な ら な い が , 主 界 磁 回 路 に 
人 ム れ る 界 磁 開閉 器 は , 当然 の こと で ある が 人 訪 磁 機 界 磁 
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に 入れ る それ より 大 形 の も の と し な けむ ば は ならない 。 
界 磁 開閉 器 が 従来 より 大 形 と な る こと は 本 方 式 の 欠点 
で ある が , 一 方 次 の よう な 利点 も 生じ る 。 自 励 方 式 に 
お いて 事故 時 交流 入力 を し ゃ 断 す る よう に , 交流 側 に 
界 磁 開 関 器 を そう ぅ 入 す る か , また は 整流 器 の 交流 側 に 
お いて 短絡 すれ ば , 界 磁 磁 束 は 界 磁 回 路 の 時 定数 に し 
た が っ て 減衰 する 。 一 方 AVR の 場合 は 励磁 機 の 起 電 
力 の た あめ 一 度 増大 し て か ら 減 衰 す る 。 す な ね わ や ち 自 励 式 
の と き は 上 に へ こん だ 曲線 こ にし た が っ て 減衰 し ,AVR 
の 場合 は 上 た に と が っ た 曲線 と な る 。 し た が っ て 磁束 の 
大 きい , すなわち エネ ルギー の 大 きい 瞬間 に お ける 両 
者 の 値 を 比較 する な ら ば , 自 励 式 の ほう ぅ が 低い こと と 
な る 。 よ っ て 事故 時 に 界 磁 開 閉 器 の 働き に よ ょ っ て 別 回 
路 に 切り 換え , 強制 的 な 減 磁 を 行わ し あれ ば , 従来 の 
も の より 効果 的 な 急速 減 磁 も 可能 と な る 。 


7. その 他 の 事項 


励磁 機 に 関す る 事故 は , 比較 的 低速 で ぁ る 水車 発電 
機 に お いて も , 全 事 故 の 10 を 占め る こと が 統計 に 
も 明らか に され て いる 。 の ) これ を みて る も 発電 機 に 対 
する 保守 員 の 心労 は 相当 量 が 励磁 機 に さか れ て いる こ 
と が わか る 。 それ が 静止 器 に 置き 換え られ た こと は , 
特に ター ビン 発電 機 の よう な 高速 の も の に つい て は 非 
常 な 利益 と いい うる 。 また 低速 の も の で は 励磁 機 は そ 
の 出力 の 割 に 大 形 と な る た め , 補間 容積 も 重量 も 大 き 
く な る の で 経済 的 に 自 励 式 の 有利 さ が 増 す 。 こ の ほか 
に 整流 子 か ふらの 電気 的 雑音 の 発生 が な く な り , ね じ れ 
振動 を 含む 振動 の 問題 の 解決 が 容易 と な り , 調整 部 が 
少な いた め , 配電 下 が 簡素 化 さ れる な どの 利点 が 生じ 
る 。 

速 応 性 が 速い 点 か ら は GD? を 減少 する こと も 可能 
と な っ て くる 。 す な わ や ち 同 じ 定 度 を 得る の に も , ま た 
同じ 電圧 変動 率 を 許す の に も, 短絡 比 と と も に 単位 慣 
性 定数 を 減ずる こと が 可能 で ある か ら , これ ら の 条件 
か ら 大 きい "GD* を 必要 と し , 設計 的 な 困難 さ が 生 じ 
る よう な 場合 に 適用 すれ ば , 安全 な 機械 を 安価 に 設計 
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する こと が 可能 と な る 。2 の 


発電 所 と し て の 総合 効率 が 改善 され る が , 特に 高速 


応 度 の 特性 を 発揮 する た め に AVR, 励磁 機 な ど に 高 
性 能 を 有 有 を し め る 場合 に は , それ だ け 効 率 を 犠牲 に し 
て いる わけ で , その よう な 励磁 機 付 の 発電 機 と 比較 す 
れ ば , 自 励 式 の 総合 効率 は は な は だ し らしく よく な っ て 《 く 
る 。 また 回 踏 の 構成 部 品 が 少な いた め , 保守 の 容易 さ 
も 利点 で ある が , 船内 , 山奥 な ど で 専 門 家 の 得 が た い 
場所 に お いて も 安心 し て 使用 で きる 利点 も 生ずる 。 
欠点 と し て は 前 述 の よう に 人 和 急 速 減 磁 方 式 , また は 線 
路 充 電 を 必要 と する 場合 に 界 磁 開閉 器 が 大 形 と な る こ 
と が 考え られ る が , 利点 の ほう が は る か に 多く , か つ 
その 利点 は 注目 に 値する も の で あり , 一 方 , 欠点 は それ 
ほど 重大 な 意味 を も た な い 。 終り に 並列 運転 に つき ち 
ょ っ と を れ て お だ おき たい の は , 従来 か ら 行 われ て いる 横 
流 補償 方 式 の ほか に 泉 磁 電圧 を 共通 母線 に ょ り 平 衡 さ 
せる 方 式 も 用 いら れ て いる こと で ある 。 その 一 例 を 第 
14 図 に 示す が , これ は 原理 的 に は 第 1 図 に 示す も の と 
同じ で あぁ る が , QQ 平衡 母線 を 同一 特性 の も の と 結合 
る = だ だ ご よう て 無効 負 共 を 平均 性 て 分 担 す る よう 
に し た も の で ある 。 本 方 式 た よる と き は 補償 の た め の 
電圧 垂下 特性 が 不要 で あり , 一 定 電 圧 が 得 ら れる 利点 
が ぁ る か ね わり, 結合 され る 発電 機 が 同一 特 人 性 で な けれ 
ば な ら な いと いう 制限 が あり , 一 般 に は 利用 で き な い 。 


8. 結 言 

戦後 急速 に 改善 され た AVR は その 後 速 応 性 の 改善 
の た め 絶 を ず 符 力 が 加 % を られ , その 結果 と し て 自 励 式 
の 回 路 が 考案 され た が , その 原理 は すでに 前 世紀 に 考 
ぇ られ て いた も の で ある こと は , 大 変 に 興味 深い 。<2D 
それ が 再び 新しい 技術 の 下 に 実用 化 さ れ , その 特性 が 
詳細 に 検討 され た 結果 , 本 年 の CIGRE の 正式 議題 に 
まで 取り 上 げ ら れる に 至っ た わけ で , 今後 の 開発 が 大 
い に 期 待 さ れる 。 乱 速 な 技術 の 進歩 の 中 に あっ て 将来 


申 衝 35 年 60 月 TEEE. J.) 


会 雑 誌 783 


の 推定 は むず か し い が , 筆者 の 考え と し て は 小 容量 の 
も の か ら 大 容量 の も の まで 本 方 式 が 非常 に 多く 採用 さ 
れる と 予想 し て いる 。 そ の 理由 は 詳 述 し た と お り の 利 
点 を 有する こと と , 現在 まで に 開発 され た AVR と し 
て の 付加 的 機能 (電流 限定 , 力 率 限定 な ど ) は , 最近 に 
至っ て 完全 に 自 励 式 の 回 路 の 中 に 取り 入れ られ , 定常 
状態 に お ける 動作 は いか な る AVR に くら べ て も な ん 
ら 損 色 の な いも の と な っ て いる か ら で あ る 。 そし て 次 
の 段階 と し て は 発電 機 自 体 の 制御 の ほか に 系 統 の 研究 
の 進展 と 相まって , 系 統 と 組み 合わ され た 電圧 調整 方 
式 が 生れ て くる の で は な いか と ど 考 て いる 6。 本 稿 に よ 
っ て 自 励 交流 発電 機 の 利点 が ご 理解 願え る と と も に , 
その 特性 を 生か し た 適用 を ご 配慮 願え れ ば 幸い で ある 
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技術 の 急速 な る 発展 た ともない , 今日 の 工学 教育 の 
傾向 は 現在 の 技術 を 教え そる こと より , むし ろ 基 本 原理 
を 教え る 方 向 た 進ん で いる 。 し た が っ て 今後 の 大 学卒 
業 生 と 自由 に 意志 の 貴 通 を する と こと が で きる た あめ に 
は , 産業 界 自体 も 犬 学 教育 に いか な る 変化 が 行わ れ て 
いる か に つい て 無関心 で あっ て は な ら な い 。 と いう の 
は , 昔 は 技術 者 の 生涯 に お いて 技術 の 画 期 的 な 変化 が 
あぁ ある と は 考え られ な か っ た の で , 大 学 に お ける 工学 教 
育 も る 一定 の 形 の 現場 の 技術 を 主 と し た 専門 教育 で と と 
た り た が , 最近 た お ける 急激 な 科学 技術 の 進歩 を 考え 
る と , 従来 の 技術 の 拡張 で は な く , 全く 新しい 問題 に 
次 か ら 次 へ と 直面 する 。 こ と これ に 対し て は 科学 の 基礎 と 
それ を 応用 移 宮 能 劣 6 必要 と な る 9 だ が っ て 少 
な く と も 4 年 間 の 学部 学生 の 課程 は 基礎 科学 お よび 
Engineering Science( 詳 細 は 関東 工業 教育 協会 資料 17 
号 参照 ) に 重点 を 置く の が 一 般 の 傾向 に な っ て き て い 
る 。 と これ に 対す る 誤解 の 一 例 は 最近 MIT を 訪れ た 
イギリス の 先生 が 帰る 間際 の 感想 と し て , アメ リカ の 
未 常 庄 は 電 : 深 正 滞 な 無 : き が 0 あき が 電 人 3 演 で あ 
る と いっ た こさ で ある 。 彼 が 見 族 じ し で いる に と は さよ 
そ 電 気 と いう も の は 電荷 の 移動 で あっ て , 広い 意味 の 
Electronics に 基礎 を お いた 教育 は も ちろ る ん 電力 工学 
(ある い は さら に 電気 エネ ルギー の Processing と い 
っ た ほう が 適当 で ある が ) を 含み , 電力 自身 が 新しい 
形 を 0 る つる の ある と Ww う 事 実 で お る 。 

筆者 の 意見 と し て は , 学部 学生 の 教育 に 関す る 限り 
な る べく 応用 の 広い , な る べく 長期 に わた っ て 陳腐 と 
な ら な いよ うな 基礎 の 教育 を 常に 新しく 編成 し て 行く 
べき で あっ て , 専門 教育 は 大 学院 に 移す べき で ある と 
考え る 。 し か し な が ら 現 在 は も ちろ ん 変換 期 で あっ て 
種々 の 矛盾 が 現われ る の も や む を を ない 。 

学生 の 素質 傾向 に も それ ぞ れ 相違 が ある か ら , 幾つ 
か の 分 類 た に 分 け て 考え る べき で ある が , それ に し て も 
教育 は 確固 た る 基礎 の うえ に きず く 必 要 が あり , 新 し 
い 分 野 に お ける 専門 的 能力 が 昔 か ら の 物理 , 化 学 , 数学 
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を 説 ぷ こと で ある 大 学 選 じじ で は 学 宮 学科 eBrngi- 
neering science の 教育 を 始め て 以来 , か な り の 時 間 
が 経過 し , いま さら 変え そる わけ に は か ゆか か な いと ころ を ま 
で き て いる 業 界 と や で を を の 喜 を まき 論議 る 
要 が ある と 同時 に , 大 学 が 単なる 教育 の 場 に とどまら 
ず 学 問 の 場 と し て 発展 する た め に , 大 学 に お ける 研究 
と 大 学院 に 対す る 理解 を 深め る 必要 が ある 。 
( 森 , 飯島 健一 ) 


Ks:Sb と Cs:8Sb か ら の 光電 子 の 
エネ ルギー 分 布 の 形 
E.A. Taftt & H.R. Phillpp: Structure in 
the Energy Distribution of Photoelectrons 


from KsSb and CssSb. [Phys. Rev., Vol. 115, 
No 6 Sept 15) 1959 pn 1583=1586) 
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CssSb は 光電 子 放射 体 と し て よ パ 知ら - れ 電 お 95 
Spicer( つ や は 1958 年 に CsaSb も 含め た アル カリ アン チ 
モナ イド の 顕著 な 性 質 に つい て まとめ た 報告 を し て い 
る 。 本 報告 で は , 90°K と 300°K と で 測定 し た , 分 光 
吸収 特性 図 と , 光電 子 の エネ ルギー 分 布 と の 類似 性 を 
詳細 に わた っ て 比較 し , この 結果 , 価 電 子 帯 の 状態 密 
度 に 対し て の 情報 を 得る 見 と お し に つい て 述べ て い 
る 。 

エネ ルギー ん かり (eV) の 光 の 吸収 を , 真空 準 位 か ら @ 
(eV) 下 に ある 有効 準 位 へ , 真空 葉 位 か ら ム かり 二 @(eV) 
下 に ある 価 電子 帯 の 電子 が 飛び 上 が る こと に より 起 る 
と し , 有効 準 位 の ェ ネ ルギー 幅 が せま いと すれ ば , 価 電 
子 帯 の 状態 密度 に ある 程度 似 た 分 光 吸 収 特性 が 現われ 
る で あろ う 。 また エネ ルギー ん (eV) を 持つ 光量 子 
に よっ て 出 た 光電 子 の 運動 エネ ルギー 互 (eV) の 分 布 
は , 励 起 電子 の 逃げ 出し の 確率 お よび 違 移 確率 が の 
変化 に 対し て 急 に 変化 し な いと すれ ば , 真空 準 位 か ら 
ん リー 下 (eV) の 位置 に た ちあ る 状態 の 密度 分 布 た 類似 し た 
き の は な る 6 

実際 第 1 図 に KasSb の 分 光 吸 収 特性 と 光電 子 エ ネル 
ギー 分 布 を 示し た よう に , ム ん = ん が 一戸 一 d と お いて @ 
の 値 を 適当 に 選ぶ と , よく 一 致し た 曲線 が 得 ら れる 。 
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横 軸 は 戸 十 y=4.42 
ー«=3.85eV と し て 


記入 し た 。 
Ed ( 光 の 呼吸 率 に 対し て 
き は 縦 軸 の 原点 も ずれ 
PP て いる ) 
で 


"9 1 x 3 
光電 子 エ ネル ギー E eV) 


策 1 図 KsSb に 対す る 光 の 吸収 率 と 
光電 子 エ ネル ギー 
KsSb の 場合 は «=0.6.eV, CssSb の 場合 は a@=0.4 
eV| と 事 れ ば よかっ 雇 。 

光 の 吸収 率 ぶ が 大 きい か ら , この 場合 ぞ お こる 居 移 は 導 
電 帯 へ お こる も の と 考え られ , 有効 準 位 は 導電 帯 の 中 
に 存在 し な けれ ば な ら な い 。 よっ て @ は 電子 親和 力 
の 小さ い ほ う の 処 限 の 値 を 示す こと と な る 。 この こと と 
は Spicer の 報告 と 矛盾 し な い 。 (中 村 , 藤田 努 ) 


文 『 吉 
(1) W. E. Spicer: Phys. Rev. 112, 114 (1958) 


2.240. Ge デン ドラ イト の 成長 


A.I. Bennett & R.L. Longini: Dendritic 
Growth of Germanium Crystals. [Phys. Rev., 
Voleii6, No 1 ©ct. 1, 1959;'p.353:>61】 


デン ドラ イト の 成長 は すでに 報告 され て お り , 新 し 
いい 問題 で は な い が , 独特 な 成長 方 法 と 成長 の メカ ニ ズ 
ム を 見 出し た の で 報告 する 。 

まず 結晶 の 成長 法 に つい て 述べ る 。 種 結晶 は 単 結晶 
で 報 よ い が , 後述 の 理由 に より , デン ドラ イト を 使用 
し だ 。 ご こ ご の 種 結 日 を を 融点 より 2°C 高い メト に つけ 
な じ ま せ る 。 次 に . メ ルト の 温 席 を 10°C 上 急 に 下げ 約 
15s 後に 1015cm/s の 速度 で 引き 上 げ る 。 

と の よう に し て 作っ た 結晶 の 外観 は 帯 ま た は 板 状 
で , 厚 さ 0.08~0.5 mm, 幅 2-3cm, 長き さ 12 cm で 
ある 。 構造 上 より 見 る と , 結晶 成長 方 向 は (2 瑞 内 13 
また 広い 面 は (1 1 1) 面 で この 面 の 中 間 に 双 唱 面 が あ 
り , 結晶 の 全長 に わた っ て いる 。( 第 1 図 参 照 ) また 結 
呈 の 端 は の こと ぎり 波状 で [2.1 1〕 に 対し 30? の 傾斜 を 
じ て い る 。( 策 2 図 参 照 ) 結晶 は 非常 に 平ら で ある が 下 
向き に た へ こと こん だ 曲線 が 見 られ る 。 これ は 引き 上 げ の 際 
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メル ト と 結晶 の 接し て いた 面 を 示す と 考え らち られ る 。 さ 

ら に 結晶 を エッ チ す る と 中 央 部 に ピッ ト の 群 が 帯 状 に 
連なり , 両面 の ピッ ト は 成長 方 向 た に 逆 向 き で ある 。 とこ 
の こと こと より 双 唱 面 が 中 心 た ちる と こと が 確か め ら れる 。 
次 に 機械 的 強度 に つい て は , Ge は 普通 も ろ い けれ ど 
も , この 結晶 は 弾性 に 富み 約 3in の 径 に 曲げ る こと 
も で きる 。 最 後に 偏 析 に っ ついては, 不純 物 (Al, As, 
Inmj Sb)7 を 信太 だ メラ フレ 呈 が か が ら 引 き 上 げ る こと, 引 上 速度 
が 非常 に 速い た め 有 効 偏 析 i 
係数 は 1 で ある と 考え られ 
る が , 実験 結果 は これ と 一 
致 せ ず , さら に 研究 を 要 す 
る 。 

きき で 上 迎 記 喘 誠 NGIe 
ドラ イト 成長 に 関す る メカ 
ニズム を 発表 し じ て い る が , 
われ われ は 結晶 の 中 心 と 双 
晶 面 が ある た あめ, 120° の 
間隔 を 置い て 三 つ っ の 成長 し 
や ゃ や すい 方 向 (G 方 向 ) が あぁ 
り , その 反対 方 向 は 成長 し 
に くい 方 向 で ある と こと を 知 
っ た 。" こ とこ の. 志 向 で は j 
双 唱 面 を 持た な い 種 結晶 を 
使っ て 成長 させ る 場合 より も 成長 速度 は 速い 。 す な わ 
ち 双 唱 面 が 核 た な っ て いる の で ある 。 第 3 図 左 側 の 図 
は 種 結 晶 の G 方 向 と た 引き 上 げた も の で , 同じ 種 結晶 
を 逆 向 き (成長 し た に くい 方 向 ) た に 使 うと 右側 の 図 の よ 
うに な り , 垂直 に は 成長 せ ず 垂直 方 向 よ り 60” ずっ 
隔 た っ た G 方 向 に 成長 する 。 図 の 左 点 は 結晶 が る つ 
ば にあたり, この た め あめ G 方 向 が 垂直 方 向 に な る よう 
な 双 唱 面 が で き て 垂直 に 成長 し た と 考え られ る 。 

Si 化合 物 半 導体 お よび せん 亜鉛 構造 を 持っ た 結晶 に 
も この 結晶 生長 に 関す る 考え 方 を 用 いる とこ と が で き , 
さら に &-SiC の 燕 気 より 結晶 を 成長 させ る 場合 に も 
適用 で きる こと こと を 知っ た 。 (北村 , 松倉 保夫 ) 
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2・241. SiPN 接合 の 内 部 


加熱 と 破壊 特性 


B. Senitzky & P. D. Radin:' Effect of In- 
ternal Heating on the Breakdown Characte- 
ristics of Silicon p-r Junctions. [J. appl. Phys., 
Vol. 30, No. 12, Dec., 1959, p. 1945~1950] 


Si PN 接合 の V-7 特性 で , 破壊 電圧 は 不純物 密度 
に 依存 する こと が 知ら れ て いる が , 破壊 領域 た お ける 
V-7 特性 の 様子 に つい て は , その 複 釣 な 要素 の た め に 
婦 | 記 か きれ で いな に い 吉 が 多い きき で で は 単 人 の イ オイ 
クロ プラ ズ マ を 使用 し て , PN 接合 の 破壊 領域 の 特性 
が 堆 部 加 府 た よっ て 説明 で きる と こと を 述べ て いる 。 

破壊 領域 で は , 電流 は 温度 と と も に 減少 する と いう 
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性 質 を 利用 し て PN 接合 の 温度 を 測定 する 。 す な ね わ 
ち 定 電流 パル ス を PN 接合 印加 する と , 和 貸 1 図 の よ 
うな 電圧 ペル ス が が 見 あめ れる 。4B/ 間 は PN 接合 の 自 
己 加 熱 た よる 電圧 変化 で ある 。 実 験 は {100} 面 を も 
っ P-Si 選 N 形 不純 物 を 
拡散 さき させ, その 反対 側 選 36 
Al を 合金 きせ て 単 一 の 32 
で イク 中 ラテ ラ a 誠 で 破壊 228 
が み ら れ る よう に する 。 E24 
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定 電流 ペル ス は 一 200mus で ある 。2AB^ 間 の 変化 が 
並列 密 C 回 路 記 よる も の で な いこ と も 注意 し て 調べ 
て いる 。 ーー20mus の の ち 電 圧 パル ヌス が 徐々 選 増 加 す 
る で ご とぶ が み ら 応 る 。 第 2 図 に 3°C と 45°C で 測定 さ 
れ た DC を ペル ス に よる 結果 を 示す 。 パル ス 測 定 は 
180mus RIS た ああ の) で, た と 交 紅 = 〇 演 DC で さぶ 
イア ス し で 負 の や ルス を 印 訓 尼 ※ で 測定 な だ 結果 才 
る 。 〇 と 4A は 等 温度 で ある か ら 〇 点 の 実際 の 温度 は 
45^C_ で 動作 全て いる. 4 点 @ 温 庶 と 同じ で ある 4。i 傘 と 
ちち は 入力 が ほぼ ば 同じ で ある こと こと を 考慮 する と 妨 は 刀 よ 
り 229C だ た だ け 高 温度 で ある から, 〇 は 選 よ め 22°C 高温 
で ああ る で と で な る に し で の まる ろ る 医 眉 で 」 究 電 流 の と き の 温 
度 を 周囲 温度 と し て 各 電 流 の と き の .PN 接合 温度 を 求 
あめ て いる 。 こ の 結果 か 5 ら すれ ば , 室温 の 数 度 上 で 破壊 
が 開始 され 過 9°C/mA で 温度 が 症 昇 する た と と 底 な る 。 
実際 の .PN 接合 で は 多く の マイ クロ プラ ズ マ の 集合 
& 者 多 遷 る の で 泊 各 ジラ 六 や Wb※ 瓶 OP 二 常 温 
度 に 達し て も , 結晶 と し て は 一 10-2?s が 必要 で ある 。 
と の ほか マイ クロ プラ ズ マ に よる “Inductive effect ”, 
すなわち 荷電 子 が プラ ズ マ 領域 に 到達 する マイ クロ コロ 秒 
程度 の 時 間 的 遅れ に よる 電流 の 遅れ が み ら 選 る 。 
(北村 , 松倉 保夫 ) 


2・242. Si PN 接合 の 熱処理 中 心 と 電流 


D.J. Sandiford: Heat Treatment Centers 
and Bulk Currents in Silicon »-% Junctions. 
CJ. appl. Phys., Vol. 30, No. 12, Dec., 1959, 
p. 1981~1986] 

Si の PN 接合 電流 は 拡散 電流 と 空間 電荷 電流 か ら 
で き て いて , 禁止 帯 に 再 結合 中 心 が あ っ て ライ フタ イ 
ム の 短い PN 接合 で は 空間 電荷 電流 が 大 部 分 と な る 。 
と ここ で は 熱処理 し た NN 形 .S ふ いで PN 接 舎 を る ささ 0 2 
イフ タイ ム と PN 接合 電流 の 温度 依存 性 を 測定 する こ 


( 90 ) 


と に より , 再 結 合 中 心 の 性 質 と PN 接合 電流 に お よ ぼ 
す 影 響 た つい て 述べ て いる 。 

まず Shockley の 拡散 電流 の 式 , Sah ちの 空間 電荷 
電流 の 式 , Shockley:Read の ライ フタ イム の 式 を 紹介 
する 。 実験 に は 10 2cm の N 展 Si を 使用 し 。 1, 300 
°C で 20 min 加熱 急冷 し て 再 結 谷中 心 を 導入 し , Al 
を 合金 し て PN 接合 を つ 《 9 表 軍 処理 し て 封入 す 
る 。。 測定 は 宏 温 - か ら 。, 160° 和 BS* 問 で ラス 人 が ふ 正 
逆 電 流 を 求め る 。 ライ フタ イム は 10-610-8s で 。 温 
度 依 存 性 は 1.3 寺 0.3 で 誌 料 に よる 差 は あまの ウ 豆 著 で 
は な い 。 多く の 試料 の 一 4V た に お ける 逆 電 流 と ライ 
フタ イム の 関係 


3 
を 示し た の が 第 に 19-5 
1 思 で ある 0 
ニク 電流 (は 一 定 て 寺 
と 0 
で ある と A 
= 
必 記 刷 上 値 中 人 shik 電 ea に 
わせ る た め に は 0 RE 
0.50eV の 位置 。 加 ご 絆 LEAKAGE 
が --—: SUM OF SPACE-CHAR 
に 再 結合 中 心 2 ud 守 天 en 
ある こと と が 必要 SC 0 10% 
eS 
と な る 。 一 方 逆 
電流 の 電圧 温 LN 


度 依 存 性 も 空間 電荷 電流 を 計算 し て 測定 値 と よい 一 致 
を 示 必 」) と この 場合 も っ 0.48eV に 再 結合 中 心 が ある こ 
と を 証し て いる 。 和 電 正 - 電 流 特 性 が 完全 た 理論 式 と 一 
致し な い 理由 と し て は , 再 結 谷中 心 の Lmission pro- 
bability (8) が 電界 依存 性 を も つた めで , 8 互 035 と な 
る こと を 容量 の 電圧 依存 性 を 考慮 し て 与 を て いる 。 正 
方 向 電流 の 場合 は 佐 レ ベル の 場合 は 空間 電荷 電流 が , 
高 レ ベル で は 拡散 電流 が 大 部 分 で あり , 高温 ほど 拡散 
電流 の 成分 が 多く な る こと を 実測 値 と 計算 値 を 比較 す 
NG (北村 , 松倉 保夫 ) 


2・243. 帯 磁率 の 絶対 測定 法 


A. Thorpe & F. E. Senftle: Absolute 
Method of Measuring Magnetic Suseeptibility. 
[Rev. sci. Instrum., Vol. 30, No. 11, Nov., 
1959, p. 1006~1008] 


物質 の 帯 磁率 を 測定 する に は , 不 均 一 磁界 に 置い た 
際 に うけ る 力 を 測る , いわ や ゆる 磁気 て ん びん が 使用 さ 
れる 。 し か し , この 磁気 て ん びん は あら か じ め 値 の 知 
れ た 標準 試料 を 使用 し て 校正 する 必要 が ある 。 こ の 標 
準 試 料 を いつ も 手もと に だ いて おく こと は そう 容易 で 
ある と は いえ な い 。 標準 試料 な し で 帯 磁率 の 絶対 測定 
を する こと が で きれ ば 類 変 便利 で て ある と 考え られ て い 
た 。 Thorpe と Senfthe は 石英 の スペ イラ ル び ん と 永 
久 磁 石 で う まい 方 法 を 考え た 。 こ と これ は 富 英 スペ イラ ル 
びん に 試料 を っ つる し , これ を 永久 磁石 の つく る 磁界 中 
に お き , この 永久 磁石 を 上 下さ せ て , 右 英 え スペ パイ ラル 
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の 伸び を 読む の で ある 。 そ を そし て 横 軸 に 永久 磁石 の 移動 
距離 を , 終 軸 に 石英 スペ イィ ラル の 変位 を と り グ ラフ を 
つく る 。 試料 が 永久 磁石 の つく る 上 最大 磁界 玉 誠 を 通 
る 点 と 磁界 が ほとん ど 和 零 の 点 を 結び , その 線 の 上 の 曲 
線 を 面積 計 で 積分 し て 測定 する 。 そ を うす る と 磁 率 は 
次 の 式 で 圭二 さ と が でき 区 3 
x=294A/hH xs? 
ここ に , 作 : 得 られ 誠 面 積 , .g: 重力 の 加速 
度 ,。 ん : 磁界 が な いと き の 試 料 の 重 & に よる 
ズバ 放 が ん びん の 変位 。 所 ボウ スス 計 で 
測定 し た 最大 磁界 
この 式 を 導く の は 


Xs Hoas 2 
A @:& =| mxH mH ax 
0 KK 0 る だ 


m=Kh/g, 太 : スペ イラ ル の 弾 性 宝 

の 式 か ら 和 容易 に た 得 らち られ る 。 

この 方 法 と 従来 の 標準 試料 を 使用 する 方 法 と と に よる 
測定 値 は 非常 た よく 一 致す る 。 誤 差 は 字 ウ ス 計 に よる 
磁界 の 測定 1% 程度)), スペ イラ ル の 変位 の 読み 取 
り 誤 差 () で 全体 と し て 2% 程度 で ある 。 し か し 
と これ 以上 に よく する こと は も ちろ ん 可能 で ある 。 

(鳩山 , 坂本 信彦 ) 


3-244. アナ ログ 計算 機 用 精密 
抵抗 器 の 目盛 さだ め 


R. P. Sykes: Calibration of High Resistance 
Padded Resistors. [Instruments and Control 
Systems, Vol. 32, No. 10, Oct., 1959, p. 1536 
~~-1538]〕 

G. A. Korn: Calibration of Padded-Poten.- 
tiometer Function Generators. [Instruments 
and Control Systems, Vol. 32, No. 10, Oct., 
1959, p. 1539~1540] 


Sykes は アナ ログ 計算 機 た に 多数 使用 する 演算 増幅 器 
の 利得 を きめ る 高 確度 加算 抵抗 器 と について, 正確 に 拓 
抗 比 を 測定 し , 必要 な 補正 加算 抵抗 値 を 求め , 結果 の 
抵抗 化 , し た が っ て 増幅 器 利 得 を 0.001~0.005 % 内 
た に 正確 に 保つ っ 新しい 方 法 を 述べ て いる 。 試験 回 路 は 第 
1 図 で 上 は 原理 , 下 は デ ケ ー ド を 加味 する 場合 を 示す 。 
加算 抵抗 回 と し て 未知 抵抗 器 を 使い , 演算 増 凡 器 の 帰 
還 と し て 標準 抵抗 器 を 用 いる 。 特 下 デ ケー ド 抵 抗 回 試 
験 パネ ルス イッ チ を 両 抵 抗 器 の 比 と より , 増幅 利得 を 
1 記 対 選 て 調整 し うる よら に 。 いずれ か へ 直列 で そう 
する も ん と 末 知 紙 抗 が お 小 な ら 導 相 ボ は な 4 ナス 凌 
呈示 する 。 拭 抗 誤差 0.1 x1M2(1lk2), デ ケ ー ド 
誤差 0.19%x1k2(19), 測定 誤差 12/1 M2 (0:0001 
9%) が 得 ら れる 。 

抵抗 器 の 加算 (特殊 ホイ ー ト スト ンプ ブリ ッ ジ に て 拓 
定 ), 増幅器, スペ ア 抵抗 器 (0.1 以上 の 誤差 に 対 
取り 換え ) な ど に つい て も 論 及 する 。 
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第 1 図 


加算 抵抗 器 の 試験 


TAP SELECTOR S, 


第 2 図 


Korn は アテ アリゾナ 大 学 アテナ ログ 計算 機 研究 室 で 使っ 
て いる , 計算 機 PACE に 適用 し て いる 加算 電位 差 計 
関数 発生 器 の 目盛 さだ め を 紹介 し て いる 。 第 2 図 に そ 
の 原理 を 示す 。 回 転 ス イッ チ …S1 は 時 計 方 向 に た 4 の カ 
の 四 つ っ つの 位置 を も っ て 回 転 さ れる 。 4 位置 で は 電位 差 
計 PP> は タッ プ 2 に V2 の 電圧 で つなが る 。 タッ プ 1 
の 加算 は V」 が タッ プ 1 に 出る よう 調整 され る 。 次 の 選 
位置 で , 有 , PP。 は 関数 ポッ ト か ら 除 か れ 戸 が が 新 し い 
電圧 "Vs た セット され る 。 PP ア 。 は そ ぞ その まま 。…S2 を 呈 諾 
位置 進め , 負荷 と 検出 器 を タッ プ 2 へ , 演算 増幅 回 を 
デア 3 ご れる 。 次 S1 を"C き 位置 と も ア 7 は 
ッ プ 3 で Vs, 一 方 , PP2(V2 に セッ ト ず み ) は タッ プ 2 
の 加算 ュ ヌン トロ ー ル に 使う 。 次 の 用 位置 で P2。 は V4 
に セッ ト す る 。 この よう に じ て 有 順次 全 電 圧 の セッ ト を 
0 (池田 ) 


3・245. 樹脂 モー ルド 計器 用 変成 器 


A. Imhof: Kunstharz-Messwandler. [Elek- 
trotech. Z. (E.T.Z.)-A, 80. Jahrg., Heft 20, 
11, Okt., 1959, S. 705~710] 


合成 樹脂 変成 器 技 術 の 広い 利用 は 近年 目 ぎ まし いも 
の が ある 。 本 文 は この テー マ の 総合 報告 で ある 。 
絶縁 物 内 部 の 動作 状態 を 高 感 度 で 測る 方 法 と し て は 
在 来 の tan0 測定 用 シェ ー リ ング や コロ ナ 妨 害 電 圧 測 
定 の 他 に 放電 測定 法 を あげ て いる 。 印加 電 圧 (kV) と 
放電 電圧 (uwV) (602 の 固定 抵抗 を 流れ る 充 電電 流 の 
電圧 降下 ) の 関係 か ら 良 , 要 注 意 , 不良 の 範囲 を 示し 
て いる 。 まな た 変成 器 各 部 を “Topographische ” (地形 
学 的 ) に 測定 を し て いる 。 

特別 高圧 用 変成 器 の 新しい モー ルド 構造 を 述べ て い 
る 9 そ の 6 5 の 三 三 引 旋 け % き 


(1 


788 学 界 


時 報 


ee 
| 


vw K 
NN 
NNN 


こさ 


Y 
NN 


RNN 


2 - 


や v 
° 
や» 


RN 


ーー 
A 


NN 
RS, NN 
/ 


A 
A 2 6 
A BR 
CK 
2 
EH 
, TT 3 
ts 4 


Duresca PCT 


筑 1 図 Epolpa CT 第 2 図 


第 1 図 は エポキシ 樹脂 を 外部 絶縁 に 用 い , その 中 に 
真空 含浸 し た 油 紙 を 使う “Epola ” 絶 級 CT の 例 で あ 
る 。 1 は 鉄心 2 は 接地 お お い , 3 は 油 含浸 紙 , 4 は 
次 剖 苗 ら 5. は 半 次 巻 線 笑 62 の は a シシ TS 
グ の た あめ の 金属 は く , 8 は エポキシ 樹脂 , 9 は 磁 回 ; 
10 は 接続 端子 , 11 は 一 次 導体 で ある 。 

筑 2 は Moser-glaser 社 の “Duresca” 変成 加 
(PCT) の 一 種 で ある 。Duresca は 良質 の エポキシ 樹 
脂 を 主体 と する 高圧 用 の 新しい 材料 で ある 。10110 
kV 各種 が ある 。 第 2 図 で は 開放 鉄心 を も っ た 同軸 レ 
ー ル 式 PT と いう 構造 が 変わ っ て いる 。1 は 一 次 導体 , 
2 は 同軸 鉄心 ,) 4 は PT 一 次 巻 線 , 5 は PT 二 次 巻 線 , 


6 は 接地 お お い , 7 は Duresca 絶縁 物 , 9 は CT の 
同形 鉄 志 10 ) は (CT 三次 巻 線 。 (池田 ) 


3・246. 圧縮 ガス コン デン サ の 
容量 の 不変 性 

A. Keller: Konstanz der Kapazitat von 

Pressgaskondensatoren. CElektrotech. Z. (E. 

T.Z.)-A, 80. Jahrg., Heft 21, 1. Nov., 1959, 


S. 757761] 


国際 電気 標準 委員 会 (1L.E.C.) で は , 高圧 波高 値 の 測 
定規 格 と し て , いま な お 球 ギ ャ ッ プ の 単独 使用 を 認め 
て いる が , この 球 ギ ャ ッ プ は , 電圧 測定 装置 と し て 
は 種々 の 欠点 を 有 し , その 測定 誤差 は 土 3~5 9 と い 
われ て いる 。 し た が っ て 球 ギ ャ ッ プ の か わり に 標 准 容 
量 あ る い は 容量 分 圧 器 を 使用 し て , 実効 電圧 お よび 液 
高値 の 測定 を 行う ほう が より 正確 な 値 が 得 ら れる 。 し 
か し 正確 な 測定 値 を 得る た め に は , 標準 コン デン サ の 
容量 が 外部 電界 , 封入 が ガス 圧 の 変化 , 静 電 力 た よる 電 
極 偏 心 な どの 影響 を 受け て 大 きく 変化 し な いと こと が 必 
要 で ある 。 この 葵 文 で 松 二 椅 準 区 の す ES WR 


(92 ) 


以上 の 諸 要 素 が どの 程度 容量 変化 を お よ ぼ すか に つい 
て , 数 値 を あげ て 説明 し て いる 。 
まず 外部 電界 の 影響 で ある 
が , 800kEV 用 の 圧縮 ガス コ 
シン デ ン サ の 構造 は 策 1 図 の と 
ぉ り で , 低圧 側 電 極 1 は , これ 
を と り 巻 く 高 圧 側 電 極 2 に よ 
っ て 完全 に し ゃ へ べ へい され , 電 
気力 線 の は いり 込む 余地 は な 
い 。 - し た が っ て 標準 コン デン 
サ は , 球 ギ ャ ッ プ の 下部 電極 
が 外部 電界 の 影響 を 受け る の 
と 異な り , 測定 容量 の 大 き さ 
は 外部 電界 と は 無関係 に な 
る 。 ま 誠 庁 繕 次 ペコ 人 共 シ ョ チ 
の 容量 は , ガス 圧 に よっ て 相 
違 す る 。 すなわち ,』」1 気圧 の 
正 蜂 に は っ で 突 索 涼 去 で ご み 
の 場合 は 0.0556 9 の 容量 
加 と な る あぁ た 交 選 則 訂 計 上 選 
よる ガス 庄 族 化 に よっ て は は;, 
誘電 率 は 変化 し な い の で , こ 
の 点 考 慮 の 必要 は な い 。 し た 


800kEVW 圧縮 が ガス 


コン デン す サ す の 構 造 


が っ て ガス 封 入 時 の 圧力 の 精密 測定 で 充分 で , 圧力 測 
定か らく る 誤 革 笠 009 紹 了 OM 下 旋 麻 る 。 マン デン ジン す サ 


の 温度 が 上 昇 す る と , 高圧 低圧 両 電極 の 熱 膨 彩 ボ よび 
圧力 管 と し て 用 いる 硬質 紙 製 円 筒 の 長 さ なら びに 低圧 
側 電 極 を 支持 し て いる 金属 管 の 長く の 変化 に よっ て , 


高圧 低圧 相互 の 電極 ギャ ッ プ が 変化 し , これ に よっ て 
コン テン ou 交 坊 は 胡 な る 義人 CRIESERE 


確 に 計算 で き , 800kV の 標準 コン デン サ に お いて , 
大 体 10"C の 温度 上 昇 と よっ て 0.020 9%% の 程度 で , 
温度 変化 で 出 て くる 容量 の 変化 は 実用 上 無視 で きる 。 
また 圧縮 が スコ ン デ ン サ に お いて は , 高圧 低圧 両 電極 
の 完全 な 同心 配置 を 機械 的 に 行う こと は 末 苗 で , 義和 干 
の 偏心 を 生ずる 。 こ の た め , 高圧 電極 に 高圧 が 印加 
され る と , 静 電 力 が 不 均 衡 に 作用 し て 偏心 を さら に 大 
きく する 。 この 偏 心 の 増大 に よる 容量 増加 は , 最初 の 
偏心 を 1mm と 仮定 し た 場合 わずか に 0.0286 Xx 
410 さき A 

最後 に 容量 の 経年 変化 で ある が 、 過去 数 十 年 の 製作 
ポ よ び 使 用 経験 に と た よっ て も , 測定 で きる ほど の 容量 の 
寒 化 は 生じ て いな い 。 これ を 総合 する と , 圧縮 か スラ 
ン デ ン サ の 容量 は , 外部 電界 と た よっ て 影響 を 受け ず , 
電位 の 傾き が 210 kV/cm を こえ な いか ぎり 無 損 失 で あ 
り , 圭 10"C の 温度 上 昇 と た よっ て も 容量 の 変化 は 0.025 
6 以下 で ある 。 また 偏心 に よる 影響 は 無視 で きる 。 
高圧 波高 値 の 測定 に は , 圧縮 が スコ ン デ ン サ 以外 に 低 
圧 コ ン デ ン サ だ お よび 計器 その も の が 必要 で ある が , 計 
回 全般 と し て は 誤差 」0.5'% 以内 で 組み 立 で る こと 未 
で き , 球 ギャ ッ プ に ば る か に まさ る 。( 拉 藤 、 犬 重 * カ ) 
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3-247. 自動 平衡 電位 差 計 の 
補助 電流 の 調整 


H. Kaulfersch : M6glichkeiten der Hilfs- 
strom-Kontrolle bei selbstabgleichenden Kom- 
pensations-Messgeraten. [ Arch. tech. Messen., 
Lief. 287, Dez., 1959, S. R 133~136) 


記録 計器 に 使わ れる 自動 平八 電位 差 計 の 補助 電流 療 
応 は 乾電池 の ほか , 磁気 回 路 , 電子 管 回 路 ま た 近 時 は 
ゼナ ー ダ イオ ー ド 回 路 に よる 安定 電源 な ど 未 使わ れる 
が , これ らち ら は 長 時 間 使 用 応 よ る 電圧 降下 , あ ち あるいは 和 電 
療 電 圧 , 温度 の 影 畠 な ど と に と よって, いずれ も 長 叶 間 使 
用 の た め あめ の 定 電 流 源 と し て は 不 藩 が ある 。 し た が っ 
て , これ らち は な ん ら か の 電流 調整 装置 と 併用 し な けれ 
ば は ならない 。- 


策 1 図 


策 そ も 図 に 全 自 動 平衡 電位 差 計 の 原理 を 示す 。 平 任 検 
出 用 増幅 部 へ の 入力 回 路 は 記録 紙 送 り 用 電動 状 に よっ 
て 一 定時 間 間 隔 で 叉 動 す る 切換 え ス イッ チ びび を 合い , 
測定 回 路 と 補助 電流 回 路 と に 切り 換え る 。 補 動 電 流 調 
癌 底 は 前 記 電 動 批 と 碗 気 的 に 結合 し た 可変 描 抗 審 を 代 
え , 補助 電流 変化 分 記 よ る 培 幅 部 点 力 と よっ て 。 千 合 
用 電磁 石 を 引 夏 し て 自動 的 に 調 桁 さそ を る 。 と こと こうして, 
寺 電 池 を 電源 と する と き 普 到 1/21h 敵 臣 , 定 電圧 
放電 管 式 安定 電 基 を 使う と き は 3~-6h 問 防 で の 調 称 
に よっ て , 補 動 電流 を 目 標 値 の 0.02% 以内 で 自動 
的 に 一 定 に 保ち うる 。 しかし, 記録 紙 の 送り 訂 , た と 
そえ ぼ 240 mm/h と いう 速 さ で 行わ れる と , 可変 拭 抗 
圭 の 磁気 結合 に よる 自動 調整 は 軸 難 で , 手動 調整 に よ 
ら な けれ ば な ら な い 。 ま た, も し 禅 助 電流 天 が 非常 に 
穴 定 な ら ば , 調整 は 週間 に 1 回 で も よい か ら , 自動 


調整 装置 は 全く 不要 に な る 。 
( 洗 田 , 山崎 子 ) 


x 
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3-248. スト ロボ スコ ー プ 式 お よび 
光電 式 積算 電 力 計 調整 装置 
Klaus Engelbach: 
lichtelektrische Zahler-Einstellgeréate. [Arch. 
tech. Messen, Lief. 287, Dez., 1959, S. 261~ 
264] 


Stroboskopische “und 


積算 電 放 計 の 誤差 調整 法 と し て , スト ロボ ポ ボス コー プ 
に よる 方 法 と 光電 式 に よる 方 法 を 概説 し , マス タメ ー 
タタ 法 に くち べべ 調整 時 間 が 短く , 特に 光電 式 で は 精度 が 
高い こと を 説明 し て いる 。 まず スト ロボ スコ ュー プ 法 で 
その 光 療 用 周波 数 を うる の に 次 の 三 つ っ の 方 法 を あげ て 
いる 。 すなわち (a) 標準 積算 電力 計 の 回 転 円 板 か ら 光 
電 的 に パル ス を 検出 し 増 皿 す る 方 法 , (b) 発振 器 を 使 
用 する 方 法 , (c) 商用 電源 の 周波 数 50c/s を 利用 する 
方 法 。 こ の うち (a) は 電源 の 変動 の 影響 が な い が 複 雑 , 
(b), (c) は と も を に 調 癌 試 験 中 は 電源 を 一定 に する 必 
要 が ある 。 (c) は も っ と も 簡単 で ある が , 50c/s に 限 
らち られ て いる の で て で, 規格 試験 喜 を 少し 字 じじ ちょ うど 
50c/s の 整数 倍 応 相当 し た 負荷 点 を あら ちら かじる め 計 算 し 
て 設定 する 必要 が ある 。 以上 いずれ も スト ロボ ポス コー 
プ 式 は , 款 負荷 調 間 の 場合 周波 数 が 低い た め , 観測 困 
区 で ある 。 この 欠点 を を 除い た も の が 光電 式 '(@ 法 と も 


被 試 験 器 


第 1 図 

いう ) で ある 。 これ は 第 1 図示 す よ う 刀 , 同 期 電 動機 
4 で 円 筒 ス リッ ト 3 を 回 転 ミ きせ て 投身 光 を 断続 させ る 
か らち , 光電 答 9 応 は いる 反射 光 は 円 筒 ス リッ ト に よる 
断続 周波 数 だ け 高 い 周 疲 数 に な っ て いる 。 し た が っ て 
転 負荷 の 場合 で も を 周 涼 数 が 高く 観測 容易 で ある 。 標準 
団 と 邊 試験 叶 か らち ら の 出力 を テレ ビジ ョ ン 用 プラ ウン 管 
10 た に 入れ て パルス を 観測 し , それ が 静 止 し た と き 誤 
i 

最後 に 上 記 の 方 法 と マス タメ ー タ 法 と の 能率 を 比較 
する た あめ , 10 価 の 積算 電力 計 を それ ぞ れ の 方法 で 調 
閉 し て みた 結果 , 光電 式 に よる 調整 時 間 が 次 の 割合 で 
短 科 さ れ た 。 

(1) 単 邊 計器 の 組み 立て 後 最初 の 調整 25 % 

(2) 三条 計 加 の 組み 立て 後 最初 の 調整 60 


(3) 単 邊 計 加 修理 の 場合 の 調整 10 % 
(4) 三条 計器 修理 の 場合 の 調整 30 % 
(池田 , 楠 井 昭三 ) 
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3 249. 過 人 負荷 範囲 を 補償 する 
交流 補償 回 路 


Reinhold Putz: Wechselstrom-Kompensa- 
tionsschaltungen mit weitem Belastungsbe- 
reich. [Arch. tech. Messen, Lief. 288, Jan., 
1960, S. 15~—16] 

交流 プ ブリッジ で イン ピー ダン ズ を 測定 する 場合 に , 
被 測 定 イ ン ピ ー ダ ンス が 電圧 依存 性 を も ち , し か も , 
と の 電圧 が 高い 場合 が あぁ る 。 この よう な 高圧 を 交流 ブ 
リッ ジ に 加え る こと は , ブリ ッ ジ の 辺 の 容量 ながら, 不 
可能 な こと が 起 る 。 こ の と き に は , 第 上 図 と 示す よう 
だ に, ブリ マジ の 辺 避 十 3 と 2 下る を 4 に 周波 数 お ま び 位 
相 の 等 し い 別 々 の 電圧 U,。 U2 を 印加 する 。 高圧 の ほ 
う (の 側 ) に 分 圧 器 記 を 接続 し て , まず 検 電器 Gi 
に より , UU とり 2 の 比 り を 求め る め , つい で G2 に より , 
ブリ ッ ジ の 平衡 を 求め あれ ば 


3 Uza 
2 Z2 24 
で あり , これ か ら 被 測定 イン ピー ダン ス を 求め る こと 
が CS 


第 2 図 


第 1 図 
実際 の ブリ ッ ジ 回 路 の 一 例 は , 第 2 図 と た 示す ご と さく 
で , 圧 な る 電圧 Uj』 Uz を 与え る た め に は , 変圧 器 を 
用 いる 。 
本 論文 で は , さら に プリッ ジ の 平衡 条件 を 求め , ま 
た ベク ドル 図 に つい て 傍 べ て ある 。 
(池田 , 大 藤 高 文 ) 


3 250. 正確 な ベク トル 電圧 を 
っ つき るー 罰 式 


D.J. Collins & J. E. Smith: A System for 
Providing a Precise Vector Voltage.[ Electro- 
nic Engng, Vol. 31, No. 381, Nov., 1959, 
p. 684~685) 


ある 基準 電圧 に 対し て 振幅 と 位相 が 正確 に わか っ た 
正弦 波 を 必要 と する こと が 多い 。 

振幅 一 定 の まま 位相 を 反転 する 増幅器 と , 位相 を 
90” 回 転 す る ミラ ラー 積分 回 路 と を 組み 合わ せ て , 0°2, 
90°, 180° お よび 270°" の 位相 を も つ 振 幅 の 等 し い 電 
挟 を 用 意 し , 第 1 図 の よう な 抵抗 移 相 回 路 で 任意 の 
90° 違い の 電圧 お よび 7 戸 を 加え 合わ せ て その 象限 
内 の ベ グ トル 電圧 oo=4/ の を 作る も の で , 得 ら れ 
る 振幅 4 お よび 位相 の に は 次 式 で 与え られ る 。 


(94# ) 


A= Ra RT RRIRs+ RiRs+ RaRs 
.$=tan Ri/R2 
実際 の セッ ト は 1 へ ~1,000 c/s 用 で , 発振 回 は 出 方 
10V 低 ひ ずみ , 位相 反転 増幅 器 は 入力 イン ピー ダン 
ス 10kQ 以上 , 位相 誤差 0.1° 以下 いずれ る も 出力 
ィ インピーダンス は 10Q 以下 , 積分 回 路 は 位相 誤差 


0.1” 以下 , スポ ッ ト 周波 数 で 動作 し , 回 路 中 の コン 
デン サ を 同時 た に 切り 換 

えて , 周波 数 を 変 を だ EE \ | 

場合 振幅 を 一 定 た 保つ 江 WW 


放 0 記 で いる で の 
a テア が 真 空 徐 の 
格子 電流 に よっ て 長 時 
間 に は 充電 され ドリ フ 第 区 

ト を 生じ る の で , これ を 避 ける た め 放 電 ペ イッ チ を 設 
け て ある 。 象限 選択 器 で 目的 の 象限 を 選ぶ に は 単に 押 
ボタ ン に た よる 9 を ね れ は また 位相 回路 の RI お よび RR2 
を 適当 た に 選ん で 10° ステ ッ プ と し 頑 回 路 と 継 み 合わ さ 
っ て お り , 位相 は ディ ジタル 表示 され る 。 移 相 器 の あ 
と に 増幅 段 が ある 。 こ の 方 式 で 位相 の 精度 0.2", 振幅 
の 精度 0.2% の ベク トル 電圧 を 得る こと が で きる 。 

(池田 菅野 計 充 ) 


エポキシ 鐘 造 樹脂 の 電気 的 
特性 を 比較 する 一 方 法 


D.H. Thompson: An Alternative Method 
for Comparing the Electrical Properties of 
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Epoxy Casting Resins. [Electronic Engng, 
Vol. 31, No. 381, Nov., 1959, p. 686~687] 


電子 工学 や ゃ 電気 工学 で エポキシ 樹脂 を 使う 場合 , 特 
丈 な 電気 的 性 質 は メー カ に よっ て 明らか に され て いな 
いこ と が 多い 。 樹脂 で 回 路 を 埋没 する 技術 へ の 応用 で 
は , 樹脂 , 充て ん 剤 , 硬化 剤 の 60 も の 組み 合わ させ の 
中 か ら 適 当 な も の を 選ぶ 必要 が お こる 。 

測定 は @ メー タ で 行う と し て すみ や か に デー タ 々 を 
集め る た め に , 標準 の 冶具 を 使用 する 方 法 に と っ て 代 
や ジ を 方 湊 を を 述 きる 6 それ は ドリ ザマ 補 天 ツジ が を 棋 
試 樹脂 で 埋没 し て 測定 を 行い , 次 の 式 で 樹脂 の 電気 的 
特性 を 求め る も の で ある 。 すなわち 比 誘 電 率 太 は 

K=C2/C: 
Ci: 埋没 前 の トリ マ の 容量 , Cz: 埋没 後 の ト 
リマ の 容量 。 
また 体積 抵抗 20ae(2m) は 
Pae=CiR/Eo 
Ca: 容量 (F)「R: 
Tx10(F/m) 

OE 

実際 に は リー ド 線 の 長く さ を 一 定 に し , 表面 の 影響 を 
避け る た め に リー ド 線 は テフロン の 管 を 通し て 引き 出 


トリ マ の 丘 抗 値 (@), go: 1/36 


80 券 861 号 (June 1960): 


二 ) 気 き \ 


し て ある 。 硬化 前 0.1 mmHg: の 真空 で あわ を 除去 す 
る な どの 注意 を 払う 。 硬化 の 際 の ひま おま み に ょ より の 
億 誤差 を 生じ る と と は 別 の 方 法 で 1~2% 以下 な 
る こと と ど を 確か め た 。 

精 慶 は 誘電 率 で は 十 5 6, 体積 抵抗 は 圭 10 9% に は 
いる と 思わ れる 。 一 20~ 二 100°C, 1.3x103~>5 Xx 106c/s 
間 の 測定 例 が ある 。 得 ら れ た 結果 は 冶具 を 使う 標準 の 
測定 法 の も の と 一 致し た 。 こ の 方 法 は , 比較 測定 宣 
き を お く と き は 手数 と 時 間 を 節約 で きる 。 

(池田 , 菅野 広 ) 


ワ グ ナ 接 地 お よび 他 の 平衡 
検出 器 容 量 の 中 和 回 路 


丘 .H. Wolff: Wagner-FEarth and Other 
Null Instrument Capacity Neutralizing Cir- 
cuits.. ERev. sci. Instrum., Vol. 30,- No. 12, 
Dec., 1959, p. 1116~—1122] 


交流 ブ リッ ジ の 各部 の 対地 容量 の 影響 を 平衡 条件 か 
ら 除 さく た め の ワ ダナ 接地 回 路 は , 過去 50 年 間 も 使 わ 
れ て き て いる が , この とこ と に つい て は 小川 一 清 以来 よ 
と な 

まず , いずれ の 点 る 明確 に は 接地 し な いい 2 端子 ブリ 
ッ ジ 電源 の 大 地 に 対す る 端子 の 電位 を 考え , これ を 接 
続 し た 交流 ブリ ッ ジ に お いて 対地 容量 の 影響 を 避け る 
た め の 条 件 を 明らか に し て いる 。 これ を 満た す 一 方 法 
に ワダ ナ 接地 回 路 が ある が , これ に は 次 の 欠点 が あ 
る 。 

(1) ワウ ワ グ ナ 接 地 回 路 は 低 イ ン ピ ー ダ ンス な る ほど 理 
論 的 に は よい 示 , こう する と この 回 路 に 大 き な 電 流 が 
流れ , 電源 が 低 電 力 の 場合 や ブリ ッ ジ に 高圧 を 加え た 
い 場 合 は , ひずみ や 熱 損 の 点 で 困難 が 生じ る 。(2) 接 
地 回 路 の 素子 の 変化 に 対す る 平衡 に 達する 経過 は 複雑 
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な の で , この 回 路 の 平和 を と る の に 時 間 が か か る 。 

これ ら の 欠点 は , ワ グ ナ 回 路 が 電源 に 並列 に は いる 
の に 反し , 電源 と 直列 た イン ピー ダン ス を そ を そう 入 す る 
法 , および 電源 の 端子 電圧 と 大 地 間 の ベク トル 電圧 を 
調整 で きる よう な ワダ グ ナ 回 路 と は 別 な 回 路 に よっ て 除 
く こ と が で きる 。 こと これら の 回 路 は ブリ ッ ジ の 一 つっ の 素 
子 に 加わ る 電圧 を 高く し , 電源 が 接地 回 路 に よっ て 不 
必要 に 負荷 を に な うこ とこ と を 避け た い 場 合 有 効 で ぁ る 。 
いく つか の 基本 回 路 と 第 革 図 お よび 第 2 図 に 示す 応用 
回 路 を 示し て いる 。 


訳者 注 : 第 2 図 と 似 た も の に 誘導 電圧 調整 器 と 移 相 回 鷺 を 用 いた 
例 も ある 。B. Berger: A Modified Bridge Earthing Device, J. sci. 
Instrum., 33, No. 5, 184 (1956) 


(池田 , 蒼 野 充 ) 


3・253. 通電 中 の 導体 の 表面 温度 の 測定 


Richard' Dutton : Surface- Temperature Meas- 
urement of Current Carring Objects. CI.S.A. 
fi, Vol. 6, No; 12, Dec., 1959, p. 49~51] 


直流 を 通電 中 の 導体 の 表面 温度 の 測定 の 一 方 法 と し 
て , た と えば クロ メル 線 を 電流 方 向 に 等 間隔 で は さむ 
2 本 の アル メル 線 を 導体 に ろう 付け し た 熱 電 対 が 使わ 
れる が , この 場合 アル メル 線 を 厳密 に は クロ メル 線 の 
中 点 に ろう 付け で きず , また 熱電 対 の 特性 が 経年 変化 
し た と き , それ の 補正 も 困難 だ っ た 。 第 1 図 の 回 路 は 
どれ や ら の 欠点 を 除 雲 する 
だ だ ある (孝信 S02 な 
わ ち , 2 本 の クロ メル 線 
に 電位 差 計 式 分 圧 器 を 接 
続 し , その 出力 端 と アル 
メル 線 と を 計器 に 接続 す 
な る EA 
= DO EEO 
メル 線 の ろう 付け 点 ざ 
と , 分 圧 器 の 接点 位置 Y 
の 加熱 電流 に よる 電位 は 
一 致し , これ に 熱電 対 の 起 電力 が 重ね 合わ され る 。 こ 
の 回 路 は 大 きき 一 定 の 直流 電流 を 正 , 逆 2 方 向 に 流 
し , それ ぞ れ の と き の 計 回 の 指示 が 一 致す る まで 分 圧 
比 を 調整 し て 平衡 させ る 。 こ と うし て 温度 計 は 電流 の 方 
向 大 き さ , 被 測 温度 の 影響 も な く 真 の 熱電 対 温度 を 
指示 する 。 (池田 , 山崎 吾 ) 


第 1 図 


3-254. 計器 の 自動 検針 


Curtis M. Cooper: Read Meters Automa- 
tically, [Elect. Wld, Vol. 152, No. 25, Dec. 
の 69SDa 2 
既設 の 電話 線 を 利用 し て 各 震 用 家 の 電 気 や が ゲス の 検 
針 を 自動 的 た 行い , その 測定 デー タ を 直ちに 中 央 に 設 
けら れ て ある 計算 機 と 会 計 機 に 伝送 し , 各 需 用 家 に 対 
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する 使用 料金 を 算定 し よう と する , いわ ゆる 計器 自動 
検針 た に つい て その アイ デア な ら び に 計画 が 述べ られ て 
いる 。 そ の 方 法 は まず 各 需 用 穴 の 姓 , 佳 所 , 電話 番号 , 
先月 の 検針 し た 値 な どの は いっ て いる パン チカ ー ド を 
江 備 し て お き 』 それ を 第 華 図 に 示す まう な 送信 機 た 入 
れる と , 次 の 電話 呼出 し 装置 が 動作 する 。 も し ライ ン 
が 空い て いれ ば 和 寺 用 家 の 計 器 に 取り 付け られ て いる 読 
取り 機械 を 動作 させ , 読み 取り 値 に 対応 し た 電気 的 ペ 
ルス を 中 央 応 逆 送 し , 歩 進 形 の せん 孔 記 録 機 な ど に た に デ 

ー タ を 著 積 する 。 次 いで その 


Be 値 を 会 計 カ ー ド に パン チ す る 
わけ で ある 。 以 上 の 一 連 の 動 
i 作 が 終っ た ら 次 の 需 用 家 に 対 
RR し て 同一 の と と を くり 返す 。 


寺 用 察 た ある 計器 に は その 
指針 軸 と 同心 と に ワウ ワイ パ が 設け 
られ , 目盛 板 の 各 数 字 に 相当 
し た 所 に 接点 機構 あっ て , 
} 測定 する と き は ワイ > パパ が 回 転 


し て 数 字 に 相当 し た イン パル 


ス を 発生 し , それ を 中 央 の 計 
策 1 図 


算 機 や 会 計 機 に 伝送 する よう 
な うっ で いる s 

と ころ で こと この よう な な 電話 線 を 利用 し た 自動 検針 が ー 
般 の 通話 に 対し て 妨害 を 与え を て は な ら な い 。 そのため 
運 話 ひん 度 の も っ と も 少な い 夜 中 に 行う よう に し , 自 
動 呼出 し 装置 の 中 に は 負 感 な 話 中 音 検出 回 を 設け て , 
話し 中 の 場合 は 直ちに ダイ ヤル を リセ ッ ト す る よう に 
する 。 また も し 自動 検針 中 に その 需 用 家 で 通話 し よう 
と じじ て で 受話 器 を . ど っ だ 場合 な ,』 一 般 の 場合 と 同じ を 話 
中 音 を 聞く こと こと が で き , し ば らく る 待 今 で 貨 う こと & に な 
る 。 一 つの 自動 検針 に 要する 時間 は 大 体 10s 以下 で 
ある 。 現在 計画 され て いる も の は lh あたり 300 
360 個 の 計 回 自動 検針 で , 自動 化 の た め の 需 用 家 に お 
ける 有 費用 は 約 5 ド ル 以 下 と 予想 えれ て いる 。 


9 
}le 
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(池田 楠 井 昭二 ) 
3・255. 照射 の 球 ギ ャ ッ プ 破壊 電圧 
に お ぉ およぼす 影 響 


E. Kuffel: The Effect of Irradiation on the 
Breakdown Voltage of Sphere-Gaps in Air 
Under Direct and Alternating Voltages. 
(ProcN mstn" Elect. “Engrss VolMO6F Pt GC 
No. 10, Sept., 1959, p. 133~139] 

球 ギ ャ ッ プ の 箇 撃 破 壇 電圧 に 対す る 放射 能 物質 , 水 
銀 ア ー ク , 火花 ちる い は コロ ナ な ど に に だ よる 照 射 の 影響 
に つい て は すず すでに か が かず か ず の 研究 が 報告 され で いる 。 
し か し , 球 ギ ャ ッ プ の 直流 お よび 変 流 破壊 電圧 に 対す 
る 照 射 の 影響 に 関し て は 見 る べき も の が 少な い 。 

本 文 で は 2.0, 6. 25, 12.5 cm 直径 の 球 ギ きき デ プ を 
ラジ ウム で 婦 射 し て 球 ギ ャ ッ プ の 主として 直流 破壊 電 
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圧 を 求め , 照射 を 行わ な い 場 合 の 球 ギ ャ ッ プ の 破壊 電 
圧 と 比較 し て , その 結果 に つい て 考察 を 行っ て いる 。 
第 1 図 は 駒 射 を 行っ た 場合 , 球 ギ ャ ッ プ の 直流 破 雷 
電圧 の 低下 を 央 射 を 行わ な い 場 合 の を れ と 比較 し て 示 
し た も の で ある 。 縦 軸 は , 破壊 電圧 の 低下 を 百分率 値 
で 示し , 横 軸 
は ギャ ッ プ の 
長き さ (cm) を 
震 世 ぶ で a る 8 
図 か ら わ か る 
よう に 照射 の 
影響 は 特定 の 
電極 に お いて 
は ギャ ッ プ の 
長く た よっ て 
異 な る を 。 避 た 
球 電極 の 直 委 
に よっ て も 四 
な り , 電極 が 
小さ い ほ ど 駒 射 に よる 破壊 電圧 の 低下 が 著しい 。 ま た , 
図 と た お いて 特徴 的 な こと は ギャ ッ プ の 長 さ が ある 値 に 
達する と , 照 射 の 効果 が も っ と も 著しく 現われ , さら 
に ギャ ッ プ の 長く さ が 長 く な る と , 照射 の 影 細 は 次 策 に 
低下 し , 一 つの 山 が 現われ る こと こと で ある 。 ギャ ッ プ の 
長く 1mm 以下 に お いて 照射 の 影響 が 強く 現われ る 
の は , 照 射 を 行わ な い 場 合 , 破 壊 を 引き 起す 電子 が 不足 
し で いる た だ めで ある 0 し た が っ て 第 だ よる で 発 分 な 
電子 が 供給 され る と , 破壊 電圧 の 急激 な 低下 が 起 る 。 
次 に た ギャップ の 長 さ エー5 mm に だ お いて は 照射 の 影 杖 
は 1mm の 場合 より 少な い が , ギャ ッ プ の 長 さ を 次 
策 た 広げ て 行く と 照射 の 影響 は 次 策 た 強く 現われ ,、 一 
つの 最大 値 を 経過 する 。 こ の よう な ギャ ッ プ の 長 さ の 
増加 に よる 照 射 効 果 の 増大 は 空間 電荷 と よる 電界 の 乱 
れ か ら 説 明 で きる 。 一 般 に 電流 密度 が 10-8A/cm? ic 
達する と , 電界 の 乱れ が 生ずる と いわ れる が , 照射 を 


d 


第 1 図 球 ギ ャ ッ プ の 直流 破壊 
電圧 に 照射 の お よ ぼ す 影 細 


"を 計算 する と 策 1 表 の まう に な 
る 。 た だ し は 衝突 電離 係数 , は ギャ ッ プ の 長 さ で 
あぁ ある 。 ご の 表 か ら も 明らか な よう に E, ギャ ッ プ の 長 さ 
が 長く な る に し た が っ て 電界 の 乱れ は 大 きく な り , 訟 
壊 電圧 の 低下 が 起 る 。 ギャ ッ プ の 長 さ が , 女 射 効果 
の 最大 値 が 現われ る 点 を こえ て さら に 長く な る と 。 


ad 
考慮 し て 


第 1 表 2.0 お ポ お よび 6.25cm の 球 ギ ャ ッ プ 
に だ お いて 販 射 を 行っ た 場合 の 電流 密度 


直径 2.0 cm 球 直径 6.25 cm 天 
ギャ ッ プ | rd ギャ ッ プ | rd 
ご | J 記 @% i J'adx i 
[タダ CA/cm?) nt k CA/cm?) 


0.4 8.0x10s 4x10-§ VT は R03 
0.6 5.2x106 | 2.6x10-5 1 249x07 4.7x10-6 
0.8 1.8x108 9x10-* 115 E.T 108 9:1※10F5 


3.9x109 6.3x10-* 
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| edz は さら に 増加 する と と に な り , これ に 伴 な っ 


て 電界 の 乱れ も 大 きく な る は ず で ある が , 実際 に は 照 
射 の 影響 は 小さ く な っ て いる 。 したがって, この 場合 
に は 別 の 破壊 機構 を 考え な けれ ば さば ならない 。 

以上 を 総合 する と , 球 ギ ャ ッ プ が 非常 に 短い 場合 に 
お いて 照 射 の 影響 は も っ と も 強く 現われ , 球 ギ ャ ッ プ 
が 相当 に 長く 、 ギ ャ ッ プ の 破壊 電圧 が 相当 に 高い 場合 
に お いて も 婦 射 の 影響 は か な り 認 め ら れる 。B.S.358 た 
お いて 50kV 以下 の 球 ギ ャ ッ プ に お いて で て 照 射 を 行う 
べき る こ な を 規定 し て いる が , これ で は 不 充 分 で 70 kV 
の 破壊 電圧 を 有する 球 ギ ャ ッッ プ に だ いて も , な お 照 射 
の 影響 が 認め られ る 。 (近藤 , 大 重 力 ) 


4-256. 熱 可 須 性 レコ ー デ ィング 


WwW. E. Glenn: Thermoplastic Recording. 
tJ: appl. Phys., Vol. 30, No. 12, Dec., 1959, 
p: 1870~1873) 


電気 信号 を 記録 する に は , た と えば 磁気 テー プ な ど 
が 今日 使わ れ て いる が , ここ で は 熱 可 区 性 テー プ を 利 
用 する 試み が 人 述べ られ る 。 策 図 の よう に , 柄 点 の 高 
い フ ィ ル ム の 上 に , 融点 の 低い 可 贅 性 の 膜 を 薄く つけ 
る 。 こ の フィ ルム の 上 に 電子 銃 か ら の 電子 線 を た た き 
っ つけ 衣 作 の 5 た た さき 方 
を ,「 信 誠 寺 評 で コン 
トド で ふすま る 0 電子 
が 飛び 込む か ら , 電 
子 線 が あたっ た と こ 
ろ に マイ ナス の 電荷 
が 埋め 込 れ る 。 こ と の 
よう に 信号 の 洪 像 が 
描か れ た テー プ を , 次 に 可 天 性 の 表面 層 の 融点 より 高 
いい 温度 に 上 げ て や る と , その 局部 的 な 電荷 の た めく に , 
電子 の ある と と ころ だけ 引 張ら れ て へ こと こむ こと に な る 。 
の 状態 で 再び 〇 冷 基 寺 林 は 篤 三 る は 信司 選 族 た 超 
伏 を も っ た まま 固 ま 
っ て し まみ か, 店 。 / 信 
号 が 記録 され る 。 起 
伏 が で きる 時 間 に は , 
融け た 表面 膜 の 粘性 
に 依存 する が , 大 体 
ミリ 秒 程 度 で ある 。 

第 2 図 も ちろ ん , 再び 充分 

高い 温度 に 上 げ れ ば , 電荷 が 逃げ る だ け の 伝導 性 が 生 
ずる か ら , 起伏 は 消 そ えて 再び 新しい 信号 の 記録 に 役 立 
RE REE CG 

喜 空 中 で 上 の 操作 が で きる テー プレ コー ダ が 試作 さ 
れ , 0.1u の 真空 度 で 充分 な 働き を 示す こと が 確か め 
4 た 。 

'| 記録 必 だ 信号 の 読み 出し は , 光学 系 を 使っ て 比較 的 

簡単 選 行 える 白 黒 の 像 を 得る の は , いわ ゆる シュ リ 
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ー レ ン 法 を も じ ヒ っ た も の と 思 を ば よい 。 再び 電気 信号 
に も どす ず に は 光電 変換 装置 を 利用 する 。 

と の テー プ の 記録 か ら カ ラー 像 を と り 出 すご と は 容 
易 に で きる 。 こ れ は 位相 回 析 格 子 の 形 で 表面 に 起伏 を 
作る と 思 を ば よい 。 と これ は この 装置 の 特に 興味 ある 点 
SO 

信号 を 記録 する の が 電子 線 だ か ら , 光 の 波長 より も 
小さ い 波 長 の 分 解 が 可能 な は ず で ある けれ ども , 実際 
に は 光学 系 の 分 解 能 で 決め られ て し まう 。 

計算 機 へ の 応用 で 面白 い の は , ディ ジタル な 信号 を 
2 人 色 の 7 光源 まっ 2 で 記 線 で きる で と で 0 一 芦 の 色 を 
"ON 次 他 編 中 ORE 操 対語 させ る 

第 2 図 の 写真 は テー プ の 上 た に で きる 記録 され た 線 
の 例 で , 10u の 精度 が 明り ょ うに 示さ れ て いる 。 

熱 加 工 と いう と 時 間 が か か っ た り , 早い 電気 信号 の 
記録 に た 向 か な いよ うな 先 入 主 観 を 持ち や ゃ すい が , この 
論文 に よる と , な か な か 面白 い 働 き が 将来 た 期待 で き 


そう で ある 。 (鳩山 , 菊池 誠 ) 
4・257. 一 様 に 加速 され た 多 速 度 
電子 流 中 の 雑音 の 伝搬 


W.M. Mueller & M.R. Currie: Noise Pro- 
pagation on Uniformly Accelerated Multive- 
locity Electron Beams. (CJ. appl. Phys., Vol. 
30, No. 12, Dec., 1959, p. 1876~—1880] 


電子 ビー ム の INoisiness は 陰極 近傍 の 電界 分 布 を 特 
践 な 形 に する こと に より 著しく 減少 し , 実験 的 に 雑音 
指数 2.9dB の マイ クワ コロ 波 増幅 管 さ を 得 ら れ て いる 。 

と の 実験 た に 用 いた ビー ム は 低速 度 領域 が , (1/2V 以 
下 で , 熱 速 度 が 平均 速度 に 対し 同 程度 な いし は それ 
以上 の も の ) 通常 の 平行 平板 二 極 管 に み ら れ る Fry- 
Langmuir の ポテ ン 交 了 フル に らき し で 長い 
と が 特長 で ある 。 本 論文 は この ポテ ン シ ャ ル を 距離 に 
比例 し て 増加 する ポテ シシ ャ ル で 近似 し も て Siegman, 
Watkins, Hsieh や の 用 いた の と 同様 な 密度 関数 法 で 多 
速度 電子 ビー ム 中 の 雑音 の 伝搬 を 計算 し た 。 

数 値 計 算 た に た は IBM 704 を 使用 し , 70 組 の 速度 た に つ 
0 Go 柳 角 状 20 radi でき の 稿 人 を を 404 っ た る 語る で 
雑音 パラ メー タ ご S,Z を 規準 化し た 距離 , 速度 , 周波 数 , 
直流 ポテ ン シ ャ ル の 関数 と し て 求め た 。 

ぞ の 千 果 わ か っ た こと と は , 第 一 に 多重 速度 電子 選 一 
ム で は , 加速 の 状態 に より Noisiness が 著しく 変わ 
り , こう配 の ゆる や か さ に に 応じ て 理論 的 に は 際限 な く 
減 沙 し 列 る まで あぁ あり, また , ある こう 配 で 加速 ざれ 
の 凌 NNoisiness 計 は 工 あ る 信 謝 で 上 最 だ 達する と 
以後 は ぼぼ 一 定 と な る と こと で あり , 策 二 に 電流 密度 が 
同じ で あれ ば , 周波 数 が 高い ほど Noisiness が 減少 す 
る と いう 従来 の Fry-Langmuir の 理論 と は , 正反対 の 
結論 が 得 ら れ た こと で ある 。 

要する ご 低速 度 領域 で , 充分 ゆめ る や か に ビー ム を 加 
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速 す れ ば , 周波 数 が 高 ぐ で て も 電流 密度 を と くに 高く くじ 

な くさく て も 充分 優 雑 痢 の (マイ 信 ク RE で 客 る で 

と が 予想 され る が , と これ は 定性 的 に は 実験 と も 一 致し 

で る (池沢 , 伊藤 伏 顕 ) 
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4・-258. 電子 衝撃 に よる 
ガラ ス の ガス 放出 
B.J. Todd; J. L: Lineweaver & J. T. Kerr: 
Outgassing Caused by Electron Bombardmerit 


ofGlass= fs app Phys, Vo 3 NG. 1, 
Jan., 1960, p. 51~55] 


オキ サ 欠 際 カソード を 使用 し て い % る 真空管 に は が ガラ 
ス を 非常 に 多く 使用 し て いる 。 その た め に た に, 陰極 の 寿 
命 を 延ばす こと に 対す る ガラ ス の 放出 ガス の 効果 が 問 
題 た に なる 。 特に CRT で は 充分 に 加熱 奴 理 され た ガラ 
ス が 電子 衝撃 を 受け た 場合 に どん な ガス を 放出 する か 
と いう こと こと が 問 旦 た な っ て いる 議 こ の 報告 は 著者 ら 
が 電子 衝撃 に よる ガラ ス の が ガス 放出 を 研究 する た め に 
使用 し た 装置 と , この 装置 た よる 5 種類 の ガラ ス の が 
ス 放出 デ テー タダ を まとめ た だ る の で ある る 

装置 は , CRT を 質量 分 析 器 の 試料 導入 口 た 直結 し , 
ガス を 流す も の で , 20keV の 電子 が ガラ ス 試 料 を 衝 


撃 し て いる 間 の ガス 放出 速度 を 連続 的 に 測定 で きる よ 
6; 0 区 
_ 6o ト 1000AAl 肛 付 着 I 
8 ラス の 表面 に 厚 
| さ 1000 A の アァ 
a ルミ ニウム を 燕 
時 30 着 し , 3※X1/4 近 
投 20 DRE Sn 
i と 同じ ラス タタ を 
/ 20 keV, 200 uA 
0 3200 400 600 800 1000 1200 で 描か せ た 場 合 
電子 衛 輸 時 間 (min) に 放出 さき 秋 る 酸 
素 量 を 時 間 の 関 
数 と し て 示し た 
幼 も の で ある 。 が 
O 40u 黒 鉛 - け い 酸 堀 肛 付 着 
k 黒 鉛 - け い 酸 塩 膜 付着 試 料 4 引 注 
色 類 ( 各 曲 線 を コ 
説 ー ド 番号 で 示し 
媒 "EBD ED WW 
oS で 行 s な だ 。. 放 貼 


黄 トル 二 写 ce 押 記 人 
0 200 400 600 800 1000 1200 ガス の 95 9% 以 


衝撃 時 間 (mi 
電子 衝撃 時 間 (min) 机 議 幸 0 
第 2 図 た 。 こ の 結果 か 
ら , 深 融 石英 の 7940 ガラ ス の ガス 放出 が も っ と も 少 
な く , 軟化 点 を 下げ る た め に 軟化 物 を 加え る と が ガス 放 


出 が 増加 二 タ が 2 る 6 第 2 図 (は, 民 記 の (の 2 


C98 ) 80 巻 


= ウム 膜 の 代わ り に , 厚 さ 40pu の 黒鉛 - け い 酸 塩 の 導 
電 膜 を ガラ ス 表 面 に 付着 きせ , 同じ 測定 を 行っ た 結果 
で ある 。 第 1 図 , 第 2 図 の 8603 ガラ ス の 曲線 か ら こ 
の 導電 膜 が シー ルド 効果 を 持つ こと が わか る 。 また 
7940 ガラ ス の 曲線 は この 導電 膜 が 電子 衝撃 を 受け た 
場 谷 が ズ 源 中 な る こと を 示し て いる 。 黒鉛 = けい 酸 塩 
導電 膜 は 電子 衝撃 を 受け な い 場 合 は , 酸素 た に 対し て 非 
記 に 2 ジグ な の 次 と な る か が から CR 市 箇 
の 働き を し て いる こと ど と に な る 。 (池沢 , 黒岩 人 灸 ) 


4・259. 接合 トラ ンジ スタ の 温度 依存 性 
を 考慮 し た 簡単 な 等 価 回 路 


Joachim Winter: Uber ein einfaches Ersa- 
tzschaltbild der 
Beriucksichtigung der Temperaturabhangig- 
keit. [Frequenz, Bd. 13, Nr: 11, Nov., 1959; 


SE L359 
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本 論文 は 接合 トラ ンジ スタ の , と く 記 温 慶 依存 性 を 
表わす こと を 二 眼 点 と し て 等 価 回 路 を 導き , きら に 動 
作 点 の 温度 に 対す る 安定 化 に つい て 述べ た も の で あぁ あ 
る 。 


Cetbit Cp Re 
(a) 


第 1 図 


等 価 回 路 と し て は , 第 図 に 示す よう な エミ ッ タ 障 
壁 容 量 ま で 考 應 し た Giacoletto 流 の 等 価 回 路 が よく 実 
験 値 と 合う こと を 確か め , さら に 特性 の 温度 変化 を 表 
わす た め に 温度 変換 率 De(Temperaturdurchgriff) な 
る 量 を 導入 し て , 温度 変化 を 等 価 的 な 電圧 (Tempera- 
turspannung) と し て 等価 回 路 肉 に 導入 す る こと を 提 
案 し て いる 。 

また 一 般 の デミ ミッ メス 接 民 GK 人 2 SE , 
周囲 温度 の 変化 に 対す る 安定 化 法 を 示し , その 安定 化 
率 も 計算 し て いる (柳井 菅野 卓雄) 


4-260. バリ ヤー グリ ッ ド 形 蓄 積 管 
の 電話 交換 機 へ の 応用 


T. S. Greenwood: A Barrier-Grid Tube 
Memory. [Bell Lab. Record, Vol. 32, No. 
12, Dec., 1959, p. 470~473) 


電話 の 自動 交換 を 行う に は , 多量 の Information を 
Sl 
の 一 形 衣 "e パ 上 仙 で N07 ヤニ ググ 8 宮 R9 で (BarrieR grid 
type) の 蓄積 管 を 用 いた 電話 自動 交換 機 を Bell 研究 
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所 で 試作 し た 結果 非常 に 信頼 度 が 高く , 高速 で ), し 
が を コス ト の 低い も の が 得 ら れる み と お し を 得 た こと 
が 述べ られ て いる 。 | 

使用 され た 蓄積 管 は 信号 変換 形 た 属し, 単 電子 鉄 , 
静 電 偏 向 で あり , 平衡 記 録 , 容量 放 電 読 取り 方 式 で 使用 
する 。 (訳者 注 : RCA 6499 Radechon に 相当 する も の 
と 思わ れる ) 傘 面 電極 変調 (Back-plate modulation) 
で , 1 面 素 ご と に 1 よび 0 の Binary storage を 行 
い , エエ 本 の 革 積 管 の 著 積 容量 は 16,000 ビッ ト 〔 二 
(125)*〕】 で ある 。 コレ グ タ か ら 読 取り 電気 信号 を 取り 
出す 。 偏向 一 記録 一 読み 取り の 各 過 程 を 0:7us で 行 
い 7 三 者 を お わせ だ ザイ ポ ク グリ が 25ps で 終 す る 
の が 特長 で ある 。 

装置 の 構成 を 策 1 図 に 示す 。 全 装置 は 四 っ の 部 分 に 
大 別 さ れ , 電源 を 含め て 2 本 の テラ テック に 収め あら れ て い 


る 。 “Adress 
ADDRESS LOCATION 
system "部 分 
- は 数 本 の リー 
ADRESS OR DEFLECTION SYSTEM ド 泊 を 通じ 
IY pl 
て 導入 され る 


Digital pulses 
を 水平 と 垂直 
の 偏向 電圧 に 
直人 0 きこ の 
READ OUT 電圧 の 精度 は 
ビー ム の ずれ 
が ビー ム 径 の 
1/10 以下 で な けれ ぼ ば な ら な い ) “Seqgence control” 部 
分 は 上 記 の 偏向 一 記録 一 読み 取り の 動作 の 際 に , 他 の 
三 つ の 部 分 の 働き を ディ ジタル パル ス で 制 衛 する 。 他 
の 二 っ の 部 分 は , 著 積 編 お よび その 動作 回 路 を 含 如 
“Memory ” 部 分 と , 読取 り 出 力 を 増幅 する “Read- 
out” 部 分 で ある 。 

著 積 管内 と 静 電 的 に 著 積 され た 信号 が くず れる の を 
防ぐ た あめ , 一 定 の 間隔 で “信号 再生 ” を 行い , 著 積 信 
号 を 書き 直す こと こと だ が 考慮 され て いる 。 “信号 再生 ” を 
行う た め あの 時 間 損 失 は 109¢ くら いで ある 。 

電話 の 交換 で は 非常 な 高 信頼 度 が 要求 され る が , 上 
記 方 式 で 間違い の 起 る 確率 は 101? 回 1 回 の 割合 で 
ある 。 それ で も , 動作 速度 が 速い た め , ほぼ 1 日 に 1 
回 間違う 可能 性 を 生ずる の で , 実際 に は 上 記 装 置 を 2 
合 装 置 し て , 互 た に 間違い を チェ ッ ク す る 仕 紙 み どす 
る 。 こう すれ ば 。 実際 問題 と し て 間違い は 皆無 に な る 
ざ 考 漆 で Re (池沢 , 高山 寿夫 ) 
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4・261. 超 小 形 化 へ の 三 つ の 方 法 


Robert Langbord: Three Approaches to 
Microminiaturigation. CElectronics, Vol. 32, 
No. 50, Dec. 11, 1959, p. 49~52] 


軍 の 後援 の も と で 超 小 形 化 が その 部 品 の 装着 方 法 に 


昭和 35 年 6 月 J.LE.E.J) 


よっ で) 三 づ の 浮 向 で 進め られ で いる ば な やあ ち A 
形 , B 形 , C 形 の 三 っ で , A 形 は 1 枚 の 薄板 記 単 能 の 
部 品 (た と を ば 抵抗 ) を 作り 、 こ と これ を 集め て 互 記 醒 線 
し て 回 路 を 作る 。 量 形 は 1 枚 の 薄板 上 に 異な っ た 機能 
の 部 品 が た ぐさ ん 置か れ た も の で ある 。C 形 は 1 枚 の 
薄板 上 に 互 に ば は っ きり 区 別 で き な い よう な 形 で 機能 の 
思 な る 部 品 が 作ら れ で て いる 。 

@ 和 形 この 形 は 小形 化 の 極限 と 考え られ , 
込み 密度 は 1 立 訪 ft あたり 百 万 個 を こえ , さら に 素 
子 に よっ て は 5 俺 価 だ まで 達 記 どう 9 C 形 の 設計 は 半 
導体 を 用 い , 不純 物 を 加え て 絶縁 物 か ら 導 電 体 へ 換 を る 


ぞ や ぞ の 計 


る こさ で ある 。 
の METAL CONTACTING BAND 


CONTACTING METAL BANDS 
(NON RECTIFYING) 


の 
ズ は 個々 に 作ら れ 
線 き で な が 0 る 
いう より は 抵抗 か 
ンジ 
ダグ ケタ ンス へ と 望 $e ) 

むと きり な る め ら が eo 
変わる 。 第 ユ 上 図 N TYPE MATERIAL 

に その 構成 方 法 を 學 
示す 。 理論 的 に こ 

の と 抵抗 容量 (b) の 組合 せ 回 
で 路 の 細部 と 等 価 回 路 
うに 見 える が , 固 体 理 論 の 発展 た 負う と こと ころ が 大 きさく, 
特に 大 き な 欠 点 は 温度 , 電圧 係数 を 持つ こと で ある 。 

B 形 この 展 は も 校 の 薄板 表 拭 抗 才 マン デン サ 
な どの ユニ ッ ト を な ら べ , その 接続 た 銅 ま た は 銀 を 真 
空 格 着 し た も の で ある 。 水晶 , 電池 , チョ ー ク を 除い 
て 大 部 分 の 部 品 は 薄膜 た に た する こと が で きる 。 丘 抗 は 炭 
素 , 酸化 すず , 金属 
の フイ イル で 作ら 
0 
高 誘電 体 の サン ド 
ウイ イッ で 0 
タイ ポー ドド hiZ 
ンジ スタ は 薄膜 に 
印刷 る < と 各 e 
きる きこ で の 形 の 明 
大 の 問題 は 製品 の 
歩 留 で ある 。 1 枚 の 板 に 乗せ る 部 品数 に 対し て 歩 留 は 
幾何 級数 で 減少 し , 4 個 の 部 品 で 6 に E な る 。' そし 
て 常に 996- でき 此 が っ 療 と ころ で 唯一 の ミス が 生じ 
全く だ め に な る よう だ 。 こと この 過程 を 自動 化す る こと は 
容易 で あろ る ろう が , その 前 に 個々 の 部 品 の 依頼 度 を 高め 
る こと が 必要 で ある 。 

A 形 」 っ と も る 古い 形 で , それ ぞ れ ポー つの 部 品 か ら 
な る 薄板 は , その 繧 で 他 の 部 品 と は ん だ 付け また は 深 
接 の で 第 2 図 の よう RC 幼 ※ 立 で る 。 の 方 法 で は 侍 部 
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第 「 図 「C 形 に よる 容量 (a) 


第 2 図 は ん だ 付け また 
は 溶接 し た RCA の マ 
クロ モジ ーッ 
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品 の 歩 留 が 509%8 で あっ て も , 完成 品 で は 100% に 
大 還る 

以上 の 三 つ っ の 形 は それ ぞ れ 研究 が 進め られ て いる 。 
A 形 は 現在 の アナ ログ また は ディ ジタル 回 路 を 直ちに 
小形 化す る の に 用 いる と と が で きる 。 し か し 歩 留 の 問 
題 が 解決 され れ ば , BB 形 が 用 いら れる よう に な る で あ 
ろう 。 ま た C 形 は ディ ジタル 回 路 に 限り 使用 され る で 
あろ 3 う 。 (豊田 , 中 村 俊 彦 ) 


4-262. 超 小 形 化 へ の イギリス の 歩み 
G.W. A. Dummer: British Approaches to 


Microminiaturization. [Electronics, Vol. 33, 
No ian W601 75) 


前 掲 の 論文 【 学 界 時 報 4・261. ( 昭 35-6) Electro- 
nicg Vol R32 No 50, De p.A90 (1959) る メメ 
リカ の 研究 が 紹介 され て いる が , これ と ほぼ 同じ 内 容 
の イギリス の 研究 が 紹介 され て いる 。 

超 小 形 化 を 進め る お も な 理由 は , 形 と 重 さ の 減少 お 
よび 信頼 度 の 増大 で ある 。 今日 イギリス に お ける 電子 
装置 の 平均 信頼 度 は 大 体 1],000h あたり 1,000 個 中 
5 個 の 破壊 で ある 。 軍 用 の ミサ イル , レ ー ダ な ど で は さ 
ら に 多量 に 破壊 する 。 超 小形 化 に は 四 つ っ つの 方 法 が ある 。 

(1) 1 個 ま た は 数 個 の 部 品 を 持つ 板 を 重ね て 配線 
する 方 法 で 』 アジ メリ カカ た におい て RCA に より 軍 の 後援 
で 行わ れ て いる 。 この お も な 利点 は , 組立 前 に 部品 を 
個々 に 試験 で きる と こと で ある 。 

(2) 1 枚 の 板 の 上 に 抵抗 を その他 を 作り , トラ ンジ 
スタ , ダイ オー ド を 加え て 一 つの 完成 し た 回 路 を 作る 


方 法 で ある 。 この 方 法 で 作っ た 回 路 を 第 1 図 た 示す 。 
と の 丘 抗 は NiCr の フィ ルム を 蒸着 し て 作り 0.004in 


es 
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まで 細 . 吾 る に. が で . き る,。 コン デジ 旋 ' は 同様 恭 着 
に よっ て 作る 。 誘 電 体 と し て は SiO, MgFz が 低 電 圧 動 
作用 に 作ら れ た 。 電 極 は いろ いろ 試み ぁ られ た が 人 Al が も 
っ 7 と る ko。 + 導体 は Gris よ びび Ag を 慕 着 し て 作 %6』 

(3) Si お よび Ge の 結晶 た 不純 物 を 加 そ て 一 部 の 
伝導 度 を 変え を , P-N 接合 に と より 容量 を 作り 能動 , 受動 
両 素子 を ー つ の ブロ ッ ク に 作る 方 法 で ある 。 

(4) フィ ルム 形 の 部 品 を 組立 配線 し て サブ ミミ ニテ 
チュ ア 管 の 中 に ハー メ テ ッ クシ ー ル する 。 こ の 形 は 他 
に くら べ て 放射 線 の 影響 が も っ と も 少な い 。 

超 小形 の 回 路 ブロ ッ ク を 接続 する 方 法 の 一 つと し 
て , 小形 の ラッ ピン グ が 研究 され て いる 。 こ の 利点 は 
一 様 に 冷た い 状 態 で 行え そる こと で ある 。 超 小形 化 に は 
まず 薄 形 の 保護 され た トラ ンジ スタ を 開発 する 必要 が 
あぁ ある 。 いろ いろ の レジ ン に 埋 込 む こと る 研究 され て い 
る 。 いま の と ころ 0.125in の 直径 で 0.04in の 厚 さ 
の も の が 開発 され て いる 。 

超 小 形 化 は 今日 の トラ ンジ スタ 化 さ れ た 装置 大 き 
さ , 信頼 度 と も に 10 の 係数 で 改良 する 。 これ ら の 技 
術 が 高 次 の 信頼 度 を 得る 可能 性 を 持っ て いる こと は 妖 
eA (豊田 中 村 俊 彦 ) 


4・263. 色彩 テレ ビジ ョ ン の 磁器 録画 
Joseph Roizen: Magnetic Recording of 


Color Television. [Electronics, Vol. 33, No. 
1, Jan. 1, 1960, p. 76~79) 


カラ ーー 磁気 テ ー プ 録画 再生 方 式 の 機械 系 に よっ て 生 
じ る 誤差 は , 時 間 軸 修正 回 路 を 用 いて 補正 され , 色相 
が 忠実 と 再現 され る 。 NTSC 信号 の 色 は , 3.58 Mc 
の 副 搬 送 波 信 号 の 位相 で 表わさ きれ, この 位相 の 約 5° つ 
まり 時 間 的 に 0.004us の 変化 は , 上 且 で 認め られ る 。 
録画 再生 の 双方 の 誤差 を 考え る と , カラ テー 録画 た に 必要 
な 容 定 度 は , 0.002ms と な る J こさ を 本 店 夫 式 0002 な @ 
た ほど 精度 が 高く , 現在 で は カラー 磁気 録 画 に は , 
電子 的 な 時 間 軸 修正 を 必要 と する 。 

第 1 図 に 再生 系 を 示す 。 再生 画 の 解 像 席 と 階 調 は , 
電子 部 分 の 周波 数 特性 と 直線 性 で 決ま り , 安定 度 と 映 
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ビデ オォ ヘッ ドド ラム の 4 個 の へ ヘッド は , テー プ か ら ビ デオ 信号 を 拾う 。 

ポ よ び 制 御 ヘ ッ ド テー プ か ら 信 号 を 捨 う 。 ゲ ー CR y 

第 1 図 2 進 カ ウン タ の 超 小 形 i A RE 2 
回 路 (1/2 inX1/2in) 第 1 図 再生 系 

(100 ) 80 巻 861 号 (June 1960) 


像 の 形状 は , 主として 機械 部 分 に 左右 され る 。 形状 の 
変位 を な くす る に は , 録画 お よび 再生 状態 で 機械 的 一 
様 性 を 保 た な けれ ば ぼ ば ならない 。 へ ッ ド の 909 間隔 が 
ずれ る と , 画面 に 板 す だ れ 形 の ひずみ を 生ずる 。 録 面 
時 と 再生 時 の ヘッ ドア セン ブリ の 速度 が 異な る と , 面 
が ひ ず む 。 ペ ヘッ ドド ラス の 平均 回 転 速度 は , サー ボボ 系 
で 正確 に 240c/s を 保つ っ つが, 瞬時 角速度 は 狭い 範囲 内 
で 変動 し , 時 間 軸 変位 誤差 と な っ て 白黒 テレ ビジ a ン 
で は 有 上 且 だ た な い が , 再生 カラ ー 画 像 の 色相 に 悪 影 緒 を 
お ポ およぼす 。 こ れ を 避け る た め に , テ ー プ より 再生 され る 
ペー スト 信号 と 完全 に 位相 お よび 周波 数 の 一 致す る 局 
部 発振 回 を 用 いて , テー プ か ら 得 られ る カラ ー 信 号 と 
同じ 時 間 変 位 誤差 を 有する 3.58 Mc を 発生 し , 色 度 
成分 を 復調 する 。 こ の 方 式 の 限界 は , 局 部 発振 器 が 二 っ 
の 相反 する 機能 を 必要 と する こと こと に ある 。 すなわち , 
この 発振 器 は これ を トリ ガ す る バー スト 信号 の 周波 数 
お よび 位相 に 自由 に 追従 し , か つと の 基準 信号 が 消え を 
る や ゃ や いな や , サン プリ ング 期間 の 約 25 倍 も 長い 残り 
の 水平 走査 期間 中 , その 周波 数 と 位相 を 保持 する に 充 
分 安定 で て な けれ ば な ら な いこ と で ある 。 この 限界 を 克 
服 す る 一 方 法 は パイ ロッ ト 搬 送 波 に よる も の で ある 
が , 現在 で は ビデ オォ 信号 と の ビー ト だ が 問題 で ちる 。 
(中 原 , 荒木 庫 夫 ) 


4・264. GaAs 拡散 形 ダ イオ ー ド 


J. Lowen &R. H. Rediker: Gallium- 
Arsenide Diffused Diodes. [J. Electrochem. 
Soc., Vol. 107, Ne. 1, Jan., 1960, p. 26~29] 


点 接触 形 GaAAs の マイ クコ ロ 波 検波 加 と に つい て は す で 
に 報告 さき れ て いる が , 本 論文 は GaAs の 拡散 形 P-N 
接合 の 電気 的 特性 に つい で て で 報告 し て いる 。 

<111> 面 の N 形 GaAs 単 結 晶 を Clossd tube tech- 
nique に より , 650~700°C の 温度 で Zn を 3~72h 
に わた り 拡 散 さ せ て P-N 接合 を 形成 し , N 形 GaAs 
へ の オォ オー ミッ プク 接触 は Sb-Au 合金 を , また P 形 へ は 
In を 用 いて いる 。 こ の P-N 接合 (接合 面 の 直径 0.005 
in) の 整流 特性 を 第 1 図 に 示す 。 逆 方 向 電 流 は 5V で 
2x10-1A 以下 で あり , 2V に お ぉ ける 整流 比 は 101 


起 


197 


第 2 図示 すま よう 1CeV 2 で ある 
と この GaAs ダイ オー ド は 高温 で 使用 可能 は も ちろ 
ん , 可変 リア クタ ンズ ダイ オー ド と し て も すぐ れ た 特 
性 な の で 0 3 が ね ち 四 変り の 次 の ンス 
ド の し ゃ 了 断 周波 数 は , 幾何 学 的 形状 お よび 不純 物 濃度 
が 等 し い 半 導体 同志 を 比較 する と , その し ゃ 過 周 波数 
の 比 は 
fll = 
8 
SE RR リヤ の 移動 度 , 6: その 
半導体 の 誘電 率 
で 表 や され る 6 
と この 式 か ら 明 ら か の よう に k GaAs は Ge や Si た く 
ら べ , 4 は 大 で か つ & は 小 で ある の で , し ゃ 断 周 波数 
は 高く 2,800Mc で 動作 し , また さら に キャ リヤ の 考 
命 時 間 が 非常 に 小さい の で , 計算 機 用 に 用 いた 場合 
その ス え スイッチ 速度 を 限定 する 小数 キャ リヤ の 著 積 が , 
Ge, Si に ぐら べべ 小さき さく, スイ ッ チ 時 間 "10-910-10s 
で 動作 し た と と が 報告 され ん て いる 。 (中 野 , 高橋 ' 清 ) 


x 献 
C1) D. A. Jenney: Proc.Inst. Radio Engrs 46, 717 C1958); 
W. M. Sharpless: Bell. Syst. Tech. J. 38, 259 (1959) 


5-265: 


W.W. Grannemann, 


パル ス 波 高 の 4-D 変換 器 

C.D. Longerot, R. D. 
Jones, D. Endsley, T. Summers, T. Lommas- 
son, A. Pope & D. Smith: Pulse-Height-to- 


Digital Signal Converter. (Electronics, Vol. 
33, No. 2, Jan. 8, 1960, p. 58~60] 


レー ダ に お ける 目標 より の 反射 波 パ ルス の 振幅 を デ 
ィ ジ タル 化し て , 以後 の デー タ 処 理 を 行う た め に 開発 
され , トラ ンジ スタ に より 構成 され た パル バズ 波 高値 の 
A-D 変換 ユニ ッ ト 記 つい て 述べ て いる 。 変換 器 は 7 
けた の 2 進 計 数 器 を 中 心 た k, ク ロッ ク パ ルス 発生 回 , ゲ 
ー ト 回 路 , 各種 の 遅延 回 路 お よび マト リク ス な どか ら 
構成 "さる ポ が で で 2 る 0 ペク クン ペン 
ー 交 "が の 3 計 寺 流 ク ペル (PR デー ペラ 5 レス 呂 すす) 
を 必要 と し , 出力 に は 同期 パル スポ お よび 7 ディ ジッ ト 
DF VV 1 


TIMING PULSE 
で ある 。 ま た 正方 向 は 近 投 的 k イニ leesp tg V12 83) パッ レス を 得 て ES DATA PULSE 
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元 は 次 の ご こと くさ 2 で ある る な な 泥 ちち 4 き ミ と 次 PV 人 
は , 幅 us, 上 昇 時 間 , 下降 時 間 と も に 0.1ps, 振幅 
15V デー タッ パル ス は , 幅 0.25 一 0.5 us; 上 昇 時 間 , 下 
降 時 間 と も に 0.08uvs, 振幅 0~2V, 最高 くり 返し 周 
波数 13,000 pps (訳者 注 : これ は 目標 まで の 距離 が 10 
km 程度 の 近 距 離 レ ー ダ を 考慮 に 入れ て いる ) で あっ 
て , 出力 側 で は , 同期 パル ス は 幅 lws, 振幅 2V, デ 
クレ 2 の RSS る トド 
と し , 振幅 2V で ある 。 変換 の 1 サイ クル "は くり 返 
し 周波 数 が a13.006@ ppss の と き 659mss\C な る 。。 この 
変換 器 の 所 要 時 間 は 読出 し 時 間 を 含め て 71.5us に 設 
直し で ある 9 

入力 データ パル ス の ディ ジ タ ッ 入 変 換 は まず 波高 値 ご 
パル ス 幅 変換 を 行い , 次 に 得 ら れ た 幅広 ペル ス に より 
7 けた の 2 進 計数 器 の 入力 で クロ ッ ク パ ルス (5.5Mc) 
を Gating し て いる 。 こ の 場合 の ゲー ト の 幅 は デー タ 
パル ス の: 波高 値 を 2V と する と 23.3us で ある 。 7 
けた の 2 進 計 数 器 の 各 け た は すべ て で て 変成 器 ト リガ に は よ 
る フリ ッ プ フロ ッ プ 回 路 を 使用 し て いる 。 読出 し 回 路 
は 8 パル ス 発 生 器 , 3 けた の 2 進 計数 器 お よび And 
マト リク ス が から 構 成 され , 8 ペル ス 発 生 器 に より , 図 
の よう に 読み 取り 期間 に 4.5us ご と に 全部 で 8 個 の 
パル ス を 次 段 の 計数 器 に 加え , この 計数 回 に 接続 され 
た And マト リク ス か ら 7 け た の 計数 器 の 内 容 を 読み 
出し て いる 。 出力 回 路 の OR ゲー ト の 8 個 の 入力 の う 
ち 7 個 は And マト リク ス か ら で あ り , 他 の 1 個 は 制御 
パル ス 発 生 器 か ら 得 て いる 。 出力 は 図 の よう に 制御 パ ペ 
ルス ( 幅 4.5us) と それ に 18uws 遅れ て 続く Serial 
形式 の ディ ジタル パル ス で ある 。 他 の 出力 か ら 得 られ 
る 同 基 パル ス は , 表示 用 オシ ロス コー プ を トリ ガ す る 
た あめ に 用 いら れる 。 (豊田 , 伏 田 嘉郎 ) 


6-266. AE.G. 磁気 増幅 器 特 集 号 


CA.E.G. Mitt., 49, Jahrg., Heft. 8/9, Aug. 
Sept 1959, p329~450] 


14 人 の 執筆 者 に より 磁気 増幅 器 技 術 の 基礎 理論 , 構 
成 要 素 , 接続 方 式 た に っ つい て 平易 に 解説 を 行っ て いる 。 
その 中 で 注目 され る も の と し て は , 過渡 特性 の 算出 方 
式 と し て 磁気 増幅 器 を 非線形 要素 を 含む 帰還 回 路 と 考 
えて , すべ て 構成 図 に よっ て 簡単 に 処理 を 行っ て い 
る 。 自己 帰還 形 た に 対し て は , その 定常 特性 より 週 渡 特 
性 を 算出 し , 直列 形 は 鉄心 を 理想 的 と 考え て 同様 に 計 
算 を 行っ て いる 。 "な 事 高 入力 イン ピー ダシ ス 回 路 は む 
だ 時 間 の 影響 が 著しい と し て , その 周波 数 特性 の 説明 
を 行っ た の ち , 時 定数 を 含む 帰還 回 路 を 付加 し た 補償 
特性 を 有する 増幅 器 の 計算 も 同様 の 方 式 で 処理 で きる 
こと と 示 し a る 5 

磁気 増幅 器 の 測定 , 検査 法 に つい て は , まず 高 透 磁率 
鉄心 の 磁化 条件 と し て , 鉄心 の 等 価 イ ンダ クタ シン スエ 
上 回 路 抵抗 RR の ゐ 比 を 順次 変え を て , 電圧 正弦 波 よ り 電 
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流 正 弦 波 まで の 範囲 の 磁化 条件 に 対す る 鉄心 特性 を 詳 
し さき 測 定 し て , 5000Z お よび 皿 方 性 けい 素 鋼 に つい 
宙 示 慢 で 必 る %:@ LR=10 を 電 属 走 弦 波 交 レ し て, で の 
場合 の ん 。 と 増幅 器 の 制御 幅 が 5000Z に つい て は , 
比例 する こと を 多数 の 鉄心 の 測定 結果 より 得 て い る 。 

次 に , 磁気 増幅 器 の 測定 すべ き 特 性 と し て , 短絡 特 
性 , 負荷 電圧 対 電 流 特 性 , 制御 特性 , 階段 状 入 力 に 装 
する 時 定数 , 周波 数 特性 , 磁束 変化 対 負 荷電 流 特 性 を 
あげ て いる 。 制御 特性 と し て は 入力 A.T. 対 負 荷電 圧 
特性 の ほか , その 波形 の ひずみ に つい て 行い , また 負 
荷 が 容量 的 , 誘導 的 と な っ た と き の 増 幅 特 性 を 力 率 を 
変え を て 求め て いる 。 

入力 包 濾 。 を バラ メッ ー タ 選 し 誠 負 荷電 流 対 六 久 hk ル ル 
メー タ に よっ て 測定 し た 磁束 変化 特性 は , 過渡 状態 の 
算定 た 対し て 有用 で ある 。 

磁気 増幅 器 の 構成 要素 と し て の 鉄心 の 形状 と その 見 
掛け の 磁化 特性 た に た ついて, トロ イダ ル , 正 I 形 , 短冊 
形 閣 U 葬 形 , aC- 肛 の 鉄心 er っ いで 央 較 を 行い 誤 素 た を 
れ の 継目 の 形状 の 影響 も 実験 的 に 求 る , さら に それ ら 
を 磁気 増幅 器 と し て 用 いた と き の 増 幅 特 性 を 比較 し て 
いる 。 

次 に これ ら の 鉄心 を 用 いて , 磁気 増幅 器 を 銘 作 する 
際 の 構造 を 示し た の や ち , 各 形 式 の 磁気 増幅 器 に 対す る 
鉄心 の 形状 , 整流 器 , 出力 の 関係 を 示し て いる 。 

その ほか 一 般 的 磁気 増幅 器 の 動作 原理 , 増幅 特性 
に 対す る 整流 回, お よび 鉄心 の と ヒス テリ シス 曲線 の 影 
押 , 使用 され る 鉄心 の 種類 , 磁気 増幅 器 の 接続 方 式 , 
定 電 圧 装 置 , 可 飽 和 リ アク トル を 用 いた 周波 数 変換 装 
置 な ど に つい て も 説明 され て いる 。 

(池田 , 辻 三郎) 


6-267. 発電 機 コ イル の 絶縁 劣化 判定 


D. A. Findlay, R. G. Breraley & C.C. 
Louttit: The Internal Insulation of Generator 
Coils. CElect. Engng, Vol. 78, No. 12, Dec., 
1959, p. 1168; Pwr Apparatus and Syst., 
No. 42, June, 1959, p. 268~279] 


現在 発電 機 固定 子 コ イル の 絶 紅 た に ついては, その 劣 
化 状 況 を 外部 より 検出 する 信頼 し うる 方 法 は な い 。 
筆者 ら は 種々 の 方 法 に つい て 検討 し て いた が , 使用 
年 数 12 年 , 35,000 kVA, 13.2kV の 水車 発電 機 の コ 
イル 保護 テー プ 巻 き 換 え を 利用 し , コイ ル 力 率 の 電圧 
に よる 変化 (以下 4tan6 と と 呼ぶ) を 測定 し , 腎 味 あ 
る 結果 を 得 た 。 (訳者 注 : 発電 機 1 台 分 の コイ ル 数 は 
360 本 で , 並列 4 回 路 Y イ 接続 と 推定 され る ) 

tan0 の 測定 電圧 は 最高 12kV で , 4dtan8 は tan8 
(8kV) 一 tan 0(4kV) を と り , これ が 絶縁 内 部 の ボ ポイ 
ド の 程度 を 示す も の と 考え た 。 

一 方 , 4tan0 の 大 き さ と 実際 の 劣化 程度 を 比較 する 
た め , コイ ル 62 個 の 絶縁 を 分 解 し , その 劣化 程度 に 
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応じ て コイ ル を 4 群 に 分 類 し た 。 す な わ ち (a)Accep- 

table, (b) Poor, (c) Bad, (@d) Terrible で ぁ る 。 
こと の 結果 を コイ ル の 使わ れ て いた 位置 と 4tan 8 で 

プロ ッ ト し た と こと ろ , コイ ル の 劣化 に は その 使用 電圧 


が きわ め て 大 き な 要 素 で ある とこ と が 判明 し た 。(<) と (d) 


に 属す る コイ ル は 4tan0 が 3% 以上 で , 対地 使用 
電圧 が 4kV 以上 で あっ た も の に 限る こと で ある 。 
(訳者 注 : 本 機 は 13.2kV YY 接続 で 対地 電圧 は 線路 敵 
コイ ル で 7.62kV, 中 性 点 た も っ と も 近い コイ ル は 
D4 が 交 ) 

以上 の 事実 と 基づき, 補修 後 再 組み 立て の 際 , 全 コ 
イル を 4 和 群 に 分 け , 第 1 衝 は 使用 位置 た 制限 させ ず , 
第 2 群 は 対地 電圧 5kV 以下 の 中 間 部 に 使用 すべ きも 
の , 第 3 群 は 2.3kV 以下 の 中 性 点 側 に 使用 すべ きも 
の , 筑 4 群 は 廃棄 と 区 分 し て 使用 し た 。 (第 1. 図 参照 ) 


INITIATION 


線 除 側 よ り の 位置 


ーー キー キ + 
EE 25 35 RCS E86 
Atan dd 4-8kV 
第 1 図 35MVA 発電 機 コ イル の 

4tand と 位置 と に よる 区 分 


と の よう な tan と 使用 電 挟 に よ 
る 劣化 程度 の 関係 は 他 の 同様 な 機械 の 
コイ ル で も 使用 年 月 に 関係 な く 成 立 し 
た 。 今後 は 異な る 絶縁 構成 で も 成立 する か 耕 か , 調査 
対 * べ きき で あう 

半 葵 と し て は 

(1) 直流 電圧 対 メ グ 和 曲線 に よる 破壊 電圧 予想 , 直 
流 放 電電 流 測定 法 , イオ ン 探 針 法 な ど で は 上 記 の (), 
(d) 亡 属 する . コ イル の 109 層 上 を 上 落 し た 。 

(2) コイ ル の 絶縁 劣化 判定 法 と し て は , -4tan 
と 使用 電圧 に よる 区 分 図 で 判定 する 方 法 が ある 。 

(3) 全 コ イル 中 , 半数 の 中 性 点 側 に 使用 し た も の 
た は 絶縁 の 内 部 破壊 は みち ら れず , コイ ル の 劣化 は な 熱 や 
振動 より も 線路 側 に 近い た め の 内 部 コロ ナ の ほう が 大 
. さ な 要 素 で ある 。 ( 相 原 ) 


6-268. 避雷 器 に 対す る 進歩 し た 
規格 制定 方 式 


G.F. Lincks: Improved Standardization 
Procedure as Developed for Ligntning Arres- 
ters. [Elect. Engng, Vol. 78, No. 12, Dec., 
1959, p. 1169~—1171] 


避雷 回 関 係 の すべ て の 委員 会 が 機会 均等 に 討議 し て 
昭和 35 年 6 月 J.EE.E.J.) 


SOURCE |ADVISABILITY AND 
DISPOSITION ‘OF PREPARATION OF 
PROPOSAL 


AT-ASA-C62 
CHAIRMAN'S 
DISCRETION 


会 雑 革 799 


ASAC 62 を 制定 し た 。 この 結果 いま まで 重複 し た 分 
野 で し | ば し ば 衝突 し て きた 各 規 格 が Ameriean Stan- 
dard of Lightning Arresters に 統一 され た 。 

いま まで 」ASA 坦 格 の 制定 た あたっ て は , その つど 
委員 会 を 召集 し 討議 を 行っ た 。 し か し 避雷 器 は その 進 
歩 が 急速 な た め 規 格 が 遅れ が や 選 な る と と と と, NEMA 
な ど に ボボ い て , 別 の 避雷 器 規 格 を 制 す る な た な め 各 方 面 
で 混乱 し た 。 

そこ で ASA は , 避雷 器 規 格調 査 次 員 会 を 常置 化す 
る と と も に , NEMA その 他 の 委員 会 と その 活動 範囲 
の 調整 を 行っ た 。 

か くし て NEMA は ASA の 規 格 制定 に 参加 し , か 
つ , 次 の 規格 の みみ 独自 で 制定 する と と と な っ た 」。 

(1) 避雷 器 設 計上 の 規格 すなわち 製造 者 が 避 
雷 器 を 製造 する た め に 必要 な 規格 の 制定 。 
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第 1 Flow chart 


(2) 技術 情報 お よび 適用 の 広報 ASA は 第 1 
図 に と 示す 方 式 に と により, あら る 関係 委員 会 の 意見 を 聞 
き ,。 これ を ASA= じ 062" の 主査 が まとめ て ATEE の 
Protective Devices Committee # よ び NEMA に k 意 
見 を 聞き その 結論 を 7C 62 に 送付 する 。 

と こと で 再び 討議 し た 後に NEMA ぉ # ょ よび AIEE の 
委員 会 で 裁決 し , ASA の Electrical Standards Board 
の 認可 を 得 て 発行 する 。 

以上 の 方 式 に より , 現在 まで 各 委 員 会 が 別々 に 制定 
し て いた 規格 が ASA に 統一 され , 旅費 , 会 合 な どの 
むだ な 費用 が 節減 さき され, かつ 規 格 上 の 混乱 も な く な っ 


た 。 (相原 , 村野 稔 ) 
6-269. アメ リカ に お ける 最近 
の 磁器 増幅 器 の 研究 


[ll H.C Boume & LT..Salibi:. Ana- 
lysis of Series-Connected Saturable Reactor 
with Capacitive Loading and Finite Control 
Resistance by Use of Difference Equations; 
[NJ P.R. Johannessen: Analysis of Ma- 
gnetic Amplifiers Without Diodes. 
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[Ml H.L. Goldstein: Observation of 
Transients in the Series-Connected Saturable 
Reactor with High-Impedance Control Source. 

[NJ D. Nitzan: Graphical Evaluation of 
Magnetic Amplifier Performance Bared on 
Constant-Voltage Reset Test. 

[VJ I. Johansen: The Winding Capaci- 
tances in Magnetic Amplifiers. 

(VI H.W.Collins: Capacitively Coupled 
Magnetic Amplifiers. 

[Commun. and Electronics, No. 45, Nov.,, 
1959 CT 461471 LI 471>-504, 
(MPN 2 MIN PAI 6DEVD 
p. 702~707, CVIJ p. 707~712] 


Bourne ら は , 直列 形 磁 気 増幅 回 の 負荷 回 路 に 直列 
に コン デン サ を そ を う 入 し た 場合 の 特異 現象 (与え られ 
た 入力 に 対し て 過去 の 履歴 に より 2 個 ま た は 3 個 の 出 
力 を 用 いる 。 また 適当 な 条件 の も と で は , 低い 周波 数 
で 発振 し うる ) に 対し て 実験 を 行い , さら に 階 差 方 程 
式 を 用 いて 解析 を 行っ た 。 

Johannesen は , 磁気 増幅 器 の すべ て の 回路 を 統一 
的 に 表示 する た だ ため に 1 個 の 可 飽 和 リ アク トル を アド ミ 
タン ジ ズ 行 列 で 表 基 "ぎる ご と ぞ を 提 楽 A ぐる 0 ご れれ に さよ 


り 」 まず 単 相 , 多 相 の 可 管 和 リ アク トル は , それ ぞ れ _ 


の リア クト ル の 行列 と 接続 行列 の 積 で 示さ れ , その 定 
常 特性 , 過渡 特性 を 求め る こと が 可能 で ある 。 自己 帰 
寅 形 回 路 に 対し て は , 組み 合わ せ が 面 倒 で ある が , 1 
個 の 可 人 錠 和 リア クト ル に 直列 に 整流 器 を 含む 素子 を 基 
本 行列 と 考え て , これ ら の 組み 合わ せ に より 一 般 の 磁 
気 増幅 器 を 表示 し て いる 。 

Goldstein は , 高 入 力 イン ピー ダン ス の 直列 形 回 路 
の 負荷 の 急変 に た 対し て 起り うる 過渡 状態 に つい て , 詳 
細 に 実験 を 行っ て いる 。 

Nitzan は , 直流 電圧 リセ ッ ト に よる 鉄心 試験 方 式 
と , それ より 得 ら れ た 曲線 群 よ り , 実際 の 磁気 増幅 器 
特性 を 図 的 に 算出 する と こと を 提案 し て いる 。 

Johonsen は , 磁気 増幅 器 巻 線 の 静 電 容 量 が 増幅 特 
性 に お よ ぼ すす 影響 を 実験 的 に 求め , その 容量 が 増幅 度 
の 減少 , 特性 曲線 の 移動 , 不安 定性 を 生ずる こと を 示 
し て いる 。 また 巻 線 両 端 に 集中 定数 の 容量 を 並列 に 入 
れ た も の と , 巻 線 自身 の 分 布 容 量 の 差 , 入力 巻 線 を 2 
個 の 鉄心 と 共通 た 巻く こと た に より , 分 布 容 量 の 影響 を 


6-270. 出力 1W の 太陽 電池 


D.H. Smith: A One-Watt Solar Power Plant. 
[Commun. and Electronics, No. 45, Nov., 


1959, p. 530~535] 


ベル の 太陽 電池 が 発明 され た 後 で , 直ぐ ベル 研究 所 
で は 次 の よう な 二 つ の 目的 で 開発 計画 が 進め られ た % 
(⑪ 礁 次 の 団 発 CRN は CN 
ト ダ イオ ー ド を を 大量 に 製作 し , いか に し て 太陽 光 を 効 
率 よ く 電 気 た 変換 する か , (2) シス テム の 開発 に お い 
で は いかだ し じ し で て も っ こと も 効率 よく 表記 思い フフ ポタ イイ 
ォ ー ド を 使用 し , いか に し て 電話 用 に 実用 する か と い 
う 二 つの 主要 な 目的 の も と に 開発 が 進め られ た 。 こ の 
論文 は ぞ の 結果 の 一 つの 報告 で ある 。 

太陽 電池 ここ で は シリ コン タイ オー ド は 貸 の ドー 
プ を し た シリ コン の 単 結晶 か ら 円 形 の Water 状 に 切 
り 取 っ た も の で ある 。 大 体 表 面 下 1/10,000in の 所 に 
P-N 接合 が ある 。 

と これ の 直径 1in の も の を 太陽 光 に きら す と , 大 体 
太陽 熱 の 1I/2W が さそ る を ぎら れる 

理論 的 に は その 夫 陽 熱 の 1/5, すなわち 100 mW 
が , ダイ オー ド に 接合 され た 負荷 抵抗 た 使用 され る わ 
け で ある が , 実際 たと に は 25mW か ら 50mW が, 多く 
の ダイ オー ド か ら 得 られ た だ け で ある 。 そし て さら に 
ダイ 人 オー ドド 1 個 あ だ り の 宇 均 出 力 は ご れ 以 下 で ある 。 
また 王 方 シリ コン フォ トド ダイ オー ド に 照射 す る 光 の 強 
度 が 変化 する と , 発生 する e-em よ も 変化 する か ら 
負荷 が , 電池 の よう に エネ ルギー 源 を 持つ な ら ば , 発 
生 す る 電圧 が , 電池 の eem・fF より 下 に 落ち た と き , 
フォ トト ダイオード を 通し て の 放電 を 訪 呈し な けれ ば な 
SP 

ベル 研究 所 た お ける 太陽 電池 用 の ダイ オー ド こ と は 大 
体 1 の 直径 で , 厚 さ が 4/100in の も の で ある 8 こ 
の ダイ オー ド を 太陽 に 照射 し た と き の 和 電圧 は , 開放 端 
で 大 体 172V で , 短絡 電流 は 大 体 100mA で ある 。 
内 部 抵抗 に よる 電圧 降下 に よっ て 負荷 の 電圧 は 犬 体 
WV で ある 
次 に 出力 が 平均 TW で , 
る よう な 装置 が 以下 の よう な 

まず 9 個 の ダイ オー ド を 


ござ = まで は 4 007W a 得 
な 形 で 作ら いたら 
Modul の 形 に し 105 個 


CR; 
WARISTOR Als Li 


少な くし うる a と 示 し て いる 38 RN Ds TO 
Collins は , 佐 入 力 の 電源 周波 数 の 交流 増幅 器 と し aE | TRANGMISSION 
て , 高周波 電源 で 阪 動 さ れ た 多段 接続 の 磁気 増幅 器 を 憎 才 税 ON 
用 いて いる が , その 自 間 に 磁気 増幅 器 で は 通常 用 いな = a 
い 容 量 結 合 を 用 いて 好 結 果 を 得 て い る 。 41006k RS 
(池田 , 辻 三郎) OSCILLATOR . \4.10006 
A 
第 1 図 太陽 電池 装置 回 路 図 
(104 ) 80 巻 861 号 (June 1960) 


の Modul を 48 個 ず っ 2 組 に し た 出力 装置 を 作っ た 
(残り の 9 個 の Modul は 予備 で ある ) 9 個 の ダイ オォ オ 
ー ド は ファ イン バド の 板 に 定着 され, プリ ント 配 線 ま た 
は エッ チン グ に よっ て 直列 に つなが れ た 。 こ の 板 は 
透明 な Plexiglas の 箱 の 中 に つる され , 光 の 屈折 に よ 
る 損失 を 減ら す た め に , この 逢 の 中 に は シリ コン ォ イ 
ル が 満た され た 。 
充分 な 太陽 光 の 照射 に お ける テス ト で は , この 
Modul は 大 体 70mA, 2.5V を 供給 し た 。 
この 装置 の 電気 的 回 路 は 第 1 図 の よう な も の で ある 。 
以上 の ほか この 論文 に お いて は , ダイ オー ド の 光 の 
強度 に 対す る 出力 の 関係 や , 電圧 - 電 流 特性 な どの デ 
ー タ や ゃ や, 屋外 に どの よう な 方 法 で 取り 肘 け て 実用 化す 
る か と いっ た こと と に 関し て 述べ て いる 。 
(中 原 、 豊 住 隆造 ) 


6-271. 変圧 器 巻 線 の 短絡 力 の 解析 


Paul Ignéacz : Bestimmung der KurzschluB- 
krafte an Transformatorenwicklungen. (Elek- 
trotech. Z. (E.T.Z.-A) 80. Jahrg., Heft 24, 
11. Dez., 1959, S. 844~850] 


変圧 回 が 短絡 し た と き に , 巻 線 中 の 各 コ イル ある い 
は 各 タ ー ン に 働く 電磁 機械 力 の 大 き さ と 方 向 を , 簡単 
に 求 る る こと が で きる 実用 的 な 方 法 が 紹介 され て い 
る 。 例 に よっ て 巻 線 を 厚 さ を 無視 し た 一 定 寸 法 の 無限 
に 長い 真直 ぐ な 2 枚 の 板 と みな す と , 任意 の 点 に 作用 
する 半径 方 向 力 だ , お よび 軸 方 向 力 FF。 は ビオ ォ オォ サ バー 
ル の 法則 を 用 いて , yy 王 C の Pr, Fa 一 CC%a と 表わさ れ 
る 。 こ こ に で は 巻 線 の 電気 的 定数 で 定まる 値 で あり , 
?r お よび @a は 巻 線 の 幾何 学 的 寸法 比 の みた に よっ て 
求まる 値 で ある 。? 王 の + 十 7 $a は 解析 関数 と な る ゆえ を 
等 角 写像 た により, %r お よび @a の 値 を 直 変 する 円 群 
の 「@ 座標 系 ]」 と し て 表わす こと が で きる 。 筆者 の 方 
法 は , 巻 線 高き を 基 準 線 と し て この 「%@ 座標 系 」 を 大 
きく , か つと こま かい 間隔 で 描き , 巻 線 各 部 の ?r お よ 


コイ ル 番 号 
端 部 コイ ル 1! 


こと の 巻 線 は 97 個 の 盤 状 コ イル より な り , 鉄 
心 お よび 隣接 脚 巻 線 の 影響 を 考慮 し て いる 。 


第 1 図 三 相 変圧 器 の 外側 差 線 端 部 の 
各 コ イル に 作用 する 力 の ベク トル 
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び ?a を 図 上 で 読み と っ て 力 の 大 き さ と 方 向 を 計算 す 
る の で ある 。 鉄心 脚 , 継 鉄 の 影響 は 巻 線 の 鏡像 を 用 
い , 隣接 脚 の 巻 線 と と も に , それ ぞ れ 読み と られ た 
?a お よび の? の yr を 表 に まとめ , 代数 的 た 加え を 合わ せる と 
いう 方 法 で 考慮 され て いる 。 

巻 線 端 部 の 力 に つい て は 特に 詳細 に 検討 し , た と を 
ば 第 1 図 の よう に 盤 状 コ イル の 各部 に 作用 する 力 を 求 
め て いる 。 こ の よう に 力 の ベク トル は , わずか の 位置 
の 違い で 大 き さ の みな ら ず 方 向 も 著しく 異な っ て いる 
の で , 変圧 器 に 短絡 が 生じ た 場合 隣接 する ター ン や 
コイ オイル 問 に ずれ や , ね じ れ が 年 じ る の で お る 。 こ が の 注 
向 の 変化 は 巻 線 端 で 特に 著しく , 縁 か ら 巻 線 長 の 約 
1/10 も は いる と ほとん ご ど 一 定 で 半径 方 向 と な る 。 これ 
ら の 事実 は 短絡 に 際 し , も っ と も 危険 な の は 巻 線 端 部 
で あり , 力 は コイ ル ご と に 決定 され な けれ ば ば ならない 
と いう 立場 を 強調 する も の で ある 。 

計算 結果 は , M. Waters が 漏れ 磁束 の 測定 か ら 求 め 
な だ 力 の 実測 値 と は くさ 一 致 叶 る と 結ん で いる 6 

(清水 , 大 久保 善 文 ) 


6・272. 二 重 ス ロッ ト か ご 形 お よび その 
類似 構造 の 誘導 電動 機 の 
起動 トル ク と 起動 電流 


Herbert Weh: Anzugsmoment und Anzugs- 
strom von Asynchronmaschinen mit Doppelnut- 
laufern und verwandten Lauferarten. [Elek- 
trotech. Z.(E.T.Z.)-A, 80. Jahrg., Heft 24, 
11. Dez., 1959, S. 855~860] 


二 重 か ご 形 電 動機 の 等 価 回 路 は 第 1 図 (), 策 2 図 
(a) の よう な スロ ッ ト に つい て そ を れ ぞ れ 策 1 図 (b), 策 
2 図 (上 ) に 示し だ まう に 与え そら れる が , これ ら の 等 価 
回 路 の 一 次 に 漏れ 係数 を 用 いて 換算 し , 二 次 回 路 の 合 
成 導き そそ ンジ スス を R17 ベ と する と 第 3 図 の 単 一 
な 等 価 回 路 が 得 ら れる 。 い ま 二 重 か な ご ど 形 た つい て の よ 
く 用 いら れる イン ピー ダン ス 比 を 次 の よう に 定 あ る る 。 
ND NG 
a Ra+ Ro Ra-r Rs 


a 0 A 


CT OE 
rs 
MW 


第 1 図 
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第 2 図 


(105) 


Stator terminal readings 
Rotor 


Generator A Reactive Power Rotor 
control Voltage | Current | Power PT a ge Current 
CkV) CA CMWD Cleading) | Cleading) | (deg) 
Hand 11.54| 2,180 | 14 41 0.32 92 105 
第 3 60 MW at Stella| NN 11.28| 2,330| 16 42.2 0.35 97 128 
3 感 . Nor CR Hand 11.83 | 2,310| 31 34.5 0.67 72 225 
ご 人 る N i od 36.7 0.64 79 220 
RE A TG TA c 10:83 | 4120| "29 69.9 0.38 | 138 275 
ッッ , ⑰ の 関数 を 乗じ し た も の と し 9 10.6 | 4,800| 46.4 74.8 0.53 128 426 
て 衝 る で Hand i1173 | 3 600 1 614 284 0. 85 78 420 
N 11.6 | 4020| 60.2 | 52.5 0.75 95 
て , これ を 用 いて 一 次 回 路 を あ c 10.2 | 5,600| 59.6 80. 4 0. 59 131 580 
る 坪 官 の 設計 と し た と き に 2 起 ) 100MW, 0 | 11.6 | : 導 | 108 | 117~123 | 0.67 | や 隊 5636 
動 ト ルク を 最大 と する べき 2,, ve ¢ 10.25 | 4,850 | 49.2 | 73. 6 0.55 | 129 305 
の 値 や , 起動 電流 を 最少 と す 夫 志 ww ’ H. V. Busbar readings 
べべ 信和 得 る 020 の 仁和 急 SCR 0.52 CO 750 | 6) | つっ "29 名 0.695 | 105 235 


る SN で きる 。 すす 大 ね ちら 生 定 
格 ト ルク と 起動 トル ク の 比 は 
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こと の 関係 を 種々 の 起動 トル ク お ポ および 電流 に 対し , 計算 
し て 図示 し て ある た め , 設計 に あたっ て ある 最適 の 一 
次 仕様 た 対し て , も っ と も 利用 率 の よい 二 次 回 路 の 設 
計 の 目 宏 を 得る こと が 可能 と な る 。 
(清水 , 子安 英 次 ) 


6・273. 特殊 の 運転 人 条件 に お ける 
ター ビン 発電 機 の 動作 


T.H. Mason, P. D. Aylett. &F. H. Birch: 
Turbo-Generator Performance Under Excep- 
tional “Operating Conditions. [Proc. Instn. 
Elect; Engrs, Vol. 106, PtiEA} No. 29, Oct,., 
1959, p. 357~380] 


イギリス Stella North 発電 所 の 60 MW 水素 冷却 タ 
ー ビ ン 発電 機 を 実 系 統 に て 特殊 の 運転 状態 に お き 発 電 
機 お よび AVR の 動作 を 調べ る 一 連 の 試験 を 実施 し 
た 。 試験 の 項目 は 下記 の よう に 多種 で ある が , こと に 
AVR に っ いて は 不 使用 の 場合 , 不感 帯 を 有する 抵抗 
回 形 の 場合 お よび 速 応 式 連続 制御 形 の 場合 の 3 者 に つ 
き , 動作 の 比較 が 行わ れ て いる 。 

(1) 不足 励磁 試験 手動 励磁 お よび 上 記 2 種 類 


(106 ) 


N: Normally inactive regulator, C: Continuuosly acting regulator. 


の AVR 恩 磁 に お ける 安定 度 を 試験 し て お り , 第 1 表 
に その 結果 を 示す 。 この 試験 と 同時 に 進み 無効 電力 制 
限 装 置 の 動作 特性 を 試験 し て いる 。 また 変 定 限 界 と にょ よ 
る 運転 制限 の ほか に , 電機 子 端 部 鉄心 過熱 に よる 運転 
制限 を 確か ある た め に , 15 個 の 熱電 堆 を あら か じ め あめ 発 
電機 中 に 装備 し て , 進み 力 率 運転 中 の 温度 上 昇 を 記録 
し て いる 。 筑 1 図 は 運転 力 率 と 電機 子 端 部 鉄心 の 温度 
上 昇 の 関係 を 示す 実測 値 の 一 例 で ちあ る 。 こ の 試験 の 結 
論 と し て は , 連続 形 AVR を 使用 すれ ば は, 現在 の 短絡 
比 は も っ と 小さ くし て も さ し つ か を な い の で は な いか 
RE 

(2) 非同期 運転 試験 力 率 1.0 の 一 定 負 荷 で 運 
転 し て いる 発電 機 の 界 磁 を 開路 し て 試験 を し て いる 。 
同期 は ずれ と な っ た 場合 燕 気 入力 が 急激 に 減少 し な い 
と , 電機 子 は 過 和 電流 に な り 発 電機 は し ゃ 断 さ れる が 。, 
調 速 機 な どの 動作 で 負荷 が 50% 程度 に 急激 に 減少 す 
れ ば は , 発 電機 を し ゃ 断 す る 必要 は な くく, 運転 員 は 励磁 を 
回 復 し , 再び 同期 に 引き 入れ る こと が で きる 。 電機 子 
電流 が 定格 値 を こえ な いう ち に 蒸気 入力 が 減少 で きれ 
ば , 非同期 運転 は さしつかえ な い が ,。 この 場合 系 統 に 
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対す る 発電 機 容量 が 大 きい 場合 な ど に ば, さら に 検 対 
が 必要 で ある 。 

(3) 自己 同期 試験 発電 機 を 一 2.8~0.77 % 
程度 の すべ り で 運転 し 主 し ゃ 断 回 を 投入 し , 417s 
の 後に 界 磁 開 閉 器 を 投入 し て 試験 を 行っ た 。 試験 の 結 
困 は 昇圧 変圧 器 を 有する 発電 機 に 対し て は 自己 同期 
(Self synchroniging) は 実際 的 に 有効 な 手段 で ちる 
こと が 実証 され た 。 殊 に 緊急 に 発電 機 を 系 統 に 入れ る 
場合 な ど た に は 有効 で ある 。 し か し , こと の 場合 端 部 巻 線 
(Endwinding) の 絶 紅 が 次 策 た に 損傷 され る だ ろう か 
ら , 並 入 回 数 を 記録 し , 定期 的 に 点検 する こと が 必要 
で 潜る eR C8 る 8 (相原 , 小林 悦 ) 


7-274. 配電 用 変圧 器 運 用 の 経済 分 析 


C.F. Mitchell, J. O. Sweeny & J. L. Cant- 
well: An Economic Analysis of Distribution 
Transformer Application. [Pwr Apparatus 
and Syst., No. 45, Dec., 1959, p. 1196~1201] 


変圧 器 の 寿命 は その Loading た よっ て 影 伏 さ れる 
が , 従来 あま り 解 析 さ れ て いな いよ う で あお あおる 。 厳密 に 
は 毎日 の 負荷 曲線 , な ら び に 年 間 の 負荷 変動 を 基礎 と 
し て 考慮 すべ き で ある が , 本 文 (著者 らち ら は Common- 
wealth Edison Co. な らち びに Gen. Elect 社 の 人 より な 
る ) で は Arrhenius の 法則 に た に 基づき, きら に いく っ つ 
か の 仮定 を し , 寿命 の 変化 を 年 間 負 荷 増加 率 太 , 変圧 
器 取 り 換 え 時 の 利 


45 

4 : 寿命 の 訟 化 を 老 契 用 率 さ , 定格 負荷 
人 「 や ト 8: 大 し な い 場合 に お ける 銅 損 と 鉄 
人 半 400 損 の 比 @ の 関数 
3 3415 よ Se 計 仮定 
鬼 た 変圧 器 の 寿命 に 
上 350 CO 
貼 対す る 相対 変化 率 


人 末 必 た 。 
結局 , 取り 換え 時 
利用 率 さ と 負荷 増 
加 率 だ に まっ て 孝 
命 が 短 縮 また は 延長 する の で , それ に し た が っ て 債 
却 率 を 変え を , 運用 費 に 寿命 の 変化 を 加味 し で いる 。 こ 
れ に よっ て , 策 1 図 の ご と く 寿 命 の 変化 を 老 慮 し な い 
場合 の 最適 取り 換え 時 利用 率 は 2009% 以上 の 点 に あ 
っ た も の が , 考慮 し た 場合 は これ より 相当 低い 値 (160 
ーー170 %) が 得 . ら れ た 。 

運用 費 は kVA' あぁ あたり の 年 経費 で 表わし , 固定 費 
4Az ょ , 取り 換え に よる 費 用 4m, 変動 費用 4x の 三 つ か 
ら な る 。 固定 費 と し て は 変圧 器 費 用 , 同 保守 費 , 鉄 損 
に よる kWh 損 と kW 損 , 開閉 器 無 し コン デン サ 費 
用 を , 取り 換え 費用 と し て は , 取り 換 を 和 工事 費 と 取り 
換え 方 に よる 寿命 を 考慮 し た 費用 を , 変動 費 と し て は , 
鉛 損 に と よる kWh 損 と kW 損 , なら ちび に 開閉 器 付 コ 
ン デ ン サ 費 用 を 加算 し だ 。『 こ こ に で 鉄 損 の kWh 単価 を 


32500 120 140 160 180 200 
取り ゅ 換え 時 利用 率 (%) 


第 11 図 - 寿 命 を 考慮 し た 
場合 と の 運用 費 の 比較 
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銅 損 の 半額 と し , 損失 係数 を 15 9 と し て IBM 650 
に よっ て 計算 を 行っ た 。 変圧 器 容 量 は 最初 は 10kVA 
SS OTT DORNTS, OOk VA OO GEER 
負荷 増加 率 は 2, 4, 6, 8, 10 の 5 と お り , 取 り 換 る 
法 と し て は , 標準 容量 の 次 の も の に 順に 移行 する 場合 
(10>15- っ >25EVA…) と 一 つろ 飛び に 移行 する 場合 (10 
ーー25 っ >50 kVA…) の 三 と 層 0N を M5 メー タ と し て いる gj 
第 2 図 は 順次 移行 する 場合 で 太 を パラ メー タ と し 
て 全 変 圧 器 容 費 に 対す る 平均 値 を 示す が , 太 に 無関係 
に 取り 換え 時 利用 率 が 160~170% の 所 で 運用 費 が 最 
小 と な っ て いる 。 
まな た 太 が 小さ い 
ほど 有 費用 も 安い 4.75 


500 


が きれ は 7 なれ 世 450 
だ け 取 り 換 え 回 数 CR 
が 少な く て すむ か さき 

ら で あ る 。 第 3 図 計 
は この 場合 の 費用 内 375 


を 三 マ や の 要素 に 分 
ONCRE 
よっ て 取り 換え 
用 が 著しく 影響 を 
受 サ る で と が ね わか 
る 。 ま た 太 が 5% 
(4% と 6 の 値 


(の ) 
on 
= 


3 00 0 160 180 200 


取り 換 時 利用 広 (%) 


第 2 図 順次 取り 換え の 場合 の 


運用 費 ( 各 寸 法 の 平均 値 ) 


の 平均 ) の と き の ! 人 古 。 

各 容 量 別 運用 費 を き 

示す と , 第 4 図 の 発 

の 

こと ながら 犬 容 挟 中 敵 
。 拓 ぁ a 


180 200 


ほど 運用 費 は 安く 109 120 140 160 


CS 区 り 換 え 時 利用 率 (9%) 
で 50kVA と 100 A:R が 2%, B:R が 10% 
第 3 図 運用 費 の 内 容 


kVA で は 最小 点 
が 利用 率 の 小さ きい £550 
所 た に ある が , これ 
は 標準 寸法 の 容量 
開 語 様 志 次 ペ 5 
と の 両者 で は 前 段 
寸法 ま の 733 し 
か 大 きく な いか ら 
で ある 。 300 
変圧 回 寸法 を 一 


SS 8 


運用 費 ( ドル /k/ 年 ) 
PE 


250 
2 DE 2 A060 B0200 
NN WC 取り 換え 時 利用 率 (96) 
場合 も , ( 図 は 示さ 
第 4 図 各 寸 法 の 運用 費 


な い が ) ほぼ 同様 
の 傾向 を 示す が , の 相違 に よる 運用 費 の 開き は 多少 
せ ば まり , 最適 利用 率 も 180% 付近 た に 増加 する 。 曖 
小 運 用 費 は RR が 2 で は 相 達 は ほとん ど な い が , 玉 
が 「10196 で は この 取り 換え 法 の ほう が 安く な っ て い 
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る 。 た だ し 費用 の 要素 に つい て は , 変動 費 は 安く な る 
が 固定 費 は か えっ て 高く な っ て お り , 取り 換え 費用 は 
太 0%250600 で で は 同 必 ) 択 「 バ が (000% で ば 安 .NE な る 
いる 。 ( 永 村 , 若松 清司 ) 


9-275. 交流 電車 用 の 新しい 
高圧 制御 装置 


K.W. Seibert: 
Steuerungen von Wechselstromtriebwagen. 
CElekt. Bahnen, 30. Jahrg., Heft 11, Nov., 
1959, S. 241~245] 


Neue Ausfihrungen bei 


オー スト リヤ 国鉄 の 交流 電車 に た 新しい 高圧 制御 装置 
が 縮 用 され 好 結 果 を 得 て い る 。 こ の 装置 は 313kW の 
主 電動 機 4 個 と 対す る も の で , 主 変圧 器 の 連続 容量 は 
1,030kVA, 主 変圧 器 と 高圧 タッ プ 切 換え 装置 と は 一 
体 と を な っ て 床下 に 納め られ て いる 。 

主 変 圧 器 ( 策 1 図 ) の 構造 は 高 さ を 節約 する た め に 
僕 形 の 3 脚 鉄 心 と し , 中 央 の 脚 に 固定 比 の 巻 線 を , 外 
側 の 脚 の 一 方 に タッ プ 付 巻 線 を 有 し て お り , これ ら の 
_ 巻 線 は 機関 車 で 用 い 
られ た 同心 巻 線 の 代 
わり に 交互 配置 巻 線 
を 用 いて いる 。 また 
固定 比 有 や よび タッ プ 
付 各 巻 線 の 一 次 巻数 
を 適当 た 選ん で , 策 
三 の 脚 の 鉄心 断面 策 
を 中 さき さ ベ べ 素 で いる る 

タッ プ 和 制御 装 置 
(第 2 図 ) は 変圧 器 の 
各 タ ッ プ に 接続 され 
た 油 中 の タッ プ 選 択 
器 と , その 上 に 設け 
られ た 負荷 開閉 器 と か ら な っ て いる 。 タッ プ 選 択 器 は 
一 平面 上 と な らん だ 固定 接点 と ね じ 棒 に よっ て 案内 さ 
れる ロー ラ 接 点 に よっ て 構成 され る 機関 車 で , 広く 使 
われ て いる 構造 で ある 。 負荷 開閉 器 は ば ね の 力 に よっ 
て 跳躍 運動 を する 方 式 の も の で , 駆動 装置 に 無関係 に 
一 定 の 開閉 速度 を 得 ら れる 特徴 が あり , 特別 な 消 弧 装 
置 な し で 最初 の 半 サ イク ル で 電流 を し ゃ 断 す る と と が 
で きる か ら 」 接点 の 消耗 は きわ め て 少な い 。 こ の タッ 
プ 和 制御 装 置 の 駆動 部 分 の 制御 に は 磁気 増幅 器 が 使用 
され , いわ ゆる 無 接 点 構 造 と な っ て いる の で , と の 部 
分 で も 保守 の 手数 が 節約 され る 。 
この 高圧 制御 装置 は , オー スト リヤ 国鉄 の 4 両 単 位 
編成 の 電車 に すでに 1 年 以上 使用 され て いる が , 接点 
の 寿命 は , 従来 の 低圧 制御 装置 の も の に くら べ て は る 
か に 長く , すでに 200' 万 回 以上 の 開閉 を 行っ て いる 
が , 接点 の 取り 換え は まだ 一 度 も 行 づ てい ない 8g 

(清水 , 平 本 順 三 郎 ) 
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10・276. 非 直線 容量 に よる 周波 数 
運 倍 一 一 回 路 解 析 

D.B. Leeson & S. Weinreb: 
Multiplication with Nonlinear Capacitors—A 


Frequency 


Circuit Analysis. [Proc. Inst. Radio Engrs, 
Vol. 47, No. 12, Dec., 1959,; p. 2076~2084] 


本 論文 は 非 直 線 容量 を 用 いた 周波 数 遅 佑 に つい て , 
2 種類 の 回 路 を 想定 し , 小 信 号 の 仮定 の も と に 回 路 廊 
程 式 を 解き , 特に 非 直線 容量 と し て 半導体 ダイ オー ド 
を 使用 し 旋 場 合 放つ いて , ダイ 和 坪 ド の 入 泡 イン ピー 
ダン ス を 求め て 運 倍 器 の 設計 基準 を 与え を, さら に 損失 : 
の ある 場合 に つい て 簡単 な 検討 を 行っ て いる >。 


RFC Bias IDEAL IDEAL 
IDEAR ? IDEAL FILTER FILTER 
3F 0 0 


gn 
(EH) ED) 
第 1 


た だ たと えば , 第 1 図 (a) の 回 路 は (も 5) の モデ ル で 考え 
られ る 。 さら に 
Vio= Vell+Aig+82g° +…】 
C=dQIdV=CICV+D)* 


a (CS (CDR 
ED-t 


な る 関係 が あり ,p 交 直 = ド の 入力 セン ロー 区 シス 
(CZ) BS 
NE NR 
st @ Co 28N% (に) 
x{ NoCoRry | に 鍵 1 
(る RNC ES 


で 与え られ る 。 上 上 式 の 拭 抗 分 Rr に つい で は , 実験 も 
な され , 計算 値 と よく 一 致し て いる 。 ( 策 2 図 参照 ) 
第 1 図 の 回 踏 で の 謗 倍 の 効率 を 高め ある た め に は , ま 
ず RR:, Ry を 回 路 損 より 大 きく と る 必要 が ある 。 太 i 
を 大き Ne 事 る . た ⑳ に は ,『 入 力 信 号 を 大 きく と 0 出 軍 


SN | | o* CALCULATED FROM (50) 
Ti y | | o:EXPERIMENTAL 
え g0 Rs=1000 
5 0 Ra=Ry, 220.(MEASURED) 
w 60 7 =0.33 
0 | | kocgs4000(VEASURED) 
® A | | | alex=14Mc 
pl | BEST EFFCENCY==11d8B 

0 02 04 

Va/ % (rms) 
第 2 図 
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上 由 路 を 共振 させ る の が 望ま し く , また Bm を 大 きく と 


0 ら な けれ ば な ら な い 。 し 
本 た が っ て , あ る 所 倍 数 (NV) 
§ に 対し , Am を 最大 に す 
“i る が 与 ね らち れる と と に 
S30 な る 。 一 般 と に NN 赤 大 に 
人 な る と, RR で を 決 きく と 


る の が 困難 と な る 。 

入 , 出力 回 路 が 共振 状 
態 の 場合 の 効率 の 計算 値 
を 策 3 図 に 示す 。 

(柳井 佐々木 元 ) 


2345678891 
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10-277. ら 線 に し た 内 部 導体 の 


同軸 形 共 振 谷 


W.W. Macalpine & R. O. Schildknecht: 
Coaxial Resonators with Helical Inner Con- 
ductor [Proc. Inst. Radio Engrs, Vol. 47, 
No. 12, Dec., 1959, p. 2099~2105] 


同軸 形 共 振 器 に 対応 し て 内 部 導体 を ら 線 に する こと 
底 よ り HF ぉ よび VHF 帯 で 数 千 と いう ツ - を 持ち ; 
雌 較 的 体積 の 小さ い 共 振 器 を 実現 し うる 。 また さら に 
UHF 匿 に まで も 拡張 し うる 。 


素子 に よる 共振 回 


第 1 図 は ら 線 形 共振 器 の 構造 を 示し , 下端 は し ゃ へ 
い 壁 に 短絡 され , 上端 は 開放 され て いる 。 

第 2 図 は 周波 数 
と 無 負 荷 @ の 関 
係 を 示し , 下 側 点 
線 以 上 で は , な 
や や 避 高 Qk る 8 
高い 周波 数 で は 従 
来 の 同軸 形 が すぐ 
れ , また 下 側 点線 
以下 で は 集中 定数 


の ほう が すく ぐれ , 
と この間 で ら 線 形 の 
特長 の 現われ る 範 
囲 が 存在 する 。 ま 
た 前 者 に つい て は 体積 と ら 線 巻数 に 関連 し て , 後者 に 
つい て は 表皮 効果 に 関連 し て , より 望ま し い 判 定 基準 
を 導い て いる 。 

第 3 図 に 示す 設計 チャ ー ト は 次 に 示す 適当 な 設計 箇 
囲 で 使用 され る 。 


5;000 
2,000 


体積 に 関し て は 築 1 表 に 示す よう に , 同軸 形 が 細長 2 1000 
a 
ぐ な る に 対し 直径 と 長き さ に 大 差 が な い 。 8 500 
4 
第 1 表 i200 
hn 100 
| fo=10Mc, Q=1,000| fo=2,000 Mc, Q=200 
ーー 50 
TEM 姿態 同軸 形 | 3in 8X25in | 1/20in &xX1.5in 2 5 1020 501400200 4000 5000 
J = RESONANCE FREQUENCY (Mc) 
穫 6in $x8in 1/10in ¢x1/8 in 
ら 線 贅 | in i | Y 第 , 
GCHARAGTERISTIC SHIEED RESONANCE SHIELD 
TOTAL ~ MPEDANCE INSIDE DIAM. FREQUENEY INGIDE DIAM WINDING PITat 
TURNS (9D) Cin) (Mc) (in) UNLOADED (in/TURN) 
2 0.004 
eco 8 0 
5,000 干 0.06 200 二 5.008 
4000 08 
100 3000 :010 
2,000 300 
0.02 
.03 100 .2 ? 
5 3 ON A 3 400 十 0.03 
40 1 500+ :4 5000.04 
2 88 M 600-+0.06 
04 200 700 寺 0:08 
N 100 900 : 
80 1000 
3 60 の る 放 を > 2 
6 0 a 3 
10~、、 20 0 8 1500 4 
A 0 > .5 
2 sc ま 2000 二 $8 
6 9 20 
100 4 -30 3,000 
40 
県 才 = 60 4,000 
1 80 5,000 
第 3 図 
要 和 35 年 6 月 J.I.E.E.J.) (109 ) 
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0.45<g/D<0.6 b/d>1.0 
0.4 る <g26/c そ 0!6at 6/a1.5 
015<gdo/c そ 097 at b/d=470 
do>58(8=skin depth) 
実験 と 理論 の 央 合 は 良好 で , また 策 3 図 の 基礎 と な 
る 設計 理論 は 軸 方 向 単位 の 長 さ あたり の 有 , で を 求 
め , ら 線 の 共振 電気 長 が コイ ルル 自身 ので と 端 効 果 で 
1/4 波長 より 57.6 短く な る こと を 考慮 じ で 導い て 
いる が ,」 詳 細 は 省略 する 。 
無 負 荷 @z に 関し て は 前 記 設 計 範 囲 内 で 
uw 三 50(Volume 単位 in)1/3fo1/2 
の 式 が 誘導 され , その ほか 周波 数 , ⑧, 体積 , 開放 端 電 
圧 , 温度 上 昇 , 電力 定格 の 間 の 関係 式 を も 導い て いる 。 
(柳井 , 池田 謙一 ) 


10-278. 新しい マイ クロ 波 
サー キュ レー タ 
H.N. Chait & T.R. Curry: New Micro- 


wave Circulators. [Electronics, Vol. 32, No. 
51, Dec. 18, 1959, p. 81~83] 


紹介 され た サー キュ レー タ は 策 1 図 の よう に 3 映子 
対 と な る 江波 芝 を 亡 面 に お いて 対称 Y 形 と し て 構 
成 選 た だ る の で る 
導 波 管 の 中 心 軸 た 対し て 左右 で の 偏 波 は 一 般 た 社 の 
お の 正 , 負 だ 幅 偏 波 と な っ て いる の で , 分 岐 中 心 部 に 
タス ェ ラフ イト 柱 を を う 入 
も た と き , 界 分 布 は 対 
応 す る 透 磁 率 た より 進 
分 方 向 k し ただ が っ て 策 
RD RE 
ェ ラ イト と 印加 磁界 の 
大 き さ を 分 岐 領域 で の 
反射 が , 非 結 合 端 子 へ 
第 1 図 の 進行 波 を 相殺 する よ 
うに 調節 すれ ば , 答 環 動作 が 得 ら れる 4 0.4inX0.9 
in 導 波 管 を 用 い 直 径 0.35in の フェ ライ ト 往 に よる 実 
験 結果 は 印加 磁界 120 Oe, 9,375 Mc を 中 心 と する 50 
Mc 帯域 で , そう 入 損 .0.5dB 以下 , 非 結 合 度 30dB 以 
上 で ある 8 
また 第 3 図 と た 示す よう に 管 玄 に フェ ライ ト 板 を 張り 


R-1 FERRITE_ 
04x0.4x0.4x0.4in 


8,0 
oe 
2 CY 35 
F (kME) F CkMo) F (kMc) 
第 4 


つけ る こと に よっ て も 循環 動作 を 実現 で き 。 理論 的 に 
も 推奨 し うる も の で ある 。 フェ ライ ト の 体積 が 大 きく 
な る た だめ = 岳 失 5 反 第 大 で あっ だめ 議 2 ニラ イド 林 
質 , 整合 法 の 研究 た より 改良 むう る で あろ うこ と を 記 : 
そい る 

き さ きら に くさ び 形 フェ ライ ト を 用 いた 実験 結果 を 策 4 
図 と 示す 。 印 加 直 流 磁界 189 Oe, 周波 数 帯 9,200~9,500' 
Mc で そう 人 入 損 "0.75dB 以下 , 反射 お よび 非 結合 度 
20'dB 以 馬 と 在 て い る 。。 大 電力 所 で "Se 
電 区 1 50kW まで 動作 し 2 る と を 示 区 だ 5 

と の 形 の サー キュ レー タ は ファ ラ デ ー 回 転 形 半 電 究 
偏 移 形 に た くらべ 帯域 は 狭い が , 印加 磁界 が 小さ く 小 形 
軽量 で ある の で 空中 線 や 高速 度 ス イッ チ の 分 野 で 有用 ! 
で お る 。 また 同じ 動作 原理 だ まま が 事 形 だ に 対 ピ で は 
域 整合 , 電力 す べ て の 点 で すぐ れ て いる と 記し て いる 。 


訳者 注 : 下記 に 関連 文献 を 示す 。 
(1) E. Swanson & G. J. Wheeler: Wescon Conv. Rec. (1958-8) 
C2I Hr NGChait~& Tr Re Curryes Jeeapple-Physe30;452 
1959) 
(3) S. Yoshida: Proc. Inst,. Radio Engrs 47, 1150; A471, 2017;. 
47, 2018 (1959), 他 


(柳井 池田 謙一 ) 


11・279. 絶縁 劣化 計算 法 


L.C. Whitman, W. W. Whitman: Mathe- 
matics of Insulation-Aging Calculations. 
CCommun. and Electronics, No. 44, Sept., 


1959, p. 308~318] 
変圧 器 , 電 動機, ケー ブル な どの 電気 装置 の 過渡 的 源 
度 は , 温度 上 昇 の 場合 か な り 正 確 ほ た 次 式 で 示さ れる 。 
7 0 トト A (1 Feー と a C1) 
また 冷却 部 分 は 次 式 で 表わさ れる 。 


を ie 
T= アーD( ユ 1—e-28 
/ a et TD ea Er (2) 
+DIRECTION 負荷 サイ クル に だ お ける 絶縁 劣化 た つい て , 方 形状 温度 
¢ Joc 時 間 関 係 , 三角 形状 温度 時 間 関 係 の 場合 に つい て まず 
ea 述べ , さら に 指数 関数 的 温度 時 間 関 係 に つい て 詳 論 し 
i て いる 。 い ずれ の 場合 も 絶縁 劣化 は , アル レニ ウス の 
FDR 化学 速度 論 に し た が う も の と し , 相対 的 絶縁 劣化 を 考 
第 2 図 第 3 図 Ce 
(110) 80 巻 861 号 (Tune 1960) 


開 詳 槍 放 誌 807 


ミミ 革 甘 革 倒 甘 革 : 
loge R=b(1/7—T) 
| WHERE: 
きき = = REFERENCE-TEMP°K 
” る + T=INSULATION TEMP°K 
> K= C+273 
且 = る ff 計 
10 \ ES 
jE 
= (っ 
選 HN る < + 
生還 
10 RS Ga 
計 証 語 | EE 
HH ] 


400 320 280 240 200180160 140 120 100 
TEMPERATURE 7 °C) 
RECIPROCAL ABSOLUTE-TEMPERATURE SCALE ) 


策 1 図 
In R= ーー 「 幸 東 本 ーー ブー を (3) 


これ を 人 和 集 革 図 の よう に 図示 する 。 
温度 時 間 関 係 が 方 形 の 場合 を 例 た に と っ て 説明 する 。 
( 策 2 図 ) この 場合 
To=140° +273° =413°K 
Ts: 全 8 E28 =4533 
=F 
t2a—t==20h 
第 1 図 か ら TT ゥ =140°C で の 相対 的 劣化 曲線 B(⑭⑰== 
500)7 に し た が て 0 180?『C で の 相 諸 凌 北 は 11,69 
と な る 。【 こ の 貼 線 は (3) 式 か らち - 求 あら れる ]〕 策 2 図 の 
きま 24 i 健 黄 する 2 倫 ク 5 ジ に お いて; 
140°@ 衣 20 hh で は 詳 KUD (20y 三 20 
180°C; 4h で は ($11..69) =46.,8 
第 2 図 の よう な 負荷 サイ クル の 累積 劣化 は , 
(4) (11. 69) +20(1) =66: 8 
140°C で 連続 運転 を し た 場合 の 劣化 は て (24) (1) =24 
を 考え 共 科 人 。 起 た が る 起 
24h 温度 サイ クル の 相対 劣化 =66.8/24=2.78 これ 
は 140°C 連続 運転 し た 場合 に くら べ , 第 2 図 の よう 
な 負荷 サイ クル で は 2.78 倍 累 積 的 に 劣化 する こと を 
意味 する 。 な 誠 付録 た 各 計 算式 に つい て 誘導 な ら び に 


TIME (h) 
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昭 衝 35. 年 6 月 (J.IE.EJ.) 


説明 を 加え % て いる 。 
上 記 記 号 に つい て 簡単 た 説明 すれ ば , 
: 劣化 温度 (K), To/: z= 三 0 に お ける 初期 劣 
化 温 度 , 4 70 か ら の 最終 上 昇 温 度 , @: =T。, 
=4 ね に お ける 劣化 温度 , の D: か ら の 最終 
温度 降下 , 太 : 基準 温度 7o を 1 と し て 比較 し た 相 


対 絶縁 劣化 , 6: 相対 劣化 曲線 の 傾斜 , 7o: 基準 劣 
化 温 度 I 非 ) 
11・280. ポリ エチ レン に 対す る 


コロ ナ の 影響 の 研究 


EJ. ‘McMahon D, E.. Maloney, & J]. R: 
Perkins: A Study of the Effects of Corona 
on Polyethylene. [Commun. and Electronics, 
No. 45, Nov., 1959, p. 654~662] 


電線 ある い は ケー ブル の 絶縁 物 が 高圧 下 の コ ロナ に 
より 劣化 する 現象 は 以前 より 知ら れ て いる が , 本 論文 
は ポリ エチ レン に 対す る コロ ナ の 影響 を 調べ た も の で 
ある 。 その 結果 |「Corona machanical stress cracking | 
な る 現象 を 認め 


た 。 ま ず 電 線 を 円 000LOOOOE 
巻き , 電線 と 接地 Co 00 


間 に コ ロナ の 充分 
出る 電圧 の 課 電 を 
何と 0 
1 図 の よう に ポリ 
エチ ナレ ン の 伸び た 
個所 , すなわち 電 
界 の 弱い 所 で 破壊 
C4 
ム を 引き 伸 し , を 
の 直角 方 向 に 課 電 
を 行っ た 。 こ の 結 
果 , 上 記 電 線 の 場 
合 と 同じ 関係 を 得 ! だ 8 ( 策 2 図 ) デー タク は 400,000 
sample exposure hours で ある 。 

その 結果 

(1) コロ ナ に よる 寿命 は 機械 的 よぶ ずみ の 関数 で あ 
る 。 ひ ずみ の 増加 と と も に 寿命 は 短く な る 。 

(2) 温度 を 上 昇 ミ きせ る と と に より , 初期 の 機械 ひ 


STRESS BELL MANDREL, 
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ずみ は 緩和 し , コロ ナ に よる 寿命 は 延び る 。 
(3) 課 電 圧 が 直接 原因 で な く , コロ ナ が 破壊 原因 
で あぁ 3 


(4) コロ ョ ロナ は 絶縁 物 の 表面 (ボイド で は ボイド 表 
面 ) た 作用 する も の で , 内 部 で は な い 。 

(5) 長期 間 , 高圧 で 使用 され る ポリ エチ レン は コ 
ロナ を 押え を えな けれ ば ば ならない 。 コロ ナ が 発生 し な けれ 
ば , 長期 間 高 圧下 で 使用 た 耐 を る 。 

(6) サン プル が 伸張 され で いる 場合 は , 伸張 方 高 


(1t) 


808 学 界 


時 報 


と 直角 に 発生 し た 表面 クラ ッ ク に より 破壊 する 。 伸張 
され て いな い サ ンプ ル の 場合 は , 表 面 が 侵食 され て 破 
壊す る 。 

(7) : コ ロナ に た による 考 命 は 湿度 の 関数 で ある 。 相 対 
湿度 95-100 %: で は 寿命 が 間 燥 空気 の 15 倍 で ある 。 
絶縁 物 表 面 の 導電 性 と な っ た こと と に 起因 する コロ ナ 強 
度 の 低下 が 原因 の 一 つっ で ある 。 

(SE 補 素 区 久 中 で は 生 空気 (くら コロ 本 る 


寿命 が 長い 。 
(9) 炭酸 ガス は 空気 と 室 素 ガス の 中 間 の 寿命 を 与 
交 る る 


(10) 耐候 性 を 増す た ゐ あの カー ボン 混入 は コロ ナ に 
よる 寿命 を 短縮 する 。 (川井 , : 増 田 繁夫 ) 


11・281. 統計 的 手法 に よる 空気 - 
スチ ロフ レッ クズ スズ 絶縁 ケー プル 
の 電気 的 強度 の 研究 


C. M. BparnH: UccmenoBgaHne 91ekKTpuye- 
CKOM MPOTHOCTH BO3AYINIHO-CTHpOP7eKCOBO 了 M 
H3OMAUMUU Ka0eA CTATHCTHIECKHM METOAOM. 
(3mekTpHIecTEO, No. 9, 1959, crp. 78~83) 


洋 送 ケー ブル が , あ る 電圧 で 破壊 する 確率 値 と , それ 
の 長 さ た よる 影響 を 調べ る た め , 試料 と し て 1.2mm% 
銅 線 4 本 より に スチ ロフ レッ クス の コル ゲー ト お よび 
テー プ を 巻き , 4 対 と し た ケー ブル を 対象 に 破壊 実験 
を 行い ) 結果 に 対し 統計 的 考察 を し た 。 

電圧 と 破壊 じ た 試 料 燈 の ヒス ト グ ラ ム を 描く 。 これ 
が 正規 分 布 で 表 あ わせ る と 仮定 すれ ば , ある 電圧 X に よ 
っ て 起 る 破壊 の 確率 は 全 試 料 数 ヵ 々 に 対し て 


た だ し じ PP,:・X (kV) の 電圧 まで に 破壊 する 試料 
の 数 , z: 破壊 電圧 平均 値 , q: X の 標準 偏差 
で 表わさ れる 。 
と これ に し た が っ て , 正規 分 布 の 確率 目盛 を 施し た 図 


杭 壊 電圧 の 確率 (%) 


el © Ww TNLWMNY = 
E88 oo saggsds on v= 


直流 1,2: 0.8m4 対 コア , 
交流 3: 0.5m4 対 コア , 
586 in 


4: 0.8m4 対 コア , 

7: 5m ケー プル 

第 1 図 ケー ブル 4 対 コ ア の 破壊 
電圧 と 確率 


(112) 


表 に 有 P。/ の 実験 値 を プロ ッ ト す る と 第 1 図 の よう に 
な り , 1.0I% 以上 の 確率 で は , 上 の 仮定 が な り た つこ 
と が 認め らち れる 。 た だ し 直流 破壊 で は X の 低い ほう で 
ば は ばら つき が 多い た あめ, 20% 以上 の 部 分 で 直線 に の る 。 
試料 の 長 さ た よる 耐圧 値 の 相違 は 1m と 5m の も 
の を くら べ て , 後者 が 10~12 % 低い 。 破 壊 数 の 分 布 
が 正規 分 布 で 近似 で きる と 仮定 すれ ば , 短い 試料 の 試 
験 に よっ て , 長い 試料 の 破壊 電圧 を 計算 する こと が で 
きき る 8 

7 を 1 単位 と し , 試料 の 長 ま さき を 衣 倍 し た 単位 系 
で の 破壊 の 確率 は , 必 体 表面 積 た 比例 し て NW 倍 に な 
る と 仮 官 す る 。 NV 単位 の 系 の 平均 破壊 電圧 Um に お 
いて に は, 全 試 料 の 約 半 数 が 破壊 する か ら 


< 


i 
s=M[s | a 


こさ で , 


a 

dg 

た だ し Umean : 7 単 位 の 系 の 平均 破壊 電圧 

(2) 式 を 満足 する 4 を 数 表 で 求め, (3) 式 よ り Uxr 
を 求め る る と こと が で きる 。 実例 を 1m の 試料 に つき 示 
す と , Umean=3.85EV, 9=0.35kV, N=5 に っ ろ つい て 
は t=1.29( 数 表 よ り ), ゆえ に Ux==3.4kV と な り , 
と れ は 別に 5m の 試料 で 実験 し た 結果 と 一 致し た 。 
(川井 , 寺田 哲朗 ) 


t= 


11・282. ケー プル な ら び に その 付属 品 
に お ける 合成 材料 


Herbert Pairitsch: Kunststoffte in Kabeln 
und deren Garnituren. [Elektrotech. Z. (E.T. 
Z.)-A, 80. Jahrg., Heft 20, 11. Okt., 1959, 
S. 730-~735] 


古典 的 ケー ブル 材料 は 導体 と し て 久 , 絶 旨 物 と し て 
ざま た は 紙 ど 油 シス し て 銘 また 保護 層 補 し 
て て ドド ER た 
1930 年 以来 ケー ブル 工業 に 新しい 合成 原料 使用 の 研 
究 が 始め らち られ, その 発展 が 促進 され て きた 。 こ の 研究 
の 結果 ポリ スチ ロー ル , 塩 化 ビ ニル , ポ ボリ エチレン, 求 
リ イソ プ チレ er 合 城 下 ム と で ボ ポ 和 D2 ur ププ ビッ と 
ブチ ル ゴ ご ゴム また 上 最近 シリ ココ 美衣 系 お よび と っ 化 エ 
チレ ン 系 の 種々 の 合成 材料 が ケー ブル に 意 の まま に 使 
用 され る よう に な り , また キャ スト レジ ン は 付属 品 に 
重要 な 意義 を も た らし た 。 第 1 表 に これ ら 合 成 材料 な 
ら び に その 使用 範囲 を 一 括 表 示す る 。 

電 カ ケー ブル は 高い 破壊 電圧 を も た な けれ ば な ら な 
い 。 こ の 際 導 体 の 電流 に よる 加熱 の 点 か ら , 絶縁 厚 さ 
は 許し うる 門 り 薄 べ し 陸 い も ポリ チ 入 シ ツマ ケー プル は 
この 点 で すぐ 松 た も 1 の RR ドイ A イツ で 30k 
使用 され て いる 。 し が いじ 塩化 ビニ = ル は その 高い 誘 


80 巻 861 号 (June 1960) 


電気" 学 


第 1 表 電 カ ケー ブル お よび その 付属 品 
に 対す る 合成 材料 の 使用 


合成 材料 ee 本 品 
: 緑 物 | イー ス ま た 人 
息 緑 物 | 防食 層 

才 去 k3 可 可 Lupolen, Alkathen 
培 他 き ル PN に Hostalit, Sicron, Solvic, 

( 可 贅 化 ) Vestolit, Vinnol 
ボボ 県 イ イツ ゴチ, レン 可 () 2 Oppanol 
pg fp = P< 可 可 ーー 
ポリ タク ロロ プレ ン 否 Neopren, Perbunan C 
ニトリ サル デズ ム 可 Perbunan 
シリ "コン 等 2 々 Silopren 
ぁ ふぁ っ 化 炭 化 水 素 物 質 | 可 | 可 | Teflon, Kel-F, Hostaflon 
ます 六 ト ジン 庁 ② 村 Araidit, Dobeckote, 


Epikote, Leguval 


C1 う ポリ ェ エチ レン と 混合 また は 含 漫 剤 用 
(2) 付属 品 の み 
電 正 接 の 値 に も か か わら ず , 低 電 圧 ケ ー ブ ル と 高圧 ケ 
ー ブ プ ブル (硬質 混和 物 ) と に 使用 され , 5.810kV の 電 
圧 に まで 使用 され て いる 。 他方 これ は 経済 的 な 刺激 が 
大 き ぃ ye。 ブチ ッ レ ゴム 絶 紅 ケー ブル は 25EkV まで で あ 
り , 特に これ は その 熱 安定 性 が 高く 評価 され て いる 。 
ケー ブル シー ス 
は 機械 的 強度 , 化 
学 的 , 耐候 性 な ど 
の 要求 を 漠 た さ な 
9 大 大 らら な い s。 
また 向 寒 性 , 耐熱 
性 , 劣化 安定 性 が 


SE 


A 


SS 
で で! 


RR 


泊 M0 ま 孝 ジ 
デー プ 人 巻 付け 


YG 要求 され る 。 使用 
を Nd/ し うる 被覆 材料 は 
塩化 ビニ ル , ポリ 

i 

[EE a 0 i VR 

策 1 図 公称 電圧 11.6/20= で ある が , これ ら 
kV ポリ エチ レン 絶縁 の うち 強 じ ん , 耐 

ケー ブル の 屋内 エン ド 摩 因 性 の 点 で ポリ 

ェ チ レン が すぐ れ て いる が , 可燃 性 , 高価 な た め ポ リ 
ェ チ レン は も っ ぱら 絶縁 物 の み に 使 用 し , 塩化 ビニ ル 


は さら に 防食 の 意義 を も 兼ね て 使用 され て いる 。 ゴム 
テー プル に は ネオ プレ ン が 多く 用 いら れ て いる が , こ 
れ は 耐油 性 , 耐 燃 性 が 要求 され る 場合 で ちり , 低温 に 
お ける た わ み 性 , 高温 と お ける 劣化 安定 性 を 要求 する 
場合 は ブチ ル ゴ ム を 使用 する 。 

ケー ブル 終端 部 に つい て も 記載 され て お り , これ に 
は キャ スト レジ ン が 併用 され る 場合 も ちる 。 一 例 と し 
て ポリ エチ レン ケー ブル の 屋内 の エン ド を 第 1 図 に 示 
で ( 可 井 ) 
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11・283. 電子 衝撃 に よる 浮遊 
ゾー ン 精 製法 
F.E. Birbeck & A. Calveriey: Improved 
Apparatus for Floating-Zone Melting by 
Electron Bombardment. (J. sci. Instrum., 
Vol. 36, No. 11, Nov., 1959, p. 460~463] 


浮遊 びー ン 精 製 た に, 電子 衝撃 を 使う と いう こと と は , 
第 一 に 融点 の 高い 物質 に も 少な い 電 力 で 深 け た ゾー ン 
を 作り や ゃ すい こと と 策 全 だ 前 非 湯 に ぞ ま い ゲ ニン で 
も , 電子 線 を し ぼる こと こと に よっ て 作れ る と いう 利点 が 
ある 。 著者 ら は 試作 の た め の 基 礎 実 験 から, (1) 准 
却 と 内 部 操作 の 便利 な こと , (2) 操作 中 よく 見 える こ 
と (NEF の 聞き 和 ンク の 直 x が よく 合 こ 交 いる と ラ 
(4) 充分 高 在 空 が 得 ら れる こと, (5) 自動 化し て ある 
こと と と いう 均 っ | の 課 基 安 測 きれ に 合う も : の を 実 
際 に 作っ た 。Mg-Al 合金 の 四角 い 箱 を 本 体 と し , 水 
准 に よっ て 高 真空 の 保持 を 助け た 。 正面 に 大 きい 右 英 
ガラ ス を は め , 内 部 を 観察 し や ゃ や すく し て ある 。 上 真空 系 
は Al を 使っ た 箱 と の アマ ル ガ が ガム 化 を 防ぐ た あめ, 水銀 
を や め あめ て 油 拡 散 ポ ンプ を 使っ て いる 。 も ちろ ん 液体 窒 
素 の ッ る る 0 で O04 es の 
真空 が 操作 中 も る 保 た れ た 。 

陰極 は 固定 し た 試料 に 対し て 移動 する 。 こ の 方 式 で 
装 議 類 天 さき ポ (な る さき を を 防い で i る 0 これ で 22cm の 
スト ロー ク を , 0350 cm/h の 間 の 速度 で 任意 に 移動 
ER 
る 。 

浮遊 精製 の 一 つ 
の 問題 は , 試料 を 


Adjustable jaws 


Tungsten retaining 


志 持 する チャ ング spring 

で ある 0 2 

上 下 の ” 持 が 心 を RRO 
圭 か が 

合わ せ て 完全 た に 一 Quariz 

insulating stem 
た ; Uy 計 机 

Nebo tM os) 0 lin 

が で: さる 瑞 Gs 

第 1 図 の よう な 構 第 1 図 試 詩 を くわ 区 る 


人 造 の モリ リグナ DR 

パグ を し た RE DET TI CEE 
が さき 1 まう 2 な な 基 持 em で いい る 

電気 的 な 問題 の 一 っ つっ は, アー ス の と り 方 で ある 。 動 
く 陰 極 の ほう が アー ス 側 で ある と と が 操作 の 安全 か ら 
いっ て 明らか に 望ま し い が , 一 方 , 回 転 す る 試料 に 高 
い 電 圧 を か ける こと も むず か じい 。 この 点 に 注意 を は 
らら っ で 高圧 の 本 作 念 を れれ て あぁ る 5。 

操作 は 完全 に 自動 化 さ れ て , サイ クル を くり 返す よ 
うに な っ て いる 。 ゆっ くり 陰極 が 掃引 する と , 再び も 
と の 倍 罰 まで 和 拓 ぶ で も どる が 電 この 間 は 衣 理 放電 旋 貢 
低い 値 ま で 落 さ れる 。 衝撃 電流 の スイ ッ チ と , この 操 
作 の スイ ッ チ と は 連動 し て いる わけ で ある 。 


(13)) 


= 


810 界 


時 報 


度 側 の チク だ の 任 菩 ET で さる うう eS た 効 
果 は 非常 大 きか うだ 。 こ の 装置 で 直径 '0.06in の 
試料 の ゲー ン 製 精 庄 だ や すぐ で きた 。 も っ と 細い も の 
で も で きる 見 込み は 充分 に ある 。 (鳩山 , 荻 池 . 訪 ) 


11・284. 希土類 化合 物 半 導体 


ENMiller RT Reid' & RC. Himes: 
Rare 
(J. Electrochem. Soc., Vol. 106, No. 
Dec., 1959, p. 1043~1046] 


Earth Compound Semiconductors. 
2 


IlI-V ぉ よび I-VI の 金属 間 化 合 物 半 導 体 は , す で 
に か な り 詳 細 に 研究 され て いる が , 本 論文 は La, Er, 
Gd, Y な どの 希土類 元素 を Se お よび Te と 直接 反応 
させ て , それ ら 化 合 物 の 物理 的 および 電気 的 測定 を 行 
っ て いる 。 第 1 表 に それ ら の 諸 特 性 を 一 括 し て 表示 し 
て ある 。 室温 と C お ける 固有 抵抗 は LazTes や ErSe の 
10-42cm か ら Y2Ses の 不 導 体 た に た いた る まで の 広範 囲 
に わた っ て - お 


R10 

9 馬主 た すき 8 
て の 化合 物 は py 
融点 1,400~ | 
2,000°C の 高 | 1 
温情 き で あり 0 る | 
熱 的 に は 非常 3 
に 安 定 で あ ew 
区 居 5 0 

第 1 図 に P 吾 
形 GdzTes の 2 
ホー ル 定 数 と 3 | | 
固有 抵抗 の 温 SS 1 才 
度 依 存 性 を 示 
す 。875°C ま | 


第 1 表 


(Measured at room temperature ) 


Gounod N | (2m a 8 給 全 Ce 
LasSe; Negative 0. 024 — —ー ~3x1019 
Er,Se; Positive 7:9 — — — 
ErSe Negative X10-* — — ~ー1029 
Y2Ses CInsulator) 

La;Te; Negative 1.9x10-4 — —30 ~1020 
Gd,Te; —3. 25 0. 019 170 26 2x101s 
Gd,Te; 十 3.3 02 徹 > 二 200 2x1018 
Ers'Tes Negative Lt. 1x10=3 — — ~1019 
WF Tes —i, 400 10.0 140 4x1015 
で は 不純 物 半 導体 の 特性 を 示し て いる 。 ホー ル 定 数 は 


温度 上 昇 と と も に 減少 の 一 途 を た どり , 符号 の 反転 は 
生 七 て いな い s に の て と : か ちら"P 形 Gd 潤 es の ホー ル 移 
動 度 は か な り の 高温 席 ま で , 不純 物 散 乱 が きい て いる 
よう に 思わ れる 。 また 第 2 表 に 示す よう に 熱 如 理 に 


(EIA) 


より , NN 形 Gdz2Tes は 固有 抵抗 は 増加 し P 形 で は 減 
少し , 熱処理 た より n 形 不純 物 濃 度 が 減少 する こと を 
確か あて いる 。 

いずれ に し て も , これ ら 人 希土類 化合 物 半 導体 の 電子 
装置 と し て の 応用 は 将来 た 期待 し た い 。 


第 2 表 Heat-treatment of 
GdzTes specimens 


Specimen Heat treatment ‘ein’ Cems Vs (Cems) 
67-1, N-type None 0. 0089 16 4x1019 
2hat 950°C in 0. 028 10 2.2x1019 
vacuum 
9, N-type None 0.019 170 2x1018 
120°C in vacuum 0.03 
950°C in vacuum 0.072 
950°C in vacuum 0.076 
77, P-type None 0.20 17 1.9x101% 
950°C in vacuum 0. 056 10 1x1019 
75, P-type None 0.51 1019 
2hat 950°C in 0. 067 6 財 01> 
vacuum 
73, P-type' None 0.027 み 4x1019 
+ 740°C in vacuum 0.031 3x1019 
Quenched after 0.032 4 3.5x1019 
2h at 950°C | 
2hat 950°C in 0.037 4 4.2x1019 
vacuum 
A 
(中 野 , 高橋 清 ) 
11・285. 超 高 圧 絶縁 物 の 問題 の 
< = ーー = = 
解決 な ら び に 分 子 設 
K.S. Wyatt: To Solve the EHV Dielectric 
Dilemma: Design the Molecule!. CElect. 


Wld., Vol. 153, No. 4, Jan. 25, 1960, p. 66 
~68, 142] 


345500kEV ケー ブル の 設計 お よび 製造 の 最近 の 苑 
力 は 油 浸 紙 絶 級 に 限定 きれ て いる 。 極度 に 清浄 に し た 
油 , 紙 で も 誘電 正 接 に より 最大 許容 導体 温 席 まで ケー 
ブル を 加熱 し し た が っ ぅ っ て 高い 電圧 で は 許容 電流 を 減 
少 す る 。 使用 た に たよ る 絶縁 物 の 劣化 は 状態 を ます ます 悪 
くす る 。 油 浸 紙 の 高 誘 電 率 は また 高い 電圧 で 充電 電流 
か ら 使 用 し うる 長 さ を 限定 する 。 こ の た め に 超 高 圧 ケ 
ー プル 設計 者 は 。 ラス チッ クス お よび 和枝 の 会 成 枝 料 
に 上 和 目 を 転じ た 。 

超 高 圧 ケ ー ブ ル に だ お ける 合成 絶縁 材料 は 、 テ ー プ 状 
の マイ ララ リボ ポリ ミナ チン と 提出 が る ポポ 
チレ ン で あるこ た ベジ す な SAE 
タレ ー ト は 70°C 以上 の 温度 で の 高い 誘電 正 接 の た め 
不適 当 で ある 。 ポリ スチ レン は 誘電 正 接 低 く , 破壊 電 
圧 も 高い が , 鉄 油 に 膨潤 し , 屈 曲 性 も わる く , ひずみ 消 
失 温 度 は 85°C で ある た め 排 記さ れる 。 ポ リエ チャ レン 
は 誘電 正 接 小さ く , 破壊 電圧 も 高く , 誘電 率 小 , 吸湿 
な ら び 和 凌 温 少な く , 押出 し も 容易 で 価格 も 宏 く , 超 高 
圧 絶 紅 に 適し た も の で ある 。 一 般 に 通信 方 面 に 使用 さ 


80 巻 861 号 (June 1960) 


れ て お り , ガタ バー チャ に 代わ っ て 海底 ケー ブル に も 
使用 され て いる 。 低圧 な ら び に 中 圧 ゲ ケー ブル に も 増加 
の 傾向 に ある 。 


Schoepfle, Fellows が 液体 直 鎖 パラ フィ ン に 電子 線 を 
あて た と き , ガス を 発生 する こと を 発表 し て 以来 30 
年 を 経過 し て いる 。 液体 談 化 水素 か ら ガ ス が 発生 する 
の は 重要 な 問題 で ある が ,_ 固体 炭化 水素 で は は た し て 
重要 な 問題 で ある だ ろう か 。 短い ポリ エチ レン ケー ブ 
ル 試 語 が 電子 線 の 聞 を 通り , 充分 な 照射 量 を うけ れ ば 
無数 の 小さ な 水素 の ぁ わ を 生じ て 絶縁 物 は 膨大 する 。 
この 水素 は 錦 散 する こと な く , ポリ エチ レン 内 に 高圧 
力 で 液状 で 存在 する 。 長 時 間 破 壊 電圧 で は 分 子 構 造 間 
で 全 氏 は 合 ぶ の る まけ 可 誠 相 細 ま る 穫 は る る ex の 
よう な 芳香 族 化合 物 は 同じ 照射 量 で 水素 を 生 ぜ ず 破 壊 
電圧 の 低下 を 示さ な い 。, この 現象 は 電子 線 だ け で な さく 
コロ ナナ 放電 。 コバ ルト -60 に よる 央 弟 で る 生ずる 。 

と どれ らら の 理論 に つい て の 和 詳細 を 述べ , 超 高圧 ケー ブ 
ル に に 対す る 縁 物 の 推論 を 行っ て いる 。 _ (川井) 


11・286. トラ ンジ スタ 化 さ れ た 
磁 心 記憶 装置 
Ben T. Goda,letsal.t 2All-Transistor 


[Commun. and 
1959, p. 666~ 


Magnetic-Core Memories. 
Electronics, No. 45,' Nov., 
673] 


すでに 知ら れ て いる よう に に, 高速 の 磁 忌 記憶 装置 に 
は リリ = ヤセ レク ショ ン 方 式 を 採用 する こと が 幅 の 狭い 
ポル ス で 馬 動 で きる の で 絶対 条件 で ある が , この 方 式 
で は 』 番地 を 指定 する の に 記憶 装置 の 全 語 数 と 同数 の 
線 の 中 か ら 適 当 な も の を 選択 し て 駆動 し な けれ ば な ら 
な い の で , 非常 に 不 経 済 な た め 」 中 , 低速 の 磁 選 記憶 
に は 三次 元 的 構成 の コイ ィ インシデント 電流 方 式 を 採用 す 
る の が 普通 で ある 。 これ ら の 間 の 境界 点 は 記憶 容量 に 
を 関係 が あっ て 小 容 量 の も の で 4us, 大 容量 の も の 
で 5~6puws 以下 の サイ クル 時 間 の も の に は , リー ニヤ セ 
レタ クタ 表 る る 法 採 用 お る の 示 腔 当 思 われ : で ぷる 5 

今回 は 記憶 装置 を 3 分 割 し て , 語数 100128 語 , 
1 語 80bit 以下 , サイ クル 時 間 3ws の も の に リ ニ ヤ 
NT 
語数 1,000~8;192 語 , 語 80 bit 以下 , サイ クル 
時 間 6~8us の も の と , 語数 1,024 語 以 下 , 1 語 40 
bity サイ クル 時 間 4us の も の と を 考 を た 。 

駆動 回 路 と し て は , 磁 心 の 逆 起 電力 と に か か わら ず ー 
定 電 流 を 流す 必要 が ある の で , ペー ス 接 地形 の 回 路 の 
定 電 流 性 を 利用 する こと が 考え られ る が , 磁 心 の 逆 起 
電力 の 広い 範囲 に わた っ て 良好 に 動作 させ る た め に は 
トラ ンジ スタ に 割 に 高い 電圧 を 掛け て お か な けれ ば な 
ら ず ば 甘 容 紅 の ドラ テン ジス タダ が 必要 と な る し , コ レク タ 
電流 まり 大 きい エミ ッ タ 電流 を 入力 側 で 開閉 し な けれ 
ば な ら な い 不 利 も ある 。 一 方 , 磁 心 の 逆 起 電力 に くら 
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べ は る か に 高い 電源 電圧 を 用 いた エミ ッ タ 接地 回 路 で 
負荷 と 直列 に 精密 抵抗 を 入れ , これ に 充分 飽和 する ま 
で 入力 を 加え て ほぼ 一 定 電流 と する 回 路 も 考え られ る 
が , この 場合 だ は トラ ンジ スタ に 電流 恋 流 秋 な いと き 
に , コレ クタ 電圧 が 定格 を こ 逐 な いよ う 適 当 に だ クラン 
ププ ダイオード を 入れ を 関係 上 引 抑 拓 の 中 で 秩 当 の 電 放 
が 消費 され る 欠点 が ある 。 今回 は ベー ス 接 地 の 定 電流 . 
性 を 利用 し て , 正 負 方 向 電 流 の 安定 化 回 路 を 作り , こ の . 
電流 を トラ ンジ スタ 回 路 で 開閉 する 回 路 を 採用 し た 。 

温度 上 昇 に つれ て 駆動 電流 は 補償 し 減少 さき を せる 必要 
が ある が , これ に は 正 の 温度 係数 を 有する Belco 線 の 
電流 規正 抵抗 を 使用 し た 。 一 般 と に た サイ クル 時 間 が 短く 
な る と , 磁 心 自体 の 中 に 発生 する 熱 た に より 特性 が 劣化 
する 計 さ は よく 知れ さき に る が コイ ポン = デシ スズ 電流 
法 の 場合 に は , 特定 アド レス だ け を 連続 し て 高速 で ス . 
キャ ン す る と , 部 分 的 加熱 が 発生 し SN 比 が 悪く な る 
こと に も 注意 する 必要 が ある 。 大 き な 記 憶 装置 の 場合 
に は , 部 分 加熱 た よっ て ある 一 部 が 他 の 部 に 対し て 温 . 
度 (華氏 ) が 数 度 変化 すれ ば , お そら さく 動作 不良 た に な : 
る る もの と 息 わ 羽 信 。 これが 現象 と し て 現われ る 場合 計 
半 認 の 洋次 叉 キャ ン を 9 返し で だ まそ を の 区域. 
外 の 番地 を 指定 する と , 後者 の 番地 の 磁 心 が 不良 に な 
た まい 2 の 8 千 打 で 尼 て 表れ る 8 

科 條 きる の 交 は の 所 
っ て きま る も の で , 採用 必 た 記憶 サイ クル に も っ と も 
適し た 磁 心 を 使用 し て 初め て 最良 の 結果 が 得 ら れる 。 
そし て これ を 試験 する 場合 に は , 実際 使用 する 場合 
と 同一 の 電流 波形 で 試験 し な いと 全然 誤っ た 結果 を 得 
る と こと が ある か ら 注 意 を 要する 。 

現在 の 磁 心 記憶 装置 で は 逆 起 電力 が 相当 ある の で , 
ドラ ジ スス 譜 区 対 し て 請 圧 の 高い と と が 要求 き 科 な 
つ 大 電流 が 扱え て , し か も スイ ッ チ ング 時 間 の 短い る 
と も 必要 で ある の で , この 点 で 高速 化 が は ば まれ て い 
る 。 使用 する 磁 心 を 小さ くす れ ば , 自然 冷却 の 面 で も 
有効 で お ある し , 上 記 の 点 も 楽に な っ て くる わけ で ある 
が , 将来 と も 磁 心 の 直径 が 50mil 以下 に は な り そ を そう 
に な い の で , 将来 の も っ と 早い 記憶 装置 に は 薄膜 の 磁 
心 、 ト ウィ スタ あるいは その 他 の エネ ルギー レベ ル の 
低い 素子 と 早い トラ ンジ スタ の 組み 合わ せ が 使 用 され 
る も の と 思わ ね れる 6 (中 原 , 加藤 謙一 ) 


13・287. 電力 系 統 に て 電力 変化 に 対 
する 費用 の 相似 計算 機 に よる 計算 


K.W. Wardrop: An Analogue Computer 


to Evaluate the Cost of Changes in Power 
on a Power System. [Proc. Instn Elect. 
BricsrsmViol 06 Pe A No 28 Aug Sg 
p. 285~-~289) 


電力 填 要 の 変化 また は 発電 所 間 の 電力 分 担 の 変化 た に 
よる 費用 の 変化 を , 送電 損 を 考慮 に 入れ て , 相似 計算 


(UB) 
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機 で 計算 し た も の で , 送電 系 統 の 電流 が 送電 電力 に 比 
例 す る と すれ ば , 系 統 中 で の 電力 損 は 送電 電力 の 2 乗 
た 比例 する 。 すなわち 系 統 中 の 電力 が 4 ア だけ 変化 
すれ ば , 電力 損 は 

Ka(Py+ 4AP)?Rs, 

ぁゃ 定数 , Ra: 抵抗 

4Pz の 変化 に よる 損失 の 変化 は 

KsRil2Pg A Pi (CAP) 
ここ と で は 太 4 は 系 統 全 体 で 一 定 と も て ある 。 

発電 所 に お ける 発電 費用 の 増加 分 を 442a, 減少 分 
を ドア dg とし, @ 発 電 所 の 単位 送電 損 が 8 発電 所 の 単 
位 損 より 4ag だ け 多 いと する と , < 発電 所 の 発電 費 
者 は 
Ada—VF dg-+AAaBAda 
負荷 の 単位 増加 に 対す る 費 用 は 
Ada(l-+AAa) 
2a: 増加 発電 電力 に 対す る 送電 損 の 変化 
電力 系 統 で , 各 枝 の 等 価 回 路 は 第 1 図 の よう に 三 つ っ 
の 直列 抵抗 より な り , 電 流用 抵抗 , 送電 系 統 の 抵抗 分 , 
電 系 統 の イン ピ 


POSITIVE OE OF CURRENT ニダ ンス に 比例 す 


a a る 全 拭 抗 で ある 。 

wD 3s 
SGTOR 8 RESISIOR A 
生計 P| に 相当 する 電流 に 
ZeK RO より , 2 番目 の 抵 


抗 で 2KsPz4Pn 
の 電圧 降下 が あ 
の 革 志 は 変 層 震 
湊 光導 関 " ゆ 9 り る 座 圧 
回 の 巻 線 比 は 電力 
変化 前 の 電力 PP 


P MULTPLIER 
NSFORMER 


TRANSMISSION LOSS 2K,RP,AP, 


第 1 図 


COST OF AP | POWER 
IGNORING 

RANSMISSION |CHANGE AP 
L05S 


価格 の 計算 


に な っ で いる 8 
変圧 器 出 力 は 電力 損 2 KzRrP 4P, と な る 。 
と の 送電 損 を 示す 電圧 に は 損失 の 費用 に 比例 す 
圧 を 示す た め に , 巻 線 比 を 発電 ET 


パタ ン 検 出 お よび 認識 


Pattern Detection and Rec- 


13-288. 


S.H. Unger: 
ognition. CProc. Inst. Radio Engrs, Vol. 47, 
No 10,4Oe 師 1959aps 37 17523 


本 論文 は , 先 に 発表 され た パタ ン 処 理 の た め の 電 子 
計算 機 SPAC を 用 いる こと を 仮定 し て , パタ ン の 処 
理 方 式 を 述べ て いる 。 現在 SPAC は 実在 し て いな い 
の で , 実験 は JBM 704 に より 模擬 し じ て 行 っ て いる 。 
模擬 きれ た SPAC は お の お の が 主 レジスタ 1 個 と 記 
憶 ジ スタ 9 個 か ら な る 36X36 の Module と 主 制 御 
回 路 よ り 構 成 さ れる 。 

パタ ン の 処理 は , 特別 の 形 を も つも の を 選ぶ パタ ン 
検出 と 決め られ た 1 組 の うち の どれ で ある か を 決め る 
パ 即 ンジ 認 夫 き 分 0* で 考 交 て る るい 3 れれ も 和 36※36 
の Mesh に 量子 化 され た パタ 
ン た つい て 彼 小 な 変化 を 除く 平 
滑 化 を 行っ た の ち , お も に に 線 分 

の 性 質 を 調べ て 処理 する 。 多 色 
また は 半 明 暗 の も の は 考え て い 
な い 。 平滑 化 を 行う に は 第 1 図 
の よう な 3X3 の Mesh に っ い 
て 次 の 論理 式 

fi=z+bg (d+e) +de(b+0) 

fs=zl (a+6b+d) (e+g+h) 

+ ⑦@+c 十 @) (@+f+g) 
の が w KE よび そる の 舞 き 0 を きめ 交 行 うき 

検出 は 線 分 の 外側 を 一 順 す る Edge sequence に よ 
り 行 うさ きれ に より ペダ ダン の 大 きき 鞭 線 分 の る 割 谷 3 
さ に 関す る 条件 を 割合 任意 に と りう る 。 現在 し L 形 と A 
形 の 検出 に た 成功 し て いる 。 

認識 に た は お も に 図形 の 起伏 の 方 向 と Cavity の 性 質 
に よる 36 の 質問 を 用 い , Yes また は No た に より 入力 を 
グル ー プ に 分 け て 行き , 最小 5 ステ ッ プ , 最大 9 ズ ステ 
ッ プ で どの 宇 で ある か を 決め る 。 質問 と し て は ステ マッ 
プ ご と に グル ー プ を 2 等 分 する も の が 理想 的 で ある 3 
数 字 と アル ファ ベッ ト 34 字 (1 と 7, Zero と 〇 O は 区別 
し な い ) に 対し 変形 を 考慮 し た 63 の 答 が 得 ら れる 3 
各 質 問 に は 平均 45 の 命令 1 宇 の 認識 と 大 体 300~ 
500 命令 (平滑 化 の た め の 約 100 を 含む ) を 要する 。 
全体 の プロ グラ ム は 約 1,600 の 命令 か ら な り , 模擬 
され た SPAC で 試験 され た 。SPAC の 命令 に 要 す 
論理 の 簡単 さと , 現 在 開発 中 の 素子 の 速 さ か ら 考 て, 
5 年 以内 に 1us/order の 速 さ が 得 ら れる と 考え られ る 。 
i tt 


用 変圧 中 を 用 いる 。 認識 が で きる 。704 の 模擬 で は 大 体 10 ms/order を 要 
策 2 図 に た す よう に , この “費用 "電圧 は , 電力 条 a 
件 の 変化 に よる 費用 の 変化 に な る 。 パタ ン 認 識 の 応用 と し て 文字 に よる 電子 計算 機 の 入 
( 長 会 川 き 全休 ) 力 , 自動 客 訳 , 郵便 物 の 自動 選別 な ど が 考え られ る 。 
) パタ ン 検 出 の 応用 と し て 生物 学 上 の 利用 が 考え られ j 
(116 ) 80 巻 861 号 (June 1960) 


電 気 ! 学 会 "雑誌 813 
顕微 鏡 写 真 か ら の 特別 な 細胞 構造 , バク テリ テア, ビー 
と " INPUT AMPLIFIER = GAIN ADJUST ISOLATION AMPLIRER 
の 検出 また 化学 上 の 分 子 式 の 検出 も 考え ら j POS FB 


れる 。 ( 元 岡 、 山 口 柄 雄 ) 


13・289. Solid State 工業 用 電子 式 
自動 調節 計 の 例 


CIJ H.E. Darling: A Magnetic Amplifier 
E. M. F. Converter. 

CH A.Nazareth & E.O:. Olsen: Application 
of Solid State Devices in An Industrial Process 
Controller. 

[3rd National Conference on Analog and 
Digital Instrumentation. A.I.E.E. (T-113) 
1959, [ユエ J p. 149~164, CHI p. 255~262) 


電子 管 や 機械 的 可動 部 を 用 いな い , 全 Solid State 
の 電子 式 自 動 調節 計 の 好例 と し て アメ リカ Foxboro 社 
より 発表 され た 上 記 2 論 文 を 紹介 する 。 上 記 の 調節 計 
の 系 統 と し て は , 測定 量 は すべ て 変換 器 を 通し て 10 
~50mA の 直流 信号 電流 に 変え て 伝送 し , 調節 計 で 
は この 信号 を 設定 信号 と 比較 し , 両者 の 差す な わ ち 偏 
差 信 号 に 比例 , 積分 , 微分 の 演算 操作 を 加え た の や ち , 
操作 信号 と し て 10~50 mA の 直流 を 操作 端 に 送出 す 
る も の で ある 。 

CIJ 論文 で は 熱電 対 の 生ずる 0~2mV あぁ るい は 
0~10 mV の 電圧 を 10~50 mA の 信号 に 変え る 磁気 
増幅 回 式 変 換 器 が な 述 べら れ て お り , その 仕様 は 

入力 : 0~2mV また は 0 一 10mV 

出力 : 1050 mA (6002 負荷 ) 

カカ ヤン ピー ニタ ダ ンス ? 10mV に 対し じ 40,000'92 

2mV に 対し 8,0009 

出力 インピーダンス 範囲 : 600 キ 3002 に て 
出力 の 変動 0.25% 

直線 性 (入力 mV 対 出 力 mA): 0.25 % 

温度 範囲 (702?F) に よる 変動 : 0.5% 

入力 出力 回 路 は 直流 的 に 絶 紅 さ れ て いる 。 

と この 変換 器 の 構成 図 を 第 
1 図 に , 回 路 図 を 第 2 図 に 


INPUT ISOLATION 


EVE AMPLIFIER AMPLIFIER 
1 "示す 。 図 の ど と く 局 部 帰 層 
ZERO EB FB を し た 磁気 増幅 器 4 段 より 
EF な る も の で , Zener の 定 電 
第 1 図 直流 電圧 直流 圧 は 冷 接点 補償 用 で ある 。 
電流 変換 導 構 成 図 。 本文 に は 磁気 増幅 器 の 鉄 


心 , 巻数 , 特性 な どの 詳細 が 記さ きれ て お り , 6 個 月 以 
上 の 長期 に た に ち た り 前 記 仕 様 を 満足 する よう で ある 。 
[TL) 論文 の 調節 計 は 第 3 図 と た 示す よう に , 原理 的 
に は 直流 増幅 回 と , 比例 , 積分 , 微分 を 行う CR 複合 
帰還 回 路 よ りな る も の で ある 。 入力 の 10~50 mA 信 
号 は 1002 の 抵抗 た 流れ て , 測定 値 に 相当 する 電 
を 生ずる 。 設定 信号 は Zener で 得 て い る 。( 図 に は 電 
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変換 器 の 接続 図 


ZENER REGULATOR 


第 2 図 


3 STAGE AC AMPLIFIER 


0 6 Rl 1000. 
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RESET CAPACITOR 
APACI 
AMPLIFER 7. RATE CONTROL 
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9. FILTER FOR 100kC 
{0.6008 LOAD 10-50mA DC 


調節 計 構 成 図 


第 3 図 


池 で 示さ れ て いる が ) この 増幅 器 で 独特 の 点 は 第 4 較 
に 示す シリ コン ダイ オー ド の 容量 変化 を 利用 じ た , 直 


流 - 変 流 変 換 器 で ある 。 ダイ オー ド の 小 振 幅 交流 に お 
ける 静 電 容 量 は 印加 直流 逆 電 圧 に よっ て 変化 する 。 こ 
の よう な 々 イオ っ 記 
の 組 を , 策 4 図 の よ 
うに に ブリッジ の 2 
に 入れ た 容量 ブ プリッ 
ジ に 直流 を 図 の よう 
に 印加 すれ ば 一 辺 

の 容量 は 増加 し , 他 
は 減少 する の で , 100kc の 入力 は 検 電 点 の 可変 出力 と 
し て 得 ら れる 。 直流 端子 か ら 見 た 入 カ イン ピー ダン ス 
は 1,000 M2 以上 で ある 。 第 3 図 の 場合 100kc の 電 
源 は 別に 設け る こと な く , ブリ ッ ジ の 出力 を 増幅 し て 
正 帰 還 す る こと に より 自 励 振動 を させ , その 振幅 を 直 
流入 力 と よっ て 制御 する の で ある 。 この 発振 式 増幅 回 
の 周波 数 は ブリ ッ ジ の 等 価 容 量 と そう 入 さ れ た イン 
ダク タン ス (40 mH) の 直列 共振 た よっ て 決ま る 。 な お 
上 記 を 出力 増幅 回 で 増幅 し て 出力 の 10~50 mA の 制 
御 信号 を 得る の で ある が , この 増幅 器 は 100kc の 責 
幅 と 検波 を 兼ね て いる 。 帰還 回 路 用 の 整流 器 は 図示 の 
FE NSE CD 

こと の 調節 計 の 増幅 器 は すべ て トラ ンジ スタ を 用 い , 
可動 部 分 や 真空管 を 用い ず , 無 調 整 で 5 一 10 年 の 動 
作 を 期待 で きる と 称し て いる 。 (池田 藤木 久男 》 


第 4 ブリ ッ ジ 変換 器 


14.290. ゼー タ の 全貌 


届 B 商 ebial;  : 
Aspects of Zeta. [Metropolitan-Vickers Gaz., 
Vol. 30, No. 481, Aug., 1959, p. 196~207] 


Some Engineering 


( 和 剖 倫 
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高温 度 を 比較 的 長い 間 維 持 す る こと は 熱 核 融合 に と 
っ て 本 質 的 @ 必 要 で あり) ご の だ らら ) セー ググ は 一 方 向 
の 電流 パル ス を 数 ミリ 秒 流 し , プラ ズ マ を 約 百 万 度 に 
加熱 する た め に 考え られ た 。 約 108°?K を 得る た め に 
導 約 05 人 AW の 電流 を 必要 世 だ 6 原 更 は ば は 放 コンデ テリ ジ ザ 
(C=1, 600 uF) を 高圧 (最大 25kV) で 充電 し て お 
き , スイ ッ チ を 閉じ て 変圧 器 の 一 次 巻 線 に ペル ス 電 流 
(E 時 間 "1 き R26'ms) を 流 選 それ に よっ で 直径 約 
1m, 放電 路 長 約 12m の Torus の 内 部 に ガス 放電 
を 起 さ せる 。 主 回 路 は 策 1 図 と に 示す よう に , じ C の 放電 
電流 は 圧縮 空気 操作 の 機械 的 スイ ッ チ と , その 接点 を 
保護 する た め の 可 飽和 リア クト ル を 通し て 変圧 器 に 流 
れる 。 変 圧 器 は 2 組 か ら な り , その お の お の は 10cm 
幅 の 鉄板 を 内 径 1.52m, 外 径 3.04m に 巻き , それ 
を 18 枚 重 ね て トン ネル 状 に 組み 立て それ 0.65 
cm* の ゴム 絶縁 ケー ブル を 54 回 巻き , その 半分 は バ 
イア ス 巻 線 で ある 。 CC の 放電 電流 が 振動 電流 と な る の 
客 防 次 (ため 縛る の 変 慰 剛 富 次 側 喧 導 訪 ばけ ト ma ジ シン を 接 
続 し , 非 直線 抵抗 も 使用 する 。 Torns の 構造 は 第 2 
図 の よう に 約 2cm 厚 の アルミ 人 製 ペ 用 プ 状 の る の 2 
考 を 変圧 器 内 部 に て ベー クラ イト など で 互 に 絶縁 し 


第 2 図 


"て 気密 に 組み 立て て ある 。 Torns の 内 部 に さら ちら に パイ 


プ 状 の Liner system が あり 」 ぞ それ は 互 た に 40V に 
絶縁 され た 48 個 の アテ アルミ 製 リ ング を 組み 合わ せ て 構 
成 さ れ て いる 。 Torns の 内 部 空間 は 計 12,0001 あり, 
10-6mmHg に する た め 3;0001/s の 排気 能力 を 必要 と 
し , 1# 4 合 6jn4 容 の 拓 ポジ プ を 下 ウ 付け て 
ある 。 

と この ゼー タ は 1957 年 8 月 運転 開始 以来 1958 年 3 


(118 ) 


月 まで に 約 150,000 回 の 放電 を 行っ た 。 
( 租 原 , 崖 。 普 一 


15-291. 太陽 熱 を 利用 し た 熱電 子 
発生 装置 に つい て の 考察 


NaFE"Schuh  & "RT Talleént® Solar-Po- 
wered Thermoelectric Generator Design Con- 
siderations. [Elect. Engng, Vol. 78, No. 12, 
Dec., 1959, p. 1172~—1176] 


字 宙 時 代 の 到来 と と も に 重要 視 さ れ て いる も の に K, 
未来 の 宇宙 船 た に 二 次 電 力 を いか に 供給 する が か と いう こ 
と が ある 。 

そし て , それ ら の 電力 源 に 対す る 要求 と 人 @ で は , 
(1) 単位 重量 た 対す る 出力 電 放 の 大 きい ご と (2) 信 


頼 度 の 高い も の , (3) 維持 が 簡単 で 必要 最小 限 の 大 き 
き の ! の 言 ④@W 寿 谷 の 長 な もの,。 頑 が が ある 。 


と の よう な 要求 を 満た し うる も の と し て は 太陽 電池 
が 有力 視 さ れ て いる 。 太陽 電 池 は , その 源 を 字 宙 補 間 
に 豊富 た 持ち うる し , 静 的 変換 装置 で ある の で 寿命 も 
長く , 信頼 護 も 高い hw そこ で この 論文 に お いて は , 太 
陽 ェ ネル ギー を 熱電 子 発生 装置 で 変換 する 場合 の 基本 
的 考察 お よび 問題 点 を 研究 室 用 の 小形 装置 に た つい て 玉 
べ て いる 。 基本 的 考察 に つい て は 次 の よう な 点 が 考え 
られ る 。 

(1) = 太陽 ニ ネ ルギー を 集め る こと 宇宙 宰 間 に 
ポポ ける 太陽 ニ ェ エネ ルギー 密度 は あま り 高 く な い 。 だ か ら 
効率 を 上 げ る た め に は な ん ら か の 方 法 で これ を 集め な 
けれ ば ば ならない 。 と これ を 行う に は 太陽 炉 の よう に 反射 
板 や 鏡 を 使う こと で 可能 だ な る 。 た だ その 場合 , この 
よう な 集中 装置 は , 空気 中 を 運ぶ 場合 は 小さ く 折 り た 
た ん で 運び , 宇宙 空間 で 大 き な 集 中 面積 を 持つ よう な 
機構 が 必要 と な る 。 

(2) 放射 エネ ルギー を 蘭 に 変換 する と と 太陽 
熱 エ ネル ギー を 吸収 じ , 熱電 子 発 生 装置 に た 導く 場合 必 
要 と な る こと こと は , 吸収 率 の 非常 に 高い 物質 を 吸収 板 と 
し て 使用 する こと で ある 。 し か し , 一 方 吸収 板 か ら は 
赤外線 た よる 熱 放 出 が か な ら ず 存在 する か ら , 吸収 さ 
れ た 熱 の いく ら か は その 赤外線 に よっ て 失わ れる 。 そ を 
こと こ で 吸収 板 物質 と し て は 太陽 ェ エネ ルギー を 吸収 する こ 
と に は 効率 が よく , 赤外線 エネ ルギー を 放出 する に た は 
効率 の よく な い 物 質 を 使用 する こと で ある 。 

(83) 「 封 電子 発生 装置 熱電 子 発 生 装 置 は 一 種 の 
熱 機 関 で ある か ら , 供給 され た 全 ェ エネ ルギー 中 使用 さ 
れる 最大 エネ ルギー 量 は , Carnot cycle の 効率 (5。) 
に よっ て 与 を られ れる 。 また だ 方 煮 電 対 に まる て で て ご の 使 
用 エネ ルギー を 変換 する 割合 を (万) と すれ ば , 熱電 
子 発生 装置 の 全体 的 な 効率 は 次 式 で 与え そら れる 。 

Eh His 
そし て この 装置 の 有効 出力 は 次 式 で 与 そ られ る 。 


80 巻 861 号 (June 1960) 
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ズ メ し 


P=Q, Es Ei 
ここ と で , @ ヶ : 熱電 子 物 質 を 流れ る 熱量 
(4) 不要 な 熱 を 放散 する こと と れ に は 放熱 器 
が 使用 され る 。 と いう の は 空間 に お いて 熱 を 除去 する 
た だ 一 つの 方 式 は 放熱 で ある 。Carnot cycle の 効率 を 
高く する た あめ に は , 放熱 器 の 温度 を 使用 可能 な 程度 に 
低く し な けれ ば は ならない 。 こ と この よう な 放熱 回 の 設 旗 に 
は いま だ 解決 され な いい ろ い ろ な 問題 が 存在 する 。 
以上 の 4 個 の 基本 的 な 考察 を 評価 する た め に 一 つの 
モデ ル が 作ら れ た 。 そ し て こと この モデ ル で の 出力 を お よ 
そ 25W と 定め られ た 。 また 熱電 対 の 効率 が 最小 
7.72% は , 今 日 の 材料 で 達成 で きる と と が 確か め あら れ , 
Carnot cycle の 効率 の 25 9% は 向 切 で ぁ ある と され た 。 
こと の 結果 全体 の 効率 は 1.92 9 と な る 。 
(中 原 , 豊 住 隆造 ) 


15・292. 両 耳 間 の 騒音 相関 性 


1. Pollack & W. Trittipoe : Interaural Noise 
Correlations: Examination of Variables. [J. 
Acoust. Soc. Amer., Vol. 31, No. 12, Dec.,, 
1959, p. 1616~1618] 


前 の 報告 で や われ われ は 両 耳 の 騒音 相関 性 が 単 一 期 
間 , 音 軟 レ ベル , 周波 数 範囲 お よび 両 耳 平 笛 の も と に 
ぞい て 広範 囲 な 相互 相関 性 に わた り 同 一 視 で きる と い 
う 結果 を 報告 し た 。 本 文 で は 両 耳 相関 性 の 研究 を 以上 
の 変数 に よっ て さら に 詳細 に 押し 広め る よう と する も の 
る お so 

方 法 と 実験 関係 する 両 耳 相関 性 は , 三 つ の 独立 
な 色 音 発生 固 を 2 出力 に 結合 する こと に より 設定 で き 
る 。 独立 な 旋 音 療 A, 万 お よび じじ だが 結合 され て (ご + 
4) は ー つ の イヤ ホー ン に 印加 され (C+ 選 ) は いま 一 
つの イヤ ホー ン に 印加 され る 。 三 つの イヤ ホー ジ 中 に 
比較 的 高度 レベ ル な 形 (C/A) と (C+ 万 ) と を 表現 


する こと と に まっ て 一 譲 高い 相関 性 を 設定 する こと が で 
きる 。 前 の 実験 で の 態 取 者 の 仕事 は , 提供 きれ や た 路 音 
が (C4) と (CB) かち るい は C7 キキ) か か テ ま 
た は (C+ 刀 ) か は 区 別 さ れ て いな か が か っ た だ し 息 取 者 は 

音 の 現象 的 分 散 あ る い は 収れん の 項 で その 議 別 を 
現し た 。 系 統 的 に 変化 し じ しない とき 攻 音 の 局 涼 数 スペ ク 
トラ ム は 100~6,800c/s に やわ たり 一 筐 で, 散 音 突発 
期間 は , 1,000 ms で , イヤ ホー シ で の 臨 音 レベ ラッ は 
1lubar あたり 90dB で あぁ っ た = 本 研究 の 結果 は 次 
の と おぉ おり 

看 音 突発 期間 の 影響 両 英 の 遂 音 丁 較 性 の 同一 視 
で きる 高度 の レベ ル は , 」 短 期間 牙 音 突発 記 対 し て 実質 
的 に 不可 能 で ある 。10 と 32 ms の 可 可 肥 音 突発 対 
し て は , われ われ は 任意 の 状態 で 75% 以上 の 正確 き 
基 ウ 3 主 当 は が な ks 

双 音 ウレ ベル の 影 委 司 一 な 取り 扱い は 全 運 過 星 音 
レベ ル に 対 じ 割合 い 無 関係 で ある 。 詳し くい いか える 
と , 両 耳 の 双 音 相関 人 性 を 同一 視 す る 若 子 高度 な 鋭敏 き 
は 極端 に 低い か , ある い は 高い レベ ル 紀 対す る まり も 
心 持 よ い 聴 取 レ ベル (6585 dB) 儲 域 中 の 用 音 レベ ル 
に 対し て 得 ち れる 。 

双 音 の 周波 数 幅 の 影 細 周波 数 の 高 域 と 修 葉 と に 
横 切 ち れ た 部 分 は , 両 耳 相関 性 を 同一 を 取り 扱う 周波 
数 範囲 の 相当 重要 な こと こと を 示し て いる 。 視 互 年 関 倫 基 
零 の と き の 横 切り 周波 数 は 約 850c/s で , 0.5 の と き 
は 1,700 c/s で お る 。 また 横切り 局 波 数 は 弁別 レシ ベル 
と と も を に 多少 変化 する 傾向 示 あ る 。 

両 耳 の 双 音 レベ ル 不 平八 の 影 結 ニニ つの 両 耳 の 名 
音 相 関 性 の 正確 な 局 一 視 で きる 平均 レベ ル が , | 両 耳 差 
の 増 天 する だ っ れ て 先鋭 底 降 下す る 。 

砂 音 レベ ル と 突発 期 敵 と の 相互 関係 音響 レベ ル 
と 期間 と の 相互 作用 は 両 耳 の 怒 音 同 一 視 を 保証 する 。 

(北村 , 小畑 雑 郎 ) 


特許 


61. 内 燃 機 関 点 火 装置 


特許 251456 (特色 昭 33-10506) 

発明 者 三木 隆雄 

特許 権 者 三菱 電機 

内 欠 和 機関 の 点火 に 際 し , 高周波 電圧 で 初期 放電 を 開 
冶 さ きせ, 次 いで コン デン サ に 著 積 され た 直流 電圧 放電 
よっ て 主 点 火 エ ネル ギー を 供給 する 方 式 の 従来 の も 
の は , 高周波 回 路 と 直流 主 放 電 回 路 が 高周波 変成 疾 を 
介し て 結合 し て お り , この 結合 の 疎 密 に より , 初期 放 
電 の 微弱 ある い は コン デン サ の 放電 電流 の ピー ク 値 の 
低下 な ど で 安 定 し た 点火 が 得 ら れ な い 。 こ の 発明 は そ を 


昭和 35" 年 6 月 (J.ILE.E:J.) 


紹 ぶ き 多 


の 欠点 を 除去 する た あめ, 第 1 図 に 示す よう 記 直 流 電 源 
5 で 充電 され る 主 放電 用 コン デン サ 7 の 玉 電 電圧 を 印 
加 す る 主 電 極 8 と , その 主 電極 に 接近 し て 設け た 上 記 
直流 電源 と 独立 し た 交 
流 電源 で 付 勢 され る 宰 
助 電 極 9 と, 上 記 両 電 
極 と ギャ ッ プ を 介し て 
対向 する 接地 電極 10 
と を 設け , 補助 電極 と 
接地 電極 間 に 初 期 放 電 を 起き を せ 主 電極 付近 を 電 喜 し , 
コン デン サ の 著 積 電荷 を 主 電極 を 通じ て 放電 さそ, 点 
火 を 確実 た 行わ せる よう に し た も の で , 直流 回 路 に イ 
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(時 9 ) 


816 特 許 


紹 光 人 


ンダ クタ ンス を 含ま な いか ら コ ン デ ン サ の 著 積 エネ ル 
ギー を 有効 に 利用 で き , し か も 両 電源 は 独立 し て いる 
の で , 電圧 値 の 選定 に は な ん ら の 拘束 を 受け る こと も 
な さく 最適 の 値 に する こと が で きる 。 


62. 電気 車 用 変圧 器 


特許 253666 ( 特 公 昭 34-1015) 

発明 者 Heinz Richter 

特許 権 者 Siemens Schuckertwerke 

大 きい 調整 範囲 を 持つ 変圧 器 で は , それ に 必要 な だ 
け の タッ プ を 多数 設け る こと は 巻 線 技術 上 好ま し く な 
いし また 高価 と も な る が , 移動 コイ ル と 付加 コイ ル と 
を 適当 な 方 法 で 調整 変圧 器 の タッ プ に 接続 し て 用 いる 
交 や りー タタ 数 を が が な 05 な くす お る e が で きる 
そし て 電気 車 で は , 最低 電圧 範囲 で 細か い 段 階 と する 
こと こと は 起動 電圧 に 到達 する まで に タッ プ 切 り 換 を を 数 
多く 行う こと と な り , タッ プ や 可動 接点 を 損傷 する 。 
また 起動 電圧 範囲 で は 加速 た よる 衝撃 を 少な くす る た 
め あめ, 段階 が 細か いこ と が 必要 で ある 。 

と の 発明 は 上 記 の よう な 点 を 考慮 し て 電気 車 の 特性 
に 適する よう に し た も の で , 
第 2 図 に 示す よう に , 調整 巻 
線 部 分 1 た に 設け た タッ プ 2 間 
の 段 階 が あら い 眉 階 か ら 始 ま 
り , 起動 電圧 の 方 向 に この 段 
階 (200~203) が 閣 次 細か く 
され , 起動 電圧 値 か ら 最 終電 
圧 値 た 和 友 る まで の 段 階 (203 
208) が 再び 蘭 次 あら く な る よ 
うに し , 選 か も 調整 巻 線 由 部 
分 に 付属 する 移動 コイ ル 8, 
80 と , 主 巻 線 3 部 分 と に 付属 
する 付加 コイ ル 9, 90 の 追加 
電圧 が 調整 巻 線 部 分 の タッ プ 


第 2 図 


電圧 に 対応 し て 形成 され , か つ 移 動 コ イル , 付 加 コ イル 
の 可動 接点 82, 92 が , タッ プ 選 択 器 の 可動 接点 12, 
15 と と も に 切り 換え を られ る よう に し た 単 巻 変圧 器 構 造 
の , 調整 巻 線 部 分 と 主 巻 線 部 分 と か ら な る 電気 車 用 変 
圧 器 で ある 。 


63. パル ス 制 御 に よる 負荷 
電流 制御 装置 


特許 252712 ( 特 公 昭 34-1221) 

発明 者 ~ Walter B. Guggi 

特許 権 者 Wa 

こと この 発明 は 負荷 回 路 に そう 入 し た 変 左 器 の 二 次 側 た 
開閉 作用 を 行う トラ ンジ スタ を 接続 し , 負荷 電流 に 応 
じ て そ の 継続 時 間 を 変化 する パル ス 発 生 装 置 に と より, 
と この トラ ンジ スタ の 開閉 を 制御 する よう に し た も の で 
ある 。 第 3 図 で トラ シメ ジス タ 11 は ほぼ 三角 波形 の 電 


(120 ) 


源 14 に より 制御 され , トラ ンジ スタ 9 に は 信号 電圧 源 
107 た に より 制御 され る 。 し た が っ て 電源 14 の 電圧 が 
増加 し 11 の コレ クタ 電流 が 増加 し つつ ある 場合 を 考 
た る &; 泊 の レク 電流 が 電源 104 た に まり 定 き ず る 9 
の 必 電 率 に よる 電流 制限 値 に 達し な い 前 は 9 の 端子 電 
圧 は 零 で あぁ あり, 電流 制限 値 に 達し た 後 は 9 の 端子 電圧 
は ほとん ど 電 源 12 の 
傘 電 , 席 4 値 i 大 る A 王 だ 
が っ て , 信号 電圧 源 
107 に より 定め あら れる 
9 の 電流 制限 値 は 9 の 
端子 に 電圧 が 現われ る 
時 期 を 決定 し , 端子 に 
現われ る パル ス の 継続 
時 間 を 決定 する 。 こ の 
パル ス は 増幅 器 115 を 
介し て 開閉 トラ ンジ ス 筑 3 図 

タ 67 の ベ ペ ベース, エミ ッ タ 間 に 与 えら れる 。 な お 117, 
119, .121 は 67 の カッ ト オ フ 用 バイ アス 回 路 で ある 。 
増幅 器 115 は 全 段 が 直接 結合 で ある か ら パル ス 移送 
の 時 間 遅 れ は 最小 で あり 非常 に 簡単 な 構成 で ある 。 こ 
の 発明 は パル ス 制 御 と し て の 利点 を 持つ ほか に 全体 が 
完全 に 静止 的 で あり , 寿命 も 非常 に 長い 特徴 を も っ て 
いる 。 


64. 多 端 子 電力 系 統 の 搬送 
保護 継 電 方 式 


特許 252763 ( 特 公 昭 34-1473) 

発明 者 間 消 替 二 

特許 権 者 三菱 電機 

並行 多 端 子 系 統 の 保護 方 式 と し て 従来 か ちら 主として 
平衡 継 電 方 式 が 用 いら れ て きた が , 端子 数 の 増大 と と 
も に 直列 引き は ず し の 眉 階 も 増加 し , 砂 障 除去 に 相当 
時 間 を 要 し た 。 その 欠点 を 改良 する も の と し て 搬送 継 
電 方 式 を 採用 し て きた が , 系 統 切 り 換 えた に よる 不平 衝 
並行 多 端 子 運 転 と な る 場合 に , 系 統 切 り 換 えき の つど 制 
御 回 路 の 切り 換え を , ある い は 整定 変更 を いち いち 行う 
必要 が あり , また 系 統 の 異 相 地 絡 な どの 複雑 な 故障 発 
生 時 に は 各 端 子 で 異な っ た 回 線 を 選択 する こと が あ 
り , 両 回 線 と も に し ゃ 了 断 し , 全 系 統 を つぶ し て し まう 
欠点 が ある 。 

この 発明 は 策 4 図 と に 示さ れる よう に , 多 端 子 電 力 系 
統 各 端子 に お ける 各 端 局 装 置 10, 20 な ど を 送信 機 4 
と 受信 機 A で 環状 に 連 継 し て 環状 通信 路 を 構成 さ 
せ , 系 統 故 障 時 第 1 の 回 線 1z を 選択 し た 端 局 装置 で 
は , 基準 周波 数 fo に 対し を 加え , 第 2 の 回 線 2z 
を 選択 し た 端 局 装 置 で は 方 を さ し 引 くく よう に させ 
て いる 。 その た め 環 状 通 信 路 を 一 周 し て きた 撮 送 波 は 
其 准 周波 数 7。 に 対し (7o 寺 世 ー ジ / カ の) と な り , 系 


統 内 端 局 装 置 で 策 1 回 線 1z を 選択 し た も の が 多 け 
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れ ば 3 プー ジブ ガ >0 と な り , 策 2 回 線 2z を 選択 し 
4 1 
た も の が 多けれ ば D 廊 一 双方 <0 と な っ て , 系 統 全 
sj 


z 
体 と し て いずれ の 回 線 を 選択 し た 端子 が より 多い か に 
よっ て 。 一 方 の 回 線 だ け を 全 端 一 童 し ゃ 断 さ せる よう 
に する こと が で きる 。 こ の 方 式 に よれ ば , 系 統 全 体 の 
各 端 局 装 置 の 動作 状態 を 充分 に 監 想 し た の ち し ゃ 断 す 
る こと が で き て 有効 で ある 。 


65. 固体 絶縁 物 の 製造 方 法 


特許 256240 ( 特 公 昭 34-3683) 
発明 者 土田 - 元 
特許 権 者 富士 電機 


固体 絶縁 物 は 電気 的 絶 緩 と 同時 た 機械 的 な 力 の 伝達 
使用 され る こと こと も 多い 。 た と を ば 開閉 器 の 操作 ロッ 
ド で ある が, 従来 は 紙 を 基 材 と し これ に 右 炭酸 樹脂 を 
含浸 えせ て 作っ て いた 。 しかし, た と えば 紙 を 巻 回 し 
と れ に 石 談 酸 樹脂 を 含浸 硬化 させ た パイ プ 状 絶縁 物 
例 を と れ ば , その 抗 張力 は 高々 10 kg/mm? 程度 で あ 
り , この 程度 の 抗 張力 で ロッ ド を 作れ ば 径 は 相当 大 き 
く な り , 機器 全体 を 大 形 に 設計 し な けれ ば な ら な か っ 
た 。 

と の 発明 は 上 記 の 欠点 を 改良 し , 抗 張力 の 大 きい 絶 
縁 物 を 簡単 に 作る の が 目的 で ある 。 すなわち , 配列 の 
所 々 に 太い 共 を まぜ た 縦 系 と , 大 さ の そろ っ た 横 系 と 
で 布 を 織り , この 布 を 積層 する に あたっ て , 1 枚 の 布 
の 太い 縦糸 の 横 た に 次 の 布 の 太い 縦 共 が 平行 た 並ぶ よう 
に し , これ ら の 全体 た 接着 剤 を 含浸 し 一 体 た と 硬化 させ 
て 作る の で ある 。 この よう に し じ て 作っ た 絶縁 物 を 横 和 
の 方 向 に 引張 り 力 が 働く よう に 使用 すれ ば , 布 の 各層 
の 太い 縦糸 と 太い 縦 比 と が 触 接 し , きわ め て 抗 張 力 が 


ES 
次 た に この 発明 の 実例 を 示せ ば , 
裕 来 義 が 本 析 80 ぞ を 9 本 /in 
” 300 を 3 
横 和 ク 4 0 A 


か ら な る 大 を 前 記 の よう に 重ね て 巻 回 し , この 巻 回 操 
作 中 に ポリ エス テル 樹脂 を 含浸 えせ, 巻き 上 げ 後 成形 
熱 軸 理 し て 硬化 させ た も の は 抗 張 力 40 キ 2 kg/mm* で 


上 要 親 #35 年 ) 6 表 0⑨.IME.E9 殺 .) 


ある の に 対し , 太 糸 を 混ぜ ず 同 量 の ガラ ス お よび ポリ 
エス テル か ら な る 積層 心 で は 25~30kg/mm? で あっ 
た 。 


66. 共振 継電器 


特許 256191 ( 特 公 昭 34-4588) 

発明 者 Walter Rauch 

特許 権 者 Siemens & Halske 

この 発明 は 励磁 され た 振動 刻 が 一 定 の 周波 数 を 同調 
し て 接続 動作 を する 共振 継電器 に 関す る も の で , 第 5 
図 と た 示す よう に , 接点 は ば ね 2 に 設け た 可動 接点 2& と 
それ に 対応 する 固定 接点 3 と , 接点 は ね 2 を 駆動 する 
一 定 の 共振 周波 数 を 持つ 振動 庁 ]1 と を それ ぞ れ 別個 
構成 し , 振動 刻 1 に 電流 を 流さ きず 、 か つ 振 動 刻 1 の 活 
動 を その 振動 刻 の 固有 振動 数 よ 
り る も 高い 固有 振動 数 を 持つ 中 介 
体 と し て 働く 接点 ば ね 2 を 介し 
て 接点 2 の, 3 を 開閉 させ る よ 
うに し た こと を 特徴 と する も の 
で ある 。 

従来 の 共振 継電器 は 振動 片 1 
の 上 に 直接 接点 を 設け て いた の 
で , 振動 語 の 構造 が 複 維 に な る 
ば か り で な く , その 接点 部 に 生 
じ た 熱 た より 振動 刻 の 機械 的 ひずみ を 生じ , 同調 周波 
数 を 変化 させ る よう な 欠 点 が あっ た が , と この 発明 は 直 
接 振動 刻 ] で 接点 を 開閉 を ず , 中 介 体 を 介し て 行う た 
めそ の よう な 欠点 が 改良 され た 。 


67. 継電器 式 可変 イン パル ス セ ンダ 


特許 255959 ( 特 公 昭 34-5615) 

発明 者 下 隊 

特許 権 者 沖 電 気 工業 

と の 発明 の 継電器 式 可 変 イ シン ペ ルス セン ダ を 図面 に 
きまり 説明 語 議 る と 衝 6 較 0@ で 示 3 
電 け は ん だ お を 閉じ れ ば 4 継電器 は gz 木 動 作 接 点 を 
経て , また 双 継 電器 は a 不動 作 接点 と 接点 を 経 
て , それ ぞ れ 同時 た 励磁 され る が , 4A 継電器 に は バリ 
コン じ C に 充電 電流 が 流れ る た あめ 直 ち に 動作 せ ず , そ を 
の 動作 に は な 』 時 間 を 必要 と する @ し た が っ て まず 選 
継電器 が @ 時 間 後 動作 し て , その 接点 Zs に よっ て 
自己 保持 され る 。 次 に A 継電器 が 動作 し , g22 動作 接 
点 , 2 動作 接点 た よっ て 万 継電器 は 短絡 され ぁ 時 間 
後 復 由 する が , 4 継電器 も また a2 動作 接点 に よっ て 
回 路 が 開放 され za 時 間 後 復旧 する 。 し か し 万 継 電 * 
の 復旧 後 , し ば らく し て か ら 復 旧 す る ぞ よ うそ の 時 間 を 
ペ 所 塵 Ci に よら で 調 率 る 04 き 電 尋 @ の ) 竹 押 筑 は 
以上 の 動作 を ぐり 返し て 連続 ペル を 発生 す オ る の で 
ある が , その パル ス は 万 継電器 の 接点 に よう っ て 
RERBRRCERARN 間 I 区,/ き の 速度 ea 給 は 
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バリ コン C お よび 継 電 回 に 並列 に 接続 され た 可変 抵 


抗 R に よっ て 加減 で きる 。, す な わ ち , パル ス 時 間 を 
制御 する 4 継電器 は バリ コン じ C に よっ て その 時 間 が 
制御 され ,、 また パル ス 時 間 中 の 比 は 刀 継電器 に よっ 
て 制御 する が , 可変 抵抗 RR に よっ て その 時 間 が 制御 
され る 。 こ の 発明 た に よれ ば , 従来 の 継電器 式 可 変 イ ン 
パル ス セ ンダ に くら べ て , わずか 2 個 の 最小 継電器 数 
に よっ て そ を の 速度 お よび 比 が 独立 に 可変 で きる パル ス 
を 得 ら れる か ら 、 価 格 が 低 康 に な り そ の う * ぇ 取り 扱い 
と 調整 が 容易 に で きる 効果 が ある 。 


68. 自動 周波 数 制御 方 式 


特許 256871 ( 特 公 , 昭 .34-5911) 

発明 者 渡部 優 , 御 法 川 秀夫 

特許 権 者 三菱 電機 

と の 発明 は パル ス 変 調 波 の よう な 広帯域 信号 を 扱う 
送受 装置 の 自動 周波 数 制御 装置 に 関す る も の で あぁ る 。 
第 7 図 で 入 来 信号 と 局部 発振 器 3 の 出力 は ミキ サ 5 で 
混合 され , 中 間 周 波数 は 自動 周波 数 制御 装置 7 に は い 
る 。 自動 周波 数 制御 装置 は 周波 数 弁別 器 と 局部 発振 器 
制御 回 路 10 と か ら な る の で ある が , とこ の 発明 で は 中 
間 周 波数 信号 の 帯域 が 200Me と いっ ぅ っ た 広帯域 の も の 
を 扱う た め に , 弁別 回 
を 中 間 周 波数 fo より 
上 下 等 間隔 に 離れ た 2 
に まう 
れ ぞ れ 最 高利 得 を 持つ 
2 個 の 増幅 器 14, 15 
を 終 続 接続 し た 増幅 装 
置 , お よび 1 と 2 の 信号 だ け を 検波 する 選択 性 検 
波 器 16, 17 で 構成 し て いる 。 その た めこ の 発明 に よ 
れ ば , それ ほど 広帯域 特性 を 必要 と し な い 増 幅 器 で き 
わ め て 広帯域 信号 の 周波 数 弁別 を 有効 に 行う こと が で 
溢 , また 弁別 器 中 に 利得 特性 の ずれ た 2 個 の 増幅 器 を 
並列 に 接続 し て 使用 し た 従来 の も ゃ も の に くら べべ, 増幅器 
の 増幅 度 の 変化 に よる 制御 中 心 周波 数 の 変動 を 完全 に 
論 去 で きる 利点 が ある 。 


69. 空気 し ゃ 断 器 


特許 257476 ( 特 公 昭 34-6023) 

発明 者 安藤 卓郎 

特許 権 者 日 立 製 作 所 

こと の 発明 は , 空気 し ゃ 断 器 で 給 気 側 あ る い は 排気 側 
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の 空気 運 路 に 絞り 弁 を 設け , それ ら 弁 を 電流 し ゃ 断 時 
は 開 の 方 向 に 動作 し , 電流 し ゃ 断 と 同時 に 絞り 方 向 に 
動作 する よう に し , か つ し ゃ 了 断 す べき 電流 の 大 き さ に 
より 通気 量 を 自動 調整 する よう に し た こと を 特徴 と す 
る も の で , すなわち , 第 8 図 (d) で し ゃ 断 室 1 の 排気 
側 に 排気 孔 8 を 備 を た 導電 人 筒 7 を 設け , その 人 徐 内 に は 
排気 孔 12 を 備え を た 簡 状 絞り 弁 11 を 回 転 軸 13 と と 
も に 可 回 転 的 に は め あ わせ , また 人 簡 外 に は 固定 鉄心 
17 を 設け , その 鉄心 と 共 動 する 可動 鉄心 18 を レバ ー 
を 介し て 上 記 回 転 軸 に 連結 し た も の で ある 。 


oj) 1 
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し た が っ て 短絡 電流 し ゃ 断 の 場合 に は その 電流 が 導 
電 筒 た 流れ , 固定 鉄心 は 可動 鉄心 を 吸引 する か ら 商 状 
絞り 弁 は レバ パ バー を 介し て 回 転 し , 攻 電 人 簡素 よび 絞り 弁 
に 究 設 し た 各 排 気孔 が 正 対 し 【〔(b) 図 参 照 ]〕 充分 な 通 
気 を 許し , 大 量 の 吹き 付け 空気 流量 で アー ク を 吹き 消 
し , し ゃ 断 を 完了 する 。 し しゃ断 と 同時 に 固定 鉄心 は 磁 
束 を 消失 し , 可動 鉄心 は レバ パ バー に 設け られ た 人 復帰 ば ね 
に よっ て 開 離 方 向 に 回 転 き され , し た が っ て 綾 り 弁 は 復 
元 し て 排気 孔 12 と 8 と の 開通 を 閉 そ くし 【〔(c) 図 参 
居 ] し ゃ 断 室 の 空気 圧力 を 上 昇 さ きせ, 電極 間 の 絶縁 面 
力 を 高め て 再 点 弧 の 発生 を 有効 に 防止 する 。 また と た 小 電 
流し ゃ 断 の 場合 に は 固定 鉄心 の 磁束 は 短絡 電流 の 場合 
に くら べべ 少な く , し た が っ て 絞り の 回 転 も 小さ さく, 
排気 礼 12 と 8 と は 正 対 せ ず 排気 通路 を 狭 る て いる の 
で , し ゃ 断 室内 に 送 入 され た 空気 の 排出 が 制限 さき され, 
室内 の 圧力 を 高め て 有効 に と しゃ断 が 完成 され る 。 

以上 は 絞り 弁 を 排気 側 通 路 に 設け た 場合 に つい て の 
概要 で ある が , これ を 給 気 側 通路 に 設け る こと に よっ 
て , しゃ断 電流 の 大 小 に 応じ , し ゃ 断 室 内 へ の 送 気 量 を 
自動 的 に 調整 する こと が で き , 空気 し ゃ 断 器 の し ゃ 了 断 
性 能 を 経済 的 に か つ 合 理 的 に 改善 する こと が で きる 。 


70. 回 路 し ゃ 断 問 


特許 256991 ( 特 公 昭 34-6330) 
発明 者 Jerome Sandin 
特許 権 者 WwW. H. 
この 発明 は 回 路 し ゃ 了 断 器 に 直列 た トラ ンジ スタ を 接 
続 し , この トラ ンジ スタ の ベー スー エミ ッ タ 間 に 予 定 
の バイ アス 電圧 を 印加 する こと に より , 回 路 し ゃ 断 回 
を 通る 電流 を し ゃ 了 断 器 の し ゃ 断 容量 に 制限 する も の で 
ある 。 第 9 図 (a) に その 一 例 を 示す 。(b) 図示 す よ 
うに トラ ンジ スタ は ベー ス 電 流 潤 の 値 た 応じ で ヨレ 
クタ 電流 を 予定 の 値 に 制限 する 特性 を 持っ て いる か 
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ら , 主 回 路 に 短絡 が 生じ て も , 短絡 電流 が し ゃ 断 容量 
以下 と な る よう に 7』 の 値 を 適当 に 選ん で 誠 全 に 回 路 
し ゃ 断 を する で ご と が で きる 。 


敗 . 拡声 器用 場 磁 石 の 組立 方 法 


特許 258441 ( 特 公 " 昭 34-6452) 
発明 者 居 川 守 , 小林 次 雄 , 木村 人 敏郎 
特許 権 者 東京 芝浦 電気 
拡声 器用 場 磁石 の 組立 方 法 と し て , 従来 は 第 10 図 
の よう に 磁極 片 3 と ガイ ドリ ング 4 を 継 鉄 ]1 の 外側 か 
5 適用 や セ た ゲー ジ 5 に よっ て 規定 位置 に た 配置 し , 磁石 
2 を 圧入 し て 組み 立て る の で ある か ら , 磁極 片 は 継 鉄 
の 円 孔 の 中 で ,、 継 鉄 の 円 孔 と ゲー ジ の 外側 と の 間 の 和裕 
度 お よび ゲー ジ の 内 側 と 磁極 片 と の 間 の 裕 度 の 両 裕 度 
の 和 だ け 人 編 心 する こと が 多かっ た 。 
と の 発明 は , その 欠点 を 除い た 組立 方 法 た 関す る も 
の で あっ て ,、 磁石 を 中 心 位 置 に と に ゆる くそ う 入 し た の ち ぢ ち 
tb 図 SA GR 
イド リン グ を 周囲 方 向 か ら 


圧縮 も て , その 軸 長 を 同 図 万 に 示す よう に 伸長 させ 
て , ガイ ドリ ング , 磁極 片 玉 よ び 磁 右 を 継 鉄 内 の 規定 
位置 に 緊 締 圧着 する こと を 特長 と する も の で ある 。 し 
た が っ て , この 方 法 に よれ ば , 各部 品 の 軸 方 向 の 長 さ 
を それ ほど 精確 に と らち な く て も , 拡声 器 の 性 能 を そこ 
な うこ と なさ 細 | 路 で る さと が で きる 


72. 極 超短波 位相 調整 装置 


特許 258757 ( 特 公 照 34-6465) 

発明 者 川橋 錠 

特許 権 者 日 本 電気 

従来 か ら 広 く 使用 され て いる 誘電 体 板 位相 調整 は 
長き さ が 長 く な り , 構造 が 複雑 な た め 簡 単に 位相 調整 を 
行 を な い 欠 点 が あっ た 。 

と の 発明 は 策 11 図 に 示す よう に , 必 波 管 に ビス 1 
な どの ほぼ ほぼ 同じ 値 ' で で か つ 同 じ 符 号 を 持つ リア クタ ンス 
素子 を 設け 。 その 間隔 な を リア クタ ンス 素子 が 並列 
容量 性 また は 直列 誘導 性 の 場合 に は 約 0.18 波長 に , 
また , 並列 誘導 性 また は 直列 容量 性 の 場合 に は 約 0.32 
波長 に 選ん だ も の で ある 。 この よう に 間隔 を 選ぶ と と 


第 12 図 


に よっ て 設置 場所 いか ん に か か わら ず 最 大 位相 量 は ほ 
ぼぼ 一 定 で , か つ ライ ン ピ ー ダ ンス 整合 を 乱す こと の な い 
位相 調整 装置 を 得る こと が で きる 。 な お , 第 12 図 に 
示す よう に 従来 か ら 用 いら れ て いる 誘電 体 板 に , この 
発明 を 付加 する と こと に よっ て , 全体 の 長 さ を 短縮 する 
REESE 
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@ 昭和 35 年 度 重 電機 輸出 目標 決ま る 


通産 省 で は 先般 重機 械 輸出 会 議 重 電気 機械 部 会 を 開 
さき , 昭和 35 年 度 輸出 目標 た つい て 検討 し た 。 その 結 
果 , 輸出 総額 は 前 年 度 実 病 (一 部 推定 ) を 82 % 上 回 る 
6,855 万 ドル , 通関 5,428 万 ドル ( 対 前 年 度 比 51% 
増 ) と 決定 し た 。 その 内 訳 は 下 表 の と お り で , 発電 
ラン ト が 4,535 万 ドル (前 年 比 152% 増 ) と 大 半 を 
生 あめ 。 民生 機器 1,084 万 ドル , 電気 計測 品 210: 万 ド 
ル 。 その 他 の 電気 機器 1,026 万 ドル どど なぞ で いる 。 


起 衝 35 年 6 月 EE J.) 


な 天 仕 向 地 別 輸出 目標 額 は ベト ナム が 703.7 万 ドル 
で も っ と も 大 きい が , この うち 大 半 の 647 万 ドル 賠 
穫 額 凌い る 0 GA EE EEF 
ドル (賠償 額 270 万 ドル ), ビル マ 312.8 万 ドル ( 同 
290:8 万 ドル ) で , 賠償 分 を 除く と アメ リカ が 300 万 
ドル で 第 1 位 を 占 あ る て いる 。 こと この ほか イラ ン 112.5 万 
RK 玉 下 慎 4915 7 ポル ルレ, セイ ロン LT 85 ド タレ, 
EE CU RD RL 4 PTEV VER- 
MINT TF FOV RAHN I NT ET B44 28 VE っ 
NS 


(時 23) 


820 3 ュ 


(単位 : 千 ド ル ) 


月 34 年 4 邊 一 35 4 
実 績 推 定 実 緒 (一 部 推定 〉 て A う 
契 約 通 関 契 約 通 関 契 - 約 通関 契 約 通 関 
水 カ 4, 664 4, 411 1, 500 1, 500 6, 164 5, 911 12, 425 9, 267 
発 | 火 カ 3, 925 1, 067 1, 300 、 350 5, 225 1,417 5, 992 2, 260 
イレ 579 1, 191 200 400 779 1, 591 2, 518 1, 576 
電 送 変 電設 備 そ の 他 3, 469 4, 755 1, 150 1, 500 4, 619 6, 255 6, 296 6, 479 
5 - 
小 許 12, 637 11, 424 4, 150 3, 750 16, 787 15, 174 27, 231 19, 582 
ラ 
水 幅 855 855 0 855 855 1, 150 3 
正人 368 368 0 368 368 3, 500 に 
鉄 塔 0 0 0 0 0 3, 145 = 
合 計 13, 860 12, 647 4, 150 3, 750 18, 010 16, 397 35, 026 27, 377 
民 EN 風 機 3, 510 3, 510 1, 120 1, 120 4, 630 4, 630 4, 250 4, 250 
上 る の 字 4, 002 4, 002 1, 300 1, 300 5, 302 5, 302 2,822 2, 822 
機 
和光 評 7, 512 7, 512 2, 420 2, 420 9, 932 9, 932 7,072 7,072 
電 気 へ 計 調 回 1, 200 1, 200 400 400 1, 600 1, 600 2, 100 2, 100 
その 他 の 電気 機器 6, 084 6, 084 2, 000 2, 000 8, 084 8, 084 7, 802 7, 802 
総 計 28, 656 27, 443 8, 970 8, 570 37, 626 | 36, 013 | 52, 000 36, 556 


35 35 年 度 * = 
> B/A C% B/C (9 A/C To% 
標 下期 目標 輸出 目標 (CB う /A C%) /C <%) /€ で %) 
角 約 記 細 関 | 契約 | 通関 | 家 移 | 通関 "| 胃 約 | 通関 | 角 " 約 | 通関 | 下 約 | 通関 
6, 800 2, 700 6, 880 2, 750 13, 680 5, 450 222 92 110 59 50 64 
2, 300 1, 370 2, 350 1, 300 4, 650 2, 670 89 188 78 118 87 63 
700 200 720 200 1, 420 400 182 25 56 25 31 101 
7, 000 5, 500 6, 950 5, 410 13, 950 10, 910 302 174 222 168 73 97 
16, 800 9,770 16, 900 9, 660 33, 700 19, 430 201 128 124 | 99 62 77 
0 0 3, 000 3, 000 3,000 3,000 350 350 261 — 74 re 
0 0 5, 200 5, 200 5, 200 5, 200 1, 413 1, 413 148 — 1 - 
3, 450 3, 450 3, 450 3, 450 = == 109 109 — ーー 
16, 800 9, 770 28, 550 21, 310 45, 350 31, 080 252 190 129 EN 4 5 60 
2, 480 2, 480 , 5002 2, 500 4, 980 4, 908 108 108 tn 117 109 109 
2, 900 2, 909 2, 960 2, 960 5, 860 5, 886 111 EF 208 208 188 18 
5, 400 5, 400 5, 440 . 5,440 10, 840 10, 840 109 109 | 153 153 140 140 
1, 000 1, 000 1, 100 1, 100 2,100 2, 100 131 131 100 190 76 76 
5, 100 5, 100 5, 160 5, 160 10, 260 10, 260 127 127 132 132 104 104 
28, 300 21, 270 40, 250 33, 010 68, 550 54, 280 182 151 ” 148 72 99 


の @ の わが 国 最 初 の マイ クロ ビー コン 局 


霧中 な どの 悪 視 界 の 中 で も 簡単 に た, か つ 和 灯台 の 光 を 
見 る よう に 容易 た 航行 の 助け と な る 電波 灯台 , それ が 
今度 岩手 県 の 綾里 埼 と 海上 保安 庁 た に より 建設 され た マ 
イク ロ 流 回 転 標識 で あぁ る 。 小形 船 舶 で も 容易 に 入手 で 
きる 3 万 円 程度 の トラ ンジ スタ 受信 機 の 使用 た より , 
どの ビー ゴン シン 局 を 注 向 探知 する とこ と も で きれ ば , きま た 
彰 亡 信 央 ' 害 きい な た 後 ! ピッピ” と いう 数 を 数 舌 で 毅 
と ビー コン 局 を 結線 の 方 位 角 も 知る こと も で きる ,。 
っ まり 3 万 円 の 方 向 探 知 機 兼 回 転 ビ ー コ ン 受 信 機 と い 
うり あお る 6 

送信 機 は 宏 立 電波 製 で , 送信 周波 数 は 19,310 Mc, 
高速 回 転 ビ ー ム 用 と 低速 回 転 ビ ー ム 用 の 2 種類 で 1 組 
と な っ で いる 。 ビー ム 幅 は それ ぜ せれ 20% と 2°"6 で あ 
る 。 高 速 回 転 ビ ー ム (150 rpm) と 低速 回 転 ビ ー ム (5/6 
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rpm)。 が 聞 才 を 損 で 一 致 じ て いき さき 86Rcfs る で 
"ttre Tb 信 上 放出 滞る = 
ム が 857c/s の くり 返る え し ペル ス を 出し な が ら 4 回 
150 rpm で 回 転 す る か ら , 電波 は ビー ム で ある が どの 
方 向 の 受信 機 に も 聞え る わけ で ある 。 それ に 引き 続き 
“ey ONS 剖 は る 600 官 必 本 S0 , 了 ろ る 目 ご と で まき 
Ren TO と 000 Wy の 容 
が 聞え を る 。 低速 回 転 の 1,000c/s" の 音 を 聞く ぐま で の 数 
の 2 倍 が 船 の 方 位 と な る 仕組 た な っ て いる 。 受信 機 に 
は ビー ム 幅 15° の 電磁 ホン が つい て いる の で 上 記 
の 受信 の ほか 方 向 探 知 も で きる わけ で ある 。 また 仁 属 
の 減衰 器 と に より だ いた い の 和 距離 も 知る こと が で きる 。 
の 装置 は , 既設 の 灯台 と と も に 日 本 電気 製 12,000 
Mc の 1 個所 多 射 板 を 使っ た マイ クロ 回 線 に より , 約 
12km 先 の 大 船渡 か ら 完 全 に 遠隔 操作 され る 。 
有効 距離 は 約 40 マイ ル で ある が , これ は も ちろ ん 


80 巻 861 号 (June 1960) 


局 の 高 さ に よる 見 通し 距離 で ある 


の 直視 形 蓄積 管 完成 


日 電 , 東芝 で は 直径 133 mm (5 インチ) の 二 写 電 
位 記 録 式 直視 形 蓄積 筐 (決定 的 瞬間 を 長く と ど め て 見 


照射 電子 銃 
( 読 公 電子 鉱 ) 


記録 電子 鉱 
コリ メー タ "黒鉛 虹 
電 禄 


BS, 


ター ゲッ ト 
( 凍 栓 人 グ タ メッ ショ 


断 面 図 


昭和 35 年 6 月 (J.I.E.E. J.) 


る でき オオ シロ プラ ウン 筐 と も る もい うべ ペ きも る 
の ) を 完成 し た 。 こ の 管 は 記録 電子 銃 (従来 の イシ ロ 
管 と 同様 の 構造 と 機能 ), 照射 電子 銃 (読取 電子 鉱 と 
SG 
積 メ ッシュ) お よび けい 光 面 な どの 電極 系 少 含 ん で い 
て , けい 光 面 の すぐ 背後 に と ちる ター ゲッ ト の 誘電 体 著 
積 膜 表面 に 記録 電子 銃 か ら の 電子 信号 ピー ム を あて る 
こと に よっ て , 電荷 の 形 で 信号 波形 が 著 積 され る 。 著 
積 膜 表面 の 記録 ビー ム の あたっ た 部 分 か ら は 二 次 電 子 
を 放出 する の で , その 部 分 た 正 の 電荷 像 を 生ずる 。 照 
射 電子 銃 は , ちょ うど 点 光 源 か 出る 光 の よう に 発散 
する 電子 ビーム で , スク リー ン 全 面 を 妥 射 する が , 著 
積 膜 は 上 記 の 電荷 像 の ある 部 分 だ け 央 射 ビー ム を 衣 過 
する の で , 鞭 積 され た 電荷 像 と 同じ 形 の けい 光 像 を ス 
ク Je 謝 視 和 きる 3 

この 管 の 特長 は , (1) オシ ロ 管 と し て の 性 能 の ほか 
に 過渡 現象 の 電気 的 波形 を ゆっ くり 止め て 観測 , 記録 
で きる 。 非 周期 的 現象 の 電気 的 波形 を スネ スナップ ジ ショッ 
ト し て 観察 記録 で きる 。 (2) 記録 療 積 時 間 が 非常 に 
い 。 (3) 記録 可能 な 速 慶 範囲 が 広い 。 (4) 波形 の 映像 
が 明る く , 煙 度 が 変動 し な い 。 (5) 記録 波形 は いっ で 
も 消去 で き , また 残 光 時 間 の 制御 が で きる 。 


@ 新 構想 の 純 電 気 式 
トウ イン グ ウ イ ンチ 完成 

日 本 サル ベー ジ 会 社 で は , わが 園 で 最初 の 航 洋 赤 難 
船 (サル ベー ジ 上 曳船 ) 早 清 丸 (総トン数 1,070 トン , 
三菱 造船 建造 ) を 新設 し た が , この 曳船 用 と し て , 三 
凄 電機 で は , 新 構想 の 純 電気 式 オ ー ト マチ ッ ク ト ウイ 
ング ウイ ンチ を 製作 中 で あっ た が , 門司 港 外 で の 実地 
曳船 試験 た 優秀 な 成績 を 収め た 。 

従来 この 種 曳 船 で は , 波浪 た よる 衝撃 の た め , し ば 
し ば ロー プ の 破断 事故 を 経験 し て お おり, これ を 防止 す 
る た め に は , 曳船 間隔 を 著しく 長く と っ て , ロー プ の 
た る み に よ り 衝 撃 を 吸収 し て いた が , 今回 の トゥ イン 
グ ウ イ ンチ で は , 曳船 の 除 の ロー プ 張 力 た 応じ て 自動 
的 に 繰り 出し 巻き 込み を 行い , ロー プ に 加わ る 衝撃 を 
吸収 する と と も に , 曳船 間隔 を 一 定 に 保持 する こと が 
ER 
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と の 種 オ ー ト マチ ッ ク ト ウイ ング ウッ ウイ ンチ は 海外 に 
お \ い て も 最近 よう や さく 実用 の 域 に は いっ た も の で , 誤 
と し て 蒸気 式 の も の が 多く , も ちろ ん わが 国 で は 全く 
製作 例 の な いも の で ある 。 

と の 機械 の お も な 要 目 は , 

ロー 直径 :.52mm, ロー プ 長 きき : 浸 600mj 。 繰 ,0 出 
し 最大 張力 : 35t,。 電 動機: 45kW 直流 電動 機 , 制御 
方 式 : ワー ドレ オォ ナー ド 方 式 


@ セイ ロン , イン ド に 
電球 な どの 技術 援助 契約 成る 


東南 アジ ア , 中 近東 お よび 南米 な どの 海外 企業 と の 
技術 提携 や プラ ント 輸出 が 最近 活発 に 行わ れ も て いる 
が , この ほど 東芝 は な セイ ロン の 新 会 社 “セイ ロン 電球 
電器 会 社 (Ceylon Bulbs and Electricals Ltd.-CBE 社 )” 
どの 間 で 資本 ぉ よび 技術 提携 。、 また イン ド の “プラ デ 
ィ プ 電球 会 社 (Pradip Lamp Works)”, “ラジ オ ・ ア テア 
ジジ ド ペペ モレ シグ ドド 世 カ ルズ マフ テク ググ 人 
社 (Radio and Electricals Manufacturing Co. Ltd.- レ 
8. 挟 びび 2 エク ドジ ドラ クン 3 
ン ・ ア ンド < エク イッ プ メ ント 会 社 (Electric Consti 
ruction and Equipment Co. Ltd.-ECE 社 )” と の 間 に 
それ ぞ れ 技術 援助 契約 を 結ん だ 。 

東芝 は 三井 物産 と 一 緒 に セイ ロン 企業 と の 資本 提携 
で セイ ロン に CBEB 社 を 設立 性 当初 年 間 認 00 坊 個 
の 電球 生産 に 技術 援助 を 行う も の で ある 。 これ まで も 
同社 は 台湾 に 管 球 関 係 の 技術 援助 や プラ ント 検出 を 行 
っ て きた が , 今回 の よう に KK 海外 投資 の 形 で 契約 締結 を 
し た こと は 大 き な 意 義 が ある 。 

また イン ド の プラ ディ プ 電 球 会社 と の 間 に も 電球 , 
せん 光電 球 お よび けい 光 ラ ンプ な どの 製造 に 関す る 技 
術 提携 契約 を 締結 し た 。 プ ラディ プ 社 は 一 般 照 明 電 戒 
と 小形 電球 の メー カ で ある が , 東芝 は 同社 た 電球 の 増 
産 お よび けい 光 ラン プ の 生産 に 技術 援助 を 行う も の 
で , 材料 お よび 製造 機械 設備 を 輸出 する こと に な っ て 
US 


レム コ 社 は イン ド ・ マ イソ ー ル 州 政府 支配 の 法人 で 
積 筑 電 方 計 半 ププ ジオ な どの 製造 履行 っ て いる 9 東芝 は 
すでに 積算 電力 計 の 技術 援助 を 行っ て いる が , 今回 は 
単 相 , 三 相 の 積算 電力 計 の ほか , 永久 磁石 , 継電器 を 
含め て の 技術 援助 を 行う も の で ある 。 

ECE 社 は 小形 電動 機 , 変圧 器 お よび 制御 器 な どの 
製造 会 社 で ある 。 東芝 は すでに 変圧 器 に 対し て は 技術 
援助 を 行っ て いる が , ECE 社 は 最近 さら に 広い 製品 
分 野 へ 進出 する た め , 電磁 開閉 器 な ど モ ー タ スタ ー タ 
に 関す る 契約 を 締結 し た も の で , 東芝 は これ に より 
ECE 社 の 製造 設備 の 合理 化 , 近代 化 に 著しい 貢献 を 
す 条 呈 江 4 る 

と これ ら わ ね わが国 の 技術 が , 東南 アジ ア 諸 園 を は じ ふ め , 
中 南米 諸国 の 企業 に も 進出 する 傾向 が 強く な り , 今後 
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= ス 


も ます ます 拡大 され る 機運 に ある の で , 近い 和 将来 に さそ 
ら に 数 多く の 技術 援助 が 行わ れる も の と 期待 され て い 
る 。 


ツ @ イラ ク へ 公 穴 用 の 
: 電力 線 搬 送 装置 を 輸出 


日 本 電気 で は , か ね て か ら イ ラク 国 の 首都 バグ ダッ 
ド か 中 鐘 の グ フ ズ S 光 oC る て 
う 長 約 300km の 132kV ぉ よび 66kEV 送電 線 を 利 
用 する 公衆 通信 用 電力 線 搬送 装置 の 入札 た 参加 し て 
いた が この ほど 正式 契約 を 完了 し た 叶 発 表し た 。 

と の WAN RR イク ジニ = ジジ 年 ば 5 大 イ ギ 
リス の SR 社 A スラ ウン ec ポ に 08E 麻 ども 
参加 し て いた が , 技 術 的 に も わが 国電 力 線 搬送 技術 が , 
世界 の 最 有 カメ ー カ の レベ ル に くら べ て , 少し も ひけ 
を と 末 な いい を 立証 層 た だ が り で な くさ 電 委 放線 投 送 
を 公衆 電話 サー ビス に 供する と こと は , 世界 た も 前 例 を 
見 な いと いう 点 で , 注目 を ひい て いる 。 

な 事 主 要 回 線 は , バグ ダッ ドー ヒラ 間 公 衆 電話 10 
回 線 , 公 秦 電信 8 回 線 , 電力 保安 用 電話 1 回 線 ,. キャ 
攻 リー2 回 線 で ある 5% 肖 で の ほな が ヒラ ーー シャ きき や 
間 , ヒラ ー ム サエ ブ 間 な ど 多 数 の 分 岐 回 線 が 予定 きれ 
て お り , 輸出 を 予定 され て いる 機器 に は , 6 チャ ネル 
電力 線 搬送 電話 装置 12 台 , 搬送 電信 装 考 8 台 , 1 チ 
ャ ネル 電力 線 搬送 装置 14 台 な ど が 含ま れ て お り , 工 
事 費 を 含み 総額 2 億 7,000 万 円 た 達する と いわ れる 。 


@ プリ ン テ ッ ドモ ー タ 現 わ る 


パリ の SEA (Sociéte d'Electronique et d’Automati- 
sime) の ド F.H. Raymond, J. Henry-Baudot 氏 は 直流 
電動 機 の 巻 線 を 印刷 と た よっ て つく る 方 法 を 発明 し た 。 

と これ は レコ ー ド の よう な 円 板 状 電 織 子 素 材 の 表 , 裏 
に リボ ン 状 の 導体 を 印刷 で つく る も の で , 外周 お よび 
内 周 で 表裏 の 導体 を 接続 し て 巻 線 を 形成 する 。 波 巻 , 
重 巻い ずれ に も つく る こと が で き , また 極 数 も 任意 で 
ある 。 円 板 電 機 子 の 形 お よび 電動 機 の 構造 の 大 要 を 策 
1 図 , 第 2 図示 
す 。 電機 子 素 材 は 
ガラ ス 共 の 材料 を 
用 いる が , 必 電 性 
の も の を 用 いて う 
ず 電 流 に よる ブレ 
ー 半 作用 9 敵 を 
せ 疾 叶 s 如 符 琶 きき 
る 。 索 材 の 厚 さ は 
1mm "以下 , 整流 
子 は 特に 設け ず 円 
板 面 に 直接 ブラ シ 
を お く 。 出 力 は 数 


電 ( 欄 こ 応 
ワッ ト か ら 数 キロ ワリ ワット, 使用 電圧 は 数 ボル トー~20 V 
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程度 が 適当 の よう で ある 。 回 転 は 数 和 干 rpm は 容易 で 
ある 。 | 

こと の 機械 の 特長 は 巻 線 を 印刷 で つく る た め , 小形 で 
も 巻 線 の 工程 が 容易 で 量産 に 適し , また 電気 的 , 機械 
的 慣性 が 非常 に と 少な いと こと で あり , 応答 時 間 (停止 か 
する 時 間 ) 0.004s と いう ら 全 速度 まで 達 例 も ある 。 
回 転 子 加 速度 は (10~60) X103 rad/s2 程度 が 出せ る 。 


本 機 の 用 途 は 慣性 の 少な いと と を 利用 し て , サー ボ 


機構 , 自動 制御 系 な ど に 大 い に 長 所 を 発 圭 する と と が 


予想 され る 。 また スリ ッ プ リン グ も つけ れ ば 複 流 発電 


芝 2 図 電動 機構 造 図 機 イ ペタ な どる 洗 然 使え る 。 
本 
.。 [電源 開 発 堀 貞治 君 
第 48 回 通常 総会 電力 近 ® 山本 義行 君 
昭和 35 年 5 月 21 日 午後 1 時 50 分 か ら 電 気 ク ラ 同 九州 電力 宮田 秀介 君 


プ 講堂 に お いて 第 48 回 通常 総会 を 開催 , 出席 正 員 
4,579 名 (うち 委任 状 4,519 通 ) 渡辺 会 長 議 長 と な り 
次 の 件 を 行なっ た 。 

(1) 昭和 34 年 度 事 務 及 び 事 業 報告 

(2) 昭 和 34 年 度 収支 決算 報告 

(3) 昭和 35 年 度 収 支 予算 の 件 

(4) 浅野 賞 , 電力 賞 , 電気 学術 振興 賞 贈 呈 の 件 

(5) 役員 改選 報告 

(6) 新 会 長 挨拶 

(1) は 藤 高 総務 理事 , (2) は 高木 会 計 理 事 か ら 報 告 
が あり いずれ も これ を 承認 し た 。 

(3) は 高木 会 計 理 事 か らち 説明 が あり 原案 通り 可決 し 
た 。 

(4) は 渡辺 会 長 か ら 賞状 お よび 賞金 を 贈呈 , 熊谷 
郎 , 堀 上 真治, 山本 義行 , 宮田 秀介 , 佐藤 勇 吉 ( 振 
賞 代 表 ) の 諸君 か ら 謝 辞 が あっ た 。 

(5) は 療 高 総務 理事 か ら 報 告 が あり , 終っ て 渡辺 会 
長 か ら 退任 役員 を 代表 し て の 挨拶 , 定本 新 副 会 長 か ら 
会 員 を 代表 し て 謝辞 が 述べ られ た 。 

次 で 後 療 新 会 長 の 就任 の 挨拶 が あり , 3 時 50 分 総 
会 を 終 琴 た 。 

特別 講演 会 総会 と 引続き 4 時 5 分 開会 , 下記 講演 
な ら び に 映画 上 映 が あり 5 時 20 分 閉会 し た 。 

講演 国際 技術 協力 た に つい て 

同 際 技術 協力 協会 理事 長 進藤 武 左 衛門 君 
貴 画 日 本 の 動力 産業 還 際 技術 協力 協会 提供 


興 


功績 。 の , 表彰 
策 48 回 通常 総会 に た おい て, 次 の 諸君 に 賞状 お よび 
賞金 を 贈呈 し た 。 
浅野 賞 大 阪 大 学 熊谷 三郎 君 
胞 箱 き 359 年 ) 6 月 RG EE EJ.) (127 ) 


電気 学術 振興 賞 ・ 進 歩 賞 
(1) 四 際 比較 用 高 精 度 標 準 コ ン デ ン サ の 完成 
電 試 大 橋 章 男 君 
同 蒼 野 充 君 
同 小泉 戚 也 君 
(2) 永久 磁石 励磁 電子 顕 徴 鏡 の 完成 
日 立 木村 博 一 君 
同 菊池 嘉 夫 君 
(3) 座席 予約 用 電子 装置 の 開発 
東 。 大 穂坂 衛 君 
鉄道 技研 大 野 豊 君 
日 A 
同 熊谷 千尋 君 
(4) 世界 最大 容量 の 自 励 複 巻 同期 発電 機 の 開発 
明電舎 村山 義夫 君 
同 ・ 論 文 賞 
(1) 送電 線 鉄 塔 の 衝撃 電圧 特性 
電力 中 研 川合 幹雄 君 
(2) AFC ょ り 見 た 系 統 特 性 と 変動 特性 お よび を 
の 応用 
東 大 関根 泰 次 君 
(3) 送電 線 の 中 性 点 接地 方 式 と 通信 線 誘 導電 圧 と 


の 関連 性 
三 鞭 電 機 「 山 田 江 一 君 
同 迎 久雄 君 
同 ・ 文 献 賞 


(1) 水力 発電 所 の 自動 制御 
東京 電力 佐藤 勇 吉 君 


浅野 賞 贈 旦 文 
貴 下 は 凪 に 気 中 放電 の 研究 に お いて 優れ た 業績 を あ 
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げ , 火花 放電 現象 を 放電 ギャ ッ プ を 含む 回 路 系 の 安定 
度 の 問題 と し て 処理 すべ きこ とこ と を 提案 し , 進ん で 格子 
制御 和 気 中 放電 装置 を 考案 され た 。 更 に 内 和 燃 機 関 の 電 気 
点火 に 関す る 研究 を 行い , 「 発 動機 電気 点火 論 」 の 著 
述 は 同 分 野 の 技術 指導 と 共に 高く 許 価 され て いる 。 大 
戦後 は 高周波 加熱 の 研究 に 関与 し , 新 CM 形 方 向 性 結 
合 器 を 発明 ©, これ を 用 いて 取扱 い の 容 明 た し て し か 
も 精度 の 高い 良好 な 周波 数 特性 を も つ 高 周波 電力 計 の 
実用 化 に 成功 され た 。 最近 た に お いて は マイ クロ 波 伝送 
系 と 非線形 回 路 を 研究 の 主 対 象 と し , 数 々 の 優れ た 頁 
献 を な され た 。 

と これら わ が 国電 気 学術 お よび 技術 の 進歩 発達 に 寄与 
され た 功績 は 誠に 多大 で あぁ ある 。 よ っ て 波野 賞 電 力 賞 規 
程 策 二条 に より 浅野 賞 を 贈呈 する 。 

昭和 写 十 五 年 五 月 ニ トナ 一 日 

電気 学会 々 

熊谷 三郎 殿 


電力 賞 贈 旦 文 


貴 下 等 は 多年 主要 送電 幹線 の 設計 施工 に 卓越 し た 技 
術 を 発揮 し て 多く の 貢献 を な され た 。 な か ん ずく 電源 
開発 株 式 会 社 に お いて , 豪雪 地域 を 含む 山 房 地帯 と 人 
園生 蜜 な 平野 地域 棄 ち 光っ る 交 架設 し た 275 キ ロボ ポル 
ト 只 見 送電 線 た つい て は , 送電 容量 , 電線 強度 , 電波 
障害 防止 , 誘導 障害 対策 等 地域 的 に 解決 を 必要 と する 
問題 が 多々 あっ た の で ある が , 下 等 は 力 を 結集 し て 
諸 種 の 悪 条 件 を 克服 し て 完成 を 見 る た と 至っ た 。 こ と この よ 
うに わが 国電 旋 事 業 の 発達 に 寄与 され た 功績 は 頭 著 で 


渡辺 。 宣 


Pl 


ある 。 
よっ て 浅野 賞 電 力 賞 規程 策 三 条 に より 電力 賞 を 贈 皇 
a 
昭和 芸 応 吉 年 喜則 昔 キ = 目 
電気 学会 々 長 渡辺 寧 
質 由 治 典 
山本 義行 暴 


電 計 力 護 員 串 詩 譜 


弓 下 は 犬 正士 五 年 京都 大 学 工 学部 電気 工学 科 を 卒業 
され , 日 本 電力 株 式 会 社 , 日 本 発送 電 株 式 会 社 を 経て 
九州 電力 株 式 会 社 た 入社 , 多年 工務 関係 の 責任 者 と し 
て 九州 に お ける 電力 事業 の 発展 に 尽力 され た 。 その 主 
な る も の を あげ れ ば 、 上 椎葉 発電 所 の 建設 , 九州 中 央 
幹線 と 山 家 変電 所 の 建設 , 220 キロ ボル ト 北 九州 幹線 
お よび 西谷 変電 所 の 建設 , 直列 コン デン ササ 方式 に よる 
幹線 アー プ の 実施 , 新関 門 幹 線 の 建設 > マイ クロ 波 お 
よび 電力 線 搬 送 多 重 伝送 方 式 の 採用 と 水 火力 AFC の 
実施 等 が あり 、 わが 国電 力 事業 た 対す る その 功績 は 甚 
だ 天 で ある 8 

よっ て 浅野 賞 電 力 賞 規程 第 三条 に より 電力 賞 を 贈 量 
束 寄 き 
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昭和 三 十 五 年 五 月 ニ ト 一 日 
電気 学会 々 長 


宮 国 "秀介 殿 


5 月 理 事 会 


5 月 21 日 午後 5 時 30 分 か ら 電 気 ク ラブ 会 議 室 に 
て 開催 , 渡辺 前 会 長 、 富山 前 副 会 長 , 藤 高 ( 兼 前 東京 
衣 部 長 ) 内 藤 各 前 常務 理事 お よび 従 藤 会 長 , 福田 , 宮 
本 , 平井 各 副 会 長 , 関 , 和田 , 木村 , 小沢 , 上 錠 園 , 
柳井 , 荒川 各 常 務 理 事 , 斎藤 , 佐川 両 支 部 長 出 席 , 長 
鳥 参事 , 田野 嘱託 , 柏原 , 久田 幸 事 , 長島 書記 お よび 
票 通 信教 育 会 専務 理事 、 飯 島 同 主事 , 栗原 同 嘱 託 列 
席 , 下記 事項 を 協議 し た 。 

1. 事務 引継 に 関す る 件 


次 の 事項 た に 関し 引継 を 


Tas Ee 
(1) 昭和 35 年 度 電気 学会 役員 名 秒 
(2) 同 35 年 慶 収支 予算 


(3) 事業 維持 員数 守 ま び 品 数 増加 計画 
(4) 創立 70 周年 記念 事業 に 関す る 件 
(5) 創立 75 周年 記念 事業 関す る 件 
(6) 昭和 35 年 電気 四 学 会 連合 大 会 と 関す る 件 
Cu) 36 年 電気 四 学 会 連合 大 会 に 関す る 和 件 


(8) 品質 管理 大 会 共催 選 関 する 件 
(9) 自動 制御 連合 講演 会 と 参加 の 件 


(10) 設備 管理 講演 会 協 堆 の 件 

(11) JIS- 小 形 電気 機械 の 振動 ・ 衝 撃 試験 法 説明 会 
後援 の 件 

(2) チェ コス ロバ パ バック 工大 教授 Ciganek 博士 来 
邦 に 際 し , 見 学 , 講演 , 座談 会 等 幹 旋 の 件 

(13) URCI 夫人 会 に 協力 の 件 

(14) 本 会 蔵書 の 保管 に 関す る 件 


2. 一 会 長 事務 分 担 に 関す る 件 , 次 の 通り 決定 
総務 , 会 計 関 係 福田 副 会 長 
編修 , 調査 関係 宮本 副 会 長 


地方 関係 浅見 , 平井 両 副 会 長 
3. 退任 理事 へ の 記念 品 贈 呈 た 関す る 件 
以内 で 贈呈 事 る こと と も 会長 に 一任 選 た s 
4 委員 更 任 た 関す る 件 次 の 通り と し た 。 
(1)" 財務 委員 会 策 1 号 委員 
新任 福田 副 会 長 , 関 , 木村 理事 
退任 "富山 前 副 会 長 , 藤 高 , 高木 前 理事 
留任 和田 理事 | 
(2) 対外 委員 会 第 十 号 委員 
新任 後藤 会 長 , 福田 , 宮本 副 会 長 
退任 渡辺 前 会 長 , 富 帆 前 副 会 長 
(3) 広告 改善 奏 員 会 
新任 委員 長 一 和田 理事 要員 一 木村 理事 
退任 高木 前 理事 劉 任 森 理事 
(4) 規則 に より , 本 会 役員 就任 に より 委員 と な る 
も の 


予算 額 
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a) 電気 規格 調査 会 策 1 号 委 員 , 会 長 , 副 会 長 , 
調査 理事 
b) 通信 教育 会 第 1 号 委 員 , 会 長 , 副 会 長 , 総務 
会 計 , 編修 , 調査 理事 
&) 編修 委員 会 , 委員 長 一 宮本 副 会 長 , 幹事 一 小 
沢 , 森 , 上 之 園 , 柳井 理事 
d) 調査 研究 委員 会 運営 委員 会 , 委員 長 一 宮本 副 
会 長 , 幹事 一 荒川 , 岡村 理事 
5. 昭和 36 年 電気 四 学会 連合 大 会 委員 会 委員 選定 
に 関す る 件 、 宮本 副 会 長 、 山田 , 木村 , 上 之 園 。 柳井 、 
岡村 理事 を 選定 し た 。 
6. 高 電 圧 試験 調査 専門 委員 会 設置 に 関す る 件 , 委 
員 の 構成 に つき 再考 を 促す ご と と し た 。 
7 報告 ロ ①) 4 月 決算 , 会 員 異 動 , 通信 教育 会 事 
業 


編修 委員 会 


5 月 編修 幹事 主査 会 5 月 10. 還 午後 5 時 130, 分 
か ら 電 気 ク ラブ 2 階 会 議 室 と て 開催 , 福田 委員 長 , 和 
田 幹事 長 , 小沢 森 幹事 , 高山 、 上 上 之 園 , 鶴見 , 柳井 , 
山川 』 野田 主査 小林, 太田 , 日 下部 副 主 査 , 長島 参 
事 , 長島 , 天野 , 川島 書記 出席 

(a) 寄稿 の 査読 結果 に より 次 の 20 件 を 採録 する 
と . 詞 栓 湊 害 も, 戸 』 

(1) ~ 熱 核 反 応 点 火 の た め の 抵 抗 加 熱 の 条件 

(2) 」 液体 用 静 電 容 量 形 濃度 計 

(3) 実用 的 アナ ライ ザ の 電力 紙 ケ ー ブ ル 過渡 現象 

解析 へ の 応用 

(4) ゾー ンジ 溶融 法 に よる BizTes 結晶 の 製作 と そ を 

の 熱電 気 的 性 質 

(5) 自動 最適 化 の 一 方 式 

(6) 話 電 形 高周波 発電 機 の 出力 の 限度 に つい て 
(7) 了 級 理 素 鋼板 の 熱処理 法 と 磁性 

8) サー ボボ 掛 算 器 を 含む セア ナ ロ グ 計算 機 回 路 の 演 

算 詞 姜 と 組合 せ す サ ー ボ 描 算 器 に よる 軽減 潜 

(9) 電気 用 語 と 漢字 制限 に 関連 し て 

10)」 三 相 誘導 速 慶 発電 機 の 異常 残留 電圧 に つい て 

(11) ポリ エチ レン の 誘電 的 性 質 そ の 他 に 及ぼ す 放 

射線 照射 の 効果 

(12) 情報 量 戸 (zx) の 測定 方 法 

(13) 拡張 され た 飽和 関数 法 に つい て 

(14) 誘導 機 の コン デン サ 自 励 現 象 

(15) 算数 電圧 を 用 いる 積分 演算 器 

(16) 多 断 続 素子 を 有する チョ ッッ パパ 回 路 の 特性 計算 

法 

儲 0 夫 ブ 競 次 次 イ 競 次 炊き 所 以 売 多 き 自動 ププ 

ログ ラム 方 式 の 結合 

(18) 有機 チタ ン 化 合 物 に よる 酸化 チタ ン 薄 膜 の 製 


法 
19) 直流 大 電流 アー ク 駆 動 時 の 朋 着 現 旬 の 研究 
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(20) 用 語 選 定 だ つい て 
(b) 技術 線 説 ] と し で て 下記 を 依頼 する こと と し 


た 。 
放射 性 物質 の 標 洪 の 由良 治 君 
最近 の 市 街 地 変電 所 の 状況 ……… 高木 利夫 君 
給電 設備 の の 機械化 上 之 問 典 郎 君 
送電 線 の 塩 鹿 害 対策 竹村 東 虎 君 
高速 電鉄 用 架線 方 式 ee 殺 沢 郁 郎 看 
エサ キキ ダイオード Ee ht i 岩田 三郎 閣 
電界 発 池 と その 応用 re 侍 和田 正信 君 

(c) 講演 欄 に 下記 を 掲載 する こと と し と た 。 

通常 総会 特別 講演 
国際 技術 協力 について.…… 進 藤 武 左衛門 君 
連合 大 会 特別 講演 


北海 道 の 将来 の 産業 に つい て … 藤 波 収 君 
4 月 ニ エ ー ス 委員 会 4 月 26 日 午後 5 時 30 分 よ 
り 丸 ノ 内 精養軒 に て 開催 , ニース 題目 11 件 を 選定 
a 
4 月 学界 時 報 委員 会 本 月 28 日 午後 5 時 30 分 よ 
り 日 本 交通 協会 会 議 室 に て 開催 , 学界 時 報 抜 鞭 予 定 題 
目 72 件 を 選定 世 た 。 
5 月 広告 改善 委員 会 5 月 4 日 午前 10 時 より 電気 
クラ ブ 2 階 会 議 室 に て 開催 , 雑誌 7 月 号 の 広告 割当 を 
答 っ 守 3 


前 会 長 , 前 副 会 長 招待 会 


5 月 16 日 午後 5 時 30 分 か ら 東 京 丸 の 内 の 常盤 家 
に て 開催 , 渋沢 , 梶井 , 八木 , 瀬 療 , 鳥 養 , 大 山 , 抜 
山 星合 , 尾 本 , 右 川 ) 駒形 ,) 山下 , 古賀 ) 一 本 松 各 
前 会 長 , 米沢 , 右 川 , 密 田 , 野田 , 風 岡 ,) 大 河内 , 高 
橋 , 大 西 , 北川, 鳥山 , 島津 各 副 会 長 な ら び に 渡辺 会 
長 , 富山 副 会 長 , 藤 高 , 関 , 和田 居 , 小沢 , 内 藤 , 
荒川 各 常 務 理 事 , 長島 参事 , 田野 昌 託 , 久田 主事 , 桂 
通信 教育 会 専務 理事 が 出席 し , 先ず 渡辺 会 長 か ら 本 会 
事業 の 現状 に つき 報告 が あり , 次 で 会 食後 用 談 に うつ 
計 潜 刀 凍 一 本 松 引 中 合計 直志 計 類 基 7 人 半生 山 } 
梶井 , 駒形 , 抜 山 , 八木 各 前 会 長 お よび 北川 , 石川 , 
風 岡 , 高橋 各 前 副 会 長 か ら 各種 産業 な ら び に 科学 技術 
に 関す る 最近 の 内 外 の 事情 な ど に つき テー プル ・ ス ピ 
ー チ が あり , 午後 8 時 表 会 し た 。 

席 上 , 当会 の 会 長 の 任期 延長 説 も 出 た が , 現 制 度 は 
大 正 10 年 か ら 。 従来 の 2 年 制 を 1 年 制 と し て 実施 し 
て いる も の で 月 有 症 な 会 員 を 控 ず る 当会 と し て は 7 多 
く の 方 々 に 会 長 と し て 就 代 し て 会 の 情勢 多 見 て いた だ 
き , 実務 は 任期 2 年 の 副 会 長 (昭和 9 年 か ら 定 員 2 名 
を 4 名 と た ) 午 常務 理事 な どの 方 々 の 御 尽 方 を 期待 
する 精神 で あっ た と , 当時 の 事情 た つき 渋沢 前 会 長 か 
ら 説 明 が あり , その 他 2, 3 の 前 会 長 か ら 1 年 制 准 成 
の 声 も あっ た 。 

ちな み に , この 会 合 は 当会 の 会 長 お よび 副 会 衣 で あ 
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826 本 会 
っ た 方 々 を 招待 し , 会 の 現状 を 報告 し . 御 意 見 を 拝聴 
する た め の 人 催し で , 昭和 11 年 4 月 た 事業 維持 員 制 度 
創設 の 際 開 催 以 来 の も の で , 昭和 20~25 年 の 間 は 戦 
衝 等 (の 雇 き る 中 串 泊 eT いた が 証 同 員 26 信 が 5 億 活 和 話 燈 の 
で ある 8 


昭和 35 年 連合 大 会 委員 会 , 部 会 連合 会 


5 月 12 日 午後 5 時 30 分 か ら 電 気 ク ラブ 会 議 室 に て 
開催 , 一 般 講 演 原 稿 受付 1,839 件 に 対し 再審 査 を 行 
い , か つ 座 長 候補 者 を 選定 し た 。 


昭和 35 年 連合 大 会 委員 会 , 部 会 主査 幹事 会 


5 月 24 日 午後 5 時 30 分 か ら 電 気 ク ラブ 会 議 室 に て 
開催 , 特別 講演 , シン ポジ ウム , 一 般 講 演 等 の 日 時 , 
会 場 の 割当 と 各 座 長 を 決定 し た 。 


昭和 35 年 連合 大 会 委員 会 


5 月 26 日 午 後 5 時 30 分 か ら 電 気 ク ラブ 会 議 室 に て 
開催 , 大 会 予算 その 他 に つき 協議 し た 。 


東京 支部 記事 


通常 総会 ” 5 月 21 旦 午 後 十 時 15 分 か らち 電 気 ク ラ 
プ ブ 講堂 に て 開催 , 次 の 事項 を 附 議 し た 。 出 席 者 60 名 

1. 昭和 34 年 度 事 務 及 び 事 業 報 告 

2. 同 34 年度 収支 決算 報告 

3. 役員 改選 報告 

次 で , 藤 高 支 部 長 か ら 退任 役員 代表 挨拶 , 斎藤 新 支 
部 長 か ら 就任 摘 拶 が あり 1 時 35 分 閉会 し た 。 
座談 会 5 月 23 日 午後 1 時 30 分 か ら 日 本 電機 工 
業 会 に て, Production of Electric Machinery in Cze- 
choslovakia (誘導 機 , 整流 子 機 を 中心 と し て ) に 関し , 
来 者 中 の チェ コス ロバ ッ ク 工 大 教授 し.Ciganek 博士 
を か こみ , 誘導 機 標準 特別 , 誘導 機 専 門 委 員 , 交流 整 
流 子 機 専 門 の 各 委 員 会 , 日 本 電機 工業 会 と 共同 に て 開 
催し た 。 参加 者 23 名 。 

役員 会 5 月 23 日 午後 5 時 30 分 か ら 電 気 ク ラブ 
会 議 室 に て 開催 , 次 の 事項 た に た つき 協議 し た 。 

(1) 事務 引継 に 関す る 件 (2) 昭和 35 年 度 予 算 案 

(3) 専門 講習 会 , 講演 会 , 見 学会 予定 (4 支部 大 
会 開催 の 件 


北海 道 支部 記事 


講演 会 5 月 19 日 午後 1 時 30 分 か ら 北 海道 大 学 工 
学部 に て 次 に 関す る 講演 と 映画 の 会 を 開催 し た 。 参加 
者 90 名 
1. アル ミ ・ シ ー ス ・ ケ ーー ブル に つい て 
加藤 清 君 代理 家 形 修 君 
役員 会 5 月 20 日 午後 1 時 30 分 か ら 北 海道 電 旋 会 
社会 議 室 に て 開催 , 次 の 事項 を 協議 し た 。 
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記事 
(1) 見 学会 (2) 専門 講習 会 (3) 一 般 講 演 会 及び 
通俗 講演 会 (④ その 他 
東海 支部 記事 


講演 会 5 月 26 日 午後 1 時 30 分 か ら 上 松 市 日 本 楽 
回 講堂 に て 下記 講演 を 行っ た 。 参加 者 108 名 
1. トラ ンジ スタ ー の 厨 圧 限 界 と っ いて 

渡辺 室 君 (静岡 大 学 ) 
見 学会 "5 月 26 日 午後 人 2 時 30" 分 か ら 日 本 楽器 提供 
の 楽器 の 製造 工程 の 映画 を 観賞 し , 同 3 時 か ら 同 工場 
を 見 学 し た 。 参加 者 108 名 


北陸 支部 記事 


総 会 5 月 28 日 午後 1 時 か ら 富 山 市 富山 荘 に て 開 
催 , 昭和 34 年 度 行 事 報 告 , 同 決算 報告 , 同 35 年 度 
予算 、 役 員 改 選 報 告 を 附 議 承 雇 され た 。 参加 者 25 名 。 
見 学会 5 月 28 日 午後 2 時 か ら 北 陸 電 力 技 故 研究 所 
下 奥 井 分 室 お よび 広 貫 堂 を 見 学 じ た 。 参加 者 32 名 。 


35 年 5 月 入会 者 


正 員 (46 名 ) 伊藤 正典 , 石川 勝美 , 右 末 和夫 , 榎本 
戚 也 , 遠藤 雅 久 , 遠藤 義昭 , 荻原 太郎 , 柿 元 弘二 后 
岡 秀 易 、 神谷 武 , 上 柳 仲 三 , 上 山 卓 男 , 亀尾 謙次 

木内 勝 造 北村 嘉明 , 小林 知道 , 佐伯 慎 , 佐々 木 次 
郎 痢 坂田 洪 一 MSR SARMA き RS る ンド ey シ 
ン , 清水 勝彦 , 柴田 幹男 、 人 希 田 誠 , 鈴木 四郎 , 田中 
常治 , 田中 仁 。 田辺 徳 右 衛門 , 高野 文夫 , 丁 野 正 
秀 , 鱗 村 末 二 , 信 沢 義 次 橋本 邦雄 , 服部 嘉 夫 , 平田 
大 象 , 福田 光 之 , 福 林 良 生 , 二 馬 玄 一 湿 丹 橋 完 二 , 古 
市 昭夫 , 古山 茂雄 , 前 野 弘 之 , 松井 久 壮 向 吉 長門 , 
吉田 光 寛 , B・N・RAMANATH 

准 員 148 名 ) 阿部 陽一 郎 , 相川 伸 信 , 浅野 千 , 芦 
谷 正 裕 , 新井 充 明 , 荒川 海 造 , 伊沢 明 , 伊藤 貴 康 , 

池端 豊 一 , 石黒 辰雄 , 石田 浴 , 市 末 和 裕史, 市 田 勲 
司 。 稲葉 正弘 乾 芳 彰 , 今西 克己 , 岩井 俊 達 岩永 
清 , 宇山 信行 , 上 田 晃 , 植田 隆夫 , 内 田 直 也 , 内 田 
頼 利 小川 利 房 , 越智 修平 , 越智 幸 好 , 大 林 清岡 
崎 治 , 岡野 益 弘 , 岡本 包 , 沖田 豪 , 奥山 不 二 , 

加藤 正宏 , 加納 弓 和 , 角野 正宮 , 人 笠間 重信 , 片山 信 
昌 , 導 田 正雄 , 川野 功 , 川 人 卓 , 川村 喜 四 司 』 南 
多 向 志 , 北村 正男 , 公文 淳吉 , 倉橋 良 仁 , 栗原 和弘, 
小 出 豊 , 小島 星 郎 , 小寺 実 , 小林 功 武 , 香田 信 
義 , 河野 道昭 , 河本 弘 , 近藤 健 , 佐々 木 俊 六 』 佐 
々 木 薄 , 五 月 女 久 郎 , 阪 内 芝 三 , 坂野 宏 雄 』 頁 広 真 
二 , 三宮 信夫 , 清水 克 祐 , 清水 博 , 渋谷 ~ 孝 ,) 庄 健 
次 郎 , 神野 正義 , 白 右 拓夫 , 杉田 繁治 , 鈴木 勲 , 鈴 
木 茂行 , 鈴木 徳治 , 鈴木 宏 政 , 鈴木 義平 , 田中 暁 , 
田中 建 一 , 田中 潤 次 郎 , 田原 秀 穂 , 高城 昌弘 , 高橋 

健 , 高橋 吉 重 , 漠 本 文男 , 竹 居 仔 夫 , 武内 克彦 , 性 中 
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理 , 谷川 義昭 , 玉木 清 , 千葉 常世 千代田 博 行 , 
価 作 郎 , 戸谷 武 , 時 枝 茂 治 , 時 田 正隆 , 中 田 達 
男 , 中 村 明 義 , 中 村 忠 一, 中村 次 温 , 長尾 多 一 郎 。 氷 
田 昭 生 。 永田 健一 郎 , 永 沼 傘 二 , 新 美 康 永 , 西村 
宏 , 馬場 文平 , 馬場 征彦 , 花田 憲二 , 早坂 典 男 , 林 
ー 三 , 林 直樹 , 林田 克哉 , 林田 伸一 , 原 宗 弘 , 原 
田 実 , 走 田 正 , 平田 実 同 , 福井 英夫 , 藤江 必 治 , 


藤 目 俊郎 , 本 田 新 慶 , 増永 信彦 , 松尾 考 郎 , 松岡 
博 , 松波 弘之 , 松本 利 貞 , 松本 芳 一 , 三木 弱 一 , 三品 
英二 , 水田 芳男 , 水谷 清 忠 , 水野 昇 , 溝 杭 良雄 , 港 
忠徳 宮崎 武 , 村井 真一 , 村井 裕 , 村岡 博 , 

毛 受 新 一 、 上 最上 純男 , 森本 征 四 郎 , 夜 久 武 , 山口 者 
夫 , 山下 道 也 , 山本 瑛 夫 , 山本 孝一 , 吉田 立 雄 , 吉田 
靖夫 , 吉野 公 章 , 吉村 弘 通 , 若 月 「 晃 


調査 委員 会 記事 


調査 研究 委員 会 


電力 技術 委員 会 (4 月 20 日 ) 

1. 技術 線 説 の 推 せ ん 題目 た に つい て 決定 し た 。 

2. 専門 ( 委 ) 活動 に つい て ① 調 査 規程 の 分 科 専 門 
( 委 ) の 規程 を 活用 し た ら よ ょ よい, ②CIGRE の 活動 を 専 
門 ( 委 ) に も 分 担 し た らち どう か の 意見 が 寄せ られ , ② 
は 本 委員 会 と し て 審議 態勢 が 整っ て いる の で , この 和 旨 
GISRECR LE 上 し 入れ る こと と どど な た 。 

3. 編集 理事 より 申入れ が あっ た 学会 誌 調査 記事 の 
売 実 記 関 も 本 委員 会 も . 協 力 す る こと と し た 。 

4. 火力 発電 に 関す る 座談 会 の 件 

火力 発電 技術 協会 と 共同 主催 で 行なう と こと に し , 準 
備 は 幹事 側 に 一 任 し た 。 

5. 通信 専門 ( 委 ) 提出 の 「 電 力 用 テレ メー タ 衝 流 
周波 数 の 標準 化 た 関す る 提案 」 を 技術 報告 と し て 発表 
た 

電線 技術 委員 会 (2 月 19 日 ) 

1. 前 回 議事 録 4 項 ケ ー ブ ル の 試験 電圧 に つい て は 
「 本 技術 委員 会 で は 専 委 会 を 作ら な い 方 針 と する 本 を 
「 系 統 全 部 の 絶縁 を 検討 する 可能 性 が あぁ る の で , この 
具体 花 を 待っ て 方 針 を きめ る 」」 と 訂正 する 。 

2. 年 報 編集 に つい て 

名 委員 間 で 必要 事項 の 調整 後 , 執筆 を 行ない , 4 月 
末 ま で に 幹事 また は 学会 宛 に 送付 する 。 委員 長 は 総説 
を 書き 次 回 5 月 13 日 の 委員 会 で 総括 検討 を 行なう こと 
る に し た a 

3. 電気 材料 技 委 で 機器 。 ケー ブル の 束 燥 に つい て 
委員 会 を 作る に 当っ て , 真空 機器 の 使用 方 法 , 目 的 , 機 
回 の 癌 燥 方 法 な どの 所 要 事 項 が 判然 と すれ ば 好都合 で 
ある が , ケー ブル 関係 で は その 見 通し は どう か と 宮部 
氏 が 出席 され て , つ ぎの よう な 話し 合い が 行なわ れ た 。 

いま まで 真空 燥 機器 の メー カ は 何 も 知 らち ず に 仕様 
通り に 作っ て いた が , 使用 法 , その 内 容 を 知れ ば 種々 
有用 な 方 法 も 考え られ る の で 好都合 で ある 。 し か し , 
と れ ら の こと こと は 製品 の 性 能 に 直接 影響 する 製造 工程 な 
の で , どの 程度 の 実用 デー タ が 出せ る か 妊 問 で ある 。 
実験 室 で 求め られ る 物理 学 デ ー タ と その 相関 は 出る に 
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し て も , 実用 面 と 関連 を も っ た デー タ を 求め る こと は 
むず か し か ろう と いう 意見 が 多かっ た が , し ば らく は 
討論 会 で 成り 行き を 見 て か ら 考 えて は 如何 と いう こと と 
な っ たら 
電力 応用 技術 委員 会 (3 月 18 日) 
1. 前 回 議事 録 の 確認 。 
( イ ) 年 報 の 原稿 依頼 は 全部 終っ た と こと を 確認 し 
た 。 
(ロロ ) 製鉄 工業 専門 委員 会 の 木村 委員 長 か ら 委員 長 
重任 の 承諾 が 得 ら れ た と の 報告 ぶ あ っ た 。 
( ハ ) 電気 機器 の 防食 対策 に つい て は , 使用 者 に 調 
査 カ ー ド を 送る か 再び 懇談 会 を 開く か の 二 っ の 案 
が で きた が , 三菱 電 機 で 3 月 中 に 関西 地方 の 多く 
の 化学 工場 関係 者 と の 懇談 会 を 開催 する こと に な 
っ て いる の で , その 杉 談 会 の 結果 を 参考 と し て 本 
雪 員 会 どど て の 方 釘 を 定 ち ざこ と に し た 。 
2. 技術 線 説 の 題目 の 件 
震 要 端 AVR 関係 で は 蓮見 委員 が 専門 委員 会 幹事 と 
相 譜 当る で で な た 

繊維 工業 関係 で は 「 無 接点 継電器 」 が 提案 えれ た が , 
電気 学会 雑誌 の 他 の 欄 の 記事 また は 最近 の 他 雑 誌 の 記 
事 と の 重複 が な いか を 調査 する ご と に じ た 。 

3. 委員 改選 の 件 

本 年 5 月 で 任期 満了 と な る 1 号 委 員 の 改選 に つい て 
租 談 尼 た s 

4. 事業 維持 員 口 数 増加 案 の 件 

委員 会 の 活動 を 活 潤 に する た め に , 標記 の 案 を 調査 
理事 が 立案 中 で ある の で , 案 が で きた と き に は 協力 し 
で は ED LAC DS 

5. 専門 委員 会 の 活動 方 針 等 

( イ ) 製鉄 工業 専門 委員 会 は 5 月 中 に 技術 報告 を 提 
出し て 解 表 する と と と し ひし, 新しい 製鉄 工業 専門 委 
員 会 の 設置 趣意 書 を 技術 委員 会 か ら 運 営 委員 会 に 
提出 する 。 

(m) 需要 端 AVR 専門 委員 会 は 5 月 中 に 技術 報告 
を 出す 。 委員 会 を 継続 する か どう か は は 4 月 の 同 委 
員 会 で 決定 する 。 

(ハハ) 電機 工業 会 の 松谷 技術 部 次 長 か ら 製鉄 工業 専 
有 門 委 員 会 の 木村 委員 長 に 圧延 電動 機 の 標準 化 に 対 
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する 要望 事項 が あれ ば 回 答 し て ほし いと の 書面 が 
あっ た の で , 木村 委員 長 か ら その 返信 を 出す こと 
と し , その 写し を 本 技術 委員 会 と 電気 学会 規格 調 
容 会 We 侍 し で S05 STNEL 2 

(=) 各 専 門 委 員 会 の 活動 状況 た つい て 報告 が あっ 

た 。 

原子 力 技 術 委 員 会 (4 月 27 昌 ) 

1. 電気 工学 年 報 昭 和 35 年 版 編集 に つい て 

部 門主 任 の 所 で 各部 門別 に 検討 の うえ を, 5 月 20 日 
まで に まとめ て 委員 長 究 た 送付 する こと 護 | な きき 。 

2. 技術 線 説 の 執筆 依頼 に つい て 

「 パ ルス ハイ ト ・ ア ナラ イザ 」 (森川 委員 執筆 取り 
まとめ あめ ) に つい て は , 執筆 承 護 基 確認 きれ た 。 

「 放 射 性 物質 の 標準 | に た ついて, 由良 治 氏 ( 電 試 ) 
に 依頼 する こと と し た 。 

3 技術 討議 会 お よび シン ポジ ウム に っ つい て 

4 月 1 日 に 行なわ ち れ た 核 融 合 技 術 討 議会 の 議事 録 に 
つ ラ い て で は, 水島 委員 の 所 で と りり まとめ る 中 で あり 0 近く 
掲載 され る とこ と と を 確認 し た 。 

351 年 連合 炒 会 の ジン ポジ ウ に の =』 デ カーマ の 調整 に つっ 
いて は , 責任 者 和田 重 嶋 民 と 打合せ た 結果 「 核 融合 」 
を 取り 上 げた いと いう 先方 の 希望 は や む を 得 な いも の 
と 認め る と と と し た 。 

4. 委員 の 改選 に つい て 相談 し た 。 

5. 事業 維持 員 の 口数 増加 に た つい て 

内 藤 委 員 か ら , 学会 の 経費 増 を 補う た め , 事業 維 
持 員 の 口数 を 増加 する こと こと が 運営 委員 会 で 決定 され た 
と の 報告 が あっ た 。 

6. 専門 委員 会 の 活動 状況 に つい て 

小島 委員 長 か ら , 核 融 合 専 門 委 員 会 について, 技術 
討議 会 シン ポジ ウム な ど を 中 心 に 最近 の 活動 状況 の 
説明 が あっ た 。 

加賀 山 委 員 長 代理 か ら 原 子 力 発 電 所 制御 専門 委員 会 
に っ いて BWR に 関す る 技術 報告 を 準備 中 と の 報告 
が あっ た 。 

内 藤 委 員 長 か ら , 原子 力 計 測 専門 委員 会 に つい て , 
計測 加 だ に 関す る アン ケー ト を 中 心 た に, 問題 点 に つい て 
の 説明 が あっ た 。 

加藤 委員 か ら , 「RI 利用 と 計測 器 」 に つい て , 次 回 
まで に 問題 点 を 摘出 し , 専門 委員 会 と の 関連 性 に つい 
C7 と を. な Sg 
電波 分 光 専門 委員 会 (4 月 19 日) 

〇 強 磁性 共鳴 吸収 測定 法 に つい て (植松 幹事 ) 
4 戸 の きわ や め て せま い 強 磁性 物質 に つい て 吸収 を 測 
る とき に 聞 要 次 式 が 発表 され た 。 
〇 材料 測定 法 よ りみ た 電波 分 光 (小笠 原 委 員 ) 

前 回 の 継続 

電子 管 専門 委員 会 (4 月 27 日 ) 
〇 委員 長 よ り 新 た に 依 昌 し た 委員 の 紹介 が あっ た 。 
平島 正喜 (電通 大 ), 中 野 三 千代 (松下 ) 
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講演 に 引き 続き 全員 で 討論 を 行なっ た 。 

KO イズ フジ M ギコ デシ ポー 2 の 条 准 

マイ クロ 波 管 の ノイ ズ の 測 完 だ 便利 な メー タ の 製品 
紹介 と 使用 状況 の 実際 を 見 学 し た 。 

トラ ンジ スタ 専門 和 要員 会 (4 月 26 日 ) 

〇 次 の 資料 た に つい て 説明 が あり , 討議 を 行なっ た 。 
「VHF~UHF 帯 に た お ける Qee の 測定 」 

「Malten Diffused 形 ト ラン ジス タ の 高周波 特性 に 
及ぼ す 電 極 over lapping capacity の 影 畠 た に た つい て 
「 リ テア ク タス な イィ イード 」 

O35 年 度 の 運営 方 針 に つき 討議 し た 。 
誘導 機 専門 委員 会 

(Et 

〇 電気 工学 年 報 の 件 

右 崎 委員 より 原稿 の 一 部 が 提出 され , 検討 の 結果 , 
承認 し た 。 な お , 残り の 部 分 は 右 崎 委員 だ 一 任じ た 。 
〇 誘導 機 の 双 音 に つい て 

守田 栄 氏 より 臣 音 全般 お よび AIEFE の 回 転機 
音 測定 法 に つい て 解説 を 聞き , 質疑 応答 が あっ た 。 
(5 18™E) 

O 〇 誘導 機 の 漂 遊 負荷 損 と に と つい て 

ASA Test Code に つい て 検討 し , 直接 法 お よび 問 
接 法 に より 漂 遊 負荷 損 を 測定 し , 各 委 員 が な る べく さく 多 
く の 実 測 値 を 集め る こと に な っ た 。 

〇 誘導 機 イ ン ピ ー ダ ンス の 再 検 対 

特殊 か ご 形 の イン ピー ダン ス 決 定 法 に つい て 討議 し 
た が , 結論 が 得 ら れず , まず 拘束 試験 時 の 測定 値 に つ 
いて 宮入 委員 が 分 析 す る こと な っ た 。 

〇 誘導 機関 する 文字 記号 の 件 

電気 機器 技術 委員 会 の 承認 を 得 た の で , 技術 報告 と 
し て 発表 すべ く 原 稿 を 作成 する こと に な っ た 。 

〇 等 価 負 荷 法 に よる 温度 試験 に た つい て 

誘導 機 標準 特別 委員 会 の 要請 に より , 等 価 負 荷 法 に 
関す る 技術 報告 を 作成 する こと に な っ た の で , 守田 委 
員 が 原稿 を 報 筆 する こと に な っ た 。 
変圧 器 専 門 委 員 会 

( Sfs.24.2 表 ) 

O35 年 度 版 電気 工学 年 報 に 入れ る 機種 お よび 容量 
を 決定 し た 。 

O 〇 1960 年 の CIGRE の 会 議 に 提出 する 資料 作成 の 
た め , 次 の 事項 の 調査 方 法 を 一 応 決定 し た 。 

(1) 開閉 サー ジ に よる 変圧 器 の 事故 例 

(2) 変圧 器 の 損失 の 利用 

(3) 絶縁 試験 法 

(4) 油 の 劣化 

(5) 「 単 巻 変圧 器 


80 巻 861 号 (June 1960) 


〇 電線 工業 会 と の 張 談 の 内 容 が 報告 され た 。 

O 〇 変圧 串 の 短絡 強度 」 アメ リカ 各州 の 温度 統計 , 単 
巻 変 圧 器 の 3 次 容量 の 決定 、 変圧 器 の 絶 紅 レ ベル の 選 
び 方 に つい て 文献 の 紹介 が 行なわ れ た 。 

(4 月 28 自 ) 

O35 年 度 版 電気 工学 年 報 の 原案 が 提出 され , 一 部 
訂正 の うる 承認 され x た 。 

OCIGRE か ら の 案内 状 に より 資料 提出 方 法 お よび 
短 時 日 で の 審議 方 法 が 検討 きれ た 。 

OCIGRE へ 提出 の た め の , 油 の 保存 方 式 お よび 絶 
緑 試験 が 討論 され た 。 

高 遂 磁率 磁気 材料 専門 委員 会 (5 月 19 日) 

〇 環状 鉄心 の 標準 寸法 に つい て 小 委員 会 案 を 中 心 に 
検討 し , 寸法 の 小さ いも の を 追加 する よう , さら に 小 
委員 会 で 検討 する こと に な っ た 。g 

O 〇 交流 (高周波 を 含む ) の 測定 器 に つい て , 各社 の 
現用 装置 の 紹介 を 行なっ た 。 

〇 鉄心 材料 の 温度 特性 に つい て の 文献 紹介 , super- 
malloy , の 磁気 異 方 性 エネ ルギー, 角形 ヒス テリ シス 
材料 の 非対称 磁化 な ど 。 

AVR 専門 委員 会 (4 月 22 日 ) 

〇 資料 C-10 の 第 4 章 電気 的 性 能 試験 法 ( 案 ) 中 , 
波形 に 関す る 事項 よび 過渡 応答 に つい て 審議 し た 。 

© 波形 た に 関し て は , 商用 周波 交流 の 波形 ひずみ の 測 
定 に つい て 討議 が な され , 現状 を か な り 詳 し く 紹 介し 
た いと の 意向 が 強かっ た 。 

〇 現在 審議 中 の 資料 C-10 に つい て は , 訂正 の う ぇ を 
C-19 と し て 提出 され , これ に 電気 的 性 能 試験 法 ( 案 ) 
を 補 促 し て 委員 会 報告 と する な ど が 定め られ た 。 

核 融 合 専 門 和 要員 会 

に 有 EOEY) 

〇 森 ( 茂 ) 委員 より 超 高 真空 の 問題 に た つい て 調査 研 
究 報 告 が 行なわ れ , 各所 に お ける 真空 の 問題 た 対す る 
試験 を も ちよ り 検 討 す る こと に な っ た 。 

〇 河合 氏 (三菱 ) より 内 部 導体 を 含む 円 筒 コ イル の 
動作 に た つい て の 研究 報告 が 行なわ れ た 。 

〇 核 融合 に 関す る 討議 会 お よび 次 期 連 合 大 会 の 核 融 
合 シ ン ポ ジウ ム の 計画 に つい て 、 法 貴 委員 より 説明 が 
あり , 次 回 委員 会 で 具体 案 を 作る こと に な っ た 。 ま 
た , シン ポジ ウム は 本 委員 会 の 案 を 提出 し , 実行 する 
か 和香 か は 大 会 準備 委員 会 に 一任 する こと と な っ た 。 

〇 調査 票 を 作り 各所 の スイ ッ チ に 対す る 要求 事項 を 
調査 し , まとめ て 審議 する こと に な っ た 。 

(2 

〇 4 月 1 日 行 な う 予 定 の 核 融合 た に関する 討議 会 の 
思 体 的 内 容 の 検討 を 行ない , 次 の よう な 項 目 に つい て 
講演 お よび 討論 を 行なう こと に な っ た 。 

(1) 総論 ( 核 融 合 一 般 と に つい て ) 

(2) 海外 の 情勢 

(3) 国内 の 状況 

(4) 高温 プラ ズ マ 発生 装置 に 関す る 技術 的 間 十 
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(5) 高温 プラ ズ マ の 計測 た に 関す る 技術 的 間 題 
(6) 問題 点 と 将来 の 方 針 

な ボボ,” 以 世 の 周 議 会 の 結果 は 」「 適当 た に まとめ 雇う を 
電気 学会 雑誌 で 掲載 し た いと 考え て いる 8 

05 舟 芽 張 国 ) 

〇 4 月 1 日 に 行なう 核 融合 に 関す る 技術 討議 会 の 内 
容 に つい て ) 前 回 委員 会 で 決定 し た 事項 た 若干 の 訂 
正 , 補 促 を 行なっ た 。 全体 の 標題 は 「 核 融合 に 関す る 
交 学 的 講 問 題 』 と し 大 9 

〇 中 野 和 要員 より 東京 工大 で 開発 し た 衝撃 大 電流 放電 
用 真空 スイ ッ チ に つい て 説明 が あり , 討 論 を 行なっ た b 
(C922 二 ) 

〇 国内 各所 の 高温 プラ ズ マ 発生 装置 の スイ ッ チ に 対 
する 要求 事項 を と り ま と あめ 検討 し た 。 

〇 磁場 コイ ル の 設計 た に た つい て の 調査 研究 結果 を , 加 
沢 氏 (日立 ) よめ 報告 あっ た 0 forcehfree coil コイ 
ル の binde- 材料 な ど に つき 討論 を 行なっ な た な た 。 

〇 え ぇ テラ レー タ 装 置 の 超 高 真空 装置 記 つ き 理 森 ( 茂 ) 
委員 より 調査 報告 が 行なわ れ た 。 

〇 次 期 連 合 大 会 の 核 融 合 シ ン ポ ジウ ム の 内 容 に つい 
て 検討 を 行ない , 案 を 連合 大 会 実行 委員 会 に 提 油 する 
こと 交 次 朗 活 る 

原子 力 発 電 所 制御 専門 委員 会 (5 月 11 理 ) 

〇 © 本 年 2 月 た 行なわ れ た 原子 力 総合 研究 発表 会 提出 
論文 の 検討 第 2 回 と し て , 以下 の 3 論文 が 検討 され た 。 
(1) 「BWR の 安定 た 及ぼ す 循 環 の 影響 」 

運輸 技研 寺野 民 外 


(2) 「 沸 騰 水 訪 の 動 特性 」 
日 本 原子 力 事業 野村 氏 外 
(3) 「BWR に ぉ ける 外乱 た に対する ボイド の 応答 」 
= 
(1) は BWR の 流体 力学 的 不安 定性 を , (2) は 究 
定 な 出力 上 昇 極限 を , (3) は 線形 領域 に た お ける 動 特 性 
の 一 般 的 な 記述 を , 主眼 と し て いる 。 


電気 規格 調査 会 


規格 役員 会 (4 月 20 日) 

1. 前 回 議事 録 を 朗読 , 承認 され た 。 

2. JIS 専門 委員 会 委員 推 せ ん 

JIS より , 下記 専門 委員 会 委員 の 推 せ ん を 依頼 さ 
れれ 衝 語 の 結果 を れれ ぞ の 892: 濯 四 0 必 た 。 


単位 記号 専門 委員 会 山田 直 平 君 (東大 ) 
量 記号 専門 奏 員 会 同 EE 
数 学 記 号 専 門 委 員 会 駒 宮 安 男 君 ( 電 試 ) 


91EC 会 議 e っ つて 

宮本 理事 より , つぎ の よう な 報告 が あっ た 。 

(i) 電機 工業 会 で は , SC2B (電動 機 十 法 ) SC2 
F (カー ボン ブラ シ 寸 法 ),, SC2G (同期 機 定数 ) 
関係 の 出席 者 と し て , 明電舎 より 1 名 出席 を 予定 
RG 

CDESCL7 LRSM BI( 高 低 諾 0 ツチ ギヤ 本 玲 
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よび Committee of Action に 出席 の た め , 要請 

が あれ ば 宮本 理事 が 出席 し て も よい eg 

i) 日立 ・ 東 芝 は ニュ ェ ュー デリ ーー 凡 在 員 が いる の 

で , それ ら の 人 の 出席 を 図り た い 。 

(iv) 6 月 8 日 一 10 日 ロン ドン で 開催 され る TC14 

(変圧 器 ) に は , CIGRE 出席 の た め あめ 渡 欧 する 山村 

昌 還 選出 潤 : じ で せら うま よう 予 夫 て お りり J EC 未 

部 に 連絡 を と っ た 。 
以上 の 件 に つい て 種々 意見 の 交換 が あっ た が , ⑤⑪o) の 
件 た に つい て は 東芝 社長 宛 に 会 長 よ り め 依 頼 状 を 出す こと 
Re 

4. 事業 維持 員 口 数 増加 に っ つい て 

内 藤 学 会 調査 理事 より , 学会 の 調査 研究 事業 を さら 
忌 充 実 さ す た め に , 今年 度 200 口 くら い の 事 業 維持 員 
避 数 増加 の 運動 を 行なう こと に な っ た 旨 の 趣意 説明 が 
あり , 本 役員 会 に も る 援助 を 希望 され た 。 

これ に つろ ついては, さち に 具体 案 が な でき たら 協力 する 
き 導 赴 北 人 六 翌 き 

5. 規格 関係 委員 会 報告 の 学会 誌 掲 載 と に つい て 

内 藤 調 査 理 事 よ り , 規格 関係 委員 会 より 編集 委員 会 
宛 に 提出 され る 報告 の 中 に は , (1) 分 量 が は な は だ し 
く 多 いも の , (2) 内 容 が 全会 員 に 周知 させ な く と も よ 
いと 思わ れる も の が ある の で , 調整 し て ほし い 叶 編修 
理事 より 申し 入れ が あっ た の で 検討 し て ほし いと の 提 
康 が あり , 相談 の 結果 , 今後 規 格 関係 委員 会 の 報告 中 , 
学会 誌 た 提 載 を 希望 する も の は , 役員 会 の 承認 を 得 て 
提 串 臣 刻 き と 民 計 る 

6. 報告 お よび 打合せ 


会 記事 


(i) 理 本 規格 協会 主催 の 「 小 形 電 気 機器 の 振動 お 
よび 衝撃 試験 方 法 JIS 説明 会 」 は , 当会 が 原案 を 
作成 し た に と で も ある の で , 後援 団体 と な る こと と 
に な っ た 8s。 

<(jj)JIS7 規 衝 票 刊行 ec る Ge は, 
お り , 電気 書院 と 契約 を し た 。 

( 山 ) 現在 参考 程度 と し て 存置 し て いる . 諾 C 規格 
の うち , すでに 残部 の な いも の , 廃止 も し て も よい 
と 思わ れる も の , な ど 相 当 あ る の で 』 各 常 置 委員 
次 に た お いて 整理 消し て も ぁ も らち ろう ほな と 匠 た 。 

電気 用 語 標準 特別 委員 会 

(2 月 8 日) 

〇 航空 無線 用 語 小 委員 会 の 中 間 報 告 ぶ あっ た 。 

0 

O 〇 規格 調査 会 より の 「『 標 準 電気 用 語 制定 」 に 関す る 

申し 入れ の 取り 扱い を 幹事 に 一 任 し た 。 
航空 無線 用 語 
© 〇 プラ デズ チョク 用 語っ つっ \ い て 審議 し 記 き 
〇 新宮 行 太 氏 よ り の 質問 状 の 取り 扱い と に つい て 話し 
合 ら 洗 る 

避雷 器 標準 特別 委員 会 (5 月 11 日 ) 

〇 避雷 回 標 準 規 格 第 三 読 会 案 を 引き 続き 審議 し た 。 
主 な 討議 事項 は , 動作 責務 試験 に た お ける 電源 短絡 電流 
を 1,500A 以上 た する こと は どう か , 緩 波 頭 サー ジ 
放電 電圧 の 下限 を 定め る か どう か , 特別 動作 責務 試験 
の 方 法 を どう する か , な ど で あ っ 大 凍 次 司 底 は a 生 記 
に 関す る 実験 デー タ を も ちよ り , 再 検討 する 予定 で あ 
る 。 


前 回 寺 議 し た と 
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37. 
38. 


39. 
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・ 電気 計算 回 路 理 論 ( 々 入力 並列 加算 回 路 ) ee 


・ Runge-Kutta 法 に より 常 懲 分 方 程 式 を 数 値 策 分 し た 場合 


、 有限 時 間 長 の 標本 に ょ る 相関 関数 の 推定 誤差 ………… 
・ 局所 的 定常 山 程 の フィ ルター 理論 ・ 
. 非線形 涙 波 器 に 加え た 相関 ある る 幾つ か の Random Signal 


・ 分 布 雑 音 の 理論 … ec 可 
・ 装置 の 信頼 度 に つい て の 考察 … 

. 信頼 度 に つい て の 一 考察 … 

科 ye 
. 保存 式 の 変換 た つい て eee 
・ 電磁 気 諸 量 の 次 元 に つい て 


. IRM + Dg か れる mE R= 空間 の 存在 可 
. KotaDt EMT FCMEROMIT EL +I 


EEO GF 
・ 混合 誘電 体 の 周波 数 特性 … 

. 士 星 形 電極 の 静 電 容 量 の 近似 式 … “x 
.。 Poisson 方 程 式 を 用 いた 磁石 磁気 回 路 の 計算 


・ 多元 


or 
. 環 路 型 Unister, Gyristor, Resistor の 相互 関係 に つい て 


. Duffing の 方 程 式 た より 表わさ れる 系 に お ける 初期 条件 


. Manley Rowe N ま の 0 
・ チョッパ 式 変調 回 路 の 伝達 関数 … 
MRR FT 8» YEO HHR 
。 パ パラメータ 励 振 を 信 PS 
・ 自 励 振動 の 領域 … 

| Mica + 2 RR 
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(昭和 35 年 7 月 北海 道 ) 


論 


基 礎 理 

et tg A i 
nesses eas ora Ne … 田 町 常夫 ・ 栗 原 俊 導 
hs 俊 導 
和典 可 


セク エン シャ ルド マジ シン に つい て <: 
「 条 件 づけ 」 構造 に ょ る 情報 記憶 過程 (区)…………… 吉 
プー ル 関 数 の Mod. 2 表示 法 に つい て enna 


論理 式 の 最 箇 形式 を 導く 一 方 法 … 
パタ ー ン 認識 に ぉ ける 論理 回 踏 に つい て … 
分 類 に 必要 な 比較 回 数 の 問 額 … … 喜 誠 普 市 ・ 池 野 
2 進 符号 系 列 の 残留 値 の 分 布 に つい て … 星 子 幸男 ・ 杉 山 
UCT の た め の 一 般 用 解釈 ルー チン シス テム “TI"' 
… 三 俣 平治 郎 ・ 鈴 木 守 ・ 去 地 宏 
立木 
洋 
達男 


の 誤 療 に つい て CII) … … 泥 堂 多 積 ・ 乗 松 
宮川 
… 黒 田 義 煙 ・ 佐 立 

… 太 田 光 灯 
… 並 森 美 喜雄 
…… 萩原 = 
9 根 . 半 多 
藤沢 俊男 
石井 


に 対す る 統計 的 手法 … 


ド y フト に つい Cnet eset 
奈 侍 ・ 
… 高 野 知 放 ・ 大 野 康二 ・ 共 田 


… 品 川 


能 性 た つい て … 


… 松 尾行 之 
…… 岩 下 光男 
… 入 江 富 士 男 


… 相 川 孝 作 


° ee … 二 見 二郎 ・ 相 馬 癌 
BR OWMMCE NRHN ORD 
aT 


… 大 野 


真 夫 
克郎 


a 路 

明 古 … … 林 千 博 ・ 西 川 

uae 価 府 
水上 
… 中 津 山 幹 男 
… 佐 藤 ' カ 

雷 雄 ・ 佐 倉 井 正寿 


… 林 重夫 ・ 


… 末 崎 


cE … 林 千 博 ・ 柴 山 広 ・ 西 川 凛 一 
ME Om ARR GPM 
3 … 末 崎 雄 ・ 森 真 作 

timo Mc 2 ‘G NC 
ei … 南 雲 仁 一 


GR 位相 の 時間 欲 分 を 才 
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66. 


67. 
68. 
69. 


70. 


71. 


0 克 他 記 村 議 ト ーー . 
AN NCS 


・ 線形 静止 回 路 網 の Z 行列 の 対称 性 た つい て 
・ 線形 性 と 重ね の 理 た に つい て … 
ーー ジー 
・ 管 軸 に 沿う て 変形 の あぁ る 吉 波 管 の 一 解析 法 … 


・ 半 無限 平行 平板 系 に ょ る 散乱 … 
・ 回 路 素 子 の 偏差 が 伝送 画数 に 人 およぼす 影響 に つい て 


・ ろ 波 器 の 位相 特性 と スペ クト ラル ・ 
・ 一 般 RLC 模 子 形 汽 波 回 路 綱 の 設計 に つい て 


・ 並列 T 型 R-C 回 路 の 基礎 的 研究 … 
・ UHF 帯 遅 延 補償 回 路 綱 の 設計 ・ RE 
・ 不 均 一 同軸 回 路 の 外部 導体 一 大 地 回 路 の 電流 。 電圧 分 布 


. 結合 線路 型 ろ 波 器 (Brune の Section)… 斎藤 伸 自 ・ 
・ 分 布 定 数 帯域 ろ 波 器 の 設計 … 


・ マイ クロ 波 に ょ る プラ ズ マ 移 相 量 (密度 直視 方 式 …… 関 ロ 


・ ミ リ 波 た に よる プラ ズ マ 測定 … 


・ 放電 管内 に 発生 する テレ ビ 波 帯 雑音 及び 分 数 調 渋 振動 に 


・ 気 中 マイ クロコ 渋 放電 か ら の 高調 波 発 生 ( 甚 本 波 10000 MC 


慮 し て ツ ・ … 清 水 武夫 ・ 細 田 


鈴木 


正人 
密 司 


人 矯 川 


… 石 塚 喜雄 ・ 合 掌 行 


あぁ る 二 外 質 ・ 導 体系 か ら の 幅 射 ………… 堀 内 和夫 ・ 


… 岸 源 也 ・ 
アマ ラメ ーー タタ 


・ 芳 根 
松本 


渡部 
ポト 寺 
2 


… 宗 所 得 寿 屋 間 吾 w 


EE CD: …… 中 尾 
永井 健三 


… 敢 伺 孝三 
放 電 物 理 


・ マ イク ロ 波 に ょ る プラ ズ マ 診断 


… 久 保 宇 市 ・ 原 田 正 世 ・ 松 浦 庶 士 ・ 犬 石 
マイ クロ 波 に よる プラ ズ マ 密 度 測定 に お ける 電磁 ホー ン 
の 影響 に つい て … … 清 野 。 武 ・ 谷 品 


・ マイ クロ 波 に 依る 直線 状 放 電 プ ラマ ズ の 電子 温度 の 測定 


… 孤 本 雄一 ・ 三 好 
変動 の 電子 密度 変動 の マイ クロ 波 測 定 < 共振 器 を 用 い 
る 方 法 ) 


… 中 田 順治 ・ 植 之 原 道 三 ・ 井 谷 孝也 ・ 稲 田 金次郎 


・ 移動 績 の 電子 度 変動 の マイ クロ 流 測 定 (干渉 計 法 う 


… 稲 田 金 次 郎 ・ 滝 口 人 敏夫 ・ 植 之 原 道 三 ・ 竹 谷 孝也 


… 窒 交 有 Pe 。 介 拓 基 民 ・ 加 共 江山 林 覧 三 ・ 示 必 保田 中 維 


・ 放電 プラ ズ マ の 電子 密度 測定 に 関す る 補正 に つい て 


… 押 上山 保 常 ・ 石 田 白 婦 


つい て ・… … 西 辻 昭 
ノ パパ ルス) 

… 工 藤 一 衛 ・ 植 之 原 道 三 ・ 岩 竹松 之 助 ・ 稲 田 金次郎 
気 中 マイ クロ 渋 放電 か ら の 高調 波 発 生 た お ける 気体 の 種 
類 と 出力 と の 関係 に つい て 


Ne … 植 之 原 道 三 ・ 井 谷 孝也 ・ 稲 田 金 次 郎 
放電 管 の ホー ル 効 果 と その 応用 

… 板 倉 。 消 保 ・ 阿 座 上 孝 ・ 古 川 計 介 

縦 磁 界 中 の 両極 性 拡散 プラ テ ラ ズ マ 柱 ……… 宮 島 重 善 ・ 山 本 賢三 

磁界 中 の 拡 散 … 奥 田 孝 美 ・ 山 本 腎 三 ・ 浜 島 。 勝 

磁界 中 の プラ ズ マ 拡散 の 実験 ーー 一丸 節夫 ・ 宮 本 俊樹 

・ 飯 田 慶 幸 ・ 関 口 恵 ・ 山 田 直 平 
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・ 平衡 三 相 電 圧 発生 方 式 に つい て 


NY … 松 山 … 常雄 ・ 高 田 乏 ・ 五 十 嵐 一 雄 
三 相 交 流 電源 の 波形 ひずみ 率 の 簡 易 測定 法 ……………… 吉 原 

電磁 型 ス タプ ライ ザー の 解析 … 片 野 "義雄 ・ 井 上 
液 面 遠 隔 表 示 装 置 ………… 岡 島 ” 飼 二 ・ 野 村 須 磨 夫 ・ 山 田 直之 
気象 テレ メー ター に お ける 一 次 計測 器 に つい て 


テル ロメ ー タ ー C1 う ・… … 村 岡 ! 一 男 ・ 菅 野 」 和平 
妨害 電圧 に 安定 な 信号 変調 方 式 
“ … 加 藤 一 夫 ・ 福 田 滋夫 ・ 高 橋 敏朗 
妨害 電圧 の 影響 を うけ な い 信 号 伝送 方 式 
4 … 福 田 滋夫 ・ 加 藤 一 夫 
し じゅり 計 感 湿 子 の 湿 分 出入 口 の 一 工夫 に つい て 
esse ………… 窟 田 聡 ・ 渡 弘 ・ 青 柳 商 
“し あめ り 計 "に よる 各種 包装 用 紙 の 透 湿性 の 比較 
… 渡 弘 ・ 青 柳 。 靖 
薄膜 要素 の 感 湿 特 性 … es SN 
CELAB に つい て (応力 ・ 窒 等 測定 用 素子 う 
…… 王 宅 康 胡 ゞ 安藤 ~ 光一 ・ 仁 平 皿 ・ 島 崎 恵 吉 


障 痛 時 に お ける 子 和 収縮 の 電気 的 測定 に つい て 
apy i 石田 和博) 岩 竹 松之助 ・ 安 井 修平 
・ 楠 本 雅 放 ・ 山 下 招 人 ・ 
・ 昇 田 益 美 ・ 高 橋 哲也 ・ 中 江 
体 容 績 計 用 微小 圧力 計 …… 桜 井 隆 , 中 村 障 ・ 確 島 任 
ミル の 粉 動作 に 対す る 電気 音 林 学 的 解析 


a … 中 富 茶 造 ・ 川 原 浩 一 朗 
磁性 を 有する 鉱石 中 の 混入 金属 刻 の 探知 に つい て 
™ . 活 家 容 :.. 健 三 .> 江 沢 政和 押 
テレ ビジ ョ ン 技 術 の 計数 へ の 応用 に 関す る 一 研究 
~ … 佐 藤 Rt 国 夫 
次 電 容量 弄 紗 むら 試験 機 の 特 仁 … … 柿 元 Oa 
高温 液 面 の 感熱 レミ ル 計 に よ Ng 
“ … 斉 ・ 福 田 幸 賀 ・ 山 崎 昭子 
渦 電 流 を 利用 し た 金属 体 表 A 
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eS ua aTa …… 一 条文 二郎 ・ 野 中 金閣 Re … 伊 藤 正美 ・ 泥 堂 多 積 ・ 乗 松 立木 
218. 積算 照度 計 254. サン プル 値 制 御 系 の 自己 適応 制御 -……… 近藤 文治 ・ 胃 我 正和 
… 小 山 恒夫 ・ 小 沼 和義 治 ・ 遼 沢 義信 ・ 布 山 松田 255. リレー サー ボ の 分 数 調 波 振 動 の モー ド に つい て 
219. 光波 透過 度 計 に つい て … … ………… 矢 崎 即 夫 ee … 山 口 次 郎 ・ 半生 丸橋 徹 
220. 30,000HP 選 音 速 風洞 用 電機 品 精密 速度 検出 装置 の 検出 2 る よー 本 
精度 及び 設計 条件 に つい て … … 吉 江 高明 ・ 茸 恵 義 ' “ … 熊 谷 三郎 ・ 河 本 佐和 子 ・ 長 田 朗 
221. 鋼 の 表面 焼 入 深 度 の 非 破壊 測定 法 第 3 報 う 257. 飽和 を 含む サン プル 値 系 の 最適 制御 
a … 吉 田 洪 二 ・ 河 村 孝夫 ・ 吉 川 正 准 ec … 人 熊谷 三郎 ・ 河 本 佐和 子 ・ 長 田 朗 
222。 ピン ホー ル 検 出 器 の 電圧 特性 258. 飽和 を 含む サン プル 値 制 御 系 の 解析 
… 池 田 義一 ・ 堀 井 憲 示 ・ 木 下 勝弘 ・ 堀 川 一 男 bn … 近 藤 文治 ・ 岩 井 壮介 ・ 多 田 智 放 
223. X 線 強度 の 精密 測定 と 自記 精密 計数 装置 CCounting Rate 259. 不 連 続 最適 制御 … = 吉田 」 鐘 一 *" 衝 岳 昔 司 
Computer) eer … 芝 島 敬一 ・ 小 田 一郎 260. 非 線 型 要素 を 念 セ サン プル 値 制御 系 に つい て 
224. 新しい 地 電 流 測定 器 の 試作 ……………… 松 尾 正之 ・ 長 谷川 洲 a … 田 中 幸吉 ・ 樋 品 昭二 
225 1 記 レ レ  ders evo esssese haere 徹 261. サン プル 値 制 御 系 の 一 形式 … i 重 寄 ・ 星 野 陰 
226. 一 重 鉄板 を 用 いた 試作 電磁 遮蔽 室 に つい て 262. ペル ス 幅 有限 の サン プル 億 制御 系 の 補 代 
cn … 相 田 義一 ・ 横 島 一 郎 ・ 長 塚 明雄 es … 林 重 憲 ・ 星 野 聡 ・ 和 村 少 一 
227. リッ ツ 線 の 高周波 損失 … ee 川 漆 敏信 263. 非線形 サー ボ 系 の 過渡 応答 線 図 
228. 微小 反射 の 精密 か つ 便 利 な 求め 方 に つい て ……………… 石 毛 龍 之 介 Ea … 山 口 次 郎 ・ 藤 井 克 才 ・ 末 光 敬正 
229. 広帯域 用 イン ピー ダン スプ リッ ジ ン ee 平川 万 ー 264. クー ロン 摩擦 が ある サー ボ 系 に 発生 する 振動 に つい て 
230. 70 Mc 帯 伝送 特性 直視 装置 sn … 林 千 博 ・ 双 原 道義 ・ 平 井 一 正 ・ 鈴 木 康夫 
… 太 田 正光 ・ 二 宮 康明 ・ 稲 富 高 思 ・ 三 橋 正 五 265. 非線形 摩擦 を 考慮 し た サー ボ 機 構 の 周波 数 応答 に つい て 
231. ラン ダム ・ プ アプロ セス に よる 涯 波 器 の 伝送 特性 の 測定 ( そ C2 う ……… 原 道義 ・ 平 井 一 正 ・ 井 上 幸美 ・ 竹 原 照 
D3 eenseniaseseeieee 篠 原 " 芳郎 ・ 長 谷川 利治 ・ 平 松 需 266. 巻 取 り 張 力 制御 系 の 過渡 特性 … … 沢 井 善 三郎 ・ 衛 葉 博 
232.、 低 雑 音 ケ ー ブ プル 267. 位相 変調 サー ボ 系 補償 要素 
… 佐 藤 人 金 作 ・ 菊 池 武 己 ・ 柳 田 。 溢 ・ 井 上 真 利 : … 西 村 正太 郎 ・ 津 村 俊弘 ・ 手 塚 寛 
A Sr oc 268. 伝達 函数 測定 装置 て その 一 
… 森 定 温 ・ 中 川 俺 ・ 前 田 力 a … 入 道真 ・ 西 村 重 志 ・ 野 中 寛 
234. 振動 容量 形 変調 器 の 表面 電位 差分 布 の 影 響 269. 直流 機 の 周波 数 応答 に お ける 係数 … …… 小 林 邦 博 
Ne … 内 海 由 風 ・ 阿 部 立 右 衛門 270. 2 相 サ ー ボ モー ター の 特性 に つい て … hi 選 抽 5 
235. 廻 転 容 量 型 変換 器 … as 松山 湾 271. 2 相 サ ー ボ モー ター の 過度 トル ク の 測定 em 前川 善玉 
236. CdS er た DC-AC_ 変換 器 ……w…… 大 野 7 勇 272. 2 相 サ ー ボ モー ター に 関し 実測 の 動 特性 より 静 特 性 の 修 
Rr Rs 叙 務 ・ 猪瀬 文 志 ・ 柏 迫 一 民 273. ヒス テリ シス モー タ の 伝達 関係 
238. 遅延 回 路 を 用 いた 増幅 器 の 内 部 雑音 軽減 法 ーーー…… 横 島 一 郎 en … 穫 原 芳郎 ・ 河 本 天 哉 ・ 曽 我 政弘 
239. パリ スタ に よる 李 形 回 路 の 平衡 周波 数 の 制御 で タタ 
240. 移動 無線 用 簡易 形 精密 周波 数 調整 器 275.、 サ イラ トロ ン ・ モ ー タ ・ コ ント ロー ル 回 鷺 の 異常 現象 
baa … 大 田 正光 ・ 森 永 隆広 ・ 杉 浦 吾 (CTD ET … 乗 松 立木 ・ 茂 木 。 一夫 
241. メー サー 型 原子 時 計 ……… 長 竹 - 坦 ・ 佐 分 利 義 和 ・ 小 林 正紀 276. サー ボ 型 零 次 デー タ ・ ホ ー ル ド … … 人 金子 英二 ・ 片 木 剣 三郎 
242.。 ヴィデ オォ アナライザー に つい て ………… 佐 藤 亮 策 ・ 山 口 楠 雄 277. 新しい 操作 用 電磁 素子 …… 三 浦 良一 ・ 田 川 憶 三郎 ・ 数 永 清 
243. 超 低 周 波 相 関 計 の 試作 …… 阪 本 控 房 ・ 宮 川 。 洋 ・ 高 木 末 夫 278. フィ ー ド バッ ク 方 式 に ょ る 電子 管 ス ウイ ッ チ 回 路 …… 仲 沢 誠二 
・ 葛 西 晴雄 ・ 石 渡 - 裕 政 TE RE 
244. 改良 きれ た 等 電位 線 自 動 追跡 装置 … uims 且 国 靖 証 楽 ま … 容 田 恵 弘 ・ 住 療 順子 
245. 近似 的 な 無限 大 電解 そう … “福沢 " 究 aio. HKG oManR CTO 1 
… … 鶴 田 恵 弘 ・ 前 田 明 志 ・ 田 爪 支 
自 動 制御 291。 サイ ラテ トロン ーーー 電 利 横 剖 逢 の 伝 愉 和 販 (を の 1) 
246. 拡張 され た 和 人 秀和 関数 法 に つい て … ee 真鍋 贅 治 et … 窮 田 皿 弘 ・ 広 川 利男 ・ 坂 井 孝志 
247. 連続 制御 装置 に よ ょ る 制御 対象 の 極 変換 法 に つい て si. AF > em2 OMNES る 一 考察 
ee … 西 田 富士 夫 ・ 今 井 美 義 s … 伊 藤 文夫 ・ 土 思 誠治 ・ 新 村 佳 久 
248. 連続 制御 装置 に よ ょ る 多 変 数 系 の シン セ シ ス Ai. MMRWNE7 + 27 te + SEM 
un … 西 田 富士 夫 ・ 今 井 美 義 TTT … 茅 陽一 ・ 山 村 呈 
249. 自動 最適 化 装置 …………… 馬 場 準 一 ・ 真 鍋 妊 治 ・ 福 永 圭 之 介 284. a ボ モ ー タ を 含む 自動 制御 系 の 検 
・ 森 本 英男 ・ 林 重雄 ・ 芝 注 寿 宏 詩 un 語 ee 、、 … 西 村 正太 郎 ・ 岡 英二 ・ 弓 削 正武 
250. 関門 通過 法 に ょ る Optimum Design Synthesis に つい て 285. 直流 分 巻 電動 機 を 用 いた リレー サー ボ の 実験 
251. 論理 回 路 を 用 いる プロ セス 最適 化 制御 法 の 比 帳 286. 押 芝 和 gー ル の 放 直 導 芝 半 sen 相田 蘭 傘 所 
… 平 井 平 入 郎 ・ 浅 居 喜 代 治 ・ 北 嶋 靖 三 ・ 吉 田 修 己 287. 10,000 HP P MOR EOE 
252. プロ セス の 最適 化 制御 装置 … 土 信田 存 ・ 尾 山 純一 
? … 平 井 平 入 郎 ・ 浅 居 宮 代 治 ・ 北 嶋 靖 三 2 KW 江 電 拉 科 才 生 … 利 光 正文 ・ 大 沼 義一 
253.、 デ ィ ジ タル 計算 機 に よ K 提 時 no Optimum 289. ei — AONGRGNEANG 2 
Design System の 試み に つい て * … 尾 山 純一 ・ 金 田 選 
(138 ) 80 巻 861 号 (June 1960) 
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生計: め み 夫 公夫 党 取 提 生 
SNA … 裕 田 義介 ・ 河 上 仲 次 ・ 上 妻 一角 
2 HIS x 2 + A ERR 
"0g i ホ s 宗 ee 茂木 a 理 一 
202. FEMA x ati RO TI 
: … 林 重 窟 ・ 双 原 道義 ・ 岡 田 隆夫 ・ 角 忠夫 
293. ta 送 ・ 竹 思 芳夫 
294. トラ ンジ スタ を 開閉 素子 と し て 使用 し た 直流 定 電 圧 半 置 
ET CS … 志 田 純一 ・ 菊 地 正 
5 12a EI OARROIEN 
A … 石 川 博章 ・ 一 木 利信 
i …… 上 芝園 親 佐 ・ 町 田 武彦 
297. ステ ッ ピ ング モー タ に 依る 自動 位置 決め … 吉沢 信 
いい EE 
490. WET > 7 MMA + 2 aon 
Ss … 中 村 。, 宮 平 ・ 和 江口 ・ 渡 辺 一 雄 
9 …… 元 岡 。 達 
・ 山 口 楠 雄 ・ 正 田 英介 ・ 橋 本 至 弘 ・ 小 林 堅 吾 
301. アナ ログ サー ボ を 使用 せる デジ タル 制御 の 試作 
… 村 上 博 呆 ・ 斎 藤 修 
Rt Rs … 藤 巻 忠雄 ・ 今 泉 利 緒 
304. 常温 に キュ リー 点 を 有する フェ ライ ト を 用 いた 恒温 槽 の 
精 窒 温 度 制御 に つい て 
… 高 崎 卓 二郎 ・ 村 上 孝一 ・ 本 名 孝男 ・ 石 塚 .. 准 
305. ミサ イル 誘導 制御 系 に 関す る 解析 的 考察 … …… 有 麻生 和 男 
306. 自動 追 性 レー ダ 和 制御 系 の 設計 と , 実験 結果 に つい て 
. ee … 若 田 和 明 ・ 遠 藤 義昭 
307. 船 敬 用 水平 台 の 試作 ……… 入 道真 ・ 西 村 重 志 ・ 野 中 寛 
電気 計算 機 
:308. わが 国 に お ける 国産 電子 計算 機 の 運転 統計 ……………… 高 崎 勲 
309. 原子 核 研究 所 ポラ メト ロン 計算 機 報告 て その 1) 
… 林 厳 雄 ・ 三 浦 = 功 ・ 宮 上 原 。 昭 ・ 大 塚 員 雄 
・ 柴 氏 進 吉 ・ 相 馬 誠 ・ 態 和 谷 清 
310. ディ ジタル 計算 機 モ TL マ -75 に つい て 
… 矢 板 。 徹 ・ 相 磯 秀夫 ・ 松 崎 磯 一 ・ 高 橋 - 旋 
:311. NEAC-2203 電子 計算 シス テム の シス テム 設計 に つい 
ee ee 生田 弘 ・ 宮 城 吉 男 
:312. NE AC-2203 電子 計算 シス テム の コー ド 
河和 析 02 の いと 放 で ー 
dae 半 … 人 金田 和弘 ・ 宮城 吉 和男 
RT C00 Eo 
… 杉 浦 宜 紀 ・ 鈴 木 伸夫 ・ 有 本 卓 ・ 原 哲夫 
315. OTC6020 の 記憶 装置 つい て ………・… 杉 浦 宜 紀 ・ 鈴 木 伸夫 
316. FACOM241 に つい て … 池 田 敏雄 ・ 白 鳥 英 一 ・ 久 保田 喜 夫 
:317. 日 立 制御 用 ディ ジタル 計算 機 廿 エ TAC-502 に つい て 
… 拓 藤 剤 郎 ・ 三 巻 達夫 ・ 詞 田 正三 ・ 安 藤 文雄 
318. 記憶 用 得 形 磁 心 の 駆動 回 路 と 出力 波形 … 長 森 享 三 ・ 石 立 導 
319. 番地 選択 回 路 ーeeeeee 山 田 茂 春 ・ 別 所 照 放 ・ 山 中 秦 
.320. 2 周波 記憶 磁 心 七条 祐三 ・ 森 沢 松雄 ・ 松 本 民 
・ 山 田 茂 春 ・ 久 利 誤 三 
321. 読み 書き 回 路 を 互 た に 直 変 し た 記憶 装置 eraerea… 岡 田 文平 
322. 一 用 波 メ モリ アド レス 選択 回 路 
0 … 中 山 登 ・ 万 代 博 吉 ・ 塚 田 - 実 
323. ダイ オー ド ・ コ コンデンサー 記憶 装置 …… 野 村 民 也 ・ 五 十 嵐 良 
.324. 江崎 ダイ オー ド を 用 いた 記憶 回 路 ……… 駒 宮 変 男 ・ 杉 山 武 二 
:325. エサ キ ・ ダ タダ イオー ド に よる 高速 記 億 装置 
愉 和 35: 年 61 月 IEEE. J.) 


326. 電気 メッ キ パ ー マ ロ イ 沙 膜 の パラ メト ロン 及び メモ リー 
特性 に つい て 
… 後 藤 英 一 ・ 相 馬 
実験 用 磁 歪 運 延 線 記 憶 装 置 に つい て 
wt … 穴 田村 普 一 ・ 寺 田 浩 認 ・ 神 田 
EM a Eg 計数 回 路 
… 喜 田村 普 一 ・ 
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633. 此 流 改善 を 行なっ た 変圧 整流 機 の 効率 に つい て (その 号 う 671、 高 電圧 ブッ シン グ の 周 絡 特性 
矢 木 . 仁 彦 ・ 松 山守 也 … 山 本 充 義 ・ 員 也 ・ 服 部 正 
634. 0 る 新 整 流 試験 法 ………… 秀 量 ) 純平 ・ 伊 東 演 672. 変圧 器 油 中 コロ ナ の 検出 波形 … “” 和夫 ・ 加 藤 泰生 
335. 発生 を 伴う ぅ 所 動 接触 摩 示 発 生 機構 の 一 考察 673, 油 中 と 気 中 に た お ける コロ ナパ ルス 電流 波形 の 差異 
… パ “岩瀬: 勝 ・ 横 井 一 雄 i 9 … 三 答 和夫 ・ 加 藤 泰生 
636. 整流 子 表 面 凹 凸 の 簡易 測定 装 … 乙 武 一 吉 ・ 填 木 周二 674. 電力 用 コン デン サ 誘 電 体 の 熱 的 安定 性 に つい て 
637. 動 摩擦 係数 の 測定 た つい て … 大 嶋 幸一 ・ 吉 田 恭 信 
ER ES 675. 高周波 電 束 型 同期 機 の 周 対称 座標 法 に よる 鯉 析 
638. 低 気 圧 中 の ブラ ヲ テ シ の 二 三 の 特性 ………… 宗 宮 知行 ・ 宮 地 邦夫 i … 織 野 善夫 ・ 秋 山 守 雄 
S00. 75m i 676. 三 相 誘 電 モ ー タ ー の 起動 回 転 力 に つい て 
0 … 笑 垣 純平 ・ 伊 東 。 清 … 究 宅 彰 三郎 ・ 野 村 精 一 ・ 本 田 久 
640. 定圧 力 型 刷 子 保持 回 の 特性 … : 武 政 隆一 677. サス ペン ショ ン 型 タイ ヤ ドラ イブ 方式 に た よる 天井 走行 
641. ブラシ 整流 能力 の 一 判定 法 … … 宗 宮 知行 ・ 太 久保 勝弘 クレ ー ン の 引 音 測定 … 平 根 喜久 ・ 神 内 権 重郎 
642. 高 電 流 密 慶 域 と お ける 電 刷 子 の 動 的 V-! 委 性 678. サー マル リレー の 動作 特性 … ess aep an ee …・ 中 宏 
| …: 西 見 = 幸 答 :・ 高田 、 基 夫 679. 周波 数 補償 付 AVR の 一 設計 …………… 池 田 吉 売 ・ 上 柳 仲 三 
643. nh 第 3 報 一 680. 直流 励磁 変圧 器 を 用 いた 線路 用 AVR… 竹 内 伯 昭 ・ 森 沢 一 栄 
… 山 村 ・ 茅 。 陽一 ・ 岩 本 雅 民 681. 高 電 圧 水銀 整流 器 の 中 間 電 極 の 動作 特性 と 分 圧 法 に つい 
644. フル イド マッ パー に よ oN て で …o… 馬淵 」 融 雄 * 江沢 、」 登 ・ 渡 辺 月 洋 ・ 林 ] 和 傘 
3 … 人 金子 研 弥 ・ 遠 藤 耕 喜 ・ 小 松 光 中 682. 高 電 圧 水銀 整流 器 の 逆 電 流 の 特性 ee……… 高 橋 重田 
645. 直流 機 補 極 磁束 の 電機 子 潜 及び 歯 の 影 椅 683. 水銀 アー ク 変 換装 置 の 高周波 振動 の 一 考察 
. … 人 金子 研 弥 ・ 吉 藤 耕 喜 ・ 小 松 光男 : … 店 村 福 三 ・ 小 坂 義 虹 ・ 山 田 直 平 
$646. 直流 機 せ ん 絡 の 高速 度 撮 影 と せん 絡 電 流 684. 水銀 整流 器 の 振動 防止 回 路 に つい て … i 
山村 竜 上 軸 山崎 正司 685. が か ス 入り 水銀 整流 器 の 低温 特性 
647. 小 ND トル ク よ りみ た 電機 子 寸法 と 電磁 ee … 阿 部 久 康 ・ 山 口 峰 男 ・ 高 島 憧 
装 故 … 用 国 筐 灯明 a 高橋 7 義 丈 686. 逆 弧 と 陽極 面 の 受け る エネ ル ギ に つい て 
648. Rot ier ome 導き | 傘 写 宛 天 a oa TT RAS US a onan 松本 寅 治 郎 ・ 米 沢 昭 
649. 直流 機 の 整流 中 の コイ ル に 時 を られ た 8Li? に つい て 687. 界 磁 回 路 用 水銀 整流 器 に つい て eeeeeeee……… 太 田 。 寿 
選 … 林 邦雄 ・ 内 藤 正本 688. 高 電 圧 大 電流 パル ス 回 路 用 イグ ナ ト ロ ン ……………… 茸 波 江 章 
drer ron 689. 回 転 形 定 周波 電源 装置 …… 港 田 義介 ・ 牧 野 祐 三 ・ 上 妻 一 朗 
a 金森 隆司 ・ 松 田 - 敏 導 ・ 林 邦雄 690. 列車 瞬 房 用 単 相 自 励 式 イン バー タ に 発生 する 高 ョ 圧 
651. 界 磁 巻 線 と の 相互 診 導 を 考慮 し た 直流 機 の リア クタ ンス 0 夫 に 朱 膨 
電 諾 … 了 才 0 本 天 引 4 全 老 侍 和 691. 此 流 映 に よる 変 直 両 側 変調 波 に 対す る 等 価 回 路 ……… 答 内 五 一 
652. 衝 力 波 皿 加 時 の 直 巻 電動 機 の 現象 ……… 宗 宮 知行 ・ 高 橋 正 療 692. 整流 器 直 流 側 回 路 イ ン ピ ー ダ ンス え の 調 整 に よる 交流 側 調 波 
C00. MARAE ER OIRO TE RT KNOY 双 減 法 に つい て ee 立 沢 康夫 
ー ジ 分 担 電圧 た つい て ……… i 次 穫 大 な 693. 進 相 コン デン サ を 有する 整流 回 路 転 流 時 の 現象 
654. 過 負 荷 運転 を 行っ た 電車 用 電動 機 の 絶 緑 特性 … 打 波 正己 ・ 相 川 浩 ・ 今 井 孝三 
百 葉 き 真 幹 “ 鈴 未 徳 考 694. 逆 起 電力 を 有する 単 相 全 波 整流 回 踏 の 転 流 期 間 中 の 特性 
655. 小型 単 李 電 動機 … rer … 犬 河内 重信 y es 2 … 本 郷 忠太 
656. 1,650kV 試験 用 変圧 器 … i 滞 漠 野 」 次 天下 小林 英 一 695.、 高周波 イン バー タ の 安定 度 に 関す る 研究 < 策 3 報 う 直列 
657。 ス コッ ト 結 線 約 相 変 忠 貨 RC wasamaas 朱 常 造 ・ 平 根 喜久 
… 能 木 " 頁 治 ・ 平 塚 科 ・ 田 村 良平 ・ 南 角 英男 696. 走 空 絶縁 封入 部 の ガラ ス 中 の 応力 
658. 400kV 超 高 大変 計器 … 山 口 宗 五 郎 ・ 太 田 重郎 ・ 芦 田 勝治 . 湊 美 式 
本 条 0 鶴 抽 垢 灯 新 細 称 守 診 千 * 南 角 導 美男 " 彰 林 人 偽 衝 RRR 
659. 大 容量 変圧 器 の 注 施 損 … : 作 清 水生 ※ … 和 田 雄 三郎 ・ 山 田 寛一 ・ 武 居 文 座 ・ 山 崎 一 寿 
660. 電子 計 est y 川口 芳 下 698. 車両 用 シリ コン 上 整流 器 に つい て enemeeeeeeeee、 川上) 直 衛 
661. 数 値 計算 機 に よ ESE 699. Duty cycle を 有する 半 間 体 整 流 装置 … 今 井 孝二 ・ 久 野 乱 
る … 吹 山 っ = 川 俊 務 700. 半 避 体 整 流 素 子 ひ -5 動 特性 測定 回 踏 に 対す る 一 考察 
662. 円 筒 形 プ ロッ ク 巻 線 ee a 北村 党 一 ・ 近 療 明博 
0 … 前 川 定 雄 ・ 大 久保 立 文 ・ 池 田 義明 701. シリ コン 整流 素子 の 茸 系 統 に つい て 
663. a Sa gsi 3 … 杉 田 正吉 郎 ・ 加 療 幸 二郎 ・ 中 村 一 遇 
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. 管内 布設 絶縁 電線 の 温 鹿 上 昇 と 許容 電流 に つい て (電線 


. 系 統 の 停電 確率 に 対す る 一 考 宏 … 
. 経済 的 な 未開 発 水 力 の ピー ク 継 続 時 間 に つ いて 


3 橋本 博 治 ・ 渡 辺 。 靖 明 ・ 浜 田 義雄 ・ 秋 丸 右 二 


… 草 野 哲夫 ・ 松 尾 憶 一 ・ 抽 原 宏 章 


. Non Drainning Cable に つい て 


武夫 ・ 渡 辺 悦 次 ・ 根 本 英 邦 
3 の 特性 
人 傘 田 誠 吉 


・ 佐 藤 入 美男 


2 報 う cateeeeeeemeereermermr 身 、 仁 夫 ・ 青 木 「・ 演 ・ 井 上 俊輔 


ブチル ゴム 電力 ケー ブル の 交 直 比 


… 依 時 : 衣 で 吉 “ 富田 一 和男 ・ 北 村 


つい で ee 用 非 栄一 ・ 吉 田 律 夫 ・ 
ポリ エチ レン ケー ブル の 構造 と 特性 


… 吉 田 恒 美 ・ 増 田 
正夫 “根本 
治 明 


… 横 田 英 導 ・ 渡 辺 雅夫 ・ 松 田 恭 治 ・ 砂 原 


1 本 の 場合 ) 熊田 導 夫 ・ 高 橋 光雄 ・ 田 中 


・ 管内 布設 絶縁 電線 の 温度 上 昇 と 許容 電流 に つい て (電線 


多数 の 場合 う … … 中 尾 信男 ・ 高 橋 「 光雄 ・ 四 中 


GE ee 


… 償 田 「 吉 穫 ・ 伊 藤 善 一 ・ 川 添 敏信 


… 三 木 昭二 ・ 潜 
経済 運用 に お ける 運用 期間 の 限界 に つい て 
Su ee cd … 福 田 節夫 ・ 豊 田 
無効 電力 協調 制御 に つい て ーー ニー……… 永 村 純一 ・ 甲 賀 
1 火力 1 水力 の 簡易 そ デ ル 系 統 に 関す る 電力 系 統 の 経済 
運用 ……… 壇 野 一 郎 ・ 田 和 村 康男 ・ 青 木 ~ 忠 ・ 成 田 誠 之 肪 
・ 尾 崎 亮一 
グラ ジエン ト 法 に よる 電力 系 統 経 済 運用 計算 法 に つい て 
(落差 変動 を 考 應 し た 直列 水系 の 計 入 … 本 間 四郎 ・ 木 村 
・ 氏 家 一 梶 ・ 三 国文 二郎 ・ 本 多 渋 雄 ・ 河 竹 
水 火力 併用 系 統 の 最適 運用 の 特徴 と 基 の 計算 機制 御 に つ 
ac rai TN 桂 正 人 3 を 本 RE 0 
水 火力 併用 系 統 の 確率 的 経済 運用 の 簡 単 化 た に つい て 
… 木 村 正行 ・ 原 。 信 一 ・ 本 多 波 雄 ・ 大 泉 
水 火 並 用 経済 運用 に お ける 溢水 処理 法 eeee…… 有 働 
磁 心 を 用 いた 同一 水系 発電 所 の 発電 量 相 似 計 人 算 回 踏 に つ 
いて ・“ * … 高 崎 車 二郎 ・ 村 上 
総合 的 降水 量 に よる 系 統 の 総 水力 の 年 平均 可能 発電 力 の 
推定 … … 大 久保 達郎 ・ 相 馬 敬司 ・ 杉 山 
調整 また は 時 水 式 水力 に お ける 渦 水 礁 率 と 可能 年 最大 失 
頭 発電 力 と の 関係 … … 大 久保 達郎 ・ 須 山 
自 流 の あぁ る 揚水 発電 所 の 運転 計画 に つい て 
… 国 近 昭 徳 ・ 三 木 
揚水 発電 所 の 制御 … …… 大 洒 賢也 ・ 斎 藤 
ディ ジタル 計算 機 の 自動 プロ グラ ム 方 式 に よる 自動 制御 
系 の 解析 … 填 野 一郎 ・ 田 村 康男 ・ 宋 吉 永 ・ 高 森 
ブロ ッ ク ダ イヤ グラ ペン ミ さて コ レー タ と 御 動 プ 『 グ ラ 
ム 方 式 の 結合 ……………… 填 野 一郎 ・ 田 村 康男 ・ 久 保田 謙治 
周波 数 自動 制御 装置 の 制御 特性 の 比較 
… 尾 出 和 也 ・ 西 山 栄 枝 ・ 三 井 恒夫 ・ 鈴 木 健司 
二 調 整 用 発電 所 間 の 制御 分 担 に つい て 
… 三 井 恒夫 ・ 鈴 木 健司 ・ 尾 出 和 也 ・ 西 山 栄 枝 
変動 負荷 が AFC 用 発電 所 の 水 理系 に お よ ぼ す 影 響 に つ 
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・ 水車 発電 機 の 調 定率 の 与え 方 に つい て … 土 屋 和夫 ・ 
851, 
・ 電力 系 統 の 力 率 改善 と 電圧 調整 … 
. WRIE ARO A 
・ 放射 状 送電 系 統 の 最小 送電 損失 に つい て … 

» MG Rte nd 2a 


RNG Cae 3 FO Wk 


Ey Rr 基 の 一 , 


i … 田 中 眠 
… 甲 賀 将 元 ・ 関 根 武 弘 ・ 沢 田 

永野 

水野 
… で 海津 
… 谷 谷 
… 申 前 楽 入 朗 


民 治 
泰男 
泰男 


レベ ル ガ が バナ の 経済 的 設備 に つい て …… 長 畑 広司 ・ 


… 和 益子 。 充 ・ 中 村 ・ 正 雄 ・ 平 沙 多 事 男 


SMAIHNRORNY 2 WO 


… 林 重 憲 ・ 凶 本 重郎 


… 小 池 東 一 郎 ・ 身 泉 隆之 
電力 湖 
流 の 自動 計算 … … 壇 野 一 郎 ・ 田 村 康男 ・ 宋 吉 氷 
繰返し 型 ア ナコ ン に よる 電力 系 統 過 渡 安 定 度 の 研究 ( そ 
の 1 子 ) 売 ・ 中 村 正雄 " 平 沙 多 貸 男 


Ei 


定 度 に 及ぼ す 影 響 ) … 
謙 和 区 電 燈 の 通 法 特性 に っ いて 
て … 上 芝園 親 佐 ・ 上 太 菌 博 ・ 堀 内 長 之 
誘導 発電 機 並 列 時 の 電力 系 統 の 過渡 特性 
… 高 林 左 人 ・ 田 健三 ・ 村 田 博之 
同期 機 の 再 同 琴 化 範囲 ヒエ つ いて … … 上 之 黄 博 
自 励 交流 発電 機 の 等 価 回 路 と 系 統 安 定 度 と の 関係 に つい 
RC 、 松 当 天 容子 区 一 
自動 電圧 調整 器 特 性 の 発電 機動 態 安 定 度 に 及ぼ ばす 影 響 
a … 壇 野 一 郎 ・ 田 中 久雄 ・ 秋 月 客 
送電 線路 の 負荷 遮断 と AVR 
eae … 林 重 憲 ・ 末 広 
直列 コン デン サ に よる 電圧 脈動 軽減 の 実施 例 
… 中 島 恵 輔 ・ 大 数 。 進 ・ 大 嶋 
電 居 炉 用 同期 調 相 機 の 応 動 特 性 
… 真 田 安夫 ・ 人 築地 
直列 コ ン デ ン サ 付 同 期 調 相 機 の 適用 
ee … 永 村 純一 ・ 関 根 武 弘 ・ 沢 田 
直列 コン デン サ 回 踏 の 分 数 調 波 振 動 と その 子 制 対策 
… 水 口 栄助 ・ 関 章良 ・ 西 台 憧 
RR 
サ の 実地 試験 結果 
… 必 林 正己 ・ 塩 見 幸三 ・ 水 口 栄助 ・ 堀 江 豊 
交流 電車 線 用 直列 コン デン サ の 二 , 三 の 問 題 
. … 水 口 「 深 助 ・ 斎 藤 栄三 ・ 小 西 
距 北 継電器 応 動 解析 法 の 改良 … … 中 山 健一 ・ 安 藤 
RAMEN CT C02) 
… 生 木 護 蔵 ・ 中 島 隆雄 ・ 松 岡 
ーー 日 高 


… 横 井 信司 ・ 市 川 真人 


正 一 ・ 奥 田 一 朗 
幸一 ・ 野 田 清四郎 
一 雄 ・ 中 前 栄 入 郎 


慎治 


二 回 線 同 時 故障 の 解析 … 
rg 
て … 三 田 勝茂 ・ 中 山 区 造 ・ 高 林 人 笠 人 ・ 磯 野 昭 
交流 計算 般 に 依る イン ピー ダン スズ 航跡 自動 記録 装置 
w … 上 松 算 治 ・ 
P.D. A ES RN CN 
酸 松 立木 ・ 泥 堂 多 積 ・ 寺 田 浩一 郎 ・ 中 山 健一 
継電器 誤動作 防止 回 路 付 コン デン サ 形 計器 用 変圧 器 
植田 久 一 ・ 正 田 ) 赴 ・ 泉 旋 也 ゃ 橋 垣 
滝川 幹線 の 保護 継 電 方 式 と に つい て ese 川原 
母線 保護 用 位相 比較 継電器 em 誠 藤 文 争 ・ 小 林 進 
江 千本 洗 幸 


佐藤 行 信 


安藤 


… 中 西 愉 ・ 久 保 木 「 実 


883,. 
884. 
885. 
886. 


887. 
888. 


889. 
890. 


891. 


892. 
893. 


905. 


906. 
907. 
908. 


909. 


910. 


912, 


916. 
17% 


(147 ) 


・ 高圧 レー プ 配 電 方 式 に つい て 


・ V 結線 電灯 動力 共用 低圧 配電 方 式 に お ける 1 線 断 線 故 障 
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超 高 圧送 電 系 統 の 多 相 再 閉 路 に と も な うぅ 二 次 電 弧 電 流 及 
回 復 電圧 に つい て ……… 森 英夫 ・ 堀 米 孝 ・ 関 根 武 弘 
一 線 地 絡 し ゃ 断 時 の 開閉 異常 電圧 (その 2)〕 
。 … 新 井 但 夫 ・ 藤 井 新 兵 条 
無 負荷 変圧 器 の 投入 過渡 電 流 載 断 異常 電圧 発生 機 橋 


… 見 頭 幸生 ・ 宮 地 大 
並列 コン デン サ 開 閉 時 の 過電圧 < 続 う 
章良 ・ 長 岡 好文 ・ 和 柳沢 重義 ・ 吉 川 正 也 
連 成 振動 に よる 異常 電圧 … … 馬 場 準 一 ・ 林 重雄 
RN 
an … 馬 場 準 一 ・ 芝 滝 寿 宏 
3 相 電 力 系 統 に お ける 事 改 時 電圧 の 図式 解法 ………… 安 藤 文郎 
三 相 短絡 電流 が 時 間 と 共に 増大 する 現象 に つい て 
… 日 高 一 導 ・ 馬 場 - 傍 二 ・ 中 村 " 
系 統 短 絡 電流 直流 分 計算 法 … … 立 井 新 兵 術 ・ 新 井 敏夫 
系 統 拡 大 に 伴 な うぅ 短絡 容量 の 変遷 に つい て …………… 酒 巻 醒 一 
配電 線 に お ける 避雷 器 の 適用 と 雷 害 事 故 
“ 広 洒 7 有 条 大 和 " 玄 ニ * A 晃 旬 
・ 雷雨 中 の 配電 線 に お ける 高圧 ヒュー ズ 切 れ に 関す る 検 
… 大 和 去 一 ・ 松 本 晃 旬 


… 日 原 良 造 ・ 坂 本 良 憲 ・ 勝 田 武 


人 ついて" ES … 宮 城 居 ・ 今 川 三郎 
・ 環状 配電 線 に お ける 線 電流 の 不平 衡 と 電力 損失 に つい て 
ns ee 今川 三郎 
・ 簡易 絶縁 劣化 検出 器 の 原理 と その 応用 … 武 藤 三郎 ・ 若 山 英 太 
. 試 送電 方 式 に よる B 形 肉 絡 点 標定 器 の 概要 な ら び に 動作 
実績 と つい て … ……… 大 泉源 立 ・ 吉 田 光二 
: パル ス 走 査 型 故障 点 標定 器 の 試作 
… 浅 原 「 正 ・ 中 島 泰 ・ 荻 原 宗 夫 
・ 磁器 ドラ ム を 使用 し た 送電 線 故 障 点 標定 装置 
: 送電 鉄塔 の 雷電 流 分 布 の 一 考察 
DN … 松 元 。 策 ・ 水 尾 昼 ・ 金 古 害 代 治 
・ 人 架空 送電 線 不 平衡 絶縁 の 効果 … … 川 含 幹 尋 


. 低 架 空 大 地 帰 路線 路 に 寺 け る 波動 イン ピー ダン ス の 異常 


昇 騰 現 象 と その 利用 
… 岩 本 国 三 ・ 有 丹羽 秀太 郎 ・ 加 藤 行雄 ・ 枝 将 太 郎 
大 地 に 垂直 な 導線 に 沿 う 進行 波 の 伝播 特性 


… 林 重吉 ・ 木 嶋 。 昭 ・ 凶 本 重郎 ・ 星 野 聡 
・ 高 田 努 ・ 新 田 東平 ・ 三 浦 良和 
多 導 線 系 に お ける 初期 値 境界 値 問題 の 解法 (第 3 報 )… 木 戸 正夫 
有 刺 埋設 地 線 の 過渡 特性 … … 大 久保 達郎 ・ 林 宗 明 
衝 暇 電流 に 対す る 接 婦 抵 抗 V (線型 素子 に た ょ る 表示 ) 
on … 大 久保 達郎 ・ 黒 木 正明 ・ 所 和広 
ケー プル を 含む 回 路 の サー ジ 保 護 ……… 馬 場 ~ 準 一 ・ 森 本 英男 
送電 線 用 パル ス 式 アー ステ スタ ・… … 藤 高 周平 ・ 田 代 文 之 助 
・ 発 変電 所 に お ける 避雷 装置 の 保護 効果 に つい て 
… 橋 川治 幸 ・ 三 谷 。 尿 
ケー ブル 架 宰 線 接続 回 踏 に お ける 避雷 器 と にょ る 抑制 効果 
だ つい て … 橘川 治 幸 ・ 三 谷 部 
| MME + SRFMMNY ZA OME 
. 飛行 場 照 明 用 ケー プル の 雷 遮 下 に つい て 
※ こ ムー 奈生 計 応 雄 ・ ボ 逝 証 琶 朗 
・ 多 導 体 送電 線 周 還 の 電位 傾 度 
… 武 藤 三郎 ・ 津 田 一 男 ・ 原 田 則雄 ・ 烏 井 。 裕 
架 容 送 電線 の コロ ナ 雑 音 の 計算 法 weeeeeeeee 三 入 利 一 
衝 瑞 波 コ ロナ 損 の 解析 …… 池 尻 文 哉 ・ 永 野 宏 郎 ・ 松 尾 悼 一 
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935. 
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937. 


938. 


939. 
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942. 
943. 


944. 


945. 
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・ コロ ナ 雑 音 レ ベル の 推定 に 関す る 問題 点 (1 う ……… 本 田 昭夫 
. 直交 送 配電 線 間 の コロ ナ 雑 音 の 結合 防止 法 に つい て の 共 
礎 試 験 …… 岩 本 三郎 ・ 林 政美 ・ 平 野 慎吾 ・ 中 山 良 
直交 送 配 電線 韻 の コロ ナ 雑 音 の 結合 に つい て 
… 究 生 晃一 郎 ・ 石 原 書 三 ・ 平 野 慎吾 ・ 中 山 良 顕 
・ 平行 弄 導線 に ょ る 高周波 伝播 耳 止 回 路 
nae ssi … 原 田 浩 。 沢田 喜 嗣 ・ 中 村 な 


。 絶縁 型 ボ ー ル ソケット スペ ー サ の コロ ナ 特 性 に つい て 


… 中 村 宏 ・ 沢 田 嘉 嗣 ・ 近 藤 混 ・ 加 賀 谷 誠一 
電線 表面 上 の 水 湾 か ら 0 
ER … 佐 藤 芳夫 ・ 角 田 美 弘 ・ 芝 井 健次 
送電 線 コ ロナ 現象 の 解析 て 策 4 報 ) 水 消 先端 より の コロ ナ 
a … 恋 尾 宏 郎 ・ 沼 尻 文 吉 
コロ ナ 放 電 を 考慮 し た 送電 線 の 毛 模 回 踏 に つい て 
… 山 村 。 豊 ・ 善 法 正夫 ・ 有 馬 . 泉 ・ 馬 島 京平 


送電 線 の コロ ナパ ルス に つい て (同心 円 答 電 極 の コロ ナパ ルス ) 
… … 近 藤 混 ・ 大 窒 。 協 ・ 小 室 和田 
コロ ナ 雑 音 の 実効 値 測定 に つい て 
~ = … 沢 田 嘉 再 ・ 中 村 宏 ・ 秋 間 , 浩 
音 電圧 実効 値 測定 器 の 試作 策 1 報 ) 
ーー- … 東 野 優一 ・ 長 崎 
線 コ ロナ 雑音 実測 結果 中 間 報 告 
… 短 下 英世 ・ 藤 井 祐三 ・ 中 村 宏 ・ 沢 田 瘍 嗣 
且 筐 と 試験 線 に ょ る 240 mm? ACSR 複 導体 の コロ ナ 雑 音 特性 の 
英夫 ・ 近 藤 。 況 ・ 木 野 二郎 ・ 加 賀 谷 誠一 ・ 梶 田 収 
電 高 圧 裸 導 体 の コ ョ ロナ 防止 た 就 い て …… 今 西 周 惑 ・ 長 崎 旨 司 
400kV 才 送 電線 用 褒 導 体 の コロ ナ 特 性 ( 策 1 報 測定 上 の 問題 点 ) う 
… 東 野依 一 ・ 今 西周 蔵 ・ 長 崎 旨 司 
400 EV 複 導体 架空 送電 線 の 最適 素 吉 体 間 隔 に つい て 
SS … 木 野 二郎 ・ 高 岡 道 護 
田無 超 高 圧 試験 送電 線 ほ ょ る 複 導体 方 式 の コロ ナ 特 性 
(その 2 )… 山 田 太 三 郎 ・ 森 英夫 ・ 近 藤 混 ・ 大 窪 。 協 
・ 木 野 二郎 ・ 加 賀 谷 誠一 
超 高 圧 同心 円 穫 試 験 設備 に ょ る コロ ナ 試 験 (5 う 
… 西 島 。 切 之 ・ 本 田 昭夫 ・ 練 間 正男 
中 部 電力 大 高 変電 所 に お ける コロ ナ 雑 音 の 伝播 試験 に つ 
いて ……… 林 政義 ・ 石 原 季 三 平野 慎吾 ・ 中 山 
ナー ジ 析 拓 計 革 経 に よる 変電 所 の コロ ナ 容 理江 誠信 
の 解 折 …… 山 村 糧 ・ 有 馬 泉 ・ 須 見 彰 ・ 首 導 
・ 松 林 義 数 ・ 長 崎 昌司 
非 碧 可 送 電線 の 電力 線 振 送 周波 特性 ーー……… 後 沢 務 弘 
東京 電力 超 高 圧 外 輪 線 の 電 搬 周波 数 配置 と 北東 京 変電 所 母線 に 於 
ける 搬送 波 漏 由 減 誤 特 性 
… 相 木 。 一 男 ・ 西 山 長吉 
275kV 複 導 体 送電 線 の 高周波 特性 


昌司 松井 」 多 
東京 束 


良 顕 


各 


・ 大 野 。 豊 ・ 藤 木 祥 一 朗 


… 後 沢 通 弘 ・ 影 山 好夫 
東京 電力 に だ おけ る 電 搬 雑音 試験 に つい て … …… 中 村 」 仁平 ・ 
遠藤 依 秀 ・ 川 井 次 堆 ・ 大 豊 ・ 藤 本 祥 一 郎 渋谷 題 一 朗 

送電 線 放 送 の 特性 に つい て ・… 赤尾 保男 ・ 山 口 哲郎 

電力 用 テレ メー タ の 伝送 符号 奏 と 誤差 た つい て 

tp ce ese a DE 

衝 流 周波 数 式 テ レ メ ー タ の 安定 度 と 誤差 第 3 報 ) … 大 野  」 豊 
SC 

測 結果 …… 相 木 一 和男 ・ 大 野 豊 渋谷 題 一 郎 ・ 井 原 芳 左 

・ 後 沢 通 弘 ・ 谷 合 。 晃 ・ 弧 織 文太 

発 変電 所 用 テア ルミ パイ プ 母 線 

eaeiiyne yetmementereeare 半 jaa 恒夫 ・ 松 灯 性 義 数 ・ 木 下 

66 kV 級 圧 力 型 相 分 離 母線 
… 井 上 次 男 ・ 細 川 


広志 


宏一 ・ 川 文 幹夫 ・ 根 本 久仁 哉 
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突風 時 に ぉ ける 送電 線 の 運動 に つい て 


… 蔵 石 良知 ・ 酒 井 長 武 ・ 伊 東 士郎 ・ 森 太郎 
送電 線 の 振動 周波 数 と その 振 市 と の 関係 

… 酒 井 長 武 ・ 伊 東 士郎 ・ 蔵 石 良知 ・ 森 。 太郎 
Galloping の 数 式 的 取扱 に つい て 

… 伊 東 士郎 ・ 酒 井 長 武 ・ 蔵 石 良知 ・ 森 。 太郎 


アル ミ シ ー ス ACSR を 利用 し た ジャ ン パ 線 に つい て 
5 … 山 崎 松 次 郎 ・ 大 西 。 守 ・ 長 野 寛 閑 
RIRS oe 


て … … 伊 藤 俊夫 ・ 松 林 義 数 ・ 岡 田 一 放 ・ 吉 田 泰久 
架 補 電 線 の ジャ ン パ パー 補強 に つい て 
… 平 野 慎吾 ・ 泉 貞一 ・ 赤 塚 。 秦 
二 導 体 方 式 架 空 送電 線 用 ダン パ に つい て 
… 吉 田 大 境 ・ 松 林 義 数 ・ 石 井 。 矢 
テー パー ドリ フレ クシ ョ ン 型 ダン パー に つい て 
さ 5 … 平 野 慎吾 ・ 中 山 良 貴 ・ 福 田 昌世 
鋼 心 アル ミ 的 線 の 荷重 - 伸 特性 に つい て ーー… 磯 部 務 
送電 線 に お ける 罰 常 着 雪 と 不 均一 荷重 の カテ ナリ 理論 
: さぶ … 田 | 計 達 
pe A Tor 
… 阪 部 上 頁 示 ・ 信 田 。 達 ・ 加 藤 喜子 
ME Ms + OP IY OKT ER Ol 
回 特 各 ee ee … 山 崎 松 治郎 ・ 是 野 - 弘 錠 
架空 送電 線 の 断線 時 に お ける 支持 点 張力 
s … 神 谷 進 ・ 田 中 郁雄 ・ 松 林 義 数 ・ 宗 像 和夫 
電線 の 風圧 係数 に つい て … 
神谷 。 進 ・ 梶 原 忠夫 ・ 前 田 栗 ・ 大 西 順 一 郎 ・ 松 林 義 数 


三 四 導 体 方 式 架 空 送電 線 の スペ ー サ に つい て 
N … 吉 田上 真 博 ・ 山 口 政雄 ・ 松 林 義 数 ・ 石 井 。 居 
カッ パー プラ イ 線 の 特性 … 吉 田上 頁 博 ・ 大 西 順一 郎 ・ 三 橋 示 志 
テル ミニ ウム 及び その 合金 線 の 軟化 特性 
a … 宗 像 和夫 ・ 松 田 

耐熱 アテ ルミ 素 線 の クリ ー プ 特性 
… 平 野 慎吾 田中 宏 ・ 福 田 昌 
螺 幹 情 子 (Helicod insulator) 〔C 螺 笠 長 幹 偶 子 (Long rod insulator 
with helished )〕… … 新 宮 行 太 
多段 分 割 と 長 幹 が いし ……… eR Sir Ne ・ 中 島 好 忠 
長 幹 加 子 の 交流 乾燥 隊 絡 電圧 …………… 細 倫 助 司 ・ 三 田 保 三 
SP 及び SSP 奏子 の 50% 同 絡 電圧 と 衝 層 記 電 店 だ つ 


急 皮 波 頭 衝撃 波 に よ 


る 王子 連 V-t 特性 

a … 工 井 勇次 ・ 
急 峰 波頭 イン パル ス に お ける 奏子 の 特性 

i … 河 村 達雄 ・ 藤 高 周平 ・ 

汚損 則子 連 の 連 能 率 と V-t 特性 
… 林 政義 ・ 実 生 蜂 一 郎 ・ 加 賀 谷 誠 一 ・ 
汚損 面 の 半 絡 電圧 に 関す る 二 三 の 実験 … 藤 高 周平 ・ 
青子 の 雨 洗 効果 に 就 い で て een 許 和 村 東上 席 ・ 
グリ ー ス 処理 人 子 の 汚損 阿 絡 特性 < 策 一 報 〕 
シリ コン コン パウ ンド を 部 分 塗布 し た 場合 の 汚損 関 絡 特 
表 子 の シリ コー ンコ ュ コンパ ウン ド 浴 布 に つい て 
シリ コン 人 疹 布 の BN 及び PE ケー プル 終端 函 
“ … 加 痢 谷 誠 一 ・ 中 村 広治 ・ 菅 
湿潤 雰囲気 中 に お ける 汚損 絶 緑 物 の 吸湿 及び 表面 漏洩 抵 
抗 に つい て … … 寅 永明 ・ 保 訪 


シリ ゴー ン ・ 


有 働 
本 間 
高岡 
立 田 良 暴 
比 久 間 常 吉 


豊明 


未 ヶ 登 


コン パウ ンド の 人 沙 布 


… 榎 本 筑 ・ 藤 井 祐三 ・ 松 尾 光昭 ・ 山 本 充 義 
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981. NN (その 2) 1017. 
… 榎 本 醒 ・ 藤 井 祐三 ・ 杉 浦 。 昭 ・ 山 本 充 義 1018,. 
982. 大 物 が い 管 の 汚損 洗浄 特性 
9 … 山 本 充 義 ・ 高 木 邦 放 ・ 草 野 哲夫 1019 
A SR Rt 1020 
| … 廉 井 祐三 ・ 杉 浦 。 照 ・ 山 本 充 義 1021 
s0t MT >>> Ost 
… 榎 本 筑 ・ 衣 井 祐三 ・ 山 本 充 義 ・ 宮 本 敏夫 
S85. RIFT OME EE OMe Oc 1022 
… 田 中止 ・ 吾 沢 敏郎 ・ 山 元 理 代 1023 
986. 積雪 の 電気 的 性 質 … … 石 橋 鏡 造 ・ 喜 多 村 博 1024 
987. 長 王 子 連 の 耐 ア テー ク 性 1025 
… 林 政義 ・ 安 生 晃 一 郎 ・ 永 野 宏 郎 ・ 沼 尻 文 裁 1026 
988. 防 絡 装置 の 形状 と テー ク 駆 動 性 
ee tS ふ 林 政義 ・ 永 野 宏 郎 ・ 沼 尻 文 吉 1027 
989. 横須賀 火力 用 特殊 防 絡 金具 の 機械 的 特性 1028 
… 和 任 下 英世 ・ 柏 村 良一 ・ 加 賀 谷 誠一 ・ 大 月 喝 
1029 
上 明 1030 
990、 立方 体 反射 率 計 た に つい て ・ eerste 内 送 海 
991. 光束 積分 器 と し て の 近似 椿 円 体 婦 面 に つい て 1031. 
… 密 井 「 徳雄 ・ 吹 野 正 ・ 石 井 引 売 1032 
992. 微小 煙 点 の 糞 度 測定 … 中 天 叶 三 郎 i 川 班 元 郎 
993 押 度 計 の 分 光 感 度 の 評価 法 … … 阪 中 恵 雄 & 野 豆 月 遂 1033 
994. 色 温 度目 盛 の 設定 re ………… 喜 江 清 ・ 鈴 木 Rn 1034 
995. 高圧 水銀 灯 の 光束 測 守 eemrm… 青 江 - 清 ・ 鈴 木 補 1035 
996. 配 光 測定 か ら 求 め た 水銀 灯 全 光束 の 偏光 誤差 
eee a 野中 守 ・ 石 灰 睦夫 1036 
997. 霧中 に お ける 光線 の 透 過 < 築 2 報 う ) …… 正 木 . 光 ・ 田 中 
998. 半導体 赤外線 検出 器 の 限界 感度 に つい て 1037 
999. 鉛直 面 の 受け る 夫 陽 放射 に つい て 1038 
… 松 田 長生 ・ 野 口 透 ・ 大 谷 泰之 
1000. 遮光 筒 型 光電 交 度 計 に つい て 1039 
放 員 の 説 合 … 六 博 ・ 市 瀬 正行 ・ 岡 田 造 雄 
001。 球面 光沢 封 x こ reeegerae 末 発 ・ 久 保 盛 唯 ・ 西 田 文夫 1040 
1002 高 才 度 ろ け い 光 放電 入 …… 林 堅太郎 ・ 寺 田 弥 須 和男 ・ 松 野 正明 1041 
1003 既設 殴 光 灯 器 具 を 高 出 力点 灯 化 する 旋 の 新しい ダブ ルス 1042 
ポッ トト 点灯 回 路 に 就 い て - … 小 林 造 
1004. 超 高 出力 けい 光 放 電 管 に 関す る 研究 < 筑 5 報 ) 一 その 後 1043. 
の 試作 経過 だ つい て 一 … 松 井 。 栄 一 ・ 松 本 光一 郎 ・ 木 崎 秦 作 1044 
1005. けい 光 放 電 管 の 調 光 ……… 林 堅太郎 ・ 圭 田 弥 須 男 ・ 松 野 正 1045 
1006. テル デシ ン :・ ネオ ン 混 合 ガ が ス が けい 光 放 電 筐 の 特 幅 た に お よ 
ぽ す 影 細 eeeeeeeeeeemeeeee 訂 田 俊幸 ・ 山 下 博 正 1046 
1007. グロ ー ス ター タ の 2, 3 の 特性 に つい て me…… 藤 原義 迷 
1008. バラ スト 内 蔵 型 水銀 テン プ の 特性 た に つい て 
… 河 喜多 能 明 ・ 広 田 奏 輔 ・ 合 津 恒久 ・ 望 月 美 宮 夫 
1009. クセ ノン テー ク の 始動 特性 …………… 矢崎 好夫 ・ 矢 島 林 二 朗 1047 
1010. 裕 化 礁 素 電場 発光 ………… 山 下 博 典 ・ 伊 吹 順 章 ・ 岡 田 武夫 1048 
1011. エレ クト ロ ル ミ ネッ セン ス の 発光 効率 と 色 度 の 測定 に 
DC 必 本 義一 ・ 栗田 正 一 1049 
1012. 酸化 チタ ン 混 合 EL し パネ ル の 特性 ……… 究 岡 溢 夫 ・ 桐 ヶ 谷 三郎 
RE TRE ED RT 1050 
. “ … 石 川 太郎 ・ 金 子 勝 蔵 ・ 浜 辺 昭雄 
i BL ORRE OT 7 NES 1051. 
… 府 山 説 三 ・ 捕 ・ 佐 治 2 1052. 
A er A 1053. 
… 竹 山 」 説 三 ・ 坊 博 ・ 岡 田 浩 雄 ・ 市 瀬 正行 
onc (CAE DMEM SMF OR 1054. 
昭和 35 年 6 月 RE ET.) ( 149 ) 


、 大 型 工場 の 照明 の 1 例 た つい Tag 
・ 高 速度 道 路 


・ 3 相 診 断 用 X 線 装置 に お ける X 線 管 の 電位 振動 (2 う … 人 金森 仁志 
・ 3 相 診 灯 用 X 線 装置 の 模型 回 路 C2 う … 

・ 静 電 形 プラ スチ ッ ク 回 転 括 C1 う … 

5. 回 転 軸 の 電磁 浮揚 法 に つい で ee 
・ 電気 機器 の 機体 電 計 ーー 


CTe+BD=(BD による 藻 着 夫 電 対 の 半 作 ・ 


・ 誘電 体 放 電 加 工 の 火花 放電 に 対す る 観察 


.・ 飽和 リア クタ に よる 溶接 電流 波形 の 制御 … 
・ 高 性 能 電 気 
・ 電気 集 鹿 器 入 


・ 新型 静 電 塗 装 機 … 
・ 静 電 記 録 に 関す る 基礎 実験 (その 2) 


・ 電子 写真 像 の 粒状 と 階 調 に つい て 


・ 母音 の 2 進 敷 表示 … 
. 母音 認識 の た め の 計 筑 機 入力 近 


EL を 用 いた 表示 板 の 試作 rune…… 富 田 」 豊 夫 ・ 平 山 
ポリ ビニ ル ア テル コー ル 系 偏光 板 に 依る 昼 光 映 写 室 の 試案 
RIC wu 村 星 講 学 

… 斎 藤 情 
… 高 林 
… 小 志 富 次 確 


陣 明 … 
首 路 照明 に お ける 各種 光源 の 経済 比較 … 


電 力 応 用 


… 岡 西 節夫 ・ 金 森 仁志 
… 加 藤 一郎 

過 谷 。 茂 治 ・ 寺 井 
敏 放 ・ 金 子 。 良 松 ・ 高 橋 
・ 林 邦雄 ・ 斎 藤 与 四郎 


松田 


・ エレ ベー タ の 自動 制御 (混雑 時 の 輸送 能力 強化 ) …… 犬 塚 。 綾 
・ 計 器用 熱電 対 の 時 定数 た 関す る 基礎 実験 


… 沼 崎 信雄 ・ 杉 山 卓 
ゃ > 瀬谷 浩一 郎 
… 阪 可 各 ・ ・ 野 品 


透 ・ 板 谷 良平 ・ 大 谷 奏 芝 
1 皿 四 郎 


・ SCR と 和 熱電 素子 を 組合 せ た 恒 温 槽 の 電源 装置 
許 : や … 福 井 = 初 昭 ・ 和 田 雄 次 
・ 有機 調合 品 に 対す る 高周波 電気 の 攻 成 効果 (第 8 報 う … 野 品 孝 重 
。 自転 車 フ レー ム 電 気 ロ ウ 付 装置 の 試作 研究 …………… 店 尾 冥 
5. 直接 通電 に ょ る 鋼 線 の 加熱 た つい で て …… 上 天 本 三郎 ・ 宇 佐美 勝敏 
・ 金 子 。 良 松 ・ 沢 田 上 真 夫 ・ 田 頭 博昭 
・ 宣 冷 真空 炉 の 熱 伝達 に つい て 
… 川 百 。 弘 ・ 中 江 員 雄 ・ 林 太郎 


(第 2 報 ) 
護 ・ 村 上 公平 


… 伊 地 知 昇平 ・ 浦 水 。 勤 ・ 中 江 


. 2,3 の ガス 雰囲気 に 基 け る 保護 ガス 燈 接 ア ー ク の 特性 に 


つい て ・… … 梁 田 、 、 和男 ・ 信 原 、 上 真 夫 ・ 万 木 


大 型 点 溶接 機 の 二 三 の 試 験 結果 に つい て (第 三 報 ) 


… 大 塚 夫 夫 ・ 初 芝 
集 鹿 器 の 集 鹿 極 の 特性 … …… 諫 早 
ガス の 調 湿 


・ 増 田 関 一 ・ 山 田 
・ 庁 田 新 一 ・ 斎 穴 
… 斎 藤 供 一 ・ 赤 木 。 保 


放 


布 の 帯電 ほ つ い て …………: 高 田 


… 中 河 太一 ・ 平 井 平 入 郎 . 


… 木 陣 久 智 ・ 古 明 地 訪 族 ・ 中 曽根 私有 
音 智 


… 鈴 木 久喜 ・ 大 泉 


弾性 振動 ・ 


充 郎 


庄 置 の 試作 
kc 充 郎 . 


… 鈴 木 久喜 ・ 大 泉 


、 音 声 タ イプ の 基本 設計 


… 上 坂井 利 芝 ・ 堂 下 修司 ・ 白 井 」 一 得 ・ 倉 下 利隆 : 


. 音声 ス ペク トル の ディ ジタル 表示 に 適する 変換 法 に つい 


修司 
文 訂 
誤 史 


CS 
音声 の 自動 識別 方 法 に つい て 北村 音 辻 ・ 川 勝 
音声 情報 要素 抽出 装置 の 試作 onan nasesmmnr mosteenammns mma 
音声 雰 交 波 の 相関 器 の 試作 

“ … 富 塚 。 剛 ・ 重 永 。 実 ・ 今 村 
音声 スペ タク トル 直視 器 …… 杉 浦 寅彦 ・ 岡 崎 時 雄 ・ 
堆 交 叉 位置 弁別 方 式 に ょ る 音声 の ピッ チ 抽 出 ………… 平 松 


味 


富 
王 赴 
啓二 


音声 ピッ チ 抽 出 器 一 ee 永田 邦 一 ・ 加 藤 康雄 1093. 
. 電子 計 信 機 上 で の 音声 の 発生 た つい て 1094. 
… 猪 股 修二 ・ 篠 田 隆子 ・ 正 幡 悦 雄 ・ 鈴 木 啓三 
母音 の 領域 の 合成 に ょ る 検 対 1095 
ee … 馬 湿 邦子 ・ 和 信 木 昌子 ・ 大 泉 充 郎 
NIR … 申 田 和男 1096. 
音声 信号 の あら ぎ 特 性 か ら み た 伝送 特性 の 主観 的 評価 に つい て 
ee a eS » 松田 亮一 1097. 
・ 谷 形 伝 送 特性 の 音声 品質 に お よ ょ ば ぼ す 影 響 に つい て 1098. 
… 福 村 晃 夫 ・ 落 合 宣 る 
板 水 卓 振 動 子 の 等 価 回 路 リ アク タン ス ………………… 往 与 大 入 1099. 
0 る 人 計 生 の … 論 賀 半 正直 “ 剖 川 "WW 溢 
・ 圧力 保持 形 水 品 振動 子 の 圧力 と 特性 に つい て 1100, 
3 … 小 林 茂夫 ・ 冨 田 下 義 ・ 小 松 葬 三 
、 輪 廊 振 動 水 唱 振動 子 の 周波 数 モー ジン グ に つい て 1101 
… 小 島 居 ・ 高 原 靖 
FOMINE + KM TOMARER IE 和 勤 1102. 
・ 中 高 水 品 振 動 子 の 温度 特性 … … 上 品田 敏雄 ・ 大 太 明 
. 低 周 波 用 水 唱 振動 子 … Oc … 上 品田 敏雄 ・ 生 当 進 1103. 
ポリ ッ シ 板 を 用 いた VHF 帯 水 唱 発振 子 1104. 
… 高 原 。 清 ・ 井 田 一 郎 ・ 小 林 実 ・ 新 井 湧 三 
. 半 避 体 の 整流 性 接触 に お ける 圧電 気 効 果 < 想う 歪 と 出力 1105. 
電圧 の 関係 に た つい て (第 1 報 ) ……… 田 中 哲郎 ・ 川 村 博美 1106. 
トッ ンジ スタ と 磁器 変圧 器 よ りな る 増幅 器 …………… 士 屋 英俊 
. 電 奏 欧 動 音叉 に よる トラ ンジ スタ 発振 路 1107. 
… 斎 藤 玄 三雄 ・ ト 部 泰正 ・ 河 合 次 男 ・ 黒 田 英太郎 
・ 張力 及び 圧縮 力 加 重 時 に 於 ける 磁化 並び に 磁 歪 特性 の 表 1108. 
」 現 式 た に つい て … … 清 水 。 洋 ・ 菊 池 喜 充 
NES PAINE AS 1109. 
・ フォ ー ク 形 フ ェ ラ イト 磁 歪 振動 子 1110 
a … 菊 池 喜 充 ・ 清 水 洋 ・ 則 山 大 太郎 
. 磁 奏 型 超 音波 弾性 定 在 波 測 定 器 ……… 尾 上 守 夫 ・ 山 田 博章 1111. 
・ 超 音 波 磁 歪 遅 延 線路 の 基礎 的 性 質 く ニッ ケル フェ ライ ト 遅 延 線 路 ) 
3 … 猪 瀬 。 博 ・ 河 野 蘭 弥 1112. 
・ ニッ ケル 磁 歪 遅延 線 に お ける 張力 の 影響 1113. 
0 P 槍 盾 義尚 村 - 1114. 
・ アナ ログ 計算 機 に ょ る 音 道 の 解析 …… る 計 重 志 ・ 失 吉 1115. 
. 集束 超 音 波音 場 の 測定 に つい て … meen 井出 正男 
・ 超 音 波 に よる キャ ピ ビ テ ーション 発生 時 の 音 圧 スペ クト ル 1116. 
・ 測量 用 艇 程 計 連動 式 音 胡 測 深 機 に つい て 1117. 
… 秋 元 喜 一 郎 ・ 河 中 沈 人 ・ 斎 藤 実 政 ・ 井 態 定 重 
. 超 音 波 を 利用 し た コロ ナ の 検出 1118. 
ee … 水 答 許 広 ・ 荻 原 窟 康 
・ 紡 結 用 針 の 化学 研磨 に 及ば す 超 音波 の 影 級 
… 上 上 田 哲夫 ・ 長 谷川 錦 治 ・ 板 廊 国男 1119. 
・ 超 音 波 を 利用 し た 圧 紛 体 の 精密 成形 加工 法 に つい て て (I) 1120. 
……… 西 村 太郎 1121, 
・ 超 音 周波 金属 材料 疲労 試験 装置 の 試作 
… 実 吉 純一 ・ 田 中 実 ・ 森 。 栄司 ・ 井 出 正男 1122. 
・ コー ン 形 振動 板 に お ける 静 的 応力 と 変形 ee 池 答 和夫 
・ 本 形 振動 系 の 強制 振動 …… … 米 川 元 褒 
・ 音 箇 機 械 振動 系 の 周波 数 特性 に 及ば す 各 要素 の 誤差 範囲 1123, 
の 検討 … 0 … 石 井 鈴 枝 
・ 衝突 振動 理論 の 位相 面 的 考察 … … 武 井 侍 三 1124. 
・ 減衰 の ある 1 自由 度 振 動 系 の チャ ッ タ に つい て 
rR … 高 村 真 夫 ・ 百 谷野 豊 一 ・ 大 塚 猫 二 1125. 
(150) 
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リレー チャ ッ タ 防 止 の 一 般 的 方 法 eeeeeeeeemr" 西口 
コイ ル ば ね の 拓 り 振動 と その transducer の 一 形式 に つい 
コイ ル ば ね を 用 いた 音声 の 遅延 
PY … 植 村 三 良 ・ 松 本 夫 吾 ・ 常 田 
弾 隆 振動 体 の 振動 次 態 と 周波 数 温度 係数 の 関係 た つい て 
の 一 考察 … 田川 康夫 ・ 高 橋 健次 ・ 清 水 
機械 汽 波 器 の 一 設計 法 … ere 桶 
中 間 周 波数 用 の 縦 振動 機械 的 電気 汽 波 器 
xp … 川 " 正 光 へ 柴 帳 博 ・ 中 山 
縦 振動 結合 ER a 
Sn … 近 野 正 ・ 山 科 頁 ・ 橋 
i 
Soon …: 上 尋 夫 守 夫 を 契 人 稚 度 村 童 = 立 大 
20 kc 付近 に お ける 電気 ・ 機械 汽 波 器 に つい て 
= 計時 さき 供 正負 遇 笠 
水 唱 を 用 いた 電気 機械 波 器 
… 小 村 欠 ・ 蔵 栄 蔵 ・ 結 域 


頁 ・・ 橘 


複 共 振 音 片 の 応用 に つい て … 
新 形 電話 機 用 受話 器 に 関す る 2, 3 の 実 共 
複合 音 級 答 を 利用 し た 発音 器 … … 水 田 
拡声 器 の ボイス コイ ル の 設置 位置 に つい て 
3 … 西 見 三 昭 ・ 吉 久 信幸 ・ 
tan dt 
拡声 器 の 磁界 の 近似 式 に つい て 
… 吉 久 信幸 ・ 西 見 
磁気 録音 ※ ッ ド の ギャ ッ プ 効果 
… 田 中 信義 ・ 大 坪 。 昭 ・ 高 島 
平面 波 を 放物線 で 反射 し た と き の 焦 点 附 近 の 変圧 分 布 
… 熊 野 正雄 ・ 水 野 
INCOHERENT 音 場 の 定常 音 圧 と 音響 出力 と の 関係 に つ 
板 振 動 に よる 吸音 に つい て ーー 
音 流 計 に ょ る 壁面 境界 の 散乱 特性 の 測定 
… 横 山 功 ・ 栗 屋 
RNY 
東北 大 学 講堂 の 模型 実験 に つい て 
… 箇 沢 武 三郎 ・ 葉 井 。 勇 ・ 城 戸 
磁気 録音 機 を 利用 し た 残 枚 付加 装置 に つい て 
Rt … 城 戸 健一 ・ 
音 的 の 物理 的 特性 と 心理 的 品質 の 関 職 に つい て 
… 喜 田 登美 男 ・ 岩 崎 依 一 ・ 二 村 忠 元 ・ 
室内 音 挿 に お ける 心理 的 評価 の 試案 
i … 吉 田 登美 男 ・ 坂 田 


田島 
小関 


健郎 ・ 
< 


・ 深 井 


二 昭 ・ 深 井 


… 加 川 幸雄 ・ 三 村 


党 ・ 山 下 


使 一 ・ 


生 ・ 岩 崎 依 一 ・ 
残 枚 時 間 の 検知 限 に 関す る 一 実験 ……… 曽 根 敏夫 ・ 
ター ボ ポ 発 電機 減速 歯車 鷺 音 に 関す る 一 実験 ee) 
ディ ー ゼ ル 機 関 の 排気 音 特性 
ee …… 二 村 恵 元 ・ WS 
EE 


電磁 波 ・ ア ン テ ナ 
発音 弾 法 に よ ょ る 気温 ・ 風 の 測定 


neae 前 田 志 一 ・ 松 本 治 誠 ・ 竹 屋 芳夫 ・ 本 


清 
導 朗 


鈴木 昭 太郎 


光 紅 


IGY 期間 中 に お ける 上 層 の 気温 ・ 風 の 観測 結果 に つい て …… 


前 田 憲一 ・ 松 本 治 弥 ・ 竹 屋 芳夫 ・ 奥 本 隆 昭 ・ 山 本 
超 低 周波 電波 の 進行 波 筐 的 増幅 ………… 前 田宮 一 ・ 木 村 


卓 帆 
毅 根 


80 巻 861 号 (June 1960) 


旧称 847 
EE A A 
1126. AEM RE CR RM 1161、 ジ コッ ト 機 用 ラテ ドー ム 
1127. a pie | OC atabera 尾島 学 二 ・ 石 黒 克己 ・ 前 田 祐 雄 ・ 喜 連 川 隆 

ERNEE OC CEM 7 1162、 航空 機 用 HF お よび VHH テー ルキ ャ ッ プ アン テ ナ 
ン テ ナ 高利 得 ) ・… … 藤 村 私 文 ・ 足 立 昭 二 ・ 若 井 可 装 夫 NG TE … 喜 連 川 隆 ・ 哉 市 吉 博 
・ 近 藤 昭治 ・ 平 崎 幹 衛 1163. ロケット 用 VHF 尾 四 ア テン テ ナ の 電流 分 布 と 指向 性 の 関 
1128. VHF 山岳 回 折 に お ける 伝 ば ぽん 和 係 に つい て ee sve … 山 下 不二雄 
… 橋 口 重 地 ・ 大 谷津 需 ・ 奥 村 善久 ・ 原 。 昌 己 1164. 航空 機 用 短波 空中 線 の 整合 可能 領域 筑 定 の 一 方 法 に つい 
1129. 見 通し 外 に 於 ける UHF os ea Re …… 石 塚 一孝 ・ 中 田 箇 夫 
FS ……… 西 田 昌弘 ・ 前 沢 . 信 次 1165. 広帯域 半月 形 ア ン テ ナ の 特性 
130 UF MARS ee … 東 野 義夫 ・ 田 原 消 一 ・ 河 村 考 
SE … 大 谷 婦 需 ・ 則 村 ・ 善 久 ・ 中 村 親 市 1166. 大 き な 鉄 塔 に 適する UHF 放送 用 アテ アンテナ 
res ee 横 戸 人 一 ee 川口 晃 云 ・ 高 橋 。 宏 ・ 芝 野 儀 三 
1132.、 上 山岳 後 に お ける 電波 人伝 ぽん 特性 1167. 中 波 無 給電 型 指 向 性 アンテ ナ の 実施 に つい て 
… 家 入 精 二 ・ 青 柳 正三 ・ 仲 原 茂男 ・ 秋 山忠 ee … 島 崎 静夫 ・( 改 う 村 島 健三 ・ 中 村 哲夫 
1133. 電離 層 の ドッ プラ ー 効 果 観 測 装置 ……… 小川 徹 ・ 吉 田 熱 志 1168. 支線 接地 型 中 波 ア ン テ ナ に つい て 
1134. 35 GCFM レー ダー に よる 往復 17 km の 伝播 試験 に つい … 高 須 五 十 雄 ・ 小 岩井 康 吉 ・ 浦 水 保定 ・ 福 田 重義 
て 岡村 総 吾 ・ 船 川 謙 司 ・ 和 守田 宏 ・ 加 藤 謙治 1169。 中 波 放 送 用 指向 ア ン テ ナ の 倒 相 臣 視 装 革 
・ 小 口 知 湊 ere 森田 実 ・ 小 松崎 太朗 
1135. 11G c/s, 24 Gc/s に よる 低い 通路 の 伝播 試験 1170. 任意 の 電流 分 布 を 与え る 給電 方 法 ……… 遠 藤 敬二 ・ 松 下 探 
… 大 森 式 夫 ・ 金 井 誠 ・ 佐 藤 利 作 ・ 福 田 隆行 1171. 進行 波 給 電 ス え スロット, テレビ 放送 アンテナ 装置 
1136. さす 波 の 冬 其 伝播 試験 wa… 佐 藤 利 三郎 ・ 未 井 , 庄 流 ・ 松 下 雅夫 河野 土 修 
… 滞 見 義 避 ・ 松 本 秋 男 ・ 福 岡 酔 一 ・ 川 瀬 泰 1172. 放送 波 指 向 性 空中 線 の 設計 
に 真鍋 速 雄 ・ 関 屋 収 ・ 鍵 山 秦 三 ・ 田 中 幸吉 
RR ee … 小 口 知 容 1173. 中 波 放 送 用 空中 線 の 電流 節点 の 引き 下げ 結果 
1138. 空中 線 指 向 性 の 位相 特性 に つい て … ee 佐藤 源 真 ee 西山 栄 蔵 ・ 大 久保 佐 郎 ・ 平 賀 鐘 三 ・ 高 須 五 十 
1139. 裕 間 で 交わ る 2 本 の 直線 状 空中 線 間 の 相互 イン ピー ダン ・ 小 岩井 康 吉 ・ 清 水 保定 ・ 佐 藤 利 三郎 ・ 永 井 。 洋 
スー 寺下 須 : 伝 夫 ・ 虫 明 = 康 入 * 佐 療 源 賀 1174. 共 形 格子 金 紹 の 電波 反射 … … 喜 連 川 隆 ・ 有 田林 二男 
1140. 遅 波 媒 体 の テン ソル 誘電 率 ーーeee 森田 清 ・ 関 口 利男 1175. 半球 状 樹 水 の 附 着 し た マイ クロ 波 反 射 板 の 能 率 
1141。 マラ バル ー ン ・ ア テン シテ ナ … 河 津 祐 元 ・ 大 橋 啓吾 ・ 角 沢 光正 a … 未 村 幸雄 ・ 竹 下 信也 ・ 虫 明 康 人 
・ 上 西 聖 ・ 田 中 真 1176. 反射 板 に よる 第 2 竹 無 給電 中 継 に お ける 二 , 三 の 問題 
1142. フレ ネル 領域 に お ける パラ ボラ ・ ア テン テ ナ 利 得 に つい て ee … 広 田 友 義 ・ 副 島 光 積 ・ 福 田 昇 七 
eee … 広 田 友 義 ・ 副 島 光 積 ・ 萩 田 真 護 1177。 メッ シュ 反射 板 に つい て て 有 [うー………… 橋 本 博 ・ 木 村 。 業 
1143. 電波 集中 用 だ 円 面 ア ン テ ナ の 試作 1178. U.H.F. 帯 用 電波 反射 装置 
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1282. 雑音 指数 お よび 利得 測定 の 一 方 法 に つい て 1315. 
“ … 小 叉 朝 男 ・ 山 岸 文夫 
1283. マイ クロ 波 に よる 砂 中 含水 率 測 定 に つい て 1316. 
… 井 原 芳雄 ・ 橋 本 、 博 ・ 木 村 -- 栄 ・ 石 川 ・ 伝 二 14317. 
・ 松 尾 " 往 … 稲 垣 隆司 
1284. 電波 吸収 壁 材料 の 複素 誘電 率 の 測定 1318. 
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1285. マイ クロ 波 に 於 ける 燈 融 石 炭 の e の 温度 係数 及び "tan6 1319. 
の 測定 … … … 柳 井 久義 ・ 田 幸 信子 
1286. ミリ 渋 科 易 型 カ ロリ メー タ 1320. 
… 佐 療  - 昭 ・ 大 井 ・ 国 夫 ・ 石 井 宗 典 ・ 荷 口 康一郎 
1287. マイ クロ 波 カ ロリ メー タ に お ける 中 収 体 の 形状 1321, 
… 大 井 " 園 夫 ・ 柏 木 ” 厚 ・ 石 井 宗 典 ・ 荷 口 康一郎 
1288. 10kMc 帯 減衰 量 標準 装置 … 岩 瀬 忠治 ・ 大 森 人 卵 一 1322. 
1289. マイ ケロ 波 イ ン ピ ビー タン ジス 直視 装置 第 二 報 う 1323 
…… 岡 村 。 総 吾 ・ 大 越 「 孝 敬 ・ 吉 本 "博幸 ・ 新 井 「 益 夫 1324. 
NE Si Et ye … 稲 富 高 思 
1291. 反射 点 測定 の 一 方 式 … … 季 毛 信箱 ・ 菊 島 政司 1325. 
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fa RE RA > 1326. 
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I PM CEZAR 1327 
… … 移 井 久義 ・ 池 田 謙一 
rant. FW 20 RRM 1328. 
. … 田 原 消 一 ・ 三 宅 隆 
an6. 1 7 WOES OME CAMB 1329. 
. 方 式 の 研究 第 二 報 う … … 末 武 国 弘 ・ 山 用 成一 
oat. We SM We Mz OB RRRROMEE < 1330. 
計 横内 滋 1331. 
1298. 共振 法 に よる ミ Siig oane … 標 穫 6 天 1992 
1299. 高い @ 値 の 測定 法 ……… … 牧 本 利夫 ・ 弓 場 方 治 1333. 
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探索 用 ミリ 波 FM レー ダー の 政 離 分 解 能 た つい て 
* … 熊 答 ・ 三 郎 ・ 松 尾 優 ・ 桜 井 照男 
TWT レー タダ 受信 機 の 実用 試験 
… 林 周一 ・ 永 井 


a 地 ・ 竹 内 誠一 朗 
高安 定 度 電 測 装 置 ……… 稲毛 


信 術 ・ 演 戸 都 助 ・ 渡 辺 功 
・ 阪 本 卓 ・ 桜 井 雅実 
三重 速度 変調 管用 共振 空洞 の -R-line 解析 法 に ょ る 等 価 


席 雄 ・ 吉 田 


回 踏 に つい て … … 松 本 正 ・ 鈴 木 道雄 ・ 上 村 正雄 
反射 形 ク ライ スト ロン の 同期 現象 だ たつ いて 
sresee se cee eee ose nes nos neenee es … 押 本 朋之 助 ・ 菊池 一 雄 
反射 形 ク ライ スト ロン の 引込 み 特 性 た つい て 
etass ene sse vasees eveneven snesnes … 池 上 淳一 ・ 福 井 。 譲 
広帯域 クラ イス ドロ ン 発 振 器 に 関す る 一 考察 
aerae ttenreemteens … 池 内 " 正 船 ・ 小 塩 立 吉 
a 
Cb 一 Sb 系 光電 陰極 の 製作 過程 中 の 諸 特 性 
oe … 和 田 正信 ・ 高 橋 正 ・ 萩 野 実 
マル チア ルカ リ 光 電 面 …… … 小 川 ~ 一 郎 ・ 長 谷川 " 伸 


銀 - マ グ ネ シウム 合金 二 次 電 子 面 の 最適 活性 化 条件 の 決 
邊 ee css era … 平 筐 正喜 
パル ス 法 に よる 絶縁 物 か ら の 次 電子 放出 利得 の 測定 た 
つい て ・… … 菅 田 栄治 “ 来 住 懲 
I NO A 
高 電 界 に 於 ける 電子 放射 と 基 の 応用 … eR 荒木 
Mg0O 冷 険 極 の 研究 (第 二 報 〉 放出 電子 の ェ エネ ルギー 分 
布 の 過渡 釣 変化 ) … 砂田 栄治 ・ 中 村 
MgO 冷 陰 極 に 対す る 真空 度 示 よび ガス の 影響 ………… 今 井 
Field Emission Microscope に よる 吸着 現象 の 研究 CTh- 
W 上 の が ガ が ス 吸 着 ) EE 1d a | 栄治 ° 金 
炭化 し た トリ タン 線 条 の 高周波 抵抗 測定 
< … 平 島 正喜 ・ 新 谷 
軍 元 性 金属 細線 を 含む 酸化 物陰 極 
. ーー 選 立 計 正 次 “i 山 直 
EPMA に よ ょ る 酸化 物陰 極 中 間 層 の 研 定 
: … 野 明 治雄 ・ 今 井 
酸化 物 被覆 陰極 用 基体 ニッ ケル 
… 秦 事 也 ・ 花 田 
BaS の エ ェ エミッション 特性 た つい て …… 
合 温 型 一 焼 結 型 組合 せ そ せ 陰極“ 今井 
RT tr 
… 青 井 三郎 ・ 村 田 
本 で 
… 洲 見 
計数 放電 管 に ょ る 表示 放電 管 の 切換 を 
… 八 田 吉 典 ・ 菅 京 。 実 ・ 
プラ ズ ィ マッ 中 の 電子 ビー ム に よる 増幅 作用 


・ 一 村 


の … 書 部 貞一 ・ 小 川 吉 背 
電子 管内 た 用 いる 誠 素 皮 肛 抵 抗 に つい て 
es … 滞 場 友 次 郎 ・ 西 巻 

排気 作業 の 管 球 特 人 性 に た およぼす 影 畠 

” … 小 板橋 正康 ・ 徐 」 卓也 ・ 立 原 
在 空 管 の 研磨 封 止 た 就 い て … … 琶 野 滴 子 ・ 小 島 
チタ ン 系 電子 管 陽極 を 用 いた 真 宰 管 の 寿命 試験 ……… 光 藤 悪 
真空 管 衝 瑞 試験 機 ………… 宮 崎 至誠 ・ 神 崎 一 男 ・ 小 島 
分 数 増幅 率 管 を 用 いた 直流 高圧 電線 (第 1 報 2030 kV 
15 W 電源 ) 山中 惣 之 助 ・ 小 野田 源 彦 ・ 内 藤 
中 間 周 波 増 幅 符 の 動作 入力 容量 て くそ の 2) 

ss … 石 原平 典 ・ 萩 本 勝夫 ・ 岡 崎 
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真空 管 入 力 ア ドミ ッ タ ンス 測定 器 1374 
… 小 島 卓哉 ・ 原 宏 ・ 松 本 章 1375. 
UHF 三 極 管 の 電子 アド ミタ シス 第 三 報 ) ………… 田 宮 寿 美子 
工業 用 送信 管 の 新設 計 と 試作 と つい て em 林 正 一 1376. 
超短波 送信 管 5SF35R の スク リー シグ リッ ド 熱 電子 放 1377. 
射 に は る 能率 低下 emer 岩本 幸雄 < 
UHF 4 極 管 の 設計 諸 元 に つい て ……… 中 田 九 州 男 ・ 久 田 。 宏 1378. 
送信 管 の 蒸発 冷却 系 の 新しい 方 式 ……… 示 井 真 茂 ・ 吉 村 順一 
信号 変換 形 蓄 積 答 … … 申 山 良明 ・ 小 田川 問 一 郎 1379. 
メー ター コシ 形 著 積 筐 の 試作 ーー………… 木 内 . 雄三 ・ 敏 原 幸一 
二 定 電位 記録 式 直視 形 匠 柄 筐 店 山 良明 ・ 山 田 達也 1380. 
試作 直視 型 蓄 積 筐 ーー er = 高山 寿夫 
2 1381. 
いて ee ee 山戸 利 美 
低速 度 走 査 に お ける ビジ コン の 電荷 著 積 作用 と その 応用 1382. 
Ca … 小 郷 。 寛 ・ 今 長 異 ・ 牧 野 雄一 
イメ ー ジ オル シコ ン の ター ゲッ ト 二 次 電子 の 集束 帰還 1383. 
黒 ぶ ち 効 果 防 止 形 イ メー ジオ ル シ コ ン の 解析 ………… 宮 代 彰一 
イメ ー ジ オル シコ ン ・ タ ー ゲ ッ ト の 張力 1385. 
“ 松井 琴 論 Ss 欺 庄 次 辺 壮 吉 忌 
香 形 孔 を 有する 受像 管用 電子 銃 の 駆 避 特 隆 …………… 愉 野 。 秦 1386. 
受像 管内 ゲッ タ の ガス 吸収 能力 て 有 T う … 高 山 寿夫 ・ 小 林 英樹 
磁界 色 切 換 型 カラ テラー 受像 管 1387. 
中 下記 吉澤 凡 導 会 麻 谷 唆 生 
理想 的 後段 加速 型 オ シロ 用 ブラ ウン 穫 … 高 山 寿夫 ・ 江 口 直孝 1388, 
偏向 電極 間 シ ー ル ド 板 の 特性 ee 常田 地 秀 
ズー 怒 電 和子 レシ ンズ … sues 原島 治 ・ 安 療 隆男 1389. 
2 kMc・ 出 力 100W の 高 出 力 板 極 管 …… 池 沢 。 茂 ・ 村 上 博美 
イン パパ ルス ・ レ スナ トロ ン の 試作 研究 1390. 
… 小 池田 二郎 ・ 畑 岡 。 宏 ・ 武 藤 忠夫 
大 電力 パル スマ グ ネ トロ ン 6410/QK 338 の パー フォ ー 1391. 
マン ス …… 池 答 。 理 ・ 鈴 木 太郎 ・ 五 十 嵐 重 朗 ・ 岩 崎 賢三 
高 電 圧 ペル スマ グ ネ トロ ン の 真空 度 測定 法 1392. 
Ri aay 62 digpn ies iene Gn isgnine sanejeeinie oni Cee … 鈴 木 太郎 ・ 金 子 武義 
6410/QK 338 の サー メッ ト ・ カ ソー ド と 電子 逆 役 
a … 鈴 木 太郎 ・ 岩 崎 覧 二 ・ 斎 藤 尚 一 1393, 
連続 波 マ グ ネ トロ ン 
… 青 木 一 郎 ・ 五 十 出 重 朗 ・ 吉 橋 玉 二 ・ 坂 元 正 一 
2450Mc, CW マグ ネト ロン , 2M10 た に つい て 1394 
ts ……… 柴 田 長 吉郎 ・ 野 島 秀夫 ・ 小 川 信 順 1395 
進行 波 大 阪 答 に つい て … saree 田 誠 礁 郎 き 森田 7 選 信 1396 
プラ チノ トロ ン MA-601 の 動作 特性 に つい て ee 
松尾 幸人 ・ 安 岡 美 夫 ・ 野 島 秀夫 ・ 町 田 洋 ・ 関 向 修一 1397 
MA 601 の 陽 凡 間 電界 分 布 に つい て … 
松尾 幸人 ・ 葉 谷 圭介 ・ 原 稔 ・ 安 岡 美 夫 ・ 野 島 秀夫 1398 
4 極 磁界 中 の 電子 運動 を 利用 し た 新型 マイ クロ 波 管 に つ 1399 
We 小池 勇 二郎 ・ 小 野 昭一 ・ 山 之 内 和 才 ・ 福 田 。 寛 1400 
進行 波 ペ ニオ トロ ン (第 三 報 )〉 電子 ビー ム の 透過 実 険 に 
つい て …… 小 池 勇 二郎 ・ 小 野 昭一 ・ 熊谷 泰夫 ・ 山 巡 内 和 疾 1401 
磁界 を 用 いた 進行 波 ク ライ スト ロン …… 宮 正夫 ・ 綾 木 和 護 
誘電 体 窓 を 装 和 俗 し た 広帯域 高 出 力 反 射 型 クラ イス トロ ン 1402, 
に つい て ee 沢田 良 高 ・ 竹 本 殺 夫 
4 mm 帯 反射 型 ク ライ スト ロン の 試作 1403 
… 青 井 三郎 ・ 中 島 洪 夫 ・ 川 島 良 保 ・ 新 井 享 疾 
34Gc 帯 大 出力 平板 ピー ム 1 空 胴 多 間 隙 ク ライ スト ロン 1404 
の 試作 … … 衣 沢 和男 ・ 金 児 壮 至 ・ 野 中 忠 旋 
多重 反射 型 ク ライ スト ロン の 発振 開始 時 相互 コン ダク タ 1405 
A ; Re … 長 谷川 、 晃 
直進 型 3 空 胴 発 振 名 た つい て 末吉 勇 ・ 安 倍 利 1406 
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・ S ペ バンド パル ス 進 行 波 管 … 上 崎 
。 M 形 大 電力 後進 波 管 の 発振 実験 ee…… 
・ 変 叉 指 装荷 導 波 管 運 波 回 路 
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. 周期 静 電 界 形 進 行 波 管 の 理論 C1 う …… 減 見 
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縦 形 電 子 ビ ー ム 


直進 型 ク ライ スト ロン の 位相 特性 C1 う errre・ 体 々 木 昭夫 
8 耗 帯 高 出力 直進 型 ク ライ スト ロン の 試作 < 策 2 報 う 

… 青 井 三郎 ・ 中 島 洪 夫 ・ 新 井 享 族 ・ 束 。 上 恵 男 
広間 隙 直 進 型 二 重 速 度 変調 筐 … … 沢 田 良 亭 ・ 金 子 洋一 

試作 UHF 大 電力 クラ イス トロ ン の 実験 結果 

Re … 村 田 重 元 ・ 木 下 成美 ・ 土 橋 億 三 
連続 波 大 電力 クラ イス トロ ン の 試作 

… 池 沢 。 茂 ・ 見 目 正道 ・ 設 楽 昌吉 
LL ラペ ンド 2 MW ペル スラ イド RE 

… 小 宮山 敬 ・ 吉 田 良 教 ・ 三 杉 隆 放 ・ 佐 々 木 昭夫 
S バ ンド 4MW ンマ ルス クラ イス トロ ン に つい て 

… 小 宮山 離 ・ 三 杉 隆 放 ・ 吉 田 良 教 ・ 佐 々 木 昭 夫 
大 電力 組立 式 ク ライ ス トロ ン に つい で ee 志 原 昭 ・ 
熊谷 寛 夫 ・ 西 川 交 治 ・ 田 中 治郎 ・ 石 井 和 落 ・ 伊 藤 勲 
紐 立 式 ペル スク ライ スト ロン の カソード の 寿命 

… 相 浦 正信 ・ 飯 田 正幸 ・ 西 田 進 

無 格子 間隙 の 等 価 容 量 測定 の 事 差 に つい て … i | 
短い 遅 波 回 路 を も つ 空 胴 付 進行 波 傍 倍 管 


・ 渡 辺 顎 一 


ey A 清 ・ 川 村 光男 ・ 松 本 憲治 
ewe ex ogame gin ROR 
奏 一 ーー a … 藤 田 広一 ・ 寛 
進行 波 管 らち せん 回 路 と 導 波 管 の 整合 に つい て 
…… 第 曽 乏 ・ 小 幡 」 文 男 


合 ら 線 の 管内 波長 お よび ビー ト 涼 長 の 測定 
… 菅 田 栄治 ・ 寺 田 正純 ・ 裏 克己 ・ 西 原 " 浩 
動作 時 に 於 ける 進行 波 筐 の 入出 力 イ ン ピ ー ダ ンス 


“ “ … 岡 村 総理 ・ 山 根 笑 
パッ ケー ジ 型 進行 波 和 7 W33 及び 8W34 た に つい て 
パッ ケー ジ 形 低 雑 音 進行 波 管 
s a … 水 利 康 ・ 沢 山 美 導 


11 Gc, 5W 出 力 ペ パッケ ー ジ 型 進 行 波 管 
ee … 十 略 知之 ・ 根 本 ・ 忠 雄 ・ 宏 田 進 
ミリ メー トル 波 進 行 波 の 試作 殴 てく し 歯 型 進行 波 穫 の 高 
出力 発振 特性 う 
… 上 上 領 香 三 ・ 柴 田 幸男 ・ 鹿 野 哲生 ・ 福 島 美 文 
S バ ンド 大 電力 クラ イス トロ ン 励 振 用 進行 波 和 編 の 発振 及 
び 増 幅 に つい て 
… 石 井 。 和 世 ・ 宮 原 。 昭 ・ 西 川 
賢治 ・ 金 沢 
西 巻 


哲治 ・ 田 中 治郎 
正夫 ・ 鐘 田 志郎 
正 郎 ・ 吉 川 豆 二郎 
… 松 尾 


幸人 ・ 張 。 吉 夫 ・ 小 林 
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1625. トラ ンジ スタ を 使用 し た サン プ リン グ 回 路 …………… 細 田 悦 資 1660. VTR 東芝 方 式 k に つい て ・ に ee: 沢 崎 害 一 
1626. 時 定数 比 よ りみ た 三 段 帰 還 回 路 に つい て 1661. 東芝 方 式 VTR 装置 の 試作 … ei 
EE wei 夫 和夫 栓 村 効 沢 崎 窒 一 ・ 和 八木 基 ・ 岩 崎 真弘 ・ 稲 田 源 也 ・ 玉 置 区 摩 
1627. 負 性 イン ピー ダン ス 変 換 器 を 用 いた 容量 結合 回 路 1662. 磁気 ドラ ム テ レビ 記憶 装置 
店 大 内 淳 義 ・ 高 木 政 晃 … 鈴 木 ~ 桂 二 ・ 吉 田 順 作 ・ 木 村 悦郎 ・ 横 山 克哉 
1628. 広帯域 管 入力 イン ピー ダン ス の 改善 …… 銭 。 春男 ・ 小 山 燕 ・ 岩 沢 高 ・ 谷 。 勝馬 ・ 藤 田 敏夫 
1629. マラ レル ・ プ ッシュ プル ・ ハ イプ リッ ド 回 路 ………… 宮 城 正久 1663. 磁気 テー プレ コー ダ を 使用 する スロ ー モ ーション 化 方 式 
1630. サー ミス タ で 制御 され た 2 階 線形 系 の 特性 … 人 鈴木” 桂 二 ・ 岩 沢 況 ・ 木 村 " 憶 郭 
a Sve ors ene nie 仁 ・ 新 谷 治 生 1664. テレ ビ 信 号 の プレ ー ム コン バー ター 方 式 
1631. トラ ンジ スタ に よる サー ボ モ ー タ の 駅 動 … 鈴 木 ” 桂 三 克 吉 
Ss … 助 川 徳王 ・ 松 和平 正寿 ・ 洪 巣 己 之 助 1665. 磁気 テー プレ コー ダー RE be 
1 CA マル 斑 代 三 変換 方 式 … … 鈴 木 「 桂 二 ・ 横 山宮 吉 
1633. 電子 回 路 用 低温 恒温 槽 (特に トラ ンジ スタ 直流 増幅 器 へ 1666. カラ ー VTR 用 低 搬 送 波 FM 伝送 に お ける ビー ト 炉 害 
の 応用 と し て errreee・ 永田 積 ・ 阿 部 普 右 エ 門 と その 除去 対策 … 2 
1634. 無 接 点 式 水晶 用 恒温 槽 …… 三 宅 康友 ・ 高 橋 信夫 ・ 水 答 上 感 1667. VTR に お ける 低 搬送 波 FM 雑音 の 一 考察 ………… 吉 田 順 作 
1635. エレ クト ロニ ッ ク カ ウン ター の 中 測定 法 1668. 色 度 信号 線 順 次 式 カ ラー VTR アダ プター 
ee … 片 上 森 三 郎 ・ 花 谷 安 朗 mm … 鈴 木 ” 桂 二 ・ 吉 田 順 作 ・ 稲 津 稔 
1636. サイ ラ ト ロ ン 道 幅 器 の 応用 た つい て …… 青 柳 健次 ・ 小 迫 秀夫 1669. 50kW TV 放送 機 用 電力 増幅 器 並 に 出力 同軸 回 路 に つい て 
1637. ミラ ー 柄 分 句 の "CR 定数 の 分 配 法 本 ovisseewerririieim* 吉 田 。 将 ” … 大 島 恒 太郎 ・ 吉 田 哲雄 ・ 青 山 憲太郎 
1638. 選別 回 路 に 関す る 二 , 三 の 実 験 * 斎 藤 ~ 正夫 ・ 坂 井 。 正 
dn … 古 屋 交 夫 ・ 松 本 佐良 ・ 真 野 国 夫 1670. 新設 計 の TV 放送 機 た につい て 
… … 大 島 恒 太郎 ・ 青 山 電 太 郎 ・ 坂 井 正 
テレ ピジョン 1671. テレ ビ 送 信用 ハー モニ ッ ク フ ィ ル ター の 設計 
1639. 帯域 圧縮 伝送 方 式 … eI 間 村 計 吉 崩 … 佐 藤 利 三郎 ・ 大 野 恵 雄 ・ 雄 山 ” 厚 ・ 太 田 - 巡 
1640. 直線 予測 に ょ る テレ ビ 信 号 の 帯域 圧縮 の 限界 1672. 永久 磁石 を 用 いた TV 受像 機 の 画質 改善 
ede … 港 ・ 保夫 ・ 田 中 範夫 … 野 口 " 文 亡 ・ 加 藤 徳治 ・ 小 才 。 寛 
0 較 褒 を 衝 じ た 泊 才 拓 "TiY 1673. トラ ンジ スタ 水平 信 向 回 路 に お ける 偏向 歪 補正 の 一 方 法 
… 牧 野 雄一 ・ 小 郷 。 寛 ・ 橋 本 和 成 ・ 三 宅 一意 BE ee … 沼 口 安 隆 
1642。 イメ ー ジ オル シコ ン の 第 2 Knee の 利用 に 関す る 一 考察 1674. 完全 自動 利得 制御 方 式 …… 東 主 郎 大 ・ 脇 。 介 礁 ・ 高 谷 中 三 
re … 樋 渡 滑 二 ・ 平 山 勤 ・ 北 沢 幸治 1675.、 カ ラー 受像 機 用 遅延 線 …… 菊 池 武 己 ・ 青 山 普 次 ・ 和 久井 正四 
1643. ブ プ ブラウン管 の フ レア に つい て eee 岩村 総 一 1676. PE 空隙 平形 単 心 ケー プル と TV 共同 聴 視 の 一 新 方 式 
1644. 自動 番組 切換 装置 ese 会 笠 「 正 坪 ・ 阿 部 勝美 ET TY oT ER RL 荒川 理 明 ・ 宮 崎 重 科 
1645. 6 種 の 2 次 曲線 ワイ プ を 含む 特殊 効果 装置 1677. TV 共同 聴 視 用 線路 増幅 器 
St … 今 村 正 坪 ・ 阿 部 勝美 ・ 高 橋 郁雄 ・ 中 村 喜 代 造 … 博 田 五大 ・ 石 井 正博 ・ 竹 股 健 犬 ・ 東 士郎 大 
1646. テレ ビ 同 期 信号 通 降 回 路 を 利用 する 水 唱 時 計 ………… 池 田 "辰雄 1678. 螺 線 形 伝送 線路 か ら の 洗 混 電界 に つい て 
1647. サン プリ ング 制御 理論 を 用 いた テレ ビジ ョ ン AFC 回 路 … 永 井 健三 ・ 佐 藤 利 三郎 ・ 千 葉 二郎 ・ 伊 藤 弄 紅 
(同期 うり の 解 線 un er 除 梓 安 宏 きき 井 依 灯 1679. テレ ビ ピジョン 共同 受信 設備 か ら の 漏洩 電磁 界 に つい て ……… 
1648. ウォ ー キ ー, ルッ キー 同期 結合 の 一 方 式 永井 健三 ・ 佐 藤 利 三郎 ・ 千 葉 二郎 ・ 塗 道雄 ・ 管 原 会 英 
ee … 礎 文 雄 ・ 安 藤 文 雄 ・ 成 田 昭 財 - 
1649. テレ ビジ ョ ン 自 動 同期 結合 装置 電 気 通 信 
RS … 謙 村 安志 ・ 三 井 信雄 ・ 上 原 "隆司 1680、7.5kMc 帯 FM 負 帰 軍 高 感度 送受 信 機 
2 交 情 圭 由 … 刃 浜 徹郎 ・ 足 立 頁 恒 ・ 中 原 裕一 ・ 松 永久 紅 
PA … 吉 田 順 作 ・ 石 引 道 朗 1681. 7.5kMc 帯 全 進 行 波 管 中 継 機 
1651,. カラ ー テ レビ カメ ラ の 色 再 現 性 の 測定 … 中 原 裕一 ・ 松 永 久雄 ・ 岩 河 昌 博 
交 井 広一 ・ 林 宏 王 ・ 佐 藤 俊夫 ・ 杉 浦 "幸雄 。 1682、 広 帯域 見 通し 外 通 信 パ ラメ トロ ン 増 過 装 置 の 実用 試験 
1652. 3 I.0. カラ ー カ メラ , 特に その 光学 系 の 改良 た つい て a 4 … 万 永 ・ 岡 島 ) 徹 ・ 呈 料 「 豆 坦 
ven ere asses ewe ed … 加 納 り 頼 一 ・ 林田 満 洲 男 1683. 本 平 一 泊 松 間 長 馬連 レビ ジョ ン 中 継 回 線 に つい < て 
1653. カラ ー テ レビ に お ける 分 光 特 性 の 偏差 に づい て … 吉 田 三 三 夫 ・ 勝 瀬 安 芳 ・ 川 橋 猛 ・ 黒 田 " 隆 三 
een …… 加 納 。 頭 一 ・ 木 田 満 洲 男 1684. トラ ンジ スタ 化 120,00 Me 帯 通信 装置 
1654. カラ ー タ イト ル 作 成 方 式 … … 有 有岡 徹 … 森 田 正典 ・ 川 橋 猛 ・ 富 沢 理 ・ 黒 田 隆二 
1655. 磁気 テー プレ コー ダ を 使用 する クロ マコ ー タ 方 式 1685. 移動 無線 に お ける 送信 機 の 相互 変調 に つい て 
th … 鈴 木 桂 二 ・ 木 村 悦郎 ・ 横 山 "克哉 いい 導 永 族 光 * 佐 藤 正 一 
1656. VTR 制御 系 の 理論 的 検討 1686. 列車 無線 電話 の 技術 的 諸 問 題 
" … 灘 原 芳郎 ・ 河 本 珠 哉 ee … 来 ~ 式 平 ・ 丸 浜 徹郎 ・ 寺 井 " 和 刀 
1657。 アン ペ ッ クス 型 VTR の ベネ シャ ン 効 果 に 関す る 一 考察 1687. 国鉄 東海 道 列車 無線 電話 計画 
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RC … 来 う 豊 平 ・ 丸 浜 徹郎 ・ 寺 井 和己 
to St SR + oan Om Wn 1723, 
7 … 中 林 進 ・ 柴 崎 道夫 
1689、 ェ ラー 閉 に 関す る 考察 … 青 井 三郎 ・ 大 和久 修三 ・ 新 保 修 
NR ed Na 1724. 
ys … 松 本 正 * 深 井 一 朗 
1691. DT Tt tS を EU た 1725. 
ご Sy … 申 川 秀夫 ・ 山 本 ~ 奏 ・ 塚 原 文夫 
1692 MURR Fite Oa + A TS 1726, 
oe … 岡 田 恵 鶴 ・ 平 井 宏 知 ・ 校 条 達朗 
1693. SSB 通信 用 メカ ニカ ルフ ィ ル タ に つい て 1227, 
… 靖 氷 英治 ・ 高 = 泰夫 ・ 浦 ' 吉 各 ・ 高 橋 昭三 
EI RR 1728. 
を 用 いた 自動 周波 数 制御 回 路 
\ … 岡 田 忠 祐 ・ 野 口 。 基 ・ 和 双 野 竜二 1729. 
NER きる テラ ニタ 信和 
SN et te eS eR … 青 井 三郎 大 和久 修三 « 新保 修 1730. 
1696. VOR 装置 ee トト 一 原 正 ・ 山中 恒夫 ・ 門田 均 
・ 山 本 奏 ・ 伸 春田 1731. 
1697. 近 距 離 に お ける 方 位 誤 療 … : EE 1732. 
拉 欄 科 光孝 な の ※ 間 鐘 の 二 科 0 
… 三 条 層 基 ・ 道 正 喜一 ・ 楠 正則 ・ 清 水 富 次 1733. 
1699. 大 規模 な 遮蔽 実験 空 に つい て … … …… 富 田 正義 
・ 水 田 秀夫 ・ 小 松 姜 三 ・ 古 橋 好夫 ・ 園 山 晴敏 1734. 
1700. 非 線 型 計画 法 の 線路 設計 へ の 応用 … a 満 1735. 
1701. 格子 形 通信 綱 … ……… 才 猪瀬 博 
1702.。 リ ニ ヤ ャ プロ グラ ミン グ に よる 上 最適 線路 網 形態 の 構成 法 1736. 
1703. 坪 相 高周波 振動 を 利用 し た 葵 回 転 四 重 伝送 方 式 の 概要 1737. 
… 高木 相 ・ 真 野 国 夫 1738. 
1704. 大 地 を 伝送 踏 と する 通信 1739 
… … 佐 療 利 三郎 ・ 井 上 利男 ・ 中 山 登 
1705. 非線形 素子 を 使用 し た 通話 回 踏 の 一 考 穴 1740 
… 三 浦 宏 康 ・ 高 場 武志 ・ 岡 本 格 芳 ・ 小 関 導 郎 
1706. Subsampling PCM 方 式 … 星 子 幸男 ・ 木 村 和雄 ・ 長 田 昭 太 郎 1741. 
1707. ラン ダム 信号 発生 器用 定 差 変 調 器 ……… 水 口 。 一 ・ 富 氷 康 
1708. ビーム 切替 管 を 利用 し た PCM 符号 ・ 復 号 器 1742 
… 田 申 米 治 ・ 山 下 一 美 ・ 細 有川 省 一 ・ 和 谷口 - 正 1743. 
1709. 遅延 線 を 利用 し た 定 差 変調 多重 通信 続報) 1744. 
. … 田 中 米 治 ・ 北 浜 夫 ・ 細 川 省 一 1745. 
1710. 人 本 ト ラン ジス ネタ 式 多重 定 差 変調 端 局 装 置 … = ーー 1746. 
El 83 fi … 伸 丸 由 正 ・ 関 本 忠弘 ・ 金 子 庫 志 1747. 
1711. トラ ンジ スタ 高速 計数 回 路 ーー…………… 川 島 ・ 将 男 ・ 李 下 重 族 
1712. 12 Mc 同軸 方 式 策 2 次 伝送 試験 結果 に つい て ………… 重 井 。 芳 治 1748. 
1713. 架 宏 細 尼 同軸 ケー ブル 搬送 中 継 器 ……… 芳 根 寛 樹 ・ 橋 。 屈 志 
Sg 9 < mi 1749. 
… 永 田 "本 ・ 岡 杜 見 ・ 剤 
Is, RE FIA ZORRR ME 1750. 
… 色 摩 亮 次 郎 ・ 石 田 正男 ・ 平 塚 憲一 
1716. トラ ンジ スタ リレー に よる 多 周 波 受 信 器 ESL 
:… 天 野 昇 和 ・ 森 下 呑 二 
1717. 帰還 分 周回 路 の 一 形式 … … 川 島 将 男 ・ 李 下 重 導 1752. 
1718. トン ネル ダイ オォ オード と ダブ プル ベー ズ ダイ オー ド を 用 いた 
線路 増幅 器 に つい て em 宮 田 村 普 一 ・ 水 答 博 1753. 
1719. 無 装 荷 用 双方 向 中 継 器 …… 松 本 俊行 ・ 国 藤 之 ・ 近 藤 清美 
Rt i Ss 1754. 
- … 人 向原 芳郎 ・ 加 療 久 二 ・ 長 谷川 清久 
A 1755. 
* … 石 井 隆一 ・ 礎 部 顎 一 ・ 渡 部 一 夫 
1722. 高速 度 FS 変 復調 方 式 に つい て 1756. 
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… 岸 正利 秋 ・ 江 頭 。 望 ・ 須 只 恒久 
CG es ssa a betas 

… 高 橋 久 太郎 ・ 林 竜 放 ・ 幸 上 利 秋 ・ 

・ 友 上 成 治夫 


江頭 望 
・ 桜 井 喜 三郎 
の 
… 典 村 宣 放 ・ 多 可 敏郎 ・ 金 子 元 昭 
RR 
… 容 田 刻 次郎 ・ 小 林 一雄 ・ 岡 島 問 太郎 ・ 南 保 昭 吾 
SiPNPN スイ ッ チ の 電信 装置 へ の 応用 
a … 喜 田村 療 一 ・ 水 谷 
エレ クト ロニ ク CTC の 搬送 部 に つい て 
… 保 原 光雄 ・ 市 川 者 放 ・ 中 村 
符号 方 式 デ ー タ 伝送 に お ける 一 考察 た つい て 
MMT AER EO BF GRF ORR 2 の 
実験 に つい て … 金 久 正弘 ・ 鴨 。 正孝 ・ 豊 岡 
2 進 パ ルス 再生 中 継 の 設計 法 
EE … 星 子 幸男 ・ 荒 谷 孝夫 ・ 大 川原 吊 義 
パラ メト ロン 講 元 の 誤差 と 動作 マー ジン … = 寺村 浩 全 
パラ メト ロン 回 路 と 組合 せ た ダ イオ ー ド マト リッ クス と 
その 応用 ee……… 識 井 純 ・ 中 悟 和雄 ・ 永 井 責 
エサ キダ イオ ー ド を 用 いた 電信 用 前 置 増幅 器 
… 箋 原 芳郎 ・ 喜 田村 善 一 ・ 河 本 丈 哉 ・ 佐 藤間 
新しい 電信 歪 測定 器 … ES 中 込 間 雪男 
狭 帯 域 ITV 画 信 号 の 電話 ケー プル 伝送 


博 ・ 秋 上 山 支 雄 


泰 ・ 藤 森 昇 治 


崇 確 


一 司 


… 小 郷 。 寛 ・ 脇 屋 節雄 
帯域 パイ ロッ ト に よる 搬送 波 位 相同 期 方 式 

… 松 島 孝夫 ・ 岸 上 -~ 実 ・ 辻 井 重男 
… 須 藤 太郎 ・ 北 村 彰 啓 


DX 信号 方 式 と に つい て … 
自動 交換 機 用 トラ ンジ スタ 信号 装置 … 
交換 機 に お ける 加入 者 回 路 の 一 方 式 

ーー … 荒 川 私 文 ・ 中 条 - 俊 才 ・ 三 次 。 衝 
ce i 
志乃 02 紀 才 扶 補 生 た 医員 写る み 人 科 束 の 一 き 
NR 加茂 導 雄 
タイ ム ス ロ ッ ド 切換 の 一 方 式 … … 室 賀 。 和弘 ・ 島 崎 誠 交 
話 中 音 自動 送出 回 路 ……… 五 島 一 放 ・ 遠 藤 一 郎 ・ 吉 田 庄 悟 
発信 加入 者 番号 検出 方 式 の 一 案 ………… 秋 山 勝 ・ 藤 倉 災 言 
移動 電話 サー ビス の 市 外線 信号 方 式 に つい て …………… 石 井 昭一 
商用 周波 交流 ダイ ヤル 方 式 に お ける イン パル ス 伝 送 ひ ず 
CAMA 局 間 の 発信 番号 転送 方 式 に つい て 
加藤 伝 猪 ・ 秋 元 稔 ・ 大 西 禅 ・ 山 本 政 農 ・ 
CAMA 局 記録 装置 自動 試験 機 に つい て 

Ee … 大 友和 蔵 ・ 加 藤 祭 猫 ・ 中 村 隆一 
ES gO に っ 
加藤 銀 猪 ・ 秋 元 稔 ・ 大 西 禅 ・ 山 本 政則 ・ 有 泉 芳男 
2 段 接続 フレ ー ム の 最適 呼 量 容量 た に つい て 

心 秋 丸 "春夫 ・ 高 原 敏夫 ・ 志 子 

レジ スタ ・ セ ンダ 分 離 併合 に お ける 経済 比較 一 一 出入 回 
線 の 価格 を 考慮 に 入れ た 場合 ーー…… 秋 丸 春夫 ・ 僧 田 耕作 
CE ム 構 成 と 


徳雄 


有 泉 芳男 


日 治男 


その 適用 領域 … … 加 久間 蜂 
SW 
em… 申 林 7 進 ・ 柴 崎 道夫 
PANE WRORY 
… 店 山 登 ・ 藤 岡 旭 ・ 中 野 縮 行 
時 分 割 通話 路 の 検討 ……… 中 山 " 登 ・ 藤 岡 / 旭 ・ 中 野 浩行 
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1757. 時 分 割 (PAM) 復調 回 路 … 中 帆 … 登 ・ 藤 岡 ・ 好 ・ 中 野 浩行 1795. チャ ッ 和 の 分 類 と 適合 吸 振 機構 ………… 西 品  、 薫 ・ 田 島 興 
1758. 時 分 割 共通 演算 方 式 に だ お ける 時 限 用 タイ ミン グ ………: 花 輪 幸 皿 郎 1796. 封入 接点 リレー の 接点 寿命 に 関す る 一 考察 で その 1) 
1759. AO-2 形 時 分 割 全 電 子 交 換 機 …… 尾 佐竹 御 ・ 秋 上山 稔 es crt … 細 有川 悦 利 ・ 菊 地 久 英 
1760. 周波 数 分 割 型 電子 交換 方 式 に お ける 通話 回 路 の 多段 構成 1797. ワイ ヤス プリ ング リレー の チャ ッ タ リン グ に 関す る 一 考 
の 方 法 ……… ee 尾 佐 竹 っ 和 禄 ・ 高 羽 福 雄 察 ep en … 三 井 忠夫 ・ 鑑 木 部 世 
1761. 試作 半 電 子 交換 機 た に つい て 1798. 中 金 属 接 点 の 接触 抵抗 た 及 な すず 硫化 水素 ガス の 影響 … 北 条 徳 
eithm 王 坂 ・ 一 即 ・ 石 河 - 新 夫 ・ 内 野 .8 正 。 1799. リー ド 接 点 を 用 いた クロ え スペ ス イッ チ に つい て 
1762. 半 電 子 変 換 機 に お ける 電磁 系 部 品 動作 確認 回 路 奥田 二郎 ee 漆 猛 ・ 井 関 幸男 
1763. 60 回 線 全 電 子 交換 機 の 試作 報告 1800. 試作 小形 継電器 に つい て eeemrmm 綱 川 昭二 ・ 高 橋 通 秦 
3 中 島 洋一 ・ 佐 藤 - 忠司 ・ 小 山森 人 1801. フェ ライ ルト を 内 蔵 す る リー ドリ レー の 一 形式 
1764. 実験 用 全 電 子 交 換 機 (W 交 換 機 ) …… 喜 宏 善 市 ・ 遠 藤 - 一 郎 ・ ee 菊地 久 英 ・ 高 野 栄助 
花輪 幸四郎 ・ 吉 田 ” 庄司 ・ 都 丸 " 閣 介 ・ 去 島 一 導 1802. 電磁 継電器 の へ ヘ へ ジ ティ シ ョ ン に つい て … 大 本 .. 祥 民 ・ 高 師 茂 喜 
1765. 電子 交換 機 用 加太 者 回 路 … 室 賀 -" 弘 * 炭 田 三郎 1803. 濯 帯域 水 呈 涙 波 器 wnrereeeemreg mr emem ote = 
1766. 時 分 割 談 換 回 路 綱 に 対す る ペル ス 電 力 供給 の 問題 に つい 1804. 直交 磁 路 磁 芯 を 用 いた 新 謗 導線 論 素 子 < 第 1 報 ) ・ 義雄 
ee i OT … 渡 部 堅 也 ・ 島 崎 誠 導 1805. 2 重 巻 螺 線 を 用 いた テー パー 線路 型 変成 器 
1767. 電子 交換 機 に お ける 通話 電流 の ト テ ンク へ の 伝達 方 法 Hy) … 横 川 、 泉 二 ・ 佐 藤 利 三郎 ・ 永 井 健三 
~~ … 吉 田 ” 庄司 ・ 遠 藤 一 郎 垣 島 一 導 1806. 巻 線 の 変 流 抵抗 た に た つい て … : … 古 後 正徳 
1768< メ 4 RE este 部 三 ・ 鈴 木 康 星 電 子 応用 
1769. コル ゲー ト 型 アル ミ 中 波 給 電線 
… 森 定 温 ・ 川 端 恒雄 ・ 黒 江 和 務 ・ 前 田 力 1807.7 宮 巡 ネト グラ フィ … 植 村 三 良 ・ 松 本 憲吾 ・ 横 山 俊雄 
1770. 同軸 ケー プル の 特性 均一 化 た 関す る 実験 1808. 機 ヒ 上 ドッ プラ レー ダ の 研究 … … 心 岡田 実 
6 … 吉 村 - 正道 ・ 名 古 _ 昭 ・ 湯 本 源 明 ・ 沢 井 善 三郎 ・ 丹 羽 ・ 田 宮 ...、 潤 ・ 東 口実 
1771. 大 洋 横断 海底 ケー ブル の 諸 特 性 …:…… 村 田 浩 ・ 阿 部 君 男 ・ 1809. 機 上 ドッ プラ レー ダ 信 号 の 解析 …… < 東 避 eg 実 
・ 大 竹 邦男 ・ 大 森勝 用 ・ 磯 部 務 ieee 
1772. 同軸 海 褒 ケ ー ブ ル の 水圧 特性 se: 杉 王 正男 ・ 供 川 本 和田 * 田 宮 | 潤 ・ 東 口実 "橋本 吉 各 
1773. 細心 同軸 ケー プル に つい て 1811. 試作 機器 に ょ る 機 ヒ 上 ドッ プラ レー ダ 送 受信 機 の 検討 
- … 妻 藤 達夫 ・ 山 品 … 開 生 … 由 津 ・. 良 輔 … 了 岡田 実 ・ 田 宮 。 潤 ・ 佐 療 義正 ・ 伊 藤 益 敏 
1774. 細心 同軸 ケー デ 小 た つい て ・ 柏 原 捧 
a 昭 ・ 小 林 昭 ・ 神 辺 孝幸 1812. 機 上 ドッ プラ レー ダ 用 超 音波 シミ ュ レ ー ネ タ 
1775. アル ペ ス ケ ー ブ プル の 接続 部 た つい で て eerie 吾 和 村 正道 fn wt. … 丹 羽 登 ・ 佐 下 橋 市 太郎 ・ 今 村 和彦 
・ 高 田 寿 久 ・ 大 楠 順造 ・ 矢 代 " 隆二 ・ 渡 辺 人 竹 雄 CH 伯 除く を 生生 
1278. アル ペ ス ケ ー ブ プル の 伸縮 に つい て ……… 阿 部 君 男 ・ 村 田 浩 る ) a eee 東口 実 ・ 佐 藤 義正 ・ 山 下 道夫 
・ 大 竹 邦男 ・ 葬 田 "" 健 ・ 水 井 和夫 1814.、 簡易 型 ド ッ プ ラー レー ざ ダー 受信 機 5 
177 宮 細 径 24 必 テ レビ カメ ラテ ラ ケ ー ブ プ ブル 3 … 阿 部 、 正英 ・ 沢 崎 宮 一 ・ 本 間 筐 
や … 菊 池 武 己 ・ 井 上 "上 真 利 ・ 柳 田 導 Kn i 5 人 打 夫 放言 世 林 季 の 
1778. 同軸 コー ド の Contaminatiom. に つい て De esse … 小 谷 右 香 ・ 金 尾 勝 人 
a … 森 定 温 ・ 平 岡 幸 郎 ・ 音 居 久雄 ・ 前 田 力 1816. パル ス 式 シー ロメ ー ネ タ 
1779. 低 損 失 転 位 導体 に つい で em 吾 村 正道 ・ 高 田 寿 久 … 廊 茂 周 方 ・ 福 島 。 茂 ・ 李 木 . 宏 ・ 石 河 直 村 
780. 功 タ ー コ コー ドブ 消 た つ 避 0… で mi 了 南村 急 走 道 如 矢代 。 座 倒 1817. レー ダ を 利用 する 通信 方 式 に つい て …… 大 岡 。 茂 ・ 鈴 木 。 聞 
1781. 磁性 コア 入り 遅延 ケー ブル の 諸 特 性 em 岡本 邦 背 1818. エコ ー 政 離 の 自動 印字 記録 ee 前田. 電 一 ・ 松 本 治 弥 
1782. 等 化 パ ルス 試験 喘 …………… 横 瀬 芳郎 ・ 林 密 一 ・ 藤 田 雄 五 1819. ビビ デオ マッ ピン グ 装 置 oeeeeeeeeeereeeeeeeeereeeerem* 伏 田 嘉郎 
1783. 同軸 ケー ブル の 漏 話 測定 法 に つい て … … 片 山 照 孝 1820. > マラ メト リッ ク 増 幅 器 の し - バ ンド レー ダー に お ける 実 
1784. 螺 線 を 有する 同軸 線路 の 伝送 特性 に つい て 用 例 紅 つい Oonaeste ト bX 朝野 さ 瑞 表 
“ … 細 野 " 和仁 夫 ・ 宇 留 賀 問 文 ・ 中 島 賢三 1821. TR CATR) 管 を 使用 し た 反射 型 レ ー ダ ジュ プレ クサ ー 
1785. 市 内 ケー プル 絶縁 監視 負 に つい て に つい て … 藤 本 行 一 ・ 松 田 季 導 ・ 岩 沢 。 宏 ・ 人 竹島 忠昭 
“ … 妻 藤 達夫 ・ 山 吾 開 生 ・ 三 答 昭三 1822. 同期 検出 方 式 に よる レー ダダ 自 動 閣 報 装置 
1786. 放射 線 計 測 用 遅延 ケー ブル の 特性 測定 結果 .. ……… 大 岡 。 茂 ・ 鈴 木 .. 務 ・ 矢 部 初田 
* … 謙 村 勘 ・ 岡 本 邦 放 td 秀夫 1823. 短 形 波 を 受信 する 場合 の 波 器 の 次 数 と S/N と の 関係 
1787. 降雪 時 に 裸 線 た 誘起 する 雑音 … … 無 部 帆 一 ・ 長 重 に つい て ・… eaemem: 石崎 靖 敏 
1788. 送 配電 線 浦 架 通信 線 た 生ずる 障害 の 実測 に つい て etme ht 
井原 芳雄 ・ 西 山 文 導 ee … 青 本 健次 ・ 宮 脇 一 男 ・ 井 上 竜夫 
1789. 通信 用 保安 器 の 試験 法 … … 斎 藤 - 健一 ・ 赤 木 保 1825、 トラ ンジ スタ 地層 探知 器 に つい て 
1790. 雑音 電力 に 着目 し た 雑音 源 探 知 器 ……… 雨 宮 好文 ・ 収 府 臣 esiseetaemen 豆 宅 康友 ・ 拓 山 正敏 ・ 中 村 康平 
1791。 雑音 防止 用 抵抗 器 に つい て Ws FVII EO TO 
i … 建 端 一 郎 ・ 野 口 誠一 ・ 平 野 俊秀 “ … 青 柳 .… 健次 ・ 藤 原 潤一 ・ 石 田 。 岩 
peal Wit it … 。 保夫 ・ 水 町 守 志 on fio クス 応用 
1793. 電子 計算 機 に よる 交流 電化 き 電 回 路 か ら 通 信 線 に お よ ょ ば CO … 宮 脇 .… 一 男 ・ 大 谷間 
す 謗 障 害 の 計算 weeneeeerrveeeeen 山 加 「 達郎 "山田 栄一 1828、 バルス 計 数 潜 に よる 第 電 計 cereeeees 水 野 祥 一 郎 ・ 南 部 話 一 朗 
芝 94. ヌー ク プ レーク 紅 リ テー ド リレー 1829. 熱 ペ ン 記 録 器 の 周波 数 特性 a 
… 王 井 忠夫 ・ 森 山 寛美 ・ 雷 木 利勝 ereeeeeereeseerreteeeemeeme 山下 美雄 ・ 鈴 木 昭 太 郎 ・ 小 野 芳明 
(160 }) 80 巻 861 号 , (Tune 1960) 


EE = A を 人 J = 
電気 学会 雑誌 857 


1830. 心音 計 マ イク の 動 イ ン ピ ー ダ ンス の 意義 相浦 正信 ・ 岡 田 勉 ・ 野 村 末春 ・ 木 内 正明 
ERE "小畑 示 郎 ・ 鈴 木 虎 三 ・ 古 部 和英 

1831. MRK + SRONEE OT CEFRUE 1 1833.2 MV, 3 mA, NR 形 電子 線 加速 装置 
る 観察 ) … … 大 本 修 ・ 宇 波 茂雄 ・ 岩 竹松 之 助 坂本 貞一 ・ 小 人 答 正信 ・ 太 田 進 ・ 林 野 昌 責 


a 


来 。 大 *。 事 絆 凌 職 


本 欄 に 掲載 を 希望 され る 会 員 は 下記 申込 記載 事項 を 記入 し , 料金 (求人 ・ 求 職 と も 1 件 500 円 ) を 添 を て 学会 
事務 所 宛 お 申し 出 下さ い 。 申 込 締 切 は 毎月 20 日 で 翌月 号 に 掲載 し ます 。 

な お 求人 」 申込 に 対し て は , 所 轄 の 公共 職業 安定 所 へ 職業 安定 法 第 35 条 但 書 の 規定 に ょ よる 「 事 前 通報 」 を 
提出 し 「 事 前 通報 処理 済 書 」 の 交付 を 受け て 添付 し て 下さ い 。 

求 淡 欄 申 込 記 載 事 項 1. 職種 (詳細 に ) 2. 学歴 3. 年 令 4. 勤務 地 5. 勤務 地 外 に 居住 する 応 藻 者 た 対 
する 事項 6. 給与 7. 選考 地 (旅費 等 支給 の 有無 ) 8. 締切 年 月 日 9. 連絡 先 10. その 他 必 要 事 項 11. 会 


社名 
求職 欄 申 込 記 載 事 項 1. 氏名 (生年 月 日 ) 2. 住所 3. 学歴 4. 職歴 (詳細 に た) 5. 希望 職種 (詳細 に ) 


6. 希望 勤務 地 7. その 他 
本 欄 は 紙面 を 有料 で 提供 する だ け で , 掲載 事項 に 関す る 照会 ・ 仲 介 ・ あ っ せん 等 は 本 会 で は いっ さい 致し ませ 


ん か ら 来 入 ,- 求職 と も 直接 御 交 沙 願 いま す 。 


I 


a 


求 職 
1 氏 名 : 木内 寛人 (昭和 10 年 1 月 7 日生 ) : 2. 住所 : 徳島 市 下 助 任 町 4 丁目 47 の 1 3. 学歴 : 昭 
和 33 年 3 月 徳島 大 学 工 学部 電気 工学 科 卒 業 4 職歴 : 昭 和 33 年 3 月 徳島 航空 隊 に 電気 係員 と し て 勤務 現 
在 た 至る 5. 希望 職種 : 下 業 用 テレ ビジ ョ ンカ メラ の 設計 製作 な ら び に 新 製品 の 開発 研究 6. 希望 勤務 地 
: 策 一 希望 大 阪 " 第 二 希 望 東京 


OE 6 月 QL ERE) OS) 


SA 


日 本 の 生ん だ 世界 の 


FE ZO 
プ 長 約 4m の エン ドレ ス 
テー プ 速 度 ' 記録 時 8cm/sec 
演算 時 40cm/sec 
入 信号 "0~20 9/s 0:5Vsーp 
た だ だせ も 入力 お ま び 出 方 計算 速度 比 放 
1 の と き は ,DC 100c/。 ま で 可能 


テア ナー ログ 形 太 外相 軸 因 邊 凍 計 四 枯 人 Cs 


Y 演算 部 TV 機構 部 


人 変 複 調 部 
この 装置 は エン ドレ ステ ー プ を 使用 し た アナ ログ 式 相 関 函 数 計算 
複 で あら ゆる 現象 の 自己 お よび 相互 想 較 函 数 の 計算 に 便 箕 で す 。 
沿 こ の 装置 に は ラッ ク 形 と 可 搬 形 が あり ます 。 ソニ ー 和 株 式 会 社 東京 部 品川 区 北 品川 6 一 357 (カタ ログ 多 


いち ば ん 多く ご 愛用 いた だ いて …… 工業 用 た 、 建 設 用 に 、 農 業 用 た だ た 、 さ ら に 
ナシ ョ ナル の 洗たく 機 、 電 気 冷蔵 庫 、 ホ ー ム ポン プ な ど 家 庭 電 化 製品 の 心臓 
た まじ 基き 続 び で ポポ の 0 | 

国際 規格 新型 


モー トル 
モー トル に は 、 ナシ ョ ナル 電磁 開閉 器 


ナショナル スタ ー デ ル タ 起 動 器 を ノ 


カタ ログ 進呈 。 雑誌 名 ご 記入 の うえ 
大 阪 府 守口 局 区 内 電機 事 業 部 へ 


松下 電器 産業 株 式 会 社 


_ オ ー ル トラ ンジ スズ スタ 


安定 化 低圧 下 


大 力 1 電 

衝 出 湊 井 

3, 出 力 電 流 …… 最 大 連続 負荷 200mA 

4、 出 力 電 圧 変動 率 …… 入力 及 負 荷 の 全 変 動 に 対し て 0.4% 以 内 
リリ 負荷 電流 200mA に お いて 10mV 以下 

6,、 定 電流 装置 …… 最大 負荷 電流 を 20m A, 60m A, 200m A の 


ei 3 レン ジ 電 流 計 と 連動 切替 機構 を 有 し 、 各 レ 
ンジ 共 そ の 彼 囲 内 の 任意 の 値 で 電流 制限 を 行 
の 0 と が CE 
7, 始動 時 間 …… スイ ッ チ イィ イント よ 同 時 
に 区 馬 きこ 科 i 23 X14Xx10cem’ 3.5kg 


MoDEL TP-25 
株 式 背 赴 高 砂 作 所 


洪 の ロロ (048) 41 明 (代表 ) 
用 002 電 話 東京 (01 一 4391, 0486 一 3883 : 
(営業 直通 ) DC 0~25v, 0~5A 


量 位 開 計 式 


自動 度 調節 計 


SE 
O 測 温 範 囲 : 0 一 1,600C 
O 対 時 昇降 機構 付 
5 で > 500 で (20 段 階 ) 
O つ 電気 炉 , 加熱 訪 , 融 炉 , コー クス 炉 等 
各種 の 温度 制御 に 最適 で す 。 


株 式 会 往 時 耶 釧 ! 作 所 r 
東京 部 板橋 区 熊野 胃 32 - 是 C96|1)5285( 愉 ) へ 9 
出張 所 ゞ 小倉 市 大 坂 1~11 田 (5)24250 


SN 


横型 ND- 100E 和 覧 型 Ns- 30EvO 弄 
クラ ッ チ プレ ー ト 専用 堅 型 釣 合 試験 機 
極座標 指示 メー ター( 指 示 値 クラ ンプ 方 式 ) 


WG 論 , あら ゆる 回 転 体 の 適当 な バラ ンス 修正 を な し 得る 様 に 極め て 軸 
量 s み る ロー タク 専用 の マク Ss き ラシン サー か カ から 天 容 量 の 大 下 療 ラン サー に 字 ! る を まで 8 
by 補 敵 民 人 生 補 再 拉 、 高速 型 , 特殊 型 , EN ます 8 


ec きせ 坪 濱 製 作 所 


本 
大 
基 


亡 社 赤 械 部 事 7 赤 大 阪 府 豊中 市 浜 323 の 2 (阪急 宝塚 線 服 部 駅 東 500 米 ) 
選 人 科 次 計 店 蘭 刷 請 張 計 所 電話 大 阪 (39)1132・1789・1889 


電路 の 安全 確実 な 保護 

周囲 温度 の 昧 響 を 受け ませ た 
定格 電流 値 が 自由 に 選定 で きま す 
即時 再 投入 が 可能 で す 

特殊 な 動作 特性 が 製作 で きま す 
30A ~ 600A e 形 断 容量 2.500A よ り 


30, 000A ま で 


て 


i 


病 社 ーー カタ ログ 進呈 


株 式 益 
ee 機 作 客 東京 都 世 田谷 区 玉川 奥沢 町 1 ~285 
EE 六 J] 電話 (721) 6191 一 5 ・3313 


eS 
に 
w 


SS SSSSSS LSSS SSSSSSSSS SS SSS SST SS SSS SSS SS SS ASS SS SS SSTSTS STSS LTS STS SS STS SS STSS STSS SSS S SS SS SSS STSS SS SSL LS SSS SSALLS. 


ベリ リウ ム 銅 ・ モ ネル メタ ル そ を の 他 特 殊 銅 合金 


3222 号 


佐藤 金属 文 業 株 到 会 社 


東京 都 港 区 芝 浜 松 町 3 丁目 5 TEL. 芝 (43 り 7166、 (代表 ) 
EE 宙 科 軸 議 了 履 “9.6:6 半 TEL、 清 基 和 2'6TP や ..3 1.62 


(SIAL ALS LL S SS SS SS SLL SSL SLLS SSS LLS SS SS LS SALSALS LS SS LLS SSL LLS SSS LLS SSS LS SS SSL 45 


y// 


SL 
特許 宮 全 平衡 型 4 桁 

出願 中 ブ ピ EE 全 

a ~ も ss 

デジ タル ボル トメ - タ - 度 選出 


ROISSSSSS SSS SS SS SLLS SS ISS SSL STS STSS SS STSS SSS SSS STS SSS LLS SIST STITT 


ロロ 浴 二 の デジタ 9 化 _ 
精 度 0.01 VD Onl 測 4 の 3 _ 
計測 の 正確 , 能率 化 . 


特 徴 
(1 ) 誤 動作 が な い . (2) リ セッ ト を 繰 返 さ な い . 
が i a a ‘ < i 工業 用 パネ ル 計 器 と し て 生産 。 工程 。 品質 
の 管理 に . 熱電 対 得 ゲー ジ 等 の 変換 器 に 直結 
っ で 富久 用命 きれ る. し て 諸 現 象 の 計測 に 。 各種 計 の 較 正 に 。 電 
(6 ) 消 費 電力 僅少 で 精度 , 耐久 力 が 優秀 . 子 計 算 器 の 数 値 代入 読取 に 。 コ ミュ テー ター 
や プリ ンタ ー と 共に デー タ の 時 間 的 記録 に . 


主 な る 用 途 


a 


TL FL 


技術 革新 の 時 代 に きき 5 い / 本 
本 多 ア ルカ リ 蓄 電 池 は 次 の 様 な 特徴 を 備え て お ぉ お り ま す 
支 小型 軽量 で 容量 が 大 きい 。』。 
支 過 了 充 放 電 に 耐え , 取扱 い が 簡 単 で 長寿 命 で ある 。 


云 サ ルフ ェ ー シ ョ ン や 極 板 の 脱落 が 無く 機械 的 に 
も 強度 が 大 きい 。 


| 


間 


I 


に 3 


画 通 産 省 応用 研究 補助 金 受領 
画 通 産 省 工業 化 試 験 補助 金 受領 人 きき 
玉 束 京 通産 局長 賞 受 賞 = 

( 於 第 二 回 日 本 工業 技術 展 ) 洋 


e 小 eis ヶ 下 論 問 


La 


目 1 9 0 番地 電話 大 崎 (491)3207,5570,657Z 


MMIIIMIIIIIII JIII JIIIII 


社 東京 都 品川 区 上 大 崎 4 本 
Wi a OE 内 2 本 0 電話 和田 倉 (201) 5635 ・ 5636 
井 市 新 飯 塚本 通 4 丁目 電話 飯塚 385・1033 
ER 人 RT 二 札幌 (3) 4711 


最大 の 生産 と 最高 の 品 賢 管理 を 


JIS 表示 許可 
防 和 訂 証 工 


Ce i 日 本 抵 摘 因 製 EE 思 東京 都 品川 区 大 井 鈴 ヶ 森 町 2 2 3 8 a a. 2 


大 阪 市 大 演 区 南浜 町 2 の 2 6- 電 .(37) 6756..( 代 ) 


最も 理想 的 な 無 段 変速 に 


記 


HL 電 竿 松 定 張 力 巻 取 ・ ロ me 


ss? 
[に 


あら ゆる 機械 の 


速度 調整 に 弊社 永年 に 豆 り 独特 の 設計 製作 に ょ る 最高 性 能 を 詩 
最 適 る 製品 
定 張 力 巻 取 用 0.1kg-M~10 kg-M 
0.4 kW~220 kW 電線 , ゴム , ピ ニ ー ル , セロ ファ ン , 簿 , 鋼板 , 
\ ( 布 , 紙 , フィ ルム 等 
各種 製作 致し ます ロロ ー\ ル 用 1kg-cm~5kg-cm 
音 放 リン ゲ マ ン ン , ホッ ト フ ルド ラテ ライヤー; シリ 
ンダ ー ド ライ ヤー 等 の テン ショ ンコ ント ロー ル に 
12p 95 kW 200/220 V 50/ 2 
ec p 50/60 ao A 
(カタ ログ 贈呈 Sk 90000 て 主 以上 の 標準 品 の 外 御 要求 に より 各種 製作 致し ます 


本 社 . 東京 都 港 区 芝 浜 松 町 2 の 2 大 門 ビ ピル 電話 (431) 1671, 28 48~9 
a 場 東 京都 大 田 区 御園 3 の 8 電話 (731)4006,4253,(738)0661 
後 6 


オー- ト メー- シ 
コン ボー ネン ツ 


A FE-7 


シン 7 ロサ = 志 モ ー ダ タダ (バラン シ ン Z モ -?) 
シン クロ 電機 セル シン モー タ サー ボ モ ー タ ジェ ネ レ ー タ (タコ ジェ ネ レ ー タ ) 
制御 変圧 機 レゾ ル バ レ ー ト ジェ ネ レ ー タ 


ン ン 7 ロナ スモ 7 ジラ ゃ イロ 


本 社 ・ 東 京都 大 田 区 古川 町 173 TEL( 民 ) (731) 2131 交 慶 ]| | 千 記 林 式 A 千 
工場 ・ 長 野 県 飯田 市 大 字 上 飯田 1879 TEL( 代 ) 飯 田 1427 次 杯 ユ 去 た 


製 甘 作 品 調 目 
全 凍 機 用 温熱 風 美 置 


液体 用 兵 込 型 ヒ ー タ ー 


王 用 


液体 用 挫 込 型 ヒ ー タ ー 


半 鋳 込 型 半 田 用 ヒー ター 


5 相 電 有 詩 株 式 会 氷 


東京 都 目黒 区 大 岡山 302-0 AE 


i 


OSCLLOGRAPH a 


あら ゆる 点 で 件 能 


系 統 型 


電磁 オ 


エレメント 数 A OE まで 
B12 で ジン ドド ま で 
光学 系 の 長 ミ 40cm 
e 記 録 速度 0.5~32cm / sec 7 段階 
@ 記録 速度 倍加 装置 。 記録 を 中 断 せ ず に 2 倍 に も 1/2 
に も 切換 えら れる 
主要 製品 e 印 画 紙 市 250, "1580, 125mm 長 さ 25m 
f ンク 書 き オ シロ グラ フ 、 和 電磁 オシ ログ ラフ 、 一 現象 その 他 , 記録 長 制御 , 実験 番号 記入 , 切 取 線 , 零 基線 


テラ ウン 管 オ シロ スコ ー プ ,。 プラ ウン 管 連 続 撮影 装置 


光 流 増 店 器 、 歪 記録 増 巾 器 遠隔 操作 


三栄 測 器 株 式 会 社 


本 社 東京 都 新 宿 区 柏木 1 ユー95 Tel (37D)7117-8,8114-5 


工場 東京 都 武蔵 野市 吉祥 寺 1635 Tel (022-②)4941,7825 


ー ス 舗 ー タ ティ イト ALBEP 
ふ ク 素 樹 脂 = 


ホリ オス オ ぶ フ 化 エチ レン 


本 管 円 答 板 0 
軸受 次 スト 語文 和 SS 
際 絶縁 ・ 面 食 ・ ta 非 粘 着 性 
電気 ・ 機 械 ・ 化 学 あ ら ゆ る 工業 材料 


スタ ー テ イト 工業 株 式 会 入 


社 大 阪 市 太 流 区 天神 橋 筋 六 の 五 ( 天 六 阪 急 39) 5736e T81020397071 
折 東京 都 中 央 区 込 重 洲 一 の (呉服 橋 三 和 ビ ル ) 電話 東 京 (271) 5501 代 表 
等 所 大 阪 市 城東 区 次 田 侍 應 還 一 EO ハ 電話 大 阪 (33) 90.3.1 代表 


製 造 


交流 無 依 電 協 源 各 音 


出力 5,10, 15, 20,。 25, 30, 50, 100kVA 音 種 


OS I SIS 


昭和 電工 殿 納 入 
FES 式 無 佑 電電 源 装置 
出力 100kVA 


a fe as 東京 都 豊 島 区 巣鴨 6 ノ 21349 
. 会 計 電話 東京 982 局 5151- 9 


場 及 東 1 きき 四 


寿 命 。 20,000 時 間 以 上 
雑 音 " 1kV B565kQ 


50 c/s 
励磁 コイ ル cS 6.3V 850 
種 類 一 般 用 ・ 低 入力 用 


米国 Swartwout 社 と 提携 


用 電子 秒 記 録 計 大 含 雷 気 株 式 合 『f 
途 直流 増幅 器 等 > 三信 =) nl 


本 社 東京 都 杉並 区 西田 町 2 丁目 407 番地 電話 (398)5111( 代 表 ) 
大阪 出張 所 大 阪 市 北 区 芝田 町 112 井 上 ピル 24 号 室 電話 (36)5g91_5 (交換 ) 
小倉 出張 所 小倉 市 博労町 63 富士 ピル 44 号室 電話 小倉 (5)8621 


後 9 


一 世界 に 然 た り …… 


マ ィ 2 ロ 
スチ 


特 蛋 と 性 能 

この 二 極 マイ クロ スイ イッチ は 本 邦 に 於 いて は 勿論 、 又 その 品種 に 於 いて は 従来 の 単 極 の 
基本 型 と 同一 に 総 ゆ る 品種 が 完成 致し まし た こと は 世界 で も 最初 の 男 期 的 な も の で す 。 こ 
の 成功 の 理由 は 本 器 が 遍 差 の 動き (M.D.) に 於 いて 外国 品 の 和 大 陥 ( 応 差 の 動 * が 大 さい こ 
き 。 こ だ が は 二 極 マイ クロ スイ ッ チ が 海外 に 於 いて も 、 国 内 に 於 いて も 普及 きれ な い 理 由 の 
ーー つと 考 ぞ られ ます ) を 充 全 に 除去 じ し た こと で す 。 ご これ は 正しく マイ クロ スイ ッ チ の 草 命 、 
新 分 野 べ の 巡 明 と まで 云わ れる 理由 で す 。 そ し て 更 ら に 特徴 (と 矢 の 如く 追加 され る の で す 。 


(1) 衝 き , 取付 位置 は 単 極 基本 型 と 同一 。 耐 ) 圧 1000V 計 A. C, 一 分 問 ¢ , 
(2 ) 機械 的 才 命 は 50 万 回 以上 , 接点 間隔 。 " 給 繧 抵抗 500 V、1000M 以上 
は 従来 の 単 極 品 より 広い . 動作 に 必要 な カカ (0. F.) 300~450.g 


馬 、 ) 
(3) 動作 力 、 応 差 の 動き も 単 極 型 と 同一 動作 迄 の 動き (GP TT. ) 0BMAX 
(4) 単 極 品 を 2 ヶ 並 べ て 使用 する の と 中 。 動作 後 の 動 ぇ (0. TT.) 0.13MIN. 
い ス イッ チ の 投入 切断 は 2 回 鷺 同時 。 戻り の カ (RF. YeMIN 日 本 開閉 器 工 業 株 式 会 社 
(5) 規 格 応 差 の 動き (M. D.) 0.01s0:15 時 
電流 容量 125・250V. 10A. A. C. 東京 都 大 田 区 馬込 東 3 一 644 


TEL 東京 (771) 8841~-2・8379 


邊 8.0 式 電気 浄 油 機 
座 。 鉄 共振 型 定 電圧 装置 
護 。 計 問 用 変成 器 ) 
直流 高圧 発生 装置 変 六 益 
区 科 ド ッ トー 雑 秘 。 . 議 I 二 傘 

タッ テル ダー 油 試験 機 


定 客 


a 株 式 会 社 刺 宣 社 


/ kn yw — 
i vA ti 東 奈 都 濾 谷 区 元 広 尾 町 番地 
谷 星 電話 東京 (473) 1687, 1860, 1861, 1862, 1863 


後 10 


200kVA 迄 
200kVA 交 


,。 精度 1% 以 内 、 応答 5 秒 以 内 


波 条 夫 みな し 

l ふき TB 型 > 同 : 同 上 精度 1% 以 内 , 応答 4 秒 以内 
きき MR 表 > 沿 給 同志 で EE 同 上 , 精度 + 3 以内 、 応答 10 秒 以内 5kVA 迄 
磁気 増幅 型 >MA 型 > 46%%~61%8  、 算 率 5 以内 、 精 度 0.5% 以 内 , 応答 10%% (0.2 秒 ) 以内 50kVA 迄 
きき TM 型 > 46%~61% 。 歪 率 5 以内 , 精度 寺 0.5 銘 以内 , 応答 5 % 以内 5kVA 迄 
電子 管 型 >TR 型 > 46%~61% 。 和 歪 率 5 以内 , 精度 +0.1 以 内 ,. 応答 1 % 以内 5kVA 和 
鉄 共 振 型 FS 型 >47~51, 57~61%,、 精度 上 2 以内 , 応答 1% 以内 5kVA 和 
誘導 型 >1D 型 >4651, 56 一 61%、 科 率 10% 以 内 、 精度 寺 2% 以 内 、 応 答 30 秒 以内 200kVA 迄 
定 電 流 装 置 > ひ CS 型 > 46%~62% s 精度 考 1% 雇 内 、 応答 1 秒 以 内 5kVA 迄 
‘ 精度 上 2 以内 、 応答 約 1 秒 500kVA 包 
200kVA 迄 


発電 機 用 型 >FR 型 > 47% 一 61% 

電気 炉 自 動 制御 装置 一 幣 社 の AVR を 使用 し 、 高 性 能 , 高 効率 ,- 低 謙 な る 自動 温度 調節 装置 

整 流 装 四 >S R 型 電 圧 及 周 波数 の 変動 する 交流 電源 か ら ,、 電圧 精度 + 1 % 以 内 の 安定 し た 直流 を 得 と られ る 。 
きき バッテリー の 代用 又は バッ テリ ー の 浮動 充 電 用 其 の 他 の 直流 電源 

瞬時 制動 モー ター 起動 トル ク … 大 ,3% ( 地 秒 ) 以内 に 瞬時 停止 並 に 逆転 起動 電流 … 小 . サ ー ボ ポー モー ター に 最適 


© 桂川 電機 株 式 会 社 


東 紹 京都 大  』 区 、 僚 誠 y nT 4 計 1718 誠 旨 地 
TE (731D 0G 衣 Ns 5 


磁気 増幅 器 や 可 飽 和 リ アク トル は 
寿命 永久 的 で 真空 管 の ご と く 故 障 
の 心配 は ご ざい ませ ん 。 あ ら ゆ ゅ ゆる 
自動 制御 に 御 利用 下さ い 。 

どん な 特性 の も の で も お 作り いた 
し ま 束 % 

変圧 器 ・ 寒流 線 輪 は 無線 通信 機 用 , 
整流 器用 , 医療 機 用 , 研究 用 等 各 


種 御 要求 に 応じ ます 。 磁気 増 巾 器 型 低 電 圧 装 置 


巻 鉄心 型 磁気 増 巾 器 


御 申 越 炊 第 カタ ログ 郵送 いた し ます 。 鈴木 電工 株 式 会 社 i 


東京 都 豊島 区 西巣鴨 3ー810 電話 池袋 (971) 3071・8133 
第 二 工 場 埼玉 県 戸田 町 上 戸田 南原 2261 電話 藤 (0889) 4841 


励磁 機 起動 発電 装置 で は 、 わ ゎ わが国 最 

大 の 出力 を 持つ 、 デ ン ネ セイ 励磁 機 起 

動 発 動 発 電機 が 、 関 西 電 力 に 納入 さき 200 KV A 

れ 、 超 近代 上 的 ビル の 11 了 陸 目 の 塔 屋 の 励磁 機 起動 発動 発電 機 


中 で 静か に 働い て いま す 。 デン セイ 強 50 年 の ig _ 2 
の 持 全 は 陸 示 移 二 る 棒 す < 


間 題 を 見 事 に 解決 し た の で す 。 日 示 協 飛 精 器 本 式 千 Ti [ 


本 社 玉 向島 事業 所 京都 墨田 区 守 詞 町 3 一 39 
大 阪 営業 p \ っ 電 る 2: 区 っ 北浜 4 一 エ 6 
浴 ) 古 定本 きき 営 名 古屋 市 東 区 久屋 町 5 一 9( 住 友 商 事 ビ ル ) 
{ に 


し 


薬 

業 
語 業 福 岡市 下 土 居 町 3( 佳 友 ビ ル 内 ) 
下 


Wh  Fer a1 亀 . 人 12 


ライン 


自動 制御 装 直 


この 装置 は , 発信 器 , 表示 計器 , 調節 器 , 
操作 部 間 の 信号 の 伝達 を すべ て 2 一 10m A の 
直流 電流 で 行う エレ クト ロニ ッ ク 邊 竿 制御 装 
軒 で す 。 
⑨ 信号 の 伝達 血 れ が な く , 応答 が 速 v 
② 保守 が 容易 で 値段 が 安い 。 
③③ 信頼 性 が 増し , その うえ 機器 が 小形 化 で 
きる る 

@④⑨ 』 示 = タ 処 理枝 軒 ンー ン ロマ トグラフ 
各種 分 析 計 な ど と 組合 わせ る どき に 圭 人 
2 に し 3 

その 他 機 器 に 互換 性 だ が ある な ど 人 優れ た 特長 を 

RS FR 


— ヽ J} 王 . 44 東 巴 EN 電話 (738)2141( 大 代表 ) 
に ラジ イン a T 性 北 必 四 橋 答 才 阪 ・ 倉 ・ 広 | 沼 名 古 司 
155 X 155 X 524mm チャ ー ト 帽 120mm ・ 高 徳 札 幌 


後 12 


an GDN 


人 
の ① 大 きき 130 mm 角 所 行 217 mm 
② 重 さき 約 3kg 
②③ 記録 方 式 競 ペ ン 式 
④ 記録 紙 有 効 和 店 ?0 mm 記録 紙 1 巻 10 日 間 有 効 
⑧ 記録 紙 速 度 1 時間 25 mm ノ グ hー75 mm/h 
⑧ 感度 50z A 又は 20m V 以 上 (フル スケ ー ル ) 
⑦ 使用 電源 AC100V 50=or 60==6 W 
⑧ 空 管 等 は 使用 せ ず 


= 義則 定 議 拓 式 吐 圭 


東 京都 板橋 区 小豆 沢 3 の 1 2 電話 (%)6121( 代 ) 
大 阪 営 a 電話 (36) 5053( 代 ) 


ルレ て 6 客 デコ マデ ン 5a 交 き 
ー ノー, テス チロ ーー ル , マイ ラー 舎 
の 切断 に 使用 され る 。 最 大幅 300 
m/m か ら 最 小幅 5m/m まで 切断 
で きる 


本 社 及 工 場 京都 品川 区 大 井 館 消 町 244 
C491) 9125~9 

大 仮 出 張 所 阪 市 北 区 堂島 上 2 の 39 
日 産業 ピル (34) 6540 
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LN 34 NN が AR パー ター 


高 H 生 角 E を きき 


衝 種 回 転機 器 


N 


ーDY-1 電動 発電 棋 


FA7 電動 送風 機 


AM-30 


ン デ ン サ ー モ ー タ ー 


新 中 央 工業 株 式 會 


入 生 232 番地 電話 (761) 9125~9 


MB-625 形 


(.2KV 1,200 A 250 MVA 


断 時 間 -… 5 サイ クル 
⑧ 無 負荷 投入 時 間 …… 0.35 秒 


油 を 使わ な く て 保守 点 検 の 容易 な 

磁気 し ゃ 断 明 を キュ ー ビ ク ル 形 配 

幹 に 御 使用 下さ い 
(弊社 製 は 特に 小形 で ご ざい ます ) 


光正 電 械 凌 人 所 


本 社 ・ 工 場 京都 市 南 区 吉祥 院 中 島町 4 TEL. ⑤9176( 代 表 ) 


支社 ・ 東 京 営業 "所 他人 馬 "・ 東京 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・ 福 岡 


シル バー ド マ イ カコ コンデ ン 北 


高い Q・ 高 究 定 度 


防衛 庁 NDS 規格 認定 試験 合格 会 社 


用 
= へ 
用 双 信 電機 株 式 会 社 
用 本 社 。 東京 者 大 田 区 馬込 町 西 4 の 2 電導 東京 (71) 8111 (人 0) 
長野 工場 長野 県 北佐久 那 小間 町 岩村 田 


自動 制御 機器 その 他 


計数 素 示 用 電 飲 


WEK-1 型 寺 


性 能 
分 解 能 600/min 
5 桁 
有 
肖 費 電力 僅少 
窓 開 寸 法 48X12 mm 
数 字 3X5 mm 


製 造 


電気 計測 器 ・ 工 業 計器 
WE 電子 管 機器 ・ 制 御 機器 


渡辺 電機 工業 株 式 会 社 


on iy 2 の 36 電話 青山 (401) 611ー4 


hs ct 


議 フ ルス ケー ル 0.35 秒 , 最高 の 
応 動 速 度 を 持つ ぶ 軸 軸 サー ボ 機 

構 へ 時 間 送 り 相 互 の 瞬 時 科 普 自 
由 な 『 軸 札 長 時 間 の 記録 が 行 な 
える スト リッ プチ ャ ー ト 環 用 途 に 
応じ て 選 拡 で きる 4 種 の 増幅 器 、 


万 能 的 な 用 途 を 持つ 、 高 性 能 の メーY レコ ー ダ ー を 完成 し まし た 


抗 線 補 計 と 応用 計器 ーー 新興 通信 工業 株 式 会 社 上 


本 社 ・ 工 場 は 760 
( 誌 名 記入 の 上 カタ ログ ご 請求 下さ い ) 営 業 所 ・ 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 


0 
a A i = Ce | 


A 


タイ マー 制御 系 DYV100 型 塩素 処理 機 


水 の 閉 志 防 正 


0n 水 問 未 疾 本 。 放 式 


くき 料 や 共 ぞ の 館 j 手 


届 褒 


東京 都 中 央 区 和信 重 州 3 の 7 東京 建物 ビル 
注入 回 数 と 時 間 の 選択 自由 直幸 2 軸 )0371 夫 (代表 )・ 土 場 ( 羽 田 - 世 田 補 
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チミ: . \ 
。 ダ イヤ ライ ト 戻 化 理 素 構 火 物 NW 


-_ | エレ マ ィ イド CS1C 窒 ) | 


(用 ペ ン 高 速 、 間 豆 度 レ コー ダー ) 


A 3 ER EI ラン > 
ey FI RK 2 半 ( a 3 

テテ 4 i PI ] 
i Cee 


1 筐 4 


ち 式 下 子 管 自 玩 平 竹 き 
款 団 0 一 50mv 
0—5 my (本 : 基 
DD = uny 
日 堅 180mm 
記録 紙 巻 と り 誠 り 主 し 
速 。 慶 20.40.80mm/hr 
a 『 交 > TE 全 目 堅 0. lIsec LL 下 


+ 


に | 


理 備 電機 業 株 式 合計 


東京 ・ 且 黒 区 唐崎 町 6 2 5 素 奈 (712)}3 1 7 1 4 


Di 
1 


療 317 


: 
・ 征 昌 - 英 ・ 米 製法 特許 


* 4 


際 き 眉 lh 


日 本 科学 沼 金 株 式 会 社 


第 二 工 場 大 阪 区 
第 三 工場 大 折 市 城東 区 古 


層 同 共 共 環 牙 了 


MINIRON 50U 


(軟質 ガラ ス 封 入 用 合金 ) 


自動 温度 調節 器 付 
亡 窓 , 室内 灯 , 温度 ヒュ ー ズ 付 


大 成 化 学 機械 株 式 会 社 


東京 都 千 代田 区 神田 美食 町 四 番 地 
電 話 (251) 8277 ( 代 ) 


5121.5122.5123 
電話 東京 (851) 局 
5124.5125-5126 


衣 造 抹 基 会社 林 を 同 。 る チ 村 衝 調 造 部 


研究 用 ・ 中 間 試 験 用 ・ 各 種 
| °B トラ ンジ スタ ター 真空 科 材 准 
3 電気 定 温和 器 Ee 真空 管材 料 
高 ; の Fe-Ni 合金 
の 平均 井 張 係 導 
4 ヒヒ 属 度 0 
s Sc re em 
* 8—1010 MR 20°C~500°0) 
る 人 
> 0 
Ss ms 
1 重 se rE PE 
本 東京 都 中 央 区 日 本 橋 両 国 五 番地 
> 后 室内 寸法 450x400x400 m/m 
> 定 温 穫 囲 4060°C 寺 1°C 
> 
> 
> 
> 


ET 


剛 漠 


抵 
圧 
加 3 
カ 
電 


MA > 4 
ep 0D 型 オシ ログ ラム 自動 現像 機 
1. 電源 は 交流 、 直流 共に 使用 可能 1. 小 型 で 取扱 が 簡便 か つ 締 室 不 要 
2 暗室 不要 で 白 信連 続 撮影 可能 EE 
3 C.F 型 は 、 ダ ル ペ 系 統 が 間 2. 現像 むら ちら の な い 均 一 な 調子 に 仕上 が る 
電圧 (3000V 1 分間) に 耐え る 3 . 現像 後 ア ー タ の 長期 保存 に も 水洗 不要 


<FWL> 共和 無線 研究 所 
本 


社 東京 都 港 区 芝 西 久保 明 舟 町 19 電話 東京 (501) 代 表 2444 番 
大 阪 出張 所 大 阪 市 北 区 乏 其 町 10 (中 之 島 ビル 内 ) 電話 土佐 堀 (44)0058・0059 番 
名 古屋 出張 所 人 屋 放 区 涯 光電 54 の 4( マ スミ ビル 内 ) 電話 南 (32)2596~8 番 
福岡 出張 所 福 岡市 官 内 町 2 5 ( 官 内 ビル ) 電話 福岡 (3) 5565・6390 番 


特 許 
特殊 銀 酸 化 力 た ミウ ム 接 点 


TO コラ クト. メ 負 


閑 し い 電 気 接触 
子 材料 と し て 銀 
酸化 み カドミウム 3 
の 側 秀 性 は 当社 
が が 昨 春 T.O. コ 
みみ トメ スル 
を 完成 発 沈 し て 
より 急速 に 認め 
られ 右 機器 に 御 : 
採用 を 戴き 好評 
を 昌 つ で て 居り ま 


cB 
3o 


Sh 御 使 用 機器 
sR 電磁 了 開閉 皿 


TOB-2xX300 TOB-3x300 


es 特許 番号 252497 ーー 一 特 ' 徴 一 一 ーー 一 製造 品目 

代 Dsak 隊 I OT コト スグ トレ 
> 温度 = ", 入信 粉末 冶金 

2 (カタ ログ 進呈 ) 之 困 性 。 机 角 柏 。 耐久 | 革 多 選 信人 結 点 条 


椿本 銅 球 製造 株 式 会 社 


本 社 ・ 工 場 奈良 県 北葛城 郡 当麻 村 尺 土 19 電 代 表 大 和 高 田 2742 
大 阪 営 業 所 大 阪 市 北 区 南 局 町 5 椿本 ビル 内 電 大 阪 (36)3828・3606 
東京 営業 所 東京 都 台 東 区 浅草 七 軒 町 2 電 東 京 (841) 4828 
名 古屋 出張 所 名 古屋 市 中 区 宮 町 4 の 12( 太 陽 生 命 セ ル ) 電 名 古屋 (9) 1427 


中 外 接 点 株 式 会 社 


本 社 ・ 工 場 東京 都 目黒 区 高木 町 1509 Tel. (717) 11116 
足立 工場 足立 区 本 木町 3 一 5310 Tel. (881) 6188~9 


販売 代理 店 后 本 遇 業 様式 次 坊 


本 孝 随 一 / 最も 信頼 度 の 高い esronaClectric 


3B 
VEM-302 A 
VEM-302B 5 mV .~500mV 


邊 誌 名 記入 
呈 カ タロ グ 


田 663 
(841) 0967,5926 
勝 6 


製造 品目 (BML- BMM -BMH ) 各 種 
(BML-3 特許 33-421 不 債 バイ メタ ル ) 


神岡 金属 工業 占 


本 社 京都 市 左京 区 吉田 神楽 岡町 8 _TEL (7)2751・6408 
工場 京都 市 左京 区 静 市 市 原町 661 TEL 8 0 6 2 0 


去 主 要 製 品目 去 


液 面 調節 計 流 量 計 
ト 款 電 斉 度 計 電動 ダン バー 


権 式 東邦 計量 器 製 作 所 
本 蓄電 京 寺 攻 市 下 連 和 60 秋 地 
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NGGC | エレ クト ロニ ックス . オ - ト メー ショ ン 用 


高 信 頼 度 . 高 性 能 


e NCC MP コン デン サー 
.01 LF—100 ZF 150 —700 V 
e NCCP 有 HH オイ ル チ テ チュー プ ブラー 
.001—0.5kAF 400 V —10 KVDC 
e NCC シル バー ド マイ カド ン 
EPF 0-(EAE 1000 TVDC 


JIS A 


東京 営業 所 


( ヵ カタ ョ グ 贈 旦 ) 


ER IELTS RT EET TLR RA VARICODER Nt 


> 新 補 トイ 4 だ rs = 三 諾 
験 室 ・ 研 究 室 に 最適 ノ 


電子 管 式 で 


RS are Ht 


トン 


taAASE 


SetA 


0 


特 長 
e 入力 抵抗 が 大 きい e 赤 点 調整 全 域 


EE 


3 穫 
寺 追従 速度 が 速い 生生 状 相 調 相 相 能 
癌 oe 送り 速度 3 段 切替 式 e 小 型 ・ 軽 量 ・ 安 価 4 
き 4 営業 品目 > 攻 


交 直 流 定 電 圧 義 置 TV 用 各種 測定 装置 
電子 管 応用 計測 機器 電子 管 式 自動 温度 
調節 装置 


se 


lt 
: en 


本 社 ・ 工 場 京都 市 中 京 区 西ノ京 上 合 町 17 
電話 C84 う 4396~4398(82)0395~0396 


日 本 電 気 機材 株 式 会 社 東京 サー ビス 東京 都 手 代田 区 神田 司 町 2-15 
ステ ーション 電話 (231) 2236 


EEE ES 


BERNER 


4 
(Ti 


a 


Rt nett 
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iy Tn 


ヽ あら ゆる 産業 の 生産 性 を 高め る 
島津 オー トメ ーション 計器 


直流 電位 差 計 
プリ ッッ ジン 
PD 形 現 字 式 万 能 直 流 電位 差 計 


測定 填 囲 : 高 域 0 ー1.61V 、 中 域 0 0.161V 、 低 域 0 -0.0161V 、 人 悦 率 器 に よる 最高 範 団 322V 

許 窒 差 : 高 域 +0.01% +20gV 、 中 域 +0.015 % + 3gV、 低 域 0.015 % +0.5 uV 
BBD 形 現 字 式 万 能 直 流 ブ リッ ジ 

測定 填 囲 : 100~0.01m 9 、100 ~0.019 、 100~0.01K 9 、 100~0.01M 9 

最小 測定 範囲 :m 9 の 小数 以下 3 位 


株 式 会 社 島津 製作 


ひ & 目 で 読め る 測定 値 


所 本 社 京 都市 中 京 区 河原 町 二条 南 
支 店 東京 ・ 大 阪 ・ 福 岡 ・ ・ 広 島 ・ 札 幌 


動作 精度 の 高い 。 


生産 工程 の 
凡 ゆ る 用 途 に 応ずる た め 、 い ろ い ろ な 方 式 の も の 品質 管理 の 
& は の マー の 応用 に ご 2 
SSODTORRREL 計量 管理 の 
試験 装置 の 
選別 作業 の 
自動 化 に は …… x 


自動 測定 と 良否 の 自動 選別 。 光 電 管 応用 制御 装置 
消 要 漏 電 ・ 断 線 ・ 混 線 ・ 流 量 ・ 圧 カ ・ 速 度 ・ 張 力 其 他 ル ル 

ゆる 工業 量 の 異常 検知 装置 。 高 速度 計数 制御 装置 

全 自 動 耐 電圧 試 喉 装置 。 面 アー ク 試 険 装置 他 種 々 工業 計測 と オー トメ ーション の た め の 
良い アイ デア を 豊 富 に 用 意 し て いる 


岩佐 画 府 科 開 究 所 
石 佐 男 球 科 人 研究 

水位 ・ グ ダン パー・ 了 貯蔵 量 其他 ルル ゆ る も の の 位置 表示 大 阪 市 東淀川 区 塚本 町 1 丁目 10 
温度 ・ 圧 力 ・ 流 量 ・ 液 面 ・ 速 度 ・ 混 合 率 等 の 自動 調 飼 電 話 37=ー1334 (代表 ) ~ 6 
あら ゆる 情報 の 数 値 的 伝達 並 に 遠隔 設定 装置 など 

[写真 は セル シン に よる 人 邊 隔 水位 央 示 装置 の 一 例 ) 


軽量 強力 低廉 


ギヤ モー シェ ー ビ ピン グ ・ ク ラウ 民有 之 加 エ 


讐 香 請 拉 て 。i 


社長 間 心 多 紅 栗 


尼 崎 市 坂 部 
a 大阪 計 (48) ら 2 きき 530527 
支店 出張 所 東京 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 名 古屋 


ュ ェ = は 三 葵 鉛筆 の 総力 を 挙げ て 完成 し た 最高 級 の 製図 用 狂 筑 で す 。 
ュー= と は ONE の 意味 の 英語 で 一 現代 に 存 歪 す る 唯 王 の る の テー とらじ て で て 敢 
休み は じ 。 


本 誌 広告 取扱 店 広 和 嘩 東京 都 中 央 区 銀座 西 8 フ 3 


小 鍛冶 ピル 5 階 電話 AV 


日 立 軸 人 百 
立 軸 別 置 型 揚水 式 発電 所 向け …… 


日 I 九州 電力 株 式 会 社 諸塚 発電 所 納め 


近 時 , 電力 系 統 の 大 容量 化 お よび 

負荷 変動 の 増大 に と も な い , 各所 に 
揚水 発電 所 の 計画 が 具体 化し て まい 
陸 ま た 

日 立 製 作 所 で は , さき に 東北 電力 
株 式 会 社 沼沢 沼 発電 所 ( 横 軸 別 置 式 
1951 年 運転 開始 ) ・ 四 国電 力 株 式 会 
社 大 森川 発電 所 ( 立 軸 可逆 式 1959 年 
運転 開始 ) に 揚水 発電 用 機器 を 製作 
納入 し , わが 国 の 揚 水 発電 所 の 発展 
て まい 0 まだ 
回 , a 
54,000 kW 立 軸 フラ ン シ ス 水車 お よ 
び 58,000 kVA/56, 500 kW 発電 電動 
機 各 1 台 を 完成 し まし た 。 本 機 は さき 
き に 納入 し た 1,800 mm ター ビン ポ 
ンプ と 組合 せ , 使用 され る も の で あぁ あ 
が ます お 6 


仕 様 


(kW) 
(m) 
(m/s) | 


(rpm) 


吉 回 届 庄 
黄 
財 紅 間際 二 


(kW) 
(m) 
(m/s) 


(rpm) 


昔 
財 血 思 褒 二 


潤 回 え 普 > 


単 吸込 2 段 タ ー ピ ビン 
発電 電動 機 容量 (kVA/kW) 58, 000/56, 500 


54,000 kW 立 軸 フラ ン シ ス 水車 


悦 
況 吾 


ト 事 川 コ 避 評 准 取 性 引 画 ③o 下面 | 悪者 


嘆 1 赴 っ 帯 軒 


卓 十 田 模 問 | 童 向 
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PAK 型 戸上 電 只 還 族 詳 


500 万 回 以上 の 機械 的 動作 試験 に 


PAK 11 型 


P 表 -2 弄 
押 負 の 外観 


3 HP 以下 用 一 継 電 矯 用 
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2 
シン シリー 


合格 , 中 央 反 手 バネ 式 に より 構造 簡単 , 


本 器 は , 独特 の 技術 に よる 最 優秀 
品 で , 他 の 追従 を 許さ ず , な お 11 
3 3 馬力 以下 用 お よ 

, 電磁 継電器 と し て も 好評 噴 々 
bn" じ で す 


超 小 型 軽 着 


RSK 可逆 弄 


PA-KT 防食 型 


\ 戸 巧 間 補 窟 季 度 


KZM 


新 防 爆 型 札幌 営業 所 一 太 通 西 5 丁 目 大 五 ビ ルル am 


PAK 型 閉 針 型 外 画 人 電磁 開 時 癌 ( 款 電 


PAK--I 電磁 開閉 器 だ け a 
PAK 一 I | 電磁 開閉 器 調 動 継 電 震 付 (外因 な | 
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東京 営業 所 一 港 区 芝 2 応 ノ / 由 実業 会 0 
大 阪 営 業 所 一 北 区 芝田 町 44 芝田 ビル … を 
名 古屋 営業 所 一 名 古屋 市 駅 前 住友 銀行 ビル ee 
福岡 営業 所 一 天神 町 正 金 ピル ……… ・( 電 ・(④860・868。 
…( 電 ・(2)3699C4)49| 

…( 電 ・ GSD 8985. 7546・96} 
・( 電 ・(36)5191*51| 
・( 電 ・(8) 7487・94 
0 修 賀 (代表 )41 | 


東京 戸上 商事 一 千代 田 区 神田 旭 町 大 療 ビ ル 

大 阪 戸上 商事 一 北 区 芝田 町 芝 国 ビル 
名 古屋 工場 一 熱田 区 花 表 町 3218 eee 
本 替 “ 小 場 一 佐賀 市 大 財 町 385 て 


